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新東鑑 三 

卷之十 A  1 

阿部 備中守 丼 諸家 高名の 事 岡 山 表合戰 井水 野 隼 人 正. 靑山 伯耆守 武勇 を勵 ます 

事 大坂 落城の 事 織 田 主 水關東 へ 召 出さ る 幷佃治 郞兵衞 水練 附忠昌 朝臣. 

忠 S 朝臣 御 目 見の 事 大 坂諸士 自害 并 御簾 中 城 中 を 出 でら る、 事 

豐 臣家滅 u の 事 

卷之 十九  一二 

兩將軍 御 凱 陣の事 首級 目錄 越 前忠直 朝臣の 事 

長 曾 我 部宫內 少輔生 捕らる 4^ 山川 帶刀. 北 川 治 郞兵衞 の 事 

落人 誅 せらる 、事 •， 氏 家兄 第 切腹の 事 兩 御所 參內幷 諸 大名 恩賞 を 蒙る 事. 

目 次  一 


卷之 1 一十  S 

法度 を 定めら る 幷年號 改元 附 越後 少將 蟄居の 事 最上 大藏 少輔滅 C の 事 

大御所 關東 へ 御 放鷹の 事 御 旗本 衆 賞罰 の 事 家康公 薨去 の 事 

御 軍令 并 伊東. 別所爭 論の 事 日光 山へ 御 改葬の 事 

附錄卷 之 一  一九 八 

上 杉景券 IS 仕 寄を附 けら る、 事 畠 山 入 庵 一 一條 へ 登城 井 甲 陽軍鑑 批判の 事 

加 藤 家の 元老よ， 9 大 坂へ 兵糧 を 贈る 幷肥後 守忠廣 配流の 事 

加 藤 式部 少輔明 成 改易の 事 越 前 家の 臣山縣 伊賀 浪人の 事 

加 藤 家の 臣川村 權七歸 參の事 河路 權內. 內藤左 兵 衞討果 す 事 

前 田家の 吉田大 藏射術 名 春の 事 龜田大 隅 御馬 拜鎮の 事 

福 島 丹^、 後藤 又 兵 衞と武 を 論 やる 事 池 田家の 南部 越後 尼ケ 崎の 城 を 救 ふ 事 

久世 三四郎 11^ 候の 事 小菓 又市檢 使の 事 安藤 治 右 衞門心 褂の事 

井上 小左衞 門の 妻携 J 一子， 出：， 城 中-事 上條又 八、 和 田 庄兵衞 を 討 果す事 


木 村長 門 守の 事 眞野佐 太 郎剃髮 の 事 稻垣 攝津守 御 加 增の事 

伊達 政宗， 家臣 を 成敗の 事 島：？ i 家、 豊臣 家の 招に 應 せざる 事 

杉 原 常 陸 介 着 陣の事 賀 島主 水井稻 S 九 郎兵衞 手柄の 事 

堀 丹 後 守 橫館を 入る 、事 中 井 大和 素 生の 事 木 村 總右衞 門 • 同 藤 五郎^ 川 

村與三 右衛門の 事 吹 田 太 郎左衞 門の 說 眞田 左衞門 佐の 事 

篠原 又左衞 門の 事 毛 利 安左衛門 物語の 事 簿田左 馬 介の 事 

墙 團右衞 門の 事 後藤 又 兵衞、 黑 田家 を 立 返く 事 明 石 掃 部 介 潜 居の 說 

井島 淸六 今津に 赴く 事 檜 物 師九郞 左 衞門城 中に 留まる 事 

上 林 竹 庵の 事 狩 野 山 樂城中 を遁る 、事 後藤 庄三郎 の 事 

同卷之 1 一  き 1 

兎 御 吸物の 事 連歌 御 會の事 葵 御 紋の事 江 城の 事 

江 城 御 鎮守の 事 增上 寺尬淺 jIBf 寺の 事 御城 內 家作 井町 方 普請の 事 

博 卖御制 禁の事 « 澤 町の 事 辨慶 堀の 事 東 歙山寛 永 寺の 事 


諸家 留守居の 事 與カ 同心 等の 事 家 康公御 陣場數 の 事 

家康公 能く 諌を 容れ 下聞 を 恥お ざるの 事 家 康公御 驕慢な き 事 

秀 忠公寬 仁 大度の 事 秀忠公 謹 嚴の事 家 光 公 御 治世の 事 

福 島 左 衞門大 夫 正則の 事 加 藤 肥 後守淸 正の 事 淺野紀 伊 守 幸 長の 事 

細 川 越 中守忠 興の 事 加 藤 左 a? 助嘉 明の 事 黑田筑 前 守 長 政の 事 

伊達 陸 奧守政 宗の事 淺野伹 馬 守 長 晟の事 

、大久 保 相 模守忠 隣の 事 成 瀨箪人 正正 成の 事 

本 多 佐 渡 守 正 信の 事 板 倉 伊賀 守 勝 重の 事 

酒井雅 樂頭忠 世の 事 

同 卷之三  ••- 

土 井 大炊頭 利 勝の 事 

阿部豊後守 忠 秋の 事 

土屋枏 模守數 直の 事 


藤 堂 和 泉 守 高 虎の 事 

安藤 帶刀直 次の 事 

板 倉 周 防 守 重 宗の事 


•so 


井伊 掃 部 頭 直 孝の 事 

极平 伊豆守 信 綱の 事 

久世 大和 守廣 之の 事 


酒井讃 岐守忠 勝の 事 

保 科 肥 後 守 正 之 朝臣の 事 

堀 田 筑前守 正 俊の 事 t 


阿部豊後守 正 武の事 田 山城 守 忠昌の 事 牧野 佐 渡 守 親 成の 事 

執事 職の 事 所 司 代の 事 

追加 卷之  一  :i 

大 坂夏陣 御先 手 劐方覺 手. 塚 軍配 覺 萱振錦 郡 へ 相働覺 ， 

八 尾 川原 一 番 合戰覺 八 尾 1 一番 合戰覺 若 江 口 一  番 二番 合戰覺 

若 江 二番 合戰覺 

同卷之 1  一  0 

八 尾 三番 合戰覺 久寶寺 追入覺 卒野 追討 覺 天 王 寺 口 合 戰覺書 


目次 終 
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新東鑑 卷之十 A 

, 阿部 備中守 # 諸家 高名の 事 

城將 大野 主馬 介 治 房 は、 諸將の 指揮 を 主.^、 鉈の 紋付きた る 旗を眞 先に 押 立てた，. =.。 

相伴 ふ 人々 に は、 大野 道 犬、 赤 吹貫 二 本 を 先立て、 進む。 其 外 內藤宮 内 少輔. 淺井周 

防守士 一浦 飛驊 守. 稻木三 右 衞門尉 • 極 口 淡路守 .靑 木 P 河 守 • 野 々村 伊豫 守. 眞野豊 後 

守. 石 川 肥 後 守. 小 倉 作左衞 門. 長野與 五郎. 成 田兵藏 以下 都合 三 萬、 寄 手の 先陣た る 

前 田が 梅 鉢の 紋付きた る 旗 を 目掛け、 一 番に此 手 を 突崩さば、 殘る兵 は、 風に 草の 偃 

すが 如くな らんと， 相 測って 押出す。 此 所に は 前 田 筑前守 利 常 兵 三 萬、 1 一陣 本多豊 

後 守 f 純. 同 縫 殿助康 俊. 遠 藤但馬 守慶隆 等、 軍令 を 守って 陣 しける が tiglstip 

れ、 前 田の 先鋒 長 如 庵. 山 崎 長 門 守長德 入道 閑齋. 本 多 安房 守 政 重. 橫山 山城 守 長 知の 

阿部 備中守 弁 諸家 高名の 事  一 


新東楚 卷之 十八  一一 

軍兵 等、 馬の 鼻 を 雁行に 連ねて、 敵 を 引 包まん と、 相蒐. 9 に蒐 つて 合戦 を 始め、 追 ひ 

つ 返しつ、 斬， 0 つ 斬られつ、 暫/、 樣合 ひける が、 加州の 先陣、 一 手 は 追 立てられて、 

右往左往に 敗軍す。 然 りと 雖も 二の 備は敢 て亂れ す。 敵の 虛に乘 つて 討て やとて、 

筑前 守麾を 取り 下知 すれば *  二三の 備、 旗本 軍士まで、 同音に 鬨を 作って 攻めけ る 

に、 大坂勢 は 一 溜り もな く 崩れ 憑れば、 加賀勢 は、 勇み 進んで 追討つ 所に、 稻荷明 神 

の 前にて、 小 倉 作左衞 門. 長岡與 五郎が 部下、 大 返に 返して 戰 ひければ、 加 賀勢又 敗 

賴す。 

或 記に、 岡 山 筋に て は、 a 火 刎 上りけ るに よ，.^、 秀忠 公の 御先 手 は是に 驚き、 色め 

き 崩れし が、 御手 甅 の 近習 は 高名 を 心 憑け、 先へ 出で たる 砌 なれば、 不慮の 敗走 

にて、 御馬 廻に も、 僅の 人なる 故、 將軍は 手鎗を 持たせられ、 敵の 中へ 蒐 入らん と 

進ませ 給 ふ を、 安藤 對馬守 馳せ來 り、 御馬の ロを控 ふる 所、 本 多大 隅 守 • 加籐左 馬 

介. 黑田筑 前 守 駆來， -、 御 旗本 を 固めたり。 時に 御 下知に より、 三 枝； 牛 右 衞門御 旗 

を 押 立て、 崩れ 戀る 味方の 中を拔 け、 敵前 近く 詰 寄せ、 沼 を 前に 當て、 御 旗 を 立て 


ける 天晴 なる 仕方、 敵 兵も此 振舞 を 見て や、 暫く 猶豫 する を、 東 兵 は 立直して 蒐 

ければ， 大野 主馬 介 防ぎ 戦へ ども、 本 多豊後 守. 遠 藤但馬 守. 本 多 縫 殿 助 • 蒔田權 

之 介. 石 川 伊豆守 .片 桐 兄弟 等、 横 合に 懣り揉 立 つ る 故、 大野 も 終に 打 負け、 城 中指 

して 退きけ ると 云々。 城确 1 

然る 所に 片桐 兄弟. 宮城 丹 波 守. 石 川 伊豆守. 蒔 田 權之介 等、 時分 を 計り、 橫鏠を 入れ 

ければ、 城兵 大に 敗走して、 城 中指して んく を、 東 兵 勝に 乘っ て追蒐 りければ、 敵 は 

取って返し、 火花 を 散らして 相 支 ふと 雖、 防ぐ 事 能 はす、 城 中 迄 逃 入. りたり。 利 常 

が 炮卒の 長 安藤 長左衞 門、 I 雜？ 摄 5?;、 数將を 選み 討ら 鈾創を 蒙-ける。 

或 記に、 此時敵 は、 玉 造 口の 東の 門へ 逃 入. 9 ければ、 柬國 勢、 終に 附 入に せんとす 

る 所 を、 城 中より、 北 村 五介と いふ 者、 鐵 炮の藥 営を投 出し、 火矢 を 射 かけ、 一度 

に别 上りけ るに より、 皆々 返き しと 云々。 

是ょ， -先、 土 井 大炊頭 利 勝が 先手 寺 田 與左衞 門. 土 井 內藏助 尾但馬 守 等 は、 一 戦に 

利 を 失 ひける。 

^部備 中守幷 諸家. 高名の 事  J_l 


新東缓 卷之十  <  ほ 

或 記に、 土 井大炊 頭. 酒 井 雅樂頭 は、 將軍 家の 執事 職 故、 御 本陣に t 依 ^ 之、 土 井 

は、 佐 久間備 前 守 安次. 舍弟大 膳 亮勝之 を賴 み、 酒 井 は、 息 阿波 守忠行 を陣代 

とし、細川玄蕃頭舆元を憑めり。.^1巧な曰1れ.^^_ゅ.；し。 是れ 皆、 中 軍の 億たり。 已に制 

分、 一番に 土 井 勢、 二番に 酒 井 勢と 定められし 所、 備 場に 至り、 支蕃頭 下知して、 酒 

井 勢 を、 土 井 勢の 左の 方に 備 へさせけ るに より、 佐 久間備 前 守 之 を 見て、 軍令に 背 

く 由 を 申して 恐る と雖 も、 奥 元 改めざる 故、 安次 泳へ す、 右の 趣、 軍士 を 以て 土 井 

- - 告げけ るに 依って、 利 勝. 此旨を 酒 井に 達し、 備 を立替 へ ん事 を演ぶ る により、 忠 

.±は！^?に打乘，..^、駆けて我備に來り、 +> ；蕃 頭に 向 ひ、 上意 を 背く に 相似 たれば、 早 

早： jg を立替 へられよ と 申せば、 細 川 答へ て、 夫れ  一 二と いふ 次第 は、 何ぞ 前後に 

^るべき や。 地形に 依って， 其 宜しき に從 ふべき なり • 敵に 向って 戈 を 接 ふる 事 

は、 如何にも 御 誰 を 守 h\  土 井よ. 9 後に すべし。 所存 あれば、 斯く屯 を 設けたり。 

後に 思當り 給へ と、 備を 立替へ ざり しが、 果して 敵の 鋒 先 尖に して、 土 井が 備大 

に 崩れ、 朽葉 色の 旌旗數 して、 寺 田. 土 井. 長 尾 等 敗北す。 佐久 間、 頻に 下知す れ^ 


も、 持直す 事 能 はざる によ， り、 細 川 は 酒 井が 兵 を 以て、. 橫を 打って 鬪 はしむ。 阿 

波 守 は 自身 高名し、 一 手 へ 首 卅餘級 を 討 取..^ けり。 雖 K 然. 城兵 强く して、 土 井が 

備愈 崩れ、 酒 井が 備も 散亂 せし が、 谷 大學頭 盛 返し、 一騎 輪乘を なし、 芝居 を 踏み 

け れ ば、 細 川 興 元 も 盛 返 さんと、 二 將 傑出し て 勇 を顯は す。 又 酒 井 左衞門 尉. 牧野 

右馬允 は、 土 井が 備、 敗北の 體を 見て、 わざと 我 備を引 放し、 一 町 計.. >  返 きて 屯し け 

る が、 城兵 千 計え 果驀 に蒐ト 人左衞 門. 右馬允： K 炊 頭、 此三備 を 突崩せ し 所、 稻垣平 

才 置 河 後-」 攝律 守と 稱す。 今 志 州 鳥お 城主、 三 萬 石 .^87 る， 「&溜 氏の 凍？ (な T 。或 本よ、 僅： 

#  P  f  ， . ぎ；. -、 稻垣平 右衞^ 長 茂の 子 攝津守 重 II は、 fJ^J 應三年 正月 八日 Li 卒マと 云々 i  «1{ 

雜兵百 五十 を 以て、 橫ざ 入， 9 敵陣 を 破.^、 一  手へ 首 i 五 級 を 得た. =>。 土 井が 組の 

由 良 信 濃 守貞繁 も、 鐽を 合せて 高名す。 其臣、 秘 原 庄左衞 門、 首級 を 得、 田 村 五郎 

右 衞門は 施 を 蒙- Z 大谷 五郎兵衛. 大澤監 物は戰 死す。 土 井が 組の 田 村 兵 庫 .if^ 

0  - 夫澤右 京大 夫 基 重 一き 琵 IS!I3 ま 1 は、 手勢 を 率ゐて 霞し、 

自ら 首級 を 得た b しと 云々。 

高木 主 水 正正 次が 組の 御 番士大 岡 忠四郞 忠行. 林 藤 四 郎吉政 • 米倉 小 傅 次義耱 • 筒井 

阿部 備中守 弁 諸家 高名の 事  お 


新東鑑 卷之 十八  5? 

甚之 介. 間宮芘 五郎 正 元 I 一は、 一 足 も 去らす 討死す。 渡 邊-ま ハ直綱 ，き; ^力 Ijn 門 又. 兼 

AAUdJssi ョ £f 後に，、 下 と稱 す。 t な-本-」 「兼 松 藤 右衛門 正 勝の 子孫 五 左衞門 正直、. き S 勿 5 人に £ 

.1^5 左德 後に 下 i 寸と稱 す。 寬 文., ハ年 七月 十三 日、 七十 九 歳， b  、卒す 云々 ^田惣 /ei; 正 

吉. 高木 忠右衞 門爲信 は、 勇猛 を 顯し創 を 被る。 組頭 山田淸 太夫 重 次，： S§ に 小 笠原久 

左衞門 正直. 近 藤 余藏. 權田 小三郎 11 は、 首級 を 得る。 主 水 正が 從士、 林 莊兵衞 は 命 

を 損す， 木 村 治 郞左衞 門. 小 田 喜 之 介 は、 深く 創 を 被れり、 

或 本に、 是ょ， 5 先に 秀忠公 は、 先隊を 御^見あって、 御 本陣に 歸らせ 給 ふ • 時に 

、安藤 對馬守 重 信 馳せ來 り、 御先 手 は 敵に 喰 付き 候。 加賀 勢と 井 が 備の間 空地 

の 所 へ、 御 番頭. 御 書院 番の 諸士を 進め、 鬪 はしめ 給 ふ べき 由 を 言上す。 依， 之、 秀忠 

公、 御 左方の 先 軍、 大 番頭 高木 主 水 正が 組と、 大御所の 左の 先鋒 阿部 備中守 正 次が 

組 を、 向けられん と、 朝 比 奈源六 正 重 を 以て、 此趣を 大御所へ 達し 給 ふと 云々。 

各 競 ひ 進む 中に、 御 書院 番頭 水 野 集 人 正 忠淸、 靑山伯 耆守忠 俊 は、 舊 冬より 互に 武威 

を爭 ひければ、 水 野 は 一 番 なりと 雖も、 青山が 組 は、 加 賀の先 隊本多 安房が 備の東 

へ 寄りて 蒐 りければ、 敵 を 正直に 受 くる 故、 悉く 死 を 決して 控へ ける。 又、 水 野靠人 


正 は、 加 藤 肥 後 守 忠廣が 叔父た る を 以て， 火炮の 輕卒百 人に、 老功の 士を 添へ 差 越 

したれば、 其備最 厚し。 然るに 靑 山が 組 は、 加賀 勢の 後へ 割 入..^、 先へ：^ らんと す 

る を、 水 野が 組 松 平 助 重 郞秀信 進み出で 、青山が 備 ，やがて 道筋に 張 出さば、 敵と 間 

近ぐ、 當 組に 先達って 鏠を始 むべ ければ、 當組は 二つに 分って、 忽ち 道筋へ 出で、 敵 

陣に押 ほけ、 靑 山より 先に 戰ふぺ しと 申せば、 元より 勇氣 の忠淸 なる 故、 何 ぞ靑山 

に 劣るべき かと、 牙 を 陸んで 工夫 を 凝らす 折なる により、 忠淸、 此 意見 を信容 し、 組 

を 分って 道筋に 押出し、 頻に繰 詩め ける。 核 平 助重郞 は、 本道 殊に 人 數込合 ひけれ 

ば、 敵 合 近く 深 田 を 越え、 敵陣に 馳 入りて 戰 死す • 其 臣高松 四 郎左衞 門、 同じく 命 

を 失 ひける。 

或 記に、 平 助重郞 は、 豫て 敵に 遭 ふ 事、 此組 にての 一 番は、 我等なる べしと 申し 

ける。 水 野 多 宮守 定、 之 を 聞きて 微笑し、 廣言を 吐，、 ベから す。 當隊 の士、 誰か 

貴殿に 劣らん やとい へば、 重 信 重ねて、 當 組の 士、 我 馬に 超えた る 駿足 を 持た t 

其 上上 田吉之 丞重秀 より、 已に兵 術の 蕰奥を 傅へ たれば、 誰か 我に 先 を 爭ふ者 あ 

阿部 備中守 井 諸家 高名の 事  七 
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らん やとい ひける を、 聞/、 者 或は 成 じ、 或は 僧め りと 云々 • 

秀 信に 相續 いて、 松平庄 九郞忠  一 • 山 口 助 治郞. 山 口 小 平 治 重克. 梁 田 平 七郞. 同 平 十 

郞は、 沼 を 越えて、 晴 なる 討死 を 遂げたり。 

或 記に、 核 }.午 庄 九郞忠 一 は、 秀忠 公の 麾下に 供奉せ り • 時に 諸士に 謂って 曰、 大 

坂必ゃ 破れ、 天下 混 一 せば、 吾生の 中、 又鬪戰 あるべ からす。 今 若し 武名 を顯は 

さすば、 又 何れの 時 を 期せん や。 我れ 幸に 麾下の 前 隊に屬 す。 必す 先登して、 父 

祖の忠 死 を相繼 ぐべ しとい ひしが、 果して 大 坂の 多勢 競 ひ 來れる 時、 先鋒に 馳入 

り 勇 を 振 ひ、 終に 戰 死す。 行年 廿六 歳な りと 云々。 

別記に、 忠 一 が 曾祖父、 好 景大炊 介と 稱 せり。 聽、 は f. 康^ ff 先" if リ 1。 參州深 溝 

一 の 城主に て、 家康 公に 仕へ しが、 東 條の吉 良 義昭と 合戦の 時、 永祿四 酉年 四月 十 

五： n、 四十 四歲 にて 戰死 せり。 祖父 を 伊忠 主 殿 助と 稱 せり。 武田 勝賴と 合戰の 

時、 天 正 三 甲 戌年 五月 廿 一日、 卅九歲 にて 討死す。 父 は 家 忠主殿 頭 i 稱 せ.. 慶 

. 長 五 庚 子年 七月 十八 日、 伏 見 城に 於て 戦死せ. 云々。 I、 十 .^f^Jlt び ぼ ま i. 


一 が 主 殿腹忠 

利が 家系.：， * り。 

水 野 集 人 正 は、 軍 巳 に 急なる により、 突 棄切棄 にせよ と 呼ば は.. -、 馬上に 鎗を 揮つ 

て鬪を 始め、 魚鱗に なって 突いて 蒐れ ば、 敵勢 は 水 野 を 部將と 見て、 頻に之 を 討た 

ん とす。 水 野が 郎等 小 田 加 右衛門 • 淺井與 三 右衞門 は、 隼 人 正が 馬 前に 馳 塞がり 、敵 

の 餘を耷 ひ 取れば、 水 野は鏠 下に 敵 二人 を 突 伏せ、 加 右衛門に 首 を 取らせけ り。 鬼 

小左衞 門が 從士を 始め、 組 中、 勇猛 を勵 まし 敵 を 破れり。 又忠淸 が從臣 は、 十 餘人戰 

死せ， 0 とぞ。 

或 記に、 水 野忠淸 は、 日向 守 勝 成が 末弟な り。 慶長. 元 和の 兩役 忠淸は 書院 番の第 

一 隊 たるに 因って、 隊下を 指揮して、 武功 を顯 せり。 故に 元 和 ニ年參 州？： 別 星に 於 

て、ニ萬石の采邑を給はり、寛永九年^:^屋を轉じて、同州吉田に於て、四萬五千石 

どな 口 ふ と 1;- ,N。 水 野 和 泉 守 S 「丄重 Q 第三 子忠清 は、 正 

や」 ダ； と 5々 保 四 年玉 月廿七 し 卒すと 一 H々。 

靑山伯 耆守忠 俊が 組 も へす して、 水 野が 組に 續 いて 深 田を乘 越え 競ひ蒐 る。 殊 

更大久 保 四郎左 衞門忠 成、 早く 馬を馳 せて 敵に 向 ふ。 御 番士中 根 傳七郎 正 成、 Ij^l 

阿部 備中守 弁 AS 家 高名の 事  九 
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或 本に ^ 、半き 丘お お，^ の 子 われ ほ 1 續 いて 乘入 り、 敵の 首 を 得た る 處を突 落されて、 深 創 

を；！^ る。 然る 處へ 高木 忠 右衛門 爲信駔 付け、 日來の 知音此 時な り。 助くべし とい 

ひけれ ども、 城兵 手 繁く宽 りし 故、 大に難 a する に、 中根聲 かけ、 忠右衞 門 我 を 救 は 

すん ば、 男が 立つ まじと いひければ、 高木 氣を勵 まして 之 を 助け、 再び 進んで 首級 

を 得たり。 其 外 高木 善 治 郞正成 s$^I^^I!r. 今 村 傳四郎 正 長 声 极前辈 人忠廣 • 

安藤 》 十郞定 知. 川口 茂 右 衞門宗 量. 花房 又 七 郞正榮 右. 大久保 牛 之 介 長 重 life: に 

溝、 口 半 左 衞門重 長. 近 藤 金 藏. 城 織 部 信 茂， 井 戶左馬 助 良^ 等、 頻に 攻めて 首級 を 得た 

り。 中に も 今 村 傳四郎 は、 敵中に 馬 を馳せ 入る 所 を、 馬に 鐵炮 中うて 斃れ ければ、 

步 1 了 立と な 尙又 働きけ るが、 靑山伯 耆守之 を 見て、 如何 ぞ步行 立になる やと 相 

尋 ぬれば、 正 長爾々 の 旨を述 ぶる 時節、 近 藤金藏 高名して 傍 を 通り、 龍 毛の 馬を傳 

四 に 授け ゝれ ば、 彼 馬に 打乘 りて 駔入. 9、 敵 を 突殪し 下り立ちて、 其 首 を 取る 間 

に、 馬 放れて 行方 を 知らす • 于， 時 惓四郞 は、 取， - たる 首 を伯耆 守に 見せん 爲に、 近 

暴ユ賴 み、 M 渡して 曰、 汝が 芳情に 依つ て 功を顯 した h^。 然 h>i« も 馬 を 失 ひたれ 


ば、 取 返さす ば 再び 還る まじと、 廣言を 吐き 乍ら、 又 敵中に 走 入. cO 所に、 彼總 毛の 馬 

に乘 b たる 者の ありけ る 故、 其 歒を撃 取. 0 ける。 其 外 鈴 木 兵左衞 門. 佐 野 介左衞 門. 

丸 井 五太 夫 以下、 功を顯す者十人に及べ.^とぞ。 

記に、 是 より 先、 水 野が 組の 一 色賴 母と いふ 者 、青山に 向 ひ、 先年、 我 先祖、 此 所に 於 

て 死 を 遂げ、 父 は 關ケ原 合戦に 戰 死せ 今度、 某 も 討死 を 遂げ、 先祖の 跡 を 追 

はんとい ふ 儘に、 敵陣に 馳 入り、 思 ふ程戰 ひて、 終に 命を棄 てけ， 9。 之 を 軍の 手始 

とし、 組 中 IS に 水 野. 青山 二手の 郞從 入、 交りて 相戰ふ • 玆に忠 俊が 小姓 島 田 物？ 五 

郞は、 一番に 首 を 取って 來れ， 伊豫田 與四， 右 衞門も 亦 首 を 取， り來 り、 島 田と 前 

後 を 論じけ る を、 靑山 聞きて、 惣 五郎 は 若年と いひ、 殊更 冑首 にて、 持參 せる 事 も 

早し。 汝が 取る は冑 首に も あらや、 縱ひ汝 が 得た る は 一 番 にもせ よ、 惣 五郎に 讓 

る ベ きなる を、 相 論 やる は長氣 なしと 申しければ、 伊豫田 信服し、 復. 敵陣へ 蒐 入..^ 

て、 冑首を 提げ 來り、 伯耆 守に 見せければ、 忠俊、 無雙の 働な. りと 感じけ ると 云々。 

或 人 曰、 青山 家臣の 墓 は、 攝州 

東 生 郡 天 王 寺 村 一 心 寺に あり。 

阿部 備中 守幷 諸家 高名の 事  二 
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又 、御霊 を f たる 大久保 左 馬 介 忠知 靉 3 薩護 sa 城で 馬 を 人 

れて 敵陣 を 破る。 又 松 平 越 中守定 綱、： に 舍弟信 濃 守定眞 は、 其 組 を 率.^ て相戰 ひ、 

-兩將 馬上に て 鎗を揮 ひ、 敵陣 を 打破り、 越 中 守 自ら 貧 を 得たり。 定 綱が 組の 士戶田 

藤 五郎 重宗. 三浦權 六郎. 駒 井 右京亮 親 直. 同 治 郞左衞 門. 跡 部 民 部 良 保 等 首級 を 得、 

牧野 傳藏成 信 等 力戦せ り。 

岡 山 表 合 戰ぉ水 野 隼 人 正靑山 伯耆守 武勇 を 

きます 事 

嚮 に秀忠 公の 御 旗本の 先手 は、 敗軍し ける によ 、大坂 勢 は、 氣に乘 つて 挑み 戰ふ中 

に、 淺井罔 防 守 長 房 11.- 士 一浦 飛 驊守義 世 に 等 は、 家々 の 旗 を 風に 飜 して、 競 ひ 進 

みける 所に、 大樹の 右軍大 番頭 阿部 備中守 正 次、 組 下 五十 騎に て、 黑白 段々 筋の 旗 • 

白地に 黑 餅の 馬 符* 家中の. 族 は 扇の 差 物、 黑 白の 筋 付きた る をさゝ せ、 備を 厚く 立 

てたり。 正 次 其 H の 装束に は、 緋緘の 鎧に、 同 毛の 星 冑の緖 をし め、 白き 棧の差 物 


さし、 黑の § 太ぐ 逞しき に、 梨 子 地の 鞍 置きて 打 乘.. >、 組の 者ュ g に 家中へ 下知 を 

なし、 斯る打 込の 軍 は、 敵 味方と 分， T 兼ぬ るぞ。 構へ て 眛 方 討ばし する 51 勿れ • 柬 

國勢は 長途 を經 たれば 、顔の 色黑 し。 敵 は 長々 の 籠城 なれば、 色白く、 馬 物 具 も 汚れ 

たり。 夫 を證に 封て. よ、 違 ふな 者 共と て、 一同に 曳々 聲を 出して 進み 蒐る。 向より、 

嚮に 敗軍せ し 土 井大炊 頭が 朽葉 色の 指 物 さした る 武者 共、 足を亂 して 御 旗本へ な 

だれ 憑る を、 正 次屹と 見て、 きたなし 者 共、 旗 は糙に 見知りた るぞ- 踏 止まって 一 

戰 せよ。 阿部 備中 守玆 にあ， 0 と 恥し め けれども、 敢て 止まら ざ， りけ る。 正 次が 嫡子 

修理 亮正澄 は、 敗軍の 士卒に 道 を 塞がれ、 進むべき 樣 なか b しかば、 道を橫 切り、 一 

丈 計 も あるべき 岸より、 馬 を 飛ばせけ るが、 乘 放して 下に 轉び 落ち けれども、 這が 

年若く、 勇健の 正 澄 なれば、 頓て 馬に 飛 上り、 出合 ふ敲 を、 馬よ， 0 鏠 にて 突 落し、 自 

ら首を 取. 0 ける。 散兵 透 さす 追うて 來る を、 又鐽 付けて、 家人 山 本 新兵 衞に首 を 取 

らせ、 御 旗本へ 差 上げさせ、 城兵 淺井周 防 守. 三 浦飛驊 守が 三百 計に て控 へたる 正中 

へ、 會釋 もな く 駆 入り、 十文字に 當. o、a の 字に 追 廻し、 左右に 當 つて、 敏 三人 を 突 

岡 山 表 合戦 井水 野 軍人 正靑山 伯 耆守武 募ん、 動ます 事  一ー1 
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落しければ、 正 澄が 歩行の 士卒、 押 付け 首 を 取った b ける， 又 備中守 正 次 は、 城兵 

に圍 まれ、 已に危 き 所に、 家臣 下 宫理右 衞門. 內藤 角右衞 門. 粟飯原 庄右衞 門 以下、 武 

威 を- g まし 追拂 ひける に、 猶も兩 人 押 竝んで 來れる を、 內藤駆 合 ひ、 一騎の 武者の 

喉を拂 ひ、 落つ る 所 を、 下人 首 を 取. 5、 殘る敵 一 人 を、 內冑を 切って 落し、 自身 首 を 

取-/ 下宮理 右衞門 は、 敵を鎗 付し を、 高 橋 權右衞 門 走り 蒐 b て 之 を 切り、 相 討な， - 

と 呼ば はるを、 下宮笑 ひて、 夫 迄 も 無しと いひ 捨てて 後、 敵の 首 を 取り、 本陣に 歸 r 

り。 ， 今日 政 次が 小姓 近 藤 五郎 介 は、 冑首 一 番を 取り、 同 組頭 坪內 五郎左衛門 秀定は 

二番 首、 組頭 大久保 新 九郎忠 村. 御 番士近 藤 權左衞 門 正吉は 高名す。 正 次が 家中へ 

討 取る 首數 二十 五、 組 中へ 五 t 八、 都合 八十 三級 を 得た b と雖 も、 手 負 死人 は 多 か 

ひける • 

記に、 大樹 御歸陣 以後、 大坂 表の 働 を、 御 詮議 あ b ける 時、 御 旗本の 面々 は、 多く 

備中守 を證據 とせ，..^ と 云々。 

斯る听 へ 土 井 大炊頭 馳せ來 ，0、 自己の 旗本 二三の 備を 立直し、 頻に 下知 を 加へ、 遂 


に 敵 を 討 破り、 首級 九十 八 を 得た，^ • 

或 記に、 本 多 出 羽 守 正 勝 は、 父上 野 介の 士卒 を率ゐ て、 挑み 戰 ひける が、 馬の 首 を 

斬られ けれども、 乗替の 駿馬 を牽來 りければ、 夫に 打乘 り、 又 敵陣 へ 駆 入り、 高名 

を 遂げけ る i 云々。 

鳥 井土 佐 守成 次 は、 七 組の 長 野々 村 伊豫 守雅 春と 戰 ひける が、 騎士 十三 騎討 たれ、 敵 

の 首 廿八級 を 得たり。 玆に坂 部 作 十 郎宣勝 は、， き f サ久世 三 四郎廣 當の舍 弟に て、 

坂 部 三十 郎康 勝が 養子な りしが、 一羽 陣に、 天 王 寺 表に 於て 雜卒を 討 取.^ て 後、 家僕 

に 向 ひ、 兄 三 四郎殿 は、 高名せられ しゃ 如何と 尋ねければ、 已に冑 付の 首級 を 得 給 

ひたる 由 答へ ければ、 作 十郞ぃ へるは、我が久世にぁ..^ては、此首を得て足れ.c^。世 

に久世 • 坂 部と、 甲乙な き 武名 を發 する 所， 坂 部 家 を繼ぎ 乍ら、 兄より 軍功 劣れる 時 

は、 養父 へ の 不孝 なれば、 再び 鬪ひ冑 首 を 取ら やば、 生きて 歸る ベ からすと い ひけ 

る 故、 聞く 者 之 を 制し けれども 耳に も 入れす、 敵陣に 乘 込み 討死せ り。 又 安藤 治 右 

衞門正 次 は、 前 田 筑前守 利 常の 先手へ、 御 使に 來 りし 所、 城兵 五六 十騎 計. 9 引取る 

岡 山 表合戰 井水 野 筚人正 靑山伯 耆守武 募.^ 勵 ます 事  S 
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を 見て、 前 田の 軍士に 對し、 あの 歒を討 取るべし とい ひけれ ども、 前 田 勢 は 進ま ざ 

る 故、 治 右衞門 いら つ て、 馬に 鞭 を當て 、馳 せけ るに、 敵 三人 取 つ て 返しけ る を、 安 

藤 馬よ. - 飛んで 下. 5、 太刀 拔 放ちて、 敵の 額 を 三 刀 斬りければ、 城兵 も、 正，？^ が 額 を 

三 刀 斬 け、 互に 目 暗み、 尻 居に 座し ける を、 治 右衞門 は正氣 付きて、 敵の 上に 乘掛 

り、 首 取って 立 上らん とする 所 を- 城兵 二人 助け 求れば、 安藤が家人_^1.山太右衞門 

駆來 り、 二人の 敵 を追拂 ひ、 正 次が 取りた る 首 を 持ちて、 安藤 をば 一局に かけ、 御 

陣 場へ 引取-ける。 も 平 J の 

或 本に、 城 方の 斥候 六 七騎、 進み 來り ける 故、 安藤 治 右 衞門之 を 見て、 加賀 の部將 

等に、 討 取る ベ き 旨 を 下知す と雖 も、 諸 軍 未だ 兵糧 を 遣 は さすと いひて 擬議 しけ 

る を、 安藤 は、 利 常 若しくは 運 を 計 b、 兩端を 挾む やと 思 ひ、 堪へ 兼ねて 馬 を 進め 

ける と 云々。 

秀忠公 は、 正 次 を 早々 御前に 御 招きあって、 疵の程 を 尋ね 給 ふに、 頭に 深く 疵 あつ 

て、 堪へ B き體 なり。 其特 安藤、 愚 臣が迫 所の * 方 は 大應病 者に して、 逃走り たる 


旨 を 言上せ，. >。 將軍 は大に 治右衞 門を惜 ませられ、 御 直に 疵藥， ^賜 はト. 'ける 折 柄、 

召 上がらる ゝ 所の 茶碗に て、 御 湯の 餘を 授けられたり。 此器 は、 彼 子孫に 長く 傳ふ 

とか や。 

或記に、安藤治右衞門正次、父は治右衞門定^^とぃひしが、|難|§瓶5リ1關ケ原 

合戦の^、 伏 見の 城に あ.^ し 所、 敵の 爲に 左の 股 を 射ぬ かれ、 其 矢を拔 きて 戦死 

せ， -。 正 次 は 今年 六月 十九 日、 大 坂に 於て 卒す。 其 墓 は、 攝州 住吉郡 平野 村に あ 

田 上 右京 山上 彌四 郎、 III きれ：， 声 御 旗本の 崩れけ る 時、 追 立てられて 逃げた-しが、 

大御所の 御陣 場へ 來り、 破 籠 を 持ちた る 人夫の 中へ 馬を乘 懸け、 悉く 踏破り ける。 

後に 御 穿鑿あって、 臆した るに 紛 なかり ける 故に、 改易せられ たり。 

或 本に、 山上 彌四郞 は 、寛 永年 中、 肥 前 島 原の 役に、 忍んで 松 平 伊豆守 信 綱が 備に 

あ b て 合戰を 遂げ、 歸參 せんと 思 ひける 所、 不迷 にして 陣 所よ..^ 出火し、 歸陣の 

後に、 行方 を 知ら やと 云々。 

岡 山 表 合 戰幷水 野 隼 人 正 啻山伯 耆守武 募 勵 ます 事  一 セ 
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記に、 堀 伊賀 守 利 重 は、 御 勘氣の 身なりし が、 忍んで 极平下 總守忠 明が 陣 にあり 

し 所、 昨 六日の 曙、 後藤 又 兵衞が 兵士と 力戦し 首 を 取る。 今日 天 王 寺 表に 於て 働 

き、 城 中に 攻 入り、 附從ふ 兵士 隆山彌 治 右 衞門. 山 田 藤 左 衞門は 粉 骨を盡 し、 首級 

九 を 得たり。 內ニ は、 利 重が 得た る 所な り。 堀 賀守 は、 則ち 御 勘氣御 赦免 あ，.^ 

しと 云々。 

或 本に、 堀 市 正 利 重 は、 秀忠 公に ft へ 、 大 番頭に 至る。 家 光 公の 時、 始め て 寺社 奉 

、 行 職 を 置かれ、 利 重と 堀 式部 少輔直 之 二人、 其 事 を 司る。 其 後 御 奏者の 事 を 承り、 

さし-^ 

常 陸 新 治 郡. 近 江淺井 郡. 安房 長 狹^. 上 總望歸 郡 等の 地 を 下し 賜 はり、 常 陸 國岡取 

とい ふ 所に 居す。 二 萬 二 千 石な，...。 息 男 越 中 守 政 照、 始め 利 昌と稱 す。 萬 治 元年 

. 十月に 卒す。 時に 五十八 歲な り。 嗣子な. くして、 天 方 主馬 增 道が 男 彌+^ 郞包周 を 

養って 子と す。 後に 市 正に 任す。 延寶七 年 十 一 月 十 一 日、 罪あって 沒收 せらる。 

息 主 稅を召 出され、 三千 石 賜 ふと 云々。 

本 多 美 濃守忠 政の 息 忠義 I が i. 本 四 歳 は、 天 王 寺 表に て 働き、 其 臣大原 儀 太夫、 


鎗 付けて 落つ る 所 を、 川口 又 兵衞. 大屋 庄右衞 門、 彼 敵 を 取って 押へ し を、 忠義 下 立 

ち、 首 を 御 旗本 へ 持參 せし を、 本 多 佐 渡 守 披露せ. -。 

或說 に、 忠義が 勇 氣倫を 絶す。 古、 能 登 守 敎經が 如しと 御感 あって、 後に 能 登 守に 

任せら ると 云々。 IS51。 

或 記に、 忠義が 母 は、 岡 崎 三 郞信康 君の 御 女な り。 知行 四 萬 石 を 給 は り、 寬永八 

年、 加 祿ー萬 石。 同 十六 年、 遠州褂 川の 城 を 給 はり、 二 萬 石 を 加 賜 せらる。 正 保 元 

年、 褂 川の 城 を 改め、 越 後村上の 城 を 給 は. -、 加 祿三萬 石。 慶 安二 年 奥州 白 川の 

城に 移り、 一 一 萬 石 御 加增に て、 都合 十一 一 萬 石 を 頷し、 延寶四 年 九月 廿 六日、 七十 五 

歲 にて 卒去す と 云々。 ff き _「チ％^,11  の。 領 

木 多 美 濃 守 忠政は 、忠義と 共に、 天 王 寺 表に あって 敵軍 を 破り、 首 二 kn 八十 餘級を 

？ おたり。 此時 家人 佐 野 兵 右衞門 • 安方 佐 傳治は 討死し、 蜂 須賀金 左 ，門. 同 主 •  お 等 は、 

高名して 疵を 蒙る。 平 下 總守忠 明 も、 兵 を 進め 敵軍に 乘 込み、 已に危 く 見えけ る 

所に、 家人 加 藤 太 郞左衞 門 等 討死し、 敵 を 追 打ち、 首 六十 餘級を 得たり。 淺野采 女 

岡 山 表 合戦 井水 人 青山 伯 勵ます 事  一九 
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正長重も、城兵と^^^交へ、息をも繼がせゃ戰ひけるが、家人蒲倉仁兵衞、 一 番に首 

を 取って * れ，. >。 然るに 步行 立の 侍 も、 同じく 首 を持秦 せじが、 蒲 倉 之 を 見て、 渠 

こそ 一番 首 なれ。 其 所以 は、 某 は 馬な b。 敵 を 討ちた る 時刻 は遲 しとい ひければ、 

彼 侍の い へる は、 縱ひ騎 にても、 本陣に 來る事 早き が、 一 番 首な 申しければ、 

長 首： 之 を 感じ、 馬上の 一 番首は 蒲 倉 仁 兵衞、 歩行 立の 一 番首 は汝な b とて、 二人に 

褒美せ しと かや。 又 榊 原 遠 江 守康勝 は、 天 王 寺 表に あって 働きけ るが、 家人 黑田彥 

右衞 門と い へる 者 • 赤 母 衣 を 着た る 敵 を 突 伏せた る 所に、 傍輩 三 枝 勘 兵衞、 相討ぞ 

と詞を 掛け、 れば、 彥右衞 門 は 其 首 を 取ら やして、 其 身 は鐵炮 先へ 進む を、 三 枝 見 

て、 相討ぞ と 呼ば はれ ども、 聞かぬ 顏 にて 先へ 通、 り、 敵 を 突 倒して 能き 首 を 取り 

た， 5。 然るに 康勝 は、 今月 下旬に 病死す。 依， 之 頜國館 林へ、 久世三 四郎. 坂 部 三十 郞 

を 遣され、 今般の 手柄 高名の 御吟昧 ありし に、 三枝罷 出で、 我等が 取 申 候 首 は、 黑田 

彥右衞 門が 鎗 付けた るに て、 其 時相 討と 呼 かけし かど も、 其 儘 打 捨て 參. y、 ひたと 

呼 かけ 候へ ども、 德 付け 申さ かる 故、 跡に て 頸 を 得 申 候と いふに より、 彥右衞 門 を 


呼びて 之を尋 ぬれば、 一 向 不一 ー覺 申， 候と いふに よ b 、三 枝 其 場の 樣子を 語る と雖 も、 

曾て 覺無之 由 をい ひける により、 此段兩 御所の 上聞に 達しけ る 所、 御感淺 から ざり 

ける とぞ。 

大坂 落城の 事 ， 

秀賴 公に は、 豫て天 王 寺へ 御 出陣 あるべし との 事な b し を、 大御所の 謀 を 以て、 城 

中には 返忠の 者あって、 秀賴公 御 出門 あらば、 裏切 せんと 巧む 由 を、 密に 大野 治 長 

が 方へ 吿 げたる 者 あるに 依って、 暫く 御猶豫 まします 所に、 眞田大 助 歸り來 つて、 父 

左衞門 佐が 手段 を 申 上げ、 早々 御 出馬 ある べき 樣 にと 勸め 奉りし 故、 此上は 戦場に 

打 つ て 出で、 諸卒と 死を倶 にせん と宣 ひけれ ども、 彼此と 申す 族 も あ つて 刻 を遷せ 

り。 斯る 所へ、 速 水 甲斐 守 時 之歸. >來 つ て、 * 方の 先手 打 負け、 大軍襲 ひ 憑 h^、 眞田 

左衞門 佐已下 討死 を 遂げたり。 然るに 天下の 大將 軍た る 御.！^ として、 輕々 しく 出で 

給 ひ、 亂箭 匹夫の 爲に、 御 命 を 須し給 はん 事 は、 後代の 顿 之に 如かん や。 • 時 到る 迄、 

大叛 落城の 事  一 11 
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御 本 も を 御 固めあって、 叶 はざる 時 は、 尋常の 御 生害 こそ 專 要たら めと、 言上し け 

るに より、 秀賴公 は、 櫻の 門より、 大廣 間の 千疊 敷に 入らせ 給 ひければ、 諸 軍勢 は、 

落 支度の 外 は 他事な かりけ ると も。 

或 本に、 此時 大野 修理 亮は、 櫻の 門に 到り、 秀賴， 公に 謁し、 味方 敗 C の 由 具に 述ぶ 

る。 又 眞田大 助 も 歸り來 つて、、 夂左衞 門 佐が P 々の HE を 諭し、 臣を歸 しける 跡に 

て 、 諸 軍 皆 敗走し、 途 に 於 て 戰 死の 吿 ありし 旨 を 達すと 云々。 

又、、 大野 主 .^T 助 治 房 は、 秀賴 公の 出頭に て、 城 中に 於て、 築 等 兄弟が 上に 立つ 者 も 無 

く、 而も 今度 御 矛盾の 張 本た る 身なりし が、 如何なる 思慮 や あり けん、 周章 の^に 

落 失せたり しと 聞え し。  • 

一 說， 大野 治 房 は、 若 g 國极丸 を 守護して 落 行きし 所に、 禁 野の 邊 にて、 主馬が 郎 

等墙 市左衞 門. 极田庄 太夫 心替 して、 治 房 を 刺殺し、 金銀 を 奪 ひ 取り、 國松 君を捨 

て \ 逃げ去りけ ると 云々。 

仙 石豊前 入道 宗也 は、 津田主 水 以下の 將 士を從 へ て、 北方に 陣を 張りて 居たり し 所 


？川堯 成 


に、 pi 川 主 殿 頭 忠總に 切 崩され、 何 地と もな く 落 失せけ 

記に、 仙 石 豐前. 津田 生水. 今 津圖書 • 竹光 伊豆. 大場土 佐. 淺香長 門. 生 田 茂 庵. 家所帶 

刀 等 都合 三十 餘人、 天 滿に陣 を 張りて 居た りしが、 城 中に 火 憑.^、 味方 敗北す る 

を 見て、 右往左往に 落 散りけ ると 云々。 

极平石 見守 重 綱 は、 一番に 進みけ るに、 旗本 大に 疲れて 動かざる 故. 正 根 寺 四郞兵 

衞 とい へ る 步士、 旗 を 取，. >  て 城 中に 押 立てけ る。 其 手に 討 取る 首數 十七、 其 兵 七 人 

は戰沒 し、 五 人 は 創 を 被り、 又木 多 伊勢 守 ili^ 康紀. 其 子 彥次郞 1^ 伊忠 利 は、 千貫檢 

の 下に 乘入. 0 し 所- 敏の炮 玉. 康紀が 冑に留 る。 其 一隊へ 討 取る 首 • 百 十 級な り。 又 

本 多 縫 殿 助 康俊も 城 中に 臨む。 其 子下總 守ぎ 次， lis 次 は、 功名 を 遂げ、 御 直参 源 右 

衞門^ 歩^ < ぼ？ は、 一 一丸に 於て 首級 を 得る。 石 川 內記堯 成 は、 日向 守 家 成が 外孫に て、 別 

に 日向 守が 隱居領 を讓り 置け るに、 實父大 久保相 模守忠 隣 配流 故、 堯成も 蟄居し け 

るが、 密に 出陣し、 首 二級 を 得、 櫻 門迄攻 入りて 戰 死す。 時に 廿四歲 な • り。 松 卒和泉 

守 乘壽、 |?f| 還 ss^tw 一  萬 石 以下の 美 澴國士 を率ゐ て、 河 州 牧方を 守 b ける 

大 坂！^ 城の 事  •  0 


大 
坂 

城 
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が、 森 口より 大 坂へ 押來ら れ、 河州砂の守護那須衆廳謹|;||が|，^1^!^^^は颇 

一^ sfv. 泉 州 岸 和 田 加 番金淼 出 靈寸可 重 等飞御 勝利の 由 を 聞 

くと 均しく、 須臾の 間大 坂に 來 敗 兵 を 撃 取る 事 若干な り： 渡邊圖 書宗綱 は、 大御 

所の 御 傍に ありて、 命 4- を傳 ふる 事 を 主れ り。 然るに * 方總 勝に なりし かば、 本 町 

通より、 川口 長 三 郞正武 と 倶に乘 込み、 千 貫 櫓の 邊に 至る 時、 城門 閉ぢ たる 故、 場 を 

破らん とする を、 場の 上よ， 0、 鎗ニ本 突出す により、 渡邊. 川口 雨 人 も、 下よ，. >  鎗を以 

て 突きければ、 敵 再び 鎗 にて 支へ す、 鐵 炮を發 せんとす る 所 を、 渡 邊圖書 は 心得た 

,9 と、 敵の 面 を 二 鎗迄突 く  f 0 雖も 、場 高う して 功を遂 けす。 さる 程に 大手 搦手の 寄 

手、 城 中に 亂れ 入-.、 ほが It, な 攻め 戰ふ 中に も、 是ょ. -先、 越 前の 本 多飛驊 守が 郎等 

小 笠 原 忠兵衞 とい ふ 者、 火 を 放ちければ、 直に 線の 士石川 佐右衞 門. 小 WK 治右衞 門、 

墨 揚枝を 以て、 越 前 少將、 只今 城を攻 崩し、 火 を 放ち 候 旨 を 書記し、 汗馬に 策って、 御 

本陣に 馳 行きけ るが、 大御所、 茶臼 山へ 赴かせら る、 途中に て、 此ー 簡を獻 じ醇踞 

せり。 家廉 公、 御馬の 側近く 召され、 委細に 御尋の 上、 汝等兩 人 は 逐電して、 何方に 


罷 る やと 思 ふ 所に、 少將が 方に^ 仕す る 事、 重 疊不屆 なりと 雖も、 今 の 軍に、^ 

を攻 崩せし 註 進に 求れば、 其 罪 を 許す ベ き 旨 仰 を 蒙れり。 石 川. 小菓 は、 秤 謝して 歸 

b. ける が、 一 二 町 計り 過ぎ 給 ひ、 小 家 十 軒 程 も ある 所に 當 つて、 鐡炮を 十 計り 放つ 

昔の 聞え ける 所、 彼兩 人馬 を 家 際に 馳 付け、 下 立ちて. 刀を拔 き、 內に 入りて 見れ ど 

も、 きて 人 無し。 時に 大御所、 團扇を 揚げて 之を感 せらる。 少將が 者 共の 所 爲を見 

よ。 壯 年の 頃- tb 、予に 習 入りた る 故、 斯る 振舞 をな すと 御 自讃の 後に、 秀忠 公へ、 

板 倉 內膳正 を 以て、 今日の 吉事 を 仰 遣 さ る。 大樹よりも、 同 面 向の 御 使 安-. f 對 i^T 守 

馳せ來 り、 道路に 於て、 板 倉. 安藤 行 遭 ひけり。 斯くて 大御所 は、 茶 曰 山よ. り 四 五 丁 

此方 迄 到らせ 給 ふ 頃、 本丸に 當 りて、 煙 立騰. 9 ける 處、 小 出 大隅守 三尹馳 せ來れ ...，^。 

其 時 大御所、 彼 煙 見よ と 仰せけ るに、 三 尹 答へ て、 近： e (笑止なる 事に 御座 候と 申し 

ける 故 • 群臣 奇怪の 詞 かなと 私語き けれども、 家康公 は、 汝、 秀賴へ 筋目 あれば、 尤の 

一 言な， 0 と、 哀に思 召す 御氣 色に 見えさせ 給 ひける。 悅び 申し 後れ じと、 此に 參.^ 

聚 り.？ る 人々 の 中に も- 豐臣 家の 御 恩 を 蒙りし §  、世に 恥 かしき 事に 思 ひける • 

： 大坂蒋 r 加の 事 . t  -  ；  .  r  0  . , 1 、 
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此後も 大御所、 宿老の 人に 向 ひ 給 ひ、 大隅 守が 申せし 所、 神妙の 至. 5 なりと、 御感最 

も淺 から ざり しと ぞ 

或 本に、 小 出大隅 守の 父 秀政は • 尾 州 中 村の 人に て、 秀 {in 公と 同じ 所に 生れ たれ 

ば、 幼より 相 親しく、 其 後秀吉 公に ft へ て、 奉公の 勞を 積み、 竟に泉 州 岸 和 田 を 給 

ひける と 云々。 

或 本に、 白 石 先生 曰、 多 聞院曰 記に、 小 出 播磨守 は、 大政 所の 妹 を 妻と せし と 云々。 

然るに 茶臼 山に は、 水色の 旗 四 半に、 荷葉の 馬符の 見えければ、 本 多 佐 渡 守 取 布き 

たりと 覺 ゆると 仰せられ、 田の 中 を、 急に 御馬 を 進められし 所に、 未だ 山 下に 敵 兵 

群がり 居た る 故、 尾 張 義直卿 .駿 河賴宣 卿の 方へ、 5 く 押 詰められ、 此敵を 討 取れ 

と、 山上 彌四郞 .內 藤 長 助兩人 を 以て、 仰 遣され ける が、 殘 兵なる が 故、 戰 はやして 敗 

せり a 

或 記に、 義直 卿の 許へ、 追々 人 を 遣され、 大御所 御 心 を迅れ 怒， -給 ひ、 成瀨化 i 人の 

腰拔 奴、 何とて 右兵衞 を 連れて 來ら ぬぞ。 急ぎ來れと仰にょ，.^、 御 使 其 段 を、 直 


に 尾 張 勢へ 申しければ、 成瀨 幾； 人 正 聞き も敢 や、 大御所の 左樣に 御意なる か、 某 

を腰拔 と いはる ゝ人 こそ、 武田信 玄に逢 ひて、 腰が 拔 けたれ と惡 口せ しが、 後に 

成瀨 は、 大御所の 御前に 於て、 愚臣尾 張の 物 主 仕 候に、 御 使の 者 不心得に て、 諸 軍 

の 中に て、 御上 意の 通 を 傅へ 候 故 惡ロ仕 候。 さ 無くば 尾 州 家の 者、 以來の 下知 を 

承らす 候と 申しけ ると 云々。 

又 賴宣卿 は、 頻に諸 軍 を 進められし が、 渴を 凌ぎ 兼ね、 馬上よ..^ 水 を 乞 はれけ る 所、 

三 浦 長 門 守 邦 時が 附人征 木 淸兵衞 とい ふ 者、 馬 柄 构に水 を 汲みて 差 出しけ る を、 則 

ち吞 みて、 大御所に 御營面 あ，..^ ければ、 彼 卿の 髮を 撫でさせ 給 ひ、 今日 其方 等に 首 

を 取 飽かせす、 殘 念な.^ と 仰 あ b けれ ば、 賴宣卿 答 へて、 御先 手 を 承 はらざる ゆ ゑ、 

證 〔餘 力〕 なき 道に 刻 を 移し、 戰に 望まざる 事、 無念 至極に 御座 候と 申されければ、 松 平 

右 衞門大 夫が 申す は、 今日 手に 合 はせられ やと も、 御 若年の 事 なれば、 此後 幾度 も 

合戦に 遭 は せらる べしと 慰めければ、 賴宣卿 は、 予が 十四 歳の 事が 復 ある ベ きかと 

頻に 落涙あって、 怒り 給 ひける とか や • 

大坂 落城の 事  一一 セ. 
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或 本に、 慶 安四 年 四月、 家 光 公 薨去。 同 七月、 由 井 正 雪 丸 橋忠彌 叛逆 露顯 せし 時、 

紀州賴 宣卿御 直 判の 書を數 通、 浪人 共よ.. > 公 邊へ差 出せり。 親 事 役の 面々 相談の 

上、 鬼 角 賴宣卿 を 御城 へ 招き、 彼 書 を 見せ 奉り 候 は > 、虛實 相 分る ベ し。 其 時の 樣 

子に より、 搦め 奉るべし とて、 强兵數 十 人 を、 御城の 便よ き 所に 隱し 置きて、 其 ！？•  は 

をな す。 先 づ尾州 光友 卿. 水戶賴 房 卿 御 登城 あり。 則ち 右の 書 を 見せ 申せし に、 

必定 謀 書 たるべし と、 光友 卿 は 仰 あ b けれども、 上下 只 思案に 能 はす、 手に を 握 

、れ り。 然る 所に 賴宣卿 御 登城に て、 座に 着せられし 時、 井伊 掃 部 頭 K 孝. 酒 井讃岐 

守忠勝 .极 平 伊豆守 信 綱 等、 今度 諸 浪人 叛逆の 次第 を 申達し 候 所へ、 阿部豊後守 忠 

秋、 件の 書數多 披露し け る に、 賴宣 卿、 彼 書 を 殘らす 披見 あ つ て、 御顔 色 常に 變ら 

す。 K 々、目出度 御 事に 候。 最早 御 氣遣ひ 無， 之 候。 其 仔細 は、 彼 徒黨人 等、 外樣大 

名の 判 を 贋せ 、謀 書 致し 候 はい、 御 三代の 御 恩 を 忘れ、 逆心 を 企て 候 やと 御 疑 も 

有と べき か。 我等の 判 を 贋せ、 謀り 候 儀 なれば、 上の 御 氣遣ひ 御 疑 も 御座 候 は K 

某、 只今 國を差 上 候 間、 思 召し 次第にな さるべく 候。 扨々 天下 安全の 基に 候と 啡 


し 給へば、 尾 州 • 水 6V の 兩卿幷 に 老中、 一 同に、 覺 えす 智勇 强 剛を感 せられし と， 其 

時讚岐 守. 伊豆守 を 始め、 仰の 如く 紀伊 國樣、 何し に 御 謀反の 御 企 御座し まさん 

や。 御 判 形 を 贋せ 候 段、 一入 重罪の 者 共に 候。 皆々 刑 罪 申 付くべし と あ.^ しに、 

賴宣 卿、 さ 候 は 3.、 其 中年 壯の者 四 五 人 は、 助け 置かれ 候へ と 仰せけ り • 是は御 

穿鑿の 爲 めな，.^。 且は後 暗 からん 事 を、 諸人の 申さ、 る樣 を、 思 召して ならん と 

ぞ。 W 、三 卿 返 出の 後、 老中 も 御城の 口より 出 でら る。 先へ 掃 部 頭、 後に 讚岐 守. 豊 

後 守. 伊豆守、 同道に て 立 たれけ るが、 酒 井 は 跡より、 掃 部 殿々々々 と 呼んで、 只今 

a ず國 殿の 御 挨接を 御 聞きな されし やと ありければ、 掃 部 頭 立 止り、 あわに てこ 

はがる 事に 候と 申されし と 云々 • 

又 曰、 慶安 三年に も、 賴宣卿 御在國 にて、 四月 末に、 御 參» あるべき 所に、 尾張大 

納言義 直 卿、 御氣色 大事に 及び 候 由、 公儀より 申 來れる 故、 三月に 參勤 あ，^ たし 

と 仰せ 遣され、 江戶 へ 御 下. 0 の 所に、 遠 州 見附 へ 奉書 到來 にて、 尾 張 殿御 所勞 も、 

驗氣に 候 間、 假令路 次に て 御出で 候と も 御歸ぁ b て、 豫て仰 出され 候 通."、 四月 下 

大坂 落城の 事  f 
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句に、 參勤 あるべし との 上意な う • 依， 之、 見附よ， 御 歸國の 積に 候 所に、 出頭 中 

根 壹岐守 自筆に て、 早々 江 一 户へ御 下り 可， 被. 成との、 大樹^ より 御內 意な りと 申 

し 來れ， り。 如何せんと 御 密談の 所、 渡 邊若狹 守 直繩が 申す は、 是は 大事の 儀に て 

御座 候" 畢竟 上の 御難 題-と 存 奉り 候。 さ. - 乍ら 中 极壹岐 守が 書面 は 內證、 奉書 は 

大法な り。 御 參劐候 は V  、御 越度に 罷 成るべく 候と あ， 0 ければ、 賴宣 卿、 早速に. 

御歸國 なされし とぞ。 中 根が 差 圖に隨 ひ 御參府 あらば、 必定 御大 事なる べき 樣 

、子に 聞え しと ぞ 云々。 

. 織 田 主 水關東 へ 召 出さる 幷個治 耶兵衞 水練 

附忠昌 朝臣 .忠 輝 朝臣 御 目 見の 事 

斯る折 柄 織 田 主 水 信 重 は、 殘兵 を引纒 ひ、 城 中へ 退かん i する 所 を • 家 康公遙 に 見 

給 ひ、 此 期に 及びて. ，斯の 如き 振舞 は 誰なる やと、 傍へ 御尋 あ， 0 ければ、 御 使 番村田 

模右衞 門、 之 は武光 式部に て 御座 あるべく やと 言上し ければ、 仰に、 赤 白 段々 の 旗 


なれば， 織 田家の 者なる べし。 織 田 は 淀 殿の 外 族の 事 なれば、 籠城 勿論の 事に て、 怨 

む べきに あらす。 早々 携 へ來れ よと 御 誰 あるに 因って、 村 田馳せ 行きて 尋 ぬるに、 

織 田 主 水な. - ければ、 則 上意の 旨を述 ベ て、 茶臼 山 へ 召 連れ 來 れ.. ^。 

或 記に、 織 田 主 水が 父 は、 信 澄 七兵衞 i 稱せ h^。 信 長 公の 御 含 弟 武藏守 信 行の 子 

なり。 信 行 は 叛逆た る 由に て、 弘治 三年 正月、 信 長 公の 爲に 殺害 せらる。 其 後 七 

兵衞 は、 磯野 丹 波 守 員正が 養子と な b  、江 洲大 溝を與 へらる。 明 智日 向 守 光秀 叛 

逆の 時に、 七 兵衞は 光秀が 聱 たる 故 彼に 黨し、 大 坂に 放て、 丹 羽 長秀に 殺害 せら 

れ たり。 此時信 澄が 遺子 ニ歲 なりし が、 其 母 、懐に 入れて、 藤 堂 高 虎が 方に 赴き、 

如何にもして、 此子を 撫育し 給 はれと 憑め..^。 藤 堂 は 始め 磯野 丹 後 守に 仕へ、 直 

に 信 澄の 家臣な b し 故、 彼 小兒を 深く 勞はり 、成長の 後に、 蘆 尾 庄九郞 と 名付け、 

高麗 陣 にも 具せられ たり。 其 後、 秀忠 公の 姬君、 大 坂へ 御 入 輿の 頃、 庄九郎 が 母 は、 

光秀が 娘 なれ ども 筋目 あり。 其 上 材能も 勝れければ、 姬 君の 二 藤に 召 出され、 庄 

九郞 も、 秀賴 公の 旗本 へ 出で、 百 人 扶持 を 賜 は， -、 織 田 主 水 信 重と 名吿 り、 落城 後、 

織 W 主 水關東 へ 召 出さる 井個殆 郞兵衞 水練 附忠昌 朝臣 忠輝 朝臣 御 目 見の 事 一一 11 
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御家人に 召 出され、 其 子 三 左 衞門信 高、 後に 主 水と 稱せ しと 云々。 

家康公 は、 茶臼 山に 御上り あ つ て、 御 陣を据 ゑら れ ければ、 諸 大將來 り て、 御 祝儀 を 

申 上げけ り- 

或 記に、 是 より 先. 茶臼 山へ 御陣を 移さる べしと める 故、 中 井 大和が 豫て 作れる 切 

組 小屋 を、 人夫に 持たせ.、 取 立てん とせし 時、 本 多 上野 介、 大和 を 呼んで、 左樣に 

手 廣き事 は、 思 召に 相 叶 ふま じと いひて、 猶も 上意 を 伺 ひしに、 九 尺 梁に 二 間、 六 

、 疊 敷よ，. >廣 き は、 無用た る 由 仰 出さる、 故、 上 三 疊の間 を、 布 交の 內慕を 打ち、 外 

慕 を 打 廻し. だる 計. -故、 早速 出來 しける と 云々。 

然る 所に 畠 山 入 庵、 御前へ 罷 出で、 思 召の 儘なる 御 事に 御座 候と 申 上げければ、 大 

御所、 入 庵が 手 を 取らせられ、 又 勝ちた る はと 上意 ありけ る。 

或 記に、 畠 山 入 庵 は、 始め 上條民 部大輔 義 春と いひて. 上條 山城 守 景義の 養 

子な り。 慶長六 年、 家康 公の 命に よ. 5、 畠 山 氏に 歸 れ.. .^。 嫡子 は、 長則彌 五郎と 稱 

. す。 二 男 は、 義員源 四 郎と稱 す。 上 杉 景勝 卿の 養子な..。 fl 、は I お^ 卿 召の， SilllP 


三男 義眞 彌三郎 f  ^、せ 又り i 後に 一 庵紹 閑と いひし と 云. V 

又 池 田武藏 守利隆 は、 備前. 備中勢 を相備 として、 尼ケ 崎に 屯し ける が、 城 中に 煙の 

騰るを見て、神崎川を渡り、天滿の地に入.c^、敗兵を討取る事夥しかりける。 就中、 

花房 五郎右衛門 職 利、 •■) し 自ら 高名 を遂 ぐる。 毛 利 甲斐 守 秀元卿 竝に加 藤 式部 少 

輔明成 は、 頜國 より 大 坂へ 渡海し、 今 福へ 向 はんとす。 時に 五月雨に て、 神 崎 川に 水 

增し、 渡. り 難し。 擬議 する 所に、 城 中に 煙發る 故、 明 成 身 を 揉き て涉 らんと する によ 

.:, やなり 

從士川 木 五 郞左衞 門. 黑川加 兵衞、 ー番に川へ乘入りたh^。 佃 治 郞兵衞 十 成 も、 

續 いて 乘 込みし が、 逆卷く 水に 押 流され、 川 木. 黑 川の 二人 は 命 を 落せり。 

或 記に、 川 木. 黑川 二人 は 、歩行 渉りの 郎等、 水の 深き になり て、 馬の 尾に りし 故 

に、 命 を 落せり。 將たる 者 は、 心得べき 事な りと 云々。 

然 りと 雖、 佃 治 郎兵衞 は、 元來、 水練の 達者 故、 水底 を潛 つて、 向の 岸に 着きたり。 明 

成が 軍勢 之 を 見て、 一同に 川へ 打 入り、 互に 曳々 聲を褂 けて 打 渡り、 城兵と 相戰ひ 

しが、 十 成 剛強の 兵 を 討 取り、 加 藤が 手へ、 敗 兵 百 九 人 を 得た. - ける。 

織 田 主 水關東 へ 召出さる弁個^ー郎兵衞水練附^^さ曰朝臣忠輝朝臣御目見の事 き 一 
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或 記に、 佃 十 成 は、 攝州西 成 郡 個の 鄉に 住せる 岩 极右衞 門 尉 直 成が 息な..^。 加 藤 一 

左 馬介嘉 明に 仕へ、 度々 の 武功に より、 豫州浮 穴 郡久萬 山の 莊 にて、 六 千 石 を領ー 

す。 御 歸陣の 後に、 將軍 家へ 召され 拜謁を 遂げ、 御 紋の時 服 を 賜 はり、 S き 上意 一 

あ. -。 同年 仙臺の 城主より、 二 萬 石の 采地 を與 ふべ しと、 强 ひて 招かれ けれども、 一 

是に應 せす。 元 和 四 年、 加 藤へ 御 加增ぁ b て、 奥州 會津へ 移れる 時、 一 萬 石と な 一 

り、 同 十 一 年 二月 上旬より、 病牀に 臥す。 同 三月 二日、 息 男 を 殘らゃ 集め、 我れ 若 一 

、年よ b  、戰 場に 赴く 事、 數ケ 度に して、 十三 ケ 所の 疵を 蒙れり。 就 羊、 豫 州に 於て、 久ー 

米 表の 戰に、 鐵炮 右の 首に 中 h.、 其 玉、 左へ 通..^、 皮の 下に 止って 今に あ h.。 然れー 

ども 運 $i きざれば 死せ すして、 今 八十 二 歳に 至. 5 ぬ。 定業 來る時 は、 靈藥 却て 鴆ー 

毒と 變じ、 今、 病 惱の爲 に 命 を 失 ふ。 是れ 以て 倩 思 ふに、 武士の 家に 生れた る者ノ 

少しも 臆した る 心 を 持つ ベ からす。 汝 等が 形見に 之 をと い ひて、 剿 刀 を 以て 左 一 

の 首 を 突破り、 炮玉を 取 出して 前に 差 置き、 西に 向 ひ、 端座 合掌して 卒す。 法名、 

明 輝 光 蓮 社 英譽淨 傑 居士と いふ。 裔孫、 豫州核 山に 多し と 云々。  一 


越 前忠昌 朝臣 は、 茶臼 山に 至り 拜 謁せら る。 

或 記に、 此時、 大御所、 忠昌 朝臣の 手 を 執り 給 ひ、 御 秘藏の 御 孫た る 由 仰 ありけ る 

と 云々。 

秀忠- 公 は、 岡 山よ 大御所の 御 陣營に 來り給 ひければ、 家康公 御床 几 を 立た せられ、 

思 召の 鐘：」、 御 勝利 欣然たる 由 御 誰の 所、 將 軍の 仰に、 兩 年の-御 勸 座に 依って、 今日 

はし ，<- ひ 

存分の 御 勝利、 且つ 近習の 若者に も 首 を 取 飼 はせ、 忝き， K 御 答 ありけ る。 夫よ bi^ 

を 進ら せられけ るが、 日 旣に沒 せんとす る 頃に 至れば、 岡 山に 還らせ 給 ひ、 堅固に 御 

下知 あるべき 旨、 大御所の 仰に 任せ、 早々 御 本陣へ 還らせ ら る 。又、 越後 忠 輝 朝臣 參 

向 あり。 本 多 上野 介 正 純 披露せ し 所に、 大 1  御所、. ©覽 あ. - 乍ら、 御 詞も無 かりし によ 

り、 上野 介、 頻に忠 輝 朝臣 を、 御座 近く 前め ける 所、 仰に、 上 總介は 何れに 居け る や 

と 計り 御上 意あって、 長 臣花井 主水義 雄へ、 sl^ の津に 落人 見 ゆる 間、 せめて 上野 介 

に 士卒 を 遣し、 亂妨 な， y と も 致させよ と 仰 あ b. けり- 時に 正 純が 申す は、 少， 殿に 

は、 S ぐ 御 陣へ歸 り 給 ひ、 失火 を鎭 め、 宜しく 敎 令 ある ベ き 旨を述 ぶる 故に、 忠輝朝 

Isw 主 水閼東 へ 召 出さる 井 佃 治 r 耶兵衞 水練 附 SNB 朝臣 £w 輝 朝臣 御 目 見の 事 チ" 
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臣は、 赧然 として 空しく 返 去 せらる。 

或 記に、 本 多 正 純 は、 上總介 殿御 參 上と、 二三 度 申 上げければ、 漸く 御 見向あって、 

其卞ま 親の 死 目に 合 ふ爲、 便 を も存 せざる やと、 苦々 しく 上意 ありけ る を • 越後 

の 家中 は 之 を 聞 * へ、 せめて 昨日、 溝 ロ伯耆 守の 申された る 如くに せば、 新 程の 

上意 は 蒙る まじき もの をと 千悔 す。 右 溝 口が、 忠輝 朝. お を勸 めて、 城兵 を 攻撃た 

んと 中す 頃 は、 眞 田. 毛 利 も 引取らす、 長 曾 我 部 は、 其 日 戦場より 逃 落ち けれども、 

、其 節 迄 は、 尙も 一 戰を 待ちた る體 にて、 城外に あ，.^ し 折 柄 なれば、 一 入殘 念に あ 

h ノ ける 由。 其 節 越後 家に 仕へ し 大道 寺 久左衞 門 入道が 物語な りと 云々。 

本多鏠 殿介康 俊が 息 彥治郎 11^ 下 俊 次、 擊 取る 所の 首を獻 する 時、 年齢 を 尋ね 給へば、 

十六 歳なる 由 を 言上す。 其 時 大御所、 汝が 祖父、 褂 川の 城 を 予が攻 むる 刻、 十六 歲 

に て * 陣の 功名せ し、 其 功に 劣ら ざ る 旨 命 あ り。 

或 記に、 搦手の 寄 手 京 極若狹 守. 同 丹 後 守. 石 川 生 殿 頭 は、 京 海道より 攻入， 9、 今日 

午の 刻に、 野 江の 提に 着せむ 所、 切 戸 あるに より、 主 殿 頭よ...^、 石 川 半左衞 門を以 


て、 先手の 京 極へ、 切戶を 御 越 あれと. 5. 遣し ければ、 若狹守 返事に、 切^ を 跡に て 

陣取り 候 事 如何 なれば、 切 11; を 前にな して、 陣取り 申すべし と あれば、 石 川 大に怒 

,9 て、 敵を攻 むる 者が、 身 構して なるべき か。 是非に 切 を 御 越 あれと、 再三 申 

遣せ ども、 京 極 得心な きに 依つ て、 石 川が 申す は、 さ 候 は  >  某 先づ打 越え • 若者 其 

に、 足輕 掛けさせ 申す ベ し。 兎角 越えられ 候 へ と 申 遣し けれ. ば、 丹 後 守. 若狹守 も、 

切戶へ 越えて、 堤に 柵 を 振りて 備 へければ、 主 殿 頭 は 堤に は備 へす して、 下なる 

畠に 備 へたり。 然るに 敵 は 多勢 を 以て、 備前 島片原 町よ， 9 出づ ると 申來 るに よ 

り、 忠總が 軍兵 は、 京極兩 手の 備に 附き、 堤の 上へ 行く 時に、 石 川が 兵中黑 彌兵衞 

が、 皆々 へ 申す は、 敵 强き時 は、 京 極 殿の 人數 にて、 中々 泳へ 申さる まじ。 然れば 

其 後に 備 へたる 我々 は、 皆 押 立てられ、 雜人 原に 首 取らせ 候 はんも 口惜し。 又、 手 

柄 致す とも、 京 極 家の 手柄と なるべし。 鬼 角， 堤 下の 畠に 備へ、 京 極 勢 敗軍す るに 

於て は、 是 よら 脇鎗 にて 突崩し 然るべ し。 小人 數 にて 對死を 遂げな ば、 跡 にても、 

主 殿 頭 は 下知 をせ ざる か、 家老 中 は 存寄無 か b しかと、 批判 せんと 申す 所へ、 前 

織 田 生水 關東 へ 召 35 さる 井 低 殆鄞兵 衞 水練 附 ゅ：ほ 朝臣 忠歸 朝臣 御 g 見の 事 一一 一七 
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島文太，•、馬に打乘，..^來るにょり、^段を申上げられょiぃふ。 其 場に 大河 內金 

三郎も ありし が、 尤と 一 同す る 故、 前 島は乘 屍せ b。 又 堤の 上なる 大久保 權右衞 

門に は、 中黑彌 兵衞が 行きて、 其 段 をい ひければ、 尤 なりと 諾し、 一 人 も 堤へ 上る 

ベから す。 本の備場の畠へ下り候へと申渡せ，^^。 案の 如く 城兵 は、 堤の 上 を目當 

に來れ ば、 京 極 勢 柵 を 振りた る 故、 蒐り 兼ねけ る 所 を、 畑の 中より、 石 川 主 殿頭麾 

を 振...、 勢を眞 丸に して、 京 極 勢を乘 越えて 鎗を 入れければ、 大坂勢 は、 一 支 も 支 

、へや 崩る、 を、 追討に 高名し、 片原町 を 取 固めた. 9。 京 極 勢 は 先手 乍ら、 前に 棚 

を 振りた る钦" 後陣の 石 川に 越えられ、 漸く 後よ b 乘附 きて、 僅 計り 追討に せし 

と 云々。 

或 記に、 福 島 備後守 正 勝 は、 兵 庫に 入津し、 眞鍋 五郎 左 衞門を vi£: 候と して 遣す 所、 

大 坂の 天守、 旣に 火光 鮮に 見えけ るに よ b 馳せ歸 り、 豊臣殿 生害の 由 をい ひけれ 

ば、 小關石 見聞きて、 何とて 其義を 知る やとい へ ば、 眞鍋、 微笑して、 天守 燃 上る 時 

は、 大將の 自殺 勿論に して、 滅^と いはんに、 聊 越度な き 由 を 答 へけ ると 云々 • 


大 坂諸士 自害 井 御簾 中 城 中 を 出 でら る 、事 

さる 程に 秀賴公 は、 千疊敷 へ 入らせ 給 ひける 所 へ、 郡 主馬 介 良 州. 津川左 近親 行 も. 

御 旗 馬符を 持たせて 求り、 臣等は 城外に 於て、 討死 を 遂げん と 奉 ^ 存候 へど も、 御 旗 

馬符を 敵に 渡さん 事勿體 無く、 戰場を 逃れ 参り、 只今 返上し 奉る と 申しけ る。 

或 f- こ、 津川左 近 は、 火の手 揚るを 見る と 等しく、 城へ 引取， りければ、 御馬 符を持 

ちた る 兵、 路に 馬符を 捨てけ る を、 廣島 浪人の 伊藤 武藏守 後よ. り來 りしが、 異圃 

まで 知られた る 御馬 符を 捨て、 は、 大坂數 萬の 軍勢の 中に、 勇士 は 一 人 も 無しと 

言 はれん と、 捨てた る 馬 符を取 揚げ、 城 中へ 入りければ、 諸 軍勢 大に稱 美せ しと 

云々。 

一 說、 伊藤 武藏守 は、 福 島 左 衞門大 夫ーャ 家臣に て、 蜂尾將 監が聲 なりし 力 ？ 

立 退き 籠城せ り。 然るに 武藏 守が 妻 は、 此時 姙娠た b. し 故、 落城 以後、 父の 方 

へ 落 行き 廣 島に 於て 1^ 逢せ り。 將監 は、 其 孫 を 養 ひ、 吾 苗字 を讓 り、 0Mf 

大坂 諸士 自害 井 御簾 中 城 中な 出 でら る 、 事  一一 一九 
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衞と 名吿ら せ、 紀 州に ft へしむ と 云々 • 

主馬 介 は 甲冑 を脫 ぎ、 緣 を千疊 敷の 床に 立 置き、 先君 累年の 御 厚恩に、 命を捨 つと * 

獨 言して 家人 を 招き、 汝、 我 を 介錯し、 此 短刀 を 黑田筑 前 守へ 屈け よと いひ 合め て自 

害せう。 時に 七十 一 歳と かや。 其 外 成 田兵藏 長宗. 眞野豊 後 守賴包 IjggI 、藏ま 入 八， ils,^ 

^^0れ^1^;ゃ中島式部少輔氏種.安藤五右衞門等、 相續 いて 自殺す。 又 野々 村 伊豫 守雅 

春 は、 南 表の 合戦に 勞れ、 城に 入らん とする 所に、 鷹匠 頭 佐々 孫 助、 ぼ あ I、 へ 

ぼ？ 1i 評  1  家 力 JfiT とま f 、關 東へ 內應 して 火 を 放てり。 且秀賴 公の 鹿 i 赵大隅 與五左 

衞門 は、 豫て板 倉 伊賀 守に 密約し、 大臺 所に 火 を かけた る 故、 野々 村 は、 猛火に 咽び 

1 一 の 丸と 本丸との 間なる、 石 壁の 中段に 於て 切腹せ.. 9。 堀 田 圖書介 勝 喜 は、 辛う じ 

て， 私宅に 歸り 妻子 を 刺殺し、 夫より 城へ 駆 入. -、 御 玄關迄 出で ける 所に、 加州 勢 雲霞 

の 如ぐ 亂れ 入り、 敷臺の 上に て、 前 田 家臣 掘 困 早右衞 門お は 與と鎗 組み 散々 に戰 ひ、 

相 突に して、 雙方 共に 倒れし が、 平 右 衞門は 起 上り、 勝 喜 を 取って 押へ、 名吿れ とい 

ひければ、 掘 田圖書 助な りと 答 ふ。 元來 年右衞 門が 從 弟な， 9 けれども、 終に 對 面せ 


ざり ければ、 大に 驚き、 何と ぞ し て 助け んと思 へ ども、 勝 喜 は 深手な ける 故 所^ 

助かり 難し。 早々 に 首 を 取れと いひけ る 儘、 首 を 討ちけ り。 又、 平 右衞門 も、 其 時. 

の疵 により、 後日に 死せ. 0 とか や。 S に 毛 利 河內守 は、 老母 妻子 を 引 連れて行きし 

が、 城 中に 火褂. 0 ける 故に や、 織 田 有樂の 屋敷に て 切腹せ り。 渡 邊內藏 介に 櫓に # 

て-, 二 男 三男 を 刺殺して 後、 乳母 を 呼び、 嫡男 を 召 連れよ とい ひければ、 乳母 は 小 賢き 

者： て， 白 帷子 着せ 替 へ んと いひ さまに、 其 場 を 遁れ、 彼 小 a を澀紙 包に して、 繩を 

以て 櫓より 下し、 其 身 も 漸く 遁れ 去. -、 彼 小兒を 市中の 不淨 所に 隱し 置き、 日を歷 

て 逃れ 去らん としけ るが、 關 東方の 侍に 捕 へられ、 色々 に責問 はれ けれども、 渡邊 

が 從士水 谷 淸兵衞 とい ふ 者の 妻に て、 彼 は 吾子に 紛 無しと いへ り。 彼小兒 も、 僅 六 

歲 なりし が、 勇士の 子た る 故 か、 打擲す と雖 も、 渡邊が 子た る 事 を 言 はす。 然るに 

彼 侍が 申す は、 金子 二 雨 出す に 於て は、 赦 すべし とい ふに より、 乳母 は 其 儘 * 故拔渡 

邊に 行き、 右の 趣 を、 百姓 共に 頼みし 所、 里 民 等 も 舊恩を 捨てす、 且 乳母が 忠 志を感 

じ、 金子 一 一雨 を 授け 、 る。 其 金子 を 持 行き、 -小兒 と 取替 へ 、 洛 陽に 面 向し、 南驊 寺の 

大 坂諸士 自害 井 御簾 中 城 中.^ 出 でら る、 事  •  5 
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喝食 とせり。 漸ぐ 十八 歲に 及ぶ 時、 細 川 越 中 守 二 柳 土 佐 守な ど 有緣の 方より、 築 を 

還俗 させ、 後年 素 心 尼 1-1^ に據 つて、 甲府 卿へ 歎訴 しける が、 竟に召 抱 へられ、 渡邊 

權兵衞と名吿り、 五百石を賜は り、 輕卒頭となれ..^• 

一 本に、 渡 邊內藏 介 は、 深手 数多 負 ひて、 吾 宅に 歸り、 子供 三人 を 引 具し 登城せ 

し 所、 母 正榮、 之 を 見て、 など 腹 は 切らぬ ぞと 諫めければ、 母の 御 先途 を 見 奉らん 

爲に 候と 申しけ る 時に、 正 榮-我 は 女の 身 なれば 苦しから や。 疾 くく 切腹せ よ 

、と 申す により、 內藏介 は、 吾が 子 三人 を 刺殺し ける が、 その後、 正榮は 自殺せ り，^ - 

云々。 

或 本に、 渡 邊內藏 介 は、 大野 修理 亮に議 して、 秀賴 公安 全の 謀 をな すべき 由 を、 吳 

々申合せ、 江 州 迄 落 行きし 所、 秀賴公 御 生害の 由 を 聞く と、 忽ち 切腹せ しと 云々。 

此說 非な 

る-へし 0 

秀賴公 竝こ淀 殿 は、 天守に 登らせ 給 ひ、 御 自害 めるべし と宣 ひける を、 速 水 甲斐 守 

之を鍊 めて、 軍の 習に て、 先陣 破れ、 後陣 利 ある 事 も 多く 御座 候。 御 自害の 儀 は、 御 


遠慮 あ る ベ しと 申しければ、 秀賴 公の 仰に、 天運 旣に盡 さ、 故太閣 四海 を 掌握し、 當 

城 を 築き 給 ふ 所に、 匹夫 亂 入し、 黑煙 四方に 滿ち たるに、 今 又 何の 賴か あらん 然 b 

と雖も 故老の 意見た る 上 はと、 天守より 下 b 給 ひ、 月 《 ^の摟 よ 、東の 方 精 倉へ、 淀 

殿 1 チ 一 御簾 中と 倶に 移り 給へ....。 又 豫て本 多 佐 渡 守 父子よ， 9 は、 城內の 南部 左 門. 

中 川 小右衞 門. 村 井 喜 兵衞. 堀內主 水が 方へ、 落城の 節 は、 秀賴 公の 御簾 中 を 落し 奉 

る ベ し。 然 らば 大御所 へ 訟へ、 籠城の 罪 を 免し、 且 厚く 赏 せらる ベ き 旨 を 約せ し 故、 

堀內 は、 御簾 中 を 負 ひ、 南部 は、 刑 部 卿の 局 を 負 ひて 立 退きけ り。 

異 記に、 淀 殿 は、 御簾 中 を 傍 へ 引付け、 御 振 釉を控 へ 居 給 ひける が、 秀賴 公の 御座 

と、 房 風 を 隔て 居 給 ひける に、 二三 人の 聲 にて、 上樣の あれ々々 とい ふ を、 淀 殿 は 

聞かせられ、 釉を 放して 立ち 給 ふ 所に、 刑 部 卿の 局、 御簾 中 を 供奉して、 早々 遁れ 

出で 給 ふと 云々。 - 

速 水 甲斐 守 之 を 見て、 押 止めん とする 所 を、 大野 修理 亮曰、 最早、 斯樣に 成行きし 上 

は、 御 臺樣を 御城 中より 出され、 御前 竝に御 母 公 御 助命の 事 を、 御賴 あって 然るべ 

大 坂讀士 自害 井 御簾 中 城 中.^ 出 でら るゝ事  g 
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しと 申しければ， 侍女、 各、 之を勸 めけ るに より、 堀 內主水 は、 御簾 中 を 負 ひ 奉り、 城 

外へ こそ 出で に けれ。 

或 記に、 堀內主 水氏久 は、 紀州 卓婁郡 城主、 安房 守 氏 善が 息な り。 氏 善 は 關ケ原 合 

戦の 時、 石 田に 與 して 沒 落せ h -。 嫡男 左 馬 介 氏弘舰 i^」 耐讀^ は、 大 坂に 籠城せ しが、 

夏陣の 時遁れ 出で、 後に 二 千 石に て、 藤 堂 氏に 仕 ふ， 二 男 は 氏 滿右衞 門兵衞 I まと 

稱す。 三男 は 主 水な り。 後に 下 總國曰 井 頜の內 にて 五百石 を 賜 はり、 大番士 とな 

、れ .^。 

主 水が 子 を、 甚右衞 門と いひし が、 護持 院御 建立の 奉行 仰 付けられし 時、 越度 

あ つ て 配流せ らる。 其 子 も 甚右衞 門と いひ、 孫 を 宇右衞 門と 稱せ しが、 御納戶 

役 を 動めけ ると 云々。 

四 男 は、 氏 時 主 膳と 稱 せり。 賴宣 卿に 奉仕す と 云々。 

或 本に、 姬 君の 御供に は、 刑 部 卿. 喜 多 殿. 梅 殿. 古吳 殿. 核 坂 殿な. 此 時に 堀內主 

水 は、 錢を脫 ぎ 堀へ 入りた る 所、 腰 限 あり • 姬君を 始め 御供の 衆 を 負 ひて 堀 を 越 


え、 其 邊の寺 へ 立 退かせられ、 其 段 板 倉 伊賀 守 へ 申 遣し ければ、 御迎の 乘物來 りし 

により、 山里 廓， 0 いふ 所よ. 0 出で 給 ひぬ。 是へ は. <.,^ 來ら ざる 所な りと 云々。 

然るに 坂 崎 出 羽 守成 正、 右の 體を 見て 立 寄..^、 誰 人 ぞと問 ひければ、 是は關 東の 姬 

君に て 渡らせ 給 ふと 申す により 、夫より 坂 崎 守護し 奉れ...^。 

異說 に、 城 中 一 面に、 火の手 揚 -a, る を 見て、 上下 進む 所に、 家康公 は、 御 孫 君の 事 

を 思 召され、 誰 にても 城 中に 馳 入り、 御簾 中 を， f 出 づる者 あらば、 婦 妻に 與へ恩 

祿を 得させん と、 御上 意 あり けれども、 誰か 隨の 中に 飛 入らん とい ふ 者 無 か.^ し 

所に、 坂 崎 出 羽 守 進み出で、 恩賞の 望 は 更に 無し。 u 頃の 御 厚恩 を、 今日 報じ 奉ら 

んと 罵り、 眞 一 文字に 城に 駅 入る と 見えし が、 須臾の 間に、 御簾 中 を 一局に かけて 

來れ りノ兩 御所、 御感斜 ならざる 所に、 姬君御 下向の 節、 勢 州 桑 名に 於て、 本 多 平 

八 郎赚ば I， 大 忠 刻が、 御座 船 を 下知す る體 をち よと 見 給 ひ、 才覺 美質 を 慕 は せら 

れ しが、 後年 此姬君 を、 坂 崎へ 遣 されん と あ，.^ ける 故、 大御所へ 御 訴訟 あ..^ ける 

は、 我 身 事、 坂 崎 出 羽 守へ 嫁せ よとの 御 事に 候へ ども、 願 はく は 本 多^ 八郎へ *s 

大 坂諸士 自害 并 御簾 中 城 中 出 でら る、 享  暂 
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，りたし と 仰 あ.： >  け .9。 將軍 家大に 怒り 給 ひ、 一度 約せ し 事を變 せば、 以來 何を以 

て 政事 を 執行 はんや。 最不義の至な.^と、樣々諭し給ひ、且女中を以て御賺しぁ 

り けれども、 强 ひて 上意 あらば、 御 生害に も 及ばれん との 御 事故、 竟に卒 八郞へ 

入 輿し 給 ふに 極. 0. ければ、 坂 崎大に 立腹し、 當日姬 君 を 奪 ひ 奉らん と 巧みし 所、 

其事顯 はれ、 切腹 仰 付けられ しと 云々。 ，1^-^  、し 坂 i> ^討 

或 本に、 將軍家 第. 一 の姬君 は、 豐臣 家の 御臺 所に てまし ます。 大 坂の 城 破れし に.， 

、希有に して 遁れ 出で 給 ひし を、 熊 野 新宮の 住人 依田 主 水と いふ 者、 御供に 候 ひて、 

將 軍の 御 陣に參 りて けり。 愛に 坂 崎 出 羽 守 は、 昔 浮 田の 家に あ，. し 頃よ， 9、 常に 

都に あうて、 知る 人 多き 由を閬 召して、 姬 君の 御 事、 攝家花 族な どの 公達の 中に、 

媒灼 し參ら せよ と、 密 なる 仰 を 承りけ り。 坂 崎 都に 登り、 然る べき 人 をい ひ 語ら 

ひ參 りて、 此由申 上げければ、 將軍家 深く 悅び給 ひ、 観て 其 家に 入れ 奉るべき に 

定まりし に、 姬君斯 くと 聞 召され、 さる 人に 見えん 事 こそ、 心 憂 けれと 仰せられ、 

御 飾 下させ 給. ふ べしな ど 申させ 給 ふに より、 將軍 家大に 驚かせられ、 姬君を 都に 


登 されん 事、 叶 ふ ベ から やと 仰 下さる。 出 羽 守 承ゲ、 斯程、 契約 を かけ 給 ひし 事 を、 

今更い かで 叶 はぬ 由の 御 使 を 仕る べき。 ロハ 如何にもして、 御 詞の變 らせ給 は ざら 

ん樣 にこ そ、 あらま ほしく 存候 へと 申して、 罷 出で たり。 日數積 ける 所に、 姬君 

は- -本 多中務 少輔忠 刻が 家に 入らせ 給 ふ べしと 聞え、 坂 崎大に 恨み 怒りて、 斯くて 

は爭で 世の 人に、 再び 面 を 向 ふ べき • よし/、 御輿 を 奪 ひ 取 て、 都に 伴 ひ參ら 

せんす もの を。 命 を 捨てば 易 かりぬ と、 己が 家の 子 郎等 を 集む。 關 東に 在 合 ふ 

大名、 す は 事 こそ 出來 たれと、 家々 に 兵 を 集む る こと 大方なら す。 將軍家 も、 坂 

崎が 恨み 申す 所、 其 謂な きに あらす と、 御 使 度々 下され、 出 羽 守 を 慰めら る。 坂 

崎 承り、^ する 所、 某が 首 を 刎ねられん 後 は、 左に も 右に も 候 ひなん。 生きて 世 

にあらん 限 は、 得 こそ 御輿 を 人手に 渡す まじと 申す により、 ^政の 人々 彼 力 家 

人 等に 奉書 を 下して、 汝が 主の 恨み 申す 所、 其 謂な きに あらす と雖 も、 彼が 盧る 

の 如き は、 君臣の 鱧に 背く。 されば とて 今 反逆の 例に 準 せられん 事 も、 返す，^ 

も 哀れと 思 召さる、 所な り。 斯くて も猶 上下の 分ち 亂れ す、 其 信 を 守，. i し 死し 

大 坂諸士 自害 井 御簾 中 城 中.^ 出 でら るゝ事  S- 
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たらん に は、 一 族の 中 を 選び、 其 家 を繼が しめられ、 出 羽 守が 生前の 恨 を、 死後に 

慰めさせ 給 ふ べき ものな り。 累代の 家、 忽ち 滅びん 事、 永く 餘慶を 其 子孫に 止め 

んも、 須 らく 量ら ひに 依る べき もの か。 汝等 何ぞ仕 ふる 所に、 其 忠を盡 し 其義を 

計りて、 谷 死 を 以て 諫めざる べきと記された...^。 坂 崎の 老等、 仰 を 承りて、 主人に 

自害 を勸 めて、 其 首 取りて 奉りけ り。 實は出 羽 守 晝寢て あ b し を、 羅刀を 以て 首 

を 刎ねし とぞ 聞え ける。 將軍 家、 以の 外に 怒らせ 給 ひ、 出 羽 守が 振舞、 旣に 反逆 

、に 當. 0 ぬと 雖も、 恨み 申す 所 は、 其 謂な き に あらす。 故に 彼 家人 等が 諌に よ.^、 

渠猶 君臣の 義を 存じ、 仰 を も 失 はで、 自ら 死した らんに は、 別の 儀 を 以て、 一 族の 

中 を 選み、 其 家を續 がせ 給 ふ べしと こそ 思 召され たれ。 夫に 己が 主人の 首 取って 

參ら する 事 こそ、 無道の 至， 0 なれ。 先づ彼 家人 等、 大逆の 罪に 處 すべし。 又、 出 羽 

守 は、 終に 始の 志を更 めすして、 家の 爲に失 はれし 上 は、 今 又、 其 家 立てさせ 給 ふべ 

きに あらす と 仰 下され、 所 頜沒收 せられたり。 然る を 今、 其 事 知らぬ 人の、 あら 

ぬ签言 を 記し 置きた る あり。 大に 誤れるな り 云々。 


大野 治 長 は、 其 臣米村 權右衞 門 を 呼び、 其方 は、 急ぎ 御 臺樣に 追 付き、 某が 娘 を 以て、 

先程 申 上げた る 儀 も、 今夜 中に 御 願 を 立てられ 候樣 に、 御 量ら ひ 下さる べし。 尤も 

直の 御 願より は、 本 多 佐 渡 守 を御賴 遊ばさる べしと， 能くく 申 上げよ とい ひけれ 

ば、權右衞門聞きて、此節に至.^、御城外への御使は、心外に候と.s.しければ、治長叱 

つて、 吾 言 を 背き、 倶に 死す るを滿 足と 思 ふや。 上々 樣御 助命の 事 は、 無二の 忠義な 

りと 申しければ、 米 村 是非な く、 後馳に 大手の 堀端に て、 姬 君に 追 付きけ るに、 S  く 

坂 崎が 人 衆 は、 女中 方 を 守護し て あれば、 欉右衞 門 は 出 羽 守 へ、 爾々 の 由 を演 ベ け 

る時に、坂崎、御邊は豫て承及びた..^， いざ 御供あって 申 上げられ よと、 茶臼 山と 天 

王 寺の 間なる、 本 多 佐 渡 守が 人數 集りし 所 迄 守護し、 近所の 民家 を、 假の 御座と しけ 

り。 御簾 中 は、 夫より 御 使 を 以て、 正 信 を 召しけ る 故、 佐 渡 守 は、 山 駕に乘 りて 來り、 

御 願の 旨 を 承り、 茶臼 山に 到り 言上し ければ、 大御所 聞 召され、 願の 筋， 至極 尤な .CZ 

秀賴 母子 を 助け 廣 きた b とも、 何程の 事 か ある べき。 其方は岡山 へ參h^、大樹に其 

段 申 上げよ と宣 ひける 故、 正 信 則ち 行 向 ひ、 右の 趣 を 言上せ し 所、 秀忠公 御開 あ b て、 

大坂諸士自害井御簾中城中^^出でら..Q  、事 . 
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以の 外御氣 色を摄 せられ、 謂れざる 事 を 申さ やと も、 秀賴と 一 所に、 自害 は 致さい 

でと 上意 ありければ、 佐 渡 守 承り、 先づ 大御所の 思 召に なし 置かれ、 御尤に 奉， 存候 

と 申し て陣所に歸h^、 姬君 へ 申す は、 兩 御所、 御 聞 屈な さる 、 間、 御 安堵 遊ばされ、 御 

膳 を も 召 上らる べしと 申し、 附々 の 女中 方に も、 認めな ど 致され 候へ との 儀に 付、 

何れも 歡び けり。 又 權右衞 門 は、 此 所に 男 きれ も 無き 事 なれば、 其齒相 詰め 候樣に 

と、 申 渡しけ る 故、 米 村、 其 夜 は 右 百姓家の 片 脇なる 牛 部屋の 內に 於て、 御 膳 竝に酒 迄 

下されお き & 扨、 權右衞 門 は、 數 曰の 辛勞 により、 ロハ 一眠に して、 入日 晝 前に 目 を覺 

し、 自分の 女に 錢， 輕きぱ 樣子ケ 尋ねければ、 間違の 事有>) 、上々 樣は殘 らゃ御 果な 

され、 御臺樣 にも、 殊の外 御 歎に 御座 候と 泣々 申せば、 大野が 女 も 立 出で て、 共に 泣 沈 

みけ. o。 米 村 は大に 驚き、 開 合せければ、 城門に 七日の » 方より、 御 旗本の 諸 組へ 

劐番仰 付けられ、 出入 は罷 成らす との 塞 故、 -豐臣 家の 御簾 中の 方に ありけ り。 

一 本に、 今 七 H 大野が 使 米 村 權右衞 門、^^ き， 茶臼 山に 伺八ム し、 豐臣 家譜 代新參 

の 健 士皆命 を 頸し、. 右大臣 殿竝に 母堂 は、 山中 帶曲輪 « 倉に あらせられ 候- 御簾 


中 は 先達って 岡 山へ 退去し 給 ふ。 此 期に 及びて、 雨 御所の 命 を « めら れ 下され 

なば、 大野 修理-一学 速 見 甲斐 守 等、 自殺すべき 旨 を 言上す。 此趣 大御所の 御 聽に達 

し、 御 許容 ありし と雖 も、 大樹の 思 召 を、 猶 も御尋 ある ベ しとて * 便ち 米 村 を、 後藤 

庄三郞 に 預け 給 ひける と 云々。  ， 

豐臣家 滅亡の 事 

五月 八日、 壬 申の 早天、 井伊 掃 部 頭 直 孝に 仰 付けられ、 蘆 田 曲 輪 を取卷 き、 加々 爪甚 

十 郞直澄 11 サ； t ま If 卿 f>rlr 金 島主 膳 信 滿命を 被り、 is 倉に 到 5 ける。 

一 本に、 片桐市 正 は、 病苦たり と雖 も、 案內 者た る 故、 葛 輿に 乘 りて 城 中を^ 見し、 

燒殘 りたる 所々 を 放火し ける が、 IS 倉に 人 ありし かば、 從士を 以て 見せけ る 所、 秀 

賴 公なる により、 早々 御 雨 所 へ 進す。 世擧 つて、 市 正が 不義の 至れる を惜 むと 

云 々。 

然るに 大野 修理 亮， 速 見 甲斐 守 は、 雨 使と 廿間計 を 隔て 出向 ふ 所に、 廪 中に 落殘 りた 

暨臣家 、滅亡の 事  1-1 
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る 姓名 を 尋ね、 且 つ 秀賴& の 御 事 は、 & 太閤 以來、 色々 の 御 因 を 思 召す 故、 御 助命 あ 

れば、 高 野へ 御 登山な されよ との 仰に 候 a  IS びし f 申 安 J ^ボ」 (わ、 51。 又 御 母堂へ は 一 

萬 石 進ら せられ 候" 且 婦人 兒 小姓 は、 聊か 御 祟 ある まじと 申しけ り。 

一 本に、 此時 大野 は、 黄色の 陣羽織 を 着し、 淺黃 の鉢卷 し、 顔に « 藥を附 けたり。 

速 見 は 朱 具足の 上に、 鐳 珍の 羽織 を 着し、 其 次に 繩帶 して、 門口 迄罷 出で、 井伊 掃 

部 fs. 近 藤 石 見守に 對 面し、 其 仔細 を 間 答す。 時に 甲斐 守が 曰、 眞田 左衞門 佐が 子 

息大 助、 今年 十六 歲に罷 成 候が、 一 昨 六日、 葛 井寺に 於て 高名し、 高 股に 疵付けさ 

せ、 昨 七 HL 父の 下知に より、 城に 籠居 申 候" 眞田事 は、 譜代の 者に て は 無，， 御座； 右 

大臣 殿の 御 先途 を 見 屆不. 被. 申と も、 不 事な. 9。 御 譜代の 者 さへ 遁れ 出で たり。 

殊に 若年の 事 なれば、 立 返 か る ベ しと 申 候 へ ば、 大助は 一 向 聞き も 入れす、 昨晝、 

父 左衞門 佐が 申す は、 某 は 茶臼 山に て 討死 を遂 ぐべ し。 汝は秀 賴公御 最期の 御供 

せょと申渡し候故、御城外へ出づる事罷成らすと申し、矢倉の內は人込な..^とて、 

廣庭 に鎮を 布き、 昨日の 晝 より 物 も 食 はや、 御 最期 を 待 居 申 候。 誠に 弓矢の 血脉 


は、 恥 かしき 事に 候と いひて、 落涙せ b と 云々 • 

且 つ 大御所より、 御 母堂 へ 仰 入れられ 度 旨 あ る 間、 二位 局 を 早速 城外 へ 出さるべき 

由 を • 仰 遣され ければ、 則ち 出向きけ る 故、 片 桐が 專 輿に 乘.^ て、 茶臼 山へ 赴き、 本 

多 上野 介 同伴に て、 御前に 出で ければ、 大御所、 秀賴公 竝に淀 殿の 装束、 其 外 御供に 

籠りた る 男女の 姓名 を、 御 尋ね あ b ける • 

或 本に、 二位 局 は、， H 閤御 在世の 時に、 家康 公、 彼 局に 依って、 常に 密旨を 達せら 

れ たる 故、 今以て 等閑な く、 局の 子 川 添 式部 も、 御家人に 列せられ ける と 云々 • 

大野. 速 見 は、 關 東よ，. > 仰せられし 趣 を 申 上げければ、 御 母子 *1 〈に、 御 承諾 あ b と雖 

も、 御步行 にて 出づ るに 忍び 給 は ざれば とて 、一局 輿 二 挺 を 贈らるべき 旨 を、 修理 亮 

斐 守よ. 0 申しけ る も、 近 藤 石 見守 秀用 も玆 にあ りしが、 則ち 申す は、 今の 時節に 至 

K 何とて 駕 の才覺 なる ベ き や • 馬 進ら すべ しと 申しければ、 甲斐 守 開き も敢 す、 斯 

る 仕 合 なれば とて、 御 母子の 御顔 を 晒され、 馬に 召させ 候 事 は、 罷 成らす と 返答し 

ける によ b  、井伊 掃 部 頭. 安藤 對馬 守. 近籐石 見守 會議 して、 大御所 は、 正 K 慈愛の 餘 

豐臣家 滅亡の 事  0 
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り、 上に も 後の 畏 となる 御 量ら ひ あらん も 知れす。 然れば 母子の 命を斷 つに は 如 

かすと、 鐵炮ニ 挺 を 以て、 廩 中に 打 入れけ る。  . 

尾 州 加 藤氏の 藏 書に、 五月七日、 大御所 は 茶臼 山の 陣營に 在す。 加々 爪 甲斐 守. 間 

宫 權左衞 門. 豊島刑 部 三人、 議し て 夜 廻す。 間宫皇 島、 御 陣營に 人聲 ありし かば、 

兩人頓 て 之 を 改めし に、 公御覽 じて、 雨 人 は 如何して 來る やと 仰せ あ.^ し 程に、 御 

陣營， 此節 大切 に なす べきに、 非常 を撿む る 者 無し。 欲 に 臣等議 し て、 私に 御陣營 

を 守護し 奉る と 申す。 晝 夜の 勸勞、 奇特に 思 召さる ゝ 由御感 にて、 稍 あ b て 間 宮. 

豐島を 召して、 大 坂の 城へ 參り、 秀賴の 死生 を、 見 屆け歸 る ベ き 旨 命 せらる。 兩人 

寅の刻に 城 中に 入り、 方々 を 窺 ふに、 寂と して 人な し。 漸く 東 明に 及ぶ 頃、 立歸 b 

なんとせ しに、 側に 五十 計の 男、 侍. V 見えて、 脇替 りの 熨斗目 を 着し、 ほ と t つ？、 

！ 段卑き 所に、 水 を 汲む 卷 あう。 我等 大御所よ h へ右府 公へ 御 使 

に參る者な，..^。 不知 案內 なる 間. 座す 所へ 引 入れられよ。 偖 も右府 公、 御機嫌 は 

如何に や， -雅々 未だ 附き 参らせられ 候 やと 問 ふに、 吾 君 は 御 存命に て、 大野 修理. 


速 水 甲斐なん ど 守護し 奉る とい ？。 件の 男と 俱に、 右府の 御座所へ 行きし に 山 一 

里 丸の 道 明 寺 倉と かやの 前 を、 井伊 掃 部 頭 一 手に て、 嚴 しく 圍 みて あ..^。 兩人 井伊 一 

氏に 逢 ひ、 仰の 儘に 述べ て、 御 使の 樣如 何すべき やと 間 ふ。 掃 部 頭い ふ、 右府 を紀； 

州 高野山 へ 御供 ft る ベ きの 由、 大御所 命 せらる ゝ 所と いふ ベ しと、 兩人諾 して、 梅 一 

戶忠助 .^11 正 とい ふ 者と 倶に、 土藏の 前に 至り、 速 水 • 大野 を 呼 出させ、 右の 樣ー 

を 申し、 馬の 員 足下の 計 を 聞きて、 用 ひて 辨す べしと いふ， 大野 は 朽葉の 鍵 斗 目 一 

を 着し、 右の 脇に 手疵 ありと 見えて、 血 流れ出す。 速 水 は、 腰替 りの 鍵 斗 目 を 若" 

し、 白き 鉢 卷 をしたり。 甲冑 は帶せ ざ. りし。 大野 命を拜 して 後に 曰、 吾 君 及 婦人 一 

等、 長途の 備に、 御乘物 三十 挺. 其 外、 人 -i^- 如何程 申 付け 然る べしと 答 ふ， 兩人 曰、 一 

此砌乘 物 多く、 早速に 調へ 奉らん 事 如何 乍ら、 有司に ぞ傳 へ 中す ベ しとて 馳せ出 一 

で、 井伊に 逢 ひし かぐい ふ。 掃 部 頭 聞きて、 秀賴 未だ 存命 疑な し。 さらば 一時 一 

に 事 をな すべし とて、 忽 に鐵炮 をつ るべ、 揉 立て 下知せ しかば、 暫くして 煙 

揚， りて 後に 出 で、 猪. 間宮. 豊島、 八 H 辰の刻に 茶臼 山へ 立歸 り、 大 坂の 有樣を 申せ； 

豐臣家 減 亡の 事  £  一 
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しかば、 大御所 御 感斜な らざ りしと、 間宫權 入の 魏話 なりと 云々。 

或 本に、 此時廩 中より、 奴隸 二人 出で 來り、 堀の 中に 飛 入る 所 を 、井伊が 家臣 中 村 

內記、 鐵炮を 以て 之 を 打殺せり。 生 捕に して、 豐臣家 最期の 事 を、 尋ね 間 はざる 

事 を、 人々 歡 じけ ると 云々。 

內 にも 御用 意 ありと 見えて、 忽火、 起， CS て、 滅 c し 給 ひける。 ，此 時廩 中に 籠りし 輩 は、 

ゲ^がし.^麦£纖5信^{さ女、淀|08;:>淺井石見守明正が女、き4^郎§5?の乳母、 水 村 ft: 

尸ォ创 ノブ 室 殿の 叔母な り 糧ち 淀 殿の 從弟 女な リ g.p^ES- 守が 母、 讲 九歲。 一 本內藤 

職 _ ^琴 大蔵 卿 局 治. 右 京大 夫 局| 浦 蘭^ お 4 は. 阿 茶 局. 和 期 局. 

f 針 g,? の. 正榮尼 §，• 玉 局 ll、f  I 城 §齒 局. 由 利 局。， 兀 

士に は、 大野 修理 亮治長 息. 速 水 甲斐 守 時 之： a に 出來丸 • 

或 本に、 速 水が 人質 は、 前方よ， 9 江府 にあ， 0 し 所、 命 を 助けられたり。 依， 之、 福 島 

, 左 衞門大 夫に 招かれ、 三 宅 庄九郞 i 改め、 七 百 石と なり、 後に 黑田筑 前 守に ft へし 

i;-,, -。 一  本LL、出_,來丸^1、今年十月 

..^ー^^.々  廿 七日に 誅 せられ L と 云 t 

毛 利 豊前守 勝 永： lg に 二 男 勘 解 由 崎， 氏 家內膳 正行廣 入道 道 鬼 ，津川 左衞 


1^, 記に、 律 川 左 門 は、 兄 左 近親 行が 遺言に より、 嫂 lift, 力： g に 小才 丸 を 介抱 

し、 從者 五六 人に て、 大和 路に 通れし 所、 五月 十日、 高 市 郡 今 井村の 邊 にて、 盗賊 數 

人出 合 ひければ、 左 門大に 働きて 竟に 死せ り。 時に 廿 一 歲 なり。 嫂 ® に 小才 九 

も、 盜賊 の爲に 殺された トノと 云々。 ， 

或 本に、 五月 十 曰の 事な， 0 しが、 和 州 今 井 小物 屋^ ほお 長左衞 門と い へ る 者、 親の 

忌日に 當. e しとて、 近隣なる 姥嫁等 を 葉め 茶 を 入れ、 四方 山の 物語 をな して 居た 

る 所、 年 齡廿餘 の士、 着込の 上に、 帷子： s§ に單 羽織 を 着し、 旅装 束に て來り 笠を脫 

ぎ、 御 無心 乍ら 此 葛籠 を、 暫く 玆に 置きて 給 はる べしと いひ も敢す 、 中間に 持た 

せし 葛籠 を、 門內に 投入れ て 立 去； 5 ける。 長 左衞門 は、 人 を 追 掛けさせ、 御 知己 

にても無きに、むざと預かh^候事は罷成らす、早々持歸り給へとぃひ遣せしが、彼 

士 中間、 共に 早 や 行方の 知れざる 故 、空しく 歸れ り。 集まり 居た る 者 は 口々 に、 是 

は 定めて 大 坂の 落人なる が.、 路次 にて 盗賊に 逢 ひ 難儀せ し 故、 此 荷物 を玆に 置き、 

豐 臣家诚 亡 の 事  l^L 七 
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身を輕 くして 働かん と 思 ひ、 斯く 計りし ならん。 今 HI 御 親父の 忌 3 なれば、 佛神 

の 福 を 與へ給 ふ にゃある べしと 申しければ、 長 左 衞門は 眉 を 顰め、 いやく それ 

は 事に 依る べし。 落ちて ある 者 を 拾 ふさ へ、 心 ある 人 は 善しと せ や。 况ゃ 人の 預 

けたる 物 を、 手 を す 事 ある ベ か" らや。 凝 ひま は 殺さる、 とも、 世の 人の 聞く 所 

も 如何な りと、 下人 三 四 人 を 召 連れ、 股引 脚絆して、 目當 無しに、 國府の 方 へ 尋ね 

行きし 所、 一 里程 も來 り、 提の 陰なる 溝の 端に、 最前の 士、 數ケ所 手 を 負 ひて 死せ 

:o。 せめて 中間に な り と も、 尋 ね 逢 はん と 思 ふ 所、 畔 の 上に、 年の 程 十七 入 と 見え 

つる 婦人 二 練の 帷子に、 生 親に 秋の 野畫 きたる を 引重ね、 生れて 五十 日計，.. - にな 

りたる 兒を 抱き、 彼女 は 心 元 を 突かれ、 朱に 染みて 死せ..^。 其 傍に、 引 破..^ たる 駕 

も 打 捨て 傲け り。 . 彼 赤子、 生死 は 如何と 窺 ひしに、 是も飢 ゑて 死した. るに や 息 も 

無ければ、 なす ベ き樣 なし。 長 左衞門 は、 4K より 十 町 計り 南の 山よ せに、 相 知る 僧 

の あ，？ し 故、 急ぎ 使 を 以て 此趣を 達し、 葬らせたり。 J$ て 長 左衞門 は、 一- 年 程 も 過 

ぎて 後に.、 彼 葛籠の 蓋を披 きければ、 其 中に 婦の 衣服 に 正宗の 脇差 一 腰， 其 外 竹 


流 金の あ.^ ける 故、 彌ノ 彼女の 荷物に 相違 無しと て、 此 衣服の 中に て幡を 仕立て、 

彼 僧の 庵室へ 寄附し、 伴の 脇差 は、 家の 重 寶 とせり。 . 長 左衞 門 は、 夫より 倍，. 富み 

榮ぇ、代々有德にて暮せ，c^。 又、 士の 差して 居た る 大小 は、 彼 僧、 寶代 なし、 追善の 

0. 最懇に せし と 云々。 f  き， H 

伊藤 武藏 守. 眞田大 助 .武 田 左吉. 森 島 長 次郎， に. 加 藤彌： 牛 太. 堀 對馬守 • 高 橋 半 三 郎. 

同 十三 郞. 土 肥庄五 ¥ 寺 尾 勝 右衞門 ig;lf5i;f.dt 岡 十 右衞門 .植 原 八藏. 同一 二十 

郞. 小 室 茂 兵衞. 中島お 將監 謂， 同 半 一一 一郎 ま. 武田榮 翁 等な， 賢 通 

PP3^^^^. 淺井周 防 守 I ナき； &. 今 木 源 右， 衞門. 別 所 孫兵衞 は、 城 中より 使に 出 

で死を遁れた..^。 

或 記に、 淺 井田？ 防 守 は、 淀 殿の 弟に て、 落城 後.， 遁れて 京 極 家に 來り、 制髮 して 昨 

庵と 稱 すと 云々。  . 

或 本に、 豊臣秀 次 公の 臣淺井 周 防 守 は、 勇 功の 士 なりし • 秀次公 少量の 目附 たり 

し 所、 元來 男色 を 好みし かば、 ある 少年 を 犯し 通せし を、 秀次公 聞 召され、 大に怒 

豐臣 家： S」Q 事 
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ら せられ、 淺井を 殺すべき 由 を 命 せらる * 周 防 守 之 を M きて、 立 去る ベ きと 思 ひ 

ける が、 我れ 武勇の 名 を 得て 祿を 食む。 阿容々 々と 退きて は 、命惜 しさに なんど、 

人の 誹 も 口惜しと て 城に 登り 大昔 上げ、 君、. < をして、 某 を 殺し 給 ふべ き 由、 誰 人 

が 命 を 承 はられた るぞ。 急ぎ 出で て 害せられよ とい ひて、 駆 廻り けれども、 渠が 

勢に 恐れて や、 敢て 手指す 者 も 無 か，..^ しかば、 直に 立 返き た.^。 され ども 日本に 

居らば、 尋ね 搜 され、 恥 を 見ん も 心 憂し とて、 朝鮮へ 渡り 住みけ るが、 毎朝 濱邊に 

出で て、 日本 大 a 國家滅 13 と 呼ば はり、 薤刀を 揮り ける とか や。 秀次公 御 生害の 

後に 歸國 し、 浪人して あ， - しが、 去年 籠城して、 夏 陣に戰 死せ りと 云々。 

1 本に、別所孫兵衞は立歸り、城中に於て戰死せ，c^と云々。 
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さる 程に 大坂城 中 千 門 萬戶は 、忽ち 灰燼と なり、 餘烟 殿々 に 覆 ひ、 南風 吹 布き て、 車 

輪の 如くなる 焰 飛散り て、 十 町 二十 町が 外に K 付き、 猛火の 下より，、 東 兵 入 亂れけ 

れば、 途方 を 失へ る 女 童 等に、 追 立てられて 火の 中 水の 底と もい はす、 逃 倒れた る 

形勢、 是 ゃ帝釋 天の 戦に、 修羅の 眷 屬、 天帝の 爲に 破られ、 阿鼻大 城の 罪人が、 熱湯 

の 底に 落 入らん も 、如， 是 やと 思 ひ 知られた. o。 然る 所 城兵 山川 帶 刀. 北 川 治 郎兵衞 

は、 天 王 寺 表の 合 戰に討 負け、 西の 丸へ 引取， ける が、 早 や 城 中に 火褂 りけ るに よ 

.0、 兩人も 力なく、 八幡 山の 方へ 逃 行きけ り。 又關 東の 大勢 は、 未だ 陣 場の 極まら ざ 

れば、 大に If 動す る 所に、 大御所の 御 下知に て、 東國の 軍兵 等 は、 去年の 陣 所へ 参る 

兩將軍 御 凱 陣め事  カー 
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ベ しと、 觸れ させ 給 ひしに より、 早速に 取 堅めた.... • 

或 記に、 蜂須賀 阿波 守 至鎮、 茶臼 山. 岡 山に 來 つて、 雨 御所に 拜 謁す。 抑 も至鎭 は、 去 

月廿四 ：11、 本 國を發 船し、 同廿 九日、 泉 州 日 根 郡 谷川に 入津す。 然 りと 雖も 、領地 

に 船 乏しく して、 將 軍勢 悉 ぐ着津 せ t 且 つ 淺野但 馬 守 g ほ 伊 を 待 揃 へ ん とす 

る 間に、 長 晟は樫 井に 於て、 敵 徒と 戦うて、 紀 州に 一 揆 勃興し、 又、 谷川 邊に 蜂起 

せんとす。 依って 至鎭 は、 其邊の 庶民が 質 子 を 取りて、 池田宫 內少輔 家臣 乾 半 左 

、衞 門に 相 渡し、 夫より 淡 州 由 良の 城に 送り 遣す 處、 長 最も、 領國の 逆徒 を 退治す る 

吿 あり。 至 鍵が 總軍も 、漸く 着船せ しにより、 昨 七日、 攝 州の 地に 進める 處、 大坂 

に 煙 立 上る によ， cZ 落城、 疑 無しと 思 ひ、 押し來れ.<^i云々。 

或 記に、 今 H 辰 刻、 將軍は 茶臼 山 へ 渡御 あ つ て、 大御所に 御對 顔の 後に、 眞田. 御宿 

等が 頸 を、 實檢し 給 ふと 云々。 

大御所 は、 秀賴公 御 生害 を 聞 召す と宣 ひ、 御駕に 召され、 板倉內 膳正洪 奉に て、 御隱 

密に 茶臼 山 を 卸 立 あ つ て、 城 內の燒 跡 を 廻らせられ、 京 橋 へ か ゝ b 御上 あり。 大御 


所の 仰に、 斯る大 合戦の 後 は、 必ゃ 大雨 降る ものな り、 途を 急ぐべし との 上意な， 

しか ども、 天氣 快晴して、 中々 其 色な し。 然るに 守ロ邊 より 签 曇. り、 牧 方より 南に 

て 大雨 降り、 御 駕の者 も、 續き 兼ぬ る 計に て、 淀へ 着し 給 ひし かば、 木 村 宗右衞 門 早速 

罷 出で 雨具 を 調進す。 亥の 爾頃ニ 一條の 城へ 着 御 あ. o。 板 倉 内 膳 正 御先へ 馳せ、 御 

門を敲 ぐと い へど も、 思 寄らざる 事 なれば、 御門 を 開かす。 依 A) 、父 伊賀 守が 固めし 

御門より 馳 入りて 開かせ 入御な し 奉る。 然るに 大御所の 還らせら る ゝ事は 大坂在 

陣の 諸將共 も、 曾て 知ら ざり ける とぞ。 同 九日、 大坂 にて は 御 下知あって、 大手 天 王 

寺 口 は 阿部 備中守 正 次、 玉 造 口 は 靑山伯 耆守忠 俊、 靑屋ロ は 水 野 集 人 正 忠淸. 京撟 

口 は 高木 主 水 正 次 、組 に 之 を 守る。 且つ 關ケ原 合戰の 佳例 を 以て、 凱歌 は 行 はれ 

す、 軍神 を 送り 血 祭あって、 岡 山より 伏 見の 城に 入らせら る。 

或 記に、 關ク IS 合戰御 勝利の 時、 岡 江 雪、 ilgflfni は I  一 S  、家康 公の 御前に 出で、 

賊徒の 猛勢 を、 半日の 間に 擊 走し、 夜の 明けた る 樣に相 成 候。 急ぎ 勝 鬨を擧 げら 

る べき 旨 を. & 上げければ、 仰に、 尤も 野合の 軍 は、 何れ にても 斯の 如ぐ ある ベ けれ 
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ども、 速に 成る 事 は、 諳將の 忠戰に 依る 者な，^ * 予が喜 悅是に 過ぎ やと 雖も、 諸將 

の 父^ 妻子、 皆 人質と して 大坂 にある 故、 我れ 暫く も 快から す。 然れば 不日に 彼 

地に 發向 せしめ、 人質 を 悉く 諸 將へ栩 渡し、 其 上に て 凱歌 を 執行 ふべ しと、 御餘ぁ 

りければ、 列 侯 何れも 覺 えす 感涙 を 催し、 其 仁愛 を稱 歎せ り。 其後大 坂よ. り、^ 儀 

無く 相 せし によ b 、家 康公は 甲冑 を 着し 給 ひ、 拔 身の 御 長刀 を 突かせられ、 床 

に 御 腰 を 掛けられ、 御 肱 を 張り 給 ひ、 大 坂の 方に 向 ひ、 扇の 御馬 符を 立て、 鐡炮 五十 

挺に 火 繩を薰 ベ 、 弓 三十 張に 矢 を 矧げ、 拔 身の 鎗を 五十 本 立 置かる。 池 田. 福 島 其 

外の 大小 名 は 毛 斑に 座し、 各 肱 を 張りて 伺 公す。 面々 燈櫃を 持たせ、 馬符 計り を 

立つ る。 斯くて 首 共 を 器に 入れ、 蓋の 上 を 包みた b し を、 絹 を 取. -蓋を 明けて、 首 

は 其盡人 置きぬ。 其 次に、 器に 入れざる 首 六 七 級 を ベ 置き、 誰々 の 高名と いふ。 

家康公 は、 福 島. 池 田に 向 はせられ、 實撿 すべき かと 御會釋 あって、 其 後 又、 御 長刀 

を 杖に 突き 給 ひ、 御 張 肱に て 左右 を 見 給 へ ば、 大小 名 頭 を 地に 附け^ 伏す 家康 

公， 左の 御 足 を 以て 蹈み 始め 給 ひて. 蹈み鈉 め 給ふ樣 に、 地 響す る 程に、 御 足 を蹈， 


m 

東 

陣 


み 給 ふ • 此 時え い- (-を ゝと、 Sf 波 を 長々 と 揚げ 給 へ ば、 次いで 御 旗本の 諸士、 凡 

て 凱歌す， 

或 記に、 凱歌の 揚げ 樣は、 大將 床几に 腰 を 掛け、 太刀の 柄に 手 を 掛け、 えいく 

を、 と、^ 高に 凱歌す るな り。、 伹し、 を 、 の聲ょ^^、諸軍勢附聲なり。 えい-,^ 

を、 の 時、 大將 左の 足に て、 三度 地に 拍子 を蹈 むと 見えたり。 ^歌の 古實 なり 

と 云々。 

而 して 御 脇よ、 り、 御 長刀 を 請 取. -、 秀忠 公へ 奉， 9 し處、 則ち 之 を 戴かせ 給 ひて、 始 

め 長刀 を 奉りし 臣に 渡され、 且つ 御 祝の 酒 を 酌ませ 袷 へ り • 大小 名、 各、 萬 歲を唱 

ふと 云々 • 

關ケ原 合戦 は、 慶長五 年 九月 十五 日に て、 凱歌 は 同月 廿 四日、 或は 廿 三日。 所 は 

半 塚 前の 野と い へ h つ 是れ瀨田の邊な，c^• 然れば 今般の 御陣 にも、 凱歌 は 他所 

にて 擧 げられ しならん • 
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八 百 六十 七 ^^、八 八 藤 堂 和 泉 守 

五  水 谷 伊勢 守 

廿八 iir  鳥居 土 佐 守 
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三百 十五 十 13 

六十 

廿 一本 


十七 一 


KTi-.v 一  水、 同心の 

^閏， ノ 二字 わり。 


十一 二 


井 5： 掃 部 頭 

淺野采 女 

高 力 左 近 

新莊 越後 


十五 一. き 


玉 十 


百 五 


^  J  g 里 一 本に、 桑 山 伊窒守 直晴、 首 十九 

桑 U 修 理.^ 獻る 云々。 桑 山 修理^ 脫す。 
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本 多縫蹈 罗 口の 敵^ 防 月 七日、 城 中の 兵 出で ズ戰 ふに、 如賀 勢 


の 右 r* り 出で、 敵陣.^ f 打破り、 嫡子 下 總守信 次. 二 男 美 作 守 忠相自 

ら首 切って 獻る。 凡ズ康 俊が 手 LL 討 取る 所の 首、 百 十？ 一 Ht 


11 百 五十 三 i^;. 一一 

J 內ニ、 自分。 一本 

九十、 又 九十 八 

士ニ 


本 多 美 濃 守 

菅沼織 部 

掘 尾 山城 守， 


S 內 一 、 

自分 

七士ニ 

二  5. 三 せ^ 


內藤帶 刀 

核 1^ 下總守 

本 多大 隅 守.， 


七十 三 i ザ 1  德永左 馬 助 七  日 根 織 部 

hi  I 寸. U4 害 或 本に、 植衬帝 R 泰臉、 大坂 前後の 戦に、 2af 家の 先陣 打つ 一、 

十二  樯村. m 膳 ssゼ向ひ、首.5.5^<^事十ニiゎ"。 &時泰 勝と いひし LL や。 

八  土方 掃 都 二  土方 丹 後 守 

十七 油) 一一 、おは 汁 核 卒越中 守 二十 三  藤 田 能 登 

三百 二  羽 柴丹後 守 ±ー一 な、  松 卒將監 

三十 四 一一 一れ；^、 松 早 甲斐 守 六十 八^ I ぉハ ， 遠 藤但馬 

十四  丹 羽 五 郞左衞 門 十一  仙 石 兵 部大輔 

十な に、  保 科 肥 後 守 一  阿部 i 一郎,^，  f ね。 

四十  1 柳監物 五十  分 部 左 京 

二十 一 お； ハ^ ?! 八 古 ョ大膳 百 八 g お 毛 利 甲斐 守 

一  六 0 兵 庳 三十 七お >vlv.l、 靑山伯 着 守 

六 百 二十 1  松 f 牛 武藏守 七  別 所 豊後守 

五十 七  有 馬 蕃頭 十七  核 下石 見守 

曾 級 目 i«  六せ 
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四十 四 

二十 一 

七 

七十 八 

百 二  i、 

二十 一 

.^il 本 六十 八 


卷之 十九 


秋 田 城 之 助 百 九  一 

§  i  」,>  本書の 儘。 一本に は、 十、 一 

稻葉. h  稻葉 右近 大 夫に 作る。 ： 

西 尾 豊 後 守 九  j 


» 原 遠 江 守 

土 井 大炊頭 

松 平安 房 

成 田 左 馬 助 


三十 

Jr . ^內、 信 

十 濃、 一 

十九 

二 


1、 加 藤 左 S 大夫 貞泰、 S 陣 *卜 は、 軍 散 じて 後 * レ參 る。 是れ大 坂兩陣 供奉 幅 

卜 見えし 處 たり。 事錄 の首幀 _」 む、 獻ゼし 首 えす。 不審な り 云々。 


本書！.：、  二十 七 

一本、 一ー一 十】 


1 二十 

ミ十 ュ、 


酒 井 左 衞門尉 

石 川 主 殿 

山 崎 甲斐 守 

池 田備中 

關 長 門 守 


二百 六 一本 


三十. 

十四 

四 自分 

二十 五 


ゾ 二百 八 

本、 


六 八 

加 藤 式部 少輔 

谷 出 羽 守 

酒 井 雅樂頭 

佐 久間大 膳 

杉 原 伯耆守 

加籐左 (右し 近 g 

羽柴左 近 I き 

稻 垣 le. 右衞門 

細 川玄蕃 

誠訪 小太郞 

眞 田河內 


六  阿部 備中守 二十 七  遠山 久兵銜 

五  向井 將監百  花 井生 水 

二  青山 善 四郞ニ 掘淡路 守 は？；^  。 

三百 七 l^t 巧  京 極 若 狹守ニ  向井 半彌 

十四  松 平 丹 波 守 四十七^ f 四  小 笠 原 兵 部 

五十 七  核 平 伊豫 守 九十 七  水 野 ：！！ 向. 3, 

八十 七  堀 丹 後 守 十  別 所 孫三郎 

百 十七 . 桑 山 左 ssi お お レ き；^ i 

十三  山 岡 ま 計 五十 三  ^ 倉 豐 後 

二十 二 本、 藤 堂將監 七, き i:!. 一、 秋 山 左 近 

四 奧田九 郎兵衞 一一 一 g&m は II？ 唷門 二  W  SM 二十 郞 

四十 二  本 多 左 京 士 お 柴越中 守 

二十 二  小濱 民^. 十九  丹 羽 勘 介 

首級 目錄  ^ 
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百 五十二 


さ 


V^SBSf 或 本に、 金 森 出 雲 守 可 重の 息 長 門 守重賴 、太 坂の 軍 起り し 時、. "水 州 岸 

金ネ お出 ま 和 3 の 城な 守る。 大 坂の 戰、 旣に 被れて、^ ち 來る者 共 二百 ム< か 首 


.5* 切リ、 八 人. 生 

捕 リて舉 ると 云々 

二 

六 


小 出 信 濃 守 

膝 坂 淡路守 

佐 久間備 前 

近 藤 石 見守 


四十 二 


111 千 二百 

三十 i、 


淺野但 馬 守 

羽 柴美攝 

松. 平 筑 前 守 

千 本 大和 守 


^つて 之 *s 記す。 然る- >i 諸 書に 載. C 二、、 IJl^i に脫ゼ るむ の 又 少な、 P らす。 且つ 本書に、 

首數 一 萬 三千 九十 七と もり。 今 MVJ* 算 ふるに、 多く 闕け 4^ リ。 傳 寫の該 なるべし。 


二 


將軍御 旗本の 分 

內藤主 膳 I 縣； 三 一一 1 本 

土 屋左門 一 

井野 四 郞左衞 門 一 

渡邊 半兵衞 二 

河 合 勘 右衞門 一 


菅沼主 殿 

村 上 六 右衛門 

山 崎 權八郞 

奧 村 三 右衞門 

i 勘 介！ 賺： 


1 

三 


一木！ 


四 


： - L  ^ 1 本に、 九邵 に 作る。 又 一本に、 小栗庄 次^に 作る- 

栗 正九郞 i§.:I、 お 小 I ま 次郎に 作る。 


戶 田 藤九郎 

安藤 與八郞 

戶田 小苹. 

戶田籐 五郎 

永田權 八郞1$ 一ぎ し I》 

岡 部 七 之 介 

松 平 小治郎 

青山 大藏 

大 澤侍從 

. 堀 三 右衛門 

永 見 新 右衞門 


1 

1 


本-卜 一 


三 n は 


四 

又 一本、 藤 七^に 作-:^, _ 


野々 村 新兵 衞 ト 4 ハ 

伊藤 右 お？ 允 手の 

高田小治郞ト|;,||^« 

lg 桑 倉 兵九郎 i 鮮：」 き鸿 

. 都 築 又兵衞 

永 井信^ 

徳永出 1^ 

本 多 出 

石丸權 A 郎 fcti. し i や 

靑山 左十郞 に 

永 見 新 右衞門 手の者 


稻垣 e 十郞 00m^^ 
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n  細 井 金 五郎 ト縣ヾ 111 

二  fe-  3  \  h  ^ 或は、 手の者 之 

二  ォ ぼ-/  良 *^ 討つ と あり。 

二  ， 石 川 勘 介 

二  一  日 根 長 五郎 

一  前 島 十三 郎 

1  高 橋； 京 手の者 

一  水 野太 郎治 手の者 

Hp  .  羽 柴 勘 右衞門 

二  渡 邊監物 

1  加 藤 傳兵衞 

一  小 野 淺右衞 門 

二  內 藤若狹 手の者 

一  加 藤 伊織 


き 

1  ^|江甚右衞門|^門^|"1 

二  &井左 近 ，：， f 1 

二  竹 山 三十 郞 

一  大久保 六 右衞門 

1  高 橋 左 京 

二  本多傳 11 一郎？ る嚿 

1  井上 淸兵 衞，  一 お S いさ 

三  羽柴勘 右衞門 手の者 

1  渡 邊監物 手の者 

1 小 笠 原 角左衞 門お & 

1  榊 原 左衞門 手の者 

二  伊丹 左 治 右衞門 

1  加 藤治郞 


核 前 "4 人 

駒 井 右京 

久世 三四郎 

牧野 傅藏 

曾 我 喜 太 郎 

駒 井 治 郎左衞 門 

木 造 七左衞 門 

宫崎左 馬 助 

小澤平 右衞門 11§； 俯 g 澤 

小澤權 八す 衞-」 乍る。 

小川 佐太郎 

三 枝 源 八 


相 討 


六 


1 

二 

Z 自！^ 


六內ニ 


石 丸 六 兵衞. 武藏甚 五兵 衞， し 

佐 藤 甚兵衞 五兵 衞-」 作气 

牧野 豊前 手の者 

坂 部 作十郞 

靑山十 太夫 

首 我 喜太郎 手の者 

跡 部 民 郁 

跡 部民郤 手の？^ 

戸田 又 八 

ft 澤又 右衞れ 

井上 外 記 

矢代甚 三 郞 

三 枝 新九郞 


0 卷之 十九 


桑 島 孫治郎 ^|;,|:?, 

中 山勘 解 由 

鈴 木市藏 

服 部 十兵衞 

今 村 傳四郎 ^(ulf 

井 戶左衛 門 佐 4 は y^。 

安 藤 治 右衞門 

中.. 川 牛 之 介 

阿部 修理 

■ 佐 々 與右衞 門. 

大 橋金彌 

一原 九 郎右衞 門 

核 平作 右衞門 ま-; 


二 

五 


一本 

- ，四 


一一 1 本- 


さ 

中 山 助六郎 

中 山勘 解 由 手の者 

朝 比 奈孫市 

祌尾刑 部 手の者 

安藤 傳四郎 .}.g;Jf。^ 

猪 子 仁 左衞門 114:^1;^, 

廣 "半 七お；. ti- 

中 川 牛 之 介 手の者 

溝 口外 記 手の者 

大 橋 兵 右衞門 

勝 部甚五 左衞門 

^ 江 原 左： 牛 治 

鎮目 S 四 郞，^ |:iyf? 


大久保 新 八 

高 尾 您九郎 誠 

久保田 勘太郎 

中 根權六 

■ 御手洗 五郎兵衛 

加 藤 權右衞 門 

逸見 小四郞 

酒 井 與左衞 門 

中 川. 市 介 

富 永 喜 左衞門 

山上 長ニ郎 

今 村 傳右衞 門 お 静講。 

遠山 1^ 右衞門 ！。 


二 

二 

二 

1 


門奈 半十郞 

細 井 長 左衞門 

朝 比奈六 右衞門 

押 田庄吉 

天 野 甚太郞 

渡邊孫 S 郞 

小 野 源十郞 

山 本 才兵衞 

靑山 半兵衞 

中島 長四郞 

坂 本 權十郞 

核 ^ 與右衞 門 

III 田 半兵衞 il"^?- 


新 東 e 卷之 十九 

屋 六 兵 衞 

us 庄三郞  一一 一一 

天 野源藏 

逸見 庄兵衞 j  、^； 

三  久貝忠 三 郎 

安藤 民 部 

今 村 彥兵衞 手の者 

靑山石 見守 

近 藤 勘 右衞門 手の者 

1  服 部兵吉 手の者 

二  近 藤 五郎 左衞門 

1  近 藤 5 郎. fe:Jf せ 

二  成 瀨豐後 


十九 


內 1、 

自分 


佐 橋 兵治郞 

布 施 八 右衞門 

竿 岩 金治郞 

松 平 久兵衞 

一二， ^司.、， 本 庄太 

ffi 三 I 同ん 水 野庄太 *c 

今 村 * 兵 衞 

兼- 松 源兵衞 

岡 田 木工 之 助 

伊丹 善 之 介 手の 

田 代 養 元 

山 田 十 太 失 

寸切 加兵衞 

寸 切 庄右衞 門 


4 


或は 

五 


坂本久 五郎 i 巧 i に 

酒 井 阿波 守 四 

小山 長 門 守 

土屋 忠次郞 

島 田 久太郞 

一  大久保 與茂八 

右 首數、 本書に 二百 九十 九と あり • 今 之を算 ふるに 

るべ し， 又從ら K 以下、 本書に 脫 せる 者 を 載す • 

五 百廿五  松 平 陸奧守 九十 七 

七十 五  那須左 京 七十 

四十 三  和. 田 左 京 州 四 . 

舟 三  大 島ー黨 卅三 

卅ー  - ig? 平 宫 內少輔 三十 

曾 目錄 


井上 主計 同 心 

水 野監物 同 心 

佐 久問民 部 

田 村 兵 庫 if 作！！ 

高 井 五兵 衞 

大久. 保 三 七 

少しく 闕け た. o。 傳寫の な 

大關 彌卒治 

太 田 原 備前守 

伊王野 又 六 

. ^ 岡 ゅ右衞 門 

伊奈 組 衆 


新 東 藍 卷之 十九 


十九 

十六 

八 

E 本 

二 

1 

1 

1 


稻葉內 匠 廿七 

高木 衆 十七 

遠 山 勘 右衛門 八 . 

ur  J  一二. ini 訂 HJ 一  本に、 首 四、 

片 U 三. 德 P 又 片山三 七 LL 

桑 山 左 近 五 

水 野 淡路守 

曾 我 齔八郎 

牧野 伊織 i^f.  二  r 

成 瀨藤藏 

保々 長兵衞 

朝 倉 仁 左衞門 

細 井 金 右衛門 

鵜 殿 藤 左衞門 


，片山 善四郎 

作る。 


坂 崎 出 羽 守 

• 尾 里 介 右衞門 

高 岡 佐 左衞門 、衞 g 岡 

淺野內 膳 組 

靑山 善四郎 手の者 

岡部庄 五郎 

酒 井 壹 岐 守 

成瀨久 五郎 ^^.h 

佐 橋 治 郞左衞 門 

(戶ィ ) 田數 馬 

荒 川 又 六 

0  0 三 右衞門 


1  桑 山 源 七 1  伊木 左 馬 助 

1  川口 左 門 や 一 1 は  水 野 大和 守 

】  松 平 采女ー  渡邊 兵九郞 

1  曾 我 十 &ハ郞 

右、 首級 員數 未， 詳* 記に は 一 萬 三千 百 五十 級、 御前 目錄に 依て 記す と 云々 • 

一 本に、 首數 一 萬 四千 三百 卅 一 其 外  一 二級 を 得る 者 一 ー百廿 六、 總計 一 萬 四 

千 五 百 五十 七 級な. -と いふ • 

一 本に、 首數 一 萬 四千 六 百 三級 i 云乂 

或 記に、 五月 廿 三日、 諸家よ. > 、今度 大 坂に. 於て 討 取る 首 帳 を進獻 す。 其員數 一 一尚 

四千 五 百 三十 餘 級な 此內， 兩將軍 家 御 旗本の 從士、 二百 九十 五 級 を 得た 諸 

組の 功名、 陪臣に 至る 迄、 神 文 を 以て 盟を なし、 依怙 最貭 無く、 一  隊 限に 檢め钆 す 

ベ き 旨、 老臣よ， 0 之 を 4! す， 第 一 越 前の 長 臣本多 伊豆守 富 正と、 水 野 日向 守 勝 成 

と 對決ぁ h- し處、 大 坂の 一 番乘 は、 越 前 家に 相 極り、 日向 守 は、 二番に 旗 を 立てた 

曾 級目錄  七れ 


新東鑑 卷之 十九  さ 

るに 決定せ りと 云々 • 

越 前忠直 朝臣の 事 

五月 十日、 秀忠 公、 二倏 城に 渡御 あり。 且つ 大小 名 伏 見よ b 登營 し、 大御所に 拜 謁し 

奉りし かば、 忠戰を 勵み粉 骨 を 盡す故 * 天下 1^ 均に 及ぶ 由 を 稱譽し 給 ひけり • 越 前 

忠直 朝臣 は、 伏 見の 館に 於て、 兵馬の 勞を 休め、 少々 遽 引あって 出席の 處、 上意に 依つ 

て、 上 壇より 一 疊宇計 b. 御 左の 方に 若 座 せらる。 其 弟、 庄五郞 直 政 は、 幼若 故、 

御 左の 方 三尺 計 を 隔て、 近々 と 召 寄せら る。 其 上に て 諸 將に向 ひ 袷 ひ、 越 前 少將、 一 

昨 七日 は 驍戰、 其功拔 群なる 3 ほ 仰あって 後， 庄 五郎 は 1 初陣に、 生 捕 二人 迄せ し 事、 大功 

ならす やと 上意 あ. りし かば、 座中 頓首稽 屈す。 時に 末席より 极平 伊豫 守 も、 玆に伺 

候 仕る 由 を 申されけ る。 仰に、 大勢の 群參 故、 見誤りた..^。 今般の 合戰 に、 躬ら手 を 

碎き拔 群の 功、 感慨の 至な b. と 仰あって、 再び 忠直 朝臣 を 召され、 汝が 父中納 言、 孝 

にして 且つ 忠を竭 せ り • 其方 また 大 坂の 城 を攻 崩し、 其 功、 諸將に 柚んで、 英烈、 天下 


に雙ぶ 者な し • 尤も 感狀を 授けら る べしと 雖も、 家門た る 故、 却て 其 事に 及ば t 當 

家 子孫の 末に 至，^、 汝が 苗裔 逆心の 外 は、 努々 疎略 ある まじき 御 遺訓 を 垂れ 給 ふべ 

し。 恩賞 は 追って 沙汰 あるべし。 先 づ其驗 にと て 、一羽 花の 茶 入 を 給へば、 秀忠 公、 御 

取次あって、 忠直 朝臣へ 授けられ 乍ら、 今度 足下の 働き、 以て 早速 天下 卒 均に 馬す。 

依， 之、 賞の 印と して、 貞宗の 脇差 を、 御手 づ から 與へ給 ふ。 大御所 重ねて、 汝が 父、 年來 

有名の 士を 招き 集めたり しが、 今年 天下の 耳目 を 驚かす 程の 大功 を 立つ る 上 は、 尙 

以て 臣下 を 哀憐す ベ しと 御^ あ つ て、 本 多 飛 萩 田 主 だ 一 丘 稱 小せ^^ 

，越の J" 確 一  萬 石の 外に、 與 力の 士其祿 一 萬 石 を つて、 附屬 すべき 旨 を 命せ 

らる。 且つ 本 多 伊豆守 富 正 を 始め、 其 軍功 を稱 美し 給 ふ • 

儀稱 す。 忠直 朝臣 伏 見へ 歸 館あって、 家中 宗徒の 族 を 呼び、 兩 君の 賜 は..' し 陶器 

脇差 を 見せられ、 其 上に、 追って 抽 賞の 國郡を 授けら る ベ き 3rs なれば、 其 間に 功 を 

a し 置き 賞す ベ き 由、 輕卒迄 も 申 聞かせ よと ありけ る が、 旣に參 議官迄 は 拜任ぁ 

b しか ども、 增封遲 滞し ける 所、 性質 短慮 激烈に して 憒甚 しぐ、 拜頜の 茶 入を微 

越 前忠直 朝臣の 事  八 一 


新東鑑 卷之 十九  < 一一 

麈に碎 き、 家臣に 分ら 與 へられし と 云々 • 

抑忠直 朝臣の 御 父 は、 家康 公の 御 次男に て、 秀忠 公の 御 兄 君な り。 小字 於義 丸と 稱 

しけり。 家康公 未だ 參 州に 御 在 城の 節、 御 湯殿に 入らせられけ るが、 於 萬と い へる 

婦、 御 湯 を 運びけ るに、 邂返 契らせられ しに、 竟に懷 娘せ り • 依， 之、 於 萬の 方、 本 多作 

左 衞門重 六へ、 右の 事 を 告げし かば、 本 多 仔細 を 分明に 聞 屈け、 天 正 二 戌年 二月、 參州 

產目 村に て平產 ありけ る 故、 家康 公へ、 此段 言上した る處、 我 子に あらす と宣 ひ、 更に 

御 賞^ 無 かりけ， o。 され ども 御子た る 事 紛れな き 故、 程 經て御 父子た る 儀 を 許せ 

られ ぬ。 此君 十一 歳の 時、 秀吉 公の 御 養子と なり 給 ひ、 御 諱の字 に 羽 柴氏を 給 は 

b  、羽 柴三河 守 秀康と 申しけ る。 同 十 A 寅年、 下野 國結城 中務大 輔淸朝 5。」 針賊！ ^鮮^^ 

け？ むきが 養子と なり 給 ひ、 又 關ケ原 合戦の 時 は、 上 杉 景勝 卿の 押と して、 結 城に 

陣し、 智謀 忠義 を盡 され、 靜謐 以後 は、 越 前 福 井に 城主 とな， 5 給 ひ、 同 十 巳年 

四月、 權中納 言 は 位 に 任じ、 同 十二 未年 四月 八日、 頜國に 於て 逝去し 給 ふ • 

或說 に、 秀康卿 は、 一 旦秀吉 公の 養子と なり 給 ひし 故、 秀賴 公の 事 を も 疎略 無 か 


りしと ぞ。 又 福 島 左 衞門大 夫と も、 御 深 か， 0 し 故、 正則、 毎度 福 井 へ 參 向し、 主 

君の 如，、 尊敬せ しが、 或 時 福 島. 秀康 卿の 家臣に 向 ひ、 某、 福 井へ 參府 の爲 に、 居 宅 

を 給 はるべき 御 事な りしと 申し、 且つ 我等 は、 何に 寄らす、 御當 家の 味方に 馳せ參 

るべき 覺 悟に 御座 候。 然れ ども 秀賴公 を 蔑に なし、 御 味方す べしと 申す に は あら 

す。 此志 を內々 御達し 下さる べしとぃひしを、秀康卿、そと御聞ぁって、福^2:5はさ 

すがの 者な， -と、 殊の外 感じ 給 ひしが、 其 後 は 如何なる 事に や、 正則と 御 交を斷 

ち 給 ひける， と 云々 3 

忠直 朝臣 は、 文 « 四 未年、 下野 國結 城に 於て 誕生 あ， -。 小字 長吉- 從四 位下 

左 近衞權 少將に 昇進あって、 三 河 守 を 兼ねら る。 元 和 三年 六月 十九 日、 從 三位 4si 

に 昇進 あり。 然るに 奢侈 次第に 長 じ、 慢心 出で 來り、 我儘 氣隨の 働きの み 多く、 參 

勤の 節 は、 道中に て 遊山に 日 を 送り、 日限 延引して は所勞 と僞， cZ 歸國 せらる ゝ事 

度々 なり。 在國 にて は、 酒宴 亂 舞に 長 じ、 美 童 美女 を 集め、 其 上に 酒 狂して、 寵愛の 

男女 を 害し、 或は 近臣 等 を 刺殺し、 或は 山野に 遊びて は 、百姓 又は 往来の 旅人、 或は 

錢前忠 直 朝臣の 事  八ーテ 


, 新 東 藍 卷之 十九  八 ほ 

胎婦 * の复を 割. 5 などし、 惡行 日々 に 長 じけ る 故、 御 勘氣を 蒙り、 寬永元 申年 五月， 豊 

後國へ 配流 仰 付けられ、 获原 とい ふ 所に 蟄居し、 五千石 を 給 は b しが、 刹髮 して 一 伯 

と稱 し、 三 里 奥なる 津 守と いふ 所に 移され、 慶 安三 寅年 九月に 逝去 あ b ける。 忠直 

朝臣に 男子 三人. 女子 三人 あり。 第 一 は 仙 千代 丸， 後に 越後 中將 光長、 fl§l^、 第 

二 は 高：^ 好 仁 親王の 御 息 所、 I， 第三 は 九 條關白 道 房 公の 政所、 i ギ第四 は 永 見 市 

正 長吉、 第五 は 永 見大藏 長賴、 第 六 は 小 粟 美 作 守 正矩が 室な. 9. 龍な！^ 献； し 

或 記に、， 前 國は舍 弟 伊豫 守忠 昌へ& はりけ る • 其 節、 忠昌御 目見えの 前に、 御老 

中 孰れ も 申さる、 は、 舍兄 宰相 殿の 儀 は、 御大 法に 任せられ、 遠 流 仰 付けられ 候へ 

ども、 故 中納言 殿の 事 を 思 召され、 本家 相續仰 付けられん 爲に 召させられ 候" 追 

付、 御 f のるべし と あ b ければ、 伊豫 守 答へ て、 宰相 儀、 亂心仕 候 故、 御大 法の 通 仰 

付けられ 候處、 故中納 言の 家 を 御 立て 下さるべき 段、 難 有 仕 合に 候。 私儀 は、 段々 

の 御 取 立 を 以て、 ロハ 今、 高 田の 領地 を拜頜 仕り 罷在 候へば、 此 上の 望 は 無 ^ 之 候。 故 

中 納言饞 を 思 召し 被， 下に 於て は、 仙 千代と 申す、 亂心 以前の 息 有：. 之 候 間、 彼 者へ 


家督 相 a 仰 付けられ 下さる ベ き樣 に、 皋， 願 候 3 ほ を. S- されければ、 御 老中 方の 返答 

に、 御意の 趣 は、 御尤 至極に 候へ ども、 宰相 殿の 儀 は、 尋常の 御亂 心と 申す 計りに て 

も 無， 之 故、 急 度 御 仕置に も 仰 付けられ たる 跡に て、 公儀の 御大 法 も 有 y 之 故、 左樣 

に は 難， 被. 仰 付， 候。 故 中納言 殿、 御 家 御 相 續と有 V 之 儀 は、 重き 御 事に 候へば、 早速 

御請あって 御尤に 候。 仙 千代 殿の 事に、 上樣 にも 御 如才難 k 被 レ成御 筋目に 候へば、 

以來又 仰 4: けられ も あるべし と 申さる、 によ， り、 忠昌 重ねて、 I？ 大法 を 以て、 當 

分 仰 出され 無， 一 御座 一と も、 仙 千代 事 を、 御捨置 被い 下 まじと、 御內意 をな，..' とも 承知 

不， 仕 候て は、 私儀 本家 相續の 御請 は、 仕.^難しと返答ぁりける。 依 k 之、 御 老中、 

然 らば 先づ 今日は、 御 下 ある ベ しと 申されけ る 故、 伊豫 守 退出せられ しが、 間 もな 

く 召させられ、 御 老中 方の 申さる、 は、 此間、 仙 千代 殿の 儀 を 御 申す によに 上聞 

に 達し 候處、 御尤 に 被 一一 思 召， 候 間、 御 心 易 かるべし と、 御 上意 の 旨 を 申されければ、 

伊豫 守 は、 難. 有奉存 候と 御 請 申され、 其 後御箭 に 召 出されし と 云々。 一な、 の 

扛 十八 萬 六 千 石ん、 M すろ 松 平氏の m 出 羽 守 直 政、 次， f 上 州-: fi^ 十" 1 石；.^ "る^ 平 

§5^1 大和 s^+s 矩、 次 は 播州 明 £ハ 萬 1$ 頜 する 松 平氏の M 伹馬守 直 55 リ C 
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或 記に、 此時 大野 五 萬 石 を 出 羽 守直攻 •■Jf 字 iILM おや 又  11^ ほ^ 一 ほ。 勝 山 三 萬 五千石 

を 大和 守 直矩。 ；^啤^1，。ん丸岡城主四萬三千石本多飛18守は、再び御直參；- なりし 

MVT  S 。飛驛 守， か 家系 は、 元 八 年、 孫 飛 驊守重 益が 代に、 家中 園静 

i5/ の 事 あ-りて、 領地 召 上げら る。 時 四 萬. K 千 三百 石な リ。 

或 本に、 伊豫 守 忠昌は 本家 相續、 仙 千代 は 越後 國へ移 城 仰 付けら る べき 旨. 御 下知 

ありし 頃、 仙 千代 殿の 母& "1^,1 はお)、、 此事を 憤. 0 給 ひ、 仙 千代 幼少なら ば 

さも こそ あらめ、 最早 十四 五に もな、 り、 軍 立 もす る 時なる を、 斯る御 下知 更に 心 

得すと、 越 前 家 七 大將の 者 共 を 召 集められ、 皆々 我に 隨へ とて、 口々 の 手配 嚴な 

^s^^^^tf 0.^ 依， 之、 將軍家 光 公より、 彼 母 公へ、 御 直 *?」 以て、 御 家督 

の 事 、如何様と も 仰 付けられん. とあって、 江 府へ御 招に より、 則ち 品 川 御殿 迄 下 

着の 時に、 高 田 廿五萬 石 を、 仙 千代 殿 へ 進ら せられた-。 I 籠 (し  11^41  ら 憤れ ハ 。一 

之 を 光長 越後 守と 稱 せし が、 家中に 騷 動の 事あって、 終に 左遷せられ、 极 1^ 大和 

守 直矩の 次男 を、 跡 式に 定められ、 作州津 山に て 十 萬 石 を 給 ふ。 之 を宣富 越後 守 

iSff 狩 長と 稱 せり。 後年 嫡千淺 五郎、 家督 相續 せられし 處、 早世に より、 同姓 主 


稅頭 知淸の 三男 を 以て、 遺跡 相續仰 付けられた， 9。 此時、 高の 內五萬 石 減少せ り • 

以^ 代々、 津山に在城な，..^。 又、 伊豫 守 忠昌の 息 は、 光 通 越 前 守と 稱し、 則ち 忠昌 

の 家督 相續 せ， o。 然るに 光 通の 內室 嫉妬深き により、 妾腹に 權藏 とい へる 實子 

あり けれども、 光 通隱し 置かれ、 嗣子 無き 由 を 言上 せられし を、 欉藏 は、 國 にあり 

て 此事を 聞き、 急ぎ 出府し、 平佴馬 守の 家に 馳 込み、 實子 たる 由 明白に 申す 故、 

伹馬 守、 卽ち 老中へ 達せられし を、 光通閒 かれて、 是非 無く 自殺せられ ける によ 

b  、頜地 召 上げられ、 舍弟昌 親へ、 廿五萬 石 を 給 はり、 家督 相續 せ. -。 給 2 で 

Mill お の S 域 s， 當時、 一一 一千 萬石頜 せらる、 は、 中務 大輔昌 勝の 自 i 昌へ、 

家督 相續仰 付けられし 時、 自分の 頜地五 萬 石 を 合せられ たる 故な b と 云々。 伊れ 

守 略傳と 合せ 

見るべし。 

長 曾 我 部宫內 少輔被 n 生 捕 1# 山川 帶刀* 

北 川 治 邵兵衞 の 事 

越 前 直 朝臣の 事  八 七 


長曾 我 部 

盛^ 生 捕 

らる 
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五月 十 一 日 午 5、 秀忠公 は、 1 一條の 城へ 渡御あって、 申 刻に 還 御な.^ けり • 然るに 先 

達 つ て、 城 中より 遁れ 出で し 長 曾 我 部 宮內少 輔盛親 は、 郎等 山內宗 右衞 門を携 へ、 

八幡の 山 下、 橋本邊 に隱れ 居たり し を、 蜂須賀 阿波 守 入道 蓬 庵が 使者、 長 坂 三 郞左衞 

門と い へる 者、 之 を 見咎め、 頓て搦 捕り 獻 じければ、 伏 見の 御玄關 に 於て、 盛 親に 御 

茶 給 はりて 後、. 井^ 掃 部 頭 • 安藤 對馬守 •  土 井大炊 頭が 列座の 所へ 連行き、 木綿 袷の 

上 をから め、 其繩 を、 永 井 彌右衞 門 白元控 へたり。 則ち 兩 人して、 軍の 事を尋 ぬる 

に、 長 曾 我 部 答へ て、 去ぬ る 六 曰の 晚に. は、 是非、 今 一 戰を 遂げ、 存亡 を 決せん と 欲せ 

し 所に、 赤備の 勢、 堤 を 愿し來 る體、 雞5 ず 橫を 入れん とする 形勢に 相 見え、 我 兵 

は 對揚し 難く 、依， 之、 敗北せ しと 申しけ る。 格子の 內に は、 秀忠 公、 近臣 二三 人 を 立た 

せ、 其 陰より 盛 親が 體を 上覽 ありけ るが、 宫 內少輔 も、 亦 之 を 察しけ るに や、 其方 を 

一 向に 見 居た， り。 山內宗 右衞門 は、 此期 迄附隨 ひたる 事を感 せられ、 蝝須 賀が臣 と 

す ベ き 旨 を 仰 出されたり。 叉、 長 坂 三 郎左衞 門に は、 黄金 百 雨 を 御 褒美と して 給 は 

,ON ける • 


或 記に、 長 坂 三 郞左衞 門 元 次 は 二  へ 通る とて、 八幡の 傍、 禁野を 過ぎ 往 さし を， 長 

曾 我 部が 家人 藤藏. 太郎藏 ハ とい へ る 者の 註 進に より、 盛 親 1§ にお 家 來 

中 田 宗右衞 門 元 國を生 捕りて、 將軍 家へ 獻 じければ、 御感 あって、 長 坂に 黄金 百 

兩を賜 はりけ る • 此功 により、 三 郞右衞 門 は、 八 百 石の 加增 にて、 都合 千 石に なれ 

り。 中 田 は、 盛 親が 願に より、 蜂 須賀へ 抱 へられ、 四百 石を頜 せりと 云々。 

記に、 蜂 須賀蓬 庵が 使 長 坂 三 郞左衞 門 は、 八幡の 茶店に て 、暫く 休息す る內、 若し 

此邊 に、 落人と 思しき 者 や あると 尋ねければ、 彼 主が 申す は、 されば 不審なる 者 

の 候。 如何にも 忍 人と 相 見え、 夜々 に 此方へ 來 、食物 を 調へ 歸る人 あ..^。 覺束 

なく 存じ、 跡 を 慕 ひて 參. -し處 、寢 原の 中に、 隱れ 住む と覺ぇ 候と 談 じければ、 長 

坂 之 を 聞きて 大に 喜び、 茶屋の 亭主 を案內 者と して、 若黨 中間 を、 葭 原の 中べ 分 

入れさせ、 搜り 求めし 處、 盛 親主從 二人、 飢に瀕 みける が、 疲れ 伏した るに 尋ね 當 

りけ る 故、 則ち 二人 を搦め 取りし と 云々。 

同 曰、 高カ攝 津守忠 房に 命せられ、 和 州に 入. >  て 、大 坂の 殘黨を 尋ね 搜 さしめ 給 ふ • 

長 f 我 部 宮內 小ノ輔 被-生 捕 1 井山 川 帶刀北 川 治^ 兵 衞の事  八 九 
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高木 筑後守 正 次. 山 田 十 太夫 重利 を監 使と し、 和 州の 諸將桑 山. 別 所 .核 倉 等、 相 共に 

探る。 又诚兵 山川 帶刀賢 信. 北 川 治郞兵 衞宣勝 は、 八幡の 瀧本坊 に、 忍んで 居たり し 

處、 同 十二 日、 彼 山に 落人の 隱れ 居る 由 風聞に 付きて、 秋元但 馬守泰 朝に 命じて、 尋ね 

探さ しめらる。 山川. 北 川の 兩人、 法 印へ 申す は、 御 詮議 有， 之に 於て は、 仰 分けられ 

あ る ま じ けれ ば、 兩人罷 出で、 切腹 る バ しと 申しけ る を、 法 印が 曰、 若し 御 尋に於 

て は、 一 宿 は 致させ 候へ ども、 其 後 は 何方へ 參り候 ゃ存せ やと 申し、 其 上 御 圖らひ 次 

第に す ベ き 間、 返々、 雨 人と も、 切腹の 事 は 思 止まられ 候 へ と 申す によ. り、 山川. 北 川 

は、 直に 逐電せ， 5。 是に 依って 瀧 本 坊を捕 へ 、板 倉 伊賀 守 が 方へ 召 籠め られ たり。 

或 本に、 同 十七 H  、山川 帶 刀. 北 川 治 郞兵衞 は、 本能 寺に 來.^  、兩 人は大 坂の 落人に 

て、 頃日、 瀧 本坊の 所に 隱れ居 申 候處、 彼 僧、 京都へ 生 捕られた る 由 承 及び 候。 願 は 

く は 雨 人 死刑に 遭 ひて、 瀧本坊 が赦？ ^を 乞 ひ 奉る とい ひければ.、 此旨、 本能 寺よ， 0 

訟 へ けり" 時に 本 多 上野 介、 落人 を 何方 へ か 召 預けら る べき かと、 大御所 へ 伺 ひ 

ければ、 仰に、 義を 知って 出づる 者、 何ぞ事 あらん やと ありて、 彼 寺に 差 置かれけ 


る. i.l;-l^^ii3i、//i^^,ilf々.- 其 後、 大御所、 兩 人の 者 共 は、 大坂 にて 良き 茶 を 

呑みつ けたれば、 迷 或 マ べし。 此茶を 取らせよ と 仰せられ、 御手 づ から 正 純へ 遣 

されければ、 本 多 則ち 彼 茶 を、 御 使 何某 へ 相 渡しけ る を、 何某、 請 取りて、 彼 寺 へ 行 

きて、 兩人 に、 頓て 切腹 仰 付けら る ベ し。 其 心得 あ る ベ し と、 上意 の 趣 を 言 渡しけ 

るが、 其後大 坂の 様子、 に國 大名、 大身 小身に 寄らす、 心 を 通じた る 者 は 無 A) や 

否や を御尋 ありければ、 雨 人が 申す は、 1 は 外樣者 故、 何條 も不. 存 候と 答へ ける 

故、 使の 人、 -左樣 に 申 上 度 事 なれ ども、 上 樣へ其 返答 は罷 成らす、 一 々條な b とも、 

申 上げら る べしと いひければ、 兩人 重ねて、 され ども 存 せぬ 事 は、 申されす 候と 

いふに よ 上使、 又 曰、 雨 人の 衆 を、 某、 能き やうに 執 成すべき 間、 左右に 申 上げ 

られ よと 申せば、 帶刀腹 立して、 豊 臣家滅 にの 上 は、 賴 入..^ たき 事 はこれ 鲤 j し。 然 

る を 人も賴 まぬ 事 を、 取 持ちたがる 人、 我 其方 を 賴む人 を 取 持た る べしと いひ、 樣 

樣と惡 口す るに より、 上使 も大に 怒り、 さらば 其 通 を 言上す ベ しと申し、立歸，.^て 

大御所へ 一 々に 申 上げ、 さんぐ 惡 しくい ひければ、 家 康公は 聞かぬ 御顔に て、 彼 

長 曾 我部宮 内少辅 被， -生捕 1 井山 川 帶刀北 川 治 邵兵衞 の 事  九 一 
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兩人 は、 大 坂に 於て 勇士と 呼ばれし 者な 一  度 知らぬ と 申出した る を、 重ねて 

問 ふ 事 や あると、 結句 叱らせ 給 ひ、 右兩 人に は 切腹 仰 付けら る べしとの 御沙汰な 

b しが、 如何なる 事に や、 八月 三 曰 、還 御の 時に 御 赦免あって 、雨 人 共に 京都に 住 

しける に、 翌 辰年、 大御所 薨去 まし）^、 同年 八月、 京都の 浪人 拂 にっき、 帶刀は 

戶、 治郞兵 衞は大 村へ 遣され ける と 云々 • 

、 一 本、 此事を 七月 十九 日に 作る。 

落人 誅 せらる \ 事 

五月 士 一  曰、京極若狹守忠高ょり、秀賴公の息女八歲にな.c^給 へる を、 伏 見に 獻せ. 

蒸 、；， ^田。 五 S 臣の 御簾 中 ii 之 を 養育して、 後に 尼と な， 5、 相 州 鎌 倉 ig ヶ岡 

東慶 寺の 住職と なり、 天秀泰 嚴と稱 せり。 

一 本に、 天秀尼 は家康 公の 命に より、 今年 東慶 寺に 入りて 蕴髮 し、 正 保 二 酉年 二月 

七日に 寂せ！。  1， 石塔 は、 佛殿 の 後に あ i 云々。 ま S き iss, まま.^ 


大 坂の 落 

人 詠 せら 


其 乳母の * 三 宅 善兵衞 は、 落城の 時に 戰 死し、 乳母 は、 小 出 大和 守 吉英に 預けられた 

ト人 同 十三 日、 秀忠& 、ニ條 の 城へ 入らせ 給へ. -。 同日、 中川內 膳正久 盛. 寺 澤志摩 

守參 着す， 兩輩を 御前に 召 出されし 處、 遠國 故、 今般の 合戦に 遭 はや、 無念の 由 を 言 

上せ， o。 

或 本 曰、 佐 竹 家譜に、 左 京大 夫義宣 は、 大 坂に 赴かん と、 北陸 道に 策を揚 ぐる 率 越 

後路に 於て、 大坂 落城の 吿を閔 けり • 南部 信 濃 守 利 直 は、 騎兵 百 四十. 雑兵 四百 餘 

にて 登. 0 ける が、 是も 途中に て、 大 坂の 城 陷る事 を 聞く と 云々。 

，十四 H、 大小 名より、 大坂 C 命の 徒 を、 普く 搜し捕 へ 、 六百餘 人の 首級 を獻す 又 

大 坂の 町奉行な， -し水 原石 見守、 京都 ニ條 邊に隱 居の 由、 吿 あ.^ し 故、 討 手と して 藤 

堂 和 泉 守 を 向けられ たるに、 水 原、 手痛く 働き、 藤 堂が 兵 三人 を 撃って 自殺せ." • 彼 

石 見守が 首 は、 二 條の御 御 外に 鳥 けられたり。  • 

或 本に、 伊ぎ、 吉三郞 f ^狩 は、 慶長五 年 以來、 大御听 坂〕 に 仕 へ し處、 今般、 父 $*、 

關 東へ 內應の 由 を 風聞し ける が、 落城の 砌、 丹 後 守 は、 其 臣森權 右衞門 以下 三 を 

j^H: 誅ぜら る、 事  《一一 一 
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人從 へ、 高野山に 赴きし 處、 化 岩 佐 右近， 赤 座內膳 等. 其 外、 豊臣 家の 近臣 

十 人 計. 9 上京せ り。 玆に木 下 左 京が 子、 妙 心 寺 海山 和 尙の會 下に ある 故、 彼 所に 

來り、 一 係 を 得て 各 姓名 を 記し、 檢使を 乞 ひ、 自殺す ベ き 旨 を、 執事の 許 へ 申 遣せ し 

所、 大御所 聞 召し 先年 石 田に 與し 浪人と なりし 者 共、 去年 以來 籠城せ し は、 再犯の 

罪 なれば 宥 すべから す。 大 坂の 諸 士は、 忠を勵 む 事、 臣 たるの 道 なれば、 何 をか咎 

めん。 予 大野•渡邊を憎むは、秀賴に逆謀を勸むるが故な.-^。 其 餘は聊 も 罪すべ 

き 謂な し。 S く 何 地へ も 退くべし と、 御 誰 あ.^ ける と 云々。 

一 本に、 秀賴 I 公、 御 男子 有 之 由 を 聞 召され、 今 十四日、 京 極若狹 守に 尋ぬ べき 由 を 

命せられ しと 云々。 

同 十五 日、 和 州 高 取頜生 倉 豊後守 重 正が 番所に て、 新 宫若狹 行 朝 を 見咎め、 山本權 

よし ふる 

兵 衞義安 馳せ蒐 る。 時に 天 野 半 之 介 可 古 之 を 捕へ、 伏 見へ 獻ゃ。 其 時、 淺野但 馬 守 長 

晨が 願に、 新 宫が舊 恩の 族、 新宮. 熊 野邊 に. 9 りて 、去年より 今年に 至り、 同 郡の 妨を 

なし、 其罪輕 から や 候へば、 渠を給 はるべし、 刑戮 せんと 欲する 由 を 言上す。 然れど 


^つれ 切ら 

る 


も 其 弟 堀 內主水 氏久、 今度 大 坂の 御簾 中 を 落し 奉れる 功に 依って、 行 朝が 罪 を め 

らる。 同日 長 曾 我 部宮內 少輔盛 親、 大路 を 引渡し、 六條 河原に 於て 誅 せられ、 

首 は三條 河原に 鳥す。 又、 大 坂徒黨 七十 二人 を、 粟田口 ：® に 東守邊 に、 悉く * 首 せら 

れ たり。 

記に、 秀忠公 は、 盛 親が 武勇の 程 を 御 稱美ぁ つ て、 不便 を 加 へ 給へ り。 然るに 頃日 

長 曾 我 部 は、 番の者 を 近付け、 去ぬ る 六日 八 尾 合戦に、 藤 堂の 家人 討死の 中に、 藤 

堂 勘 解 由 一 人 威 を 奮 ひ、 其擧動 人倫に 過ぎたり。 其 勇敢 を 感じ、 冑を 取りて 、某が 

家人に 持たせ 置きたり。 夫 を 勘 解 由が 子孫に 傳へ、 最期の 形勢 を 知らせた しと 申 

しける と 云々。 

或 記に、 長 曾 我 部 右近 大夫親 富 は、 盛 親が 弟な b しが、 宫 內少輔 浪人の 砌、 加藤淸 

正に預け置きしが、今度囚人とな.„^、伏見に登され切腹す。 其臣、 宫崎 久兵衞 とい 

へ る 者 も、 同じく 切腹 せんとい へ る處 を、 檢 使の 人々 差 止めけ る を、 渠が 曰、 先君 

某 を 召され、 右近 大 夫に 附 置く 間、 よくく 傅 立てよ と 仰せけ るに、 御供 を 仕らす 

人誅 せらる V 事  力ん 
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して は 申 分な し、 いざ 御供と いふ 儘-に、 腹 一 文字に 擾 破り、 其 脇差 を 下に 置きつ ゝ、 

首 を 伸べ て； iS たれけ. ^-。 其 場に 在 合 ふ 人、 感賞 せざる はな か， 9 けりと 云々。 

同 二十日、 米 村 權右衞 門 を 召 出され、 城 中に 貯 へたる 金銀の 巨細 を 尋ねられければ、 

知らざる 由 を 申す にょう、 奉行の 曰、 汝は 修理 亮が 寵士 なり、 何ぞ 知らざる 事 や あら 

んと 罵. 9 ければ、 是迄米 村、 稽首して ありけ るが、 額 を 上げ、 是は御 奉行の 詞 とも 覺 

えぬ 者 かな。 某 は 卑賤な りし を、 主人の 憐みを 以て、 士の 員に 入れられたり。 ぉ彬 5、 

其 主人 は大 坂に あ， 9 て、 軍陣の 成 K を 掌ら れ たれば、 運命の 存 G を こ 

そ、 旦贿に 計， り 候へ。 曾て 金銀 財寶を 心と せす。 是を 以て 下輩の 者と 雖も、 敵 を 討 

ち、 首 を 取らん とのみ 思 ひ、 他の 盧を なすに 遑 あらす。 依 K 之、 金銀 財寶を 見る 事、 芥の 

如し。 理を 以て 申す 時 は、 城中戰 負く る 時 は、 首領 を も 保た す、 千 萬の 財寶 あ， 9 と 

も、 何の 用に か 立ち 候 はん * 若し 勝 軍なら ば、 兩將 軍の 御 腰の物まで も、 皆 我輩の 物 

にして、 求め やして^ 寶に 飽き 充ち 申すべし。 言 ふ べき 旨 あらば、 厭 ふ べきに あら 

す、 言 ふべき Si なくば、 r? 裂かれ 舌を拔 かれても、 何 を か 述べん と、 IS る氣 色な く 


申しけ る を、 大御所、 聞 召され、 無類の 剛の者な b とて、 御 赦免 ありけ る。 

或 本に、 大野 修理 亮が女 は、 天樹院 殿に 召 仕 はれ、 米 村が 女 は、 大野が 女に 仕 へ た 

b。 權右衞 門、 浪人の 後に、 折々 御 屋鋪へ 行きければ 、衣服. 黄金 等拜領 物な ど あ. 

然るに 治 長が 女、 虛方を 煩 ひける が、 存生の 內に、 寺詣 など 致し、 相 果て 申した しと 

. の 願に より、 御 暇 下されけ る。 其 上に 權右衞 門 を 召され、 其方、 召 連れ 罷 上...^、 隨分 

養生 を 致させよ とて、 關所 手形. 道中の 雜用等 も 潤 澤に給 はり、 我 女と 倶に 供して 

上 b  、稲々 養生 をな しける が、 遂に 相 果てけ る 故、 火葬に せし 處、 權右衞 門 は、 妙 心 

寺の 方丈 へ 罷 越し ゝ 跡に、 女 も 火中に 飛 入り、 棺に抱 付きて 燒死 しけり。 權右衞 門 

は、 歸り來 りて 大に 驚き 乍ら、 爲 すべき 樣も無 か，.^ ける。 さるに 依って 主從の 骨、 

分らざる 故 、一所に して 高野山へ 持 登り、 骨 堂に 納め、 刹髮 して 躬ら權 入と 名を改 

め、 京都 妙 心 寺の 內、 嶺南和 尙に隨 事し、 其 後江 5, へ 下り、 芝の 東驟 寺に ありて、 掃 

除な どし 居た， 5 しが、 或 日、 澤庵和 尙と嶺 南和尙 同道し、 淺野因 皤守長 治 の に 

招かれし が、 Ft 庵の 曰、， 御 亭主に は、 隨 分の 人數も 候へ ども、 嶺南和 尙の持 たれし 

f. 人！？ ら る、，. 事-  .  ^ 
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4^ なる 人 は、 ある まじと いひければ、 長 治 聞きて、 夫 は 何と 申す 人に 候 やと 尋ねけ 

れば、 澤庵 答へ て、 大野 修理が 家老 米 村 權右衞 門と 申す 者に 候。 彼 者 は、 修理が 配 

所への 供 を も相勸 め、 關ケ原 合 戰の砌 、浮 田 中 鈉言家 來高知 七 郞右衞 門と 申す 者 

を 組 討に 致し、 其後大 坂冬陣 に、 御 和談の 節、 織 田 有樂. 大野 修理 亮 方へ、 物に 心得 

たる 侍 一 人づ つ 差 出し 候樣 にと ある 時、 有樂 よ，^ 村 田 吉藏、 修理よ， り は 彼 者、 度々 

城 中より 罷 出で、 御 和 談相濟 み、 前方、 茶 曰 山の 御陣所 に て、 大御所 へ 御 目見え 仕 

り、 殊の外 御 賞美に 預&- 候。 今程 は 男 を 止め、 嶺南 和尙の 方に ss^i 候と あれば、 長 

治、其權右衞門は、世間に隱れ無き者な，.^。 拙者、 召 抱へ 申 度 候。 修 SI 方に ての 宛 

を、 御存知 なきやと あれば、 兩和尙 共に、 先知 は 二百 石の 由 聞 及び 候と あれば、 因幡 

守、 然 らば 四百 石 遣し 串すべし とい はれければ、 澤 庵が 曰、 迚もの 儀に、 五百石 御 遣 

し 候へ と. 申さ るれば、 五百石と 申す 知行 高に は、 ちと 差 合 ひ 申す 仔細 も 有》 之 間、 

代りに 足輕を 預け 又、 道心 者 體に候 は V 、腰刀 も 有， 之 まじ。 自分、 月 迫に は 候 へ ど 

も、 當 年の 物 成 を、 支度 料に 遣し 申すべし とて、 凳 に家來 となせ，...。 然るに 米村權 


右衞 a: 、八十 有餘の 年齢に 及ぶ 迄 も、 勤め 居たり しが、 家中に 棋尾 又兵衞 とい へ 

る 町 * 行 役 あり。 此者は 故 簿田集 人 正が 近習に て、 利發 なる 者 故、 故 因幡 守、 目 を 

憑け て 仕 はれたり。 或 時 長 治、 大城 落城の 砌、 天樹院 殿、 城 中 を 出で 給 ひし 儀を尋 

ねし 處、 又兵衞 承り、 世上に て 取沙汰の 通、 御 一所に あるべき 箬 なる を、 御 女 儀と 

は 申し 乍ら、 甲斐な. き 御 事の 由、 其 節より 申觸 らし 候と いひけ る を、 释 過ぎ 米 村 

を閒 きて 大に 怒り、 家內 諸道 具 迄 も 悉く 取 片付け、 其 上に て、 棋尾 又兵衞 儀、 去ぬ る 

頃、 御前に 於て、 天 樹院樣 の 御 噂 を 申しけ る 由、 承， 9 及び 候。 城 中 を 御 出 被" 遊 候 寧 

は、 豊臣公 御 母子 御 助命の 儀 を、 御 願 ひ 被 ^ 下候樣 に、 修理 亮 達って * 上げた る 故 

に 御座 候。 又 兵衞が 申す 超に て は、 天 樹院樣 に 惡名を 取らせ 申 候。 左樣 にて は、 

修理 高が 身に 取りて、 大に迷 或 仕 候。 然し 乍ら 斯る片 田舍. に 於て、 又 兵. 衞を 相手 

に 仕. 9、 裁許に 預かる とも、 世上への 申 譯に不 ，ー罷 成 一 候 間、 私儀 は 御 暇 を 申し 、江戸 

表へ 参り、 公儀 へ 相 願 ひ、 天 樹院樣 御 恥辱の 申譯を 仕らで は、 故主 修埋 へ の 奉公 も 

相 立ち 申さす とい ふに より、 家老 山 田 監物人 島 若 狹も大 に 難儀し、 內々 にて sg々 

^人 誅ぜら る、 事  九九 
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1 .3. すと 雖も、 米 村 得心せ ざれば、 因幡 守へ 其 段 申せし に、 又兵衞 方へ 內應 あって、 

其方 故主 隼 人 正 は、 六日に 討死し、 其 家來は 同日 晚万城 中 を 立 返き 候 由" 然れば 

天樹院 殿の 儀 は、 七日の 事 なれば、 i 止めて 世上 一 統の 取沙汰 を 申した るな らん。. 

. 其方 如 才も 無. 之 儀 なれば、 權右衞 門へ 其 段斷を 申して、 合點 致させ、 內々 にて 事濟 

み候樣 にす るが、 此方の 爲 なれば、 宜しく 取 計らへ と ありけ る 故に、 又兵衞 は、 米 村 

に 向って、 近頃、 無調法の 至り、 迷惑 仕 候との 事に 付、 權右衞 門 も 堪忍せ しと 云々。 

、同日 眞田 左衞門 佐が 妻女、 紀州 伊都 郡に 忍びて ありけ る を、 淺野但 馬 守より 召 捕へ 

て獻せ..^。 然るに 去年 秀賴 公より 給 はりた る國 俊の 脇差，： S に 黄金 七十 五 枚 ありけ 

る を、 淺 野に 給 は b ける。 此日、 4 訊 f 御家人 參 州の 士に、 野 間 金 三 郞倾ー ま 金 重 成、 片 

桐が 組なる 小 林 太 兵 衞元長 を 誘引し、 伏 見より ニ條に 赴く とて、 大 S 邊 まで 來り、 大 

野道 犬が 餅 を 食して 居た る を 見付け、 搦 取りて 之を獻 せり。 

記に、 大野 道 犬 は、 大佛養 元院に 隱れ 居る 事 を 知る 者 あ. -て、 奉行所 へ訴へ けれ 

ば、 京都より 大勢 差 向けられ 生 捕りし が、 暑氣の 頃なる 故、 高 手 計り を 縛め、 小手 


秀賴の 子 

画 松辅は 
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を 免して 縛りけ るに、 如何 思 ひけん、 警 固の 侍 川 合 與左衞 門が 差した る 脇差に、 抓 

付きし により、 川 合 則ち 道 犬 を 取って 押へ、 急に 小手 を も 縛， りけ る。 無用の 事 を 

ft 出して、 尙ほ 縛め に 遇 ふよと、 惡 まぬ 者 こそな かり けれと 云々。 

あ K- さ 7】  一 こ、 jij の 

同 廿 一 日、 細 川 越 中 守忠興 は、 洛外 稻荷 山へ 從士を 遣し、 長 岡與五 a? 肩 侶 i /む、 i 少^と 

f を誅 して 獻ゃ。 是は越 中 守が 次男たり しが、、 夂と 不和た るに 依って、 今度 籠城せ 

し故な^^。 同日、 秀賴 公の 幼 息國核 君を虜 にせり。 抑 も國核 君と い へる は、 妾腹に 御 

出生 ありし が、 御簾 中 を 憚り、 京 極 若 狹守忠 高の 母 常 高院の 許へ 密に 送り、 其領內 

硎屋 源左衞 門が 後家の 子と して 置かれし 處、 當年七 歳に 及び 給 ひける を、 大坂擧 兵 

の 時に、 常 高院ょ ，5、 右の 後家と、 忠 高の 家臣 田 中 六左衞 ST ュ § に 大坂藏 屋鋪を 支配せ 

し 宗語林 ^ 多 f が 子、 十二 歳になる を 相 添へ、 大 坂に 返しけ るが、 去ぬ る 七 H  、落城の 

期に 及び、 硎屋が 後家. 幼童、： S に 田 中 六 左衞門 三人 は、 國投君 を 御供し、 煙の 中より 

遁れ 去る。 依， 之 先達って よ..^、 五 歳より 十 歳計り 迄の 小 兒を召 連れ 來る べき 旨、 板 

倉 伊賀 守より 觸れ 促せり。 今廿ー 日に、 河州牧 方の 邊を 通，..^ し 落人 ある を、 妻木雅 

链人誌 せらる.、 § 
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樂 助が 番所に 於て、 强く撿 め 礼； しければ、 六 左 衞門は 追 ひ 失 ひ、 後家 は 妻 木が 手へ 描 

へ、 十三 c^f  II〕 歳の 男子 は、 靑 山伯耆 守が 手に 生 捕り、 國， 松 君 は、 加州の 手へ 取りて、 

伏 見迄往 かる、 所、 腹痛 せらる、 故， 村 木 屋太郎 兵衞が 方に 預け 置きし に、 靑 山が 手 

へ 捕へ ら れし宗 語が 子、 國松 君の 事 を 申しけ る に より、 此由 を伯耆 守より 言上し け 

り。 又 板 倉より、 豫て 尋ね 求む る御觸 に相應 しける 故、 村 木屋、 國松 君を携 へ、 所 司 

へ訴 へければ、 宗 語が 子 を 召 寄せ、 國掇 君に 謁せし むる に、 頓て渠 に 取 付き 雜泣 せら 

れ ければ、 秀賴 公の 御 息 男に 決し、 同廿 三日、 六條河原に於て誅せられた.c^。 

其 遺骸 は、 三倏 誓願 寺の 塔 頭 福 正院に 送り、 漏世院 雲山智 正と 諡せ しと かや。 ま 〈傅 

臣田中 六 左衞門 は、 板 倉に 訟 へ て 殉死す。 後家 IS に宗 語が 子. 村 木屋等 は、 免許せ 

られ たり。 同日 秀忠公 は、 ニ條に 入らせら る。 间廿 五日、 大野 道 犬 を、 六條 河原に 於 

て誅 せらる。 

一 本、 五月せ 七日、 道 犬 を 力の 律に 遣し、 磔 殺す。 長 谷川 左 兵 衞籐廣 、之 を 承る i 

云 V 


同サ七 zf 增田右 衞門尉 長 盛 は、 配所に 於て 諫 せらる。 ^やつ ^11」 » 原 遠 江 守 康勝は 

痔疾に 依って、 膿 血、 鞍 を 浸し けれども、 軍 中に 於て 下知 をな しける が、 今日 北 野の 

陣營 にて 卒せ. >.。 廿 八日、 秀忠 公、 ニ條の 城へ 成らせられ、 藤 堂 和 泉 守 高 虎. 井 供 掃 部 

頭 直 孝が、 兩 年の 戦功 を 賞せられ、 秀吉  <ム の 儲 へ 匱き 給 へ る 法 馬、 ほき 、 各 1 一 

坆宛を 授けられ、 且つ 後日に 忠賞 せらる べしとの 命 あ..^。 同日、 筑後 國久留 米の 城 

主 田 中 筑後守 忠政參 着す。 遠國 たりと 雖も、 餘ト， 引た る 由 を 沙汰す。 

或 本に、 片桐市 正 は、 日來 病苦 安から ざり しが、 落城 以後、 驗府へ 下向の 途中より、 

狂 氣悶亂 せし 處、 驄府に 着して 卒去せ し 事、 今 曰 註 進 ありと 云々。 承ぎ 人、 白 に， は 

君に 背きし 故、 忽-」 其 罪，^ 蒙り、 三十 3.^ 越えす して 死し W とい ふ。 

我れ 思 ふ-」 は、 如何- _i や 死し けん、 哀れな リし 事な リと 云々。 

e 氏 家兄 弟 切腹の 事 

去ぬ る 八日、 城 中に て殆 死せ し 氏 家內膳 正行廣 入道 道 喜 は、 故 勢 州 桑 名 城主に て、 五 

ii せし ー藝萬 常 陸 介 卜 全が 二 男な ぼ laa  、？ぉ S 

^家兄 弟^ 腹 Q 事  一 § 
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一" プ^ 行 廣が兄 を 左京亮 と稱 し、 武勇の 譽 やりし が、 早世して、 已 に 家斷絕 

せんとせ し を、 秀吉公 不便に 思 召し、 家督 相續仰 けられ、 御 懇意 を 加 へられけ り。 

然るに 關ケ原 合戦の 前に、 石 田 三 成、 行廣が 方へ、 家人 氏 家 佐 兵衞を 遣し、 企の 意趣 を 

述 ベ 、出陣 あ る ベ しと 下知せ しに、 內膳 正、 彼 使者に 會ひ、 太閤 薨去 あ つ て、 內府、 御國 

政に 私曲 ありと も、 秀賴公 未だ 御 幼稚 なれば、 姑く 遠慮 ある べき を、 恣に關 東征 伐と 

名付け、 兵 を 動かし 給 ふ 事、 私の 謀 あるに 似て 心得難し。 所以に 內府を 敵に なし、 今 

度 會津へ 向 ひたる 上方の 諸將に 同じて、 挑み 戰 はん 事 存も 寄らす。 然れ ども、 天下 

の御爲 とい ふ を 聞 入れす して、 關 東へ 內 通し、 內府へ 馬 を 載ぐ やうの 淺間 しき 行 は、 

愛宕 .ー八 幡も御 知見 あれ、 某に 於て は 存じ も 寄らす •  詮、 今度の 軍役 を辭 返して 居 

城に 籠り、 秀賴 公の 御爲に 忠義 を盡 し、 時 到らば、 相應に 忠を顯 さん。 此旨、 大老 奉行 

へ 、宜しく 御沙汰 給 は る ベ しとい へ り。 又 家康公 は、 氏 家が 返答の 趣 を 聞 召され、 如 

何にもして、 彼 を * 方に 引 入れよ と、 本 多中務 方へ 御 下知 ありけ るに 依り、 忠勝、 桑 

名へ 使者 を 遣し、 內府の 味方に 參， 0 給へ とい ひけれ ども、 氏 家 一 向 同心せ す、 我等 は 


太 閣の御 恩 を * りたる 者 なれば、 假 にも 御 幼君に 叛き 難し" 苦し 重ねて 內 府の昧 

方せ よと 申 越さ る ゝ に 於て に、 必す 使者の 首 を 1； ぬ ベ しと あ る に よ h. -、 本 多 も爲方 

なか， 0 けり。 

或說 に、 浮 田秀家 卿の 下知に 依って、 氏 家 も 始終 上方の 一 昧を なし、 其 弟、 氏 家 志 

摩 守、 又は 寺 西 下野 守、 相せ 〈に 桑 名の 城 を 守りし とい ふ は、 詳 ならす と 云々。 

然るに 上方 敗軍せ しかば、 關 東方な る 勢 州 長 島 城 生 山 岡 道 阿彌、 桑 名の 城を攻 め ん 

とす。 氏 家內膳 正： g に 弟 志 摩 守。 寺 西 下野 守 等 は、 拒ぎ 戰 はんとせ しに、 山 岡， 使者 を 

立て、 關ケ 原に 於て 浮 田. 石 田 以下の 諸將 敗北の 上 は、 急ぎ 城 を 渡さる べし。 然 らば 

我等 今度の 御， H 賞に 換へ、 本領 安堵 させ 申さん とい ひければ、 氏 家兄 弟 承引して、 各 

城 を 出で けり。. 然るに ー亂 程なく 治まって 後 * 其采祿 を沒收 せられ、 內膳正 L ュ S に 摘 

子 左 近 •  二 男 內記乂 子 三人 を、 緣者 なれば、 京 極 高次と 羽 柴輝政 Ml に 預け 置かれ、 內 

膳 は 若狹. 播磨 を往來 して、 年月 を 送りけ る處 に、 去ぬ る冬陣 に、 家 康&、 內膳を 召 出 

さる べしと 御內意 あり けれども、 不 背の 某、 殊更 十四 五 年、 弓馬の 道 を 捨て 候 ひし 上 

氏 家兄 弟 切腹の 事  一 g 
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は、 武道に 於て 何程の 事 か 仕る べき、 御 pg ある •  へしと いひて、 仰に 隨は ざり しに、 又 

今年の 御陣に 、雨 御所より、 十 萬 石の 軍勢 を 預け 給 はるべし。 唯々 大 坂へ 參陣 すべ 

しと あり けれども、 返答に も 及ば や 籠城し、 秀賴 公の 御供せ. o。 內膳、 浪人の 後に、 男 

子 二人 出生せ し を、 一 人 は 比 叙 山 南光 坊天 海の 弟子と なし 二人 は 八 丸と いひて、 未 

だ 幼少な りし かど も、 父內膳 籠城せ しにより、 嫡子 左 近 ニー 男內 記と 共に、 五月 廿九 

0、  は？^ 京都 妙覺寺 に 於て、 死罪に 處 せられたり。 

或 記に、 氏 家兄 弟 切腹の 形勢 を 見た、 りし 醫師 齋藤玄 可が 談，^ ける は、 is 落の 中に 

敷 皮 を 敷き、 兄弟 三人 座に 竝べ り。 左 近 はサ四 五、 內記は 二十 餘と相 見え、 八 丸 は 

九歲 にて、 何れも 美男な り。 左 近 は、 弟 幼少なる 故、 不覺の 事 も ある べき かと 思 ひ 

ける にや、 阿 八 は、 我等に 先立 つ ベ しと 申しければ、 八 丸が 曰、 某 未だ 切腹 者 を 見 

ざる 間、 如何 樣に する にや 知らす。 先づ く御兩 人、 腹 を 切って 見せ 給へ。 其 通 

に 致さん とい ふに より、 實に理 なり、 然 らば 、某と 內 記が 眞似 をせ よと いひ 聞かせ 

て、 二人 肌押脫 ぎ、 腹 一 文字に 引 廻して、 首 を 討た せた. 9。 時に 八 丸 は、 面色 を も 


變せ ゃ身鐯 ひし、 肌脫 ぎけ るに、 見物の 老若、 見る に 懶く思 ひ、 皆 S 立て ゝ 泣き 乍 

ら、 門外へ 逃 出で けり。 其 時 八 丸、 脇差 押 取， り、 弓手の 脇に 突立て ける を、 引かせ 

も 立てす、 首 を 打 落せし と 云々。 

大御所、 二 條の城 へ 入らせ 給 ひし 時に、 南光 坊は、 小僧 を 召 具し 御前に 出で、 氏家內 

膳 正、 御 敵 をな したる に 依つ て、 並 〈子供 を 殺害せられ 候 は御理 な.^ • 然れ ども 此小 

僧 は、 拙 僧が 弟子に なし 申した る 事に 候 間、 一向 御免 下さるべし とい はれし により、 

家康 公、 此旨を 聞かせられ、 氏 家 は、 主君の 恩 を 報せ ん爲に 一 命 を 捨て たれば、 出家 

させた る 子 迄に、 罪 を くべき 道 堙 なし。 心安く 思 ひ 給へ と、 仰 出されけ ると ぞ。 

或 記に， 彼 小僧 は、 南光 坊に隨 ひて、 武州 東.^ 山に 居け， 9。 其 頃. 筧永 寺の 中、 一 人 

の 浪人 あ b ける が、 俄に 狂亂 し、 刀を拔 きて 本坊へ 切入り しに、 兒喝食 はいふに 及 

ばす、 年長けた る も 逃走り ける を、 內膳 正が 三男の 若僧 は、 彼 狂人 を 組 伏せ、 拔 

き？：！ る 刀 を 奪取り ける。 後に 山 州 愛 岩山 康樂 寺の 住持と なりけ ると 云々。 

丘 家兄 弟 5- 腹の 事  12- 
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兩 御所 參內幷 諸 大名 恩賞 を 蒙る 事 

六月 大 二日、 安藤 對馬守 重 信. 後藤 庄三郞 光次、 大坂城 中なる 倉庫の 燒 跡に 於て、 精 金 

一 萬 A 千 六十 枚 • 白銀 二 萬 四十 枚 を撿め 出して、 二 條へ獻 せり。 同 五日、 島 津薩摩 守 

家久 は、 此間、 兵 庫の 律に 着船せ しが、 今日、 ニ條へ 登營 す。 同 八日、 f ^ 十八 日.；. il 、る t 勢 

州龜 山城 主！^, 一一 松 年下 總 守に 加 賜あって、 食 祿十萬 石と なり、 大 坂の 城 を 守らせ 

らる。 同 十四日、 酒 井 雅樂頭 忠世. 土 井 大炊頭 利 勝 嚴命を 蒙り、 五 畿內の 大名に 書翰 

を 遺す。 ノ 

急 度 申入 候。 從，， 去々 年， 當春 迄の 間、 領分より 大 坂へ 苯 公に 罷越候 者 於 fe:, 之 は、 

註-交 名， 可 成，， 言上， 候" 今度、 在所へ 罷歸候 者 可， 有 乏候條 、然 らば 可， 被，， 搦置， 候。 

若 行末 不， 一 相 知； 妻子 計 相殘し 置き 候 は  >、 彼 妻子 不， 致，， 缺落， 樣可， 被， 一 仰 付， 候。 妻 

子 無， 之 者 、如何様なる 親類 御座 候と、 御 書付 御上 ゲ可， 被， 成 候" 委細御報可^^^候。 

恐々 謹言。  . 


.  土 井 大炊頭 lfflf 

六月 十四 曰  rf る 

酒 井 雅樂頭 

家 康參內 I 同 十五 日、 大御所 參內し 給 ふ • 供奉の 士 三十 人な り。 禁裏へ 白銀 千 雨-綿 二百 把獻 

上。 女御へ 白銀 五 百兩. 綿 百 把 進上。 長 橋 局へ 白銀 二百 兩. 綿 三十 把 を 給 はる。 夫よ 

b 院參 I のし 給 ふ。 仙 洞 女院へ 白銀 五 百 雨. 綿 百把づ っを獻 せらる。 同 十八 日、 洛陽 

鳥 部山豊 國神祠 は、 大坂鎭 護の 宗廟な り、 之 を棄破 せらるべき かと、 本 多 佐 渡 守 相 伺 

ふ處 に、 神 號を廢 し、 其靈體 を大佛 殿の 傍に 納め、 社 塔 は 自然に 返轉を 待ちて 可なら 

んか。 堂上 方の 智臣、 且つ 門跡 方の 衆議 判に 從 ふべき 旨、 翁 命 あり。 二十日、 秀忠 公、 

ニ條の 城へ 渡御の 處に、 大御所より、 古田 織 部 正が 取 持て りし、 勢 高と いふ 名物の 陶 

器 を 授け 給へ， o。 同廿 八日、 秀忠 公. ニ條の 城へ 成らせられ、 池 田 宮內少 輔忠雄 を 召 

され、 備 前の 國を給 はる。 是れ當春卒去せし舍兄左衞門督が遺領な..^。 

或 本に、 池 田 K 攻 卿の 五男 岩 松に、 播州 赤 穂 郡に 於て、 食 邑を給 はる。 弟七郎 に、 

播州 佐 用 郡に 於て、 采地を 給 はると 云々 • 

兩 御所 参内 幷諸 大名 恩賞 V ぼ 求る 事  ，  一 C 九 
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或 本に、 岩 松、 後に 政綱 左 京大 夫と 稱す • 五 萬 四千 石を頜 す。 寬永八 年 七月、 廿 

八歲 にて 卒す。 嗣子 無くして、 家斷絕 す。 七郞 は、 後に ff 興 右近 大夫 i 稱す。 

正 保 二 年狂氣 して、 備前國 に 配流 せらる と 云々。 

间廿 九日、 太閤 秀吉 公へ、 大友宗 鱗が 獻 じたる 短刀、 藥研藤 四郎吉 光、 長さ 一尺 九寸 

五分、！^ 輒 大坂 落城の 後、 河 州の 鄕民之 を 得て、 本 阿彌又 三郞に 見せし む。 本阿彌 

之 を 買 取って、 大御所 へ 捧げ し處、 卽ち又 三 郞に與 へ 給 ひし を、 秀忠 公、 黄金 五 百兩. 

白銀 千 枚 を 以て 召收 めら る。 是は畠 山 尾 張 守 政 長所 持し、 極 運の 時、 生害 せんと 欲 

し、 腹 を 突く  i 雖も、 其 身 傷める 事な し。 政長紿 刀なる 事 を 怒り、 傍に 捨てし 處に、 

藥 研に 當り、 忽ち 切 破る ゝを 以て、 無類の 名刀に 決定せ り。 

或 本に、 骨 陰の 刀 は、 同朋 何某が 盜み 取りて、 落城の 後、 賣拂 はんとせ しが、 天下に 

隱れ なき 名作 故に、 求めん とい ふ 人な かりければ、 後に 將軍 家へ 捧げし と云セ 

同日、 福 島 掃 部 助 正賴、 去年 以來、 閉門蟄居せ..^。 平日、 不行跡な りと 雖、 兄 左 衞門大 

夫に" g せられ、 寬宥の 御沙汰に 及ぶ 所に、 其恣、 重疊 せる を 以て、 和 州 宇多 六 萬 石の 短 


地を召上げられた，.^, 

閻 六月 小 四 曰、 蜂須賀 阿波 守至鎭 に、 其聱、 池 H 宫內 少輔が 舊領、 淡 路の國 を 給 は. 9、 重 

ねて去年軍功を賞せらる。§|;^;^廿。玉又去ぬる五月七曰戰死せし本多出雲守忠朝は、 

實子 なか， y しかば、 其 遺領、 上 總國小 田 喜の 城 六 萬 石 を、 甥 本 多 甲斐 守 政 朝に 賜 は 

る。 同 六 m 、秀忠 公、 南禪 寺の 塔 頭金 地院へ 渡御。 其 末寺 河 州 八 尾の 眞觀 寺へ、 寺領 

を 寄附 せらる。 未 刻、 伏 見の 城へ 還 御。 

或 本に、 島 津薩摩 守 §1： 陸 家久、 火 炮藥袋 放に 唐 竹の 火繩を 獻ャ。 片桐主 膳 正貞隆 

は、： g 羅を獻 せ. 9* 又 信 州 松 本山に、 始めて 銀と 鈴と を 出す。 是に 依って 松 平 右 

衞門大夫正綱.伊丹喜之助康勝|1^>播之を撿斷して、 變しむ ベ しと云 々。 

同 十日、 本 多 美 濃守忠 政の 嫡男 早 八郞忠 刻、 次男 甲斐 守 政 朝と 俱に、 大御所に 拜 謁し、 

政 朝が 新 恩に 浴す る 事を拜 謝す • 

或 本に、 御 使番溝 口外 記 常吉、 ：！ 処に 嫡子 半 左衛門 常恒. 二 男新藏 li™ 改易 せらる。 

其 故 は、 南部 信 濃 守 利 直に、 兒 小姓より » 仕 せし 南部 左 門と いふ 者、 重科 を 犯して 

雨 御所 參內幷 諸大. 名 恩賞 V 小 蒙る 事  一二 
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逐電し、 洛 陽に 蟄居す るの 聞え あり。 其對 手と して、 利 直より 南部 久左衞 s: とい 

ふ士を 遣す。 巳に 上京の 頃 は、 大坂色 を 立つ る 頃 故、 左 門 は忽ュ り馳せ 下って、 秀賴 

公に 屬 せり。 洛陽 にて は、 證人 なき 旅客 をと め まじき 新 含た るに より、 久左衞 門 は 

爲 方なくて、 內々 溝 口外 記が 芳情 を受 くる を 以て、 外 記に 告げければ、 外 記、 證人 

となって、 南部 信 濃 守が 家人に、 紛れな き 由の 墨 付 を、 板 倉 伊賀 守が 方へ 出せり。 

玆に 於て 久左衞 門 は、 所 司 代の 免許 を 得て 在京せ しが、 此者も 亦、 奥に て 勇烈の 稱 

ある 事、 秀賴 公の 謀臣 等 聞きて、 左 門に 命じ、 却て 祿を 以て 招きし かば、 久左衞 門 

忽ち 心變 じて、 左 門に 據 つて 秀賴 公に 謁し、 隊長に なれり • 信 濃 守、 此事を 聞きて、 

左 門に 十倍して 久左衞 門を愴 めり • 大坂 落城の 後に、 久左衞 門 は 丹 波に 走り、 又 

勢 州に 赴き、 日向 半 兵衞政 成が 爲 めに 虜 となり、 獄舍に 下る。 大御所 卽ち 久左衞 

門 を、 舊主信 濃 守に 渡されし かば、 悅んで 渠を火 罪し、 尙ほ 又、 左 門 を も 請 取って、 

重科に 處 すべき 由 を 所望す。 然れ ども 此左門 は 、落城の 時、 堀內主 水と 相 謀り、 秀 

賴<ム御簾中の御供して、岡山へ移し奉，9し功を賞せられ、先達って大御所ょ^^、五 


百 石 を 給 は.？ し處、 利直斯 くの 如く 言上に 及べ. 依. 之、 其祿を 放ちた る 間、 此上 

渠を 刑戮すべからざる 旨、 信 濃 守に 命 せらる、 故. 卽ち 之を領 掌し 畢ん ぬ。 斯くて 

大御所より、 黃金を 左 門に 與へ 放逐せられ、 終に 紀 州に 隱る。 溝 口外 記 は、 右の 通 

一 .9、 久左衞 門が 證 人に 立ちけ る さ へ、 誤 遣れ 難き 薄 運なる に、 亂前、 溝 口が 所持の 驄 

足 を 伯 樂が買 取って、 秀賴 公へ 賣り ける 由、 世に 謳歌す。 素より 渠は、 太閤 秀吉公 

の舊臣 たりし を 以て、 旁.. 御 疑 を 蒙り、 食 邑ニ千 石 を沒收 せらる。 嫡子 半 左 衞門常 

あ や ま ち 

恒は、 秀忠 公へ 奉仕し、 今般 も 軍功 ありて、 三百 石 恩賞の 列な. 0 しが 、父が 過に 連 

座せられ、 改易に 及べり。 此人 は、 小 野忠明 父子に、 一刀 流の 刺 撃を傳 習し、 其^ 

奧を究 む。 遂に は 召 返され、 七 百 石 を 給 は. M し 舟 手役と なる。 後年 劎術 を、 大猷 

公の 上 覽に備 ふと 云々。 

同 十六 日、 秀忠 公、 一 一條の 城に 成らせら る。 大御所、 武家 古法の 書 を 以て、 大樹に 授 

け 給 ふ。 同日、 井 5- 掃 部 頭 直 孝、 從四 位下に 叙し 侍從に 任す。 同 十七 日、 水 野 隼 人正忠 

淸. 靑山伯 耆守忠 俊、 軍功に 募り、 御前に 於て 過言し、 暫ぐ 閉門す。 gf れ， 菅沼 主殿定 
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常 も、 御前に 於て 過言し、 御 氣色を 蒙る • 

或 本に、 秀賴 公の 御簾 中 入 輿の 時、 附屬 ありし 江 原 與右衞 門、 又豊臣 家よ.^ 御簾 中 

へ附 けられた る 渡 邊筑後 守、 共に 恩 許 を 得て 御家人と なる。 渡邊 は、 二位の 局が 

. 弟 にて、 ぉめ速水庄兵衞と稱せし者なに|脑|!|ほ1^ 

或 本に、 同 十八 日、 去る 六日の 戰 功に 依って、 井伊 掃 部 頭へ、 近江國 にて 五 萬 石 を 

加 賜 せらる • 

同 十九 日、 越 前 少將三 河 守忠直 朝臣. 加 賀少將 筑前守 利 常. 仙 臺少將 陸 奥 守政宗 、戦功 

の忠賞 として、 各 參議に 任す。 又 加賀の 家臣 本 多 安房 守 政 重. 橫山 山城 守 長 知、 各從 

五位 下に 叙す。 淺野但 馬 守 長晟. 藤 堂 和 泉 守 高 虎、 各從四 位下に 敍す。 

或 記に、 藤 堂 和 泉 守 は、 今般の 戰 功に 依って、 高木 貞宗の 御 腰 物、 且つ 采地 五百石 を 

加 賜 せらる • 此日、 本 多彥次 郎忠利 |カ 勢 田 左 門 氏鐵诚 -PI. 小 签原大 學忠眞 likj. 

安藤 式部 重 長 まき f とま • 成 瀨藤藏 之 成 露. 神 尾 五兵 衞守 世き i1 池 田 治 兵衞長 

幸 tv-? 且つ 越 前の 元老 本 多 丹 下 成 重-加 賀の 宿老 橫山 山城 長 知. 本 多 安房、 各從 


五位 下に 敍 すと 云々 • 

同 二十日、 蜂須賀 阿波 入道 蓬 庵 上京し、 ニ條へ 登城す。 愚息 阿波 守至鎭 へ、 淡路の 

國を增 封せられ し 事を拜 謝す。 同廿 一 日、 秀忠 公. 御上 京な り。 施藥院 宅に て 朝餉 を 

秀 5$\內 I 獻す。 卽ち 黄金 百 兩. 着衣 十 頜を授 けられ、 巳の 刻、 參內し 給 ひ、 白銀 一 萬 兩を獻 せ 

らる。 同 二 千兩. 綿 三百 把 を， 女御へ 獻 せらる • 吉良侍 從吉廣 、御劎 を 役す。 尾張駿 

河 Iff  • 越 前の 三 卿. 仙臺 參議. 井伊 侍從. 籐堂和 泉 守. 酒 井 左衞門 尉. 本 多 美 濃 守. 松 平 

下 總守. 戸田 左 門 • 酒 井雅樂 頭. 土 井 大炊頭 • 安藤 對 寸. 青山 伯 耆守. 內藤 若狹 守. 井上 

主計 頭. 本 多 出 羽 守. 同大 隅 守. 酒 井 讃岐守 *: 山大藏 少輔. 神 尾 刑 部 少輔. ^|.^;| 外扈從 

す。 午の 刻 院參、 白銀 三千 兩. 綿 三百 把 を 進上し 給 ふ。 未 刻 還 御に て、 伏 見に 入らせ 

給 ふ。 . 

或 記に、 將 軍の 近臣、 小山 長 門 守と 成 瀨豊後 守正武 は、 芝 蘭の 友な. 0 しが、 各 供奉 

しける 處、 正 武が妻 は、 伊藤 修理 大夫 祐慶が 娘に て、 其綠族 官女に 數多 ある 故、 豐後 

守 を 閨房 へ 呼 入れけ るに f、 長 門 守を携 へ 行き、 冠 を 取， 0 て 酒興 を 催せ り。 然 
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るに 小山 は 容色の 者 故、 壯歲の 女燸、 數多 出で て 奔走せ しが、 後に 此趣、 駿. 武へ漏 

れ聞ぇしにょ，.^、成瀨を土并に預けられ、新知恩寺に於て生害す。 其 朋友、 井上 淸 

兵 衞攻- 重 介錯す。 時に 豊後守 は 廿ニ歲 とか や。 小山 長 門 守 は、 安藤 對馬 守に 預け 

られ、 吉祥 寺に 於て 自殺す。 朋友、 細 井 金 兵 衞勝吉 、介錯す と 云々。 

同廿 六： n、 喜 蓮 川 左 兵 衞督賴 氏、 上洛し て 登城し、 太刀 馬 代を捧 ぐ。 返 席 せらる、 時、 

大御所 立た せられ、 見送，^ 給 ふ。 同廿 七日、 秀忠 公、 ニ條の 域に 成らせら る。 伶人 を 

召して 舞樂 あり。 

或 記に、 諸 大名、 段々 に戰 功を釓 されし 時、 本 多 出 雲 守が 相備、 最ー 溯に 敗北 故、 監軍 

須賀 攝津守 は、 此月 改易せられ しと 云々。 
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法度 を 定めら る 幷年號 改元 附 越後 少將 蟄居の 事 

七月 大朔曰 〔& |Sf 十〕、 大御所 及び 秀忠 公二 一條の 城に 於て 燕會を 設け、 公卿 侯伯 を 饗し 

給 ひ、 猿樂 あ. -。 其 番組、 

高 砂 弓 八幡 夜鳥 百 萬 自然 居士 祝言 

？。 

或 本， に、 雜録 備考に、 此月、 關白 左大臣 從 一 位藤 原 朝臣 昭實 公、 閼白 にな，^ 給 ふと 

云々 • 

或 本に * 淀 殿、 秀賴公 を 御 誕生の 後 は、 政所 殿と 御中 惡 しく、 夫 故に 秀賴公 を御嫉 

みあり。 大坂 落城の 後に、 政所 殿、 大御所へ 御 祝儀に 御 出 あ..^ との 事に て、 大御所 

法度な 定. めら る 幷年號 攻元附 II 後少將 蟄居 Q 事  二 七 


武家の 法 

令 十三 箇 

條 1^ 定む 
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は、 御 袴 一局 衣 を 召され 御 待ち あ. 9 し を、 小菓又 市が 見て、 今日は 何事の 候 やと 申 

す。 政所 殿、 早朝より 御入來 にて、 晚迄 御座な さる ゝ箬 なれ ども、 未だ 御 出な きと 

の 事な.. >。 小菓又 市、 之 を 聞きて、 何 ぞゃ繼 子 を 殺し、 目 出た しと 申す。 あの 樣な 

る 者 は、 其 儘に て 差 置かる、 がよ きと 申しけ ると ぞ云 々。ぱ ザ 

六 H 、大 坂の 天守 東北の 樽の 燒跡 にて、 金の 盆. 香爐. 香 箸， 壺 及び 黄金 四十 三枚. 竹 流 

金 数十 枚 を 得て、 极平 下總守 之を獻 せし 故、 是れ淀 殿の 貌 器なる べしと 、草々 伏 見へ 

持 行きて、 相 伺 ふ ベ き 旨 命 あるに より、 伏 見へ 捧 ぐる 所、 悉く 下總 守へ 下さる。 同 七 

日、 武家の 法令 十三 ケ條を 定め、 貞觀. 建武の 式目に 准 擬し給 ふ。 此日、 海內の 諸侯 を 

伏 見の 城に 會 せしめ 給 ひ、 本 多 佐 渡 守 をして、 諭し 告げさ せらる ゝ事 左の 如し。 

1 、 文武 弓馬 之 道、 專 可，， 相嗜， 事。 

左 k 右 k 古法 也。 不， 可^-兼備， 矣。 弓馬 是 武家 之耍框 也。 號， 兵 爲，， 凶器； 不， 得 

i 而 用乏。 治不 Ay 亂、 可 fe,, 修練， 矣。 

I  、可， 制-群 飮佚 遊， 事。 


令條 載、 嚴制殊 重 • 耽， - 好色 ま-博 奥； 是 U 圃之基 也 • 

1 、 背，， 法度-輩、 不 J^&= 置 於國々 -事。 

法 是禮節 之 本 也。 以 ^^破^、 不，， 以， 理破& 、背 之 類、 其科不 fej 矣， 

一、 國々 大名 小名 給 人、 各 相，， 抱 士卒； 有 T 爲- 叛逆-殺-害 人-之 吿 ^ 可-追 出-事 • 

夫 挾，， 野心-者， 爲 家-之 利器、 絶-入 民-之 鋒劎〕 豈 可-允 容- 乎。 

一 、 自今 以後、 國人之 外、 不， 可-交，， 置他國 者-事。 

凡 因， 國其用 是異。 或 以- 自國之 密事- 吿-- 他國： 或 以__ 他國之 密事- 吿" -自國 一 佞媚之 

萌也。 

一 、 諸國 居城 雖 ^ 爲.. 修補； 必 可-言上； 況新儀 之 構營、 堅 介-停ぶ 事  - 

城 過，， 百 雑， 國之害 也。 峻， 壘俊 大亂之 本 也。 

一 、 於， - 隣國， 企，， 新 儀； 結， - 徒黨- 者？ 之、 則 早 可 上-事 

人 皆 有 jr 亦 少，， 達者； 是 以或不 父； 忽 違- 于隣 不 き- 舊 制- 何 企- >新 儀-乎。 

1 、 不. 可 S 私締- 婚姻-事。  に 

. 法度^ 定めら る 井 年 sl^ 元附 越後 少將 蟄居の 事  一一 ル 
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夫 婚姻 者 陰陽 和 同 之 道 也。 不， 可， - 容易； 膀曰、 匪， 寇婚媾 、志 將， 通" 寇則 失， 時。 桃 

夭 曰、 男女 以ぉ _ 、 婚姻 以， 時、 國 無，， 鰥民， 也" 以 k 成 jr 是姦謀 之 本 也。 

一、 諸 大名 參勤 作法 之 事。 

櫝 H 本紀制 曰、 不 公事； チ得， 集，， 己 族； 京 裏廿骑 以上、 不， 得，， 葉 行， 云々。 然則 

不， 可 M 引，， 率 多勢； 百 萬 石 以下 廿萬石 以上、 不 JEV®,, 廿騎； 十 萬 石 以下 可， 爲， 其 相 

應； 蓋 公役 之 時、 可 其 分限， 矣。 

一、 衣裳 之品不 混雜， 事。 

君臣 上下 可， 爲，， 各 別； 白 緩. 白 小袖 • 紫 袷. 紫 裏. 練無紋 小袖 無，， 御免， 衆、 猥不， 可 fe:,, 

着用； 近代 郎從 諸卒、 綾羅 錦 繡等之 飾 服、 甚 非，， 古法 制， 焉。 

一、 雜 人恣不 乘輿， 事。 

古來 依，， 其 人； 無-御免， 乘家 有， 之、 御免 以後 乘家 有， 之。 然近來 及，， 家郞 諸卒； 乘輿 

濫吹之 至 也。 於， - 向後， 者、 國 大名 以下 一門 歷々 者、 不， 及，， 御免， 可， 乘。 其 外 昵近之 

衆： S 醫陰兩 道. 或 六十 以上 之 人、 或 病人 等、 御免 以後 可， 乘。 家 郞從卒 恣< ^乘 者、 


豐國. K 明 

神の 號 

. ^めさせ 

らる 


其 生 人 可， 爲，， 越度， 者 也。 但 公家 門跡： S 諸 出世 衆 者 非-制限； 

一、 諸 國諸侍 可， 用，， 儉約， 事 • 

富者 彌誇、 貪 者 恥 ^、 俗 之 凋 弊 無 釜，， 於此； 所^, M 制 一也 • 

一、 國主可 ，選：， 政務 之 器用， 事。 

凡 治， 國道 在， 得， 人。 明察，， 功過， 賞罰 必當。 國有 Jn 人， 則 其 國彌殷 、國 無-善人-則 其 

國必 亡。 是 先哲 之明誡 也。 

右 可-相，， 守此 3 曰； 

慶長乙 卯 七月 日 • 

或 本に、 寬永六 年 九月、 台 德公御 治世に、 此 法令 十三 ケ條 の內、 諸 大名 參勸 作法 之 

一 ケ條を 除かる と 云々。 

或 記に、 今日 、戸田 土 佐 守 高次、 京都に 於て 卒す *。 時に ffib 〔巧 一、 1> に 

同 九日、 敕 ありて、 豊國大 明 神の 號を 北め られ、 國泰 院俊 山 雲龍大 居士と 諡し、 方廣寺 

大佛 殿の 側に、 秀吉 公の 廟塔を 建てら る。 然れ ども、 實に其 廟は阿 彌陀嶺 の 麓、 鳥 部 
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野の 山上に 存す。 豐國の 寺務、 聖護院 御門 主 ニ品聰 j| は、 關東を 2 几 咀の疑 ある 故、 方廣 

寺の 御 住職 共に 止められ、 蟄居し 給 ふ。 祭主 萩原 二位 兼 敬 卿の 領知千 石 は 、奮の 如く 

宛 行 はれ、 其 職 を 除かる。 聖護院 御門 主 は、 年 ありて 免許 を 得 給 ひ、 白 川 村に 照高院 

を 開基し、 寺 產千石 を 寄附 せらる。 

或 記に、 豊國大 明 神の 社 は、 大御所 • 御歸 陣の砌 に、 其 儘、 差 a ぐべき やと 仰 あ 5 け 

れば、 天 海 曰. 今 破 壤し給 はすば、 其靈、 必す祟 をな さんと 言上す るに よ.^、 大御所、 

馬上に ましく、 鳥居に 向って 鞭 を 三度 當て袷 ふ。 其 勢に 打 崩せり • 神 體は社 司 

卜 部 兼 治れ If 城？ g が 息 萩原 兼從 奉仕して、 吉 田へ 立 退け. -l「sg5Hlf。  W 兼從 

は、 豊後國 へ 配流 ある べしとの 御沙汰な りしが、 其 兄 兼 起の 室 は、 細 川 越 中 守忠奥 

の 女たり しによ， o、 罪な き 者 を 配流す るの 例 を 聞かざる 由 を 以て、 御歡き 申しけ 

れば、 御 聞 屈あって、 豐國臺 所領の 千 石 を、 豊後 國武田 郡に 於て 給 はり、 後に 丹波國 

氷 上 郡 中 竹 S 村 上 垣 村に 變る。 ll^g^f た 

或 本に 、寬文 年中、 豊國社 を、 舊 社より 少し 再興 せられん と 台 命 あり。 依. 之吉田 • 


萩原の 兩家、 武 江に 下向し、 議定して 上京 せられし を、 西 三條殿 * 之 を 聞かれ 歎じ 

て 曰、 豊國社 決して 復 すべから すと いはれ ける が、 所 司 代 板 倉 內膳正 重矩、 豊國に 

詣り、 大匠中 井 主 水 をして 地方 を經畫 し、 社 規を量 度し、 事 終りて 歸 らんと する 時、 

妙法 院の 坊官、 一 文書 を呈 せり。 重矩 開き 見し 所、 板 倉 伊賀 守が 下知 狀 、東照宮の 

-思召 は、 豊國の 神を轉 じて 佛 とし、 墓 を大佛 殿の 南に 築き、 石碼を 立て、 向後 之 を 

主として 祭らし むとの 事な り。 內膳 正大に 怒り、 此 文書 を何ぞ 速に 出さ V る や • 

證據 出し 晚れ たれば、 用 ふ ベから すとの 事な.^ しが、 遂に 何かと 障あって 再 輿な 

く、 西三條 殿の 詞の 如くな b しと 云々。 

或 記に、 日本 國 にて 油を絞る 事 は、 山 崎 離宮 八幡の 社 人の 外 は 停止な. -し 故、 此恩 

謝と して、 豐國社 御 建立の 時、 諸 大名より 獻 せし 燈 籠れ i 山 に 燈明を あぐる を、 

彼 社家の 役と せり。 然るに 豊國 の祉破 a の 後 は、 石 燈籠を * 三 墓、 大佛 殿の 前に 

移され けれども ノ彼例 を 以て、 所 司 板 倉 周 防 守の 量ら ひに て、 燈籠 一 基に 付、 銀 九 

十 錢目宛 を 袷 はり、 永代 燈す べしとの 事な り。 依， 之 山 崎より、 大佛邊 に 家 を 構 へ、 

法度.^ 定め ら る 井年號 吹 元附 越後 少將鳘 居の 事  一 0 
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火燈の 役人 を 置きた- しが、 今 は 其 事廢れ た-と VMI、；^i 「化 は IS!  ？，、 

然れ ども 舊例 にて、 今 とても 山 崎の 社家 年始の 禮に、 妙法 院 御門 主^に 一 乘院御 

門 主、 其 外 御 老中 所 司 代 へ 各 油 五 升、 京都 町奉行 へ 各 三 升 を 進す と 云々。 

或 本に、 家 光 公の 御世に、 日光 御 造 營の砌 、方 塔 末代 迄、 朽ちざる 樣 になされ たしと 

の 思 召に て 御 吟味 あ， 9。 石に て は、 地震の 爲に惡 しきと て、 靑 銅に 極らん とせし 

が、 島 田幽也 は、 一 思案 あるべし と 思 召され、 二の丸へ 召されたり。 核卒 伊豆守 • 

阿部豊後守. 中 根壹岐 守 其 座に あり。 公 は 間 を 隔て 給 ひ、 日光 御宮の、 永代 不朽の 

事 を 尋ねさせられ しが、 幽 也が 曰、 差當 つて 何の 辨も是 なく 候。 営 座の 存寄を 申 

上ぐ ベ く 候。 豐國御 造營仰 付けられ 候 は K 日光 は 如何程 輕く なされ 候と も、 御 

相續 ある べしと 言上し けり。 聞く 人 一 言の 返答 もな く， f ：> て、 幽也は 其 座 を 立ちし 

が、 其 後. 伊豆守 .豊 後 守へ 御意に、 幽 也が 申す 所 は、 道理 至極せ. cs。 豊國 大破の 事 

は、 御存じ 知ら るれ ども、 わざと 御手 を 付けられざる は、 侍の 習 ひに て、 敵の 跡 を 

取 立てざる ものな，. >。 其 外 色 々 仔細 有， 之、 其 上 今 に 至り、 五月七日に、 豐國 の 社 


へ 香奠 を 集る 由な b。 權現公 御 威光に て、 大坂 譜代の 者、 御 旗本に 大勢 是 あり • 

大 坂の 事 を 申出し 候 も 如何と、 恐る ゝを 以て 立つ 事な，..^ • 右の 譯 にて、 わざと 御 

捨置 あり。 總 じて 兵家に て 討 取. -候 敵の 首 は、 大將 とい へど も、 獄門に 隠す 習な 

り • 是れ ある まじき 事 なれ ども、 古法な りと 御意な され、 其 後一 入大 坂の 事 を、 强 

く 仰 付けられ しと 云々。 

同 十 一 曰、 秀忠 公、 一 一條 城に 成らせ 給 ひ、 御 閑談に 及び、 本 多 佐 渡 守. 同 上野 介 伺候す。 

同士 一日、 年號 改元 あり、 元 和と いふ。 同 十七 曰、 大御所、 關白 藤昭實 公と 相 共に 商議 

して 、公家の 法度 を 定めら る。 此 日秀忠 公二 一條の 城に 入らせら る。 兩傅奏 及び 公 

卿を會 して 、諭告し 給 ふ 事 左の 如し • 

禁中 1m 公家 中 諸 法度 

一 、 天子 諸 藝能之 事、 第 一 御學問 也。 不， 學則 不一-古道； 而能& 致-太 卒-者 未-之 有- 

也。 貞觀政 要 明文 也。 蒐平 遺誡 雖^ fefe 史； 可。， 誦，， 者 群 書 治耍， 云々 • 和歌 自- 

光孝 天皇き 絕、 雖 41.1 お；？ リ字綺 語-我 國之 習俗 也。 不. 可 JS- 云々。 禁秘 抄所蓊 

. i 晚. 度^^ めら る： sl*§l 坟 跗 越後 少將 蟄居の 事  一-一 S  、 . 
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御 習學、 專耍候 事， 

一、 三 公之 下 親王、 其 故 者 右大臣 不比等 着- -舍人 親王 之 上； 殊舍人 親王. 仲 野 親王 贈 

. 太 政 大臣、 穗積 親王 准 右大臣、 是皆 一品 親王。 以後 被 V 贈 二 大臣-時 者、 三 公之 下 可 

, 爲， - 勿論- 歟。 親王 之 次 • 前官 之 大臣 三 公、 在官 之 內者爲 --親王 之 上： 辭表 後者 可 

レ 爲，， 次 座； 其 次 者 諸 親王， 伹儲君 各 別。 前官 大臣 關白職 再任 之 時 者、 攝家 之內可 

き 位次， 事。 

1 、 淸華之 大臣 辭表之 後、 座 位 可， 爲„ 諸 親王 之 次 座-事。 

1 、 雖冓， 攝家， 無，， 其 器用， 者、 不， 可 kfej  二 公 攝關； 況其外 乎 • 

一 、 器用 之 御仁 體雖 kk,, 老年； 三 公 攝關不 JH\ 有龢 表； 但雖 ^:„辭 表； 可， 有 &: 任 > 

事 

1 、養子 者 連綿 • 但 可， 被， 用，， 同姓； 女緣其 家督 相續、 古今 一 切 無 ^ 之 事。 

一 、 武家 之 官位、 可， 爲，， 公家 當官之 外， 事。 

一 、 改元 漢朝 年號 之內、 可， 以，， 吉例， 相定： ® 重而 於-習 鱧 相 熟-者、 可， 爲_- 本朝 先矩之 


作法，, 

1 、天子 禮服、 大釉 小袖 裳御紋 十一 一象 III 御 跑麴麈 青色 帛生氣 御 抱、 或 御 引 直 衣 御 

小 直 衣 等 之 事。 仙 洞 御 li^ 赤色 橡或甘 御衣。 大臣 抱橡 異文 小 直 衣。 親王 稳橡小 直 

衣。 公卿 着，， 禁色雜 雖，， 殿上人； 大臣 之 息或聽 J^JK 色 雜袍； 貫首 五位 藏人六 

位藏人 着，， 禁色； 至，， 極藹， 着，， 趣 麈跑； 是 申-下 御 服， 之 儀 也。 晴時 雖，， 下 藤-着， 之。 

跑色四 位 以上 橡、 五位 緋、 地下 赤色、 六 位 深綠、 七 位 淺綠、 八 位 深縹、 一羽 位 淺縹。 跑 

之紋轡 唐草 輸無、 家々 以，， 舊例， 着-用 之； 任槐 以後 異文 也。 直 衣 公卿 禁色直 衣、 

始或 拜領家 V 任，， 先 親， 着，， 用 之； 殿上人 直 衣 羽 林 家 之外不 J^A 一。 雖 -殿 上人； 大 

臣息又 孫聽， 着，， 禁色； 直 衣 布 衣 直垂隨 着用， 也。 小袖 公卿 衣冠 之 時 者 着 V 緩。 

殿上人 不， 着， 綾。 練 貫 羽 林 家 三十 六 歲迄着 V 之。 此 外不， 着 k 之。 紅梅 十六 歲 三月 

迄 諸家 着， 之。 此 外卒娟 也、 冠 透 額 帷子、 公卿 從，， 端午； 殿上人 從- 四月 酉 加 茂 祭； 

着用 普通 之 事。 

1 、諸家 昇進 之 次第、 其 家々 守ニ舊 例， 可，， 申 上； 但學問 有職 歌道 令，， 動學； 其 外 於 is- 

法度.^ 定めら る 井 年驟吹 元 附趑後 少將暨 居 の 事  1 1 一七 
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奉公 勞-者 • 雖. 爲， - 超越； 可， 被 御 推敍； 下道 眞備雖 y 爲- -從八 位下； 依」 智譽； 

右大臣 拜任最 規模 也。 瑩雪之 功、 不 JT,, 棄捐， 事 • 

一 、 閻白 傅奏鼓 奉行 職 事 等 申 渡 儀、 堂上 地下 輩 於-相 背-者、 可、 k 罪， 事 • 

一、 罪輕重 可， 被』 寸，， 格 令 律； 

一、 攝家 門跡、 可， 爲，， 親王 門跡 之 次 座； 攝家三 公之 時、 雖 ^ 爲- 親王 之 上； 前官 之 大臣 

者 次 座 相定上 者、 可：， 准， 之。 但 皇子 連子 之 外 之 門跡 者、 親王 宣下 有 間 敷 也。 門跡 

之 室 之 位、 可， 依，， 其 仁體； 考，， 先 親， 法 中 之 親王 希有 之 儀 也。 近年 及 二 繁多， 無，， 其 謂； 

攝家 門跡 親王 門跡 之 外、 門跡 者 可 ^ 爲，， 准 門跡， 華。 

僧正 g 正門 跡院 家、 可， 守，， 先例； 至，， 平民， 者、 器用 卓拔之 仁、 希有 雖， 任， 之、 可， 爲，， 准 僧 

正， 也。 伹國王 大臣 師範 者 格別 之 事。 

一 、門跡、 僧都 少. 法 印 任敍之 事、 院家 者、 僧都 律師. 法 印. 法眼、 任，， 先例， 任敍勿 

論。 但平人 者 本 寺 推擧之 上、 猶以 相，， 選 器用-可， 申， - 沙汰-事， 

一、 紫 衣 之 寺 住持 職先規 希有 之 事 也。 近年 猥敕許 之 事、 且亂 藤 次- 且 汚- 官寺； 甚不 


JE\ 然。 於-, 向後-者 選，， 其 器用； 戒臘相 積 有，， 智者 聞， 者、 入院 之 儀 可， 有，， 申 沙汰， 事。 

1 、 上人 號之 事、 碩學之 輩 者、 爲，， 本 寺-選，， 正權之 差別， 於，， 申 上， 者、 可， 被お， 敕許； 但 

其 仁 體佛法 修行 及- 廿ケ 年， 者 可， 爲， 正。 年敍 未， 滿者 可ん r^, 權。 猥競望 之 儀 於 

者、 可 行-流罪， 事 • 

右 可 相，， 守此 旨， 者 也 • 

昭實 御^ 

^MG^,f〕g 七月  秀 忠 

家 康 

或 本に、 十七.^ 條の 法度の 書 は、 萬 治 四 年 正月 十五 日、 內裏 炎上の 時燒 失せし を、 

寛 文 四 辰年 六月 三 H  、家 綱 公より 上らる と 云々。 

或 本に、 淨明殊 院ニ條 關白晴 良 公の 息 男、 關白從 一 位 左大臣 昭實公 は、 元 和 五 年 七 

月に 薨す。 後 中 院と諡 すと 云々。 

同 十九 日、 秀忠公 は、 伏 見を發 輿し 給 ひ、 永 原に 御 止宿 あり。 廿日、 佐 和 山に 着 御。 せ 

法度.^ 定めら る 弁 年號 改元 附 越後 少將贄 居の 事  11 一九 
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一 曰廿 二日、 岐阜に 着かせられ、 河水に 逍遙し 給 ひ、 鵜 飼 を 御上 覽 ありけ る。 此日御 

供の御家人內藤甚八郎.市川》三郎^.«-に及び、倶に死せ..。 廿 三日、 尾 州 名 古屋に 

着 御。 國 主義 直 卿 之 を 饗せら る。 寶刀 g 短刀 適 藤 を 給 はる。 義直 卿より、 寶刀 ■ 短刀 

"きを 獻 せらる。 

一本、 此日、 織田內 府常眞 公へ、 和 州 宇多 郡 三 萬 石、 上 州 甘羅郡 ggj に 於て、 二 萬 石 

仏 ト萬を 給 はる。 

同廿 四日、 浮 屠の 法禁を 定めて、 天下に 頒 たしむ。 ほ 1^。 秀忠公 は、 名 古屋に 御滯座 

なり。 同廿 五日 岡 崎、 廿 六日 濱 核に 着 御な り。 廿 七日、 大御所の 御 外祖父 水 野 右衞門 

大夫忠 政が 孫 日向 守 勝 成 は 、素より 勇烈の 譽ぁ りしが、 今般の 忠戰拔 群た b し 故、 參 

州 屋三萬 石 を轉 じ、 和 州 郡 山城 地 六 萬 石 を 賜 はる。 i 巧 お 此日、 秀 忠公濱 

松、 廿 八日 憑 川、 廿 九日 田 中に 着 御 あり。 

或 記に、 岡 越 前 守 は、 明 石 掃 部が 妹婿に て、 越 前 守が 嫡子 卒內 は、 掃 部が 婿に て 重 

綠 なり。 仔細あって、 越 前と 內 父子の 間 不和に なり、 親の 許 を 出で 流浪せ し 所 


に、今般掃部は、大坂にぁるを®,9に、卒內も籠城せ..^• 落城の 後に、 行方 知れ ざ 

るに より、 父 越 前 守 ^ に 戸川 肥 後 守 へ、 詮議 仰 付けられ しに、 平內 は、 備中に 居た 

る 家人 伊賀 四 郞兵衞 とい ふ 者、 寢 所の 下に 穴 を 掘りて、 夫婦 給仕して 匿し 置きた 

りしが、 六月 下旬に 至り、、 夂越前 守 身上、 危き 由を傳 へ 聞きて、 我 身を遁 れんと て、 

父の 難儀 を餘 所に する にあら すと、 自ら 名乘 りて 京へ 出で たり。 卽ち戶 川 肥 後 守 

へ御預 なりし が、 七月 廿 九日、 越 前 守 は、 京都 妙顯 寺に 於て 切腹 仰 付けら る。 卒內 

は、 耶蘇 宗を 信す る 故に、 自殺 を 忌みて 首 を 斬らる。 弟、 忠兵衞 は、 江府 にて 切腹す 

と 云々。 

或 本に、 前日、 德善院 玄以が 孫 二人、 誅 せらる と 云々 • 

同 晦日、 秀賴 公の 御 後室 御 出京に て、 關 東へ 御 下向 あり。 阿 茶 局 等、 扈從 し、 路，？ ^の警 

固 は、 安藤 對馬守 重 信な， o。 此日、 秀忠公 は、 淸 水に 着かせ 給 へ り。 

或 本に、 所 司 代 板 倉 伊賀 守祕 計を盡 し、 去 冬陣の 節、 其臣朝 比奈兵 左衞門 を、 伊東 

丹 後 守が 方へ 附 置き、 今年 は、 同人 を 樋 ロ淡路 守に 屬し、 樋 口が 內意を 得て、 城 方 

法度 1 ケ 定めち る 井 年認 攻元附 越後 少將 蟄居の 事  lull 
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の 諜咯を 閒屆け 言上せ り。 依って 樋 口 淡路守 を、 板 倉よ. 9、 御宥 免の 儀 を 乞 ひし 

かど も、 大御所 御 許容 無し。 秀賴公 御簾 中の ® 厨 人大隅 與左衞 門， と共に、 浪 客と 

なる。 も々 孫 助 は、 裏切 を 約し 乍ら、 其 沙汰に 及ばす して、 色々 虚言 を 吐きて、 賞 

を 貧らん とせし かば、 大御所 甚だ 偕み 給 ひ、 之を誅 せられし と 云々。 

同 記に、 常德 LSBItssI 一世、 柳營の 管領た b し 畠 山 尾 張 守 政 長が 四 代の 後裔 次郎 

四 政 信、 頃 年、 大 坂に 遊歷 して、 it 桐 は豊臣 家の 舊臣 た，..' し 故、 其 助力 を 得し 所 

に ゅ嗣 兄弟 大坂を 退 居し ければ、 政 信 も =H 《に 離散せ しが、 冬 夏 兩陣に 列し、 聊か 軍 

功 を 遂げし 故、 秀忠 A ムょ b 召して 祿を給 はり、 高 家に 列 せらる。" ほ?？ 休 嫌 リ 

同 記に、 秀吉公 以來、 片桐市 正が 與 力た， -し毛 利 兵 橘 重 政 si 翻。 小 林 太 兵衞元 

長. 長 井助 十 郞正次 本領 を 安堵して、 市 正が 嫡子 出 雲 守 高 俊が 組と な b しに、 其 子 

孫 時 を 得て 御直參 となる。 市 正が 弟 主 膳正貞 隆が與 力に て、 同じく 大坂を 返 居せ 

し久野 千右霄 西 川 入 右衞門 百 .伊藤 猪 右衞 門せ, 州 #ハ 本領 

安？ て、 元の 如 is 附屬 せらる。 f!l_fi^l:f せぐ る， -ん . 


巧^;5、4、江戶 

凱陣 


家 《s ^駿府 


同 記に、 齋藤新 九 郎利之 入道 道 三が 庶子 長 井 集 人 利 道が 子 井上 小左衞 門利定 は、 

秀賴 公の 臣 として、 五百石 を領 せし が、 今般 討死せ り。 大御所、 其舊 家の 斷 えん 事 

を 憐み給 ひ、 其 子 治 兵 衞利儀 针 を、 一 一條の 城 へ 召され、 御家人と なし 給 ふ。 

同記に、秀賴公の臣田屋^^左衞門政高が子三好左馬助直政も、其母關東の御臺所 

と從 弟た る 故、 遂に A 百 人 扶持 を 給 は.^、 御家人に 列 せらる。 IJ^，！ti  、すまれ 

同 八月 大朔 日、 秀忠公 は 三 島に 着 御。 二 曰 箱 根、 三 H 籐澤、 四 曰 江 城に 入らせ 給へ り。 

大御所 は、 今日、 京都 を 御發駕 あって、 膳 所の 城に 入らせ 給 ひ、 五日、 矢 橋の 御船に 召 

され、 水口に 着き 給 ひし 所、 雨に 依って 三 曰 御 滞 座あって、 九日 龜山、 十 曰 桑 名 御 渡海 

あって、 由-の 刻 名古屋 の 城に 着 御。 又 洪水に て、 一 雨 日 御 逗留あって、 十三 日、 岡 崎の 

城に 着 御。 玆に 一 日 御滯座 あ. - しと ぞ。 十五 日中 泉、 サ日褂 川の 城に « 御。 大 坂の 

御後室は、此日、武陽に下着ぁ，.^。 是 より 大姬 君と 稱す。 廿 一日、 大御所、 田 中 城に 着 

0^s^. 廿 三日 午刻、 if 域 へ 入り 給 ふ。 ，廿 四日、 御 凱 陣を嘉 せられ、 御 使 酒井備 

後 守、 東武 より 到着す。 十五夜の 壺を 授けら る。 又、 大 坂の 促に 見 崩れて、 逃 去. -し者 

法度な 定めち る拌年 罅お 元 附邀後 ふ ノ將鸷 ^の 事  ，  i 
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を a され、 諸士見 及べる 趣、 K 怙最貭 なかるべき S チ どな さしめ 、迷 一 入札 を させ 給 ひ 

ぬ。 又、 a 後 少將上 總介忠 K 朝臣 は、 今般、 大和 口の 總大將 たりし が、 去る 四月 下^、 美 

濃 路迄着 陣 し 給 ふ 時、 先手 花 井 主 水が 使來 りて、 淺野但 馬 守が 軍勢 は、 旣に泉 州 樫 井 

に 於て、 ど 接 ふる 由 を 承る。 急ぎ 御馬 を 進め 給へ と 註 進す るに より、 忠 S 朝臣、 是 

よ ，0 馬を馳 せ、 江 州 守 山の 驛を 通られし 所に、 武者 ニ騎、 若黨 十二 三人 宛 を 左右に 立 

て、 忠 W 朝臣と 摺 合うて 通りけ るに より、 越後 冢臣 等、 聲々 に、 何者なる ぞ、 急ぎ 下馬 

4- よと 呼ば は. 9 ければ、 彼 武者 冷笑 ひて、 某に 二人の 主人 を 持た す、 豈 下馬 せんや 

と、 少しも 構 はす 行 過ぐ るに より、 兵 共大に 怒り、 汝等 下馬せ ざる 仔細 を 聞かん と、 

大勢に て追宽 りければ、 彼 武者、 叶 はじと や 思 ひけん、 其邊の 茶店に 逃 入.^ ける によ 

.0、 追手の 者 共 は、 其 集に して 通りけ る を、 彼 武者 二人、 忠輝 朝臣の 來ら る、 を 見る 

と 等しく 走り出で、 太刀 を拔 いて 討って 憑る。 供の 軍士 等、 先手の 者 共 は、 先の 口論 

は 知らす、 浪藉者 を 討 留めよ と、 皆 太刀 長刀 を 以て 打圍 みければ、 彼 武者 又 逃 入， 9 し 

を、 花 井 三 郞兵衞 とい ふ 者、 透 さす 追 詰め、 無手と 組む 所 を、 安西 右馬助、 同じく 追 駆 


け來. o、 彼 者 共 を 斬殺し 通りけ るが、 五月 六 H の 軍 終る 頃に 着せられ、 大御所の 御ぎ 

色 も大に 損じけ る 上に、 七月 廿 九日、 ^ は； レ秀忠 公、 駿州田 中へ 着 御の 所、 途中に 於て 

御 旗本の 長 坂 茶 利 信 次、 御駕の 前に 跪きて、 今度、 越後 少將 殿御 上洛の 砌、 江 州 守 山に 

て、 某が 弟 長 坂 十 左衞門 を、 理不 盡に誅 せられた る 其 科、 曾て 相 知 申さす 候 旨、 言上 

す。 時に 秀忠 公、 其 段 は 江府に 於て a 明める べしと、 御 直に 宣 ひし 故、 長 坂喜悅 した 

b ける。 又 家康公 は、 江 州 水口 着 御の 日、 長 坂 十 左 衞門竝 に 伊丹 彌兵 衞が誅 せられ 

し を、 始めて 聞 召す。 依， 之 本 多 上野 介 を 召され、 御尋ぁ けれども、 曾て 不 ^ 奉》 存と 

申す により、 江 州の 御 代官 長 野內膳 高. 小 野 宗右衞 門 鼓に 蘆 浦の 觀音寺 を 召して、 御 

尋 ありけ る。 時に 三人が 申す は、 上總介 殿の 御上 洛を存 せす。 彼 者 共通 憑. -候 を、 

前駆の 御家人 怒りて、 是は 越後 殿な に 御先 を乘打 仕る 慮外 者な b とて、 追 駆け 打殺 

し 申され 候と 言上す。 然るに 忠輝 朝臣 歸國の 後に， 將軍 家、 老臣 等 を 召して、 長 坂. 

伊丹 を誅 せられし 仔細 を御尋 あるに より、 越後の 者 共大に 驚き、 何者 ぞと思 ひしに、 

倍 は 御 旗本の 侍な りし かと、 何れも 陳 防の 詞 なく、 彼 者 共 は、 大に盧 外 仕る 故に、 誅 

法度^ 定めら る 弁年雜 坎元附 越後 少將贄 居 0 事  g 
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せられたり と 言上す。 時に 秀忠 公、 死人に 口 無し、 慕 下の 侍 慮外せ しとて、 理不盖 に 

誅し、 剩へ是 乞」 言上せ ざる 事、 侈の 第一 なり。 解 死人 を 出すべき 旨 仰 出されければ、 

老臣 等 は 大きに 驚き、 (砌ょ 山 田 將監. 富 永大學 助 雨 組の 步卒 二人、 石 谷 縫 殿 助が 組 

鳥 見 役 一 人に 起る と雖 も、 多勢 馳集 まり 斬 止む る 故、 相手 は 孰れと も 決し 難く、 迷 或 

せし 所に、 右三人 は、 此事を 聞きて 逐電せ しにより、 進退 途を失 ひ、 色々 群議して、 兎 

角 羽 林の 御爲 なれば、 安西 右^允. 卒井三 郎兵衞 を 相手と し、 驗府に 遣さん と 內談す 

、る 由 を 聞きて、 兩人も 出奔せ.. >。 依， 之、 御 歩行 衆の 內 より 二三 輩、 出づ るに 外な しと 

の 事故、 山 田 將監. 富 永 大學助 簡 駄 申合せ、 解 死人に 出 でんと いふに より、 花 井 主 

水、之を携へ行かんとするを、步行侍共聞きて、是は我々が所爲な..^、何ぞ罪なき者を 

殺さん やと、 三百 餘 人の 中よ.. Z 佐藤淸 九郎. 駒 木 极升助 土 藤 丹右衞 門の 三人、 此儀 

を 望んで 出で けり。 山 田 • 富 永大に 感じ、 右の 段 を忠録 朝臣へ 申しければ、 誠に 義士 

な. o,.o 感 せられ、 小澤. 极 岡と 同道して、 江府に 赴きけ り。 其 跡へ 松 平 忠左衞 門 尉 勝 

き 後 LL 出 雲 守と 稱す。 大隅守 重 勝の 男な り" 致仕して ン匸、 设た反 S  / お 車り is„^、 

隆雪 軒と いふ。 寬 文六年一 1 月 二日、 七十 七 歳-」 しズ 卒す を丄 おとして へ 3dK  。ぎ 


江 州 守 山に て、 將軍御 近習の 小姓 長 坂 十 左 衞門. 伊丹 彌兵衞 を 成敗し、 次に 京都に 於 

て參內 の砌、 病と 稱し 供奉 せられす。 嵯 蛾の 川 狩に 出 でられし、 是 二つ。 W 御 暇の 

節、 北國 の. 脇道 を 通らる。 豫て御 制禁の 所、 其方 一 人 違背の 事、 是 三つ。 次に 六十 萬 

石の 身上に て、 臺所 不如意 難儀に 及ぶ 由、 右 の 段々 不屆に 思 召す 間、 急 度 御 返答 あ る 

べしとの 儀な り。 倍、 忠左衞 門が 內意 にて、 大御所 樣、 以の 外に 御 立腹 遊ばされ 候 間、 

閼 東へ 御 越あって、 上 州 藤 岡邊に 先づ御 籠りな され、 御 訴訟 仰 上げられて 然るべ し 

と 申す により、 忠 » 朝臣 も尤 とて、 高 田 を 立ちて、 密に藤 岡に 赴き 給 ひ、 其 後に 色々 

と 御 詫 あ，. > けれども、 御 赦免な く、 配所 勢 州 朝 熊へ 赴き 給 ひけり。 に 此忠 W 

朝臣 は、 元來 水練 を 好み 給 ひ、 番人の 隙 を 窺 ひ、 不時に 海中 へ 飛 入 し 慰と せらる。 

故に 守護の 輩、 每度 驚きけ るが、 上聞に 達し、 然 らば 海 無き 所 然るべ しとて、 飛驟の 

國に 移さる。 Sj3;。 國守金 森 出 雲 守賴直 守護せ し 所、 * ぬ にても、 氣隨の 事 ども 數 

多あって、 金 森が 手に 餘り ける 故、 其 段 言上に 及び、 重ねて 信 州 諫訪へ 移し、 爾訪 

因幡 守賴 永、 之 を 預か ， ^ける が、 此 所に は 湖水 あ る に より、 之 を 喜び、 氣隨の 事 も 無 

法度な 定めら る 幷年號 吹-元 附 越後 少將執 11 居の 事 •  ，11 一一 セ 


輝 
逝 

去 
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く 居住せられ、 終に 此所 にて 卒去な， -。 I ③ お？： 一一 一 り。 又 先達って 逐電せ し 安西 右 

馬 允に、 身の 置 所 無き 儘、 少將の 不行跡、 ュ S に 花 井 主 水が 奢侈の 次第 を、 一 々に 書記 

し、 之 を秀忠 公へ 捧げけ る 故に、 大御所より、 花 井 を 召され、 御 食議を 遂げられし 所、 

惡行 悉く 露顯 し、 常州笠間の城主、松3.丹波守康長に預けられ、頓て誅せられた"^。 

元 和 1 一年 六 安西 右. 馬 允 は、 命を惜 みて 逐電し、 身の 置 所な き 儘に、 主人の 惡事を 訴人 

に 出で たれば、 是も亦 斬罪せられ たり。 

或 本に、 安西 右馬允 は、 始め 文右衞 門と いひし 時よ..^、 越後の 長臣 奉行の 私曲 を 知 

る 故、 後難 恐るべき 者 なれば、 壓 へて 今度の 喧 庫の 相手と して 之を誅 し、 申披 くべ 

しと、 長臣 等の 姦計 を 企つ る を、 安西 漏 聞きて、 大に 驚き 怒り、 所詮、 花 井 主 水 等が 

不忠 を 有の 儘に 言上し、 第 一忠 舞 朝臣の、 難 波の 戰 場へ 遲參の 誤 を 申 凌がん と 思 

ひ、 密に 越後より 東武 へ來. -訴 ふる 故、 花 井と 對決仰 付けられし 所、 花 井 罪に 歸 

し、 安西 は 主君の 誤な き 事、 申披 かんとす る 事 を 御感を 蒙り、 元 和 二 年 七月 廿 七日、 

花 井 は 常 州 笠 間へ 猫 せらる。 右馬允 は舊臣 にあら すして、 主の 危 きを 避けん と訴 


へ 出 づる事 を 賞せられ、 越後の 先知 を 給 はり、！^ l^F 御家人に 列し 給 ふと 云々 •  f 疋 g 

る 一」 

や。 

同廿 八日、 筑 後より、 田中筑 後守忠 政、 去る 頃 上着し 滞留す る 所、 密旨 ある 故、 其 家に 

給仕せ し 櫻 井 庄之助 勝 成 を携へ 、驗. 武の 城に 登りければ、 卽ち渠 を 召して 仰に、. C 父 

庄之助 I は、 本 多中務 i に附屬 する 所、 聞く 毎に 勇 驍を顯 し、 功 あらざる 事な く、 中務 

所 勞の時 は、 渠其陣 代たら しむる に、 五 千 三千の 兵 を輙く 下知せ り。 今以て 存命た 

るべ くば、 旗本 五三 輩の 兵なる べし。 其勳 功に 俩し、 汝を 再び 家臣に 列す。 向後 は 

大樹 へ 忠勤 を勵 ます ベ き 旨 御 あ，.^。 

最上 大葳 少輔減 亡の 事 

九月 大 I ャ十 三日、 最上 驗河守 家 親 ipf  へれ 十 は、 其庶弟 大藏少 輔義成 •  か 

居城 淸 水へ 兵 を發 し、 鏖 にせ.^。 是は義 成、 密々 大 坂へ 與 せし 事 露顯 する が 故な."。 

然るに 大藏が 子、 孫 一 郎 1^ 六 は、 山形の 屋鋪 にあり ける 所、 此事を 聞き、 三百 餘兵を 率 

棗 上大藏 少輔诚 亡の 事  .  0 
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,Q て、 山形の 城門へ 押 寄せ、 盡く戰 死せ，^ • 殘黨^ 餘人 は、 家 親が 臣木戶 周 防 守が 攻 

め 來るを 待ち、 或は 戰 死し、 或は 自害せ り。 

或記に、家親が父を、出羽守義光と稱せ-^。 素ょ，^家康公へ忠志ぁh^。 殊に 豊臣 

家 を 恨む る 仔細あって、 關ケ原 合戦の 時關 東に 屬し、 慶長 十九 寅年 正月 十八 日、 六 

十九 歲 にて 卒去な り。 家 親、 家督 相續 して、 元 和 三年 三月 六日、 舟三歲 にて 死去せ 

り。 息 源 五郎 義俊、 十二 歲 にて 家督 相續の 所、 同 八 壬 辰年の 秋、 最上の 臣 极備前 

守と いふ 者 江戸に 來り、 駿河守 家 親 事 は、 逆臣 あ つ て、 毒殺せ るの 由 を 申し、 則ち 

^^J四萬五  Jl^3 & 9 一  本に 右 衞門大 夫と もリ。 最上 出 羽 守義. JJhn^ 、で義 光が 息な り • 

本城豐 r 守 千 石 -山 ％3 右衞 P ま 〈專」 て、 一 萬 九 千 三百？^ 領ぜリ .Liu ダ. r45 二 萬 石ん， 領す • 

A> お. 3碧 義 光が 息な り。 ニ萬七千石.1 ！：^-^^^^義光がき， 一 .-^M 日 js> 八 千. ま 一一お 千 

チ uft 眉， な s，。 或は 二 萬 石と わ リ梶ぼ ft^ 妻 萬 六 千 石な リバ B 曰お 石 .ffisj^ えぎ 百 石、 或 

ト 威行 石. 大山 筑前守 を、 相手と して 之 を訟ふ るに 依つ て、 酒井雅 樂頭忠 世が 宅に 招 

き、 老中 奉行 人 等連會 して、 其訟を聞く所に、雙方靜論する事數回な^^。 時に 核 根 

備 前が 曰、 源 五郎 儀 は、 未だ 若年に して 國政を 知らす。 家臣 等 は、 源 五郎 を 退け、 山 

邊右衞 門 を 家督に 立てん と 謀れ ども、 義光 嫡流た る を 以て， 某 一 人， 之 を容れ す。 


亡 《^ 
家 

滅 


故に 常に 衆と 和せ や • 先達って 駿河守 頓死せ し 事 を、 某、 深く 怪み、 卽日馳 行き 其 

死骸 を 見ん と 欲する 所、 早く 火葬に せり • 依乏、 愈. IT はしく、 出 羽 守が 侍女 を 招 

き、 密に其 樣子を 尋ねし に、 死骸 暫時に 色を變 じ、 口より 血 流れ出 づる事 夥しぐ、 臭 

氣亦甚 しか. ける 由 を 申せし とい ふに より、 御 老中 奉行 人 等、 彼女 を 召して 詰問 

する に、 松 根が いふ 所 分明なら す。 其訟 に證據 なきが 故に、 其 旨 台聽に 達せし 所、 

命 あ つ て、 島 田 治 兵 衞超气 g 正 利. 米 津勘兵 衞由. 政兩 使と し、 仰 渡さる、 は、 源 五郎 

若 '二して、 家中の 指揮 宜しから すと 雖も、 祖父 出 羽 守義光 、忠動 あるに より、 頜 

地 を 召 上ぐ るに 忍び 給 はざる 間、 家臣 等 私 無く 國政を 沙汰し、 義俊を 傅育つべき 

旨な， o。 時に 山 邊右衞 門. 鮭延越 前が 返答に、 台 命 背き 難しと 雖も、 极根備 前が 如 

き惡 意の 者、 重ねても 有乏 時、 義俊、 若輩に して は、 國政 全く 立ち 難 かるべき 間、 钩 

命に 從ひ 難き 由 達って 言上す。 依. 之 遂に 義 俊が 領地 沒收 せられ、 近 江. 參州 ニ國 

に 於て 一 萬 石 を 賜 は， -、 此度諍 論の 輩 は、 所々 に 預けられ しと 云々。 

或 本に、 最上 は、 大切の 場所なる 故、 氣 遣に 思 召され、 一 分の 仕置 仕る 節、 再び 返 

是 上大藏 少辅诫 亡の 事  一 2 
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下さ る ベ しと あ h- て、 義 俊に は， 御 扶持 方と して、 江 州. 參州 一 一 ケ國に て、 一 萬 石 

を 下されけ る。 義俊、 此儀 を、 口惜しく や 思 ひけん 病氣 とな，. > 、寬永 一八 未年 八月 

に 死去せ ，9。 于， 時 廿ニ歲 なり。 息 あ. o、 ニ歲 にて 家督 相續仰 付けられし 所、 一 

萬 石の 內. 五千石 差 上げ、 成長の 後、. 御 取 立の 儀 を 願 ひける が、 後に 其 沙汰 はな 

かりけ ると 云々。 

. 大御所 關 東へ 御 放鷹の 事 

同廿 八日 家康公 は、 關 東に 狩し 給 はん：？ -爲 に、 酸府を 御首途 あって、 淸 水に 

着 御し 給 ふ。 十月. 一朔 日、 善德 寺に 着 御。 此 所に 三日 御滯座 ありて、 四日、 小 田 原に 

着せら る。 將 軍の 御 使 酒井雅 樂頭忠 世、 此 所に 來 りて 拜 謁す。 五日 中原に 着 御。 此 

所に 1  一 H 御滯座 あ， o。 八日 藤澤， 九日 神奈 川に 着 御の 所、 秀忠 公、 江戶ょ b 來 謁し 給 

ふ。 十日 江府に 御着 あ. o- て、 西の 丸へ 入らせら る。 

或 記に、 竹 千代 君の 御 舍弟國 君 は、 御臺 所の 御 愛子 故、 御嫡 君に も 御 立 あるべき 


やと、 下々 にても 取沙汰し、 大名 方 も、 取 分け 國松君 を 尊敬せ り • 御 部屋の 儀 も， 

御 本丸の 內に、 對 待て あ， -け b。 近習 衆 は、 誰に 寄ら や、 御 夜 詰 過ぎて は、 兩 君の 

御伽に 伺候す る 害なる が. 國极 君の 方へ は、 御臺 所より、 毎夜 御 1^ 食 を 潤 澤に遣 

さ -. -、 竹 千. 1^ 君の.^ へ は、 邂^に 進ら せ られし 故、 自ら 國松 君の 御 部屋 へ 參る衆 計 

りの 樣 にな 竹 千代 君の 御 部屋 は、 御 徒然 勝な， 9 しが、 永 井 日向 守 If  W れ i 州 高槻 城 

主、 三 萬 六 千 石.^ 領す 一 に ま、 當番 にさ へ あれば、 毎 とても 竹 千代 君の 御伽 計 b に 伺 公 

る、？ 井 氏の 家系 ブ リ 

せし に If 局 難 lil 霧で。 liiglf ぉ气. 稻 殊の外 悅 ばれけ る 

、或 夜、 春 日 局、 日向 守 へ 申さる ゝ は、 最早、 若君 樣の御 仏め など 仰 出 さ ろ ベ き 儀 

なる を、 今に 何の 御沙汰 も 無-一 御座 一は、 如何 致しての 御 事な，" やと ありければ、 竹 

-  1?  JTip, 尙改と講するならん。今播州加納三萬廿石城主フ}i^のて年4^,' 

千代 君の 仰に、 日向が 兄 信. €守 ぎ I 新？ lif^^sv, り-水 井 氏 ssm なリ 、淀めて？^ 

べし、 尋ねて 見よ と宣 ひければ、 日向 守、 舉4! 候、 明朝 罷 越し、 承り 申すべし と 御 

請申し、翌朝御城ょh^、直に、信濃守が方へ參りしに付、信濃守不審に及び、早々罷 

越されし は、 何事と 尋ねし 故、 日向 守 答 へ て、 別儀 にても 無 ^ 之、 竹 千代 樣 よ.^、 御 

大御所 開 東へ 御：^ 鷹の 事  一 g 一  * 
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尋ねの 儀 有， 之 候と 申せば、 信 濃 守 聞き も敢 や、 座 を 立たん とせし を、 曰 向 守 は、 舍 

兄の 裔を とら へ、 竹 千代 樣の仰 を、 御 聞 被， 成 まじとの 事に 候 やと 申せば、 信 濃 守 

申す は、 若君の 御意 を、 此形 にて 承る ぺ き や。 其 許 も 、御城より 直に 參られ たれ ぱ、 

先づ御 支度 ある べしと、 勝手に 入り、 其 後に 衣服 を 改めて、 舍弟を 上座に 直し、 謹ん 

で 仰の 趣 を 承り、 今日 登城 仕り、 同役 共に 相議 し、 追って 御請 を 申 上ぐべき 由 を 申 

し、 W 日向 守に は、 今晚か 明朝な りと も、 參られ 候へ とい ひて 登城せ り。 然るに 同 

日夕 方、 日向 守來 りし 所、 以前の 如く 上座に 直し、 信孃守 謹んで、 今日 御城に 於て、 

御用の 次 手 有， 之、 萬 民 安堵の 爲 にも 御座 候 間、 若君 樣御弘 めの 儀 を、 仰 出され 可 

,然 奉. 存候 と、 同役 共 一 同に 申 上げし 所、 御 思案 遊ばされ、 追って 仰 出さる ベ しと 

の 上意に 御座 候と、 御請 をな しければ、 日向 守 之 を 聞きて 御 部屋 へ 伺 公し、 其 趣 を 

言上せ しとな り。 其 以後 程なく、 春 日 局の 見えざる 故、 御 老中よ、 り、 御 留守居 年寄 

衆へ 尋ねられし 所、 近き 頃、 春 日 局の 賴 により、 女中 三人、 箱 根御關 所の 通 切手 形 

を 相 調へ、 遣し 候との 事に 付、 g は 竹 千代 君へ、 相違な く御弘 めな ど を も、 被-仰 出 一 


候樣 にとの 立願の 志に て、 伊勢 參.^ 致されし ものな らんと. 諸人、 推量せ...^。 储， 

、が ほが 其 後、 伊勢より 下向 あ b しが、 程なく li より 御 飛脚 求り、 大御所 

江府へ 来らせ 給 はんとの 事に 付、 例の 如く 小 田 原 迄、 御 老中 を 御迎に 出され、 御 到 

着の 日 は、 秀忠公 も、 品 川 御殿 迄迎 へ 給 ひける が、 御 對顏の 上、 今晚は 大奥 へ 入ら 

せられ、 御 膳 を も 召 上らる べしとの 仰に より、 早速、 御城へ 仰 越されければ、 御臺 

所は、每に無乏事とて、大に悅ばせられ、御招請の所、夕御膳に至り、西の丸ょ-^本 

丸に 人り 給 ひ、 直に 大奥へ 御 通り ありければ、 御臺所 も、 御對 面相 濟み、 將軍ュ 3 に 

兩 若君に も 御 相伴に て、 御 膳 奉り 候 節、 大御所、 國松 君の 附 女中 へ 對 せられ、 竹 千 

代 殿の 相伴 は尤 なり、 國は 無用の 事な り、 連れて 立ち 候 へ と 仰 あ つ て 後、 御臺所 へ 

仰せら る、 は、 總て 天下取りに 、兄弟と 申す は無乏 事な り。 國松、 息災に て 成人 致 

すに 於て は、 國 郡の 主 ともなり、 竹 千代へ 奉公 致す より 外 は 無し。 然れば 幼少よ 

b の i 曲が 大事な， -。 畢竟 國が爲 なりと、 秀忠 公の 方 を 御覧あって、 あの人の 稚 

立に、 竹 千代 殿 程 似た る は 無， 之 • 夫 故 殊に 秘藏 なりと 仰 あ， 5 ければ、 秀忠公 は、 

大御所 閼 東へ 御 放 驚の 事  12五 
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き 御意の 趣 を 御 挨拶 あり • 御臺は 兎角の 仰 もな く、 御 赤面に て、 當 或の 樣 子な b 

しが、 是 より 竹 千代 君の 事 を、 格別に 仰 出され、 國极 君の 部屋 へ は、 孰れ も 伺 侯す 

る 事 も 相 止みけ り。 右 春 日 局 は、 伊勢より 下向の 節、 驗府 御城へ も 上りけ ると 云 

以上、 此 時の 事 

なる ベ さ- しゃ。 

同 十五 日、 御 本丸に 渡御 あり。 秀忠 公、 饗し 給 ふに、 廿ー 日、 大御所、 戸田に 遊 獵し給 

ふ。 廿 五：：：、 川. SI に 着 御。 職 日に は、 忍に 渡御し 給 ふ。 

或 記に、 元 和 元年 十月、 大御所の 命 を 以て、 靑山伯 耆守忠 俊 を、 家 光 公の 御 傅に 附 

け 給へ り。 此時、 酒 井 雅樂頭 •  土井大 炊 頭 も 一所に 召して、 今日より 汝等 三人 を、 竹 

千代に 附く ベ き 旨、 將軍、 予に 內談せ られ たり。 大樹の 底意 は、 雅樂は 後見、 大炊 

は智を 以て 諫めよ、 伯 耆は勇 を 以て 傅 立てよ とならん。 然れ ども 竹 千代 を， 予が 

風儀に * 立つべし と 思 ふ ベから す。 豫て いひ 聞かす る 如く、 慈悲 を 萬 事の 根元と 

す。 風儀に 於て は、 數奇不 數奇が ある ぞ。 此 意を譬 ふるに、 我 は、 寅の 年に て 余 性 

な K 將軍 は、 卯の 年に て 土 性な，^。 竹 千代 は、 辰の年に て 火 性な h>。 人の 性賀 


も、 大方 は此 意の 〔ft ァ〕 予が佘 性なら とて、 將軍を 金 性に せんと 欲しても なら 

す。 是と 同じく、 人の 風儀 は 直 b 難き 者 なれば、 其 性質に 隨ひ、 善政 を 行 はせ よ • 

第一 の 肝要 は、 武道に 怠らざる 事を諌 言せ よ。 されば、 人間 は、 生死 を 度る に 脈 を 

取りて、 手首 一 寸の 中に て 知る 如く、 武勇の 絕 ゆる は、 身命の 死脈と 知る べしと 宣 

ひければ、 三人 畏 りて 平伏せり。 依， 之 酒 井 雅樂頭 は、 詞 寡な に嚴重 にて、 竹 千代 

君の 御前に 居らる ゝ 時 は、 土 井. 靑山も 手 を 束ね、 座 配を改 む。 又靑山 伯耆守 は、 

家 光 公に 然ら ざる 事な ど あれば、 自ら 脇差 を 御 次 へ 投 出し、 大肌脫 にな b  、御 膝の 

上に 這 憑り、 某 を 御成 敗 下され、 御 心 を 御 直し 候へ と、 申 上ぐ る 事 度々 なり。 又大 

炊 頭 は、 無 一 一の 御意に 適 ひ、 內 外の 事御隱 しなし。 酒 井 • 青山 退出の 後に て は、 御 

酒の 御 相手と な b  、雅樂 頭. 伯耆 守な どが 樣に 仕， 0 て は、 中々 身命 は續 かれ や 候 • 

一 不 脱の 酒に 一 世の 榮 華と 申 候と 申して 酒 を 飲み、 御機嫌 を 見て 、諫言に は、 伯耆守 

が 度々 申 上ぐ る 事、 道理 至極に 御座 候。 此事 を、 雅樂 頭な どが 承り 候 はい、 御前に 

は 何と 被， 遊べく 候 や • 只伯耆 守が 申す 事 を、 御用 ひ あるべし と 申す 故に、 家 光 公 

士、 御所. 閼 東へ 御 放 驚の 事  一 £ 七 
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も 、青山 を 恐れ 給 ひ、 必ゃ御 承引 あり • 三 輩 心 を 合せ 傅，..^ 奉りけ る 故、 明將 軍と な 

らせ 給へ り。 然るに 寬永 1 1 丑年 十二月、 仔細あって、 忠俊は 御 勘氣を 蒙り、 所領 殘 

らゃ召 上げられ、 息宗俊 共に、 遠 州 小 林 鄕平木 村、 內藤彌 巿衞門 方 へ 配流 せらる" 

同 九 壬 申年、 同 國今泉 村 へ 移り 蟄居す。 然れ ども 御宥 免な く、 同一 一十 未年 四月 十 

五日、 今 泉 村に 於て、 八十 六歲 にて 病死す。 息 宗俊ぱ If は、 程 もな く 召 出され、 三 

千 石 を 給 は. o、 御 書院 番頭に 仰 出され、 慶安元 子年 正月 十九 ョ、 新規に 三 萬 石 下さ 

、 れ、 信 州 小 室 城主に 仰 付けら る。 此時、 家 光 公、 因幡 守 を 御座の 間へ 召して、 御 直 

に、 父伯耆 守、 忠臣た る 事、 漸く 今 思 合せた， 9。 汝も 伯耆が 我に 仕へ し 如ぐ、 竹 千代 

，ぎ I 續 に 奉公 仕るべし。 誠に 伯耆が 配所に て 死去せ し 事、 不便の 次第な b 

ヒ、 印 sfs ン 合少ナ る .llvr.^, 。因幡 守 は、 寬文ニ 寅年 九 刀、 二 萬 石 御 

とて ，柚1^を：！^し^6けるとー^^々 加増 にて、 玉 萬 石-」 なれり と 云々。 

十一月 小 九日、 岩 付に 移 b 給 ひ、 越 谷. 葛 西に 渡御。 十六 日、 下 總圈千 葉に 着 御。 十七 

日、 東 金に 移 b 給 ふ。 十九 日、 將 軍より 太 田 攝津守 資宗纖 おは 誕、 す 又 を 御 使と して、 獵 

場に 遣 さる。 資宗、 東 金の 御旅館に 於て、 家康 公に 謁す。 時に 御劎 |i£ を、 資宗に 


賜 はる。 廿 五日 船橋に 着 御。 廿 五日 ほ 二』 葛 西に. 着 御。 廿 八日 江 城に 着かせ 給 

へり，  . 

或 記に、 家應公 は、 遠方 御鷹 狩の 節 は、 女中 六 七 人 程 宛、 定めて 御供せ り • 北 K: 乘 

物の 御供 は 一 兩人 にて、 其 外 は 孰れ も乘掛 馬に て、 赤 根染の 木綿 蒲 圏な ど を 敷き、 

i 立の 下に 覆面せ り。 Is:. 巧への し^ f^ti はて、 推定 量め/し 御 ％ 々の。 關東御 在 城 以後 は 、忍. 河 越. 

柬金邊 へ 、 御鷹 野に 成らせ ら れ、 數日御 逗留 故、 急に 伺 はで 叶 は ざ る 御用な ど 有 

, 之 節 は、 御 老中 方 を 始め、 諸 役人、 4i 〈に 其 先へ 伺 公す る 事 、毎度 あり。 左樣 なる 久々 

の 御遊 獵に は、 女中 は尙ほ 以て 數人召 連れられたり。 秀忠公 も、 大 fi 所在 世の 內 

は、 折々 御 泊が けの 御鷹 野 もまし/^ ける。 家 光 公 も、 御 鹿 狩. 御鷹 野 も 度々 あり 

しか ども、 御 泊 憑と いふ 事 無， 之 故、 女中の 御供 も 自然と 止みけ， -。 其 以前 は、 御 

三 家 方 を 始め、 仙 臺中納 言. 薩摩 中納 言な ど にても、 年寄の 女中 表 向 へ 出で、 徘徊 

せし と 云々。 

十二月 小 四日、 家康公 は江府 へ 出で 給 ひ、 稻 毛に 着 御。 六日 中原に 若 かせら る • 

大御所 開 鬼へ 御 放 驚の 事  5 九 


大 坂兩陣 

LL 對 する 

行賞 
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或 記に、 今月 十一 日、 井伊 掃 部 頭 直 孝に、 五 萬 石 新 知 ありし と 云々 • 

十二 日、 小 田 原に 着 御 • 十五 日、 善德 寺に 着 御 せらる • 

1 本、此日、藤堂和泉守高虎へ、五萬石御加增ぁh^しと云々• 

同 十六 ！1、 駿府還 御 まし/ \ けり。 

御 旗本 衆 賞罰の 事 

Bk じぐ サ 六日、 大坂 表に 於ての 戦功、 一 番鎗 より、 崩 際 高名 迄、 詳に 詮議 を 凝らし、 餘 

合せ 馬 入の 證據を 礼され、 柚 賞 ありけ，..。 

或 記に、 御 加 增の輩 は、 千 石 太 田 善 太夫 吉正、 五百石 山 田 十 太夫 重利、 同 渡 邊半十 

0^^ 宗綱、 s^^.0s^ 生 殿 定常べ ま 同 服部權 太夫 政 信、 久 |« 

韓 gj^gsfsn ョ百石 間宮權 左衞門 伊治、 二百 石木 林 源 太郞元 政、 ill 满" W 

百 石 川口 長三郞 正武、 同 中 山勘 解由昭 守、 gt 百 石 1  一一 石 谷 十 藏貞淸 、四百 石 中 山 

助 六郞直 之、 翻 懇她ザ 四百 石 お 一 小 栗 平 吉久玄 、ト f ち 四百 石 安藤 甚介， 三百 石 喜 


多 見 半 三 郞ぼ平 重恒、 三百 石 八 木 勘 十郎宗 直、 三百 石 藁 科 孫 九郎、 I？ 蘭き 15^1 りよ 

wy<ffi.、fll^%^^g_v: ザ-一 否 石木 村 甚九郞 勝 元、 仏 、て、 五百石 坤內五 

郎左衞 門、 せ gMgg  ，五百石 大久保 新 八郞忠 村、 同 近 藤 權左衞 門 正吉、 同 山 ffl 淸太 

夫 重 次、 I 鮭、 同， 一一 一兼 松彌 五左衞 HI ぎ 下 正直、 同 i 章 山ハ郞 i き，；^ 船 f"JT 半？ - 

"作 直 綱、 同 I お ％ 木忠右 衞門爲 信、 n は』： PS) レズ、 同 金 田 宗八郎 正 喜、 三百 石 

筧助 兵衞爲 春、 同權 ffl 小 三 郞爲淸 、同小 笠 原 久左衞 門 正直、 同 高木 茂右衞 門、 is ひ 

s^^_^^^. 千 石 水 野 多吉, s 守 重、 同 天 野 佐 左 衞門雄 易、 同 東 總右衞 門. 

橫田 五郎三郎、 同 赤 見 猪 右衞門 井久 右衛門、 二 千 石 土方 宇 右 衞門勝 直、 

水 野多吉 以下 七 人、 御 書院 番頭 水 野 靠人正 組な り。 一 本、 勝 直 は、 加 藤 左 "户づ 介嘉 

明 . 金 吾 中納言 秀詮卿 に 歷 仕し、 勇名 を 顧した る 者な わし が、 頃 年、 麾下に 列し， 

無祿 たりし 所、 今度の 二 千 石內、 五百石 は勳 功の 賞に して、 千 五百石 は 金 吾 家に 

ありし 時の， 先知と して、 授けら る、 所な-^。 記に は 、青山 伯 省 守が 組と して、 千 

御 旗本 衆 賞罰の i*-  B 
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石たり と 云 々0  一 

五百石 三 木 十 郎兵衞 近 綱、 ff^i^lsf  五百石 お 一一 本鄕 庄三郎 tim、 五一 

百 石 堀 田 勘 左 衞門正 利、 同柴田 三左衞 門、 同 齋藤左 源 太 利 政、 二百 石 天 野權； 

»^^"1」 佐た w、 光則、 元は 無祿 たりし が、 父 佐左衛 門と 共 II 出 ull^,l>,e-a^aTK-」E^SHJ後に.fHー 

左 衞門デ 貝 陣し、 高名 せし 所、 新 知 二百 石.，.. 賜 ふ 所がり、 千 石 大久保 四 a5 左衞門 1, 頗.. -, 

忠成、 IMP ね i 讀 f  、 千 石 中 极傳七 郞正成 1g 、大 千 石高 木 善次郎 1;^ 主 正 重、 千 石 今一 

村 傅 四郞正 長、 五百石 秘 前 佳 一人 忠廣、 五百石 安藤 傅 十 郎定智 、同 川口 茂 右 衞門宗 一 

重， 同 花房 又七郎 g 霧 右 正榮、 同大 久保牛 之 介 長 重、 同 井 戶左馬 助 良弘、 ggSFi 

千 石 一一 一 11^ 田 藤 五郎、 li^  ，千 石 三 浦 權六郎 、五百石 駒 井 右京 親 直、 三百 石 駒 井 治 一 

郎左 衞門昌 保、 三百 石 跡 部 民 部 良 保、 同 跡 部 治 郞右衞 門.， ^I^gg;!^ ネ田 Ifl^^ れ  =1  下. IS 人、： 

五百石极^五左衞門正吉、1、^||^は正ぉ1^.^1^に 三百 石丸權 六郎、 朝 比奈彌 一 郞秦ー 

澄、 齲 Ess: 御 ffi 百 石 土 井 左 【嫌 i 忠 知貞、 四百 石山 崎權 51f^sg、 . 

き 城せ。 正 一 一 百 石 岡 部 庄九郎 長 勝、 四百 石稻垣 藤七郞 Ij^ 若 重大、 III 麵 倾化、 四百 石彥： 

坂 f ハ郎ト ¥i 重定、 三百 石 中 山內記 I ば 信 正、 I 疏 fllp^lglg れ同 安藤 與八郞 一 


等な りと 云々。 

又 in  、朝 倉 仁 左 衞門有 重 は、 未だ 無祿な h- しが、 天 王 寺 表に て 軍功 あ し を、 牧野 

驗， 河 守、 證 據を钆 <し 言上に 及びし 故、 御 書院 番頭に 列し、 采邑を 給 はる ま 而 

旯守 とい へ る是 なり。 此人は 

離 父 以來、 三代、 諱な 同う す。 

又 浪華 戦場に 於て、 見 崩れの 節 逃 U せし 村 越內藏 助. 佐 久間孫 四郎. 靑山 五郎八. 靑山 

小兵 衞， き S 襲 |頭. 土橋 孫 弋， 郎. 杉 山 ョ右衞 門. 掘 田 淸十郞 MMaM 等、 各 改易 せらる • 

本多傳 三郎. 西 山淸山 郎兩人 も、 右の 列座に て 改易せられ しが、 後に 兩人、 誤 無き 事 

を 申 開き、 歸參 すと い ？。 青山 善 四 郞重長 は、 制令 を 背き 拔蒐 せし に 依って、 改易 

ト， ，-.3。後：.1恩免.^ 

せら ォ 蒙る と 云々。 

或 記に、 御 旗 奉行 保 坂 金 右衞門 は、 御 押 前にて 御 旗を搖 がし、 士卒に 疑 或 あらせし 

めた るに より 改易せられ、 後年 免許 ありし と。 又假 の御鎗 奉行 永 B3 善 左衞門 _m 利 

は、 同じぐ 罪 ありて、 閉門 仰 付けられ しが、 免許 無き 內に 死去し、 家、 斷， S せ 云々 • 

或 記に、 八 王 寺 小人 頭、 認ー. f?- 甲 陽 武功の 士 なり。 今般 虎の 皮の 拋 鞘の 御數鎗 を、 

御 旗本 衆 賞罰の 事  「ケ」 一 
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步卒の 族に 渡し、 方 宜しく、 加 恩 五十石 を 宛 給 はるべき や、 當 座の 賞と して、 白 

銀 を 授けら る ベ き やと 御尋の 所、 當時 資料 逼迫し ける 故、 白銀 を 願 ひ、 各廿 枚を拜 

受す。 其 中に、 志 村 勘 右 衞門貞 時 は、 五十石の 賞祿を 願望して、 拜頜 せりと 云々。 

同廿 七日、 大坂 大野 修理 高が 質 子 f  入 Ir^l.^^ 竝に村 上 周 防守賴 長が 大坂屋 

鋪の衞 守 富 田 治 郞左衞 門 も、 敵方へ 內 通の 由露顯 し、 周 防 守に 告げて 之を誅 せらる • 

或 記に、 今年 內籐帶 刀 忠興& 萬. 坂 崎 出 羽 守成 正. 本 多大 隅 守正吉 等、 各 1 萬 石 を 加 

增 せらる。 本 多 美 濃守忠 政が 二 男 能 登 守 忠義 は、 無祿 たりし が、 一 萬 石 を 給 はる • 

保 科 甚四郎 正 貞は、 兄の 養子たり しが、 甚だ 不和に して、 密に戰 場に 到り、 大功 を 

顯 せし 故、 三千 石 を 授けら る。 植村 新六郞 家政に は、 五千石 を 加へ 給 はる。 II き 

羽 守 家 次が 男 家政、 慶長四 年 十 一 翁にして召出され、同十三年《^^}4-:^^大1.^^中54,、ょ、出^{17:&5^ 

教爵 し、 志 摩 守に 任す とお リ。 此時新 六と いひし！： SLi や。 few. 須賀 ッヅ t  L^lp だ も. 

が 息な b しが、 當夏 伯父 卿 原 遠 江 守康勝 卒去して、 嗣子な きに より、 家督 館 林の 城 

を 仏 i はる。 是ょ、 り 大須賀 家斷絕 す。^ P 、守大  1i^.;fimiflc のき ^ 內藤紀 伊 守 信 

吕に は、 攝州高 機の 城 を 給 はる。 


以前 は、 水 野 H 向 守が 居城な， - とぞ。 或 本に、 豊前守 信 成が 息 紀伊守 信 政、 天 正 

十九 年、 十九 歲 にし セ大 番頭、 元 和 元年 大 坂の 城 修補 せられて 後に、 信 政に 仰せ. 

て、 此所を 守らせら る。 是れ大 坂 御城 代の 始な， 9。 寬永 三年に 卒すと 云々。 

池 田 三 五郎 恒 元は、 江 戶に來 .9、 秀忠 公に 謁す。 時に 御 腰 物 を 給 はる • 

一 本に、 恒 元は、 武藏守 利 隆がニ 男、 今、 五歲 なり。 後に 備後 守と 稱す。 慶 安二 年 

十月、 播州 i 六 栗 郡に て、 三 萬 石 給 はる。 寬文 十一 年に 卒す。 此家、 後に 嗣子 無く 

して 斷絕 すと 云々。 

安藤 對 itT 守 重 信が 養子 重 長、 聽 き， 從五 位下 伊勢 守に 敍 任す。 お s(f てボ S 驢^ 

池 田 治 兵 衞尉長 幸、 從 五位 下備中 守に 敍 任す 云 セ 

家康公 薨去の 事 

元 和 二 丙 辰年 正月 大元 H  、將 軍の 御 使、 驗府 に來. >  て 新 正 を贅 す。 

或 記に、 同 H 、松卒 五郎 左衞 門尉忠 次、 從五 位下 式部 大輔 に敍 任す。 池田宫 內少輔 

家康公 薨去の 事  一 
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忠雄、 從四 位下 侍 從に敍 任す。 同 十九 日、 籐堂和 泉 守 高 虎が 男 高次、 從五 位下に i 

敍し、 大學 助に 任 やと 云々。  j 

き 1 病む 一 同廿 一は 田 中 城へ 渡御 あり。 近 邊を御 放鷹 まし （. 還 御の 所 、遠に 御腹 痛に 依つ 一 

て、is師奥庵を召しけれども、其住所知れざるにょh^、萬病圓を御服用ぁ，9。 一 

或 本に、 同廿 一 日、 吳服師 茶屋 四 郞次郎 道 情、 洛 陽より 驗府に 下向し、 拜謁を 遂げ 

し 所、 大御所の 御前に 召 出され、 京都 .大 坂の 事 を 御尋ぁ b しに、 道 情が 申 上ぐ る 一 

は、 聊か 異なる 儀 も 御座 無く 候。 上下 共に 無爲の 化に 誇り、 酒 茶の 宴に 耽り 申 候， 一 

頃 ：11、 鯛 を 切り、 栢の油 を 以て 煎徹 らし、 其 上に 蒸を摺 かけて 賞 貌仕候 由 を、 猥りに： 

演說 せり。 折節、 榊原內 記、 久 能より、 鯛 二 尾を獻 じければ、 則ち 道 情が 申せし 通に i 

御料 仰 付けられ 召 上られ、 夫より 田 中の 城へ 渡御 あ， 0 し 所、 俄に 御腹 痛 ありけ 一 

ると 云々。  一 

又 f 小 S を 以て、 東武 へ 御 病きを吿 げらる。 M0s^00s 

に？^;^ 然る 所、 奥 庵 漸くと W 中に 來り ける 故、 御 氣色を 蒙. 0 ける。  -. 一 


或 記に、 家康 公、 田 中に 御 放鷹 あ， o。 時に 夜中 俄に 御 痰诞御 胸に 滯 りて、 甚だ 危急 

なり。 是に 於て 興 庵 法 印、 御 藥を獻 じければ、 御快然 ありて、 驗府の 城に 還 御の 

後、 御腹 中に 塊 ある 故、 時々 萬 病 圓を召 上らる-^ を 、興 庵 申して 曰、 徒に 大 毒の 劑 

を 召 上ら るれば、 御癢を 除く 事 は 無ぐ、 却て 御 元氣を 破らる べき 旨 を 、諫め 奉れ ど 

も 御 許容 無し。 時に 大樹、 御 側の 輩 を 召され、 萬 病 圓を數 日 召 上らる ゝと雖 も 其 

驗 なし。 彼 御藥を 止めさせ 給 ふべき 事 を、 申 上ぐべき 由 を 命 せらる。 然るに 近習 

の 輩、 潜豫 して 言上す る 事 を 得 や。 依 乏秀忠 公、 興 庵 法 印に 命じて、 嚮の趣 を、 大 

御所の 上聞に 達しければ、 御 氣色を 損じ、 信 州 高 島 郡 へ 配流せられ しが、 元 和 三 巳 

年 四月 十七 日、 御 赦免 を 蒙， 0 江戸に 歸參 し、 將 軍に 謁せし 所、 命 ありて、 汝、 東 照 君 

の 寵臣、 殆んど 傍人に 超えた hs。 其 上 御藥の 事を諌 め. S す 事、 忠志淺 からざる 由 

の 御 旨 を 蒙 ける と 云々。 

或 曰、 輿 庵 配流に なりし は、 大御所の 御前 へ 出づ る 事、 遲 引せ る 〔龍な 子〕 ならん と 

云々。 

家康公 薨去の 事  -  S 
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廿 四日、 大御所の 御 病惱， 微驗に依っ て、田中ょ..^駿府 へ. 還らせ 給 ふ。 夜陰に 落合歸 

* せり。 二月 小一 日、^ -rp;:. の は lif^J^V と 秀忠公 は、 大御所の 御 不例に 依って、 江府 

を 御發駕 ありて、 二日 申 刻、 騣府の 城に 着 御 ましく、 大御所に 御對顏 ありし 所、 大 

御所の 命に、 予、 齡七 旬に 餘ぅ、 遠に 重病に 罹れば、 生涯の 對面も ある まじと 悲歎せ し 

所、 斯の 如く 迅速に 來， り 給 ふ 事の 欣び、 何れ か是に 如かん と 仰せければ、 秀忠公 は、 

其 情に 堪へ給 はす、 涙 を 垂れて 御 退去な り。 又 安部 ET 郞 五郎 正 之. 朝 比 奈源六 は、 肥 

後國 よ. o、 昨日 驗府 に歸 着せし が、 秀忠 公の 渡御 を 待 受け、 九州の 事 を 言上す。 三 

月大 七日、 陸 奥 守政宗 卿、 大御所の 御 不豫を 聞きて 仙 臺を發 し、 驗府に 面 向 せんと、 

途中に 留 りて 命 を 待つ 所に、 御 旨あって 駿 城に 上り、 大御所に 謁しければ、 遠く 來れ 

る 事 を 感じ 悅 ばせられ、 努めて 能く 將軍 家に 奉仕すべき 由 を 命 せらる。 

或 本に、 同 十五 日、 极 下石 見守 重 綱が 大 坂の 軍功 を 賞せ ら れ、 五千石 を 加 恩し 給 

ふ。 本領と 共に 二 萬 石と 云々。 

同 十七 日、 大御所 を、 太 政 大臣に 任せら る ベ しとて、 敕使廣 橋 大納言 兼 勝 卿. 三條大 


納言 實條卿 下向 せらる • 

或 記に、 同廿 五日、 大御所 は、 极平外 記 忠實を 召され、 汝密に 中 仙 道を經 て、 城 州 伏 

見に 到り、 城 を 守るべし との 命 あり。 Mil 許 ほ S 

或 本に、 同廿 六日、 水 輔臣中 山 左 助 信吉、 從四 位下に 敍し、 備前 守に、 任 やと 云々。 

同廿 七日、 綸命 を、 駿府の 城に 於て 受け 給 ふ。 同廿 九日、 御饗應ぁ^^" 

或 本に、 此時 一 色 左 兵 衞範勝 は、 無官 なれ ども、 今般、 敕 使饗應 配膳の 役たり。 時に 

永 井 右近 大夫直 勝 言上に、 左兵衞 事、 無官に して、 此役 如何と 申 上げければ、 家康公 

仰に、 蕖が家 は、 足 利の 門 葉に して、 代々、 室町 將軍 家の 賞翫 あ， りし 家な に 依って 

諸大夫は不相應な，o^。 無官に て 侍 從諸大 失の 代り を 動む る 事， 親模 なる 由 仰 あ 

に ^つて 烏帽子 素稳を 着し、 配膳 を 勤む。 家 光 公 御世、 寬 永の 始め、 酒 井 讃岐守 

忠勝を 以て、 一 色 は 高 家 たれば、 諸 大夫不 相應の 由、 東 照 神 君 仰 ありと 雖も、 五位に 

進む は當 時の 面目なり。 渠が 心底に 望 あらば、 仰 付けら る ベ しと ありければ、 範 

勝 難 有 仕 合、 身に 餘り ける 故、 御請 申 上、 從五 位下に 敍し、 式部 大 夫に 任す。 然れど 
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も 武役を 勤むべき 由 奉， 願 故、 高 家の 例に 入れられす、 御子 御使番 となり、 其 子 右 

馬介範 親、 御花畑 番を 勤め、 五十に 滿 たやして 死す。 其 子 左 兵 衞範風 も 早世す。 

範 風が 子 長 七郞範 永、 Iglll 家 綱 公 の 御世、 九 歳 にて 死去し、 家 祿 二 千 石 を 召 上 

げられ、 家斷絕 すと 云々。 

四月 小朔 日、 堀 丹 後 守 直 寄を寢 殿に 召して、 大 坂の 軍功、 且 一. 午 日の 武備 を御稱 美の 上 

に、 我れ 薨 せなん 後、 國 家擾亂 せば、 藤 堂 を 以て 大樹の 一 陣 i し、 井伊 をニ陣 として、 

は 兩隊の 間に 屯し、 其橫を 撃つ て 之 を 敗る ベ し。 忠義 怠る ベ からすとの 仰 を 蒙る。 

直寄頓 首して 退きけ り。 同 三日、 敕使駿 府を發 駕し給 ふ。 同日、 水 野 隼 人 正 忠淸を 召 

され、 先 の 忠功を 賞し 給 ひ、 參州^ 屋の城 二 萬 石 を 賜 はる。 元は 七 千 石な り。 頃 

日、大御所、秀忠公に對し給ひ、予が病、愈..篤し。假<^倉なム爲鵲とぃふとも、命數の極ま 

る 所、 如何 ぞ醫 治せん や。 偖て 天下 を. 平 治す る 事、 馬上に てな すべきに あらやと 雖 

も、 仁 弱に して は、 功業 長く 享く ベから や • 若し 明 曰に も、 諸侯の 內、 不順の 者 出で 來 

らば、躬ら出_^1?し、假<^.、親戚世臣たりとも、妄に私の恩惠を加へす，速に罪せらる ぺ 


し。 小敵と 雖も， 努々 怠りて、 捨置 くべ からす。 且っ輕んじ給ふなと、濃に仰ぁ，.^け 

れば、 謹んで 嚴命 を拜し 給へ り。 

或 本に、 同 四日、 石 川 主 殿 頭 忠總を 召しければ、 御牀の 側に 伺 公す。 時に 命あって 

曰、 昔年、 汝が 養父 石 川 日向 守 死去せ る 時、 實 父栢模 守、 石 川 長 門 守 との 幼子 あ 

る を 以て、 汝 をして 石 川の 家を繼 がしむ る 事 を、 辭退 すと 雖も、 予が思 ふ 所 を變せ 

す、 遂に 外祖父 日向 守が 家督と せ.^。 況ゃ 多年 恩顧 深ければ、 能く 將軍 家に 奉仕 

すべき 由 を 命 せらる。 時に 大久保 權右衞 門忠爲 も、 主 殿 頭に 從ひ、 同 御前に 候す • 

大御所、 重ねて 忠總 へ、 新發の 地を大 垣に 開きて、 一 萬 石に 及ぶ とも、 權右衞 R に與 

ふべ し， 必す 忘る、 事 勿れと 仰め り。 已 にして 忠總、 拜 謝して 退きけ りと 云々。 

, 或 本に、 同 五日、 松 倉豊後 守. 桑 山 左 衞門佐 • 市 橋 下 總守を 召して、 去年の 夏 陣の功 

を 賞し、 采邑 五千石 宛 を 加 恩し 給 ふと 云々。 

同 十四日、 諳 州の 牧伯を 召され、 予、 老病 甚だ 篤う して、 命、 a 暮に 迫^り。 當時、 大樹 

隨. 旣カ〕 に、 海內の 政務 を 執行 はるれば、 一身 後の 事に 於て 憂 無し。 然れ ども 將 軍の 
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制 4- 行跡、 若し 道に 逢 ふ 事 あらば、 天の 監昭々 たり。 諸將、 天道 神明の 誠意 を 受けて、 

自ら 國柄を 執るべし。 天下 は 一人の 天下に あらや、 天下の 天下な りと い へば，、 予、 何 

ぞ恨を 泉下に 合まん や。 此 外に 遺し 言 ふ 事な し。 蚤く 封 國に歸 られ、 大樹の 命 を 待 

つて 來ら るべ しと、 貨を頒 ち 給 はり、 各、 頷 國領邑 に 還し &ふ。 群 侯 も、 私 無き 嚴命 

を拜 し、 愁涙襟 を 濡し返 散し けり。 重ねて 大御所、 秀忠 公に 屬し給 ひ、 天下の 政事、 聊 

も 邪曲な か る ベ し。 嚮に 諸國の 侯伯に 告げて、 大樹の 政道 違 ふ 事 あらば、 各 天に 承 

りて、 國柄を 執る ベ しとい ひき。 自然、 海內の 侯伯、 我意に 誇り 逆 謀 あ つ て、 參 動せ ざ 

る 者 あらば、 早速， 其 罪 を釓し 著して 出馬 あるべし。 又義 直. 賴宣. 賴房、 未だ 幼弱な 

り。 予に 代って 憐憫 あれん 仰せられ、 次に 三 君 を 召され、 爾が輩 大樹へ 仕へ、 或は 賤 

役に も從 ひ、 或は 左右に も 給仕し、 只 命に 從 つて、 背く 事 勿れと 仰 あり。 其 上に 成瀨 

隼. <： 正. 安藤 帶刀を 召され、 汝等、 予が 歿後に 於て 、全く 忠義 を竭 し、 努々 宰相に 疎遠 

あるべ からす。 若し 不順の 心 あらば、 如何にもして 諫 乱すべし。 汝等 害心 を 挾みな 

ば、 黃 泉の 下より 勘當 すべき ぞと、 理を 3i して 上意 ありけ る * 


或說 に、 福 島 左 黴 門 大失を 召し、 御 暇 を 下され、 御 遺物と して、 御 直に 名物の 茶 入 

を 下され、 其 許に は、 先年、 將 軍へ 讒言の 者 ありて、 逆心 も 有 ^ 之 様に 聞え、 永々 江戶 

に 留めた. 9。 今度、 將軍 家、 仰 分けられ、 御 暇 を 給 ふ 間 、心安く 存 せられ、 國 元に 於 

て、 二三 年 も 休息 ある ベ し。 又 御靛に 、新の 如く 仰せられ 候 へ ども、 其 許 將軍家 へ 

不足 あらば、 歸國， の 上、 逆 意の 事 は、 心任せた る べしと 仰 ありけ る を、 正則 へ 兼 

ね、 聲を 揚げて 泣き つ ゝ 返 出しければ、 本 多 上野 介 を 召され、 左 衞門大 夫 は、 何と 

申せし ぞと 尋ねさせ 給 ひければ 、太閤 以來、 少しも 御 疎略に 仕らざる 所に、 只今の 

御意、 餘 b 淸 なき 御 事に 奉 k 存と、 申 上げけ る 由 を 言上す。 時に 大御所、 夫に て 相 済 

みたり と 仰 ありけ ると かや。 抑 も 福 島 左 衞門大 夫 正則 は、 後年、 廣 島の 城 普請に 

善美 を盡 し、 畫圖を 以て 願 ひし 所、 將 軍秀忠 公、 直に 御覧あって 諸臣を 召され、 彼 城 

は、 毛 利 元 就良將 にて、 異國 本朝の 例を考 へ、 數年心 腑を碎 き、 要害 を 構 ふる 故に、 

十三 ケ年迄 掌握し、 數 萬の 士を 扶持した 然るに 正則 は、 僅 二 箇國の 守護 なれ 

ば、 元 就 i 兀が 全盛 十分 一 の 身上に て、 廣大の 願 を 起す。 是れ皆 分限 を辨 へざる 
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* 侈な， 所詮 本 九 を 破 却し、 二三の 九に 居住せ よと、 申 遣すべき 由宣 ひけ 

各畏 りて、 上意の 趣 を 申 送， 9 たるに、 正則 上意 を 背き、 普請 結構し ければ、 將軍、 愈，^ 

御機嫌 損じ、 元 和 五 年 六月 十四 曰 辰 刻、 江戶に 於て、 牧野 駿河 守. 花房 志 摩守兩 人、 

正則の 宅に 赴き、 犯禁の 罪に より、 安藝 .備 後 を 召 放され、 信 濃國、 川 中島へ 配流 仰 

付けられ、 彼 地に 於て、 © 萬 石 與へ給 ふべき 由、 台 命 を 以て 申 聞 せ、 若し 違背に 

於て は 果 すべし とて、 表の 門前に は 蒲 生 下野 守 の 門前 は 鳥居 左 京亮、 芝の 下 

尾鋪 へ は、 最上 源 五郎 を 差 向けら る。 右三 家の 郞從 等、 皆 甲胄 を帶 して 取圍 めり • 

雨 人の 上使 は、 上意 を 串 聞かせ 返 出の 後に、 蒲 生 下野 守より、 志 賀與三 右 衞門を 使 

者と して、 急ぎ 居 宅 を 出 でら る べしと ありければ、 正則、 彼 使者に 遇 ひて、 仰せら る 

る 迄 もな し、 頓て信 州 へ 赴く ベ しとて、 使者 を 還し、 家 來熊澤 助右衞 門. 上 月 新 八 

を 呼びて、 奧 羽の 風俗、 常にが さつ なれば、 蒲 生. 鳥居が 郞從 等、 門 內へ込 入る に 於 

て は、 堪忍な り 難し。 然る 時 は、 事の 破れと なるべし。 我等 旅行の 用意す る 中 は、 

汝等門 內に控 へ、 其 理を盡 して 申 聞かせ、 其 上に 承引せ すば 馳歸 り、 其 旨 を 註 進せ 


よ。 我等 は 切腹す べしと 申せば、 助 右衞門 承り、 心外の 仰に て、 承知 仕り i しとい 

ひも てぬ に、 正則、 例の 怒を發 し、 某、 此度、 斯る 身と な たる 故、 己 等 さへ 侮る と 

見えた h.。 愈！ 下知に 隨は すば、 手 討に せんと 膝 を 立直され しに、 助右衞 門， 更に 驚 

かす、 新 八に 向つ て、 ロハ 今、 仰 聞け ら る 、如く、 出 羽. 奥州 の 風俗. がさつな るぎ 勿論 

なれば、 雨 人 立 向 ひ、 理を盡 して 申閒 かせた. りと も、 大方 は 承引す ベ からす。 其 時 

に御邊と我等、御門ょ.0馳せ歸るに於ては、追立てられし.."同じ事にて、末代の^* 

辱な り。 然る 上 は、 込 入る 奴 原 を 腕 限り 斬 伏せ、 之 を 御 註 進と なし、 君 は 兎も角 御 

ひ 二 任せら る、 樣 にあら まほし。 さなく ば兩人 御手に 褂 かるが、 本意に て な き 力 

とい ひける を、 上 月 新 八 同意して 、其方が 申す 如くな，..^../ 合へ たれば、 正則、 忽ち 機 

嫌 を 直し 、雨 人が 申す 所、 至極せ り。 幾重に も 無事 を 繕 ひ、 其 上に も 承引せ すば、 汝 

等が 心に 任せよ とい はれけ ると ぞ。 又廣 島へ は、 城 請 取と して、 安藤 對馬守 重 信. 

永 井 右近 大夫直 勝、 一  1.4 ぉポ作 多. fjf 廣島 より 七 里 てし 隱戶 の瀨戶 にあり。 時に、 正 

則の 家臣 吉村又 右衞門 茂 右 衞門窬 g、.1l?ifT 右 を 以て、 當 城の 儀 は、 左 衞門大 
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夫、 夂 子に 召 預けられ、 某 等 は、 彼 父子より 預か，^ 申す 上 は、 父子の 下知な き rS に、 城 

を 相 渡し 申さん 事、 本意な きに. 似た. 9。 然れば 父子 自 判の 書 を 見 申し、 其 下知に 

隨ひ度 候と 申せば、 上使 も尤と ありけ るが、 此趣を 江 iri 迄 申 遣して は、 日數 も， な 

る&、 折節， 備 後守忠 勝、 將 軍の 御供に て、 京都 建 仁 寺に ありければ、 急ぎ 飛脚 を以 

て、 右衞門 家老の 願 を 註 進す。 其 頃、 備後 守に 仕へ し 家老 蜂 屋將監 を、 宰臣の 旅 

宿に 招き、 廣 島の 家中の 审す 所據 なし。 さり 乍ら 時 移る に 於て は、 御 在京の 御 

妨 となり、 御機嫌の 程 も 計， 0 難し。 然れ ば備後 殿より、 廣 島へ 御 下知 あるべき 事 

勿論な り。 其方 は 如何 心得る やと 問 はれし に、 將監、 聞き も敢 す、 父左衞 門を閣 さ、 

備後 一 人の 心得に て、 此 事の 下知 仕る べき 樣 更に 無し。 假令、 書狀 遣したり とも、 

家老 44r 其 下知に 隨 はん 程 も 計り 難し。 若し、 家老 4r 承引せ すば、 備 後が 一生の 過 

なる べし。 備後は 若輩者に 候へば、 仰に 隨 はんと 申す. とも、 某、 諌爭 して、 差 止む ベ 

き 職分な り。 此所を 聞 召 分けら るべ しと、 いひ 切って 退出し ける。 其 後に 正則 卿 

よ hz 城 を 明 渡す ベ き 旨 書 狀到來 して、 廣 島の 家中、 何れも 返 散せ り。 5^ 左 衞門大 


夫 は 配所に 赴き、 剃髮 して 宜齋 と稱 せ. "^息 備零正 勝 も、 父と 同じ 

或 S に、 6 石 先生の 曰、 正則、 國を除 ^れし 時の 事、 中將直 孝の 語りし を、 石 谷將監 

A 淸 入道の 記せし に 詳な， -。 此時將 軍 は、 都に 入らせ 仏 i ひ、 福 島 は 關柬に 止まる • 

斯くて 藤 堂 和 泉 守 • 本 多 上野 介. 同 美 濃 守 • 酒 井雅樂 頭. 土 井 大炊頭 • 安藤 對馬 守. 板 

倉 伊賀 守 等 を 召されて、 正則 は國 除かるべき 由 仰 下され、 七 人の 議 する 所 異同 あ 

て、 四 五日 を經 た. -。 伊賀 守 計 て、 井伊 掃 部 年若 なれ ども、 召 寄せて 問 はるべ 

しと 申す。 其 翌日、 直 孝 を 加 へられし 所、 人々 の議に 異なるべき にても 候 はやと 申 

す。 され ど、 先づ存 する 所 を 申 上ぐべし と、 重ねて 仰せられ しに 及びて、 某 カ存 1 

るに は、 正則 を 都に 召され、 其 罪を數 へ られ て、 申 開く 旨 あらんに は、 聞 召さる ベ 

し。 若し 又、 本 國に罷 下って、 申すべき 事 あらんに は、 夫 又、 望に 任せら るべき 所な 

と 仰 下され 候 はんか。 然ら やん ば、 御 使 一雨 輩 を. 關 東に 下され、 仰 傅へ しめら 

e ヽ 儀： 及びな ば、 御 留守に 侍らん 人々 して、 誅 せられん に 過ぐ ベ からすと 申 

家康公 薨去の 事  でお • 
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す， 和 泉 守 聞きて、 掃 部 頭、 若年に 候 故、 古の 小路 軍と いふ 事， 存じ 仕らす、 大きなる 

尾鋪 に、 兵 多 引 籠. 9 切つ て 出 でんに は、 仕惡 き 合戦な る もの を is. す • 直 孝、 閒 

きも 敢ゃ、 や あ 御邊に は、 夫 等の 軍、 何 所に してやし 袷 ひつる。 小路 軍と いふ 事、 昔 

に は 聞け ども、 誰が 其 軍せ しとい ふ 者 を 見す。 昔. 駿 河の 國 にして、 今 川の 家人 飯 

尾 信 濃 守と いふ 者 討 たれし 時、 其 事 あ， >し とはい ふなれ ど、 當時、 夫 等の 軍せ しと 

いふ 人 は、 聞え すと いふ。 先づ/ \- 夫 等の 問答 は 暫く 置きて、 明日 又議 せらる ベ 

、 しと 仰あって、 御 暇 給 はりぬ。 偖て 井上 主計 頭 正 就して、 密に直 孝に 仰せら る、 

旨 あり。 明日 疾く參 るべ し • 但し 裏 御門より 來る べしとの 御 事に て罷 出づ。 此事 

決せす して 日：： J に 久しく、 世に 聞 ゆる 事 もこ そ あれ。 直 孝、 其 議に召 加 へられ、 人 

人の 疑 受けん 事 然る ベ がらすと 思 ひ、 其 夜 一 紙の 起請文に 血 を 注ぎ、 正 就して 參 

らす。 頓て 御前に 召されて、 昨日. & せし 所、 又 別に 良き 思案 も なきやと 仰せら る。 

直 孝、 昨日 申 上げし より 外、 存 する 旨 も 候 はすと 答 ふ。 其 時秀忠 公、 我れ 始ょ 、汝 

が申す所の如ぐ、各と心同じからねば、事久しく決せざh^き• 今日は、 汝が議 せし 


所の 事に 決しつべし • 其 旨を存 すべし と 仰 出されて 罷 出づ。 頓て 又、 人々 に從ラ 

て 參れ. 9。  W て關東 への 御 使に は、 牧野 右馬允 忠成を 下され、 花房 志 摩 守 を 副 へ 

らる。 此等、 正則に 親しき 輩な り。 若し 事 あらん 時の 爲に、 物に 心得し 者 共 下さる 

べしと て、 久世 三四郞 廣宣. 坂 部 三十 郞廣 勝. 小 粟又 市. 阿部 四郞 五郎. 堀 田 勘左衞 

門. 山 田野 十 太夫 等の 御 使 番も副 へらる • 又 古き 人の 申せし は、 此時、 關 東に は 、核 

平 下野 守. 龍 生 .最 上等の 大名に 守らせ、 正則が 擧 動に 依って、 彼 館 を 攻めら る ベ き 

由 を 仰 下されし とぞ。 福 島が 館の 上、 愛宕の 山の 上に は、 久世 • 坂 部 等を始 として、 

御先 手の 人々、 鐵炮を 立ュ！ T ベて、 彼 館 を 見下し、 事 起ら ば、 忽ちに 打破る べき 有樣な 

,-。 御 使の 面々、 福 島が 館に 行 向 ふ。 正則、 仰の 旨 承りて、 稍あって 後に、 大御所 世 

に まします 時なら ば、 某、. &す ベ き 事 も あ..^ なまし。 當 代に 向 ひ參ら せ、 何事 を か 

申す ベ き； ？ Id にもお にも、 仰に こそ 隨ふ ベ けれと 答 へ 申しければ、 間く 人 感涙 を 

催しけ る。 又 或 人の 申せし は、 正則が 許へ 御 使に 行きし は、 鳥居 左 京亮忠 政な 

忠政、 此仰を 承り、 己が 家に 歸り、 供人 少々 引 具し 彼 館に 向 ふ。 侍 其に 申せし は、 某、 

家康 〈ム 薨去の 事  一六 九 
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思 ふ 所 あれば、 縱ひ命 を a す 事 あ とも、 相 構 へ て、 汝等、 戰に 及ぶ 事 あ るべ から 

すと、 堅く 誓 はせ て 行き、 正則に 對 面して、 仰の 旨を傳 ふ。 左 衞門大 夫 稍 ありて、 答 

へ 申すべき 事 あ. o。 暫く 待ち 給へ とて 內に 入りけ り。 夫ょ...^彼館、殊の外物騷が 

しくな， 0 しか ど、 忠政は 只 常の 氣色 にて、 正則が 出で 來る を、 待つ 事 一 一時 計りの 後 

に、 長 袴 を 着して 刀 を も帶せ や、 幼き 娘の 手を携 へて、 忠 政に 向 ひ、 某、 さし も當家 

に忠 ある 者に 侍れば、 七 代が 內は罪 許さる ベ き 身の、 正則が 一 生の 程 を だに 過ぎ 

得す。 斯る仰 を 承る こそ 恨めし けれ。 されば 某が 妻子 等 一 々に 刺殺し、 御 邊と刺 

違へ て 死なん. やる と 思 ひ 究め、 旣に 刀を拔 いて、 先づ 彼等 を 殺さん とする 事、 數度 

に 及べ ども、 いづく に 刀を當 つべ しと も覺 えす。 此上は 力なし。 左に も 右に も 仰 

にこ そ隨ふ ベ けれ。 年來の 情に、 渠 等が 事、 よきに 頼み 參ら する に 候と、 申せし な 

或 記に、 福 島 左 衞門大 夫 は、 配所に あ， - 乍ら、 食 祿四萬 五千石 を 給 ひし 所に、 逝去 

の 後、 家人 四 郞兵衞 といへ る 者の 計ら ひに て、 火葬に せし 故、 其 過に より、 米祿悉 


康 
逝 


く 召 上げられ しが、 家 綱 公の 御 治世に 當 りて、 正則の 忠節、 思 召 出され 、正則、 京都 

にある 頃 出生せ し 市 fel^M 市と い へる を 召 出され、 上總國 にて、 二 千石^ ^ 三 を 給 は 

J  Mvf.%。 市松、 浚に 福 島兵衞 尉と 稱し、 元^  ニ已年 十月、 御 書院 番頭 

ると 一 H 々 に 仰 付けられ、 同 十二月、 從五 位下 伊豆守- レ敍 任す とぞ。 

大御所 御 病床の 邊に は、 秋 元 佴馬守 泰朝. 板 倉 內膳正 重昌. 极卒右 衞門大 夫 正 綱. 榊 原 

內記 淸久、 ほ ま P 、久畫 夜 尺 も 去らす して、 功 勞を竭 せし 所、 同 十七 H、 御船 七十 五歲 

にして 藉去 ましく、 秀忠公 を 始め 奉り 、家門. 世臣. 御 旗本の 諸士 はいふに 及ばず、 

歡 かぬ 者 はな か..^ け..^。 

或 本に、 昨十丄 ハ日晚 方、 御 差 料の 三 池 # 太 5i が、 と が f の 御 腰 物 を 出され、 町 司 

彥坂九 兵衞に 命せられ、 死罪に 極り たる 科 人 あらば、 試させよ i 仰 ありけ る 故. 卽 

ち 試して 御前へ 奉りければ、 之 を 榊原內 記に 給 はり、 久能 山に 納 むべき 由 仰 あり 

ける。 又內記 は、 久 能の 祠官 たるべし と 命せられ たり • 此內記 は、 元 和 K 年 四月 

十一 一 日、 從 五位 下大內 記に 叙任し、 同 八 戌年 六月 廿日、 從 1 一位に 敍し、 正 保 四 亥年 

八月 七日、 六十 一 一歳に て 卒去す と 云々。 

衆康公 薨去の 事  1 七 一 


家 康.^ 久 

化れ 山に 葬 


新東鑑 卷之 二十  i 

大內 記が 嫡子 越 中 守 は、 御 譜代大名に 列し、 寄 合の 上に 座し、 久能山 を 守護す。 

次男 左^ 助 御 書院 番を 勤む。 三男 大膳 は、 御先 手 弓 頭に 至り、 四 男 左 京、 中奧御 

番た.c^。 五男 七 郞左衞 門 は、 御 小姓 組に 入り、 長女 は、 一 色 右馬助 範 親が 室な，. 

と 云々。 

或 本に、 大御所 薨 せられん とする 時、 本 多 上野 介へ、 大樹 を 早々 召せと ありし が、 

先づ 無用に せよ と 上意 ありて、 予が 歿後、 必す 武道の 儀 を 御 忘れ なきやう に、 將軍 

へ 申せと 仰せられ、 其 儘、 御 息 は 絶え 給 へ ，9 と 云々。 

或 本に、 世に 傳ふ、 大御所 御馬の 舍人 井出 八 郎右衞 門と いふ 者、 弱年より 仕へ 奉 

り、 數 度の 戦場へ、 御馬の 轡 に附從 ひ、 甚だ 御 旨に 應じ、 御 褒詞を 蒙る 事 を 感激し、 

黄泉の 供奉 せん 事 を 欲すと、 其 長、 畔柳助 九郞に 達し、 其詞の 未だ 畢ら ざるに、 忽ち 

自殺す と 云々。 

夫ょり同國久能山に葬.：^奉る• 榊原內 記淸久 をして、 神職 を 掌ら しむ。 本 多 上野 介 

正 純 .fe 早 右 衞門大 夫 正 綱. 板 倉 内 膳 正 重昌. 秋元但 .iT 守泰 朝の 四 人、 靈 K に 供奉す。 


多 正 信 


將軍 御名 代と して、 土 井 大炊頭 利 勝. 尾 張 宰相 義直 卿の 使者 成 瀨隼人 正正 成. 駿河宰 

相賴宣 卿の 使者 安藤 帶刀直 次. 水 戶賴房 君の 使者 中 山 備前守 信 吉钟， ■gfglffl 結 

ほ 5t ハ曰等 供奉た に 是皆豫 め 御 遺言に 因ってな り。 此 外の 人、 山中に 入る 事 を 得す。 

安國院 殿德逢 社宗譽 道和大 居士と 認し 奉る。 同廿 五日、 秀忠 公、 久能 山に 御 參詣ぁ 

つて、 榊 原內記 淸久が 宅へ 入らせられ、 御 膳を獻 ず。 同廿 七： 11、 秀忠 公、 駿府を 御 出 

輿 あ つ て、 廿 九日 武 城に 入らせ 給 へ り。 

或 本に、 德川家 累代 淨土 宗門た る を 以て、 武江三 綠山增 上 寺に も 、御霊屋 を經營 

せらる。 金銀 を 鏤め、 結構 崔 i 鬼た， 5。 日本の 國數を 表して、 疊數 六十 六疊 な， 0 と 

云々。 

御 軍令 # 伊東。 別 所." 爭 論の 事 

同年 六月 大 七日、 本 多 佐 渡 守 正 信、 七十 九歲に て 卒せ り • 

或 記に、 正信存 世の中に、 嫡子 上野 介へ、 某が 歿後に、 必す 其方へ 御加增 あるべし" 

御 軍令 井伊 柬別 所爭詒 の 事  S 
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一一 一 萬 石 迄 は、 被， 下 候 御 事 なれば、 御請 申す ベ し • 若し 其 餘仰出 さ る とも、 御請 决 

して 無用た る べし。 冥加に 盡 きなんと いひけ る 所に、 後年 十五 萬 石に て、 下野 國 

宇都 宫 城主に 仰 付けられ、 根來 衆百廿 人御預 あり。 此 組頭 は、 大納言. 少納 言と い 

ふ 同心な り。 此等は 度々 御陣の 供奉して 手柄 あり。 故に 一騎 を も 勤む る 程の 者 

f。 抑 此根來 衆と いへ る は、 紀 州根來 寺の 僧の 末な り。 秀吉 公の 時、 下知に 背 

く 事あって、 天 正 十三 乙 酉年 三月 廿 三日、 彼 寺 を 攻められ しに、 惡僧等 一 昧し、 近 

國隣 里の 溢 者 *1 〈を 招き 集め、 防ぐ 事 甚だ 疾 かりけ るに より、 秀吉 公の 軍勢 は、 追 立 

て 追 立て 荒 手 を 入替へ 攻めけ る 故、 惡僧等 は 事と もせ ざれば、 此寺輙 く 破り 難し 

と^ 倦みし に、 筒井 順慶 兵士 を 下知し、 頻に 火箭 を發 しける 故、 城 中 俄に 火 起って、 

死す る 者 千 六百餘 人に 及 ベ K 之に 依つ て 惡僧等 は、 防ぐ 手段 もな く、 散々 に な 

つて 返き しが、 武勇 を 顯す者 其 なれば、 根 來寺破 却せられ、 今更 高野山に 隨 はんも 

口惜しと 思 ひ、 流浪し ける を、 家 康公聞 召され、. 其 中に て 百 餘人を 抱 へられ、 御先 

手に 定め 給へ り。 之 を根來 組と い へり。 德川家に其氏族ぁる事は、大略此時ょ，.>^ 


始ま. o しと かや • 然るに 本 多 正 純 は 功に-誇り、 宇都 宮の城 普請の 節、 彼 御預. ^の 

根來組 へ、 壁 拒 を かく ベ しと 申 付けたり し 故に、 根來 共、 是は 僻事な b とて、 勤め 

ざ， 0 しによ 正 純 怒 つ て、 一 人も遁 さす、 女房 子 迄 首 を 刎ね、 塚に 築 込めたり。 

斯る惡 事に より、 元 和 八 年に、 羽 州 由 利の 地に 配流せられ た， 9 と 云々。 

異說 に、 秀忠 公、 日 光 御社 參 の 時、 宇都 宫の 诚 に 御 止宿 あ る ベ き 所、 本 多 上野 介 逆 

W  くみ 

心に より、 御 湯殿に » を 設け、 弑し 奉らん と 謀，. しに、 其 企露顯 せし 故， 秀忠公 は、 

密に酒 井 雅樂頭 を 召 連れ、 彼 表より 江 城 へ 還 御 あり。 時に 极早 下總守 は、 秀忠公 

の 御輿に 移， 0 て社參 せり。 此事 にょう、 本 多 は 配流せられ しと 云々。 Misllrtl^ 

四日 卒す。 七 

十三 歳な り。 

或 本に、 本 多 上野 介 は、 宇都 宫の 普請す るに、 公 に 達せす • 又 大御所の ® 時よ 

り、 附 置かれた る根來 衆と いふ 足 輕の兵 百 人 あ hs. 彼城修 する 時、 催促に 隨はざ 

りし 故に、 一日の 內に、 悉く 切って 捨てたり。 此ニ條 、旣に 上を輕 しめ 參ら せて、 

大法 を 犯せ h^。 己が 城に て、 將軍家 を 失 はんと 謀りし は 無き 事な， 9。 夫 も 人み、 疑 

御 軍令 井伊 東 別所爭 論の 事  i 
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ひし 事 あらしに 依ってな. o。 假の 御所 中の 遣戶每 に、 又 tnj つ 宛 設けたり *是 は 

若し 地震して 地 傾き、 11^ の 開か ざらん 時に、 遣戶 より 出で させ 給 ふ べき 爲に、 結構 

せし 所な り。 此頃斯る事は、世になか5し程に、是は軍兵亂れ入らん爲の料なh^ 

i て、 人々 怪しむ。 御 湯殿の 敷板、 蹈 まば 落ちん 樣に 巧み、 其 外に 悉く 劎を立 IS ベ 

しな どい ふ は、 跡 方 もな き 事な，.. -こ 云々。 

あなた 

白 石 先生 曰、 某 、奥に 下りし 時、 宇都 宮の城 を 出で て、 彼方に 原 あ...^。 其 中に 大な 

る 塚 あり。 之 を根來 嫁と いふ。 所の 人に 問へば、 彼 百 人の 兵 を 埋めし 所と い 

ふ。 又 彼の 城に、 三日月の 掘と いふ あり。 正 純、 新に 壟. 0 しとい ふ。 是れ 世に » 

. はる 九 馬 出しと いふ ものな り。 然れば 正 純が 城 築かん とい ふ も 一定な， 9。 此 

ニ條 V 正 純い かで 私に 取 計 ふ べき。 され ども 實 に公聽 に 達せ ざらん に は、 其 罪 

輕か、 らゃ。 ■ 誠に 此 等の 事の みに あらや、 罪 蒙る べき 由 ありと なん。 此事、 誰か は 

知る べき。 宇都 宮 よ...' 忍びて 還らせ 給 ひし は、 深き 御 心 ある 事な りと いふ 人 あ 

,p^。 其由、ニ條ぁ、り。 一條 は、 さも あ. - なん。 一 條は、 覺束 なき 事な り。 世に 傅 


へて、 益な きに 似た.. >  と 云々 • 

或 記に、 坂 峰 出 羽 守が、 將軍家 を 怨み 參ら せて、 己が 宿所に 籠、 りし 時、 執政の 人々 相 

議 りて、 出 羽 守が なの 許に 奉書 下して 、汝が 主人、 逆 亂の罪 通る ベから す • 坂 崎の 

家 絶え ざらん 事 を 思 は 、汝が 主に 勸 めて 自害 させよ。 さあらん に 於て は、 世繼 

を 立て 給 ふべき 旨 を 下知す べしと 議定す。 其 時、 本 多 上野 介、 人々 に 向 ひ、 誠に 彼 

老が、 生 人に 腹切ら せた らんに、 彼 家 は 立ち 給 ふ ベ き やと 問 ふ * 人々、 いかで 彼 

叛 人の 家 を 立て 給 ふ ベ き。 正 純 聞きて、 然 らば、 其 奉書 下されん 事、 然る ベ から t 

彼 不臣 を 罪せん が爲 に、 彼臣に 不臣 を 勸め給 ふ 事、 天下の 下知に ある べき 事と も 

思 はれ や • 速に 軍勢 を 差 向けて、 誅伐 あるべき ものな り。 何ぞ 人臣の 敎 とすべ か 

ら ざる 事 を 述べ て、 偽 を 行 ひ、 天下の 風俗 を 亂り給 ふ ベ き やとい ひし かど、 衆議 一 

決せし かば、 正 純が 連署 叶 ふ ベ からすと 申して、 書 を 加 へ ざり きと 云々。 

白 石 先生 曰、 純が 他事 は 如何にも ぁセ此 一 言 は、 天下の 名言な， 9 とい ふべ し 

と、 柳 生 但馬守 宗矩、 常に 感 せられし なり • 誠に 此 一 言 を 以て 見る に、 此 人の 

御 軍令 井伊 東 別所爭 論の 事  一七 七 


む 軍 

役 

定 


新東鑑 卷之 二十 

若き 時よ， cZ 大御所の 御覺 えの よか 

快な うし、 押して 知られ 侍る にや • 

或 本に、 正 純が 孫 を 忠左衞 門と いひし 

わ ン.. OIVT ケ。 正 純の 惠中" 羽 守 正 勝 は、 

めし foils 々 父に 先立つ ズ 卒す。 

同月、 軍役の 儀 を 仰 出さる • 

一、 五 ほ 石 戴 炮ー铤 鎗 三本 (徂 組鎗と i 

r  二 千 石 

一、 四千 石 

一 、 一 萬 石 

元 和 二 辰年 六月 

或 本に、 

一、 千 石 人數卄 三人 

一、 千 百 石 人 數廿五 人 


鐵 炮三铤 鐘 五本へ 但組 鏡と も) 

弓 二 張 g^i? 三騎 

鎗廿本 (促 組鎗 とも) 

旗 一本 


鐵炮十 挺 

弓 四 張 


魏 炮廿铤 

弓 十 張 


鎗五 十本 (但 組鎗 とも) 

騎馬 十四 駭 旗 三本 


一え 


し、 諾 なる にや。 又 同職の 人と、 其 間の 不 


へ 家 綱 公の 時に 召還され、 後に 御 使 番を勤 


一、 千 石 

1、 三千 石 

r 五千石 


持鎗 二色 弓 一 0 


鐵炮ニ 挺 鏠 五本 (S; 祖鎗 と，. 0 

弓 一張 麟馬 一騎 

戴 炮五挺 鎗十 五本 (但 砠鎗 とも) 

S0 騎馬 一騎 

鐵炮十 挺 鎗廿 五本 (但 組鎗 とも) 

弓 玉 張 騎馬 七騎 旗 二 本 


持鎗 三色 弓 一 張 


r 千 二百 石 人 數廿七 人 If (ま 

一、 千 三 石 人 數廿九 人 脑膽 T 赃 

r 千 四百 石 人數き 一人 II 一？^ 

r 千 五百石 人數 i 一人 II し 一 M 

一、 千 六 百 石 人數 ^ 五 人 II 一一 一 靴 

一、 千 七 百 石 人 數卅七 人 ilfl 鎖 弓 一 m 

一、 千 A 百 石 人 數册九 人 i き f!^ 

r 千 九 百 石 人數 四十 人 難 i 認 

r 二 千 石 馬上 一騎 §^ - 0 

「三千 石 馬上 一一 一騎 

rni 千 石 馬上 一一 一騎 I 計講 i 

1 、五千石 竭上 騎 詳娜 謹龢铤 

1、 六 千 石 馬上 ffi 騎 群 I 顯ま？ 挺 
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一、 七 千 石 馬上 六騎 Sli 転 墨 

一、 A 千 石 馬上 七騎 ，廿 ii ぉ纖 

1、 九 千 石 馬上， 八騎 謹お i 

二 萬 石 馬上 千騎 雌, Ksl. ま 

一、 二 萬 石 馬上 廿騎 gss^fis 

一、 ョ萬石 馬上 * 騎 ，お I 纏 纏 I 

、一、 四 萬 石 馬上 四十 五騎 百斷 八本 

一、 五 萬 石 馬上 七十 騎 猴 ぉ航本 

一、 六 萬 石 馬上 九十 騎 s:4 鶴. 

一、 七 萬 石 馬上 百騎 計 跡 

ー、< 萬 石 馬上 百卅騎 ^-sp 同炮 J 龍 針？ き 

一、 九 萬 石 馬上 百 五十 騎 縣鐵同 炮斷， 一 蘭 膽；^ 挺 

一、 十 萬 石 馬上 百 七十 騎 器れ 齡縣 tJILI ぜ淋 


八 


右 御 軍役 之 次第な， -と 云々 *践 き、 sfl 

七月 小、 武 州に 於て 食 邑七千 石、 酒井備 後守忠 利に 加 賜 せらる • 本 多 三彌正 重、 下總 

國相馬 郡に 於て、 采地加 賜 せらる "舊領 凡て 一 萬 石になる。 

或 本に、 本 多 三 彌左衞 門、 始め 三 彌と稱 す。 然れ ども 世の 人 呼びよ き 儘、 三 彌と計 

b いひし とな. o。 何れの 頃に や、 家康 公の 御氣色 蒙り、 山家に 引 籠り 居りし に、 御 

書 給 はりて 召されし 時、 山 谷左衞 門と 書かせられし により、 自ら も 山 谷左衞 門と 

書きし となり。 本 多 佐 渡 守が 弟な り。 永祿六 年、 一 向宗に 組して 、徳川家に 敵せ 

. -。 同 七 年 罪 免され て、 元の 如くに 召 仕 はれ、 度々 高名 あり。 其 後、 徳川家 を 去つ 

て、 尾 州に 至り、 織 田家に 仕 ふ • 天 正 十二 年 九月、 前 田 筑前守 利 家に 從ふ。 同 十五 

年、 秀吉 公、 筑紫 岩石の 城 を 攻め 給 ひし 時 は、 蒲 生 氏 鄕の軍 奉行して 先駆す。 簾 長 

元年、 又家康 公に 見參 し、 元の 如くに 召 ft はる。 

元 和 二 年 七月 三 B  、七十 三歲 にて 卒す。 正 重 遺言して、 多くの 所領、 息 等に 悉く 

袷 は ら ん事、 望む 所に あ ら ざ る 由 を 申せし に よ，.^、 所領 を 減せられ、 息 豊前守 正 
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新 東 鑑卷之 二十  一八 二 

霣、 家 を 繼ぐ。 但し 此頃 は、 上方の 大名 卒する 時、 遺言して 所頜を 返し 獻る 事め 

つて、 世の 習 はしの 樣 にあ し 故に、 正 重、 遺言 はな けれども、 本 多 上野 介が 慮ら 

ひに て、 斯く 申せし が、 正 貫に 八 千 石 給 はりし とな. 9。 

此人、 天性 腹惡 しき 人 なれ ど、 又 極めて 正直の 人な り。 或 寒夜に、 大御所、 御 膳 を 召 

上られ、 本 多 佐 渡 守に も 給 はる。 折節 三 彌も參 り、 人々 も 御 旨を傳 ふる 事 あり。 事 

終って 後、 鶴の 羹を 召され、 正 信に 向 ひ 給 ひ、 尋常の 羹 ならん に は、 今の 程 も經た 

らんに は、 冷 かにな りなん す。 此羹 は、 斯く 温かなる こそ、 大 鳥の、 老人に 益 ありと 

いふ、 さも あ. 0 なんと 仰せら る。 佐 渡 守、 箸き. 0 納め、 答へ 申さん とする 間に、 正 重 

進み出で て、 此三彌 等が 如き 小鳥 腹 を、 羹 にして 候 はんに は、 今の 程に 氷る べしと 

いひ 松て \  、御前 を罷 出で たり。 大御所、 大に 呆れ 給 ひ、 如何に 佐 渡 守、 汝が 弟の 

心、 まだ 改めざる， あの 心に て は、 いかで 大名になる べきと 仰せけ り。 大坂 御陣の 

後に、 坂 部 三十 郎. 久世三 g! 郞に、 賞 行 はれし と 聞きて、 その 三 四 • 三十、 いかに 某に 

超えた る 武功あって、 賞 を 行 はれ けんやと て、 刀 を 提げて 城に 登る。 坂 部. 久世 は、 


罷歸 ると て 大門 を 出で けり • 正 重、 此方に 向 ひ、 揉みに 接んで 來る。 俘し からぬ 者 

かなと 見る 所に、 橋の 半に 至りし 時、 三彌大 なる 聲 にて、 御邊達 は、 如何なる 高名 

して 、所領 を 給 ひける ぞ、 語れ 聞かん と 喚ば はる。 久世三 四郎、 早く 心得、 左の 手に 

て、 耳の 輪 取って 見せければ、 三彌も 致し 樣 なく、 さ こそ あらめ、 御 邊等は 耳の 輪 

大きく 生れたり、 武功に 於て は、 何條 某に 及ぶ べきと いひ、 打 連れ立ちて 歸 りし 

と 云々 * 

八月 大士 一日、，^^ 江 州の 內 にて 二 千 石、 水 野 備後守 分 長に 加 賜 せらる。 5^ 一  gfj お， 

或 記に、 同月、 上 州 多 胡 郡 勢 崎に 於て、 食 邑三萬 二 千 石、 酒井雅 樂頭忠 世に 御 加 

增 t 又. 此秋、 石 川 生 殿 頭忠總 へ、 豊後國 にて、 一 莴石加 賜せられ、 舊領 合せて 六 

萬 石になる と 云々。 . 

或 本に、 大御所 へ 動 仕の 輩、 驗府を 去 つ て、 武 江に 下着す ベ き 故、 其 采地を 給 は る 

ベ しとて、 田 安 御門の 下 北西より、 淸水 御門の 邊 へ 流る、 江 in, 川 を、 本 鄕の臺 に 掘 

通し、 淺草 川へ 流す ベ き 旨を議 せられけ る を、 吉祥 寺の 前 を 掘 通し、 柳 原 筋より 淺 

御 軍令 井伊 東 別所爭 論の 事  一 八 ー11 
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草 川へ 落し、 川の 土 を 以て 地形 を 直し、 祌田大 明 神 を、 湯 島の 邊に遷 し、 新 川より、 

東南 屋鋪に 割す。 則 1ら 駿府 より 引 移る 地 なれば、 駿河 臺と稱 せらる 

九月 小 十三 ：《、 秀忠 公の 次 君國 丸、 トは g，、 松 甲斐 國に封 せらる。 鳥居 土 佐 守成 次、 元 

老 として 附屬 す。 I まノ g れ， 朝倉筑 後守定 政、 是亦成 次が 列と な. -增封 あ. -。 

石な 

或 本に、 國君、 後に 驗河 大納言 忠長 卿と 申す。 御行 荒々 しくて、 秀忠 公の 御 心に 

、 も、 叶 はせ 給 はぬ 事の み 多 かりし かば、 土 佐 守成 次、 曰 夜に 心 を 苦しめ、 或 時 は 色 

を 柔らげ て、 敎へ 導き 參ら する 事 も あり。 又 或 時 は、 顔ば せ を 犯して、 諌め爭 ひ 奉 

る 事 も あり。 寬永ニ 年 正月、 靑山大 藏大輔 幸 成、 秀忠 公の 御 使と して、 忠長 卿の 館 

に 行 向 ひ、 驗河. 遠 江 を 給 ひ、 本頜 甲斐 を 合せて、 三 ケ國を 領し給 ふ べき ani を演べ 

しに、 忠長 卿、 喜ばせ 給 ふ氣色 もな く、 又 答へ させ 給 ふ 旨 もな し" 幸 成 は 、事柄 惡 

しと や 思 ひけん、 成 次が 方に 向 ひ、 大國 二つ 參ら せらる ゝ のみに あらす 、甲斐 國共、 

其 儘に 合せ 頜し袷 ふ ベ きとの 御 事、 返す ^も 目出度 候と 賀し 申しければ、 忽ち 


に 御氣色 損じ、 や ぁ大藏 大輔、 甲斐 國、 元の 饞領 する 事、 忠 長が 分に 過ぎぬ とや 思 一 

ふ。 たま/,.. 天下の 主の 弟と 生れた らん 身の、 是 程の 國を領 せん 事、 何程の 事 あ 一 

らんと、 以の 外に 怒り 給 ふ を、 成 次. よきに 申 直して、 靑山を 還したり。 其 後 、御前に！ 

參 りて、 抑 も 本朝 は小國 なれば、 五畿 七道 を 合せても、 僅に 六十 餘 州に 分りたり •  一 

君 は 大相國 の 御子、 將 軍の 弟に てまし ませば とて 、其が 二十 分の I をば 參ら せら. 

れ たれば、 勇々 しき 御 果報に てまし まさす や。 夫に 斯く 少しも 悅 ばせ 給 はぬ 事 一 

は、 如何なる 卸 心に て、 渡らせ 給 ひ候ぞ や。 其 上、 已に 人臣に 列ら せ 給 ふ 上 は、 ^0 

の 御家人、^ 御 同僚に てこ そ 候 上、 殊に 大藏 大輔 は、 天下の 政務 を 司って、 時の 重臣- 

に 侍る  人の、 君 父の 御 使に 參  りたらん を、 斯く 恥が ましく 仰せ 候 ひし 事、  且は  不忠" 

不孝、 且は S 、禮 不義と も 申すべし と、 泣々 諌 め參ら せたり。 同 八 年、 成. f;^ 、申斐 の國ー 

にて 病に 臥し. 朝夕 を 期し 難く 聞 ゆ。 秀忠 公より、 忠長 卿に 御 暇 を 給 は. 5、 駿 河へ 一 

御 入部 ある べしと 仰せら る。 忠長 卿、 殊の外に 悅 ばせ 給 ひ、 成 次が 存命た らん ゆ 一 

に、 此事 聞かせて 喜ばせよ とて、 近う 召 ft はる、 人 を 御 使と して、 早 5^ たせて 填 
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新 東 鑑卷之 二十  一八お 

さる。 成 次、 御 使と 聞きて、 助け 起されて 對 面し、 御 使の 旨 を 聞き も敢 や、 頻に 涙に 

W ぶ を、 御 使の 人.， 成 次が 死す ベ き 程， 遠 からぬ か は、 氣 疲れ 心 弱り て、 嬉し さに 哭 

ぐに こそと 哀れに なりて、 同じく 涙 を 流して、 御邊 聞かれな ば悅 ばれて、 醫療の 助 

ともなり ぬ ベ し、 疾 ぐ參れ との 仰 を 承り 候。 されば 斯く 喜びに 堪 へ 給 はぬ を 見 候 

に、 上 も 下 も、 深き 御 契と こそ 存候 へと、 泣々 申しければ、 成 次、 苦しげ なる 息をつ 

き、 御 使 に 向 ひ、 老身病 みて、 とても 死す べき 此 息の、 つれな く 今： n 迄 存命へ、 斯る 

口惜しき 事 を 承る こそ、 返す ぐ も 不幸 なれ。 君 は 今度 御 暇 給 ひて、 御國に 赴か 

せ 給 ふ 事 を、 嬉しと や 思 召す。 其 御 心 故に こそ、 斯る 御身と はな.. > 給 ひたれ. 大相 

國家、 已に 御齡も 傾かせ 給 ひ、 此 日頃 は、 御身 も 勞らせ 給 ふ 所に、 只 二人 まします 御 

子に て、 將軍 家の 御 固め なれば、 片時 も 御 側 を 離れさせ 給 ふま じき 御 事 を、 今 何の 

所以に て、 斯く 遠ざけられ させ 給 ふ べき。 一 度、 御 傍 を 離れさせ 給 ひて、 後に 二度、 

大相國 家 へ も 將軍家 へ も、 御對 面の 事 叶 はせ 給 ふ ベから や • 某 だに 世に あらば、 

申 直す 事 も 候 ひなん * とても 存& な. 0 侍らねば、 一時 も 早ぐ 命 終りて こそと 存 


建 光 

立 東 

照 


す a> とて、 ぼ 4< した. 0 しが、 頓て签 しくな.^ にけ.. -。 翌年 秀忠 公一 じ 給 ひ、 其秋忠 

:p、 ，ミ I ト >3 ト こ 二  f  . 。 白 石 先生 曰、 成 次 常- -i 如何なる 事.^ や. S. しけん、 の 人知るべき 

長 卿 罪 蒙らせ 給 ひたり 云々 事-!? 3, おらす 。き 一つ は、 皆 人 聞け る 事 なれば と、 古さ 人の 物語な 

承り 候 

ひさ。 

且つ 大御番 より 五十 四 人、 國 君の 近臣と なる。 同 十五 日、 竹 千代 君傅臣 として、 酒 

井備 後守忠 利. 靑山伯 耆守忠 俊. 內藤若 狹守淸 次 を 附屬し 給 ふ。 同廿 八日、， 「小 栗 

又市忠 政、 六十 三に て 卒す。 十月 大 三日、 煙草ます く 制禁、 畠に 彼 草 を 作る 者、 過料 

として 牢舍 たるべし。 其 所の 代官 過料 五 貫 文、 村中總 百姓より、 一 人に て 過料 錢百 

文 宛 出すべし。 道路橋 梁 前々 の 如く 修補すべし。 油斷 あらば、 代官 過料 餞 五 貫 文 出 

すべ き 旨、 を 下すべき 由钩命 あり。 同廿 六日、 下野の 國日 光山 東 照大權 現の 御廟 

社 御 建立な り。 此日、 天 海 僧正 繩 張す。 本 多 上野 介 正 純. 藤 堂 和 泉 守 高 虎 を 以て 奉 _れ 

とす。 其 副使に は、 H 根 野 織 部正吉 明. 本 多 藤 四郞正 盛 山 代 宫內少 輔忠久 • 糟屋新 三 

郎等 之に 加 はる。 奥 平 九 八 郎忠昌 If. 小 笠 原 新 左 衞門佐 政信鮮 I 細 £河. 松 平 丹 波 守 

康 長. 水 谷 伊勢 守、 勝隆、 此外 那須. 皆 川の 城主 等、 人夫 を 率して 登山す • 來 年の 四 a- 以 

御 軍令 井伊 東 刖所爭 論の 事  一八 七 
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前に、 御廟 社 を 造り 竟る ベ き 由 を 仰 出さ る， 十 一 月大 七日、 佐久 間河內 守政實 、 五十 

六歲 にて 卒去せ り。 十二月 小 十二 日、 別 所 孫 次郞、 新造の 風爐を 建て 始め、 焚きし に 

より、 伊東 掃 部 助. 桑 山 左 衞門佐 を 招き 之 を 馳走す。 桑 山 は 其 夜、 佐 久間大 膳 亮が嫁 

娶の 事に 付、 駄 s§ サ 申 刻に 到 hs 暇 を 告げ、 彼 宅に 赴かん とす。 時に 別 所、 桑 山が 

釉を控 へ、 婚禮の 時-刻 未だ 遲 からすと 止めて、 大盃 を 出し 頻に 酒を勸 め、 の 亭主の 孫 

次郎 も、 客の 伊東 も亂醉 せり。 左 衞門佐 は、 婚體の 座へ 赴く 以前 なれば、 酒を愼 みて 

醉は ざり ける。 然る 所に 別 所がい へる は、 核 倉豊後 守. 堀 丹 後 守 二人に、 領地 加 賜せ 

らる • 是れ 去ぬ る大 坂の 軍功 を、 賞 せらる、 由 を 聞け り。 怯 弱なる 松 倉に、 四 萬 石 

の 御 加 賜なら ば、 我等 如きの 軍忠の 者に は、 八 萬 石の 采地を 給うても、 なほ 不足なる 

由を惡 口せ り。 掃 部 助 は、 豊後 守と 莫逆の 友なる 故、 大に腹 立して、 汝が いふ 所 は、 

亂 酒の 醉狂か 、武夫の 道 を 知らざる 惡 言な.^ • 极 倉と 我れ 親友なる を 知りて いふ は 

無禮 なり。 然れ ども、 今 H は 一座の 狂言に して、 聞 捨てに せん。 重ねて 此言 あら， ば、 

堪忍 罷 成らす といへば、 別 所 重ねて、 掃 部 介 何 をい ふぞ。 臆病 第一 の 松 倉と 親む は、 


豊 後と 同志なる べし • 友 は 類 を 以て 聚 まると い へば、 汝も怯 弱の 者な. -と いひけ わ 

ば、 伊東 持ちた る 扇 取 直し、 別 所が 頭 を 打ちければ、 孫 次郞は 一 言 もせす、 脇差 を 

拔 いて、 掃 部 助 を 突きし かば、 桑 山 之 を 押へ て、 二人の 間に 分 入る 所 を、 酌 を 取る 小童 

短刀 を 以て、 後よ. -伊柬 を 切りた る 故、 左衞門 佐、 又 之 を 抑止め し 所、 別 所が 息 及び 

家人 等、 數十人 走せ 集まり、 終に 掃 部 助 を 斬殺せ， -。 左 衞門佐 も、 右の 手の指に 疵を 

蒙る。 然るに 5： 東が 家人 等、 此 騒動 を 聞きて、 玄關 より 內に 亂れ 入らん とす。 時に 

桑 出 出向 ひ、 鬪錄 巳に 事 終って、 掃 部 助 殿は異 儀な し。 此上、 汝等 狼藉に 及ば 、、生 人 

の 身の上 宜し かる まじと 制しけ る。 依， 之. 伊東が 從者 漸く 鎮まれり。 又 佐 久間大 膳 

亮は、 此事を 聞きて、 別 所 宅に 馳せ來 りけ るに、 桑 山 始終 を 語 b ければ、 則ち 大膳 

亮、 奉行所に 赴き、 此由を 達せり。 又 伊東が 親族 は、 別 所 • 桑 山 心 を 合せ、 掃 部 助 を 殺 

害する の 由を訴 ふると 雖も、 此事、 實儀 にあらざる 故、 左 衞門佐 は、 暫く 閉居して 赦免 

を 蒙れ b。 其 夜、 佐 久間大 膳 亮. 野々 村 四 郞右衞 門 I 使を檢 使と し、 別 所 孫 一 一郎 切腹、 

伊東が 子 二人 は、 追放 仰 付けられたり • 

御 軍令 幷 伊東^ 所 爭謫の 事  一八 ル 
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或 記に、 今年 加 賜 せらる ゝ. 輩 は、 一 萬 石&: 牛 甲斐 守 忠良、 麟 一  S  、信 州&代 城主 ヒ 

II 義中 十二 萬 石秘苹 伊豫 守 忠昌、 二 萬 石 小 iii 原 右近 大夫忠 直、 一 f 删 5^ サ 三 萬 石 

玉 酒 井 左 衞門尉 家 次、 51 細？？ 棚 S  、主 1 一 萬 石 极率丹 波守康 長、 れ, II ぼお ほ g^; - 

四 萬 石 堀 丹 後 守 直 寄。^ 難 ggfl- 佐 久間備 前守忠 次、 41、 信 州 飯 山の 城 采地ョ 

萬 石 を 給 はり、 御咄 衆の 列に 加 はる。 倉 豊後守 重 正、 肥前國 にて 六 萬 石， ど 給 は. 

b  、新に 城 を 築ぐ。 島 原の 城と いふ は是 なり。 越後 國 i 刈 羽 郡に 於て 二 萬 石、 fc^  、一 

、稻垣 &右衞 門 職が 攝重 辰に 給 はる。 一 萬 五千石 i 林；」： 越 中 守定綱 好， 

以上。 一 本 去る 十 H 十五 日， 上 總介忠 輝 朝臣 沒收の 地 を、 諸 將に宛 行 はると あ 

b て、 此外、 牧野 驗河 守忠 成、 越後 國長岡 城主 七 萬 四千 石、 舊は 上 州 太 胡 1 一 萬 石な 

に 市 橋 下 總守長 勝、 越後 國三條 城主 四 萬 三千 石、 舊は伯 州 矢 橋 二 萬 五千石。 佐 

久間 大膳亮 安次、 信 州 長 沼 城主 一 萬 三千 石になる • 石 川 生 殿 頭 忠總、 日 州 肥 田 

六 萬 石に な る、 舊は濃 州 大垣五 萬 石な h  i 云々。 

上 州 七日 市に 於て 采地 一 萬 石、 前 田 大和 守 利 孝に 賜 はる • 


或 本に、 前 田 利 長 卿の 母 芳春院 、人質の 如くに して、 關ケ 原陣の 前、 徳川家に 

られ しに、 大和 守 利 孝 は、 母の愛せ し 子 なれば、 連れて 關 東に 下らる • 關タ原 合 

戰の 後に、 利 長 卿へ、 加賀. 能 登 を 加 へ 給 ひ、 彼 芳春院 に も、 一 萬 石の 地 を 給 ひ、 

又 土方 河內 守雄久 にも、 上野 七日 市の 地 を 下さ る。 此 土方 は、 前 田 利 長 卿由緣 

の 人に て、 關 ケ原陣 に、 前 田と A  〈に、 北陸 道を鎭 めし 人な り • 此 時に 老母 關 東に 

在られし が、 其 便 良から ん爲 に、 利 長 卿に 望まれ 、土方が 領七 = "市と 加 賀の地 を 

替 へて、 芳春 院の領 とす。 利 孝， 又 芳春院 よ，.^ 傳領 すと 云々。 

武州 • 江 州の 內 にて 四千 石、 永 井信 濃守尙 政。 木 下宫內 少輔利 房に、 備中圃 加 陽 郡 

采地ニ 萬 五千石。 i 謎 ^_兀 北 條出羽 守 氏 重 は、 羽 州 甘 繩を轉 じて、 遠 州 久野采 地 一 

萬 石 • 總州結 城 頜の內 二 千 石、 坂 部 三十 郎廣勝 •  二 千 石、 久永源 兵衞。 攝州瀨 川 村 

鹿 垣 村 五 百 f^、ff  喜 多 見 五郎左衛門 勝 重- 千 石、 水 野 元 綱 tli ず 酒 井大藤 

亮勝吉 は、 始めて 秀忠 公に 謁し、 食 邑七百 石 を 給 はる。 兼极源 兵衞正 成、 參議義 直 

卿に 附 けらる • 正 成- 父 修狸亮 正吉、 先達って より 義直 卿に ft へた..^。 父が 領地 

御 軍令 幷 伊東 刖所爭 諸の 事  S. 
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を 正 成に 紛 はり、 正 成が 舊領七 百 石 は、 其 子 又 四郎正 尾に 給 は， 5、 家 光 公に 仕 ふと 

なり。 下總國 にて 采地 三百 石、 喜 多 見 半 三 郎重恒 に 賜 はる。 瀧 川豊前 守忠往 は、 

參 議賴宣 卿に 附 けらる。 是れ安 國院 殿御 遺命た る 由な，.^。 依 k 之、 外孫 を 養って 

子と す。 與三右衞門直政と稱せり。^^5;;;^^1 

同廿 六日、 仙臺 宰相 政宗 卿の 男 越 前 守 忠宗、 侍從に 任ず。 京 極 丹 後 守 高 知の 長男 高 

房、 御 諱字を 給 は り、 忠 高と 改 め、 從五 位下に 敍し、 直に 侍従に 任す。 

、或 本に、 此月、 尾 張義直 卿、 當 四月 以後、 一 旦歸國 あ b しが、 又駿 州に 至う、 久能 山の 

祌 廟に詣 で、 武 江へ 參勤 せらる、 所、 今以て 居 館な き 故、 本 多 美 濃守忠 政が 宅 を 借 

りて 、暫く 住し 給 ふ。 驗河 賴宣卿 は、 家 康公御 在世の 時より、 駿. 遠雨國 五十二 萬 石 

を 封せられ し 故、 卽ち驗 河 府中 を 居城と し 給 ひ、 同じく 東武 に參劐 せらる。 是れ 

亦 居 館な き 故、 西 丸 下 或は 屋形を 借り て 暫く 住せら る。 遂に 兩卿 へ、 北の 丸に 宅 

地 を 授與し 給 ひし 故、 營 作して 是に 移られし と 云々 • 

或 本に、 宗義 成、 參府 す。 鈞命ぁ り て、 對馬 守從四 位下 に敍 任す 云々 • 


谷出羽守§^^、御咄衆となる。 三 宅 惣右衞 門康信 i^tg 越後 守， 佐 久間左 兵衞勝 

年 默纏霊 守、 I 部 §藝 ル； &f 奪に 任 s々- . 

H 光山へ 御 改葬の 事 

元 和 三 巳年 二月 小 一  日、 安國院 殿へ、 棗 照大權 現と 贈 號し袷 ふ • 

或 記に、 始め 大明 * の 神號、 然る べき かと 計議 あって、 決定 せんとす。 天 S 僧正、 之 

を 聞きて、 明 神 は 非な， 9、 權 現と ありて 然る ベ しと 離 も、 衆 皆、 權現は 習 合 なれば 

如何と いへ，^。 然り と雖 も、 天 海が 意 も 破り 難く、 事 決せす して 延引す。 秀忠 公、 

老中 をして 議定せ しめ 給へ る 所、 皆 明 神號を 以て 是な として、 將に 定まらん と 

す。 天海默 してい はす。 老中、 再三 天 海に 尋ねられし 所、 豊國大 明 神 幸 あ やとい 

ふに より、 何れも 答 ふる 事 能 はすして、 權 現に 定まる。 後に 神 體を吉 田に 命じて、 

鎭齊 せんと あり。 天 海が 曰、 吉田何 を か 知らん。 愚僧 勸請 せんとい ふに よ. 9、$: 

疑 ひて、 此言 を秀忠 公に 申 上げければ、 老中 を 以て、 此儀を 御 尋ね あ， 9 し 所、 一 軸 

0光山へ御^:-葬の事  1 き 一 
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を 獻ャ。 卽ち 後陽成 院 帝の、. 天 海に 賜 はる 所の、 祌體勸 請 傅の Jl^ 筆な. 殿中 大 

に 驚く。 今の 東照宮の i; 體は、 天 海上 人の 鎭齊 する 所な り。 都て 東 叙 山の 僧徒、 

神 體を勸 請す る £ポ を 得る は、 其綠 な. 9, 抑 天 海、 此敕傳 を 得た る は、 慶 長の 末に、 

家康 公、 豊臣秀 賴公を 伐たん と 思 召し、 後陽成 帝に 請 ひ 袷 ふ 所、 帝、 愍み思 召し、 東 

西 を 和解な さし めんとの 釵 慮な 故に 執奏 再三に 及ぶ と雖 も、 許し 給 はす • 家 

保： 公 御 憤 ありければ、 御 老中 皆 恐れて 敢て言 はす。 時に 天 海 之 を諫む • 其辭 甚だ 

峻し。 終に 家 康公御 承引 あり、 天 海、 卽ち 上京し 奏 問す， 帝、 天 海が 功を奇 とし、 其 

願 ふ 所を訟 へよ と 敕定ぁ 天 海、 卽ち 此僖を 以て 奏す。 帝 許し 給 ふと 云々。 

別記に 曰、 天 海 大僧正 は、 足 利 公方 義滞 公の 末子、 抓； f な f  一 P の々 沬 母 は 會津簟 名 

盛 高の 女に て、 永 正 七 年 誕生。 義澄公 薨去に 付、 母 i 同道し 會津へ 下向し、 外祖の 

氏 を 胃し、 平氏と なり、 蒐永 十九 年 十月 二日に 寂す。 百 三十 四歲 なり。 慶 安元 戊 

子年 四 M. 、慈 服 大師と 諡を給 ふと 云々。 

三月 小 九 H  、吏 照 神 君へ、 正 一 位 を 賜 はる • 同 十五 日、 東 照 神 君の 御 遺命に 依って、 


Is^gf 御 遺骸 を 下野 國 =1 光山に 改め 葬らん とて、 寅 則 大僧正 天 海 竝に土 井 火 炊 頭. 松 右 

葬る 衞門大 夫. 板 倉內膳 正. 秋 元 但馬守 等、 久能 山に 登れり • 天 海 自ら 鋤 鍬 を 取る • はたれ 

大職 冠の 葬 を 改めし 舊例 なりと ぞ* 同 H 靈櫃 に從 ひ、 本 多 上野 介. 松 平 右 衞門大 夫. 

板 倉 内 膳 正. 成 瀨集人 正. 安藤 帶刀. 中山備 前 守. 板 倉 内 記：； S に 天 海 等 供奉す。 十六 = 

三 島。 此 所に 二  ：11 御 逗留な り。 

或 本に、 同 十七 日、 秀忠公 •*? 正 寺へ 御參詣 あ， - ける 所， 途中に 於て、 大橋長 左衞門 

重 保 阿部 備中守 正 次 を 以て、 去ぬ る慶長 十九 年、 大 坂兵亂 の^、 片桐兄 

弟、 己が 宅地に 楣 籠る。 畠 山 民 部. 毛 利 兵吉. 天 野 十 左 衞門. 西 川 八右衞 門. 永 井助 十 

郎. 伊東 伊 左衞門 .大^ 等 は、 片 桐と 好 あるに より、 之に 應 する 所に、 秀賴 疑を戧 じ- 

且元を 許す により、 孰れ も 其 難 を 免る。 然るに 兩君御 進發の 時、 市 正 • 主 膳 正 は、 ムロ 

命に よ， り、 備前 島の 陣に加 はる • 長 左 衞門も 亦 是に從 ふ。 翌年 再亂に は、 片桐兄 

及び g 屮毛 利. 天 野. 西 川. 永 井. 伊東 を 召して、 麾下に 屬 せられ、 本領 を 給 はる。 

時に 重 保 は、 備前 島の 備に 於て 疵を 被り、 保養 仕り 罷 在る 故に、 其 列に 與ら ざる 由 

B 光山へ 御 吹 葬の 事 
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を訟 ふ。 其 後 遂に 大橋を 召され、 麾下に 使 はると 云々。 

十 入日 小 田 原、 此 所に 一 御 逗留。 廿 H 中原。 廿ー 日武州 府中、 此 所に 兩 H  、止まらせ 

給 ふ。 廿 四日 、同 國仙波 に 到らせら れ、 又兩 ni 止まらせ 給 ふ內、 廿五 ：！： 酒井備 後守忠 

利、 天； g 僧正 を 請 じ、 論議 法論 あ. 9。 廿 六日に は、 天 海 自ら 衆 を 請 じ、 法 華經、 讀誦 

す， 廿七： n 、同國 忍に 若 御。 廿八 曰、 野 州 佐 野に 着し 給 ふ。 此所 は， 本 多 上野 介が 頜知 

たる 故， 犬 伏と 天明の 問 春 =1 岡 寺に、 假に新 殿 を 造りて 入れ 奉る。 廿九： W 、同 國鹿沼 

に 到らせら る。 惡 H たる を 以て 逆 施 あり。 此 所に 暫 /、止まらせ マ ふ。 旣に H 光. E 

東 照大權 現の 御 本社. 本 地 堂， 回廊. 御供所 造り 終れり。 gr 月大 未の 刻、 S 光山 座禪院 

に 人れ 奉る。 同 八日、 靈 櫃を廟 塔に 納め 奉る。 i 就 I？ れ， 十四： 11、 祌を假 殿に 遷す • 

秀忠公 御 出 座。 敕使 廣橋權 大納言 兼 勝 卿 42 三條權 大納言 實條 卿、 ュ ^ に 奉行 烏 九 右 

中將 光廣 卿. 官； 命 使 河 野 宰相 實顧 卿： 奉幣使 淸閑寺 宰相 共 房 卿. 仙 洞 使 日 野 大納言；^ 4 

資卿 等な り。 十五 日、 秀忠 公、 御社 參 めり。 十六 H  、祌を 正殿に 遷し 奉る。 敕使 以下 

諸：：： T 一  昨 U に途 はす。 但し 今 H の 奉幣使 は、 中 御門 宰相 寅衡 卿な り。 十七 ：11、 御 本 


さ 宮！! き敕 

ら稱權 て 

るへ ま Jim 


社に 於て、 敕 命の 御 法事 あ， -。 導師 は梶井 御門 跡最 親王、 執 蓋 は 西洞院 宰相 時 直 

卿、 教綱は 唐 橋 民 部 少輔. 壬 生 極 jgg なり。 敕使を 始め、 最， 羽の 如く 諸 俟出座 せらる。 秀 

忠 公 御社 C 十九 =4 はより 御厢塔 供養、 法華經 一 萬 部 讀誦、 衆 僧 三千 五 百 口な に 

廿ー ：11、 秀忠公 還 御な hv。 此月、 家 光 公に も 御社 參 な.^。 

或 本に、 正 保 二 乙 酉年 十 一 月 三 Hj^s  、家 光 公の 御 治世、 後光明 天皇より、 敕 して 

宙ぉ、 i 大權 現に、 宮號を 賜 はり、 東 照 大欉現 宮と稱 し 奉る。 宣命 を、 今 出川權 大納言 

經季 之を携 へ 、 柬武に 下向、 營內に 於 て 御 頂戴 あ り。 お 。 

或 本に、 東照宮 御 鎮座 は、 H 光山 野 野 久能山 If  ，繊神 As 山 I 喜 多院 II まま ま 

來 漏 龍 山寺？ P ，龍 華院| 個 ま "長樂 寺 S 贿麵 ，田 .1 院政 P ュ ま 

寺 SilKI 雲 腿 難翻認 .神護 寺 i 麵， 御. 利 is 

^御 神 .Eljf 元與、 州 瞥^き 山 ti^:: 与 奥州 仙臺， 御 云々。 

颌千 石. 正 ま"：： 祌領千 石 .^ぶ1.^神^^千石  一 H/ 
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上 杉 景勝 卿、 仕 寄を附 けらる 、事 

大坂 S 野 口にて、 丹 羽 五郎 左 衞門長 重 卿、 仕 寄を附 けられし 時、 上 杉 景勝 卿 も 出で 

られ、 我等 も ft 寄 を附け 申すべし とて、 家來に 先立ち、 玆 なる 溝に、 橋 を 丈夫に 掛け 

よと 申 付け 引 込みし かば、 始は皆 手緩き 人 かなと 思ふ氣 色に て、 然々 橋 を 掛けざる 

所へ、 景勝 卿义 出で て、 何とて 橋 は 掛けざる ぞと 申さる 、故、 西條治 部が 曰、 只今に . 

も 橋 は褂け 申すべく 候と て、 卽 時に 掛け ゝれ ば、 景勝 卿、 之 を 見て、 本の： U 寄 場 を 

差 5¥ き、 脇に 土 後 を 置き、 鐵炮を 掛け 法螺 を 立て、 次第に 土俵 を 掛け 來れと 下知せ 

られ た， o。 大坂方 も、 始は 用心し ける が、 此體を 見て、 上 杉 は 軍の 術 を 知らぬ か、 

墓々 しき 事 はなし と て 引 入りた. OS* 又 上 杉の 家臣 等 も、 下知 を 請けざる 氣色 故、 录 


勝 卿 は、 敵の 油斷を 計り、 法螺 を 立てければ、 卽 時に 仕 寄 場へ、 土俵 を ひた/. "とお 

寄せて、 仕 寄を附 けたり。 前方、 土俵 を 置きた る は、 仕 寄 道に な 、翌日 城兵 は、 仕 寄 

の 防ぎに 出で、 之 を 見て、 膽を 消した h 'といへ り • 

畠 山 入 庵 一 一條 へ 登城 井 甲 陽軍鑑 批判の 事 

大 坂冬陣 に、 ニ條 御城 中の 書院へ、 諸 大名 出仕の 節、 家康公 は、 畠 山 入 庵 を 召され、 謙 

信 以來、 上：^ 家の 武者 押の 次第 を御尋 ありけ る を、 入 庵 一 々申 上げければ、 大御所の 

上意に、 上お 家の 軍法 左樣に 聞け り • 尤な. -と 深く 感じ 給 ひぬ • 入 庵 は 小さき 男 

なれ ども、 罷出 でて、 少しも 憚らす、 大昔に て 口上 爽に、 立 板に 水 を 流せる 如くな り 

し 故、 一座の 諸 大名 は、 皆、 武勇の 輩と 雖も、 誰も 詞を 出す 者な かりけ. りと いへ り 

入 ほ は 後に、 目 窗隱居 仰 付けられ、 京都 鉄屋 町に 閑居せ し處、 冤 永 十一 一年の 頃、 或 人 

5. 陽軍鑑 を持來 りて、 慰に 讀 聞かせけ る を、 入 庵が 曰、 此書大 に 相違？ り。 第一 に 

謙 信 を、 原景 時が 裔 i あ.^。 謙 信 は、 もと 長 A にて、 村 岡 將軍忠 通の 三男 鎌 倉 四 

.B3 山 入 庵 ニ條へ ？ ^！! 城 井 rar^ 軍 E1 批 ^の„*  一^ 
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郎 兵衞景 村が 孫，^ 郞景弘 * 始めて 長 尾 を 氏と し， 兄弟 別れし により 別 流たり。 又 長 

尾 義景と 書きた る は、 予が 舅の 攻景の 事に て、 義景 にあら や。 又 天 正 三年の 記錄 に、 

公方 靈陽 院義昭 公と 書き 載せたり。 義昭公 は、 秀吉公 御 他界の 前年まで 御 在世に 

て、 慶長ニ 年 八月 廿 八 曰に 薨 せられし を、 二十 年 前、 天正六年に死せし高坂彈正が 

諡號を書く事不審な.=^。 又 天 正 五 年 十月に 切腹せ し 永彈正 を、 天 正 三年 六月の 

記の 中に 書きたり。 极永滅 C を、 三年 前に 知りて 載せたり。 又 天文 十六 年 二月 十 

、五日、 晴信. S. 府 八幡へ 詣で、 山 本 勘 介 を 呼びて、 西國の 事を尋 ぬるに、 勘 介 其 座に 

て、 大 內義隆 を、 家 HH 陶尾 張守晴 賢が 封 13 したる 事 を 語る と あ.^。 義隆 は、 天文 二十 

年 九月、 長 州 深 川 村大寧 寺に 於て 生害な り。 右晴 信へ、 勘 介が 談. > し 年！； より は、 

四 年後の 事な り。 又 川 趑夜軍 を， 北 條氏康 が、 上 杉と 戰 ふと あ.^ • 川 越の 夜 軍 は、 

氏 康が父 氏 綱と、 上 杉 五 郞朝定 との 戰 にて、 天文 六 年 七月 十五 H の 夜な トノ。 又兩上 

衫に、 氏 康が討 勝ちた る戰 は、 九 年後、 天文 十五 年 四月 一 ー十HIの晝なh^• 是を も、 雨 

度 を 一 度に 記す は 誤な り。 又十卷 目の 下に 、松 山の 城主 上 杉 友定と あ.^。 核 山城 


主 は、 上 杉 左衞門 大輔憲 勝な り。 憲勝 は、 山 內の上 杉 民 部大夫 憲顯ょ h^、 六 代の 孫 

なり。 又友定 といへ る 人 は、 上 杉の 一門に 無， 之、 朝定の 事歟。 但し 朝 定は、 十五 年 

以前、 天文 十五 年 MI 月 二十 H に 討死な，^。 此書は 偽書な り • 其 上、 謙 信 代の 事 は、 我 

れ 直に 見た る 事な..^ と、 いはれ しとな hN。 

加 藤 家の 元老より 大坂 へ 兵糧 を 贈る 

# 肥 後 守忠廣 配流の 事 

大坂 冬陣の 時に、 加 藤 肥 後 守忠廣 は、 幼弱た る を 以て、 元老 加 籐美作 外 a 玉 目 1 ぱ^ 

る 、のへ？ 5 丹 波、 豐臣家 へ 志 を 通じ、 大艄 一 一艘に 糧米を 積み、 密に 秀賴公 へ 贈れり • 

忠廣之 を 知らす。 又秀頼 公の 乳母 子 齋藤采 女 を、 肥 後國へ 下し、 加 藤より は、 密に 

江 淸四郞 を、 城 中への 使節と せ， -。 然るに 元 和 四 戊 午年 八月 十一 H 、大 坂へ 志 を 

通じた ろ 橫江淸 四郎. 橋 本 掃 部 助. 同 佐 太夫 三人、 共に 斷 罪せられ、 廿： 〈外， お 作 を 始め 

其黨、 死刑 流罪せられ たり。 忠廣は 科な きに 定まり、 御 « 一 免 ありし 所に、 

加 藤 家の 元老， リ大坂 へ 兵糧.. ゃ缗ろ 幷肥後 守 5" 丄廣^ 流の 事  二  一二 


.s 碟ゅ 5 廣 

配流 
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に隨 つて、 金銀 美服 を 好み、 家人 國 民に 辛く 當り、 不義 不法の 事の み 多く あ b て、 終 

に 寬永九 壬 申年 六月 朔： W に、 廿ー 箇條の 御 不審 を 蒙り、 流刑せられ、 M〔f 羽〕 國莊 

內に 赴け り。 時に、 

人間 萬事定 不定 身 似，， 明星， 西 又 東 三十 一 年 如- 一  夢- 

醒來 ffi 內破廬 中 

と 作られたり。 忠廣 此の 如くな りし は、 多く 長男 豊後守 光政の 所爲 な. 9* 其 所以 

、は 、光政の 外樣士 に、 廣瀨 庄兵衞 とい へる 虛氣者 あ、 り • 然れ ども 先祖 は、 代々 武功 

を顯 はすに より、 家督 を繼 がせ かれたり しに、 1^- 生渠が 虛氣を 慰に せし 處、 或 時 

廣瀨を 呼 寄せ、 內々 一 大事を思立ち、近WI旗を*ぐる箬なh^。 因って 汝を 一 方の 大 

將と 定め、 預 くべき 人數も 決定せ， 9。  t=K 支度 致せよ と 申されければ、 廣瀨大 に迷戚 

し 赤面して、 こ は 難儀なる 事 を 仰 付けられ 候 • 此段 S に 御免 を 蒙らん と、 傈々 申捨 

て ゝ 其 儘 逃 行き たれば、 光政 大に與 じて、 其 後江 府の繪 圖を調 へ 、 廣瀨に 彼 圖を見 

せ ，其 上に て、 此問も 申せし 通り、 近日 一大 sth ど 思 立つな り • 然 れば汝 は、 何れの 口よ 


り攻 入るべき や。 思案せ よと 申されければ、 私儀 を、 1 方の 大將に 仰 付けられ 候 は 

ば、 R 今逐霪 仕らん と 、涙 を 流して 身 を 縮む るに より、 豊後 守彌！ 氣に乘 じ、 重ねて、 此 

一 一大事、 此度、 俄に 思 立つ 儀に あらす。 先年 大坂 御城 普請の 手 偉せ しよりも 思 立 

ち 、攻 入る 事 自在なる 様に、 豫て 下知した る 上 は、 近 H 大坂へ 行き、 御城 を乘 取りて 

桐 籠り、 世 を 奪 はんと 申されければ、 廣瀨が 曰 、彼 御城 は 、日本 第一の 要害に て、 縱ひ 

何萬騎の5^^以て攻むとも、ロ々閉づれば、天魔鬼神も攻入る事叶はすと承b^間、 

所 I る 仰 を 蒙り、 御前に 於 S 命して 詮なし。 此 役儀 を I 候へ と、 轉 倒して 恐 

怖 すれば、 豊後守 益！ 興じ、 大名 數十人 一 眛 連判せ し 謀 書の 廻狀を 認めて 見せ、 又 誰 

それの 狀》 と、 自筆に 謀 書の 品々 を 書. 識し、 狀 営に 入れて 近臣に 持たせ、 廣瀨が 方 

へ 遣し、 口上に も 、斯様に 大名 數十人 一 列せ る 間、 以前より 申す 如く、 汝 一方の 大《^ 

な. -覺 悟せ よと 申 送る。 廣瀨 彼狀を 見て、 膽を 冷， -身震 ひし、 堅 唾 を 吞んで 思 ひ 

ける は、 所詮 此事、 一 々御 老中へ 申 上げ、 生 人の 謀叛 を、 意見 させて 止めん と mi め、 

土井大 炊ぬ 利 勝の 宅へ、 彼狀を 持参し、 以前よりの 事共 を. ¥ら す * 上げ， 此ー 意晃 

^^家の 元老 ふリ大 坂へ ち樣^ 贈る 掉肥^ 守，" い〕 廣^ 流の 事  き 一一 一 
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を 御 申 被， 下 候へ とぞ 申しけ る。 大炊頭 は大に 驚き、 上聞に 達しけ るが、 庄兵 衞を敏 

中へ 召され、 御 老中 列座に て御尋 の處、 豊後 守の 申されけ る 事、 一 々に 言上す。 然 

れ ども 此者眷 鈍に して、 三 歳の 童子の 口上に 同じければ、 渠が 臆病 を 見て、 豐後守 

興 ある 慰に せし 者な らんと、 御 評定 あれ ども、 自筆 自 判の 謀叛 狀、 殊に 御城の 緒 園 

を 出し、 攻 入る べき 方便、 其 外 江 P 中 を燒拂 ひ、 將軍家 夫 名. 町人， まで、 途に迷 はしめ 

候 手段 等 は、 捨 置く べき 事なら すと ありて、 此 事より 起り、 彌，. 越度に 究り、 流刑 せら 

、れ しと かや。 

.. 加 藤 式部 少輔明 成 改易の 事 

加藤嘉 明の 21^ 扈 從多賀 生水 は、 大坂 冬陣の 時に、 十六 歲 なりし が、 加 藤 式部 少輔 

成に 從ひ、 澄 際に 於て 敵と 引 組み、 に墮 ちたり しが、 終に 首 を 獲たり。 嘉明其 功 

を赏 して、 氏 を 堀と 改め、 祿 K 千 石 を 授けら る。 嘉明 卒して、 明 成 家督 を繼 ぎし 處 

に、主水驗ぉ^1を^て、 明 成の 心に 件 ひ、 父嘉 明より、 主 水に 遣し 置きた る 判 物、 に 


家老 職 を も 取上げら る。 依，之、寬永十八巳年四月三日の日中に、會^^の城下を立退 

き、 剩へ手 切 S 印と して、 領分の 橋 を燒彿 ひければ、 明 成大に 怒り、 大勢 を 差 向け 討 

取らん とすれ ども、 其 在所 知らざる 所に、 高 野 出に 登りて、 文珠院 とい ふに 忍び 居 

る 巾^え ければ、 明 成 委細 を 申 送 f> 、搦め 出さる ベ き 3曰 、使者 を 立てし 處に、 文珠院 

i 左様の 者當 山に 居 申さす 候。 自然 忍び 居 たれば とて、 此 山へ 馳 込み 候 者 を、 

溺 出せし 例な しと 返答せ しによ に 式部 少輔之 を 開きて 腹に 居，^ 兼ね、 頓て 言上し、 

家人 堀 主 水と 申す 者、 斯樣々 々の 不義 を 働き、 領分 を 立 返き、 高野山に 忍び 居 申 候 

に 付. 文珠院 方へ 使 を 立て、 搦 出すべき 段 申 送候處 に、 虛 言 を 吐きて 固ぐ 出さ t 

此上は 討 手 を 遣し、 彼 山を搜 すべし。 明 成 儀 • 不義の 者と 思 召され 候 は K 四十 T 离 

石の 御 恩 地に 替 へても. 渠を なつ 分に 行 ひ 度 候と 言上し、 則ち 手 を 大勢 申 付けた る 

を、 主水絛 聞きて 高野山 を 出で、 和歌 山の 城 中に 蟄居せ し を、 加 藤 より、 f . 卿 へ 相 

斷り、 討 手を數 fc: 人 差 向けた. -。 主 水 之を閬 きて、 終に 所存の 訴狀を 認め、 江 兵へ 

下り、 主人 明 成の 積惡 を、 一 々訴 へけ る 中に、 大坂沒 落の は、 天守に 火の^ リ たる を 

.S 薛式 少辅 明^, な の 事  9.^ 
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見て、 明 成、 剃髮 せんと 悲 まれた る を、 種 々諫めて 差 止めた る 段、 其 外 數ケ條 を 載せた 

b。 御老屮 御披兒 ありて、 尤に思 召され けれども 、生 人の 積 惡を訴 へ、 且つ 往來の 橋 

を燒拂 ひ、 公儀 を 恐れす 候 段、 不屈に 思 召され、 明 成に 下されければ、 明 成大に 喜び 

て、 主 水 を 縛 首にし、； S 、子 は い ふに 及ばす、 綠者門 葉まで、 殘ら す誅戮 せ. -。 其 後に 明 

成 は、 以前 申した る 通と ありて、 四十 萬 石 召 上げられたり • 

、 越 前 家の 臣山縣 伊賀 浪人の 事 

越 前の 家臣 山縣 伊賀と いへ る 者 は、 冬 御陣の 時、 首 一 級 を 得たり けれども、 褒賞 もな 

か- ける とか や。 是は前 田家の 臣を 以て、 證人 にせし 故な り • 山縣 は、 斯る事 を 恨 

みける か、 後に 浪人せ しとい ？。 . 

加 藤 家の 臣川村 櫂 七 歸參の 事 

關ケ原 合戰の 時に、 加 藤 左 馬 介嘉明 は、 家康 公の 供奉に て關 東に あり • 然るに 上方 


にも、 石 田 治 部 少輔亂 を 起し、 諸 將の內 室 を. <  質と して、 诚 中に 入れけ る • 左 • 梅 介の 

诚豫州 松 山に は、 4G 弟 內記を 始め 殘し 置きし が、 嘉 明の 內 室へ、 內 記よ 申す 旨 あり 

て、 川 村嚿七 を、 大坂 へ 遣 は せし 處に、 川口に 番船を 置きて、 む ざと 入れ ざれば、 權七 

は、 尼ケ 崎に 數日 滯留 して、 浦の 漁師に 馴れ、 大 坂への 通路 を 尋ねければ、 漁 父賴も 

しく も、 己が « に 權 七を乘 せ、 大坂 へ 赴き、 川口 近くな.^ ければ、 船底に 積 》 きたる 

網り 下に 隱し、 終に 番所の 前 を 通り過ぎ たれば、 權七 大に悅 び、 船底より 上り、 嘉明 

の 屋鋪に 入. -て內 室へ 申す は、 本國に 於て、 內記を 始め 家老 中の 相談に は、 縱ひ 奉行 

中より 如何 樣に 申され、 御前 を 渡すべし と あ， りと も、 唯 御 屋鋪に 置き 參ら せ、 關 東よ 

,0 の 御 左右 を 御 待 可， 被， 下 候 由 を 述べて、 重ねてい へる は、 數 ならぬ 私 なれ ども、 家 

老中の 名代と して 馳 上..^ し 上 は、 恐れ 乍ら 左 も 右 も、 御身 を 任せ 置かるべし. 若し 

奉行 中 人數を 出し、 御 屋鋪を 取卷き 申す とも、 某 斯くて あらん 程 は、 些とも 恐れ 拾 ふ 

ベ から や。 叶 はぬ 時 は 御 自害 を勸め 奉り、 某 も 同じく 腹切って、 冥  > だの 御供 申す ベ 

しと、 殘る 所な くい ひて 表へ 出で、 權 七が 計ら ひとして、 尾鋪の 隅に 井樓を 揚げ、 大 

加 藤 家の 臣川 衬權七 S^T. 参の 事  S 
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銃 を 仕掛けたり。 是は 表の 場 下へ、 敵方の 人數詰 寄せな ば、 打拂 はんとの 備な り。 

其 外屋鋪 のつ まり-^ に、 塀 を ふ.. >  堀 を 掛け、』， 過張番 怠らす、 對陣の 如ぐ に 守らし 

めたり。 然れ ども、 細川忠 興の 內室 自害の 後 は、 諸 大名の 奥方 を、 城 中へ 取 入る べし 

ともせ ざ， 0 ける 故、 仔細な く 居られし が、 程なく 天下 治まり、 左 馬 介に は、 豫 州宇國 

を 賜 はりければ、 岐阜 關ケ 原に て、 戰功を 立てた る 輩に、 恩賞 を與 へらる。 川 村權七 

は、 大 坂に 於て 忠志 ありし を 感じ、 二百 石の 4 加增 にて、 都合 五百石と なれり。 權七， 之 

, や 不足して、 我れ 大 坂の 川口 を 忍び入り 馭 付けて、 屋鋪を 固めた る 忠節の 程、 岐阜 

關ケ 原の 戰に、 纖 きたる 輩に 勝る とも、 更に 劣る ベ から や。 然るに 一 倍の 御 加增數 

輩あって、 某に 唯 二  石 を 加 へらる、 ー爭、 我 志に 相應せ や。 若し 武士道の 御 穿整不 

行 屈 か、 伹某豫 てよ b 御意に 入らざる かなる べし。 所詮 當家を 去る べしと いひて 立 

退きければ、 左 li^? 介大に 怒り、 彼 大坂屋 錦に 於て、 武士の 志 を 立つ るに よ 、相 の 加 

增を す處， 岐車關 ケ原兩 所に て、 骨折りた る 者亚ハ に简增 さらん と廣 言して、 頜地を 

立 去る のみなら す。 當家は 武士道 不 吟味な りと、 口に 任せて 嘲る 事、 言語 道 斷の曲 


者な b。 我れ 聞く 先年 尾 州 長久 手に 於て、 德川 御家人 卒松 金次郞 とい ふ 者、 恩賞 を 

不足して、 頓て參 河 を 退きし に、 內府 怒り 給 ひ、 功 を 立てた る 輩に は、 各 賞 を 施され 

し 所に、 平 松 一 人 恩賞 を 受けす、 殊に 他國 へ 赴く 事、 類 希なる 無禮 な..^。 彼が 罪科 を 

許し 置かば、 當 家の 仕置 立つ まじと て、 其 行末 を 尋ね 求め、 終に 卒核 を誅 せらる。 是 

れ 僻事と いひ 難し。 此 先例に 從ひ、 權七 めが 住所 を 聞き出し、 討 捨 にすべし と 申 付 

けた. o。 權七、 之 を 深く 恐れ、 ある 山里に 隱れ 居たり ける 處、 

或 本に、 卒 金 次郞は 、性質 驍勇 にして、 外貌 溫なト 人 或 時 一 友、 平 松を惡 口す る 

事 あ. 0 しが、 金 次郞は 一 言も答へざるにょb、人皆柔弱な、りと思へ，.^。 其 後； 牛 松、 

朱 柄の 鎗を 推へ た し を、 人 皆 聞きて 大に笑 ？。 是は白 柄の 鎗を 以て、 歜と鋒 

を 交へ、 鎗に血 付く る 事、 度々 に 及びて 後なら では、 朱 柄の 餘を 持たせ ざるが、 

武夫の 法なる 所以な， -1」 ぞ。 然るに 長久 手 合戰の 時、 平 松 は 衆 を 離れて 一人 進 

み、 一 番鎗を 合せけ るに、 其 後に 績く 者な し。 是に 依って 家康 公、 新地 一 一 百 石 を 賜 

ひし 處、 金. 郎 衆人の 中に 出で て、 男子の 勇と する は、 只 戦場の 働に あり。 喧嘩 

加 藤 家の 臣川村 權七歸 參の事  g 九 
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を 好む は、 下僕の 業な 我れ 今般の 合戦に、 年來 出さ 5. る 勇を顯 し、 我 後に だに 

繼ぐ 人な かりき。 人 各 能 あ. - 不能 あり、 我 喧噪に は 誠に 拙し。 敵と 相 合 ふ 時 は、"^ 

より 勝れぬ とい ひける が、 答 ふる 者 更にな し。 然るに羽柴秀^^、公、平feが不平を 

懐く 事 を 聞 召され、 一 萬 石 を 以て 招かれければ、 金 次郎領 掌して、 德川家 を 出奔 

す。 家康 公、 坂 部 權右衞 門 を 召され、 卒极を 追うて 殺すべし と 命じ 給 ひぬ。 坂 部 

承り、 直に 進んで 金 次郞を 討たん とする を、 卒 却って 權右衞 門 を 殺して 返き し 

. に、 服 部 半藏、 褂 川の 城番に 代る 道に て、 此由を 聞 付け、 其 儘 組の 鐡炮を 引 連れ、 其 

籠る 處の 村里 を 固めり。 金次郞 免れざる 事 を 知って、 竟に 切腹せ しと 云々。 

大 坂冬陣 に、 嘉明を 江戸に 殘 されし に、 上方よりの 御 左右 を 待ちて、 加 藤が 尾 鋪を攻 

圍み、 腹切ら す ぺ き 御 下知 ありと い へ る沙汰ぁ，.^ければ、嘉明聞傅 へ て、 討 手、 屋敷 へ 

向 ふなら ば、 討死 を 遂げん と 相 催す 所に、 夜更けて 裏門 を、 潜に 叩く 者 あ，.^。 番人す 

はやと 驚きて、 如何なる 者ぞと 咎めければ、 御氣 遣な き 浪人な，.. 木 佐 左 衞門殿 非 

番な らば、 れつ! 1 呼出し 給 はれと 頼めり。 青木 は嘉 明の 近臣に て、 其 夜 は 次の間に 臥 


し 居け る を、 彼 番人 麦 へ i: びて、 斯くと 告げければ、 佐 左衞門 も、 如何なる 者と も 先 

らす、 門外へ 出で て 見る に、 川村權 七な..^ け， る 故、 靑木は 其 手 を 執って、 思 も 寄ら ざ 

る對 面な h^。 さて 此 時節、 何の 爲に 尋ね 來れる やと 問 ひければ、 權 七小聲 にて、 事 新 

. しき 樣 なれ ども、 凡そ 臣 たる 者 は、 忠を 君に 容 れんが 爲に 身命 を 拋っ事 は、 珍し か 

らぬ 所な り。 然るに 先年 大坂 へ 上. -、 奥方 を 守護し 申し つ る は、 い ふに も 足らぬ 事 

なる を、 を こが ましく 申立て、 御 勘氣を 蒙る 事、 誠に 後悔 千 萬な り。 御機嫌の 程 も 憚 

多く、 又は 手前の 誤 を恥ぢ て、 十 箇年餘 り 世上 を やめ、 覆 藏坊と 改名して、 隱れ 居た 

る 所に、 此節、 御家危 くなら せ 給 ひ、 御難 儀 近き にあり と 承る。 せめて 斯樣の 時な b 

とも、御先途を見屆け申さん爲め、晝夜を分かす參.^たり。 願 はく は贵 殿の 計ら ひ 

を 以て、 卸 屋鋪の 內に入 置き 給 は 、喜、 限り ある ベ からすと い へ ば、 靑木も 流石の 者 

なる 故、 川 村が 所存 を 熟と 聞きて、 彼 は 勇義の 武士なる を、 望 一の 龍に 屋鋪へ 入れ、 む 

だむ だと 殺さん はハ 惜しき 事と や 思 ひけん、 申さる、 處 はさる 事 なれ ども、 假令 貴方 

の 越度に もせよ、 先年 當家を 出 でられし 後 は、 主 從の交 長く 絕 えて 、剰へ 重き 御 a 當 

如 藤 家の 臣川村 權七歸 参の 事  1 一二- 
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なる に、 今度 無用の 義理 立して、 あたら 命を棄 てんより、 玆 にて 思案 を替 へられよ • 

其 上 貴殿 下着の 由、 宜しき 樣に 披露す ると も、 大方 御機嫌 は 御 直し ある まじ。 又不 

思議に 御 許容 ありて" 屋鋪 の內に 置かる とも、 御 家の 爲 にもなる ベ がらす。 然れば 

主君の 耳に も 人れ す、 諳 傍輩に も 語る まじ。 疾々 故鄕へ 歸られ よと、 言葉 を盡 して 

いひ けれども、 其辭を 承引せ すして、 靑木 殿と も覺 えぬ 人 かな。 此度 我等 遲參 する 

とも、 何とて 彼 は來ら ざる ぞと、 御 不審 もな して 給 はる べき 所、 たまく 武士の 意地 

、を 立て、 夜晝 となく 下. りたる に、 御門の 內へも 入れられす、 早々 在所へ 歸れと ある は、 

近頃 曲 もな き會释 なり。 され ども 殿の 御爲 にならぬ とめる を、 押 返して、 鬼 や 角と 

いふ も 如何 なれば、 故鄕 へ立歸 う、 時節 を 待たん と 答へ ける が、 其體 哀れに 見え けれ 

ば、 然 あらば 人に 尋ぬ べし。 暫く 此 所に 待 たれよ とい ひて 內に 入り、 すぐに 嘉 明の 

寢 所に 行きて、 右の 趣を演 ベ ければ、 左 馬 介 は暫の 思案 もな く、 此方 へ 連れ 來れと あ 

るに より、 川 村 を 連れ 來り ける。 時に 嘉明、 汝 奇特に 下りたり と 申して、 頻に 落涙せ 

られ ければ、 權七も 心 惑 ひ、 左右の 言葉 も 出し 得 t 靑 木に 對ひ、 再び 御前へ 出づる 


事、 今生の 思 出な b とい ひける。 W 夜明け ゝれ ば、 屋鋪の 中なる 下々 に 至る 迄、 川 村 

權 A3 が來 りたり と、 多くの 加勢 も ある やうに、 各 勇みけ ると な h.。 是れ權 七が 弱年 

より、 勇 才人に 超えし 故な り。 夫よ 日々 月々 に 立身し、 竟に 家老と なり、 八 千 石 を 

頜し、 程な/、 伊豫に て 死去せ.. >。 其 後 左 馬 介に 御加增 あ，.. -て 、奥州 會津へ 所 替の時 

は、 頜內の 民人 別れ を歡 き、 嘉明 、出舶 せられし 時 は、 女 童 部まで 海邊に 出で、 殿 は 我 

等を捨 置きて、 何方 へ 御 越 あ る ぞと 泣き 悲しみけ る。 左- i»? 介、 會津 に て 四十 萬 石 を 

頜 しける が、 川村權 七が 存在なら ば、 彌！ 國の 佐と なり、 當 家の 幸な らん ものと、 常に 

談 をせられ ける とか や。 都て 嘉明 は、 智勇 ある 上に 士民 を勞は 、賞罰に 私な かり 

ける とぞ。 

河 路櫂內 .內 藤 左 兵 衞討果 す 事 

尾 張義直 卿の 弓 頭に、 河 路權內 とい ふ士ぁ b。 大坂 夏陣の 時、 一 に 河路、 二に 福 尾 佐 

五右衞 門、 三に 內藤左 兵衞、 三 段に 備 へ たる 所に、 先手 所以な きに 躁勸 して、 福 尾. 內 

河^ 權內內 藤 左 兵衛討 菜す 事  0 
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か 手 も、 亂れ 立ち けれども、 先備河 路權內 は、 瑪を骑 居 ゑ、 兵 を 整へ て動轉 せざる に 

より、 城兵に 後陣の 亂れ たる を 見透かされす、 尾 州 勢 は、 河 路が體 に 顧 まされて、 皆靜 

ま. 0 ぬ。 然るに 成 瀨第人 正正 成 は、 後に 來 b て 之 を 見た る 故、 歸陣の 後、 福 尾. 內藤 

が、 能き 足 輕を立 定めた る を 賞して、 祿を加 へられし が、 河路は 之に 泄れ たる 故、 權 

內が 曰、 某祿を 貪る に は あらね ど、 其 時の 功、 第 一 拙者に ある 事、 世人の 知る 所な..^。 

然れ ども 集 人 正、 勇 怯 を 見る に 明なら す、 賞罰 を 行る に、 公なら ざるに 依つ て、 吾 名 

6- 顯 はれざる を怨 むと、 不卒 の詞を 出し、 遂に 爭 論と なりぬ。 正 成、 驗府へ 赴く 途中 

に 於て、 渡 邊半藏 に 逢へ り。 渡 邊此事 を 聞きて 成 瀨を誘 ひ、 尾 州に 歸.. ^實を 正し、 河 

路： も 同じく 加增 ありけ る 所に、 猶 快し とせす。 內藤は 常み、 懇意なる に、 彼が 加祿 

を受 くる 時、 眼前に 見た る 某が 功 を、 一 言 も 語らざる は 不屈な hs と 思 ひ、 夫より 交 を 

碟 にせり。 一 日 半藏が 方へ、 河 路. 福 尾. 內藤を 招きて 饗應 し、 旣に 茶も畢 て、 內藤左 

兵衞、 河 路權內 に、 日來 親み 深 か. - しに、 近年 さなき 事 更に 其 意 を 得す。 若し 心中に 

狭む 所 あらば、 分別せ よと いひければ、 河路應 へて、 いはる、 迄 もな し、 疾く 分別し 


た b とて、 歸路の 時、 河路聲 かけ、 其方 を 討 果すぞ と 斬 憑れば、 內 藤が 若黨 走り 寄. „^ 

可路が 頭を昕 破りし に、 權內 左の 手に て 頭 を 抱へ 乍ら、 內藤を 袈裟に 打 放して、 當座 

： 死せ、 り。 內藤 は、 時 過ぎて 死し けり。 喧嘩の 事 なれば、 « 方 同じく 命 せらるべき 

定法なる に、 河路 は、 武功の 爭論無 膿な りと て、 家 を 立てられす、 二子 ありし を、 兒扈 

從に召 出され、 內 藤が 嗣子に、 本祿を 賜に，^ ける。 其 後- 扁尾佐 五右衞 門、 何とか 思 ひ 

けん、 河 路と內 藤 討果す 時、 權 ft が 頭 を 斬 破りた る は 某に て、 內 藤が 若黨 にあら す。 

二子 此事を 漏 聞かば、 某 を 安く は寢 させ じと 語りけ る を、 河路が 一家の 者傳 聞きて、 

1 一子に 告げければ、 其 霞に 差 置く ベ きなら すと、 書牒を 通じて、 旣 に討果 さんと す 

義直 卿、 其 本 を B させられければ、 福 尾が 口より 出さ やと 申す によ."、 先づ和 g にな 

ると 雖も、 浮說猶 止ます。 二子 斯くて は捨 置かれす と、 心に 思 ひ 色に 見さ や • 然る 

に 鳴 海の 山に 於て 鹿 狩 あり。 其 時 福 尾、 二子が 體を竊 に 窺 はしむ るに、 兄 は 小 瘡を病 

み、 弟 は 虛勞を 煩 ひて、 久しぐ 門 を 出で ざるに より、 福 尾、 さて は 別儀 あら じと、 鹿 狩 

の洪に 出で たり。 募に 及びて 歸る 時、 福 尾 足輕を 前に 押 立て、 從者數 多 左右に 引 具 

河 路權内 內藤左 兵 商 討巢す 事  一一 一 .^ 
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し、 用心して 過ぐ る 所 を、 兄 は 豫て竹 柄の 鎗を、 捨鎗と 彫 付け 置きた る を 持って、 馬上 

の 福 尾に 詞を かけ、 投銜に 突 貰き ぬ。 突かれ 乍ら 下 立つ 所 を、 兄弟 共に 挾んで 斬殺 

し、 足 輕從者 を 追 散らし、 心 靜に立 5?S き、 一 町 計り 行きし が、 兄の 草履 を片々 取 落せ 

し を、 周章て た. 0 と 人に いは れん は 無念な りと、 立歸. 5 て 之 を 取 來れ， 9。 母 は 相 謀 

りて、 甥の 所に 匿し 置きぬ。 然して 兄弟 二人 は、 飛驊 路の嶮 岖を經 て、 他國に 遁れ得 

たりし が、 弟 は 早く 病死し、 兄 は 森 脇 新右衞 門と 稱し、 核 平 新太郎 光政に 仕 へ て、 身 

を 終りけ ると ぞ* 

前 田家 の 吉田 大蔵 射 術名譽 の 事 

加州の 家臣 吉田 大藏 は、 大坂  一 ^の 時に、 左の 指 を 半 射 切られ、 梅 指 食 SS のみ 全 けれ 

ども、 弓は猶 妙手 を 得たり。 利 常、 或： n 放鷹に 出 でられた るに、 愛 貌の鷹 を、 大緒共 

に 取 放ち、 あたりの 社に 入り、 木の 枝に 居 憑. 0 ける が、 大 緒に 纒 ひて、 鷹 は 倒に 鎚り 

たり。 利 常、 大藏を 呼び、 何と ぞ鷹を 害 はぬ やうに 射 取れと あれば、 大藏、 一 應は辭 


返し 乍ら、 脊 重ければ 承り 候と て、 騰 股を番 ひ、 鷹の 眞中を 射た. ると 見えし 力、 其 s 

:r:H 去りけ る を、 跡 を 慕 ひて 居 ゑ 上げぬ。 利 常、 何とか 射た る、 名 譽の事 かなと 間 は 

I  ちとお し  -co 

に 纏 ひたる 大緒 は、 射ても 解く ベから す。 由 &旋子 を 射 f りて^  » 

e の 時 、，羽 を 嫌 ひ 候。 羽す り 鷹に 中り たる 時、 痛 4 故に 、柔 なる を 以て 射る 事、 

故實な b と 申せし とぞ。 

龜田大 隅、 御馬 拜領の 事 

淺野 家の 臣龜 田大隅 守高總 は、 元 溝 口 半之丞 とい ひ 、若年より、 手柄 高名 ある 大剛の 

兵な り。 忍. 岩 機の 武邊、 泉 州 樫 井に て鎗を 入れた る 軍功、 言に 盡し 難し。 持 錯は下 

坂忠 親が 作に て、 十文字な..。 鞘 は鸱の 嘴に て、 薬 毛な めし 革、 柄 は總靑 貝に て、 銅 

の 金具な，.^。 江戶 御城 石垣 を 築 立て、 後、 三度 迄 崩れたり。 秀忠 公、 御 普請 御 巡 見 

の S ，龜 田へ、 何故に 石垣 度々 崩る、 やと、 御尋 ありければ、 大 隅畏么 し、 拙 衷鵡の 十 

文字 を 持ち 候 ひて 備 へ なば、 一 度 も 崩し 申す まじく 奉 K 存候 へ ども、 石 は 非情の 物に 

<® 田大隅 御馬 拜颌の 事  一一 マ 
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て、可.仕樣無，御座，：^と申上げけ，.^。  W 御 普請 終りて、 鹿 毛驗の 御馬 を 賜 はり けれ 

ば、 龜 田に 土 井 大炊頭 利 勝が 家 來早川 圑右衞 門に 向って 、公方 樣 より 御馬 拜頜 仕り、 

難， 有 奉， 存候 へ ども、 二 毛の 馬に て、 外聞 如何に 候。 御馬 は 如何 樣 にても 苦しから や 

候 間、 御替成 下され 候 へ と 訴訟せ し&、 早 川、 則ち 大炊 頭に 相 達せし 處， 尤 至極な-り 

とて、 外の 馬 を 下されし とい た K 

. • 福 島 丹 波、 後 藤 又 兵衞 と武を 論ずる 事 

關ケ原 合戦の 時、 備前中 納言秀 家 卿の 後 勢 七 八十 程、 福 島 左 衞門大 夫が 先鋒 福 島 丹 

波が 備先を 通りし に、 地形 下ぐ して、 丹 波が 手より は 見えざる 所、 正則が 旗本よ. - 見- 

附け、 靑木淸 右 衞門を 使に て、 早々 之 を 知らせし 故、 舟 波 は 若者 五六 十 を 遣し、 彼秀家 

卿の 勢 を追蒐 けさせし に、 黑 田家の 臣 後藤 又兵衞 乘り來 り、 返き 後れた る 敵 七 八十 

程、 對を橫 切 つ て 通 る を、 能 き 仕 物に 候、 追蒐け て 若者 共に 取らせ 候へ とい ひける を、 

丹 波 は 笑って居る 所へ、 先に 遣した る 五六 十 人の 若者 等、 皆 首 取って 歸れ り。 又 兵 


衞は、ぬからぬ丹波かひ.^成じけり。 後に 世の 取沙汰に-, 後藤が 差圖 して、 組 勢に 高 

名 させた ，-。 全く 又 兵衞が 蔭な りと いへ り。 丹 波 之 を 聞きて、 疑 もな き 後藤が 過言 

な b と 奇怪に 思 ひ、 いっそ 營 面せん と 心 憑け、 るに、 又 兵衞は 浪人して、 上方へ 上る 

とて、 宫 島に 潮褂. - して 居た る を、 正則 聞 付け、 丹 波 を 使に て、 又 兵 衞を抱 へんと 申せ 

ば、 後藤 は、 三 萬 石なら ば 御 奉公 申すべし とい ひける 故、 丹 波 は、 此旨を 左 衞門大 夫 

へ 申しければ、 正則 頭 を 振って、 譜代の 其方. 小關石 見さへ 二 萬 石 なれば、 中々 思 ひ 

も 寄らす とい ひける を、 丹 波 諫めて 曰、 又兵衞 を、 三寓 石に て 召 出され 候へば、 石 見 も 

拙者 も、 威光が 附き申 候。 1!? 所以 は、 又兵衞 さへ 三 萬 石 なれば、 石 見 • 丹 波な ど を 外 

へ 出したら ば、 四 萬 石の 侍な り。 譜代 故、 福 島 家に 小身に て ありと 可 > 候へば 拙 

者： S 迄の 面目なり と諫 ひれ ども. 正則 諾 せす。 又 丹 波 を 以て、 斷を申 遣し ける が、 暇 

E して 歸る 時、 先達って よ. -、 世上の 取沙汰の 事 を 思 出し、 先年 關ケ 原に て、 備前勢 

の 除 後た る を、 我 手へ 討 取りたり。 夫 を 貴殿の 措圖 にて、 某に 手柄 させた.^ と、 世上 

にて 申さる、 由、 虛か實 か、 承 屈け ん と 詰 寄 たる を、 後藤 冷笑 ひ て、 貴殿と 我等 が 

彌島 丹波拔 si^K 兵 庸と武 な 論す る 辜.  一一 r 
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武邊は 互角な り U 戰 場に 於て、 其 元の 措圖 を、 某 は 得 請け まじ • 然れば 此方の 措圖 

も 請け 申さる まじ と、 返答し ける と v- 

池 田家 南部 越後、 尼ケ 崎の 城 を 救 ふ 事 

冬陣 に、 池 田 越 前 守 命 を 受けて、 尼ケ 崎の 城 を 救 ふと 雖も、 兵 寡く して 而も 大 坂に 近 

ければ、 池 田 武藏守 利隆. 同 左 衞門督 忠繼、 相 共に 計って、 利 隆には 宮城 筑後、 忠繼に 

は 南部 越後、 何れも 武功の 士 たる 故、 各 騎士 三十 人. 鐵炮百 挺と 相 定め、 加勢に 遣せ 

, -。 筑後は 先達って 尼ケ 崎に 到り、 南部 を 待つ とも 來らざ しが、 二三 日 過ぎて、 今 

日參着の由を申來..^し所、筑後は悅んで、中途迄出迎ひ、打連れ立ちて尼^崎に抵.- 

しに、 南部、 筑 後に 向って、 貴殿 是 より 歸られ よ、 某 は 先 づ此邊 を 打 巡って、 跡よ. 5 參 

らんと いひ、 城の 構 地の利 を 委しく 見て 歸ヶ、 扨い ひ 合む べき 事 あれば、 町々 の 目 代 

に 來れと 呼 寄せければ、 目 代 共 四 五 人來， - ける が 、宮城、 其 時 座敷に 居て、 此に 來れと 

いひ けれども、 南部は仔細の候とて、庭のu;ロを明けさせ、白沙に呼入れさせた.c^• 


目 代 共 は、 宮诚. 南部 を 敬せ やして、 立ち 乍ら、 我等に 何の 用事 か 候と いひければ、 南 

部 眼を瞋 して 曰、 苟 くも 將軍 家の 命 を 蒙り、 宮城 筑後. 南部 越後 兩人、 池 田家の 援兵 

として 此 所に 來れ b。 身 不肖な h- とも、 將軍家 を 重ん せば、 我輩 を 敬せ ざらん や。 若 

し 一 戦に 及びて、 * 方 利 を 失 は か、汝等^1く敵の爲に斬虜せられ、貨財は盜人の有と 

ならん。 今 兩人を 侮る に 於て は、 敵 迄 もな し、 忽ち 汝等 を斬斷 する 事、 我輩に ありと 

罵. 0 ければ、 目 代 4i ハ大に 恐れ、 皆 膝 を 屈し 頭 を 低れ て 額に 汗せ り。 其 時 南部、 某 今日 

此所 に來 つて 見る 所、 往還の 町 ロ每に 番人なければ、 急 番の者 を 差 置きて、 旅人の 者 

共、 一夜 も 宿せし むる 事な かれ。 旅人 あらば、 番人の 中 一 人 之 を 見送りて、 上なら ば 

上ロの番人に斷れ、下ならば下ロの番人に斷り、晝夜の代，..^時を定め、少しも違ふ事 

なかれ。 又 番人 あう とも、 夫を恃 とせ ざれ。 汝等 一人、 代る ぐ 番所に 居て 下知 を 

なせ。 若し 怠 弛 あらば、 卽汝 等を戮 せん。 S く 還って 分せ よと 申しければ、 目 代 等 

は、 一 々承， 0 ぬと いひて 出で ける が、 其 中 一 人 を、 町奉行の 方. へ 使と し、 對談の 上に 

て、 萬 事 を 申 合す べきに て 候、 夫へ 參 るべき や、 これへ 御入來 あるべき やとい ひ 這 

池 田家 南部 越後 尼ケ 崎の 城^ 救 ふ 事  113 
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しければ、 町奉行 頓て 來.. ^ける 故、 南部 一 禮の 後、 今迄 町 口の 番も なし。 =S に謀 りて 

分 を 下す 事 本意 なれ ども、 少しも 速き が昧 方の 爲 なれば、 申 付け 候 • 若し 目 代に 懈 

怠 あらば、 卽 座に 斬罪に 處 せん。 命合嚴 ならぬ 時 は、 軍に 利な き 事、 御存の 道に て 候 

と 申しければ、 町奉行 も、 尤 なりと 返答せ り。 夫よ， り宫 城と 相議 し、 日夜に 三 四 度、 

俱に自ら番所に至h^、 怠る や 否や を 相 窺 ふ 事 時 を 定めす。 然るに 雨 人 ® 見して 歸 

る 時、 船 場に 潮滿ら たる 故、 宫 城が 曰、 此所 へ 敵 船の 着く ベ ければ、 番を a きて 守ら 

すべし と 申しけ る を、 南部 聞きて、 昨日 某 能く 之 を 見る に、 船の 着く 所に あらす、 沖 

少し 深 けれども ロ淺 し。 船 を 着けな ば、 歸路に 泥み、 却て 味方の 獲物な らんと 申せ 

ば。 宫城又 曰、 向に 大 なる 竹 藪 あ 燒拂 ひて 、遠く 見 透 さば 可な らんと 申しければ、 

南部 重ねて、 我れ 之 を 量る に、 敵 寄せ 來 らば 大 軍な らん。 然れば 藪を恃 みて、 兵 を 匿 

す ベ き 道理な し。 却て 味方に 伏兵 を 置く に 便 あり。 若し 敵 大軍を 以て、 彼 藪 を恃ま 

んと する 心 あらば、 是れ 弱敵 なれば 恐る、 に 足る か。 此藪 は、 極めて 民の 產 なる ベ 

ければ、 故な くして 燒拂ふ 時 は、 味方に 仇す るに 似たり とい ひける。 南部、 又 宮城と 


議 して、 小屋の 前に 柵 を 付けし に 、宮城 は 下僕に 令し、 南部 は 自身 立 巡って 申 付け、 

小屋よ- Ml 三十 間 計 b 出して 付けた. -。 棚 際に 藁 筵 を 敷き 、足軽に 下知 人の 士を加 

へ、 番人 を 置き、 其體嚴 重なり。 南部 は 宮城が 柵 を 見て、 貴殿の 柵 は 弱くして、 朐ょ 

けの 如し。 M を恃 みに、 敏を 防ぎ 止む るに あらね ども、 第 一 用心に 怠らざる は、 敵 を 

威す 處 なり。 貴殿の 柵 は內狹 し、 鍺鐵炮 の 振 廻し 自由なら じ。 然 らば 利 少な からん 

かとい ひける 故、 筑後も 柵 を附替 へた..。 宮城 も閡 ゆる 武士 なれ ども、 此時は 南部 

に 及ばざる 事 遠し。 宮城、 後に 人に 語りけ る は、 南部 越後が 如き は、 一人 當千 とい 

ふべ し。 K に國の 重臣と する に恥づ ベから すと、 大 に嘆稱 しける と ぞ* 

, 久世 三四郎 斥候の 事 

久世 三四郎 は、 祿 五千石、 鐵炮百 挺. 與カ 三十 騎の 頭な り。 本 は 榊 原 式部 少輔康 政の 

從 者な b しが、 御 旗本に 召 出された りしに、 大坂陣 の 時、 榊 原 遠 江守康 勝が 攻 口の 仕 

寄 は、 如 ほ 程 付けた る。 向の 土手 は 取るべき や、 見て 歸れ とて、 御 使に 遣され たり • 

久世 三 四耶 斥候の 事  一一 一 ーーーー 
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久世馳 行きて 之 を 見る に、 家臣 武功の 者 共、 三 四郎が 直参に なりたる を 心に 嫉み、 其 

所 は鐵炮 厳しく 候。 疾く 歸られ よと い へば、 久世、 舒に乘 廻して、 昔 榊 原 家に 城と 寄 

手の 旗 先の 行 逢 ふ 程 仕 寄せ 候。 是は 1«K 間 未だ 遠き に、 危ぶまる、 や。 昨今まで 貴殿 

杯と、 肩 を 竝べ膝 を 組みて 親しみし S は、 さもな か，.^ し を、 臆病 神 は、 何の 間に 付き 

たる や、 御 旗本の 者 共、 是 程の 事 を、 何とか 思 はんとい ひける に、 答 ふる 者な かう け 

る とぞ。 

小 栗 又市檢 使の 事  ， 

冬陣、 蜂鎮賀 阿波 守 へ、 城兵 夜 討の 後 • 阿波 守よ， -、 此趣を 委細に 書： &け 言上せ b 

撿使 として、 小 粟又 市 を 遣され た. 9。 然るに 蜂須賀 手先の 柳 を、 又 市が 量ら ひとし 

て、 取 除け させたり。 家臣 等 も、 心得難く 存じ たれ ども、 撿 便の 差圖に 任せし に、 翌 

十七 日、 大御所 本 町筋 御 巡 見に て、 則ち 夜 討の 場. 且 柳の 樣子 を御覽 じて、 阿波 守 若 

輩た， 0 と雖 も、 弓箭に 賢き 仕方な， と 、甚だ 御感 ありし とい へ， 5* 


安藤 治. 右 衞門心 掛の事 

大坂陣 の 時、 平野 村に 失火 ありけ るが、 御 旗本の 面々 馳 集まりし 所、 安藤 治 右衛門 後 

れた り。 皆 其 所以 を 問 ひければ、 安藤 答へ て， 若し 變 あらば、 御 旗本 は 別事 あるべ か 

らす。 御先 手な らんと 思ひ馳 行きし によ h ^、往還に 時 移り、 遲參 せりと いひけ ると 

なり。 

井上 小左衞 門の 妻 携，， 一 一子-出，， 城 中 1 事 

大坂 落城の 後に、 井上 小 左 衞門尉 時 利が 妻 化、 の 一 一子 を携 へ て 逃る。 偶大 坂の 馀 

黨 赦免の 期に 會ひ、 嫡子 次 郎兵衞 尉 利 中 十歲、 次男 瀨兵衞 利 定九歲 なり。 忝くも 二 

險の 御城に 召 出され、 始め 拜 謁し 奉る 時に、 兄弟 共に 仕へ よとの 命 を 蒙る。 母が 曰、 

兄弟 同 君の 臣 たらば、 患難 も 同じ からん。 年老いた らん 後 を 思 ひ 候に、 我 身に 甚た 

便 あらす と、 固く 請うて、 嫡子 を 御 奉公に 差 出し、 次子 は 己が 身に 隨は しめんと 願 ひ 

安藤 治 右衛門 心 掛の事 井上 小左衞 門の 妻 f  二子-出-城 中-事  § 
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し を、 御閬屆 遊ばしけ る。 而 して 母 は、 次子 利 定を引 連れて 若 狭に 到.. 、京 極 氏に 託 

す。 一 旦 二 行き、 利 常に 仕 へんと 乞 ひて、 果 さすして 去 ける によ.^、 利 常忿っ 

て、 利定、 諸侯に 仕 ふ る 事を禁 す。 權門 貴戚の 人々、 惜しく 思 へ る ありて、 之が 爲に 

免 されん 事 を、 利 常に 請 ひ 給 ひて、 聊か 看す と雖も 、幕府の 臣 となる 事 を 許さす し 

て、 遂に 筑 前に 行き、 黑田 氏に 遇せら る、 事 客の 如し。 寬永 十四 年、 島 原 一 揆 蜂起せ 

し 時、 彼 地に 行きし が、 進んで 城壁に 取 付き 登らん として、 飛石 股 を 傷り しに 愈 勇み、 

大に 働きたり。 後に if を辭 し、 去って 豊 後に 入， 9、 臼 称の 城主 稻葉 氏に より、 慶安三 

庚 寅年 六月 il? 死せ り。 其 子 利 令 も、 同じく 稻葉 氏の 臣 た-りと ぞ。  ， 

上條又 入、 和 田 庄兵衞 を 討 果す事 

上 條又八 は、 織 田 常眞公 譜代の 士 なりし が、 大 坂に 籠城して 高名せ り • 後に 浪人し 

て、 森 右近 大 夫に 仕 へ しに、 其 後、 淺野伹 馬 守め 家來 となり、 朋輩 和 田 庄兵衞 i いふ 者 

と喧嚷 して、 雙方暇 を 出されし 所に、 江 戶西福 寺に 於て、 千 部の 法 華 經轉讀 の砌、 和 


田 を 討って 其 身 も 手 を 負 ひ、 曾 我 丹 後 守 宅へ 引 籠れ..。 時に 堀 丹 後 守 直 寄" 近付 

なる によ b 、人 を 以て、 和 田が 死骸 を 見す るに、 織 帷子 を 着した，"。 又 誰れ いふと も 

なく、 上倏は 素肌な りと いひし を、 丹 後 守 聞きて、 浪人 を 遣し、 又 八 へ、 首尾 克く 本望 

を 遂げられ、 珍重に 存 せらるべし。 承れば 其方の 敵 庄兵衞 は、 着込 を 着した る 由 を 

i 聞く に、 其方 は 素肌な、 りと いへ，.^。 . 弱敵と 思 ひ、 鐵を 着せざる は 其 意 を 得す。 何 

LJ て 大事の 討 物す るに、 素肌に 候 や。 武士の 軍陣に て錢を 着る も 同じ。 御 心底-か 

聞屆 けたし と あれば、 又 八、 彼 浪人に 向 ひ、 丹 州 公の 御 目 通へ も、 罷出 でざる 所に、 御 

懇の 御意、 過分に 奉 ^ 存候。 着込 を 着し 不&. 候 儀 を 御 吟味に て、. B.^ 申 候。 さ..' 乍 

ら和田 庄兵衞 が 如く 纖を 着し、 路中踏 仰いて 候 は^、 如何 計り 見事に 御座 ある ベく 

候。 素肌に て 渡 合 ひ、 着込した る 敵 を、 思 ふ 儘に； S 果し 存命 仕り、 斯樣の 御 吟味に あ 

ひ、 面目なき 仕 合に 候と、 返答せ しとい へ， 9。 

木 村長 門 守の 事 

上 條又八 和田庄 兵衞. ^討 si^ マ 事  § 
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木 村長 門 守 重 成 は、 常 陸 介 重 之 高が 息な り • 父 常 陸 介 は、 關白秀 次 公の 附 人な 

b しが、 媒 叛を勸 めて 其 事 顯れ、 秀次公 御 生害 以後に、 攝州 茨木に て 切腹 仰 付けられ、 

其 一 族緣者 迄， 死罪と なる により、 長 門 守が 乳母 は、 重 成 を 懐に 入れ、 江 州 馬 淵 や 

M^^i に * り、 忍び 居たり。 又 其 頃、 佐々 木 修理 大夫 義秀 息に、 六角 右衛門 督義鄕 

とい ふ 人あって、 十八 萬 石を領 せられし が、 石 田 三 成が 讒言に より、 江 州 堅 田の 邊に 

浪人して 居られけ る を、 密に賴 み、 成長して 木 村長 門 守 重 成と 名吿 り、 秀賴 公の 近習 

、一ぶ， - 。織 S 家系-」、 术村. 門 守 重 成が 妻 は、 織 田 

となれ り 樂 入道 長 益の 息河內 守が 女な リと 云々。 

江 源 武鑑に、 元 和 七 年 七月 九日、 江 陽の 屋形 義鄕 入道 台 厳、 四十 五歲 にて 御子 を 儲 

く。 御 母 は 岐阜 中 納言秀 信 卿の 御 女たり。 和 田 孫 太夫が、 大坂 にて 盗み取り たる 

姬 君に て、 江 州の 百姓が 養 ひ 申した る を、 義鄕迎 へ 取り 給 ふ。 同 九 亥年 七月 九日、 

義鄕 入道 台嚴 逝去、 四十 七歲と 云々 • 

觀昔城 は、 天 正 三年より 七 年 以前、 永祿 十一 年に、 信 長 公の 爲に 落城せ \ 城主 

は 佐々 木義賢 入道 承 願な り。 元來 義秀. 義鄕 といへ る 人 はなし。 委しく 江源武 


鑑萍義 に 見えたり。 寬永 大系 圖に、 右兵衞 義鄕、 母 は、 25 長の 女と あれ ども， 

織 田家 系に これな し。 彼の 大系 圖は、 家 康公御 他界の 後に 出で、 偽書な りと い 

へ-。 

或 記に、 天 和の 頃、 義鄕の 遺子 f とて、 六角 中務 といへ る 浪人、 洛中に 居たり 

然るに 所 司 代 稻葉丹 後 守 正道の 與カ 二人、 六角 氏が 方に 來り、 貴殿、 六角 中 務少轳 

とい ひて、 常に 白 小袖 を 着せら る \ 事 不審な り。 いつ 官位 昇進せられ たる やとい 

ひける に、 中務 更に 驚か や 、我等が 先祖、 永 補任 を 免され、 男子 出生して 七夜の 內、 

五位の 諸大 夫と な.. 来れり。 丹 後 守 殿 不審 あるに 於て は、 彼 補任 を 我等 持參し 

て、 直に 拜 見させ 申さん と 答へ しが、 其 後、 左右の 沙汰な か. 5 しと かや。 又 伊吹 物 

語 今に 闢ケ原 1^^  一  fe. の彻、 其 記者の 方へ、 中務 消息 を 以て、 家康 公の 御 書の 寫又 傳， 

を書拔 きて、 其 記に 加へ、 世に 5 吳れ よと 申 遣せ しが、 廣く 記錄を 見る 者、 

聊か 承引せ す、 六角 義鄕 とい へ る 人、 慶 長の 頃 更にな し。 六角 氏が 申 越した るず、 

斟酌せ よと いひ けれども、 家康 公の 御 書 を 作って、 妄に人 を、 欺くべき やうな しと 

.K 衬長門 守の 事  一一 一に  . 
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て、 其需 一に まかせて、 彼 書に 載せた b とい 又 渡 邊推庵 き 一男 不誰、 彼 

記者に 吿 ぐる は、 今、 世間に 行 はる ゝ江源 武鑑 は、 中務が 述作な， りと 聞く。 其卷々 

に 異說ぁ .0。 彼書を見るには、取捨せょとぃひけるとぞ。！1ぼゅ、^1||難5^^。 

眞野佐 太！^ 劍 髪の 事 

關ケ 原陣 の 前に、 淸水善 九郎、 I 刷 編 11 仏、 正 長 束大藏 大輔に 告げて、 淸 水に、 家康公 

の 妾の 子 あ. -と、 正 家 聞きて、 家人 を 清水に 遣せ しに、 竹 腰 小傳治 Mtrlli 守 一手 習し 

て ありし を、 欺き 奪うて、 長 柬が大 坂の 宅 へ 連れ 來り、 番 に、 足 輕頭眞 野 佐 太 郞を附 

け 置きし に、 佐 太郞、 情 ある ものに て、 殊に 勞 は，^ もてなし ける。 此時、 小 » 治に 召 仕 

はれし 小童 忠次郎 とい ひし 者、 在所に 行きて 留守な， 0 し 其 間に、 主人 は大 坂へ 擒と 

な. 0 し を 聞き、 樣々 に 歎きて 免され た. o。 其 後 石 田 は誅に 伏し、 長 束 は 自殺の 後、 佐 

f 郎は 浪人と なれり。 大 坂冬陣 に、 眞野豊 後 守が 與カ となって 籠城す。 翌年 五月、 落 

城の 時、 佐太郎 、力戦して 疵を 蒙り、 縛せられ て ありし を、 竹 腰 山城 守が 見て、 御邊は 


眞野 佐太郞 にあら ややと 問 ひしに、 面 を 上げて、 我れ さる 者に 侍ら やと 陳 せし を、 竹 

腰、 警 固の 士に、 此者仰 ありと も、 卒爾に 殺す 事 勿れと て、 於 龜の方 を 以て、 城， t び、 母 

某、 昔拘 はれと なって 大 坂に ありし 時、 彼 佐 太 郎の勞 りと なりし。 願 は/、 は 命 計. 0 を 

抉け 下されな ば， 有難き 御 情に こそ 候 ひなんと 申す。 大御所 聞 召し、 其 身大將 分な 

らす、 然 らば 汝が心 儘に せよ と、 仰 下されければ、 山城 守 大に悅 び、 急ぎ 眞野を 呼び 

て、 昔の 恩を豈 忘れん や。 故に、 今 命 を 請 ひたり。 上に 達して、 祿を與 へたく 思へ ど 

も、 今日 登り ざま なれば、 一 先づ 何方へ も 逃れて、 後日に 必ゃ昔 信 あれよ とて、 刀. 脇 

差に 衣服、： に 金 十五 兩を 授けて 去らし む。 最も情ぁる任樣かなと、人皆感せ.^。 眞 

野 は H$ しと 計りに て拜 謝し-大小 のみ を 押 戴き、 衣. 服. 金子、 其 座に 捨 き 立 去れり • 

夫よ， 0 播州 書寫 山に 入りて 剃髮 し、 肥 後國に 下り、 隈 本に、 僅なる 庵 を 結びて 住し、 

閑 に 念佛し て あ. 0 し。 朝夕の 物 だに 微なれ ば、 人々、 何とて 尾 州 の 竹 腰 へ 、消息 せ ざ 

ると いへば、 苟 くも 豐臣 家の 臣 な，^、 大坂 にて 殉死せ ざる だに、 口惜しぐ 恥 かしき 

に、 爭で 他に 仕へ 侍る べき。 情 ありて、 惜しから ぬ 命 を 助けし は、 彼が 報謝の み。 我 

. 眞野佐 太 邵剃髮 の 事  illiU 
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豈 欲する 所な らん やとて、 再び 音信せ ざり しが、 元 和の 末に、 善導 寺と いふに て、 身 

まかりけ ると ぞ。 

稻垣攝 津守御 加 增の事 

夏陣 に、 大御所、 種々 の 奇策 を 運ら し 給 ひしに より、 城 中の 將心々 になり て、 謀 一 決 

せ t 天 王 寺に 於て、 城兵 千 計り、 圓く備 へたる が、 切拔 けて 一 筋に 逃げん と 思ふ體 

なり。 窮寇 なる 故、 其 勢疾. - して、 東 兵 も 之 を懾れ 避けん とする 者な り。 稻 垣攝津 

守 は、 牧野 右馬允 •  土 井大炊 頭. 酒 井 左衞門 尉と 一 所に あ b ける が、 眛 方の 敗 形 ある 

を 見て、 態と 相備を 離れ、 一 町 計り. 引返き て陣 す。 案の 如く、 城兵 直に 切って 入り、 乍 

ち 突立 てられて、 皆散亂 する 所に、 稻垣玆 をと 思 ひ、 僅に 百 五十人、 橫に之 を 街けば、 

城兵 耐らゃ 敗走せ り。 此 功に 依って、 一 萬 三千 石の 加 增を賜 は b 、大 坂の 城 を 守ら 

ノ，. ^。 一本に、 稻 ー坦攝 津守赏 信、 慶 安四 卯年 十月 ムリ、 大坂 御城 代な 

ゼら わしと リ。 今 志 州 鳥 羽 城主、 三 萬 石， 化領 マる 稻垣 氏の 家系 是な リ。 


伊達正宗、 家臣 を 成敗の 事 

大 坂夏陣 に、 後藤 又 兵衞と 伊達 家 合戦の 時、 正宗、 足 輕大將 に 下知し、 鐵炮 をつ る ベ さ 

せければ、 加 藤太钟 とい へる 足 輕大將 は、 鐵炮 三百 計り を發 せざる 故、 如何なる 

事 やと 尋ねし 所、 加 藤 太が 量ら ひに より、 道中に 於て 火を絕 やさぬ 時 は、 弊え て 益な 

し。 藥を預 くれば、 道に て捨 つると いひ、 藥. 火繩、 共に 荷に 作..^、 小 荷駄に して 附け、 

跡より 來れる 故、 此 時の 手に 合 は ざり け h^。 依 K 之 正宗 大きに 怒り、 己が 職分 を 失 ひ 

たり、 士の 見せしめに せんとて 手 討に せ， 9。 又 足輕に 命じ、 刀を拔 かせ 木 を 伐ら せ 

ける 時、 其 中に 一 人錶 びた る 刀 を 差し、 木 を 伐る 事克 くせざる 者 ある ある 故、 之を釓 

明し ければ、 當時 病氣の 者あって、 人足 を 雇 ひ 勤めさせ ける とい へり • 是も歹 お 敗 

して、 諸人に 示しけ ると ぞ。 

島 津家不 Ji 豐臣家 之 招-事 

伊達正宗 家臣 敗の 事  霊 
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大坂 冬陣の 前に、 豐臣 家より、 川 北 四 郎左衞 門 &™ を 使と し、 島津 家を昧 方に 附け 

んと賴 まれし に、 彼 家の 群臣 評議 を 凝らし、 大 坂に 屬 せん 事 義に當 るかと いひ、 或は 

關 ケ原陣 に、 當 家の 廢 t 極まる 所、 大御所の 蒐 仁に 俊って 禍を 免る。 其 恩 最も 深 けれ 

ば、 何ぞ關 東に 背くべき やと もい ひ、 又 川 北が 來れ る、 若く は驗府 より 謀 書 を 投じ， 

當 家の 志 を 探らせられん も 量り 難ければ、 其實 否を钆 して 後， 返簡に 及んで 可なら 

ん かとい ひ、 一語せ や。 玆 に義久 入道 龍 伯が 養子 兵 庫 頭義弘 入道 維新 は、 關ケ 原の 

役大 坂に あって、 石 田 三 成に 與 せし 故、 彼 一 亂の後 は、 龍 伯 之 を 義絶し ける により、 

洛陽に寓居しけるが、此節鹿兒島に下向しけれども、龍伯に對面せざりし處^^ 一  件 

は、 島津 家の 存 U に 懸る事 なれば、 龍 伯 人 を 遣し、 維新に 告げて 曰、 去ぬ る關 ケ原亂 

に、 其方、 豊臣 家に 屬 せし を 以て、 大御所 よら 罪せら る べき 所に、 恩 許 を 得て、 社稷 を 

失 はざる 其 報酬、 今 愛に 遂げ ざらん や * 然る を 何の 評議 を 凝らすべき、 早く 艤し、 大 

坂へ 渡海し、 家久 をして、 關 東へ 忠義 を竭 さしめ よと 申 遣し ければ、 一 言に 

も 及ばす 承服し、 群臣 皆 龍 伯が 議論に 屈服し、 德川 家に 馬せ. 0 と ぞ。 


杉 原 常 陸 介 着 陣の事 

上 杉の 先手に、 杉 原 常 陸 介 は、 元祖より 相傳の 錢ー領 ならでは なし • 是れ 則ち 數度 

の陣 に、 着舊 したる 物の 具な り。 大坂 御陣の 時に、 大御所 は ニ條、 將軍は 伏 見に まし. 

ませり。 諸 勢 は、 野路. 篠 原. 石 部. 坂 本の 邊 よ-り、 物 具して 京に 入，" ける • 杉 原 は 

奧 ある 者なる 故、 猿樂装 東の 法被 を、 具足の 上に 着し、 攝 州へ 罷 立ちけ る を、 大御所 

御覧 じて、 上 杉 は 古き 家なる 故、 常 陸 介が 武具 は、 華やかなる 鉗 地の 錦の 直垂を 若た 

り、 皆々 後 學の爲 に 見 置く ベ しと、 上意 ありけ る 故、 天下に 沙汰せ しとい へ t 

賀 島主 水 a 稻田九 耶兵衞 手柄の 事 

冬陣の 時、 蜂須賀 阿波 守が 陣へ、 墙團右 衞門夜 討せ し 時に、 蜂 須賀の 家臣 賀 島主 水と 

ぃへる者、十五歲な，^しが、敏ー人、橋の欄干にて、鎗を突立てしに、 彼 者、 * 方 を 見 

誤りた るかと いひけ る。 又 味方より は、 同士 财 すなと 聲を 掛けし 儘、 鎗を 引きし 力 

杉 原 常 陸 介 着 陣の事 賀 島主 水 拉稻田 九 那兵衞 手柄の 事  一一 一一 一- A 
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彼 者城內 へ 駆 入， - 駒を控 へ、 只今の 士は、 何とい へる 若者 ぞ。 我れ は 今夜の 大將墙 

園右衞 門な りと 名乘り 捨て、、 內に 入りし とい へり。 主 水此事 を、 老後 迄い ひ 出し 

ける とか や。 又||"同家臣稻田九郞兵衞も、十五歲にて拔群の高名ぁ..^けるが、後大 

御所へ 御 目見えせ し 時、 御前 を 返 出せし 上、 仰に 謂 ひける、 九 郎兵衞 などと 大きな 

る 名 を 付けす ば、 今度の 働、 愈，^ 人に も 知らる べき を、 殘念なる事な，.^と上意ぁ..^け 

る。 依 乏其頃 は、 年の 長す る 迄 も、 若輩なる 名 を 付けし 者の、 多 かりけ ると ぞ * 

堀 丹 後 守 橫鎗を 入る \ 事 

五月 六日の 合戦に、 掘 丹 後 守 直 寄 は、 粉 骨 を盡し 、大和 口に 於て、 橫鎗を 入れて 大に 

戰功 あり。 同 七日 は、 水 野 日向 守 勝 成と 共に 先駆し、 殘る所 もな く 相 働きければ、 大. 

御所 大に 御感 ありて、 藤 堂 和 泉 守. 井伊 掃 部 頭 は、 天下の 先手な b  、堀 丹 後 守 は、 向後 

橫 餘の備 をす ベ しと、 上意 あ.. >  け ると ぞ。 


中 井 大和 素 生の 事 

匠 長 中 井 大和 正淸が 先祖 は、 聖德 太子 以來、 四 人の 棟梁なる、 多 門. 中 村 .a. 金剛 

といへ る 其 一 人？ t? き？)， き？ s。 正 r か 母 はハ巨勢 氏の 寡婦？ しが、 正 

淸を 連れ、 多 門 兵介淸 次が 後妻と な- ベ 先妻に 女 あ り し を、 成長の 後、 正 淸が妻 多 門 

の 名跡 を繼 がしめ、 中 井と 改めし とか や。 

. 木 村 惣右衞 s:. 同 藤 五節 拉川 村與 三右衞 門の 事 

成 州 淀 住人 木 村 惣右衞 門 は、 大坂陣 の 時、 淀 橋に、 人 留の關 所 を 居 ゑ、 大 坂の 通路 を 相 

守りけ る 所に、 柏 原 源左衞 門と いふ 浪人、 大勢 召 連れ、 夜中に 關所を 破りて、 罷 通り 

し を追蒐 け、 八幡 堤に て 討 取り、 夏陣に は、 將軍 家奈良 越に、 大坂 へ 向 ひ 給 ふ 故、 木津 

川に 橋 を 掛け 可， 申 旨 仰 付けられ、 勢滯 なく 罷 通れり。 然るに 淀川. 今 切の 堤 は、 城 

方より 切 放し、 水 を湛へ 置きし 故、 御陣 所の 通路 惡 かりし により、 片桐市 正へ、 水 切 

中 井 大和 素 生の 事 木 村 惣右衞 門 同 藤 五^ 竝川 村舆三 右衛門の 事  一 K 七 
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を 仰 付けられ けれども、 止まらざる にっき、 惣右衞 門に 仰 付けられし 所、 過 書 船を數 

多 浮め、 其 外 竹 木 土俵 を 以て、 切 ロを堪 留め、 往還 自由にな りたに 都て 寅 卯年 御 合 

戰に、 御 弓 鐵炮此 外諸國 在々 所々 より、 兵糧米 諸 材木 を、 惣右衞 門が 指圖に て、 過 書 

船に 積み、 滯 なく 御 陣所迄 運送せ り。 御 歸陣の 節、 淀の 古城に て、 藤 堂 和 泉 守、 御 膳 

を 差 上 候 箸の 所、 其 事 はなく、 木 村が 宅へ 御 腰 を 掛けられ、 難 有 上意に て、 御 具足 繊 

同 糸の 籠手 白複、 佩備.印胷^»^^黑塗御紋.卸1>信國^0ニ尺三寸を^"，せり。 义 .^dizi&fK 郞 •= - 

黑塗御 紋臑當 白檀な リ输 ヨ 成立 物 輪 賞插フ 三分 棒 鞘な り ^^ff+^  RS ォ 1/ 

林 與三右 衞門も 申合せ 相 働きけ る 故、 藤 五郎 は、 御 具足 御 羽織 鐵炮 一 挺拜領 し、 川 村 

は、 御 腰 物 1 黄金 三枚 を拜領 せり。 

或 曰、 木 村 惣右衞 門 は、 今洛 東鞘屋 町に 居住す。 則ち 淀に も屋鋪 あ..^。 又 家康公 

. より、 拜領の 品なる 由に て、 城主 稻葉丹 後 守の 屋 倉に、 長 持 を 預け 置き、 木 村の 代 

替 一度 づづ、 彼屋 倉に 登り 檢め 見る といへ り。 又木村藤五郞とぃぷは.^^百石の 

御朱印 を 賜 はりし が、 何の 御代に か、 繼目 をな さすして、 今 は 御朱印な し。 され ど 

も 百 石 は、 地方に て頜 すと。 又 川 村與三 右衞門 は、 今 淀に て、 地 侍と 稱 する 高 持な 


, ^とい i 淀の 水車 は、 川 村 氏の 者が 造り 始め、 田地への 用水た.^ しが、 今 は 城 

の 風雅に 殘 されし と 云々。 

吹 田 太 邵左衞 門の 說 

夏陣の 時、 吹 田の 渡に は、 落人 彌が 上に 乘船 せし 故、 旣に船 を 覆し、 足輕 など は、 溺死 

したる 者 も あれ ど、 折節 水深から す、 助かる 者 も 多し。 然るに 吹 田の 莊屋太 郎左衞 

門 ijlgM といへ る は、 荒木 攝津 守の 家臣な， 5 しが、 信 長 公の 爲に、 家斷絕 せられ、 此 

所に 引 籠り 居たり し 所" 慈悲 深き 者 故、 右の 者 共 を 連れ 歸，. . ^、衣類 を 乾し、 數 人 を 

養 ひけれ ども、 或は 親類に 離れ、 又は 金銀 を 川に 捨てた るに つき、 泣き 悲しみ、 丸裸 

にて 居る 者の ありけ る を、 道行く 人 之 を 見て、 吹 田 * 郞左衞 門 は、 落人 を剝 取らん 爲 

に、 吞 ロを搏 へ たる船五艘を用意し、兵船十艘計..^汀に控 へ、 川 向に 究竟の 者 共 五十 

餘人、 楣 突かせて 伏 置き、 手 向し 難き 落人 は、 何の 仔細な く 船に 乘せ、 川 中に 至る 時 • 

雙 方より 兵船 を 漕 寄せ 奪 ひ 取り、 叶 はざる 時 は、 呑口 を拔 きて 水に 溺し、 水練 達者な 

吹 田太郎 4^ 衞 門 の說  纖 
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る者乘 合せ、 向の 岸へ 游ぎ 着きな ば、 伏 置きた る 人 を 以て、 討 取らん と 用意し、 凡そ 

落人 一八 百 餘人を 殺せ b と、 其 頃風聽 せし とい へ， .y" 

眞田 左衞門 佐の 事  ， 

眞田左 衞門佐 幸 村 は If 濃 は、 紀州久 tis に 住せし が、 大坂 御陣の 始め、 秀賴 ヘムよ 召 

されし により、 旣に其 用意せ し 所、 和歌 山の 城主 淺野但 馬 守より、 橋 本 峠 村の 近邊 

なる 百姓 共へ 下知し、 眞田 左衞門 佐、 大 坂へ 走り込む 事 あるべし、 油斷 仕る まじき 旨 

を 申 渡し、 高 野 衆徒 中よりも、 其 旨 を、 九 度 山へ 申 付けたり。 左 衞門佐 之 を 察し、 九 

度 山 近邊. 橋 本 峠， 橋 谷 等の 莊屋 年寄 小百姓 迄、 殘らゃ 振舞 ひ 候 はんとい ひて、 宿所へ 

呼び、假屋を打って數百人を饗應し、上戶下卢を論せす、强ひて酒を1^^ませ、前後も知 

らす 臥しけ る 時、 百姓 共の 乘來れ る 馬に、 浸々 と 荷 を 付け、 妻子 を乘 物に 乘せ、 上下 

百餘 人に て、 鐵炮 弓箭 を 前後に 押 立て、 紀の川 を 打 渡り、 橋 本 峠. 橋 谷 へ 褂.？ 、木目 崎 

を 越え、 河內へ 入り、 大坂 指して 赴きけ り。 道筋の 百姓 共 は、 殘らす 九 度 山へ 集り、 


醉臥 したれば、 其 在所に は、 女 童 或は 小百姓 計りな り。 眞田は 、餘. 長刀 拔身 にして、 

鐵炮に 火繩を 挾みて 通りければ、 誰あって 咎 むる 者な かう ける。 扨 夜明けて 九 度 山 

に 集れる 者、 醉 醒めけ る 所に、 眞 田が 宿所に 人 はなく、 剩へ雜 具 迄 もなか. CS ければ、 

こ は 出し 拔 かれたり とて、 東西 を尋 ぬれ ども、 昨晚 退きた る 事 なれば、 追 付くべき 樣 

もな く、 家々 に歸 >9 て 問へ ば、 留守せ し 者 共の 申す は、 昨日 八、 ソ 時分に、 眞田殿 は、 奥 

方 子供 衆 を 引 具し、 場に 荷 を 付け、 弓 鐵炮を 押 立て、 河內の 方へ 通り 給 ふと 告げ けれ 

X. 百 #1 共よ、 頸 いて- It めど も 全 もぶ レ。 高野山 僧の 曰、 眞田左 衞門佐 は、 高野山 彌勒院 *」、 連 

t l^i-i ーョ. fj.^  ^ ダとザ n もな し默, なして 居たり しが、 何事な く 勝手へ 立ち、 其 後 は 

S: ^一が 列。 斯くて 眞 田は大 坂に 着し、 其 身 計. -、 大野 修理 亮が亭 へ 行けり。 其 頃左衞 

門 佐 は、 * 心 月 叟と稱 し靈髮 なる が、 玄關 にて 案 內を乞 ひければ、 奏者 番龍 出で、 山 

伏 は 何方より ぞと間 ひしに、 態と 手 を 拱き、 是は大 峯邊の 出 伏に て 候が、 御 祈 禱の卷 

數差 上げ、 御 目 見 を 望み 候と 申せば、 執 次 答へ て、 只今 は 御 登城に て 御 留守 なれば、. 

此方 へ 通られ 候 へと、 番所の 脇へ 呼 入れ、 待た せ 置けば、 若侍 十 人 計り 寄って、 ； 3^ 物 

の 目 利す る 中に、 一 人の 若者 眞 田に 向 ひ、 和 僧の 刀 脇差 を 見せられよ とい ひければ、 

眞田 左衞門 佐の 事  1131 
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眞 田が 曰、 中々 御 目に 掛け 候 様なる 物に て は 無 ^ 之、 ロハ 犬 威し の爲め 計，^ 乍ら、 御 慰に 

と 差 出しけ る を、 彼 若者す るりと 拔 きて 見れば、 出來 恰好 は 申す に 及ばす 、^の-句， 鐵 

の 光、 鬼 角 い ひ 難し。 脇差 を も 見ん とて、 拔 放ち 見れば、 是又 い はん 方な きに i、， 

さて は 中心 を 見よ と、 銘を 改めければ.、 脇差 は 定宗、 刀 は 正宗な. り。 各 怪しみ 驚き、 

唯 者に あら じと 評する 所へ、 修理 高 は 下城せ しが、 玄關 にて、 奏者の 披露す る を 見れ 

ば、 眞田 左衞門 佐な りしに より、 大野 手を拍 つて、 是 はくと 計に て、 幸 村が 前に 手 

を 束ね、 定めて 近日 御 越と は 承り 候へ ども、 早速の 御 光 來悅入 候。 さぞ 御前に も 御 

滿足 たるべし と、 書院へ 請じ入れ、 此旨を 早々 御城へ 達せし 所に、 速 水 甲斐 守 時 之 を 

御 使者と して、 遠路 速に 馳參り 候條、 御滿悅 之に 過ぎす。 先 旅 宿 不自由 たるべし と、 

賄の 料 黄金 二百 枚 L ュ ^ に 銀 三十 貫目 を 賜 はり、 組勢與 力の 事 は、 追って 仰 付けら るべ 

き 旨を演 ベ ければ、 大野が 家士 は、 皆々 膽を 潰しけ りと ぞ。 眞田は 性質 爽に、 末々 の 

者に 至る 迄 も、 親しみ 懐きし が、 後々 迄 も、 渠 等に 逢うて は、 刀の 目 利 は 如何 候と 興 

じけ ると ぞ。 


眞田 左衞門 4s 仍 4 顏缝 化！ s!^" いは、 家康 公に 御 敵 封申 す始 より、 千 子 村 正の 大小 

を 常に 身 を 放た す帶 しける となり。 村 正の 道具 は、 德川 家へ 祟る とい ふ 說を眞 田 聞 

きて、 調伏の 心なるべし。 士 たる 者 は？ 平生 斯様の 忠義 を 合み、 心 を^すべし。 又 石 

田 治 部少輔 は、 惡 からざる 者な，.^。 如何なる 人に もせよ、 谷 其 主の 爲に 身命 を輕ん 

じ， 義を 立て、 事 を 行 ふ 者 は、 1  敵な りと も惡む ベから す。 君臣 共に 心得べき 事な り 

とぞ。 

右、 水 門光园 卿の、 宣 ひける とい へト人 

或 記に、 天 正 七 年、 家康 公の 御 嫡子 岡 崎 三 郎信康 君， 御 生害の 砌、 核 板よ. り 御檢使 

と して、 渡邊 半藏. 天 方 山城 守 を、 遠 州 二股の 城に 遣され ける 時に、 三郎 f む、 渡邊に 

向 ひ、 其方 は、 我等 幼少の 時より、. 馴染の 儀 なれば、 介錯 は 其方へ 賴むぞ と ある 仰 

に つ き、 半藏 は、 畏， 0 奉り 候 と 申し、 御 次 へ 罷立 ち、 自分の 刀 を 持って 出で、 腰 脇 に 

差 置き 候 を 見 給 ひ、 御 切腹 あ つ て、 半藏々 々 と 仰 あれ ども、 御 肌を脫 がせら る ゝを 

見る と 大に傈 ひ 出し、 前後の 辨 もなければ、 山城 守 見兼ねて 介錯せ，.^。 差 添 へら 

真田 4^ 衞 S: 佐の 事  0^ 
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れ候御 目 附の內 、御 註 進と して 濱 核へ 還..^、 右の 趣 を 言上す" 家康 公、 御 側 衆を以 

て、 今度 山城 守、 二股 表へ 帶 せる 刀の 銘を 御尋の 所に、 千 子 村 正の 作なる 由 を 申 

す" 侬， 之 御代々 村 正の 打 物 は、 不吉と 思 召され、 村 正が 作の 打 物 は、 悉く 取扮て 

よと、 御納戶 方の 役人へ、 仰 渡されけ ると 云々。 

別記に、 御 祖父 世 良田 1 一郎 三 郞淸康 君、 天 正 四 年 十二月、 織 田 信秀と 合戰の 時に、 

森 山へ 出張し 給 ひ、 御家人 妻 部大藏 大輔が 嫡子 彌七郎 、過って 村 正の 刀に て、 淸康 

、君 を弑し 奉れ. 9。 又 御な 六德川 ニ郎三 郎廣忠 卿の 御 時 も、 譜代 岩 极八彌 とい ふ大剛 

の 者、 酒 狂して、 廣忠卿 を 突き 奉る。 され ども 突 損じて 逃 行く 所 を、 植村新 六郞之 

を誅 す。 彼彌 八が 脇差 も、 千 子 村 正が 作な り。 

別記に、 關ケ原 合戰の 時、 織 田 源 五郎 長 益 入道 有樂. 息 河內守 父子 は 、戸田 武藏 守と 

い へる 猛將 とカ戰 し、 河內守 、戸田が 兜の 左より、 右の 方 へ 突貫き、 其鎗 少しも 損 

せ ざり しと ぞ。 家 康公聞 召され、 其 鎗御覽 あるべし と 仰せけ る 故、 御前に 持來れ 

る を、 御手 づ から 雜を迦 させ 給 ふとて、 取 落し 給 へ るが、 御 措 少し 切.^ 血 出で けれ 


ば、 有樂、 夂子 驚き、 甚だ 迷 或す。 家康公 御覽畢 つて 後に、 通，^ たる こそ 理 なわ 其 

鍛 常なら や、 千 子 村 正が 作なる かと 宣 ひければ、 有樂 承り、 村 正が 作に て、 銘も有 

, 之 由 申 上げければ、 家 康公聞 召され、 さあらん と 思 ひしと て、 重ねて 何とも 仰な 

かりけ る。 又 御 若年の 時に も、 州宫ケ 崎に 於て、 手を切らせられ、 殊の外 痛ませ 

られ しも、 村 正な りと 云々。 

篠原 又左衞 門の 事 

大坂 籠城の 砌、 秀賴公 は、 篠原 又左衞 門と いふ 者 を 召し、 汝 が生國 は淡路 なれば、 能 

く 案內を 知る ベ し。 又 親類 因の 者 も あ る ベ ければ、 夫れ を も 語ら ひ、 同心の 者 あら 

ば、 由 良 城 を 攻め、 彼 島 を 堅め、 由 良. 岩屋 表に 番船を 置き、 四國 九州の 往來、 差 塞ぐ ベ 

しと 命せられ し 故、 篠原、 內々 之 を 謀りし を、 大野 修理 亮 聞きて 曰く、 海 を 隔て ゝの 

働 6 曰 守す。 始の 手段 を 仕損じて は 如何な りと 制し、 支度の 共を燒 捨てたり しによ 

b  、篠 原が 謀略、 徒にな..^ しと かや。 

篠原 又左衞 e: の 事  S 
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VP 利 安 左衞門 物語の 事 

毛 利 安左衛門 は、 長 曾 我 部 宮內少 輔に屬 して 大坂 にあり しが、 命 を 助かり、 後に 人に 

語 b ける は 、戦場の 事 なれば、 今時の 壯士 達の、 疊の 上に て 推量 せらる、 と 違 ひ、 輙 

く 高名 手柄の 成る 者に あらす。 凡そ 戰場 にて は、 晝 夜の 境な く 心 を 苦しめ、 寒暑の 

防 もな く、 兵糧と て は、 黑米食 おつ 立 汁に 鹽を 嘗めて、 稍，. 飢を 助け、 寄 手 は 竹 束の 陰 

に、 武具 を 枕と し、 霜 露に 浸され 夜 を 明し、 城 中 は 猶更、 今や 攻 むる、 今や 夜 討す ると 

寢食を 忘る ゝに、 色々 の雜說 ありて、 何某 は內 通す るの、 誰 は 敵の 手引して、 今宵 火 

を掛く る などと、 樣 々 危き事 を、 每日言 觸らす 故、 膝 を雙ぶ る 面々 に も油斷 ならす、 

寸時 も 安き 心なく、 手柄 高名 を心褂 くる 段に も あらす、 勇氣を 折ぐ 事の みなり。 其 

上喧 « など は、 互の 怒より 勇氣も 出で、 死 も 顧みぬ 心に も なれ ど 、合戦 は、 敵對 して 

私の 忿 なく、 唯忠と 義を循 にして 淨ふ事 なれば、 喧嘩 程の 勇氣も 出です。 されば 十 

人が 九 人 迄 は、 此の 如く 日夜 惱 まさる、 と、 高名 立身 望み も 失せ 果て、 あはれ 此 軍が 


濟 みなば 武士 を やめ、 如何なる 賤き業 をして な. 9 とも、 一 生 を 過さん もの をと、 思 ふ 

者 計りな り。 W 敵と 取 結び 鎗を 合す 段に は、 土煙 を 立て、 朧月夜の 樣な るに、 替る事 

なしと 申せり。 我等、八尾堤にて長曾我部に屬ひ、堤下に谷居敷き、鎗を伏せた.^し 

に、 藤 堂の 備 蒐り來 り、 押 太鼓の 音 近付く を 聞きて、 大將盛 親 下知して、 采配 を擧ぐ 

る 迄 は、 必ゃ靜 まり 透って 控へ 居よ と、 馬を乘 廻し 下知 せらる。 此時堤 下にて、 わな 

わな 震 ひ出づ る。 こ は 口惜しき 事 かなと、 我心に 恥し めて 傍 を 見れば、 外の 人 も 皆 

傈 ひわな、 き 居た..^。 間近くな b て、 盛 親、 麾を舉 ぐると 等しく、 鎗 合せ 始まる • 此 

時 忽ち 慄ひは 止みたり。 是は軍 中に て、 武者慄と て ある 事な う。 曾て 怯れ たるに は 

あらす と 申しけ る。 又此戰 に、 藤 堂の 內、 歷々 の 物 生數輩 討死せ り。 總 じて 戦場の 

討死と いふ は、 潔く 聞 ゆれ ども、 さばかり にあら す。 大方 は？ i 胞に 打倒され、 又 落-お？ 

して 目 を ま はし、 馬に 蹴られ 打倒る、 を、 押 伏せられて 首 を 取られ、 或は 長柄 鎗 にて 

突 殺され、 溝川へ 轉び 落ちて 踏 殺され、 斯樣の 死樣、 百 人に 五十人 は あるべし。 畢竟 

息 劇の 中に て、 誰か 委しぐ 改むる 者 もなければ、 此類も 皆 討死の 部に 入りて 通るな 

毛 利 安 左衞門 物語の 事  二  e? 
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り • 是れ藤 堂の 物 主 討死の 事 を 評する にあら す、 押竝 ベて 戰 場の 事な りと い へり • 

薄 田 左 馬 介の 事 

左大臣 橘 諸兄 公よ. -廿 三代、 從 三位 薄以量 卿と いひし は、 世の 亂 により、 濃 州西鄕 と 

いふ 所に 居住せられ、 菅原在 数の 男 以緒を 養子と せらる， 以緒乂 藤 原 言 繼の子 を 養 

ひ、 家を繼 がしむ。 之 を 以繼と 申せし が、 秀吉 公の 時に、 所以 あ. 9 て 切腹 仰 付けられ 

しにより、 簿 氏は絕 えたり。 然るに 西鄕に 於て、 以量 卿の 出生 ありし 息 あ.. 5、 之 を以 

重と いひ、 其 子 を 重 信と いひし が、 武家と なりて、 氏 を？ g 田と 改 め、 左 馬 介と 名乘 り、 

池 田 輝 政 卿を賴 み、 播州へ 引越し、 客人 分た しに、 大坂陣 の 時 は、 天滿 口に 於て 軍功 

あり。 重 信が 子 を、 信秀內 膳と 稱 せし が、 輝 政 卿の 孫 新太郎 if  11 の 時、 家來 になせ 

し 故、 夫 を 憤り、 彼 國を立 退き、 京都に 來り、 公家た らん 事 を 望みし かど も、 其 事 叶 は 

す、 大村素 庵と 改め、 諸國 を遊歷 せり。 其 頃 尾 張亞相 軍法 を 好ませられ、 素 庵 を 招き 

^  -  ^ ^BM000^^ 素 庵が 子 を、 m 田與三 兵衞以 A とい ひしが、 


二人の 女子 あ. o、 早世して 家斷絕 せし とか や * 

缟 圍右衞 門の 事 

璃團右 衞門直 之 は、 元 來遠州 橫須賀 衆に て、 須田治 郞左衞 門と いへ る 浪人な りしが、 

上方 へ 登-^、 時雨 只 之 助 左と 名乘 り、 加 藤 左 馬 介 へ 、 小姓 奉公に 出で、 武功 度々 あ 

りし 故に、 千 石に 取 立てられ、 搞 M 右衞 門と 改め、 竟に鐵 炮大將 になれ り。 然るに 

關ケ原 合戦の 時、 嘉 明が 指圖の 場よ 先へ、 足 輕を張 出しけ るに 依って、 左 馬 介 之 を 

怒りて、 己 は 一 代將 帥の 職 は 得勸め まじと 叱りし を 不足に 思 ひ、 豫州松 山より 立 返 

き、 一 句の 詩 を、 書院の 大 床に 書付け たり • 

遂不， 留江南 野 水 高 飛 天地 一 閑 鷗 

左 馬 介 之 を 見て、 彌，^ 不興し、 天下の 奉公 を 構 はれけ るに、 金 吾 中 納言秀 秋 卿 へ 召 出 

されし 所、 ナ" 知行 千 石に て鐡 炮大將 た- • 慶長七 年 十月、 秀秋御 

逝去の 後、 尾 州薩摩 守忠吉 朝臣へ 召 出されたり 。曰』，^^ 1" 同 十二 年、 忠吉朝 ほ 逝 

培 阒右衞 門の 事  i 


新東鑑 附錢卷 之 一  Ig 

去の 後、 福 島 左 衞門大 夫 へ 、 千 石に て 仕 へ し 所、 左 馬 介、 之 を 聞きて、 福 島 へ 相斷， り て 

差搆 ひけ る 故、 浪人せ しが、 道心 者と なり、 鐵 牛と 名 を 付け、 妙 心 寺 大龍和 尙の會 下 

に 居て、 洛中 洛外 を、 衣の 下に 刀 脇差 を 帯し、 鉢 を 開ぐ。 諸人 之 を 見、 且 憐れみ 且 尊め 

り。 或 時 上京の 富家に、 大龍 和尙を 始め、 一堂 供養の 事 ありし が、 鐵 牛は齋 過ぐ る 迄 

來ら ざり し 故、 和 尙之を 叱り、 何とて 遲參 せし と あり けれ は、 鐵牛座 具 を 布き 答へ て 

曰、 一 鞭遲到 勿， ー肯 怒； 君駕， 一大 龍我鐵 牛と いひけ ると ぞ。 

璃團右 衞門直 之、 加 藤 家 を 立 退きし 時、 福 島 左 衞門大 夫 之 を 聞き、 村上彥 右衛門 を以 

て、 藝 州に 招きけ， o。 加 藤 左 馬介嘉 明、 此事を 憤り、 正則 方へ 斷を申 遣し けれども、 福 

島、 承引せ ざり し 故、 左瑪介 は、 勇士 十 人 を 商人に 仕 立 て、 廣島 へ 遣し、 璃 ffl 右 衞門を 

取りた る 者に は、 大 祿を與 へんと いひけ る。 正則 之 を 聞き、 我が 頜內 に、 團右衞 門 

を 預かる ベ き 者 あらん やと、 家臣 吉村 又右衞 門と いふ 者に 尋ねし 所、 則ち 答 へ て、 村 

上 亲右衞 門が 知行 所 竹 原 村に、 宫原與 惣左衞 門と 申す 者 は、 小 早 川 浪人に 候が、 彼 所 

に 居 申せば、 渠 に御預 ありて 然る べしと 申す じょ. 正則 直に 宮原を 招きて 賴 みけ 


れば 承り、 藝 州の 內、 加 茂 郡 竹 原 村の 內、 新 城 村 Msg り へ 同道 せんとい ふ。 W 加 藤よ 

b 遣せ し 十 人の 者 共、 之 を 道に て 討 留めん と 計.. >  し を 見て、 圑 右衛門 を取卷 き、 其 日 

の 中に 我家に 連れ 歸 りぬ • 其 後、 加 藤よ. o、 直 之 を 討たん と、 さま，^ 手段 をな すと 

雖も、 終に ならす。 璃は、 宫 原が 家に 居る 事 三年に して、 大 坂の 亂起. 9 しかば、 福 島 

に 暇 を 乞 ひて、 彼國を 出で ける を、 與惣 左衞門 も、 直 之 を 城 州 伏 見 迄 送れり。 其 別れ 

に 臨み、 槁が 朝鮮 國 にて 着せし 鎧、 且鞍. 鐵炮を 差 添へ、 宫原へ 遣して、 運 を 開きな ば、 

申 通すべし とい へ h^。 宮原は 又、 隆景 卿よ. 9 貰 ひし 鎧 を、 直 之に 贈れり とい へ. o。§ 

原與惣 左衞門 は、 个早 川の 家臣 牛島巿 介が 與 力の 士 なり。 中國に 隱れ なき 剛の者！^ 

て、 家名.， ど 射懸と い へ リ。 其 子孫 は、 猶新城 村-」 あ つ て、 彼 鞍 證.^ 所持し ける と 云 々 。 

墙團 右衞門 浪人の 內に、 賴宣 卿の 母 儀 於 萬 殿の 申さる、 は、 御子 達に、 寶物. 太刀. 刀 

を 進 やる は 常の 事な り。 大 將の寶 とする は、 名 ある 勇士な. 團右衞 門 は 古主に 構 

はれ、 奉公なら すと も、 世 中に 若し 何事 ぞ 出で 來 らば、 1 方の 御用に 立つべき 者な 

,.^。 せめて 能き 士を 一 人な6>とも、愛き御子に進じたき者な^^とて、直之を、常陸介 

殿の 御家人に なさる べしと、 每年 大御所よ 御鏡臺 料と して、 五 fn 兩宛拜 額の 金 

培 S 右衞 e: の 事  二 五一. 
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子の 內、 二百 兩を、 圑右衞 門に 合力 あ.^ しとい へ K 

後藤 又 兵衞、 黑 田家 を 立 退く 事 

後藤 乂兵衞 墓 次 は、 、次 黑田官 兵衞孝 高の 家臣 孫兵衞 R 笑が 子な 黑 田家 を 立 

返く 時に、 小 倉の 城主 細 川 越 中 守 へ 使 を 立て、 不慮の 事に て、 當地を 立 退き 候 間、 御 

诚下 へ參 りたき 旨 をい ひし 所、 越 中 守 は 之を悅 び、 騎馬 足輕に 鐵炮を 添へ、 迎 として 

遣し、 又 兵衞が 妻子 從類 等、 悉く 小 熊の 城より 呼 取りけ る を、 長 政大に 怒り、 旣に細 

川と 弓矢に 及ばん とせし かば、 大御所の 御极 により、 越 中 守 は、 後藤 を行衞 知ら やと 

申立て、 路次 船中、 細 川より 警 固せ しむ。 此暇 乞に、 忠興は 茶を點 じて 餞別す。 松 井 

佐 渡. 有 吉賴母 相伴た、 り。 其 席に て、 今般の 儀に つき、 黑 田の 遺恨 深 からん" 若し 合 

戰 - 1 反ぶ 時、 捧っ ベ き 道理 は、 貴殿 能/、 知る ぺ しと 尋ねし 時に、 又 兵衞答 へ て、 御當 

家 は、 黑 田よ. >  は 御 小身 なれば、 互に 加勢 もな く、 互角の 合戦なら ば、 御 負の 道理な 

り。 然れ ども 鐵炮 五十 挺 仰 付けられ、 鎗先を 構 はす、 繾脇を 打倒し 袷 は V 、其 中に 長 


政 を； s 取， -拾 はん。 筑前守 は、 天性 剛强 なる 生 付に て、 何も 先手へ 罷出 でられ 候と 

申せし • 是は黑 田家に 不足 ありて、 彼 家 を 立 返く と雖 も、 古主の 武威 を 褒めた るい 

ひやうな かや。 後藤 は 夫より、 藝州宫 島に 風 待して 居た る 時、 福 島 正則よ. - 召 

抱 へ んと あ， 5 けれども、 三 萬 石なら ば 仕 へ んと望 みた. 9。 福 島 家の 元老 さ へ  一 石 

なる 故、 其 事なら す。 後藤 は 十 B 年 計り 浪人せ し內 に、 身上 甚だ 衰微し ければ、 妻子 

を緣 家へ 遣し、 具足 を苞 になし、 まさかの 爲に とて、 金子 百 兩を貯 へ、 大小 を菰 包と 

なし、 一 飯 を 乞 ひ 乍ら、 勢 州へ 赴きし 所に、 津の 城主 藤 堂 和 泉 守 高 虎が 長 臣藤堂 仁 右 

衞門、 參 宮の路 次に て 行 逢 ひ、 明星の 茶屋に て、 暫く 物語の 上 同道して、 津の 城下に 

來， 0 逗留す" 仁 右衞門 則ち 和 泉 守へ 執す。 然れ ども 藤 堂 家の 臣は、 八 千 石に 過ぎ ざ 

る 故、 其 以下に て 召 抱 へ んと ありければ、 又兵衞 申す は、 先年 高 知 を 望みし 所に、 事 

成ら や 年月 を經 たり。 常時と 雖も、 舊知 一 萬 石に 疵を 付け 難しと いひて、 又 元の 姿 

になり て 立 出で しが、 其 後、 豊臣 家の 招に 應じ、 籠城せ しとい へ b -。 

藤 又 兵衞黑 田家 ...Hti 嚿.！  く 事  1  一 M 
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明 石 掃 部 介 潜 居の 說 

明 石 掃 部 介 全盛 は、 大坂 落城の 砌、 戰 場よ， - 直に 立 去り 潜 居せ、 り • 大坂 合戦 三年の 

後 は、 籠城の 者、 御免の 由 仰 53 された る 故、 明 石 も 押 晴れた る 身と は いへ ど、 早 老衰 

に 及び、 終に 病死せ り。 其子は明石の苗宇を撣-^、三方次郎右衞門§|||とぃ へ.-。 

物に 馴れたる 者な りしが、 元和鮮 年中、 金山の 事 を 仰 出された る 時、 此儀を 願 

ひ、 佐 1^ の 金山 を 掘る 儀 御免 ありし 故、 則ち 彼國へ 赴き、 掘 立て けれども、 ま その 金 

に當ら やして、 父が 貯へ 置きた る 金 を、 此 事に 掛けて 殘らす 失 ひ、 京都へ 立歸る 道に 

て、 座頭の 官に 進む 爲に、 金 を 持ちて 登る に 行 逢 ひて、 其 金 を 是非とも 貸 候へ、 若し 

得心な くば 殺害 せん。 我 願 ひ 成 就 せ ば、 早速 返濟し て、 官に 進ますべし と、 命 を 捨て 

て 申す によ. o、 座頭 も 否と いは  >  、忽ち 殺さる べき 事 を 察し、 力なく 其 金子 を 渡しけ 

れば、 三方 は 此金を 以て、 佐 渡 へ 立歸 り、 又 掘 掛け 、 る 所、 ま そに 取 付き、 夫よ も 分限 

者と なりし 故、 最前の 座頭へ 早速 返金し、 檢 校に 進ませたり。 此 座頭 も、 約 東の 信義 


を 失 はざる 仕方 を 感じて 入魂た b しが、 金山 も 次第に 繁昌し、 治 郎左衞 門 は、 後に 刀 

を 御免 あ. -て、 鎗 など 持たせて 往來 せり。 此 時分 は、 三方 但 馬と 稱し、 豊饒に して、 

京住居となh^、 一生 を經、 病死して 妙覺 寺に 葬り、 今に 其 塔 あ b とい へり。 斯様に 佐 

渡に て 御用に 相 立ち けれども、 御 扶持 方 は 下されす。 然れ ども 御 代官 同前の 御 あし 

ら ひなり しが、 佴 馬が 子、 後年 禁裏に 仕へ、 深 尾 左 近 將監と 改め、 其 子 も將監 とい ひ、 

孫 は 左 近將曹 とて、 從六位 上な， - しに、 享保 十三 年 病死せ り。 

或 本に、 明 石 氏の 子 某 は、 落城の 後、 田中筑 後守忠 政、 かくま ひ 置きし 所、 上聞に 達 

し、 御愈議 あらん 爲め、 其臣 一 人 を、 奉行所へ 召されけ る。 忠政 は、 長臣 平野 長 門 

へ、 其 事を議 せし が、 長 門 曰、 最大 事 なれば、 他人 を 遣すべき に 非 や、 愚臣 赴かん と 

申しければ、 筑後守 落涙して、 餘人を 遣さん といへ ども、 留ら t 奉行所へ 出で、 陳 

じけ るに、 御 疑 あ. 9 て栲 門に 及びし に、 平野 晒 笑 ひて、 申 上ぐべき 事な し、 縱ひ又 

あれば とて、 武夫た る 者が、 苦 を 厭 ひ 死 を 畏れて いふべき やと 動せ す、 終に 賫 殺さ 

れし 故、 大守は 禍を免 かれ、 明 石 も 亦 跡を晦 せりと ぞ。 

明 石 掃 部 介^ 居の 說  ~s 
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井島 淸六、 今津に 赴く 事 

河 州 若 江 郡 高 井田 村 井島 三 郞左衞 門 は、 木 村長 門 守よ. 0 先に、 若 江 表に 於て 討死 を 

遂げた.^。 其 弟淸六 は、 落城の 時 は、 母と 姨 l^lg 衞： H に 下人 一 人を倶 し、 海道よ トソ 一 

里 計り 北なる 今津 とい ふ 所に、 綠 あるに より、 奈良 街道 を 西 へ 落 行 か ん とする に、 義 

直 卿. 賴宣 卿、 兩 勢の 雜 兵に 出合 ひしが、 彼姨 美女な りしに や、 奪 はんとす る を、 淸六 

此時 漸く 十歲 なりと 雖も、 謀 を 以て、 己が 母 を 姨と稱 し、 彼婦を 母と いひ、 戯言 を い 

はせ ぬ 様に、 姨に纒 はれし によ， 9、 難な かりし • 其 後 盗賊 數十 人、 關 東方の 勢の 如く 

に 見せて 居た. 0. しが、 奪 ふ べき 荷物 もなかり ければ、 衣裳 を剝 取らん とせし を、 淸六 

は、 母と 姨とを 下人に 守らせ、 先へ 押 立て 跡より 行きし 所、 此 男の子 を、 心 憑り にや 思 

ひけん、 さの み 追 は ざ ける-" W 今津に 着きて、 彼 主を賴 みし 處に、 彼 者が 曰、 各 は 

公儀 へ 露顯 すと も、 斷は 立つ ベ き なれ ども、 長 門 守 へ 從ひ、 關 東方に 對し、 弓 を 引き 

し 三 郞左衞 門が 一 族と あ b て は 許な し。 早く 故 鄕へ歸 られ、 所の 地頭へ 斷を. IJ^ 


て、 御 公儀より 穿鑿な き內、 正直に 申 上げられ なば、 宜し からん と 申す によ...^、 とて 

も かくま ひ 置く ベ き 志なら すと、 推量し けれども、 他所 へ 行く ベ き心當 なければ、 上 

下 四 人と も、 高 井田へ 引返しけ り。 遙に 日數歷 て、 三 郎左衞 門が 一族の 御 詮議 あ. - 

けれども、 百姓に 紛れな く、 子 もなければ とて、 各 御免 ありし とか や • 

槍物師 九^ 左衞 門.、 城 中に 留まる 事 

石 田亂の 時、 細 川 越 中 守忠與 の內室 は、 自害せられ た.^ • その 跡の 宅地 は、 豊臣 家の 

御 膳 三方、 其 外 一 切の 木 具 をな す 檜 物師九 郞左衞 門と いへ る 者 住して、 城 中へ 出入 

せり。 然るに 慶長 十九 甲 寅年 三月 三日の 鬪鷄 あり • 九 郎左衞 門が 二 男九郎 ニ郞、 

竹 %鷄 を 抱へ 城へ 入， - たり と 刈 思 此鷄强 か-し 欲に、 秀賴 公の 御所 M あ 

b しが、 稚 しと 雖も、 惜しむ 色な く獻 上せし に、 上 を 敬 ふ 神妙な， 0 と、 菓子 一 包、： S 処に 

父母の土產にせょとの仰にて、小判ニ兩を給は^^しが、翌日、父九郎左衞門、御禮に上 

あやつ！ y 

りけ る • 其 後 は 常に 能き 離 子 又は 操な どの 時に、 彼 九 郞ニ郞 に、 登城 仕り 候樣 にと 

槍 物師九 一郎 左 衞門城 中に 留まる 事  £ 
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仰せられ、 毎度 扇. 香. 墨. 筆の 類 を 賜 は b 愛せられし 所、 今度の 合戰 起.^ ければ、 朋友 

一門、 殘らす 大和の 方へ 立 退きし が、 九 郎左衞 門 は、 妻子 計り 返 かせて、 跡に 殘 りけ 

る處、 遂に 御 となりければ、 扨 こそと 彌.^ 首尾よく、 朋友 を 恥し め、 以後 とても 斯 

る 時 は、 立 返き 給 ふなと 勇み 勵 ましけ る。 夏 陣の時 も、 城に あ h> しが、 太 早の 後、 松 平 

下總 守より 穿鑿 せられし 所、 細 川の 屋鋪を 預か 、之 を 大事と 存じ 候 故、 居殘 b 候と 

申しければ、 御免 ありて、 元 和 三年 病死し ける とぞ。 

上 林 竹 庵の 事 

上 林 越 前 守 政 重 は、 始め 又 市と いへ..^。 山城の 產 なりし が 岡 崎に 至り、 家康 公に 塞-仕 

し、 土 呂鄕の 奉行と なり、 遠 州 味方 ケ原 • 小 田原陣 に 功勞ぁ 又 尾 州 長久 手 合戦の 

時に、 森武藏 守が 騎兵 二人 を 討 取， o、 御 感狀を 給 は，， >  しが、 家康 公、 秀吉 公と 御和談 

にて、 茶屋 四 郎ニ郎 が 宅に 御座の 時、 越 前 も 御 側に 候せ し 所、 岡 崎の 町奉行に 被-仰 

付-たり。 後、 宇治 へ 遣され、 御茶 を 仕 立つべし、 且大坂 城 中西國 大名の 行跡 日記 を以 


て、 註 進すべし との 命な， 5* 是 より 竹 庵と 改めたり。 關ケ原 合 戰の時 は、 伏 貝の 诚 

にあ. 0 て、 粉 骨 を盡し 討死 を 遂げ、 首 を 鈴 木 善 八郎に 取らせた b。 其 子 三人 あり、 嫡 

男 は 林 善 四郞が 養子、 元 和 元年 五月七日、 高木 主 水 正が 手に あって 戰 死す。 二 男 は 

林 伊賀 守と いひし が、 越 前秀康 卿に 仕へ し 所、 逝去の. 砌、 殉死せ り。 三男 を乂 市と い 

へ h.。 竹 庵が 討死の 時 は 幼少に て、 高野山に あ b し 所、 闢ケ原 合戦の 後 召 出され、 板 

倉 伊賀 守に 預け、 百 石 を 給へ り。 然るに 大坂兩 度の 御陣 に功勞 ありし 故、 二百 石 を 

加賜せられ、 ー萬ーーー千石の御代官となれ-。|5|§^1^3& 大御所の 仰に、 甲 州の 

小幡又 兵衞. 織 田家の 中 野 又 兵衞人 「川 家の 吉原 又兵衞 にも、 劣らざる 者な て、 又 

兵 衞の名 を 給 ひける とい 、b。g,d;at.&:^f， 

狩 野 山樂、 城 中 を 週る、 事  . 

f  !4£艮ゃめ修理亮小名平蔵と稱ぜリ。 父 は 术衬、 お 光、 剃髮 し、 i、tf;7.7 稱ょ、 元 木 付 

喾， 師の狩 野 山 樂光賴 $ リり淺 i ぎ 政の 近士  LL て、 狩 野 元 信ん、 師 とし、 畫 へり- ラ 7tB. 

にて、 秀吉 公に 仕へ しが、 畫に 巧な わし 故、 狩 野 永德の 養子 分に 仰 付けられ、 失.？ 

狩 野 山樂城 中ん 週る.' 事  一一 五 九 
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氏 を 狩 野と せ. 9* 

或 本に、 狩 野 永德、 始の名 は 源 四 郎と稱 す。 极榮が 長子に して、 元 信が 孫、 探幽齊 

守 信が 鰛、 夂な り。 天 正 十八 庚 寅年 九月に 卒す。 時に 四十 八 歳な りと 云々。. 

大坂陣 の 時、 山 樂が息 木 村 右京 は、 * 方の 鐵炮に 中って 死せ，.^。 然るに 大坂 落城の 

砌、 山樂 は遁れ 出で、 八幡の 瀧 本坊に 忍び 居た b し 所に、 搦 めら れ、 旣に誅 せらる ぺ 

き處 に、 九條殿 13 に 本願 寺 東臺院 殿より、 畫師 にして、 武邊の 事に 拘 はらざる 者な り 

と歡 せられ、 助命の 儀 を御賴 みあり し 所、 畫師に 相違な きとい へ る證據 ばし ある や 

と 御尋の 所、 先達って 秀吉 公、 洛東東 福 寺の 法 堂 を 營み給 ひしに、 天上に、 僧の 明 兆 

が 筆せ し蟠 龍破畫 の殘片 ありし を、 狩 野永德 に補畫 せしめられし 所に、 其 功 を 遂げ 

す 卒せ. cs。 依って其跡ゃ/山樂が畫け..^。 之 を 申立に して、 命 を 免れた，.^。 今 至 

つて、 彼畫を 證據の 龍と いへ ると かや。 1 膽 p^s  、な t の。 避  、. 

後藤 庄三邵 の 事 


信 長 公、 明智 光秀に 弑 せられ 給 ひし 時に" 家康公 は、 泉 州 5^ を 御 見物と して、 彼 地に i 

しまし ける が、 此吿を 聞かせられ、 伊賀の 山路 を經、 岡 崎へ 還らせられん とし 給 ふ 所、 

一 揆起 り、 妨を なす を、 伊賀の 土民 共、 出で て 之 を追拂 ひ、 勢 州 白子 迄 送り 奉れ.？ • 

ぶ ほまい 此時、 參州吉 田 迄、 大橋左 馬 允. 後藤 庄三郞 g ^と. 小 笠 原 小太郎 は W ョ年 

i  yM^  \ "ひ J7  i 

寄の 證ー に 仰 付け， られ、 奈 三人、 < 农って 紫 奉せ り。 

Km 市右衞 £： と^めれ リ 三ノ  Z  \  ； 5awH 

或說 に、 此時家 康公は 忍びて 京都 茶屋の 宅に 來り給 ひ、 京都の 様子 を 御覧 あり、 儀 

人 をして、 伊 I 夙 越 を 遣され け と • 

此 庄三郎 は、 金 座に 仰 付けられ、 小判 一 步の 製作 をな せり 

乃- 5^ なリ。 ，しん 腹-」 出 生ぜし 子、 二 代 目の 庄 三^な りと 雖 

ぱ、 は庄 三郞\子-レ もらす とい ヘリ。 覺束 なし。 

此 一 卷は、 數： 疑し き 事 あれ ども、 或は 其 家の 說 により、 又は 大抵 世の 流布す る 所 

なれば、 漏し 難くて 玆に 及ぶ • 見る 人、 然 思うて 取捨すべし。 
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後藤 庄 一一 S の 事  § 
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御 吸物の 事  、• 

將軍 家に 於て、 例年 正月 元 曰に、 兎の 御 吸物 を 召 上らる、 事 は、 御 先祖 世 良田. 左京亮 

有き Is.^ 謹 I 經 お.^ S は、 上野 國德 川を領 せらる。 縑 倉の 公方 足 利 左 馬頭 持 氏の 

御家人な りしが、 永 享年 中、 足 利 義敎將 軍と、 彼 持 氏と 不和の 事 あ つ て、 合戦 ありし 

に、 左 馬頭 遂に 打 負けて 自害せられ、 其 後 は、 皆 京都 將 軍の 下知 とな. 9、 管領 上杉憲 

實， 制 法 政務 嚴 重に 執行 はれければ、 威勢 日々 に 盛に なり、 鎌 倉 公方の 殘黨を 搜し求 

化 中に も 新田の 一族に 於て は、 极を斷 ち 葉 を 枯らす？ しとの 事故、 有 親 は、 德 川に 

安堵な ，0 難ぐ、 同 十一 年 |;^£;！ 三月 上旬、 有 親 竝に息 親 氏、 潜に 居所 を遁れ 出で、 方 

方- へ 流浪せられ、 忍びて 相 州藤澤 なる 時宗の 淸淨 光寺に て髮を 制る。 有 親 は 長 W 


兎の 吸物 


彌、親氏は徳阿彌烛§ほ！；；籠^^名乘り、豫て懇にせられし小$立原淸宗の三男林藤 

©.0文^助、始め小笠^?氏なり。持氏在世の睥、數年近習.^勛めし と 、 ふ 曾、 貧 Mr り.： q まこ 

お^あ 所、 講 一一 CLLr* り、 所領 收 V られ、 苗字.^ 林 氏に 更 めしと tdij^  A^w^-U^^itg^^ 

るに より、 有 親父 子 は、 同年 十二月 下旬、 彼 所 を 尋ねて 至られし に、 藤 助 大に悅 び、 

を か 饗せん と 思へ ども 一 物な く、 同月 廿 九日、 自ら 雪 を 分けて 狩せ し 所、 兎 一 疋を得 

た.^ ければ、 翌 十三 庚申 年 正月 元日に、 彼觅を 吸物に して 進めたり。 是 より 徳川家 

」ぷら 。遠 州み くら 付 ffiK 曰、 此 村-」 住する 久右衞 門と いふ 者の 先祖、 1% の 吸- ト りし。 今 S 

び^ 口 伊と ァる も 御 巡 見の もる 時 は、 HirlL 乗りて 先 VM,- る。 家の 目通リ にに わ： * さ 4H 具な りと 云々。 多 

し て 同年 六月、 藤 助が 許 を 立 越え、 參州坂 井の 鄕の氏 家 を 借り、 有 親 は、 嘉吉ー 一 戌年 

に 死去な， 9。 

連歌 御 會の事  ' 

例年 正月 十一 日、 將軍 家に 於て、 連歌の 御會の ある は、 世 良田 大饮助 親 氏の 息 を、 泰 

親 三 河 守と 稱せ しが、 歌道 を 好まれし 所、 其 頃； S 院 大納言 實は； 卿 とい へ る 人、 參 州に 

蹢 居せられ し を、 幸と 思 ひ、 彼 人を師 とし、 常に 和歌 を 以て 會 せられし が、 例と なり 

連^ 御 會の事  一 H ハ P1 
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しと かや。 

或 本に、 天 正 三 乙 亥年 正月 十七 曰の 夜、 家康 公の 御家人 天 野 三 平景康 「^1  一 ズぁ^ 一一 

後に 周 防 守と？ 

稱せリ と  一 H 々力 T^i^ 

信 玄が首 を 今年 取らう に は 

とい へ る 句の 夢想 ありければ、 彼 下女、 則ち 主人 景康 へ、 右の 趣 を 申しけ る 所、 三 

平 聞きて、 彼女 は 物 も 書かす、 況して 欺る 事 をい ふべき 樣 なし。 是れ武 田家の t 

.^べき瑞夢ならんと思ひ、家康1<ムへ言上しければ、公聞召され、當に天神鬼神の感 

やる 所 なれば、 信玄が 命の 終らん 事 必定せ り。 當家 具足の 祝 U1 、例年 二十日 を 佳 

例と すれば、 巧 fji^t の、 祝 其 日に 此 夢想 を 開ぐべし と 仰せられ、 勘 間の 道場なる 

主 僧 を 宗匠と し、 其 外 連歌の 達者 を 召 集められ、 百 韻の 御 連歌 ありし に、 其 年長 篠 

合戰 に、 武 田の 老臣 • 數を盡 して 討死し、 剩 へ信玄 も 逝去 必定と 開え ける • 是 より 

して、 式 年に して 行 はると 云々 • 

或說 に、 慶長三 戊戌 年 正月 二日、 家 康公、 俄に 岩淸水 八幡宮へ 御社 參 あり。 侍中陪 


臣に 至る 迄 も、 服 穢を御 改め ありし によ， 5* 御 家中の 上下 不審せ り • 末ケ にて は 

御 夢想 を 蒙. -給 ふと 申 合へ， - けれど、 其 仔細 を 知る 者 無 ^之。 此頃 米澤淸 右衞門 

淸 勝が 妻女へ、 

盛なる 都の 花 は 散 b 果て、 吾妻の 极ぞ代 をば 繼ぎ ける 

といへ る 夢想め り。 是 よりして、 連歌の 御會は 始まりけ ると 云々 リ。 

或 記に、 正月 十 一 日、 御 連歌の 發句 は、 例年 里 村 氏な り。 御 脇 は將軍 家の 御 句に 

て、 御代 句 を 詠 じ、 發句竝 に 御 脇-共に 替り な，^ 句 をな して、 正月 四日の 早朝に、 封 

じて 月番の 御 老中へ 持參 する を、 老中 直に 請 取り 登城せられ 相 待ち、 其 間" つ 

る； な 右の 書. 付 を 上覧に 入る ゝを、 思 召に 叶へ る 句に、 點を褂 けさせら r ヌ まじて 

下る を、 退出の 時、 其 儘 里 村 氏に 相 渡さ るれば、 則ち 請 取り 之を披 き、 例.^ の 御 連 

歌師共 へ 通じ、 每年淺 草 m 輪 寺に 於て、 連 衆の 面々 相 集-.、 九十  一 二 句 ほど； 1  ほし、. r 

一 日に 各 登城して、 御 連歌の 間へ 伺 公す。 御床に は、 道 眞公御 自畫の 御褂物 §§リ 

神酒 香 花 等を備 へらる •  W 御 具足 御 祝儀 相濟 みて 、一間 を 隔てられ， 出御 

連 酞御會 の 事 


獎の紋 の 

由來 
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あれば、 老中 出 座の 上、 挨按之 あに 其 節. 御 連歌 二三 句 執筆の 者、 高 聲に讀 上げて 

後に 入御 あり。 連歌 帥 等 は、 同席に て、 殘る句 を 詠 じ、 W 韻 相 済むな に 當 HI 御城 

にて、 四 度 御料 狸 を 給 はると 云々 • 

奏御紋 の 事 

將軍 家に 於て、 葵の 御紋を 付け 給 ふ 事 は、 世 良田 三 河守麥 親の 息 徳川和 泉 守 信 光 

^刻せ にと 申せし あり。 織 田家の 持 分、 參州 安祥の 城を攻 取らん と 謀り、 文明 十 一 

己 亥年 七月 十五 日の 夜に 入り、 安祥 城の 西の方なる 野へ、 十六 歲 以下の 者に、 色々 の 

装束 させ、 歌舞 音曲の 踊 を 催されけ る 所、 近 邊の貴 藤 女、 之 を 見ん と 群集せ しか 

ば、 織 田の 城兵 等 は、 謀と は 露 知らす、 皆 見物に 出で、 城 中には、 老人 或は 病人な ど、 

僅に 三十 六 人 計殘. 0 しが、 各頓て 還る べしと いひて、 城門 を も閉ぢ やして、 待ち 居た 

b ける を、 信 光之 を 見て、 時分 はよ けれと 軍兵 を 揃へ、 酒 井 五郎 親淸、 政；^ 1^。 次 娜；^ 郷籠 

猫 12 婦 S  ，左竝 に 嫡子 小 五郎 氏忠ほ 、左 冊 鎖 ilISM は. 一 一男 與四郎 親 重 父子 三人、 四十 


餘 人の 郎等 を 引 具し、 坂 井鄕を 出で 來 りし 所、 親淸、 九 盆に、 葵の 葉 一二 を、 引渡しと 名 

付け、 K 斗 跑-禱 粟. 昆布 を载 せて、 信 光へ 進ら せた- 9。 夫ょh^和泉守は、親淸父子三人 

に 國侍を 差 添へ、 合せて 五十 餘人閑 道よ.." 進み、 搦手の 門へ 攻 入らん とす。 城 中に 

は、 見物に出でたる味方の者共、歸.^來ると心得，油斷の所へ、大勢攻入.^切伏せて、 

織 田家の 兵を廿 七人对 取り、 希有に して 城 中へ 乘 込み、 勝鬨を 三度 揚げければ、 彼 見 

物に 出で たる 城兵 は、 之 を 聞きて 大に駭 き、 周章て 騷 ぎて 歸る所 を、 信 光 竝に舍 弟 松 

平 早 太 郎信廣 以下 百 六十 餘人、 追手の 方より W つて 蒐れ ば、 数 兵 散々 に 討ちな され、 

立 足 もな く 敗北せ しかば、 遂に 城を攻 落し、 西 三 河 三分 一 は、 和 泉 守が 手に 馬せ..。 

斯 る吉瑞 により、 三 葵 を 以て、 酒 井家の 紋 とせられ よと ありけ る 故に、 親淸是 より、 

丸の 中に 三 葵 を 付けた，^。 然るに 信 光の 孫 長 親 入道 道閱の 時、 文 龜元辛 酉年 九月、 

g 鄭、 今 川 氏 親との 合戰 に、 先鋒 酒 井 左衞門 尉氏忠 入道 淨 賢、： M に 舍弟與 四郞親 重. 本 

多 夫 久保. 榊 原 等、 今 川 勢 を 切 崩して、 大に 勝利 ありけ るが、 其 翌日、 道閱、 酒 井 を 招 

き、 昨 rn 先鋒の ©拔 群な り。 夫に 付、 其 許の 家なる 奏の紋 の 旗 は、 我 ffl 父より、 進ら せ 

^御 紋の事  i 
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られし 所な b。 然るに 御邊 度々 の 高名に て、 能く 敵に 見知られたり。 願 はく は 吾等 

に 給 はり 候へ。 勇猛 を 子孫に 靈 休らせ たしと あ， CS ければ、 酒 井 兄弟 は、 面目 身に 餘 

り覺 えけ るが、 此 時よ. 0 德川 家の 御紋 に、 葵 を 付け 給 ふとい へ わ。 又 酒 井家 は、 奏に 

形の 似 たれば とて、 醬を紋 とせし とな...。 11 精 flp^ 

江 城の 事 

江 芦の 御城 は、 前縑 倉に 兩 管領と て、 上 杉兩家 これ あり • 一  方 を 山內、 一方 を扇ケ 

谷と い 此扇ケ 谷の 長 臣太田 備中守 資淸が 息 を、 左 衞門大 夫持資 入道 道 灌齋と 

いひ、 武州川 越の 城主な りしが、 文武に 長 じ、 殊に 城 取 を 能くせ しに、 縑倉 通用の 爲 

め、 一 城 を 取 立てん と、 此彼 を點檢 し、 始は元 吉祥 寺の 臺を 見立て、 繩張を 致し 掛け 

ける に、 夢想の あ. y しとて、 其 地 を 止め、 今の 御城の 地に、 葉 付の 竹 を 切らせ、 所々 に 

立 置き、 鄕人を 呼びて、 其榜 示の 內 なる 村の 名 を 間 ふ に、 千代 田. 寶田 .祝 言 村と 答 へ 

ける 故、 道 灌之を 聞きて、 國 は武藏 郡、 名は豊 島、 村の 名 も、 R も吉瑞 なり。 勝地に 


城 を 築かば、 末世 繁昌 疑な しと、 速に 城 を 取 立てし とな 依》 之 家康公 御入國 の、 お 

前 迄 は、 千代 田の 城と いひし とか や •  , 

江 诚御鎭 守の 事 

天 正 年中、 家 康<ム 、江府 に 移り 袷 ふ 時、 榊 原 式部 大輔康 政 を 召され、 當 城に 鎭守 あり 

やと 御尋 あ. - ければ、 康政 承り、 御 曲 輪の 內の 北に 當り、 小社の 相 見え 候と 言上し け 

れ.. 、則ち 榊 原 を案內 として 入らせられ しが、 小 坂の 上に、 梅の 木 を 數多植 ゑた る を 

御覽 じ、 道灌は 歌人 故、 天神 を勸請 申せし にやと 被レ 仰し に、 又 一社の 額 を 見 給 ひ、 御 

拜 鱧の 後、 式部 を 召し、 借々 不思議なる 事 かな • 當 城に 鎮守な くんば、 坂 本の 山 王 曰 

5 王 は大己 貴を勸 請すべし と 思 ひつる に、 量ら や も 山 王 社 を 建 置きた るぞと 上意 あ..^ 

ける を、 式部 大輔 承り、 i 是に 自然の 御 事、 偏に 御 永久の 吉瑞と 存じ 奉，.^ 候と 申 上げけ 

れば、 御機嫌 斜 なら ざ. -き。 而 して 彼 社 を 紅葉 山へ 移され、 新に 造 立し 給 ひけり • 

或 本に、 天神 社 は、 何の 御沙汰 もなか. -し 所、 御 普請の 邪魔と な. -し 故に、 卒 川口 

城御鍈 守め 事  0^ 
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御門 外 1  い ほ ピふ ^ 所  1?#林の# 卟：！ ^は f ゆ へ 持 出せし が、 彼 所に 藥師堂 あり • 其 別 

當、 天 祌を預 り 、藥帥 堂に 移し 置きた るに、 此所も 御用 地と なり、 夫より 趟町邊 へ 移 

せし 所、 幸 ひ近邊 に產祌 もな く、 段々 繁昌し、 今 は 16. 川 町 天神と いひて、 上野 御門 

主の御支配とな.^、古來の藥師堂は、社の傍にぁりと云々* 

然るに 家 光 公 は、 御 嫡男ながら、 御世 繼に 立ち 給 ふ べしと も 定まら ざり し 所、 家 康公、 

格別 厚き 上意に より、 遂に 將 軍と なり 給 ふ 故、 朝暮神 君の 御 事 を 仰ぎ 崇 ませられ、 天 

海 僧正に 御 示あって、 秀忠 公、 西 丸よう 成らせ 給 ひても、 御 目 障に ならざる 御 本 九の 

御座の 內に 於て 、東照宮の 御社 を 御 建立あって、 御 拜禮し 給 ひける が、 秀忠公 御 他界 

の 後、 御 忌服 終， -、 天 海 僧正に 議 せられ、 向後 は 東照宮 を 以て、 當 城の 鎭 守と す ベ し 

と 仰あって、 紅葉 山に 鎮座なる 山 王の 社 を、 上野の 寺內へ 移され、 其 跡へ、 今の 御宮 

を、 新に 御 建立 あ ける とい へり。 

或 本に、 棗 照宮の 御神體 は、 元 和 四 戊 午年、 淺草 寺の 內に御 建立 あ. - ける を、 御遷 

座 仰 出されけ るに より、 則ち 彼 寺の 別當 觀音院 とい へる が 守り 奉って、 其 式 之 あ 


h-f 故、 今に 至る 迄、 紅葉 山の 御宮 は、 諸事 淺 草よ b 勤む ると 云々 

家 光 公 御 建立の、 御 本丸 御座の 內に 在りし 東照宮の 社 は、 今 紅葉 山なる 御宮の 

後の方に ありと いへ b.。 又淺草 寺の 御宮 跡 は、 觀昔 堂の 左方に、 淡路大 明神是 

な. と 云々。 

增上寺 紋淺草 寺の 事 

秀吉 公、 北條を 攻め 給 ふ 時、 家康 公， 小 田 原へ 御着 陣 後に 仰せら る、 は、 武州 江戸に 

於て、 祈禱 所になる ベ き 天台 寺と、 菩提 所になる ベ き 淨土寺 を、 見立て 候 へ と 上意 あ 

— ご，、、 江府へ 御 入園に、 天 正 十八 ¥ 八月 上旬 なれ ども；^、 條.^ 亡 7-、^ 八、 淨土 {ー1^  - - は、 ー院 と增 

りしに 家 么へ 進ら ぜら れん 禀は、 秀吉< ム旣 に-御 約束 ありし と 云々、 湾 d き li  ff  J 

上 寺と 申す 寺ニケ 所有， 之 候" 然れ ども 傳 通院 は、 i 是の 在鄕に 御座 候。 增上 寺と 申す 

は、 前に 海、 後に 山 を 抱へ 候景 地に て 御座 候。 又 御祈禱 所になる べき 天台 寺 は、 淺草 

寺觀音 堂の 外に は 無， 之 由 を 言上し ける によ b 、則ち 增上 寺. 淺草 寺の 二院の 住 を 

小 田 原の 御陣所 へ 召され、 御 目見え 仰 付けられたり。 其 後、 兩 寺の 境內 にて、 亂妨禁 

壎上寺 竝淺草 寺の 事  § 
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制の 御 書付 を 下さる、 刻、 御 祐筆より、 右の 書付 を 調へ 差 上 候 所に 、御覧の 上、 淺草 

寺の 方 は、 卯月 日と 認めさせ よと 仰 あ b し 故、 御 祐筆 方より、 重ねて 總て斯 樣の儀 

に、 月の 異名 は 書き 申さ ^る 書法の 由 言上し ければ、 仰に、 增上寺 は 菩提 所 なれば、 さ 

も ある べし。 淺草寺 は、 祈禱 所の 事 なれば、 異名に て 認め 候樣 にと、 上意 あ しとな 

り。 此淺草寺は、古來ょり、寺中に坊數i六ケ所ぁh^。 然れ ども 殊の外 破壤 し、 其內 

十坊 計り は、 淸僧 なれ ども 、殘， 9 は 山伏の 類に て、 妻帶の 坊主 も ありけ る 故、 御祈禱 

所に は、 不都合なる 由、 沙汰せ しか ども、 御 構 もな く、 正 五 九月に は、 定まって 御城 

に 於て、 大 般若 經轉饋 之 あり。 其砌は 勿論、 其 外の 御祈禱 にも、 淸僧 計り へ 仰 付けら 

れし故 、妻帯の 者 は、 自然と 寺內の 徘徊 も 致し 難く、 或は 子 或は 弟子 を淸 僧と し、 又 

は 寺 を讓り などし、 其 身 は 退院せ しにより、 程なく 淸僧計 b にな. 9 しとな .0/ 

御城 內 家作 并 町方 普請の 事 

家康 公、 江 府へ御 入國の 節、 缄 中の 家作 は 申す に 及ばす、 二三の 丸 外郭に あ b し 家 迄 


も、 先 城 ま 遠山 氏の 時なる 家屋， 其 儘に 殘れる 故、 當分は 悉く 御用 ひなり。 然れ ども 

御城 内に、 木削聱 の 家 一 ケ所 もな/、、 皆 日光 そぎ 甲 州 そぎ などに て、 取葺に 致し * 御 

臺所 は萱葺 にて、 手 廣くは あれ ども、 殊の外 古く、 御 玄關の 上の 段に は、 船板の 幅廣 

を 二 段に 重ねた る 計に て、 板 敷 もなかり ける によ 、本 多 佐 渡 守 之 を 見て、 餘 りに 見 

苦しく、 他國 よ. -參り 候 使者への 外聞 も、 如何に 御座 候へば、 御玄關 廻. -は、 造作 仰 

付けられ 然る べき 旨 言上し ける 所、 其方 は 入らざる 立派 立 を 申す と 御 笑あって、 家 

作の 事に は 御 厭な く、 本丸と 二 丸に 之 あ し 堀 を、 埋む べしと 仰 付けられ、 寓 を 差 

置き 給 ひ、 御 家中の 大身 小身に 限らす、 知行 割 を 急がせられ、 總 奉行に は、 御 老中な 

る 榊 原 式部 大輔、 其 下に 青山 藤藏. 伊奈 熊藏、 其 外目附 衆 を 加 へられ、 且 御舊領 四ケ國 

に 置かれた る 御 代官 御 勘定 方の 面々、 早々 御當 地へ 罷 出で、 晝夜か \ つて 知行 割 を 

致すべし と 仰 渡さる。 但知 行方の 仕樣 は、 御 旗本 小身の 面々 は、 江 III 近くに て 渡し、 

み ちのり 

知行 高に 應じ、 道 法 遠き 所 を 渡すべし。 尤 道中 一夜 泊より 遠方に て、 御 旗本へ 知行 

を 渡し 候 儀 は、 無用の 由 仰 付けられ、 又 大身の 衆 へ 城 地 を 下さ るゝに は、 割合の 外、 

御城 內 家作 井町 方蒈 請の 事  11 さ 一 
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皆 御自身の 思 召に て 遣 さる •  W 知行 割相濟 みし 後に、 諸士は 今度 下し 置かれた る 知 

行 所に 於て、 何れも 輕く 陣屋 を 構へ、 せ； 所へ 直に 妻子 を も 引越させ、 御城 御 番の儀 は、 

知行 所よ b 通 ひ 勤めに： る やうに と 仰 出された b。 故に 御 家中の 大身 小身と も、 拜 

頜の地 へ、 直に 妻子 を 引越せし によ b 、手 廻し 宜しく 埒 明きし とな，..^。 中に も 小身 

衆 は、 知行 所の 名主の 家、 或は 寺院 を 借り、 當 分の 居 宅に せし 輩 も 多し。 又 江 府御近 

^動の 面々、 諸 番頭 物 頭、 其 外 諸 役人 は、 妻子 計り を 知行 所へ 遣し、 其 身と 人 •  馬 は、 御 

城 近邊に 小屋 場 を 請 取り、 小屋 掛 して 御 奉公せ り。 又 諸 番^„ ^は、 其 刻 、御城 近. 逸の 町 

屋に、 御番 衆の 定宿 多く あ b し 故、 知行 所の 遠近に 隨ひ、 其 家に 幾 H も 逗留し、 自番 

ゅ番の 差別な く、 每 日出 勤して、 御番 帳面に 印形し、 一 ヶ月 二 ヶ月 分の 御番を 繰越し、 

動め 候 へ と 仰 付けられ、 其內に 段々 江 戶 に 於て、 居 屋敷 を拜頜 し、 連々 に 家作 等出來 

せ， 5。 俊， 之 其 年の 九十 月 迄に は、 凡そ 埒 明き、 驗府を 始め 四 ケ國の 御 舊領、 何時な b 

とも 相 渡す ベ き 旨、 大坂表 へ、 御 使者 を W て 仰 遣され た.^。 又 御 本丸 御玄關 の蹈段 

なる « 板な ども、 久しく 其 龍に て 御用め り。 其 外 御殿， 问も 夫に 應じ、 殊の外 御手 輕 


き 事な りしと かや •  W 御 入國の 後， 町方の 普請 は、 今の 日本 橋 筋より、 道 三 川岸 通の 

^の 堀 を 始め、 橫の 堀出來 たる 其 揚土を 、堀端に 山の 如ぐ 積 上げて ありし を、 其 節 諸 

國丄. >參 わ 集りた る 町人 共 S 願に より、 町家に 割って 下されし が、 彼 揚土を 引取り、 

地形 を 築き 屋鋪取 をな し、 表 通に は a 垣な どに て圍 ひ、 追々 家 を 造りて 引 移りし-か、 

始の程 は、 町家 願の 者 多く は 無 乏處、 伊勢の 者. 半分 足らす も あ 6 ける. S なり。 さる 

により、 伊勢屋と いふ 暖簾 多く 見えし とな、 り。 然るに 東の 方 程 地形 低く、 殊に 御城 

に隔. り、 繁： € 致し 兼ぬ ると い へ る 儀、 上聞に 達しけ る 故、 遊女 町 を 御免あって、 sr 原の 

場所 拜頜仰 付けられし により、 堀 を 掘. 0 地形 を 築きて、 遊女 町と せし が 、物騒に して、 

晝の內 計り 販ひ しかば、 霞 原 町より、 女 歌 舞妓 を 相 願 ひし 所、 則ち 御免に て、 町中に 

舞 辜 >  建て、 棧敷を 構へ、 踊 芝居 を 始めし に、 其 頃 京大 坂に は 無， 之 見物の 事と て、 贵 

賤入 込み、 殊の外 服 ひしに よ，^、 細道の 左右に 生せ し K を も切拂 ひ、 江戶 中よ.^ 店 を 

出し、 靑樓杯 も 多ぐ 立竝 ベた， o， 其後葭原町ょh^、今程は泊人なども御座候て、身過 

も 致しよ ぐ 候 間、 芝居 を 相 止め、 其 跡 を町屋 に： a りたき 旨 を 願 ひし 所、 是亦 御免 あ，^ 

御！ 內 家作 件 町方 蒈請の 事  S 
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しが、 猿若彥 作と い へ る驻言 師の訟 に、 京大 坂に も古來 よ， -有， 之 事に 御座 候 間、 芝 

居の 儀 を 御免被， 下 候 は . ^、霞 を 切開き 町 屋に取 立て、 若衆 歌 舞妓 を 仕度 旨 を 願 ひし 

所に、 則ち 御免 あ ，9 しかば、 今の 町に て、 前髮 立の 踊 子 を 集め、 芝居 をな せ b。 然 

る こ ul、>^t^d 汀 S 一 了つ 节 * 或 本に、 慶县四 卯年 六月、 石 谷將監 貪淸 に、 町 泰行可 42?  /  "召 A  xr 

るに 濘 〈や^ 會 ，ケ 仰 付けら る。 萬 治 二 亥年 二月、 御 役 御免と 云 t^i^ へ 力お 力 ^ 1 

行かれし に、 其 先にて、 浪人の 息なる 由 をい ひ、 酒の 相手に 罷 出で、 取 持され し 所、 殊 

の 外利發 なる 立 振舞 故、 石 谷、 相客へ、 あれなる は 何人の 息に 候 や、 某が 懇意の 方に、 

小姓 を 尋ねら る、 問、 肝 煎 遣した しと 申されければ、 相客 之 を 聞きて、 密に彼 者 は、 

媒 町の 歌 舞妓 子供に 候。 貴殿な どの 口 入せ ら る 、者に は 無 一一 御座， 候と 答 へ ければ、 

將監 聞きて 輿を覺 し、 歸 宅の 上に、 早々 與カ 同心に 下知し、 町の 踊 子 を、 今夜 中に 

殘らす 前髮を 剃らせ 申すべし との 事な b ければ、 與カ 同心、 則ち 彼 所に 行き、 名主へ 

申 付け、 其 夜 悉く 野郎 頭に なしけ る • 然れ ども 太夫 分の 者 は、 前 髮を立 置き 申す ベ 

しとの 事な b しと かや • 


博 突 御 制 禁の事 

家康公 は、 濱极駿 府に御 在 城の 時よ.^ も、 博爽は 諸惡の 根元と ある 仰に て、 御城 下 は 

勿論、 四 ケ國の 御領 內 にて、 堅く 禁 せしめ 給 ふ 所、 江 府へ御 入 國の節 は、 北條家 仕^ 

の 跡 故、 物事 墮弱 にて、 博 卖專ら なる 由 御 聞に 達し、 板 倉 四 郎左衞 門 till 、其 外物 

頭衆兩 人に 仰 付けられ、 嚴 しく 御 吟味 あり、 且盜人 共 も 多 かりし かど も、 其 類 は、 0 

舍御 猶豫も ありし が、 博爽は 少しも 御宥 免な く、 召 捕り 次第 、片端よ b 御成 敗 仰 付け 

られ しが、 其 節 淺草邊 に 於て、 博卖 せし 者 4^ を 五 人 捕へ、 其 所に 梟首 せられし を、 御 

鷹 野の 時に 御覽 じけ るが、 歸 城の 後に、 右 吟味 憑.^ の 面々 を 召され、 總 じて 科 人 を 仕 

置す る は、 諸人の 見 懲の爲 なれば、 何月 何日 何方に 於て 斯々 と、 科の 次第 を 札に 顯 

さら 

し、 其 所に 限らす、 何方な..^とも、 人立ち多き場所に梟すべしと上意ぁ，.^ける*  ^ 

之 其 後 は、 十 人 一 座に て 捕 へら るれば、 十ケ 所に 遣され、 御 仕置あって、 首 を 其 所に 

梟 けられし により、 唯 二三 年の 間に、 博 变は相 北み しとい へり • 

博奕 御 制 禁の事  .  II 七 七 
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鳶澤 町の 事. 

家康 公、 御 入 國の砌 、町方に 盜賊數 多 入 込み、 皆々 難儀なる 由、 御聽に 達しければ、 其 

張 水た る 者 を、 一 人 召 捕 へ 候樣 に、 奉行 中 へ 仰 渡されし 所、 其 頃、 關 東に て、 名 を 得た 

る鳶澤 とい へ る 者を捉 へ、 則ち 言上し ける に、 其 者に、 助命の 旨 を 仰 付けられ、 彼が 

働 を 以て、 他 邦の 盗賊 入 込まざる 樣 にと、 仰 渡されければ、 鳶澤 承り、 命 を 御 助け 下 

さる、 車 は 難， 有 候 へ ど も、 他國 の 盗人の 入 込まぬ と 申す 儀に、 私 一人の 力に 難 K 及 候 

間、 何方に なりと も、 屋鋪地 を 下し 置かれな ば、 手下の 者 を 呼 集め、 其 所に 差 置き、 渠 

等に 申 付け、 吟味 致させ 可&. 候。 併し 手下の 者 共 も、 盜を相 止め 候て は、 身 過 も 無， 

御座 一 候 間、 御當地 古着 買の 元め を 御免 下され、 其 外の 者 を、 御 停止 下され 候 に， こ 相 

願 ひければ、 此儀を 御 聞 届あって、 遊女 町の 近邊 にて、 一 町 四方の K 原 を、 屋鋪 地に 

給 はりければ、 之 を 切開き、 鳶澤 町と 名付け、 町家に 取 立て、 手下の 者 共 を 古着 賀に 

なし、 方々 へ 出し て， 吟味 させけ る に、 程なく 盗賊の 入 込む 事 はなく、 次第に 御餘誠 


になり、 古着 買 も 止み、 * 澤町 も、 今 は富澤 町と い 〈に 

辨慶 堀の 事 

西 御 九の 外堀 を、 辨慶 堀と いふ は、 慶長五 年 關ケ原 合戦の 後に、 上方 衆に て は 藤 堂 高 

虎、 關東 州に て は 伊達 政宗、 兩人 頭取に て、 江府に 屋敷 地拜頜 仕りた き 32 を 願 はれし 

所、 家康 公^ 召され、 各大 坂に 屋鋪 あれば、 當地 にて 無用の 事な りと 仰せ けれども、 

遮って 願 はる 、により、 外 櫻田邊 にて、 東 ME 國の 大名 加 藤 淸正を 始め、 

黑田. 鍋 島. 毛 利 A 津. 伊達. 上お. 淺野. 南部. 龜 井. 金 森. 仙 石. 相 馬. 水 ハサ 秋 田. 土方、 

前 田 は、 芳春院 江戸 下向の 節、 秀忠 公より、 御城 大手 先に 於て 下されたり。 淺野幸 

長 は、 彈正長 政へ 先達って、 櫻 田 K ケ關 とい へ る 所 を拜領 せ，， 故 * 之 を 上 尾 a とな 

し、 老父 彈正隱 居所に 仕りた しと 願 ひける によ h- 、別に 屋鋪を 下さ れ しとい 7, 

其 外の 衆、 御當 家へ 御 奉公 始めに、 東西の 諸侯. 打 込の 御堀 普請た るに より、 西 東の 

武藏坊 とい へる 心に て、 下々 の、 辨廣堀 i 申 はせ しとな.^。 此時 御堀 は、 漸ぐ幅 十 

辨魔 i?f- の 事  0 


永 東 

寺 数 
山 

寬 
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間餘り あ. 0 し を、 屋鋪 拜領の 諸侯より、 願 を 以て、 堀の 土 を 揚げ、 方々 へ 引取 b  、地形 

に 用 ひ」 &、 當 時の 如く、 御堀 も廣 くな り、 底 も 深くな..' しとい へり • 

東 截山寬 永 寺の 事 

東 は、 元 和 九 癸 亥年、 家 光 公の 御 治世 に、 思 召 立 ち 給 ひ、 翌寛永 元 中子 年に 御 普 

請始れ り。 開基 は 天 海 僧正、 總 奉行 は 土 井大炊 頭な 是ょ， - 先の 御 祈禱所 は、 淺 

草 寺な り。 依， 之寬永 寺の 坊数 も、 彼 寺に 準じ、 卅六坊 に 仰 付けられたり。 然れ ども 

新なる 事故、 公儀より 御歸依 あ. - とも、 數十 坊無檀 地に て は、 永々 相續 心許なし と奸 

定 ありし を、 土 井大炊 頭が 曰、 當寺 は、 天下 安全の 爲の御 祈禱所 なれば、 阔 郡の 主た 

る 人 は、 誰々 も 其 儀なくて は 叶 ひ 難し。 然れば 諸侯よりも、 一 院づっ あるべし との 

事に て、 御三家 方 竝に越 前 家な ど は、 上野の 寺 中に て、 最 一羽に 院地を 割 渡されし によ 

り、 早速 出來 、東照宮の 尊影 を 安置せられ、 天下 安全 且 家運 長久の 祈願 を修 せらる， 

夫より 列國の 諸侯、 ー院宛 建立して、 各 寺領を 寄附せられ たり • 


或 本に、 秀忠御 仙 j 界ま し. 增上寺 へ 公 被， 爲， 入し 砌、^ l^f 諸俟 供奉、 豫 參の爲 

とて、 各增上 寺に 宿坊 を 定められ しが、 其 後 迄、 東 叙 山の 院々 は、 祈願 所と 計り 稱 

へ し 所、 麋安 年中、 家 光 公 御 他界に て、 尊骸は 日光 山 へ 入らせられ けれども、 東 

山に も、 御佛 殿御 建立に 付、 諸 大名 參拜せ られ、 御成の 節、 供奉 豫參も 始ま りしに 

より、 幸に 右の 祈願 所 を 装 東 所に せられ、 其 以後、 是をも 宿坊と 稱し、 祈願 所の 名 

はなく なれり • 當 時日 本國の 寺院に て、 本末の 差別な く、 御代々 の 尊 牌 を 立て、 御 

代 長久 を 祈る は、 國恩を 謝し 奉る 計な り。 今、 增上 寺に も、 諸侯の 宿坊 は、 數十軒 あ 

れ ども、 東照宮の 神 影 安置の 寺 は 無 ^ 之、 上野 一 山 卅六坊 に、 悉く 神 像の ある は、 柬 

叙 山 を 開かれた る始 より、 四海 安全 御 常 家 御 武運 長久の 御 祈願 所に 依ってな b 

と 云々。 

又不刃 ^ 池に、 辨財 天を勸 請せられ し は、 天 海 僧正と、 水 谷 伊勢 守と 日頃 入魂た りしが 

或 時、 水 谷、 rK 海に 對 ひて、 當山 は、 都の <^ 山に 準せられ たり。 然れば 不忍池 を 湖水に 

表し、 中島 を 築き、 竹 生 島 を 移し、 辨財天 を勸請 あらば 宜し からん と ありけ る 時、^ 

18^叙山寬、水寺の亊  一一へ 一 
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fi- 曰、 其 儀 は S; ふ 事に 候へ ども、 池の 水 殊の外 深く して、 諸人 成就し 難 からん と 申す 

により、 先づ其 儘に 打 過ぎ 候と あ， 9 ければ、 伊勢 守 曰、 假 4: 水深く 候と も、 小島 一 を 

築く 事 は、 容易 かるべし。 此節淺 草 川 除 御 普請の 仰 を 蒙り、 よき 次 手に 候。 此御普 

請相濟 みなば、 直に 島 を 築かせ 可， 申 候 •  土 取 場 等の 御用 意、 仰 付けら る べしと 申さ 

れ しが、 御 普請 相濟 むと 其 厳、 淺草 川より 船 を 持 入れ、 十日 計りの 間に 島 を 築 立て、 辨 

天堂 迄 も、 伊勢 守が 建立せ しとい 7- 

、 • 諸家 留守居の 事 

秀忠 公の 御 治世に、 島 津中納 言家久 卿の 言上に、 頜國 遠郜に 付、 御當 地の 事. 諸家よ 

り 遲く相 聞え、 差 褂る御 奉公の 間に合 兼ね 申 候 間. 在 國の內 は、 家老 共 を 一 人 宛御當 

地に 詰め させ、 御用の 節 は、 私の 名代 を 仰 付けられ 候樣に 仕度 旨な. o。 則ち 公聽に 

達せし 所、 尤の 儀に 思 召され、 其 趣 を 御 許容 あ. 0 しが、 猶も伺 はれけ る は、 右 留守居の 

者 御城へ 差 出し、 御沙汰 を も 承らせ 申！^ 由 を 願 はれし が、 是れ亦 御 聞 屈に て、 其後留 


守！ H^: 家老 出府の 刻に、 御 目見え は、 彼 家に 限る とか や。 尤も a '日國 許の 土產獻 上、 或 

は 御內書 奉書 等 渡さる 、時 は、 右 家老 登城す るに 及ばす との 上意に より、 餘の侍 共、 

順番に 出で し i いへ ども、 其 中に 無骨者 多く、 御城に 於て 不都合の 事 あ b し 故、 g  く 

て は 如何と て、 後に は 其 人 を 定めて 差 出せり • 之 を 御城 使 又は 聞番 i いひし が、 其 

n 後 諸家 共に 右の 如くに なれり。 小身の 家に て は、 其 役の 者 を、 直に 留守居 役と も 

いひ、 組合の 寄 合 等 は、 屋鋪の 向 寄と、 又は 主人の 懇意なる 方々 の家來 申合せ、 其 仲間 

七 八 人 或は 十 人 計り 宛 あ つ て、 寄 合の 儀 も、 生 人屋 敷の 內、 銘々 の 居 宅 長屋 へ 集り、 

料理 は 一 汁 三 菜に 定め、 汁 i 菜 一 つ は、 是非 精進な り。 是は 主用に て 寄 合 ふ 事故に、 

人々 大切の 精進：：！ に當 ると 雖も、 不參 致させ まじき 爲な とぞ。 右 寄 合に は、 常 香 

の 主人より、 料理に 用 ふ べき 魚 鳥 酒 菓子 茶の 類、 且つ 茶坊主 料理人 迄 も 遣し、 廻狀 

など も、 其 組々 の 外へ は • 決して 廻 さす、 尤も 主人の 心得になる べき 事 計り 書記し、 

虛實も 知れざる 無益の 沙汰 は 之 を 省く 事、 豫 ての 申 合な. - しが、 今 は 少し 異 りしと 

いへ. -。 

諸家 留守居の 事  1: 一 会 
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與カ 同心 等の 事 

以前 は與 力と いひて、 定まりた る 名： HI は 無， 之、 一 國の 旗頭に 屬 する 小將を 措して、 與 

力 衆と いへ り。 又 同心と いふ は、 侍 大將に 馬して、 一隊 を備 ふる 者な り。 然れば 其 

時代に は、 與カ. 同心、 共に 聢 としたる 士の 名目な ぐ、 今の 如き は、 豊 臣秀吉 公の 頃に 

始ま り、 御 當家御 治世 に 至りて、 專ら川 ひら れ しならん と。 

1^ 本に、 以前、 同心と い へる は、 士大 將に屬 して、 一 隊を備 ふる 士の號 なり。 常時に 

比せば、 御 番頭 御番 衆の 如し。 御當 家に 至り、 其 名目 替. o、 諸 番頭 諸 奉行 諸 物 頭- 

其 外に も 役々 の 筋に よ. o、 與カ 同心と い へ るを附 けられた. o。l，；^"J;f と 力 此^ 

力と は、 平士の 浪人 類 を 召 抱 へ られ、 凡そ 高 百 石より 二百 石 計 を 宛 行 は れ、 其 頭々 

に屬 して、 輕卒 の齪引 をす る 騎馬 役の 士 なり。 此輕卒 を、 同心と 稱ふ。 各 頭與カ 

に隨ふ 御先 手の 類 は 勿論、 其餘の 組々 にても、 弓 組 • 鐵炮 組あって、 弓鐵炮 の卒な 

5. 是 れ御當 家の 御風 俗な b と 云々。 


§1 

戦の 
五 


與. 同心 共に 新参に 抱 へ られ しな， 然れ ども 右 組に は、 希に 御 譜代の 者 も 

ありと ぞ。 同心の 御 扶持 方 は、 凡 十 石 三人 扶持より、 七 石 一 一人 扶持 迄の 間な り 

と 云々。 

家 康公御 陣場數 の 事 

家康公 は、 十七 歲の御 1S 陣 より、 大 坂の 御陣 とも、 - 大小の 軍 四十 八 度な り • 其 外御陣 

の 支度し 給 ひ、 御 出馬の 軍 は、 限りなし といへ り。 此中、 大合戰 とい ふ は、 江 州 姉 川. 遠 

州 味方 ケ 原- 參州 長篠. 尾 州 長久 手. 濃 州關ケ 原の 五ケ 度なる ベ し。 請お 麵 I 城 一 s〔—  r 

康 公の 右手の 指 三本 は、 御 老後 迄、 御 伸 屈 御 不自由に て、 御 指の節々、 瘤 立ちて あり 

しとい へり。 是は御 若年の 時よ .-、 合戰の 前にな り、 御 下知に 御 采配 を 以て、 鞍の 前 

輪を敲 かせ. -る、 御 癖 あり • 其 時 御 指の節々 より、 血の 流る、 を も覺ぇ 給に すして、 

御 歸陣の 後に、 御藥を 付け 給 ひ、 逢 ゆる 頃に は、 又々 御 出陣に て、 例の 癖 出づる 故に、 

常に 御 疵の絕 ゆる 間 はな かト. しとい へ-.^ 

家康 ヘム 御 陣場數 の 事  一一 八ョ 


の大 
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家康 公、 能容 不. 恥，， 下聞， 之 事 、 

家康 公、 遠 州 S 松に 御 在陣の 時、 或 夜、 本 多 佐 渡 守 竝に外 樣の者 三人 、御用の 事 あつ 

て 御前に 召 出され、 御用 相濟 み、 三人 は 返 出しけ るが、 中に 一 人 御前に 於て、 鼻紙 袋 

より、 筆記の 物 一 通取出し、自身に夫^^.差上げければ、是は何ぞん御尋ぁれば、日頃 

私の 存 寄りた る 事共、 書付け 置き 申 候， Iwh- 乍ら 萬に 一 つも、 御 心得に もなる べき 

かと存候故、御覽に入れ奉.c^候とぃひければ、夫は奇特なる心入かなと御感なされ、 

佐 渡 守 は 聞きても 苦しから す。 夫に て讀 みて 聞かせよ と 仰せけ る稃 に、 數ケ條 あり 

し を、 段々 讀 みける に、 一 ケ條讀 み 終る 侮に、 尤もなる 事と 御 挨拶あって、 其 筆記の 物 

を此へ tj 取 寄せ 給 ひ、 W 是に 限らす、 向後 も存 寄. 0 たる 事 は、 少しも 遠慮なく 申 聞 

か せ よと 仰 ありし かば、 御聞屆 被.. 遊、 有難く 奉 と 申し、 御前 を 立ちけ り。 其 跡に 

传： 渡 守殘り 居.. > け るが、： S も 彼 者 は、 卒爾なる 者な 更に 一 々條も 御用に 立ち 可 

, 申と 存 する 事 は、 聞え 不. 申 候と 言上し ければ、 御手 を 振 はせられ、 いやと よ、 さし 


て 用に 立つ 程の 事 はな けれども、 其 身 相應の 思案 を 儘し、 內々 書付け 置きて、 我等に 

見せん と 思 ふ 志 は、 何よりも 奇特なる 事ぞ かし。 其い ふ 事 用に 立たねば、 取らぬ 迄 

にて こそ あれ。 卒爾 杯と いふ 事に は あらす。 維て 上 も 下 も、 吾 身の 過 は 知らぬ もの 

なり。 され ども 小身なる 者 は、 心 易き 友達 傍輩な ど あれば、 互に 身の上に 惡事 をい 

ひて、 吟眛 もす る 程に、 心 付きて 更 むる 事 多し • 是は 小身の 益な り。 大身なる 者 は、 

左樣 なる 儀 もな く、 家臣 所從 計りなる 故に、 大方の 事 は、 尤 とならで はい はぬ によ"、 

我が 過 を 知るべき 樣 なし。 是は 大身の 損と いふべ し。 古よ b 富貴なる 者の、 國を失 

ひ 家 を C ぼす は、 大方 は 我が 過 を 申 開かす る 者な く、 自身の 事 を 宜しと 計 h^s ふ 故 

なり。 然れば 我が 惡を いひ 聞かす る 者 は、 大切に 思 ふ べきに あらや やと 仰せられし 

を、 本 多 承り 居け るが、 或 時 嫡子 上野 介に 語り 聞かせ、 上の 御 思慮の 深き に そへ、 御 

仁 S なる 事 を 申し、 落涙に 及びし を、 上野 介 承.^、 其 人 は 誰に て、 申 上げた る 一せ 「は 如何 

樣の 儀に 御座 候 やと 尋ねければ、 佐 渡 守 叱りて、 只 上の 思 召の 厚き を 承る べし - 

餘の 事、 汝 聞きて 何に かせんと 申して、 いは ざ..^ しとな.^。 是は、 上野 介 若 <?T にして 

家^ ヘム 能容， 練不， 恥 M 下聞-之 事  ーぺじ 
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其 人 を 卿る 心 を、 佐 淀 守合點 して、 押へ し 心なるべし とい ?• 

家 康公御 驕慢な き 事 

家康公 は、 大御所と 稱し 奉りし 頃に も、 御驕 はまし まさす、 武田 信玄の 息女 賢 性院へ 

謁し 給 ふに、 每も 御上 段 を 御 下り あ. 0 しと かや。 又 御鷹 狩に て、 尾 州捅狹 間、 今川義 

元 討死の 場 を 御 廻り あれば、 御 下馬 あり。 又驗 府法體 寺の 所 化、 三人 連れに て、 御鷹 

野 先にて 參， 0 逢 ひし 事 ありし が.. 靑々 たる 一寸の 松 中に、 棟梁 S 姿 あり。 聖人 も 後 

世 恐る べしと 宣 ひし 後、 如何なる 知識に かならん と 仰せられ、 御 下馬 あ，.^。 又 上 杉 

中納 言に 御 逢 ひ ありし 時 も、 御輿よ. >  下. >  給 ひ、 御 禮儀厚 か， 0 しとい へ， 

秀忠 公寬仁 大度の 事 

秀忠公 は、 關ケ 原 合戦の 時、 眞田 安房 守に 支 へ られ、 軍 終って 後に、 濃 州 へ 出で 給 ひ 

しによ.^、 家康 公御氣 色あって、 御 持病の 寸白發 らせ給 ふとて、 御對 面な か. 0 けれ 


ば、 秀忠 公、 W は 若陣通 はりし 故、 御意に 背きた..^ と 御 推量め つて、 迷 威 に 思 召され 

ける が、 蔦の 外へ 御 出の 時、 少しく 御 落涙 あり。 此 時秀忠 公に 從ひ 奉りし 榊 原 M 政. 

本多忠 勝. 大久 保忠 隣. 本 多 正 信. 酒 井 備後守 忠利を 始め、 御家人 一 人 も 召し 給 はす、 

下陣 すべ しと 仰 出さ る • 井伊 兵 部 少輔直 政、 仰言述 ベ て 後に、 彼 輩に 對ひ、 中 納言樣 

遽く 上らせ 給 ひ、 大 軍の 合戦に 御 合な かりし は、 各 迄の 不覺 なう と， 荒け なくい ひけ 

れ ども、 家康 公の 御機嫌 を 憚りて、 返答す る 者 一 人 もな く、 各 退出せ し 所に、 s 井忠 

利 は、 御前と も い はす、 所存 を 申す 者な，.^ し が、 兵 部 少輔が 詞を閬 きて 思 ひける は、 

秀忠 公の 御舍弟 下野 守 殿 は、 井伊が 壻 なる 故、 今度の 合戦に 御 後見して、 倶に戰 功 あ 

しと 聞く。 是に 依りて、 直 政、 妄 に秀忠 公の 遲 きを 言 立て、 忠吉 朝臣の 御手 柄 を 吹 

聽 すると 忿を 含み、 其 座に 居殘. りて、 兵 部 殿の 先の 一 言 心得難し， 如何と なれば、 中 

納言樣 運く 上らせ 給 ひたる は、 仰 分けられ ある 事 なれば、 內府 公い かで 御機嫌 惡し 

かるべ き。 然る を 若き 殿の 御 憤 を 憚ら や、 粗忽の 事 を 申さ る ゝ は、 如何なる 心中に 候 

やとい ひければ、 兵 部少輔 冷笑 ひて、 いうても 歸らぬ 事ながら、 天下の 人口に 憑ら せ 

秀忠 公寬仁 大度の 事  一 S 
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な S はん 事. の 口惜しき に 申すな.^ とい へど も、 纖後守 屈服せ や、 たと ひ 實の御 誤に て、 

內府 公の 御機嫌よ からすと も、 格別の 時節 なれば、 御、 夂子 御對面 ある 様に、 貴殿 申 直 

すべき を、 其 量ら ひなき のみなら す、 今更 無益の 批判 をい ふ は、 此上 にも 我等と 爭ひ、 

中 納言樣 の 御 事を惡 しく 申さば、 兵 部 少輔覺 悟せ よと いひ さま 進み 寄る 所 を、 側に 

あ， 9 つる 諸士、 之 を 止めた. o。 井伊が 申す 所、 秀忠 公の 御身に. 取って は、 御 心よ から 

ぬ 事な ，c。  rjg 々の 御氣 質なる に 於て は、 御 不審 を も 蒙る ベ き 事なる を、 露 計..^ 惡み 

給 へる 御氣 色な く、 却て 彼が 身 まかりし 時 は、 深く 惜 ませ 給 ひける とぞ。 

秀忠公 謹 嚴の事 

秀忠 公、 驗府 二の 九に、 一 年 J 月 計り 御座し ける に、 家康 公、 阿 茶 局 を 召され、 大樹 は 

壯年 なり、 旅 住居 旣に 一 月 なれば、 枕席 足め て 徒然な らん。 花が 容貌 美な， 9、 彼 を 使 

. にして 菓子 を 持たせ、 裏道よ， o 遣し、 將軍 幸せら る、 樣 にして 心 を 慰む ベ し • 我が. 

申せし とい ひなば 隔 あらん。 汝が 心得に て、 能く 量らへ と 仰せられ ける。 阿 茶 局" 


さぞ 候らん。 御 心の 付きた る 仰 やなと. 花に 紅粉 を 飾らせ、 粧 殊に 出立た せ、 下女に 

菓子 を 持たせ、 一 初夜の 頃、 裏道よ b 潛に 行きけ 豫て阿 茶 局より、 斯 くと 申したり 

ければ、 大樹、 上下 を 召され、 花 を 待ち 給 ふ 所に、 頓て 妻戶を 音信れ ければ、 大樹 自ら 

戶を 明け 給 ひ、 花 を 上座に 置き、 菓子 を 戴き 手 を 突き、 御 返答 を 仰せられ、 花 疾く歸 

れ よと、 先に 立た せられ、 口 迄 送り 給 ひ、 威儀 正しく、 言詞嚴 なる によ.^、 花 は 顔 

ばせ を 赤め 立歸. -て、 其 形勢 を 阿 茶 局に 語れば、 家康 公之 を 聞き 給 ひ、 將軍 元より 

律儀 第 一 の 人な. o、 我れ 梯 しても、 及ぶ 所に あらやと 仰せられけ ると ぞ 

家 光 公 御 治世の 事 

大坂御 陣の後 も、 猶戰國 の 遺風 多き を 以て、 秀忠公 御 治世の 時 は、 大名 參 勤の 註 進 

に 任せ、 品 川. 千 住 口へ、 老臣 を 上使と して 遣され た h^。 尤其 家柄に より、 一段 も輕 

き 役人 を、 上使と なさし め 給 へ に 是は 格式 を 重ん せらる ゝ 諸侯 杯 は、 何日に 着府 

I い へ る 事 を 聞 召され、 御 魔 野が け に、 品 川. 千 住 筋 へ 成らせられ、 直に 參動 を勞ら 

家 光 〈ム御 治世の 事  B 


家， Is 智 

は" 
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ひ 給 ひしが、 御作 法の 一 つの 樣 になち しとい へり • 然るに 家 光 公、 御代 を繼 がせ 仏 g 

ひし 時、 諸侯の 面々 を、 悉く 御城へ 招かせられ、 東 L5i 宫の 天下 御 草創 は、 各の 助力 を 

以て 卒 均に 及び、 台德& は、 同じく 同僚の 事 なれば、 各 を 客人の 如くに 會釋 し， 參勸 

の 刻 も、 品 川 或は 千 住 口 迄、 使 を も 差 出せり。 予は. JE- さば、 生れ 乍ら の 天下に して、 

今迄の 格式と は替る ベ き 事 なれば、 向後 は乂. 2 も、 譜代の 大名 同前の 趣に なす ベ し。 

失と も 何れも 會得 なくば、 如何 樣 とも 了簡 あるべし • 在所へ 暇の 節、 三年 迄罷 在る 

は 舎し からす。 其 間に 篤と 考へ、 思 立た るゝ事 あらば、 勝手次第に なさるべし。 併 

し 乍ら 參府の 節、 屋敷 迄 は 使 を 遣す ベ しと 仰 あ，. > ければ、 各 あ つ il^ 伏しけ..^。 之 

を 見 給 ひ 座 を 御 立あって 後、 御 一 人、 座に あ， 5 て、 右 諸侯の 面々 を、 一 人 宛 召 出され、 

御 腰 物 を 被 ける が、 頂戴す る 時に 及び、 直に 夫に て 身を檢 めら るべ しと 上意 あ 

b。 依， 之 何れも 拜 見せられ ける。 家 光 公 は、 御 丸腰に て、 膝 差 合せられ、 御座 ありし 

ふり。 或說に 、将軍家 御 長久の 事 は、 御 三代の 御智 深く、 御 德の然 らしむ る 所な リ。 東照宮 • 

と/ り 大献院 殿の 御 事 は、 諸 錄に顯 す。 台 德<ム の 御文 は、 屢、 怒 入 錄-」 載せる 所な 3HV 


福 島 左 衞門大 夫 正則の 事 

福 島 左 衞門大 夫 正則 は、 諸將の 中に て、 殊の外 物 狂 はしき 人な り * 獵 よ..' 歸 つて 口 

を 嗽が や、 食物の 中に 砂 あ bi いひ 、料理人 を誅 せし 事、 度々 なう。 剰へ 其 首 を 脇差 

に 貫き、 くる./ (^と 廻し、 興せし 事 も ありと かや。 され ども 思 ひの 外なる 義も あり • 

或 日 一 門 衆聚り 酒宴の 時、 正則の 愛せし 何某と かいひし 小姓 、懐より 菓子 を 三つ 四 

っ墜 したり。 正則 之 を 見て 大に 怒り、 彼 者 を 引 寄せ、 左の 手に 頭髮を 握，..^、 右の 手 

に 刀を拔 持ちて、 小姓の 股 を 刺しければ、 血 夥しく 流れ けれども、 渠 少しも 動かす 

し て、 始の 如く 給仕せ り。 孰 れ も、 福 島が 氣質を 知れ る 故 に、 終に 死罪に 及ば ん事を 

惜み、 片 脇へ 引退け、 申 分 も あろ やと 尋 ぬれ ども、 一 向に 物 をい はざる により、 侍の 

子た る 者の、 何として 斯く 卑劣なる 事 をな し 、ぞ。 身 は 死罪に 及ぶ とも 力なし。 死 

しても 父兄 弟 迄の 顔汚し ぞ とい ひければ， 小姓 之 を 聞きて、 申すべき： 亊も 候へ ども， 

人の 命 を 取らん 事の 本意なら す。 其 人の 命 を 中 贖 ひ 給 は . ^、仔細 を 語る ベ し • 某が 

！ 51^ 左衞門 大小 K 正則の ^85-  .S 
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なを ^ 

命 は、 免 さるべき にあら や、 一門の 名 下と 仰せら る、 事の 口惜し さ に、- 申され やと 

い. ふに 依って、 孰れ も 誓って 曰、 其方の 事 は 力に 及ば じ • 此 儀に 付いて、 外の 人の 

命 は、 我々 が 命に かけて 救 はんと 申せば、 其 時 小姓. 彼 人 も 殿 樣の御 家中なる 若き 者 

なる が、 某に 戀 焦れ、 數十 通の 文 を 賜 はれ ども、 殿樣の 御座 を も 汚す 身 なれば、 取 上 

げてさ へ 見 申さぬ 所に、 三ケ 年が 程、 Iw 々に 文 を 贈れる 心の 切なる に 愛で、 或時披 

き 見て 其 志 を 感じ、 不圖 返事せ し 後、 彼 者 愈 》 堪へ 兼ね、 虛勞の 樣に煩 ふと 聞け 

我れ 故、 人の 命 を 失 はん 事の 笑止 さに、 如何にもして、 二度 逢 ひ 見ん と 思へ ども、 出 

づれば 殿の 御 傍に あり、 歸れば 寄 合 部屋に て、 仲間の 目 も 忍び 難く、 下 部屋に てな り 

とも 逢 ふべ しと 存じ、 彼 男を番 葛籠へ 入れさせ、 一日 以前に 取 寄せ 候。 然れ ども 折 

惡 しぐ、 三 曰 三；^ の 御酒 宴に て、 致 方な き 上に、 彼 者の 飢 ゑん 事の 痛 はし さに、 此菓 

子な b とも 遣さん と懷 中せ し 所、 運盡 き、 御 前に 於て 取 落せり。 願 はく は 彼 葛籠 を、 

何い 故な く 下して 給 はり 候へ。 某が 命 を 借むべき 樣 なしと いひけ る。 一門の 輩、 之 

を 聞きて 正則に 對ひ、 彼 小姓の 命 を 乞 ふと も、 福 島 承引せ ざる は 必定せ り。 彼が 萬 


子を盜 みし 事 は、 劣なる 所爲 ならねば、 せめて 死後の 恥辱 を 救 ひ 取らせん と、 事の 

始末 を 語りければ、 正則 機嫌 直り、 我が 側に 召 仕 ふ 者 程あって、 車 劣の 業 はなさ V 

りき。 戀 ふる 男に 逢 はんとせ し は、 我 目 を 富す に 似 たれ ども、 少人を 立つ る 身の、 

わ、 りなく いはれ、 さ 思 ひつ る も、 深 ，、 咎 む べきに あらす。 其 上 今日の 樣 子、 流 石に 某 

が 目 鏡 も 違 はざる やうに 覺 えたれば、 渠が 死罪 を 免すな り。 又 渠に心 を 懸けた る 奴 

も、 某が 氣質は 知りた らんに、 是非に 逢 はんとい ふ も、 用に 立つべき 者 なれば、 彼 世 

枠を戀ひたる男に遣すべしとて、大方ならぬ機嫌な，.^けるとぞ。 

加籐肥 後守淸 正の 事 

加 籐肥後 守淸正 は、 武勇の みに も あらす、 能く 人 を 使 はれけ るに や、 其家來 に、 飯 田 

覺兵衞 とい へる 武功の 者 あり。 

或 本に、 飯 田 覺兵衞 は、 始め 角 兵衞と 書きけ るが、 朝鮮 征伐の 、手柄 ありし によ 

秀吉 公の 命に より、 覺の 字に なしけ る。 g;4^f に。 年の 

加 藤 把 後 守 清 正の 事  0 
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別記に、 秀吉 公よ. 9、 加藤淸 正へ 遣され たる 感狀 に、 

今度 牧 使が 居城 晉州， 總 軍勢 を 以て 貴 崩す 刻、 其方 事 名 譽の龜 甲 を 仕出し、 石 

垣 はね 崩し、 一番 乘仕 段、 粉 骨 之 至 也。 其 上 家 來森儀 太夫. 飯 田 角 兵衞、 無，， 比類， 

働、 不， 可，， 勝 計， 候 • 卽 爲，， 褒美， 正宗 之 刀 被. 遣 候。 總而淸 正 事、 今度 高麗お らん か 

い 表お く 高麗 傳奏館 か せ ん 等方 々 之 働、 無，， 油斷， 入 候。 歸朝之 上、 可&, 加，， 御 

恩 地， 候。 儀 太夫 義字、 角 兵衞覺 字、 可， 爲，， 右 之 文字； 能々 可， 抽， 忠候。 猶淺野 長 

束 可， 申 候 也。 

七月 三日 秀 吉 

加 藤 主計 頭 どの 

加 藤氏 滅 C の 後、 京へ 引 込みて、 再び 奉公 もせす 居たり ける 時の 物語に、 我が 一 生 は、 

淸正 にだ まされたり。 最 一巧 武邊を 仕りた る 時、 其 場 を 立 去って 見 たれば、 我と 同じ 

き 傍輩、 皆々 鐵炮に 中り、 或は 矢に 中り て 死したり。 »々危き事かな、最早、是限..^ 

にして、 武士の 奉公 を 止む ベ しと 思 ひ、 歸 ると 否や、 其 儘、 扨 も 今日の 働に、 神妙い は 


ん方 なしと て、 腰の物 を 給 はる。 斯の 如く 思 ふ事每 度なる に、 時節 を遁 さや、 陣羽 

織 或は 加增感 狀を與 へられし 故、 諸 傍輩 も 羨みて、 讚 歎す るに より、 夫に 引かれて 

引 込む 事 もなら や、 侍大將 とい はる ゝ程 にな...^ た，..^。 一 生淸 正に だまされて、 我が 

本意 を 失 ひた，. >  と 、申せし となう。 

. 淺野紀 伊 守 幸 長の 事 

石 川 五右衞 門と い へる 盗賊 は、 大小 名庶士 群參の 日、 大坂 竝に聚 樂の營 中に 紛れ 入 

、諸 席に 置け る 重代の 寶刀、 或は 銳 利の 良 刀 を、 己が 铅 刀に 代へ て ffi し、 退き 出づ 

る 故、 心なら す墮 弱の 汚名 を 被り、 牙 を 喹んで 憤る 輩數 多な りし を、 淺野幸 長考へ 

量り、 御玄關 にて、 刀を從 者に 遣し、 短刀 計.^ にて 營 中へ 登れり。 衆人 其 才智 を 嘆 

美し、 是に做 ひ、 皆 家從に 持たせし により、 石 川が 一 計絕 えて、 其後營 中に 紛れ 入る 

事な く、 是 よりして、 士風 とな， しと ぞ。 

或說 に、 石 川 は、 盗賊の 張 本に て、 暴 惡の事 多 か..^ ける。 愛に 京師 松原 通 新 町の 

^^野紀伊守幸長の事  一 5- 
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西に、 筆師 何某 は、 五右衞 門が 茶の 友な，..' しに、 命あって 召 捕 ふべき 旨 仰 付けら 

れ ける 故、 彼 者 計りて 茶會に 託し， 我家へ 賺し 寄せ 生 捕れり • 依え 世に 签 煮の 刑 

. に 行 はれし とい ひ * へた， -。 彼 筆 師の家 は、 近來迄 ありし が、 刑 罪人、 茶 水 等 を 乞 

ふ 時 は、 出せる 例な，.^ と ぞ* 

別記に、 七條ハ 金が 淵と いへ る を、 石 川が 刑に 遭へ る 地と する は、 妄說 なり • 是は 

融 大臣の 川原 院潮签 の 事に よ..^、 此名 あ.^ と 云々。 

淼 本に、 石 川 は、 文 祿元壬 辰年、 秀吉 公の 命に より、 其 子 IS に 伴 類 十一 人、 極刑に 

處 せられし と 云々。 

細 川 越 中守忠 興の 事 

秀忠 公の 御所 望に て、 細 川 越 中 守忠與 より、 御 召の 御胄 一頭 を獻 せられたり • 角 頭 

巾に て、 屹と 立ちた る 形な り。 其冑 を、 土 井 大炊頭 利 勝、 披露せ り。 秀忠 公の 御意に 

人. C 御感斜 なら ざり き。 則ち 越 中 守 を 御前に 召され、 種々 御 褒美 あ，..^。. 待に 御冑 に、 


練く りの 打 f  、忍 I に 付けた るに より、 土 井 s? は、 忍 § に は、 麻布 s 

紐が 宜しき と閒 召し 及ばれたり。 此打緖 が 能く 候 やと 申しければ、 其 時 越 中 守 ■ 懷 

中よ. 0 桐の 箱 を 取 出し. 其 中に. 麻布の 忍の 緖を 入れた る を 取 出し、 大炊 頭に 向って、 

T4^ を 付け 候 は、 御 祝儀 迄に 御座 候。 是は御 肌に 付け 候 物故、 別に 仕り 置き、 只今 御 

前にて g 直し 申 候と いひければ、 秀忠公 御機嫌な りしと いへ に^ば S にじ 坂と ^ て^ 

細 川 越 中 守忠興 は、 軍用の 利を考 へ て、 下帶を 割， -、 下帶と 名付けて、 中 を竪に 割. - 

て竝ぺ 合せ、 前にて 結ぶ 樣に せられし。 i===^  •。 是は 具足 を 着た る 時、 常の 下 

帶は 後に て 結び、 不勝手なる 故な り。 世に 越 中犢鼻 揮と い へる 是 なり。 

細 川 越 中 守 忠與、 後に 核 向 庵三齋 といへ り。 茶道 を 好まれし が、 茶器 を 多く 貯 へら 

れ しゃ、 寬永 年中 、幕下の 寵臣 堀 田 加 賀守正 盛 之 を 聞き、 細 川の 宅に 詣り、 名器 を 見 

ん事を 思 ひ、 人 を 以て 告げけ る を、 三齋諾 せられし 故、 正 盛 則ち 細 川の 宅へ 行かれ 

し 所、 家 藏の武 SI 十 種 計り を 出し、 堀 田に 見せられ ける。 正 盛 案に相違して、 之 を 

見 乍ら、 心に 悅ば やして 歸り、 其 後、 或 人、 三 齊に向 ひ、 加州 は 茶道 を 好まる、 事、 翁の 

f 川 越 5.. 守 H 興の 事..  ， M 
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,s る 所な り。 然る を何ぞ 茶器 を 見せられざる やと 尋ねければ、 則ち 答 へ て、 武將. 武 

將に會 し、 器物 を 見ん と 請 ふ。 豈 他の 器 を 見す る 事 あらん やとい はれけ ると ぞ。 

加籐左 馬助嘉 明の 事 

加 藤左瑪 助の 家に は、 老若と も * 帶を 後に 結ぶ 事 は 法度に て、 前の 方の 脇に て 結び 

ける とぞ。 是は急 事の 折 柄、 帶の 解く る 事 あり。 後に て は 結び 難し。 橫 にて 結ぶ 時 

は， 走り 乍ら も 結ばる、 故な. o。 又 家中の 士、 具足 冑を着 すれば 、戦場に 於て、 見知 

^難き 物な うとて、 一 家中の 具足 冑前立 物 迄、 M 風の 畫に 書かせ、 絨毛 以下 少しも 

違 はざる 樣に、 極彩色に 致させ、 其 姓名 を 記し、 會津の 城 中の 廣 間の 番所より 書院 

迄、 房 風 何 雙も立 置き、 諸士 互に 之 を 見知る やうに せられた， 9。 若し 誰 にても 具足 

を緘し 直す か、 何 にても 品の 替る事 あらば、 役人 迄 之を屆 くる 時 は、 畫師彼 士の許 

へ 行き、 委 く見屆 けて、 最前の 畫を書 直せし とい へ. 9。 

加 藤 左： iit 助の 白、 氣 先の 勇なる 者 は、 目 を 驚かす 稃の働 をな すと 雖も、 詰めた る武 


功 は、 律儀なる 者に あ 敵地の 中に、 援 なき 孤城 を 守りて、 屈 橈の 心なぐ、 主人の 

威名 衰 へて、 皆 二心 を懷 くと も、 一人 節 を 正して 遷ら ざる、 此等は 律儀なる 者なら 

では 難しと 覺ゅ * 又諛者 は、 一旦 拔 群の 勇 ありと も、 恃むぺ からす。 諛 つて 寵を偸 

み、 祿を 得て 後 指 を 指されん と は、 己れ も 能ぐ 之 を 知りて 自ら 欺く は、 恥 を 省みぬ 

者な. 恥 を 省みぬ 者 は、 主人 を 殺しても、 自ら 利す る 事 をな すべし。 偽と 貪と は 

品變れ ども、 心の 落着 は 同類な る ベ し。 近來 武名 を賣る の 渡り者、 根本の 忠義 は少 

しと 見えたり。 愛に 高 知を與 へて、 家の 飾と する の說 ありと 雖も、 良將は 却て 其 家 

を 磚く思 ふ. べし。 如何と なれば、 虔の實 に 勝る 故な りと いはれ しと かや。 

秀吉 公の 師、 朝鮮 を 撃つ 時に、 唐 島に 番船を 置きて 之 を 守れり。 藤 堂 和 泉 守 llsg 

^!高虎、密に夜に紛れ、敵の小船ニ三艘を乘取りた-^。 其 明日 大に戰 ふ。 加 藤 左 馬 

助 は、 前夜 藤 堂に 越された る を 憤り、 家來璃 團右衞 門に 手段 をい ひ 合め、 斥候 «を 

遣せ り •  ffl 右 衞門頻 に 進んで 歸ら ざる 所に、 嘉明は 怒れる 體 にて、 何とて 軍法 を 破 

るぞ。 あれ 制せよ と聲々 に 呼 憑け、 扇 を 揚げて 招く と雖 も、 豫 ての 謀 なれば、 團右 

加 藤 左 馬助嘉 明の 事  11101 
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衞門は 後 を も 省みざる 故、 左 "iiT 肪 自身、 早 船に 取乘 つて、 止れ くと 追って 行く  • 加 

藤の 兵 は 一同に 押出し、 大船 多ぐ 乘 取.. >  、其 日の 高名、 諸將に 勝， 0 たり。 奉行 橫目、 

此合戰 の 次第 を、 秀吉 公へ 註 進に 及ぶ 時， 高 虎が 曰、 船 軍の 先登 は 我な り。 誰か 共 

に爭 ふべき や。 只、 某、 群 を 放れたり と 書記され よと 申しければ、 左- if 助、 押鎭 めて， 

我れ 今日の 戰は、 衆人の 見る 所に 候。 深夜 敵の 熟睡した る 隙 を 窺 ひて、 少しく 利 を 

得られ たれ ども、 寢 首を搔 きたる に 同じ。 夜と 晝とは 異なり、 小と 大と豈 同じから 

んゃ • 御邊の 働、 今日に 於て は、 梯 しても 我に は 及ばれ まじき もの をと、 冷笑 ひて 居 

られ ければ、 高 虎大に 怒り、 佩刀 を拔 いて 切らん とす。 其 座に 在 合 ふ 人々、 藤 堂 を 

押 止めたり。 此時加 藤 は 片膝 を 立て、 柱に 倚って、 色 を も變せ や、 貌をも 動かさ や， 

大 薙刀の fs- の 外れた るが 如く、 見苦しき 仕方 かな。 人 そばへ して 取亂 せる が 丈 失 

の 業 かと、 最も 躁 がぬ 體な り。 之 を 見る 者、 其 器量 似 も 似す と、 嘉明を 感稱せ 

記に、 抑 左 馬 助が 祖父， は、 加氣中 務と稱 し、 參州加 氣の鄕 主たり。 其 子 加 藤 三 

之丞廣 明と いへ る は、 家康 公に 奉仕せ しが、 永祿六 年、 一 向 宗の徒 蜂起の 時、 彼 三 


之丞も 一揆に 與し、 家康 公へ 敵對せ 同 七 年、 賊徒、 家康 公に 挫かれし 時に、 此 

三之丞 も、 遊客の 身と な b 、^； 出 夫より 將 軍義昭 公に 屬 して、 戰功を g 

まれ、其接、信長公.秀吉公に仕へた.^とぃ へら • 

黑田筑 前 守 長 政の 事 ， ， . _ 

黑田筑 前 守 長 政、 常々 人に 語られし は、 我れ 十四 歲、 极 千代と いひし 頃より， 手 を 下 

したる 手柄、 度々 に 及べ ども、 父 如 水に 高名 あ，^ し 故、 人 之を稱 美せ す。 淺野幸 長 

は、 天下の 上下、 勇者と 譽 むる、 是 は父彈 正、 分別 才覺は 勝れ たれ ども、 さばかり 武 

邊の なき 故と 申されし とな 又 小濱甫 庵が 太閤 記 を 作れる 時、 諸家より 書付 を 遣 

して、 其 家々 の 武名 を 書 入る べしとぁるにょ..^、 黑 田家の 老臣 等 之 を 聞 傅へ、 御祖. 

父 以來の 御 武功、 當時 天下に 隱れ なしと 雖も、 後に 至って は、 埋 もる 事 も 計， - 難し • 

幸に 此節甫 庵に 託して、 義昭 公. 信 長 公. 秀吉 公よ. -賜 はりし 數 多の 御 感狀、 其外異 

國 本朝に て、 隱れ なき 御 武功お、 書物に 著し 給 ひ 候へ かしと 申し けれども、 長 政： 史 

黑田筑 前 ii:- 長お の 事  1 
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に 承引な く、 凡そ 將士の 武功 を 立つ る は、 君の 爲 にして、 私の 名 を 求む る 計に あら 

t 殊更 太 卒の代 i な.^ て は、 武を隱 すが 本意な りと M けり。 今 此設は 無用な りと 

て、 遂に 甫 庵に 書付 を 渡されざる 故、 彼 太閤 記に、 黑 田家の 武功 は 、多く 漏らしたり 

といへ り， 

或 本に、 長 政の 父 如 水 は、 慶長九 甲晨年 三月 £H( に 什) 、お 五ィ) 十九 歲 にして、 伏 見 

に 於て 卒去？。^ SI き fs;su 其 si に、 息 I へ、 世上に、 親より 

勝りた る 子 はなしと 雖も、 其方 は、 我れ に 生れ 勝れる 所 五つ あり。 第一、 我 は 信 長 

公. 秀吉 公の 御意に 違 ひ、 m 度 迄髮を 剃りて 逼塞せ. 9。 其方 は秀吉 公と、 將軍御 父 

子の 御意に 入りて、 御前 を 宜し V  、仕 成したり。 第二、 我 は 一 生 十二 萬 石な b  、其方 

は 五十 萬 石 迄 取上げたり。 第一 一一に、 我 は 手に かけた る 働な し • 其方 は 自身の 働 あ 

つて、 直の 高名 七 A 度 あり。 我 は 漸く 兩度 せう。 第 四、 我 は 分別な し。 其方 は 分別 

者な り。 第五に、. 我 は 其方 一 人の子 を 持ちたり。 其方 は 右衛門佐 甲斐 守 M 

す. 千 之 助 三人 迄 男子 あり。 是等は 皆 我に 勝れる 所な、 り • 然れ ども 我れ 又 其方に 


生れ 勝れる 事 二つ あり。 我 死なば、 十二 萬 石の 勢 は 申す に 及ばす、 其方の 家中 も， 

如.^ 存生なら ば、 何の 幸 か是に 勝らん とい ひて 歎くべし。 其方 死して、 我れ 後れ 

こらぶ、 逆 乍ら 如 水の 居ら るれば、 苦しから すと 力 を 落す 者 あ る まじ。 人の 思 付 

く 所 は、 我に 及ばす。 是れ其 人の 遣 ひ樣惡 しき 故 なれば 嗜む べし。 又 我 は、 博变 

が上手なh^。 其 仔細 は、 關ケ原 合戦の 時、 前將 軍と 治 部と、 百日 手間取らば 筑紫 

よ. cvl^ つて 上り、 勝 相撲に 入りて 天下 を 取るべし" 其 時 は、 祕藏 寵愛の 一子 なれ 

ども 舍 殺し、 1 博变 せんと 思 ひしな り。 天下 を 望む 者 は、 親 や 子 を 顧み はなら す。 

斯 る博变 は、 中 々我に 及ぶ まじと^ されければ、 聞く 者 舌 を 振 ひしと かや • 又秀 

忠公 も、 始は如 水 を、 今の 世の 張 良な， 5 と宣 ひ、 其智 を 取り 用 ひ 給 ひしが、 後 は 

夫 を 忘れ 給 ひ、 其 上 大國を も 賜 はらざる 故に、 如 水 は、 其 機 を 見て、 早く 隱 居の 身 

とな h\ 剃髮 せし は、 家 を 保つ 道 を 知れ，.^ となす べしと 云々。 

或 本に、 黑田如 水、 死する三四日計..^以前に、 諸臣を 罵り 辱し むる 事甚し • 皆 驚 

きて、 病氣 重ぐ、 殊に 亂 心の 體 なり。 外に 諫む べき 人な しとて、 息 筑前守 父に 近づ 

, 条田筑 前 守 長 政の 事  -  i  .  f  ： . 
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き、 密 に諸臣 恐れ 憂 ふ • ゆるやか にし 枱 へと 中せば、 如 水、 筑前 守が 耳に 口 を 寄 

せ 小聲 になって、 是れ 汝が爲 なり、 亂 心に あらや。 諸士に 飽かれ て、 早く 1^; 方 を 

代りに なれ かしと、 思 はせん 謀な，. - と 申せし と 云々。 是 れ實說 なり や。 

伊達 陸 奧守政 宗の事 

秀吉 公、 小 田 原 進發の 時に、 伊達 陸 奥守雜 S 職 }^ 政宗、 參陣 なか， -け るに より、 秀吉 

公、 甚だ 怒り 給 ひける を、 政宗 聞きて、 小 田 原陣に 至り、 中 村 一 氏に 付いて、 某 は、 關白 

殿の 御門 下に、 必ゃ馬 を 藤ぐべき 筋目な し。 依. 之 頃日、 日和 を 見て 居候 所に、 北條 

ir ひて 後に、 奥州へ 御發向 ある べき 風聞 承る。 然るに 於て は、 必定 防戰危 からん と 

存候 により、 日 に繼 ぎて 馳せ參 りたり。 昔賴朝 卿、 廣 常の 遲參を 答め 給 ひしゃう に 

御氣 色める は 、迷惑な りと いはれ ければ、 秀吉公 御 笑 ひあって、 政宗 は、 ありの 儘な 

る 者な りと て、 其 罪 を 免され たり。 然るに 其 年の 冬 、奥州 九戶に 一 揆 起り、 政宗 も、 

其方 人た る 聞え あるに より、 秀吉公 • 政 宗を惡 ませられ、 急ぎ 上洛す べしと 仰 あり • 


llL 逢政宗 

の 雅懐 


^宗 承り、 某 程の 者が、 磔 にか ゝる 時、" ュ ^ 々にて は 口惜しと て、 金銀に て だみ たるま 

柱 を、 眞 先に 持たせて 上京せ. 9。 其 頃 秀吉公 は、 伏 見の 城 地 を 見て 御座し ける が、 

政宗の 上洛 を 問 召され、 是へ來 る べしと 仰 ありし により、 伏 見へ 参向せられ ければ、 

御 側へ 招き 給 ひ、 其 日 使 ひ 給へ る 御杖 1;^ にて、 政 宗が首 を 押へ、 其方 上洛せ ざるに 

於て は、 斯樣に 申 付くべし と 思 ひし 所、 速に 馳上， りたる 上 は、 免すべし と 仰せられ 

ければ、 政宗畏 りて、 御前 を 返 出せし とい 

a- 達政宗 は、 奥 3^ に： in める 人 なれば、 萬 事 無骨なる ベ きに、 少しく 文學を 好み、 和歌 

にも心を寄せられたh^。 故に 後西 院 帝の 撰 ませ 給 ひし 歌仙の 中、 關跻 雪と い へ る 題 

にて、 

さ、 すと て 雅かは 越えん 逢坂の 雪に 隣の 近き 山里 

と 詠まれたり。 又 政宗、 一年、 ー將 家 光 公の， 供奉に て、 上洛 ありけ る 時、 東 福 寺大雄 

庵の 住持 入院せ り。 政宗 は、 彼 寺の 檀那なる 故、 As め を 出せし を、 建 仁 寺の 熊-お 

老翁 P ぼの 聞かれて、 

伊達 陸 奧守政 宗の事  S 
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今日 を はれと 檀那 伊達して 政 宗が辻 片 目をや 光ら かすらん 

と 戲歌を 詠まれけ る。 是は 政宗が 片眼なる に 依ってな り。 政 宗此歌 を聞傳 へられ 

しが、 

とも すれば 吾 名に おひの 固め を も 光ら かす 身の か、 る 迷惑 

と 詠まれし • 又 本願 寺の 東 臺院殿 * 政宗を 招請し、 飯 後に * 子の 興行 あ、 り。 攻宗、 彼 

番組 を 見て、 杜 若の 太鼓 は、 我等 打つべし とい はる 、により、 人 皆覺柬 なく 思 ひ、 眉 

を 顰めけ るに、 彼 太鼓に 導かれ、 序破急 節に 協 ひければ、 東 臺院殿 驚きて、 陸奧守 は、 

太鼓 功 者な りと あ.^ ければ、 政宗 曰、 杜 若の 白 離 子、 其 外、 獅子 姨捨の fi 曲な りと も、 

打ち 申すべき 覺 悟に 候" 猿樂師 は、 某が 片撥 にも 足らす。 さり 乍ら 細 川幽齋 は、 太 

鼓に 限らす 多藝 なりし が、 一生 自慢せ ざり し 人な， 9。 然るに 我等が 今の 放言 は、 人 

柄 も太詖 も、 幽齋に 劣れる 故な りと、 ぃはれしとな..^。 

伊達 政宗、 江戶の 御城に 於て、 天下の 元老 酒井讃 岐守忠 勝に 立 向 ひ、 讚岐 殿、 角力 を 

一番 參 らうと いひければ、 忠勝、 興がる 事と 思 はれけ るが、 公用あって 返 出せり。 重 


ねての 事と 辭 せられし を、 政宗 無手と 組 付かれければ、 讃岐 守. ^、是非な く 角力の 戯 

をな せ 諸 大名 列座の 前にて、 兩將の 勝負 を 競 ふ 事 なれば、 殊更 晴なる 見物な り。 

時に 井伊 掃 部 頭 直 孝 進み出で、 若し や 讚 岐守殿 負けられて は、 御 譜代の 名折れ なれ 

ば、 我等、 關 角力に 出で て、 中 納言殿 を 投げん 事、 手間取らす とい はれけ るが、 忠勝 は、 

强 力の 人なる に 依って、 政 宗を大 腰に かけて 投げられければ、 政宗む く  x ^と 起 返 

り、 脣 衣の 皺に なりし を 直し、 御邊 は、 思の 外角 力の 上手 かなと、 褒美せられ しとな 

り。 伊達 政宗、 或 時 鷹 狩に 出 でられ、 芝の 上に 畫寐 して 居られし 所， 俄に 雨 降. -け 

る 故、 近臣 政宗を 起しければ、 傍に 置かれた る 刀を拔 いて、 追蒐 けられければ、 近臣 

立歸 り、 手 を 突いて、 君臣の 鱧是 迄な り。 去 # 御手に 褂 けらるべし とい ひければ、 汝 

を 斬らん との 爲 にあら す、 此刀を 遣さん 爲に、 ^^蒐けたりとぃはれしとぞ。 政宗. 

終に 寛永士 一一  年 五月に 逝去な に ll^lt^i^ 吁辭 世に、 

開 二 眼， 向-, 閻 王- 曰 我是奥 5- 守 

と られ たり。 奥州 松 島山 瑞巖 寺に 葬り 、端 K 寺 奥山 利 < ムと諡 せし となり 

伊 7 ぱ陸奧 守 政 宗の事  g ル 
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淺野但 馬 守 長 晟の事 

江 城 石垣 普請 を、 淺野伹 馬 守 長 晟へ仰 付けられ たる 所、 町 場 深 泥なる により、 大木 

を 底に 敷き たれ ども、 普請 半に 石垣 崩れたり。 淺野 家の 身上 危 かるべし と， 人口 聒 

_ し。 依， 之 舍弟采 女 正 長 重、 兄 長れ g に對 し、 普請 奉行に 腹切ら せ、 公儀へ 陳謝し 給へ 

と諌め けれども、 伹 *£^寸 之 を 諸せ や。 長 重、 屢諌 め て 曰、 御 爲を存 すれ ども、 用 ひら 

れ t とい ひて、 恨む る 色めり。 長晟、 徐に之 を 諭して 曰、 我れ 淺野 左衞門 佐に し 

て 名代と す。 普請 奉行 は、 左衞門 佐が 下知 を受 くれば、 石垣の 崩れた る 事、 其 罪 普 

請 奉行 一人に あらす。 罪 あらば 先づ 我に 歸し、 其 次 は 左衞門 佐な.^。 身の 難 を 免 

れんと て、 罪な きを 戮 する 事 は 不義な り。 我れ 之 を 見る に 忍びす。 其方 新の 如き 

の 心なる が 故に、 庶を 以て、 嫡を纂 はん 事を畏 る。 義は、 上下 共に、 武士の 守る 所な 

.9。 義を 捨て 利 を 取る は、 商 買の 風な り。 今 試みに 武士 を 措して、 商 買の 風 ありと 

いは  > 、必す 怒りて 惡 聲を復 し、 猶 止まらざる 時 は、 相 刃 殺せん。 其 名 を 外に 恥ぢ 


て、 其實 を、 內に 省み ざらん やと 申せば、 長 重、 應 ふるに 詞 なかり ける と 力 や 

藤 堂 和 泉 守 高 虎の 事 

籐堂和 泉 守 11^ 高 虎、 或 時 一 つの 箱お 造って 書院に 置き、 頜國 伊賀. 伊勢 雨 國の士 

こ、 殉死 せんと 欲する 者 は、 姓名 を 記して 此 箱に 入れよ と ありければ、 簡を 入れた 

る 者 四十 餘人 あ..。 其 後 驗府に 於ても、 亦斯の 如くせ しに、 三十 馀人 あり。 高虎此 

簡を 持って 登城し、 臣が 家人、 皆 斯様に 候。 然れば 拙者 子孫の 代 迄 も、 御先 を 承ら 

ん b_o、 御用 立 申す 者 共に 候。 願 は，、 に 上意 を 以て、 差 止め 申 度 候と いひて、 家虚公 

へ 御覽に 入れ、 宿所に 歸. -て 申す は、 斯く思 ひ 入りた る 上 は、 殉死 も 同じ 事な り • 

公の 嚴命 背き 難し。 必す思 止まれと 堅く 制せし 所に、 一人 右の 腕に 手 を 負 ひて、 不 

具なる 者 あり。 拙者 は斯る 身に 候 間、 別儀 を 以て、 御免 を 蒙るべし といへ，.^。 家康 

公、 此事を 聞 召され、 高 虎 は 世々 の 先 1^ なり。 然る を 下知に 件き て、 强 ひて 殉死せ 

ん といへば、 御 先手を取 上げら るべ しとの 上意に より、 彼 者此上 はとて、 止まる 心 

藤堂和泉守高^？の事 .  一  一一 一二 
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にな， 0 しと ぞ。 藤 堂 家の 先手 は、 此に 於て 定まれり とか や。 又 或 時 和 泉 守、 家康公 

の 御. 膝 所 . 障子 を 隔て、 土 井 大炊頭 利 勝に 對し、 臣旣に 年老いたり。 枠大學 頭不背 

なり、 御大 切の 地に 御座 候 間、 我等 死後 は、 速に 國替を 仰 付けられて、 然るべ う 候と 

語りけ る。 利 勝、 此趣を 言上せ しに、 家康 公高 虎 を 召され、 其 所以 を御尋 あ. c> し 所に、 

高 虎 言上に、 伊賀 は上國 にて、 而も 國人 勇氣 あり。 艄に乘 りて 大和 川 を 下り 候 時 は、 

夜中に人知れす大坂に到.^候。. 又 勢 州 は、 近 江. 山城に 隣り、 大 坂へ 師を出 すに 便 あ 

る 地に 候" 斯る國 を、 不 背の 子に 傅 ふる 事 は、 心 元な く 存奉. り 候 間、 上意 を 承って 

死せば、 安堵 仕る べしと 申し、 國の緒 圖を獻 じけ る を、 家康公 具に 御覽 じ、 是れ 他人 

を 封す ベ き國 にあら す。 彼の 殉死 せんとい ひし、 二心な き 者 共に 守らせな ば、 何ぞ 

思を勞 する 事 あらん。 代々、 伊賀 を 易 ふ ベ か.. T す. V 仰せられけ ると ぞ * 

. 大久保 相 模守忠 隣の 事 

家 康公. 御嗣を 立てら れんと 思 召す 頃、 井伊 兵 部 少輔直 政 • 本 多 中務少 辅忠勝 •» 原- 


式部 大輔康 政. 本 多 佐 渡 守 正 信. 大久保 相 模守忠 隣 .卒 岩 主計 頭 親 吉の六 人 を 召され、 

御 公達 數多 まします 中に、 何れ を か 御 家を繼 がせ 給 ふべき や、 御 器量 を 相 量り、 言 

上すべし と 仰 出されけ る。 大切の 御內 意なる を 以て、 御前 を 返き 評議 をな し、 重ね 

て 御請 仕るべし と 願 ひければ、 家 康公、 御 許容 あ，^ しにより、 谷 次の 座へ 出で て 相談 

せし が、 正 信 は、 結 城 秀康卿 を、 御世 繼に なして 然る ぺ しと、 其 御 威光の 雙 なき 事 を 

語る。 忠隣 は、 秀忠 公の 御 器量 ケ稱 し、 彼 君なら ではと、 强 ひて 爭ふ。 直 政. 忠勝. 親 

吉は、 忠吉 朝臣の 武勇 を譽 め、 詮議 區々 なる により、 此上 は、 御前の 思 召に 任すべし 

と、 谷 所存 を 言上せ り。 時に 大久保 諫め 奉る は、 秀康公 は、 故 太閤の 仰に 依り、 結 城 

を繼 がせ 給へ る 上 は、 秀忠 公、 御 家を繼 がせ 給 はん 事 勿論な り。 殊更、 彼 君 は、 寛仁 

大度の 御氣象 あ、 り。 忠吉君 は、 武勇の 御譽 はさる 事 乍ら、 亂 世に 在って は 宜しき と 

雖も、 世靜 まり 順に 守りて、 國 家，^ a. 治す るに は、 必ゃ 文武 兼備の 德に歸 すべし。 

然る を 御 寵愛に 或はされ 給 ひ、 文武の 德を 兼備 へ られし 君 を 廢し給 は K 外様の 大 

名より、 御家人に 至る 迄、 秀忠公 を 慕 ひ 奉り、 御 家の 行末 も危 からん。 - 此 大事に 言 

大久保 相 模守忠 隣の 事  1 さ 一一 
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けて、 若し 御 最貭を 申 上ぐ るに 於て は、 忽ち 祌罰を 蒙るべし とて、 荒け なき 誓言 を 

加へ、 憚る 所な ぐ 申しければ、 榊 原 も此時 は、 大久 保と 同意に なり、 相模 守が 申す 所、 

こ >J ひ 

道理に やと 言上し けれども、 家康公 は、 忠吉 朝臣に 讓 らんと や 思 召され けん、 御氣 

色あって、 御座 を 立た せ 給へ り。 而 して 一 兩日 過ぎ、 又 六 人の 輩 を 召され、 相模が 

申す 所、 御 許容 ある ベ しと 仰 出されけ ると ぞ。 . 

成 瀨隼人 正正 成の 事  し 

尾 州 長久 手の 戰に、 成 瀨犛人 正 I， はは、 十七 歳な，^ しが、 敦 軍に 乘 込み 冑首を 取り、 

家康 公の 御覽に 入れければ、 汝は 勇士な り、 旗本の 兵 寡し。 先 づ此を 守れと 仰せら 

れ ける 故、 御馬の 先にあって、 息をつぐ 所に、 先手の 辟易す る を 見て、 駆 出さん とす 

る を、 馬 取轡を 執ら へて 51、 旣に 功名 を 遂げ 給へ り。 然る を 敵の 中に 入， 0 命 を. D し、 

何の 益の 候ぞ やとい ひければ、 正成大に怒..^罵ると雖も、 手 を 放 だぬ 故、 刀 を拔き 

てむね^；；し、 小利 を 貪り 大義 を 失 ふ は、 武士の 道 か。 今日の 戰は、 敵 破れ 陣陷 り、 


逃ぐ る を 追 If やめて 後に 止むべし， 名 も 知れぬ 首 一 つに 身 を 顧みん やと、 鞭打て ども 

あふれ ども、 猶放 たす。 此時家 康公は ニニ 十 間 計り を 隔てられ、 御覽 ありけ るが、 味 

方 足 をた め 兼ねたり。 壯士 の死戰 すべ. V 所 は 爱ぞ。 ロハ 其 志に 任せよ と 仰せられけ 

れば、 馬 取、 此時轡 を 放てば、 成 瀨は眞 一 文字に 乘 入れ、 又 冑首を 獲て、 東 IS を馳せ 

迥り、 * 方 を 恥 かしめ、 君 間近ぐ、 進 返剛怯 を御覽 せらる、 に、 黑くも逃走..^、 何 面 

目あって 後人に 見えん やと、 正 成に 勵 まされ、 引 色なる 者も蹈 止， り、 進む 者 は 愈 勇 

め. 5。 然るに 其 年の 暮、 根來衆 五十人 を 預け 給 ひぬ。 成瀨が 長久 手の 働 は、 軍功の 

士 にも 愧づべ からすと 感じ 仰せら る。 德川 家に 於て、 十七 歲 にして 將 とな. C 'たる 

は、 正 成 一 人 計りな りと ぞ。 

安藤 帶刀直 次の 事 

家康 公、 召使 はれた る 人へ、 一 萬 石 宛 賜 は， - たる 中に、 安藤 帶刀直 次の み、 橫須賀 五 

千 石 を、 一 萬 石 かと 思 召して 遣され しが、 十 年 計 も 過ぎて、 成瀨. 安藤 等 御前に 伺 公 

安藤 帶刀直 次の 事  .ml- 
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せし 時、 汝等 一 萬 石の 仕置 は、 如何す るぞ i 御尋 ありければ 、集 人 正が 曰、 臣等は 皆 

一 萬 石 を 賜 はる。 帶刀は 只 五千石 を 下し 置かる と 申 上げければ、 家康公 驚き 給 ひ、 

予、 橫須賀 を 以て、 實に 一 萬 石と 思へ，^。 兩人 共に 扈從勤 仕して 武功 を累 ね、 與 ふる 

所の 祿 なれば、 何ぞ 多少 を 分たん や。 然る を 安藤、 色に も顯 はさす、 詞 にも 出さす し 

て 今日に 至る。 篤 厚の 至極、 忠義の 誠と 謂 ふべ しとて、 五千石の 米穀 を 積みて、 一 

度に 下されけ る 故に、 直 次が 家 豊饒し ける とぞ。 

家康 公、 安藤 帶刀 を、 賴宣 卿に 傅たら しめんと 仰 付けられし 時に、 安藤、 命に 應せざ 

りき。 I 公、 土 井 大炊頭 利 勝 を 召され、 帶刀 は、 切腹の 罪 を、 兩度迄 免し 置きた， CN。 其 恩 

を 思 ひなば、 否と はいふ まじ。 早ぐ も 忘れた る 者 かな。 汝斯 くい へと 上意 あ..^ ける。 

利 勝 不審 乍ら、 爾々 の 上意 あり、 如何 思 ひ 當る事 あり やと 申達し ければ、 直 次 一 言 

にも 及ばす、 御請 申せし となり。 是は帶 刀 壯歲の 時、 家康 公の 愛 童 井伊 萬 千代 II 

tfn 政に、 忍びて 情 を 通す る 事 二度 あり。 一 度 は、 寢 道具の 葛籠に 入れて 還せ に 

一 度 は、 心靜に 語り 居け る 時、 家 康公來 給へ り。 萬 千代、 口に 出向 ひ、 今宵 は 障 


る 事 候 間、 不. 奉. 入と いひ、 戶 を閉ぢ ければ 、公、 其 體を見 s  、何ぞ 顔色の 厲 しき やと 

宣 ひて、 歸. 9 給 ひける とぞ。 

安藤 帶刀直 * を、 賴宣 卿へ 傅たら しめらる、 時、 二心 あるべからざる 旨 を 載せて、 

誓紙 を 書かせられん とす。 直 次 色を變 じて 曰、 誓紙 を 書くべき 道理な し。 萬 一若 君 

御 謀叛の 御 心 あらば、 誓紙な くと も、 臣强 ひて 諫め 申すべし。 尤も 身の 利害 を も 顧 

みるべ からす。 諫めて 若し 聽き給 はすば、 誓紙 あ-りと も 主命に 從ひ、 白 首に 冑を載 

せ、 臣 先鋒た らん。 何の 爲に 誓紙 を 用 ひん やとい ひて、 終に 書か ざ，. ^ひると ぞ* 

本 多 佐 渡 守 正 信の 事 

慶長五 庚 子年 九月、 奥 平 美 作 守信昌 へ、 京都の 所 司 代 を 仰 付けられたり 是 れ徳リ 

家より 立てられし 始な， o。 彼 代. 9 の 者 を、 本 多 佐 渡 守 正 信へ 御 相談 あ b しに、 板 倉 

四 郎右衞 門 ほ If 守 を推擧 せり。 板倉其頃は、漸く五^^石lJI^^itれを領し、江府の奉 

行たり • 公の 仰に、 如何程 加增 して 然るべ からん と 上意 あ 時に 正 信、 二ず y? に 

.i^ 多 佐 渡 守 正 信の 事  a- 
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なされて 宜し かるべし と、 言上し ければ、 公 聞 召し. 夫は餘.^過分たる べしと仰ぁ 

りければ、 本 多重ね て、 左樣 なくて は、 京都 は E へ 難/、 御座 候 はんと、 頻に執 成し 申 

上ぐ るに より、 其 議に隨 ひ 給 ひける とぞ。 

小金 ト おは、 御鷹 場に して 置かれけ るが、 冬枯の 野鳥 * 大に 田畑 を 荒し、 麥苗を 食み 

ける 由 、青山 大藏. 內藤 修理 亮聞 付けて、 此方の 御鷹 場に あらね ども、 御 父子の 間な 

れば、 苦し かる まじと、 餌 措 共へ 下知して、 御臺所 入用の 鳥 を 取らせけ る を、 百姓 共 

立腹 、家康 公， 驗府 より 來らせ 給 ふ 時、 餌 指 共の 仕方の、 御 目に止まる やうに 構 へ 

て 荒せり。 家康 公御覽 じて、 忿らせ 給 ひ、 誰が 所爲 なる ぞと、 御尋 あ， 0 ければ、 靑山大 

藏. 內藤 修理 が、 申 付けた る 由 を 言上し けり。 一公， 殊の外 御氣 色あって、 愈.. 渠 等が 

仕業なる か、 但將 軍の 申 付かと、 甚だ 御 不興の 樣子 を、 秀忠公 聞かせられ、 御難 儀に 

思 召し、 阿 茶 局 を 以て、 御機嫌 を 伺 はれ けれども、 御前に も 召され ざ， 9 し 故に、 先づ 

靑山. 內 藤が 職 を 召 放ち 追 籠め られ、 扨 本 多 佐 渡 守へ 談じ給 ひければ、 正 信 承り、 某 

に 御 任せ あるべし i 申し、 本 多 は 夫より、 小金の 御 狩 場へ 參 りけ る。 正 HIT 御機嫌 


伺に 罷 越した る 儀、 御 m に 逢せ し 故、 M ち 召 出され、 寒氣の 時分 大儀な.^ * 何事に 

て來 りし やと 御尋 あ. 0 ければ、 正 信 ま？ 時、 數年御 膝元に て、 御 奉公 申せし 身の、 何の 

科に か將軍 樣へ附 けられ、 始終 は 切腹 も 仰 付けら るべき か。 願 はく は 老後の 思 出 

に、 驗府 へ歸參 仕りた し。 此段を 歎き 奉らん 爲に參 て 候と、 申 上げければ、 家康公 

間 召され、 何 i て 左樣に 申す ぞと 尋ね 給 ひければ、 佐 渡 守、 其 時、 將軍樣 に は、 御前 

を 恐れさせ 給 ふ 事、 いふ 計りな し。 今度 も、 御鷹 野の 御機嫌 宜しき 樣 にと 思 召さる 

る を、 知らぬ 百姓 共が 惡樣に 申 成し、 t 御 不審の 段 を、 將軍樣 聞 召され、 大に 畏れ 給 ひ、 

科 もな き 用人 共 を 追 籠め 置かれ、 御機嫌の 樣子 によ- -、 急 度 仰 付けら るべ しとの 儀 

を、 某 等に 御 相談な され 候。 御 父子 樣の 間、 させる 事 にても 候 はす、 又渠 等が 私の 

用事に て も 無い 之、 況して 此事 を、 達って 申 付けし 事 にても 候 はす • 斯る聊 の 事に さ 

ベ、 以の 外に 恐れ 給 ふ。 每事諌 め 奉る 某 等 は、 串 刺に や 仰 付けられん かと、 恐し く 

奉， 存由 申しければ、 家 康公は 御 心忽に 解けて、 大樹に は、 左程に 思 ひ 給 ふか。 よし 

よし 其 者 共 を S 出す ベ し" 江 の 事 は、 愈.^ 汝を賴 む ぞと仰 を 蒙り、 正 信 は歸れ り。 

水 多 佐 渡 守 正 信の 事  一 e 九 
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之に 依って 靑. P 大藏. 內藤 修理 亮 が 閉門 も 御免 あ けり。 然れ ども 此 時よ して、 

右の 兩人 をば、 營 中へ は 召し 給 は ざ..' けりと い へ，... • 

板 倉 伊 賀 守 勝 重の 事 

板 倉 伊賀 守、 多年 所 司 代 を 相 動め、 齢 傾きて、 頻に 職を辭 しけれ ども、 愈 軍 家より、 

今 暫く 相 勤むべし、 汝に替 りて、 此職を 勤むべき 人な しと 仰せられて、 更に 御免な 

し。 ^重、 尙も辭 する 事 止まざる により、 さらば 汝に 代るべき 人 を 選んで 進めよ • 未 

だ 其 人 を 得すと 仰 下さる。 勝 重 答へ て、. 京都に 罷 在りて、 多くの 御家人の 事 を、 爭 

で 存じ 候べき。 是 程の 人の 中に、 など かな かるべき • よく 人々 に御尋 あるべき にて 

候。 さ .o 乍ら 尙も 薦め 申せと 侍らん に は、 悴周防 守 は、 密 男の 首な ど を 切る ぺ き 者 

に は 候 はす。 若し 彼 を 以て、 跡 役に 遣 さる ベ く 候 やと 申せば、 將軍家 大に悅 ばせ 給 

ひ、 勝 重 御免 を 蒙りて、 罔 防 守 重宗を 召され、 所 司 代に 補せられ け....。 時に 重 宗辭し 

申しければ、 子 を 知る 事、 父に 如かす、 とい ふ 事 あ.^。 汝が 父の 薦め なれば、 辭 する 事 


勿れと 仰 下さる、 により、 力 及ばす 、承りて、 歎き-,^ 父に 向 ひ、 某、 爭で此 職に 堪へ 

侯べき、 情なく も 御 推擧に 預かり 候 もの かなと、 恨み かこてり。 勝 重 笑 ひて、 おこ 

と は 世話 を 知. 9 給 はぬ よな。 爆 火 を 子に 拂 ふと は、 父が 事に て 候と 申せし とぞ。 

板 倉 伊賀 守、 或 時 家 光 公へ、 藁 履 一 足 を 作.^ て獻れ り。 是は東 照 君の 策陣に は、 斯の 

如きが 宜しと 上意 ありし 藁 履に 候。 習 ひ 得て、 自身 作りて 獻上仕 候。 若し 御用に 御 

座 候 は > 、如何程 も 調進 仕る べしと 申せり-。 是は 家康公 も、 御 小身の 時 は、 斯る鄞 事 

を も御存 あって、 業を肇 め、 天下の 主と ならせ 給へば、 篤 恭して 天下 を 治め 給 ふ。 

君 も 下々 の 事 迄、 能く 知 召さで は 叶 はぬ 儀ぞ とい はすして、 諫め 奉る 心なる べしと 

ビ。 右二 條.^ ー說、 周 防 守の 

そ 事と する は 誤なる べし。 

板 倉 周 防 守 重 宗の事 

牛 込 忠左衞 門、 御 目 附役仰 付けられし 時に、 板 倉 周 防 守重宗 へ、 • 風聽に 行きし 

所、 折節 在 宿に て對 面せられたり。 時に 忠左衞 門、 不調法なる 拙者へ、 御 目 附役仰 

板 倉 周 防 守 重 宗の事  Ml 
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付けられ 、難， 有 奉. 存候。 之に 依って 参り 候 由 を 述べければ、 重宗 聞きて、 一段 目 出 

度 事に 候。 御 自分の 不調法 を、 必 ゃ御隱 ある まじく 候" 若し 不調法 を 飾られ 候へば、 

下に 立つ 役人に、 迷惑す る 者 多き ものに 候。 自分の 不調法 を 不調法に 立て、、 勤め 

られ ひ-ば、 御上に は、 人 多く 之 ある 故、 御 役 御免な され、 其 器に 當 りたる 人 へ、 仰 付け 

られ 候。 必す其 心得 ある べき 由 申されければ、 忠左衞 門が 曰、 H# き 御意 見に 御座 候。 

只今の 御言 葉 を、 吾等 心に かけ、 相 勤め 申すべし とい ひければ、 周 防 守 重ねて、 是は 

某が 言に あらす、. U 父 伊賀 守が 申した るに 候。 序乍ら語..^て聞かせ申すべし。 以前 

上樣御 上洛の 節、 京都に 於て、 C 父へ 御上 意に、 其方 は 年寄り たれば、 代りの 役人 を 遣 

した けれども、 思 當れる 者 もな し。 汝が 代りにな るべき 者 を、 見立て 申す ベ し と 仰 

あり。 其 時、 伊賀 守 申 上ぐ る は、 枠 周 防 守な ど は、 相 動め 申す ベ き 者と 奉 ^ 存候旨 を 言 

上しければ、 尤に思 召 候。 內々 左樣の 御意なる 由， 仰せられた りと ぞ。 某 は 其 頃 未だ 

御 小姓に て、 御 側に 相 » めし 所に、 翌年 不圖仰 出さる、 は、 其方 儀、 父 伊賀 守が 代う に 

遣 さる ゝ間、 上京して 見習 ひ 申すべし との 上意 に 付、 畏り奉 る 由、 御請 申 上げ て 登 hs 


し 所に、 京 着の 日、 伊賀 守 座敷 を 改め、 左右に 役人 を 置き、 帳 目 錄を竝 ベ 立て、 對座 

に 某 を 招き、 御上の 御機嫌 を 伺 ひ、 扨 帳 目録 を 引渡し、 今日ょ，.^所司を相勸むべ き 

由 申す に 付、 某 は 興さめ て、 私儀 只今 迄 御 側 勤 故、 世間 を存 せす、 諸事 不案內 に 候。 

且御 上意に も、 先づ 上京して、 一雨 年 も 見習 ひ候樣 にとの 御 事に 候 間、 其 通，.^ に 仕 

b たし， 0 申しければ、 伊賀 守が 申す は、 御 目黑き 殿様の、 勤むべき 者と 思 召せば こ 

そ 遣され たれ。 假 令ば 親子に て 、目顔 違 ふと 雖も、 見 違 へらる ゝ人 もな し • 心も是 

と 同前な り。 然れば 我等に 隨ひ 居れば、 其 間 は、 某が 如くなる ベ けれども、 離る と、 其 

方の 了簡より 外 はなし。 某に 隨 身して は、 何 迄 も 詮なし。 此 故に 引渡す 間、 隨分其 

方の 不調法 を顯 して 相勸む ベ し。 失 を隱す 心 あらば、 幾內は 申す に 及ばす、 西國迄 

の 難儀に なれば、 少しも 飾る ベから や。 不調法 は、 上に も御存 にて、 大勢の 中より、 

其 器に 當れる を、 御/ i 替 ある ベければ、 不調法 は 少しも 恥なら す。 是非 今 H よりね 

勸 むべ しふ、 申されし によ. 9、 此上 は畏， り 候と 請 合 ひし 所に、 豫て 市中に 家 を 求め • 

置き、 ^賀守 は、 卽 日に 彼 所へ 引 移り、 其 町の 役人へ、 關 東より 所 司 代 登られ 候に 

板 食 周 防 守 重 宗の事  一 m 一一 
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付、 御 役儀 を 引渡し、 御 町へ 引 移り 候。 今日よ. 9 御 仕置の 事は不 fe: 候 間、 萬 事 御 指 

圖を受 くべ しと 申して 廻り、 其 後 は、 京都の 名 ある 町人 を 集め、 基 を 打って 餘年を • 

樂 まれけ るが、 常に 其 者 共へ、 今度の 所 司 代は嚴 しければ、 我等 を會釋 候樣に 心得 

なば、 大に迷 或すべし と 示され、 町に 二三 年 計り 隱居 せられし 故，^ 下々 にて、 某が 批 

判 を 申さ 》 る 由な. CN。 其 間に 役儀 を覺 えしと、 語られし とな b。 

本 多 內記政 勝 は、 長劍を 好まれけ るが、 親しき 人々 は、 意見せば やと 思 ふ 重宗、 

本 多に 對談の 時， 某が 家 來引肌 を、 勝れて 上手に する 者の 候。 御望み ならば、 贈 進 

す ベ しとい はれ はれば、 政 勝 聞きて、 夫 は n$ く存 候。 然 らば 申受く ベ しと あ， 0 ける 

故、 翌日 二 尺 五寸と 一 尺八 寸の 長なる、 大小の 引 肌 二つ を 遣して、 是ょ b 短き は、 手 

前に 使 ひ 置きた るが 多く 候。 御用なら ば 承るべし と、 申 贈られたり。 本 多 は、 彼 引 肌 

に 合 ひたる 大小 を帶 して、 周 防 守に 見せられければ、 重宗 一 覽 して、 是 にて 大小の 寸、 

ひとくら ゐ 短く 見え、 得 あ りと 申されければ、 政滕 も、 板 倉が 意 を 察せ， CS と ぞ- 

板 倉 周 防 守、 江府 へ 下向せ られし 時、 « 平 伊豆守 信 網の 曰、 上樣に も、 段々 御 政務 14 


御 心を盡 させられ 候。 上方の 事 を も、 委細に 聞 召され 度 思 召に 候 間、 向後 は、 仲間 

へ 遣 さる ゝ書狀 を、 今少し 御念 を 入れられ、 上方の 事、 上聞す る やうに なさるべし 

と あ， -1?；!|；？ なれ. v:^ ヒ び ひ，^ 上 時に 周 防 守が 曰、 百廿里 隔てお る 事に 候 

間、 上樣、 何程 御發 明に 御座 候と も、 御 及び ごしに、 御存無 儀に 御座 候。 其爲 に、 拙 

者 を 差 置かる、 事に 候へば、 申 上ぐ るに 及ばざる 事と 奉 V 存 候と、 申されければ、 家 

光 公 聞 召され、 周 防 守 は、 身を蹈 込んで 勤む る 者な 力と て、 御 感悅淺 から ざり しと 

いへ， り。 

知 恩 院と黑 谷 源 空 寺と に， 16- 重衡 朝臣の 所持 せられし 陰の 硯 とて、 等しく 相 傅せ 

る 什物 あり。 其 石、 自然と 潤あって、 希代の 名物な b とて、 相 誇る に 付、 遂に 兩寺眞 偽 

を 諍 ひ 出して、 廳 所に 訴 へければ、 周 防 守、 判斷 して 曰く、 兩 寺の 僧 衆 は、 追に 世事に 

疎し。 假<5- ば 我等 如きの 者 さへ、 硯は幾 面も嗜 めり。 況して 卒相國 の 公達 なれば、 

极 陰の 視一 一面 も ある ベ し。 何れも 其 寺の 重寶な と、 裁許せられ た， と ぞ， 

板 倉 周 防 守 所 司の 時、 其 弟內膳 正重昌 は、 備前國 島 原 耶蘇 宗門 一 揆の討 手に 向 ひ、 

板金 伺 妨守重 宗の事  き 
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彼 地に 於て 戰 死せ り。 此吿の 書、 京都に 至る 時、 周 防 守 は、 奉行所に あって、 書 を 見 

られ けれども、 敢て 喪を發 せす、 事 終って 後に 退き、 家臣 を 呼 集め 從容 として 謂. 之 

曰、 汝 等に 慶 ばす 事 ありと て、 彼 書 を讀ま しめられければ、 其 座に 在 合ふ臣 等、 皆 涙 

を 垂れけ る を、 周 防 守が 曰、 何 ぞ是れ 傷まん。 我家 あってよ b 以來、 見 弟 上に 事へ、 

身 を 致さ  >る なし。 然れ ども 忠死 する 者な きを 慽 めう。 今、 弟斯 くの 如し。 慶 ぶべ 

き 事な， リと いひ 終. -、 涙 を 流されけ ると ぞ。 f  ，す 不ふ廇 へな！ ぺ追 

酒井雅 樂頭忠 世の 事 

何の 頃に か、 家康 公、 神 谷 與七郎 とい へる 者 を、 始めて 召 置かれけ るが、 彼 者 途中に 

て、 酒井雅 樂頭忠 世に 行 逢 ひける。 神 谷 は、 脇へ 寄り 禮を なしけ るに、 忠世 は、 心中 

に 思惟す る 事 や あり けん、 其 霞に 打 過ぎけ るが、 其 後 與七郞 は、 雅樂 頭に 逢 ひて、 度 

度無禮 あり。 家 康公聞 召され、 案の 外なる 擧 動かな。 與 七に 暇 を 遣すべし。 さり 乍 

ら車公 振 宜しき に、 暇 を 遣し なば、 諸人の 疑 はん 事 如何な， 9。 又 雅樂が 支へ たる 钚 


i 思 は > 、篤實 なる 雅樂に 惡名を 付くべし。 然れ ども 其 龍に 差 置きな ば、 家老の 威 

も簿 くなる ベ し。 所詮、 約束の 知行 千 石 を 減少して、 折紙 を 遣し なば、 與七泳 へ ぬ 者 

なれば、 定めて 暇 を 願 ふ ベ しとて、 八 百 石に 認められ、 1 兩 日に 遣 されん との 事な 

りし を、 忠世 承り、 神 谷 與七郎 に、 御 知行 被， 下 ベ き 由、 彼 者 は、 殊の外よ き 御 車 公 振 

にて、 御用に 立つ べき 者に 御座 候。 豫て千 石の 御 約束に 候へ ども、 過分に 給 はって 

然る べしと 申 上げければ、 公、 爾々 の 旨 を 御物 語 ありければ、 雅樂頭 承り、 夫 は以の 

外なる 事に 候。 彼 者な ど、 左 樣の御 取 計ら ひに 於て は、 重ねて 御 家 を 望む 者 は ある 

まじく 候。 私儀 は 御 厚恩 を 以て、 代々 人が ましく 召 仕 はれ 候 故、 御 家中の 輩、 拙者 

に對し 慮外なる 者 は、 一人 も 御座な く 候 • 夫に 新參 として、 心强 く無禮 をな す は、 

却って 賞 飯に 存候。 尤內々 にて 承り 合せし 所、 人柄 何 角 も、 隨分揃 ひたる 者に 御座 

候と. 執し 申す により、 家康公 聞かせられ、 然 らば 知行 を、 如何程 遣して 宜し からん 

と御尋 ありければ、 二 千 石 給 は る ベ しと 言上し け. c^。 公の 仰に、 夫 は餘り 過分なる 

べしとの 事に て、 御 評定の 上、 千 五百石に 極. 9、 則ち 與七郎 を 召 出され、 上の 思 召と、 

酒井雅 樂頭忠 世の 事  一 一一 二 七 
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忠 世が 所存 を、 委しく 仰せ 聞 けられければ、 神 谷 は 感涙 を 流して、 折紙 を 項 戴し、 直 

に雅樂 頭が 宅に 至， 9、 涙 を 流して 謝しけ る。 實 にも 忠世が 眼力に 違 はす、 能ぐ 相勸 

めけ る 故、 追って 足輕を 預け 給 ひける とぞ *  , 

或 時、 御 祝日 に、 吳服 所の 茶屋 長 意 とい へ る 者、 脇差 を 結構に 裕 へ て、 登城した りけ 

る を、 酒 井 雅樂頭 之， を 見て、 長 意 を 呼び、 其方の 脇差 を 見せ よと て、 彼 脇差 を 手に 取 

... ^、熟と 詠め、 道具と いひ 拖と いひ、 侍に も、 斯 程の 脇差 を帶 する は 稀な， 0 と譽 めら 

れ、 拔身を 長 意に 渡され、 鞘に は 恰好に 見所 あ， 0 とい ひさ ま、 奥の 方へ 持 行かれけ 

る。 營 中の 群り たる 中に て、 長 意は拔 身の 脇差に 持 あっか ひ、 十德の 下へ 押隱 せど 

も 、きら. と 目に 立ち、 難儀し ける 所に、 御 目附の 通られし 故、 手 を 束ね、 爾々 の 

旨に て、 轄を御 留めな され、 迷惑 仕る 由 を 申し 歎け ども、 雅樂 殿の 左樣に 致された 

る を， 此方よ b 鬼 角の 事 は 申し 難し。 暫ぐ 待合すべし とい ひて 行かれたり。 扨此日 

の 御 鱧 も 果て、 各 返 出 あれ ども、 長 意 は 歸る事 もなら す、 已に未 刻に 到り、 酒 井は歸 

られ けれども、 鞴を 出されぬ によ， 此彼を 頼み、 漸と聞 出し、 手 を 摺り詫 言して 請 


取り、 はふ  <, (-返 出しけ， o>a 長 意 は 町人と いひ、 殊に 法體の 身に て、 無益なる 事と 

思 はれ、 斯くは 量られし かと、 己れ を 省み、 其 後 は 木に て 作付の 脇差に、 柄 鞘の 形 は、 

常の 如くに 挤へ、 差しけ ると ぞ。 


新東鑑 附錄卷 之 1 ー畢 
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土 井 大饮頭 利 勝の 事 

家康 公、 或 時 何某 へ 、 御 役儀 を 仰 付けられん とて、 土 井 大炊頭 利 勝 へ 、 人柄 を 御尋ぁ 

b はれば、 利 勝が 答に、 彼 者 は、 拙者 方 へ 立入不 fe. 候 故、 聢と不 V 存由申 上げければ、 

公、 御 氣色ぁ b て、 汝は、 左樣の 者と は 思 ざり し。 予が ロ眞似 もす る 者が、 渠等を 知 

る まじき 樣 なし。 親疎に 拘 はら ャ、 常々 心掛 くべき 事な り。 其方が 宅へ 立 入らぬ 者 

を 疎んじ、 出入す る 者 計り を、 引 立つ ると 沙汰せば、 欲心 邪 智の者 は、 皆綠を 求めて、 

立 入る 樣 にすべし。 結句、 武を 磨く 志の 者 は、 立 入せ ぬ 者 も 多 かるべし。 其 詮議な き 

時 は、 家風 衰 ふと 知るべし。 大賀彌 四郎め も、 當 家の 運 盛なる 故に、 渠が滅 t に 及 

びた るぞ。 


或 本に、 大賀 彌四郞 は、 徳川家の 臣な. - しが、 天 正 年中、 武田勝 賴に賴 まれ、 朋輩 

小 谷 甚左衞 門. 山 田 八藏を 語ら ひ、 家 康公を 害せん とせし が、 八藏 心を飜 し、 此儀 

を訴 へしに より、 大賀. 小谷兩 人、 竝に 妻子 家僕に 至る 迄， 磔 罪せられ、 山 田 は返忠 

の 御 褒美と して、 加 恩の 地 を 給 ひける と 云々。 

武士 は、 武道が 家職 なれば、 治 亂に拘 はらす、 怠らぬ 樣に勵 むが、 家老の 役 なれば、 

物每 さあらぬ 樣に取 量ら ひ、 其 役々 の 者、 心 詞を殘 さぬ 如くに、 仕置きぬべし。 下 

より 物の いはれ ぬ樣に 成行きて は、 人の 意地 は 知れぬ ぞ。 亂 世より 六ケ しき は、 治 

國の 仕置なる ぞと 仰せられければ、 利 勝 犬に 赤面し、 我が 誤 を 恥お、 上の 思 召 を 成 

心し、 頓に 落涙に 及びけ るが、 後年に 至り、 執事 職 大老の 中 にても、 拔 群に 名 を 取り 

たる 人な，， 。 右の 上意な どに て、 發 明せられ しか、 或 時の 仰に、 大 炊に 續，、 家老、 數 

多 ある べしと 思 はすと 御稱美 あり。 又 幕府 を、 秀忠 公へ 讓らせ 給 ふ 時に、 利 勝 をば、 

七つの 寶の內 に 入れられたり といへ り。 

御 本丸に て、 御 隱密の 相談所 は、 大方、 御 數寄屋 な りしに、 土 井大炊 頭が 存 寄に て、 千 

土 井 大炊頭 利 勝の 事  量 一  ゾ 
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E 璺 敷の 眞 中へ 出御な さしめ、 四方の 襖 を取拂 ひ、 少しも 隱るゝ 所な き樣 にせ.. >a 硯 

は 御 旗本 支配の 役に て、 持參 するとい へ.^。 

大炊 頭の 居間に、 一 尺 計なる 片 糸の 切の ありし を、 利 勝 拾 ひ 取う、 誰か あると 呼ば 

れ ければ、 次の間よ り、 大野 仁兵衞 とい へ る 近 1.2 罷 出で け る を、 是は汝 に預く るぞと 

申 付けられ ける 故、 大野 畏， 9 候と て、 其 糸 を 請 取りし が、 次の間に 出で て、 此糸 層が、 

何に かなる べしと 笑 ひけ. >。 扨 二三 年 も 過ぎて、 大炊 頭、 大野 を 呼び、 先年 汝に預 

けた 糸 切れ はと 尋ねられし 時に、 是に 候と いひて、 早速 巾着より 出しければ、 利 

勝 請 取りて、 脇差の 下緒の 先の 解けた る を 結び、 其 上に、 家老 寺 田 與左衞 門 を 呼び、 

之 を 見 候へ、 三年 以前 糸の 切 を 拾 ひて、 大野 仁 兵衞に 預け 置きし 所、 彼れ 大切に 致 

して 預かり、 巾着よ. り 取 出した. csa 主人の 言 付を竟 末にせ ざる は、 奇特なる 者な り 

とい ひ、 知行 三百 石 を 遣し ける と ぞ* 

秀忠 公の 御 治世、 諸國 にて 煙草 を 作る まじき 由 を 仰 付けられ、 勿論、 呑む 事 は 堅く 禁 

せられけ る 時分、 御城の 湯飮 場へ、 御 番衆寄 合 ひ、 煙草 を吞み 居け るに、 土 井 大炊頭 


i 御 老中 不圖、 i り 合されければ、 各 仰天して、 銘々 に 煙草の 道具 を取隱 せし を、 利 勝 見 

られ、 御番衆 へ 對ひ、 其 御 襖 を 立てられ よと、 挨接ぁ つ て 着座し、 今 各の 給べ られし 

物 を、 所望 致し 度 旨 申されければ、 皆 迷惑し 出し 兼ぬ る を t 再三 乞 はれけ る 故に、 止 

む 事 を 得 や 出しければ、 大炊 頭取.. -て、 自分 も 一 服 呑み、 存寄ら ざる 珍 * を 給 は. 9、 

忝し とい ひ 座 を 立 たれけ るが、 立歸 り、 今日の 事 は、 手前 も 各 も 同前の 事な り。 重ね 

て は必す 御 無用と 申されければ、 列席の 輩大に 汗顔して、 其 後 は湯飮 所に て 煙草 呑 

む 事 は、 必至と 相 止みけ ると ぞ。 

秀忠公 御 治世の 頃、 御 勘定 方に 於て、 御 勝手 方 御 益の 儀を考 へ、 衆議 決せし により、 

一 通の 伺 書に 認め、 式 曰の 朝、 御 勘定 頭 伊丹 順齋、 之 を 土 井大炊 頭へ 差 出せし 所、 利 勝 

の 曰、 書付 は 披見 を遂ぐ ベ く 候 へ ども、 先づ 其 大意 は、 如何なる 儀な. 9 やと ありけ 

れば、 順齋が 曰、 是迄御 旗本の 諸士、 大身 小身に 限らす 、御藏 米 を 以て 物 成 を 下され、 

其 外、 御 扶持 餘慶 拜頜の 面々 迄 も、 悉く 御藏より 相 渡され 候に 付、 諸國の 御領より、 

迥米 多く 運送の 御 失墜 も か、. 9、 且又 御藏の 傣數、 夥しく 御座 候 故、 蒸 腐り、 缺米鼠 喰 

土 井 大炊頭 利 將の事  -  一一 一 1 
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等の 御 費 も 多く 有 ^ 候。 向後 五百石 以上の 面々 は、 知行 所の 取 捌 も 出來可 fe. 候 間、 

各地 方 知行に 御 直しな され、 御 扶持 餘慶 頂戴の 面々 も、 知行に 御 直しな され、 地方に 

て 下されな ば、 無益の 御 費 も、 減じ 申すべく 候- 只今の 趣に て は、 润藏詰 多く 御座 候 

に 付、 三四ケ 年の 越 米 之 あり。 左様の 懐に 當り たる 小身 者 は.、 僅なる 高の 內 にて 蟲 

喉 多く、 迷惑 仕る 由に 候 間-向後 は 廻 米 を 減せられ なば、 御藏の 楝數、 右に 應 じて 少 

く 相 成、 御 益の 品、 數々 に 御座 候に 付、 何れも 評議 仕り、 書付 を 整へ 申 候。 御 同役 御 

列座の 時に、 差 上申す ベ くと 奉. 存候 へ ども、 先づ 御內 見下さ る ベ しとい ひければ、 

利 勝 之 を 聞きて、 其 儀に 於て は、 書付 を 見る に不. 及 事に 候。 只今 演說の 趣 は、 先年、 

權現公 御 在世の 節、 御沙汰 ありし 事に て、 其 砌の御 勘定 方よ...^、 左 樣の伺 を 差 上げ 

し， 巧 御上 意に、 當地を 居城ん する 故、 東西南北の 諸 大名 を 始め、 萬 民 愛に 集まる に 

ょり、廿日卅日も入船なくんば、諸色の直段も高直になり、諸人迷1^に及ぶ由な，..^。 

況んゃ 何ぞ變 事あって、 運送 不自由に なりたる 時、 江戶 中の 者 を、 誰か 育まん や。 

損 米の 多ぐ ある は、 知れた 事 なれ ども、 藏米を 潤 澤に畜 ひ 置く は、 天下，.. - 知る 者の 


役と 思 ふ 故な り。 然る を 差當る 損益 を考 へ、 變の心 付な き は、 下 勘定の 者 共 は、 さ 

も あるべし。 勘定 頭 を も 勤む る 者が、 其 心 付な く、 斯樣の 伺 をす る 事、 沙汰の 限な 

.0 と、 大に 御氣色 あり。 ^ri  〈節、 老中の 面々 へ 仰せられし は、 總 じて 大名の 道中 をす る 

に、 雨具 持の、 悅ぶ樣 なる 仕置 はせ ぬ も のぞと、 1 御上 意 あ.^ しにより、 各 打 寄り、 種 

種考 へられし 所、 彼 伺 書の 箇條 の內 に、 末々 御 奉公人 共の、 蟲喰 米に 取當， M し は 難 

儀なる 旨、 專耍の 樣に書 載せた る 故， 斯く 仰せられ しゃと 察せし なりと、 咄 終.. M し 

利 勝 は、 一順 齋が 出せる 書付 を 返されければ、 伊丹 之 を 聞き、 不調法なる 書付 を 差 上 

げ恐入 候。 さ b 乍ら 右の 御物 語に 就て、 以後の 心得に 相 成、 忝き ft 合に 御座 候と €. 

して、 退去せ しとな り。 

家 光 公 御 治世の 時に、 朝鮮人 來聘の 前、 御 矢 倉の 白 土 落ちし 所 あ b し を、 增上 寺へ 

御成の 節 上覧し 給 ひ、 早.^ 白 土 を 付けさせ 申すべき 旨 を、 伊豆守 信 綱に 仰 付け 

られ ければ、 信 綱 承りて、 外に ある 御 矢 倉の 戶を 外し、 立替 へ させんと せし を、 土 井 

大炊頭 之 を 聞き、 夫 は 豆 州の 善から ぬ 作意に 候。 御大 人 は、 ならぬ 事 はならぬ と 知 

土 井 大炊頭 利 勝の 事  一一 一 量 
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召す やうに 致す が 宜しく 候。 速に 足代 を 申 付けられて 然るべ し。 御 自分 は 才智 足 

れろ 故、 何時 にても 斯樣の 頓智 は出づ ベく 候へ ども、 重ねて 外の 者 へ、 此 類の 事 を 仰 

付けられ たる 節 は、 誰も 左様の 働 は、 及ばす 候に より、 其 人の 不調法に 相 成 候。 然 

れば餘 人 は、 難儀 致すべし と 申されければ、 信 綱 信服せられ しとい へ ..^。 

加 藤 肥 後 守 忠廣の 身上-果せし 後、 彼 地 へ 誰 を 遣 さる ベ き やと 批判せ り。 或 時、 御. 老 

中 方 返 出の 後に、 急の 御 召に より、 各早乘 物に て 登城 せられぬ。 せ 御ら 老る 中、 の l、ilg^ き 

ばき_威は^?^ほ^利"1ぃ1"然 家 光 公御氣 色あって、 宜しぐ 予は 天下の 仕置 はなす ぞ。 

此段を申聞かさん爲に、汝等を呼寄せた...^との上意にょり、何れも平伏してぁりけ 

るに、 土 井大炊 頭、 頭 を 上げて、 夫 は 如何なる 思 召に 御座 候 やと、 申 上げられければ、 

其 時の 仰に、 今日 評定 決せし 肥 後の 國 主の 事 は、 近き 內に申 渡すべき 儀なる を、 最早 

世上に 洩れたり。 斯る 事に て、 tt 置が ならう かと 上意 あ ける 故、 利 勝 承り、 恐悅 

至極に 奉， 存 候由演 ベら れ ければ、 愈  >  、御氣 色あって、 大炊 頭が 前へ 詰 寄せ 給 ひける • 

井伊 掃 部 頭 を 始め、 何れも 胸 を 冷せ し 所に、 利 勝の IP 、是迄 急なる 御觸之 ある 節 は、 


詰 番の諸 役人. 諸 番頭 へ 申 渡し、 隨 分と 急ぎ 候ても、 其 日中な どに、 末々 に 相 届く 儀 

はな 兼ね 申 候。 肥 後の 國 主の 事 は、 下.々 の 者せ 〈、聞 耳 を 立て 罷在候 私共 は、 も 

の 八つ 御 太鼓 さ へ嗚， - 候へば、 退出 仕 候 所、 今日は、 彼此 御用 も繁 く、 七 つ 頃 迄相勸 

-め 候に 付、 W は 肥 後の 國主相 極， 5 しと、 諸人 推量 仕り、 細 川 越 中 守より 外にな しと、 

江戶 中の 取沙汰に 及ぶ 儀と 奉， 存候。 然れば 上 一 人の 思 召が、 下 萬 人と 一 同 仕り、 此 

上 もな き 目出度 御 事に 御座 候。 私儀 は、 每日 兩人づ つ、 江戶 中へ 物 聞 を 差 出し^き 

候が、 歸宅も 仕ら. ぬ內 に、 右兩 人罷歸 り、 一 人 は 芝の 札 a、 一  人 は 牛 込邊に 於て、 此沙 

汰を 承. C/ 用人 共 迄、 書付 を 差 出し 置き 候と て、 右 雨 の 書付 を獻 りければ、 則、 上 

覽ぁ つ て、 御機嫌 も 直されけ り。 掃 部 頭 も、 其 時、 私共 も、 大炊頭 同意に 御座 候と 申 

されし とな .5。 抑 肥後國 を、 細 川へ 可， 被. 下と、 諸人の 推量せ る は、 越 中 守 は、 豐前國 

小 倉の 城主た りしが、 或 年、 領 內大旱 損に て、 百姓 共 は、 當 分の 食物に も 難儀せ に 

況して 來 作の 心 宛 は、 少しもな かりけ る を、 越 中 守 殊の外 心勞 せられ、 容易に 救 ひ 難 

きに よ 父幽齋 よ.. >  以來相 # する 名物の 茶 入 を 質 物にする とも、 事足る まじ けれ 

土 井 大炊頭 利 勝の 事  § 七 
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ば、 賣拂ひ 候へ と 申 付けられ、 家臣 兩 人に 持たせ、 京都へ 登され たりし が、 望む 者は數 

多 ありし 所、 名高き 道具 故に、 後難 を や 畏れ けん、 彼れ 調 へんと 思 ふ 者、 所 司 代へ 伺 

ひければ、 板 倉 同 防 守が 曰、 當 持主より 賣拂は る 、 上 は、 M 求 ひる 事、 勝手次第 たる 

べし。 但し 右の 茶 入の 名 は、 聞 及び たれ ども、 遂に 見ざる 間、 相對濟 みなば 一 覽 すべ 

しとて、 取 寄せて 見られけ. り。 斯くて 細 川の 雨士 は、 金子 を 請 取. り、 大 坂に 於て、 米 

大豆 其 外 農 人の 糧 になるべき 品 を、 金子 限りに 買 調. へ、 舟に 積みて 小 倉へ 廻し、 領 

分の 者へ 割與 へられければ、 國民之 を 力と し、 農業に 取 付きけ る を、 世に 廣く 沙汰し、 

國 郡の 主たる 人の 手本な.^ とい ひて 賞せ り。 依， 之 肥後國 の拜頜 は、 細 川よ... >外 な 

しと 申 合 へりけ る ふ ぞ。 

土 井 大炊頭 は、 家康 公の 御 胤な りと、 彼 家 にても いふ 事ぞと tl。 或 時 古老の 面々、 

髭 は、 さながら * 君に 見紛ひ 奉る * げ にもよ く 似させ 給へ.. > と 申しけ る を 聞きて、 

其 翌日の 出 ft に、 髭 を 剃 落して 登城せられ ける。 其 頃 迄 は、 男：： 頼 髭 を、 第一 に 立 

てけ るに、 家 光 &御髭 を 置かれざる 故に、 利 勝が 心あって 剃 捨てし を、 世上に は 知 


井 &直孝 

の 直諫 


ら す.、 上 樣の眞 似 を 致す やうに 申せし とぞ。 其 後 は 多く 樣立 とて、 少しづつ 髭を殘 

しける に、 夫 さへ 延寶 の始 よ. り、 悉く 剃 落しけ る。 其 始は大 炊 頭な りしと かや。 

井伊 掃 部 頭 直 一孝の 事 

秀忠公 • 或 時 諸 大名 を 召され、 土 井 大炊頭 利 勝 を 以て 仰 出されけ る は、 來年西 御 九 

樣ド 公 へ 御世 御讓り 可， 被， 遊 間、 其 旨 相 心得 候 へ と 申 渡しければ， 各 恐悅申 上げ て 

退出せられ しに、 井伊 掃 部 頭 直 孝 一 人 は、 御請の 體 見え ざり し 故、 土 井大炊 頭、 之 を 

見て、 直 孝 を、 御白 書院の 方に 招き、 只今 御上 意の 趣に 就て、 何 か 思 召 も 有  > 一 や，" 尋 

ねければ、 掃 部 頭 答へ て、 御 察の 通りに 候- 先刻の 御上 意 は、 天下の 亂の 端と 奉レ存 

候に より、 得 御請け 申 上げす とい ひける を、 利 勝 聞きて、 其 意 如何なる 事に 候 やと 

尋ねければ、 大坂 御陣後 未だ 間もなく、 御城の 總 石垣 御 普請、 鼓に 府の 御城 御 普 

請、.. 其 外 諸方の 御手 傳等 にて、 天下の 大名、 困窮 大方なら ざる 所に、 又 候、 來年 御隱居 

遊ばさる 、に 於て は、 右御視 儀と して、 將軍 宣下の 御 能な ど 有乏、 愈，^ 困窮 仕り、 下 を 

井伊 稀 部 頭 直 孝の 事  1 れ 
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削ぎ 民 苦に 相 成るべし と存 せられ 候。 さすれば 亂の 端と なり、 歎 か はしく 侯と 

* す 故、 利勝點 頭き、 直に 直 孝 を 誘 ひ、 御， f,- 迄 同道し、 大炊 頭、 御前に 出で、 直 孝が 存 

寄 を、 委しく 言上し ければ、 掃 部を是 へ 呼べとの 上意に より、 直 孝卽ち 御前 に 出で け 

る 所、 只今-、 大炊頭 へ 1  ギ せし 事、 尤に思 召し 候 へ ども、 最早、 此儀は 何れ へ も 申 聞かせ 

し 上 なれば、 今更 變じ 難し。 以来 存 寄の 儀 あるに 於て は 、遠慮なく 直に 申せよ と 仰 

あり.。 時に 利 勝 は、 掃 部 頭へ 、御請の 儀を勸 むれ ども、 直孝諾 せす して、 重ねて 土 井に 

對ひ 、、拙者が 存 寄の 趣" 最早 仰 出された る 事に 付、 御 取 上 被， 遊 難き 段、 恐れ 乍ら 上意 

とも 不， 覺候。 總 じて 上の 仰 出されに 於て は、 如何 樣の事 にても、 諸 大名 御請 を 申 上 

げられ 候。 況して 御 尤なる 儀 を、 誰か 否と 申 上ぐべき。 然れば 拙者が 言上の 趣、 思 召 

に 相 叶 ひ 候 は い、 仰せ 直され 候と も、 何れも 悅び 申すべし とい ひければ、 秀忠公 も、 

聊御當 威の 氣 色に 見え 給 ひける に、 利 勝が 曰、 拙者な ど は、 年罷 寄り、 御用に も 難， 立 

候 所に、 若人の 斯様なる 直言 を 申 上げら る、 事 は、 御代 長久の 基、 目出度 御 事に 御 

座 候。 只今 掃 部 頭が 申 上ぐ る條、 尤 至極に 御痤 候と. e. しければ、 秀忠 も、 御 得心 あ 


りければ、 直 孝 謹んで、 愚意 御 取 用 ひ 下さ る 段、 有難き 旨を述 ベ 、 落涙し 乍ら 退出せ 

.5。 扨 翌日 秀忠公 は、 諸 大名 を 召され、 井伊 掃 部 頭 御 諫言 を 申 上げた る 故、 明年の 

御隱居 は、 暫く 御 延引 ある ベ き 由 を、 仰 出されし とな h^。 

家 光 公の 御 治世に、 萬 事 御 政道 は 、東照宮の 通に 被お べき 由、 仰 出された る 所に、 伊 

達 陸 奥 守 正宗 は、 家康 公より、 百 萬 石 を 給 はらんとの 御 書付の ありし 故に、 正宗よ 

り 只今 迄 は、 御代 も 易り 候に 付、 反古と 存じ 罷在 候へ ども、 今度の 仰 出されに 就い 

て、 御證 文の 寫を 御覽に 入れ 候と て、 彼 御 書付 を獻 じけ る。 此儀 上聞に 達し、 土 井 

大炊頭 利 勝 を 召され、 陸 奥 守へ 百 萬 石 を 被. 下し は、 ある まじき 事なら ね ども、 是は 

其 節の 御 謀なる べきに、 御 取 上な さる、 に 於て は、 他家よ. り も 亦、 此 類の 事 を 願 ふ 

べし。 如何せんと 御尋 あ. -け b。 利 勝 御請に、 此儀 は、 井伊 掃 部 頭へ 御 相談あって 

然る ベ う 候と 、言上し ける によ. り、 則ち 婦部頭 を 召 出され、 爾 々の 旨 を 仰 聞かされけ 

れは、 直 孝 承.. 'て、 伊達 家へ 參り、 正宗に 對 面して お. す は、 ：...、 今風 說を 承る に、 今度 

の 仰 出されに 付、 御 先祖より 下されたん 御證 文の 寫を、 姜 出された る 由に r。 實說 

井伊 y 柚 部： 孝の 事  . 
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に 御座 候 や、 不審に 存じ、 罷 越し 候と 申しければ、 陸奧守 答へ て、 如何にも 其 通. 9 に 

候。 御代 も替 りし 故、 右の 御 書付 を、 反古と 存 居候 所に、 今度の 仰 出されに より、 御 

覽に 入れ 候と あ b ければ、 掃 部 頭が 曰、 其 御證文 は、 御 自筆に 御座 候 やと 申す • 正 

もつ W 

宗曰、 何&， t 先祖の 御 * に 候と 申されければ、 直 孝 其 時、 苦しから や 候 は K 卒度拜 

見 仕 b 度 候と 申す によ，.. Z 正宗 家臣 を 呼出し、 御證 文の 入ト. V し 営 を 取 寄せ、 井伊が 

前に 差 置きければ、 直 孝 御 證文を 出して 押 戴き、 得と 拜 見し、 正宗に 對ひ、 斯樣の 事 

は 御 .せ^ にて、 貴 前に も 御存知の 御 事に 御座 候。 誠に 反古に 候と いひ 樣、 二つ 三つに 

引裂きけ る。 H: 一宗 其體を 見られ、 舆覺 めて、 成程 さ 様に 候、 是は生 子に 敎 へ られ、 川 

を 渡る と 申す 者に 候と て、 笑 ひに なり、 種々 饗應 あって 後に、 直 孝 は 伊達 家 を 中 3 で、 

夫より 直に 登城して、 右の 趣 を 言上し ければ、 家 光 公 は、 御機嫌 斜 ならす、 利 勝も大 

に 感心せ しと かや • 

酒井讃 岐守忠 勝の 事 


安藤 對馬守 重 信、 病中に、 酒 井 讚 岐守忠 勝が 方へ、 使 を 以て、 病中に 候へ ども、 御 目 

に 掛けた き 事の 候 間， 御入來 親み 候 由 を 申 遣せ り • 此時忠 勝 は 十五 六歲 にて、 格別 

人魂と いふに も あらねば、 彼 家に て は、 何事 やらん、 若し 間違に て はなき かとい へど 

も、 さもなければ、 忠勝 不思議に 思 ひ 乍ら 招に 應じ、 安藤の 宅へ 行かれし 所に、 重 信 は 

居間へ 招きて、 酒 井に 對 面し、 某 事、 病 に^、 り、 餘命 久し か る ま じ けれ ば、 歿後 に は 、 

愚息が 事 を、 偏に 賴み申 度 候。 此御 約束 を 仕らん が爲 に、 申入 候 所、 早速の 御 入來、 H$ 

く 存じ 候。 別の 儀に て も 無^ 候。 末々 迄、 枠と 御 入魂の 儀 を賴み 候と て、 腰 物な ど 

を 贈りけ る。 忠勝は 若年と いひ、 殊にた ど- (^しき 生 付に て、 聢と 返答 もなかり け 

り。 重 信の 病氣 見舞に 集れる 一 族 衆 は、 對州 病惱に 侵されけ るよ と W きけ り。 又 家 

中の 面々 も 不審し ける が、 安藤が 眼力に 違 は す、 果して 名臣 とい はれけ る とぞ。 

家 光 公 御 不例の 事 ありし 故に、 踊 を 上覧に 備 へけ るが、 御意に 入りて、 其 後 毎度 催 

され、 上樣 踊と て、 其 唱歌 は 、公家 又は 御門 跡 方の 作な ど 多 く.， n し、 若き 男 共 は、 金銀 

にて 飾りし 木刀 を 差し、 風流 を盡 せり。 さるに 依って 諸侯の 面々、 小 扈從に 美麗に 

滔井讃 岐守忠 膀の事  • 1 一お-一 
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いでたち させて 獻れ. 故に 天下 一 統に、 之 を ぶ事甚 しか.. >  け るに、 酒 井 讃岐守 

も、 同 踊を獻 り、 而 して 後 御機嫌 を 見合せ、 御 諫言 申 上げければ、 頓て踊 を 止め 給へ 

5 とか や。 

家 光 公 御 上洛の 時に、 江 州 大津の 御 代官 小 野 某、 酒 井讃岐 守へ 申す は、 勢 田 橋 は、 古 

來 より 名 橋に 候 所、 殊の外 古び 見苦しく 相 成 候。 二三 年の 內に、 褂替へ 仰 付けら る 

べき や。 豫て御 伺 ひ 申 上 候 由 をい へ. o。 時に 忠 勝が 曰、 橋 損じて、 怪我 過な ど あら 

んに 於て は、 二三 年 を 待た す、 褂替 へて 然るべ し。 修復に て 相 濟む事 を、 褂替 ふる 

事 は 無用-なり。 橋 は 如何程 も 久しく 傳 はりた るが、 天下 靜譴の 印な り • 見苦しと て 

改め 造る は、 然る バ からす i 申されけ ると ぞ。 

酒 井讃岐 守、 家督 を 息 修理 大夫忠 直に 讓る 時に、 家老 林野 宗左衞 門. 惠見太 兵 衞兩人 

の 事 を、 忠 直へ 密に 申さる ゝは、 林野 宇 左 衞門は 氣儘者 なれば、 如何にも 頭 を 押へ 

て 召 仕 はるべし。 惠見 太兵衞 は、 內氣者 なれば、 引立て、 仕 はるべし とい ひて、 扨 

林野 を 呼出し、 修狸大 夫 は 若年 なれば、 我れ に 申した る樣 に、 いひ 度き 誰に せば 、堪 


忍す まじき ぞ、 其覺 悟して 仕へ よと 申 渡し、 夫ょ.^葸見を呼びて、 其方 は 心 一杯に 

奉公し、 必ゃ 遠慮 立 て は 無用な. -と、 言付け られ たり とぞ。 

家 光 公 御 他界の 時に 、松-牛 伊豆守 信 綱と、 酒 井 讃岐守 雨 人が 殉死せ ざる 事 を、 m や 角 

と ffi 上に て 風聞せ し を、 忠勝閒 きて、 忠臣 二君に 仕へ すと いふ は、 他姓の 君の 事な 

h^。 若し 心得 違 へ て、 前代の 御 恩 深く、 御 奴 立の 者な， 9 とて、 悉く 御供せば、 幼君 を 

誰か 守護 せん。 察する に 我々 が 死せ し 跡 を 窺 ふ 奴等の 中より、 申出せ るな らん • 爭 

でか 物の？ や 思 ふ べき i 、冷笑 ひしと？。 ま 。の 忠勸の 程 は、 

に も 知，， 傳は る 通りに て、 明曆 年中、 忠 勝が 牛 込の 屋鋪 へ 、 家 綱 公 成ら 

せ^ひし 時、 直に 彼 宅に 於て、 隱 居の 御免 を 蒙り、 頓て 日光へ 參り、 神前へ 御 禮申丄 

げ、 山に て落髮 し、 穴 ェ印英 際と 稱せ しとな り • 

森 美 作 守 〔^ffd にて、 郡 奉行 を勸 めし 江 見 太兵衞 とい へる 者 あり。 如何なる 故 

にか 浪人せ しが、 酒 井讃岐 守に 綠 ありし によ， り、 二百 石に て 仕へ、 支關の 取次 役 を 

せし に、 或 S 忠滕、 御城より 下 の 節、 江 見 太 兵衞、 急 度 讃岐守 を 見上げて、 其 後拜醴 

滔井 讚岐守 i  、ぬ 膀の事  ほ- I 
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しければ、 忠勝之 を 見て 奥に 通り、 主關に 小紋の 羽織 を 着て 居た る は、 何者 ぞと 尋ね 

られ ければ 、近習の 者 答へ て、 新 參に召 出された る 江 見 太兵衞 にて 御座 候と 申しけ 

る。 讚岐 守が 曰、 太 兵 衞が額 構 眼 措、 常體の 者なら や。 明日よ b 用人 家老^の 末座 

に 呼出し 置き、 萬 端 相談 相手に 致して 見 候へ と 申 付けられ ける 故、 其 旨に 任せ、 何 角 

の 評定に 加へ し 所、 夫々 に 博 を 明け、 れば、 讚岐守 は、 我が 眼鏡に 違 はやと 喜び、 其 

年の 慕に 百 石加增 せられ、 家老 職の 列と なれり。 後 は 七 百 石に 取 立てられし 所、 忠 

勝 卒去せられ、 I 請れ 息 修狸大 夫 若 州 入部の 時、 三百 石 

加增 ありし が、 終に 三千 石に 至. cs、 國 家老に 申 付けられた. o。 太兵衞 は、 八 旬に 餘 

る迄忠 勸を勵 まれ、 才智 仁愛あって、 政道 を專ら にし、 民 を 撫育せ し 者な りと ぞ。 

阿部 豐後 守忠 秋の 事 

阿部豊後守忠秋は、御城ょ..^返出しては、 家中の 小童 三 四 歳より、 十四 五歲 計りな 

る を 集めて、 第 等 を ありた き 儘に 遊戲 させ、 慰に せられお. cs。 人 は 幼少よ， o、 其 器 


の 見 ゆる 者 故、 之 を 知らん が 爲 な るべ しと 申しけ る と ぞ， 

阿部豊後守 は 》 を 愛し、 多く 翫 ばれし が、 或 時 建 町に よき 鶉の ありし を 聞きて、 求 

めた く 思 はれし が、 價貴 きに より 打 捨て置かれし を、 或 人 豫て豊 後 守が 望まる、 を 

聞 及び、 彼鹑を i 貝 ひ 得て 贈りけ る。 其 後、 御 旗本 衆 大勢、 對 客の 席に て、 先に 蒭を M 

ひし 事 を 言 出し、 多く 飼 置きけ る 鶉 を、 悉く 取 寄せ 放 たれけ る。 斯る人 故、 賄賂 を 送 

る、 もなか， 0 ける とい へち 

阿部豊後守 忠秋 は、 始め 正 秋と いへ b。 是 れ秀忠 公より、 御諱の 一 字 を拜頜 せし に 

依ってな hs。 斯樣の 事 は 重き 儀に て、 -穩 便に はせ ざる 所に、 其 節 表立 ュ.^ る 御禮も 

申されす、 勿論；：^ めと て も 無 A) 故、 阿部 一 家 を 始め、 家 來と雖 も、 悅を 申せし 者 もな 

く、 又 公儀の 日記に も、 自分の 家譜に もなかり ける が、 書狀 等の 判 物に、 忠秋 とせら 

れ たり。 夫より 廿 =1 計， り を 過ぎて、 一門 中 を 招かれし 所に、 料理の 次第， ハ母 もと 異 

なりし 故、 若し は 御諱字 拜頜の 儀の 心なる かと、 家來も 推量せ しとい 7 

寬永 年中、 吉利支 丹 宗門 一 揆の討 手 を. 板 倉 內膳正 重 昌に仰 付けられたり。 息 主 水 

w 部 豐後守 ゆ、 311^ の 事  一 
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正重矩 も、 父と 一 所に、 西國 へ 下らざる 事 を * 本意な しと や 思 はれ けん、 其 夜 平 伊 

豆 守 信 綱の 宅へ 自身 行きて、 罷 下り 度 由 を 願 はれし に、 信 綱の 曰、 御 願の 筋、 尤に候 

へど も、 御 夜 詰 返け 候て 、奥、 へ 入らせられ 候 間、 上意 相 量ら ひ 難き 旨 被. 申し 故に 重 

矩 夫より 阿部豊後守 宅に 行きて、 右の 趣、 是非とも 願 ひ 奉る 由を賴 まれければ、 忠 

秋 聞きて、 若き 人の 忠孝 感じ入 候。 暫く 御 待 あれと いひて、 直に 登城し 、奥方 御座 鋪 

へ參. り、 御 留守居 衆 を 以て、 板 倉 内 膳 正 枠 主 水 正 儀 ，父と 一 所に、 西 國へ罷 下り 度 旨 

奉， 願 候に 付、 其 段 御聞屆 なさるべき 由. 拙者より 申 付 候。 御 序に 言上 せらる べしと、 

上臈 衆 迄 被 y 申 候へ と 申 置きて、 忠秋は 宿所に 歸り、 主 水に 對 して、 御 斷り申 上 候 間、 

早々 御 親父と 共に： 西 國に御 下り あるべし と 申されければ、 重 矩喜悅 して、 H# き ft 

合、 一 生の 御懇志 之に 過ぎ や 候と 申して、 歸宅 せし となり。 ほれ； 5f§ 、き  1  き 年 まほ 

石 領 する 阿部 

氏の 家系な リ。 

松 平 伊豆守 信 綱の 事 


i*^  き 謌、 或 本に、 寬文 二き 二月 十六 日、 六十 七考 4, て 卒す：！^ 云 々。一重 名よ 長 四郞 と稱 せ， cZ 

松 l^g: 豆 IT 信 綱 州 古 p% 城主、 七 萬 二 千？^ 領 する 松 平氏の 組な リ、 售ータ ii0 ず 禾そ 

或 時 若君、 li  、將 軍御寢 殿の 軒端に、 雀の 巢 くひて、 子產 みた，" し を、 此方よ，" 御覽ぁ 

つて 、欲しがらせ 給 ひ、 長 四郞に 取って参らせ よと 仰 あり。 長 四郞、 十一 歲の時 なれ 

如 rs> にも 叶 ふま じき 由 を 申して 辭 しけり。 晝は 昔して、 飛 去る 事 も あ. 9 なん、 巢 

の 所、 よく）^ 見 置きて、 日暮れて、 此方の 屋の 軒に 登り、 彼方に 忍び 行きて 取る ベ 

し。 おとな は 身重く、 足音 もしなん ま、、 汝 取りて 参らせよ i  、侍 ふ 人々 の敎 へし 

かば、 力なく、 日暮れ ぬれば、 此方の 屋ょ. -傳 ひて 行き、 旣 に御寢 殿の 軒に 至りて 取 

らんと せし に、 蹈 損じて、 御 坪の 內 へどう と 落つ。 秀忠公 御 刀 を 取らせられ、 障子 

を あけ 給 へ ば、 御臺所 は、 燈火取 つ て 出で させ 給 ひ、 御覽 する に、 長四郎 なり。 將軍 

家 不思議に 思 召されて、 汝何 しに まに 來 うける ぞと 御尋ぁ しに、 今日の 晝、 御殿 

の屋の 軒に、 雀の 子產 みたる を 遙に見 候て、 餘 りに 欲し さに、 Kb に參 りて 候と 申 

す。 秀忠 公、 否々、 己れ が 心に は あら じ。 誰か 敎へ ける ぞと、 色み、 御 推 問 あれ ども、 幾 

度 も， S め 申せし 詞 に變ら す。 己れ 事の 由 を、 有の 儘に 申さぬ こそ、 年頃に も 似ぬ 不 

松 平 伊豆守 信 網の 事  『お 几 


新東鑑 附錄卷 之 三  § 

敵 なれと 仰せられて、 大 なる 袋に 押入れ、 口 を 御手 づ から 封 じ 給 ひ、 柱に かけさせ 

給 ひ、 事の 由 あ， 9 の 儘に 申さ  > らん 程 は、 い つ 迄 も 斯くて 置く べしと 仰せ けれども、 

尙 申さぬ 事 一 初の 如し。 夜 巳に 明けて、 常の 御座に 出で させ 給 ふ。 御臺所 は、 早く 心得 

させられ、 渠が 幼心に て、 身の 悲し さ を 顧みす、 若君の 仰な b と 申さぬ 事 を、 深く 感 

じ 給 ひ、 女房 達に 仰せて、 朝餉の して、 是れ i ほへ よと 給 はり、 又手づ から、 元の 如く 

にして 置かせ 給 ふ。 晝の 程、 秀忠公 入らせられ、 又 推 問 ありし が、 さらば 向後の 事 

を戒むべき由の仰にて、御免ぁh^けり。 將軍 家、 御臺 所に 向 はせ 給 ひて、 渠が 今の 

心に て、 生 立ちた らんに は、 竹 千代 殿の 爲に は、 雙 なき 忠臣に て 侯 はん 者な b と、 殊 

の 外に 悅 ばせ 給 ひしと なり。 

或 本に、 伊豆守 信 綱 は、 大河 內金 兵衞秀 綱-とい へる 御 代官の 子に て、 小字 を 三十 

郞と稱 せ. c/.hl;#; ^ハ 11^1^11^,^^ エ^ f 心 极平右 衞門大 夫 正 綱が 甥な， -。 幼少の 

時、 常に 正 綱 ♦  か 方へ 遊に 來. >け るが、 八 歳の 時に、 右 衞門大 夫が 獨座 せし 前に 出 

でて、 願 あ，.. N と 申す により、 何事な り やと 尋ねければ、 私 は 御 代官の 子に てロ惜 


松 平信 l?l 

め. 


しぐ Rsr 御 苗字 を 給 は...^、 子に なして 下さる べしと 申す によ.^、 正 網 打 笑 ひ、 何 

とて 左樣に 申す ぞと ありければ、 私の 苗字に て は、 上 樣の御 側へ 参り 難く 候と 申 

すに より、 正 綱 も 奇特に 思 ひ、 然 らば 父母へ、 其 願 を 申すべし とい はれければ、 其 

事 は、 私が 合點 させ 可 V 申 候， 愈，. 御 苗字 を 下されな ば、 今日よ.^ 此方に 留まり 候 は 

んと て、 我 宅に 歸ら す。 此事 台聽に 達して 召 出され、 御 小姓の 列と なれ."。 總じ 

て 卸 小姓の 勤め 方 は、 御用と て 召さる \ 時 は、 上座よ.^ 承って、 次第に 末座に 至 

り、 又 繰 上って 召に 應 やる 御作 法な り。 然れ ども 若輩の 集.^ なれば、 我 tt にして、 

御 次へ 拔 出で、 休息す る 者 勝なる に、 三十 郎は、 詰 所 を 返く 事な く、 每度詰 越して、 

御用 を 承りければ、 豫て御 目に留ま b ける とぞ 云々 

松. 牛 伊豆守、 未だ 御 旗本 支配に て あ， > し 頃、 二 丸の 御 坪の 內 なる 大石 を、 二つ 三つ 

取 除 けらる、 に、 數百人 にても 勸 かし 難き 石 どもな 殊に 人足の 働 自由なら ざ 

る .5、 役人より 申しければ、 信 綱 下知に て、 其 石の 邊を 掘..^^ ちて、 彼 穴へ 石 を轉ば 

し S めよ と 申 け、 るに より、 則ち 下知の 如くに しければ、 さしもの 大石も 容易く 

松 平 伊一！^; 守 信 網の 事  一一 一一れ 一 
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取 ik 付け ゝり。 此 仕樣に 習 ひて、 相 州 箱 根 樫 木 坂の 往來に 妨 なる 大石を 掘り 埋め、 

或は 石の 頭 を 切らせな どし ける とい へり。 

武府 大火の 時、 餘烟 巳に 御城 內に蔽 ひ 憑り ける 故、 數 多の 女 中途に 迷 ひ、 出づ べき 

方 を 知ら ざり し 所に、 卒 伊豆守 は 奥に 蒐 入り、 疊を 裏返して 敷き、 之 を 知 邊に出 

でられよ と、 敎 へられければ、 一人 も 過た す 逃げ出しけ ると ぞ。 

大樹 御 灸治の 事 仰 あ.^ し 時、 醫 1: 支 冶， 一 灸點を 奉..^ しに、 藁 を 乞 ひし かど も、 鬼 角 

に 刻 移りし かば、 信 綱 御前 を 立ちて、 御 次の 疊を 裏返して 切 破り、 拔 出し 奉れり と 

かや。 

寺社 奉行 安藤 右京 進！ aH;! ぜ より、 极卒出 雲 守 勝隆が 方へ、 手紙 を 以て、 御 登诚前 

に、 私宅に 於て 談 じたき 事 之 あ b 候 間、 御 立 寄 下され 候樣 にと、 申 遣せ し 所に、 後刻 

參を 以て 申すべき 旨の 返答な り" 暫くして fel^ 伊豆守 入來ぁ h^。 御 老中の 事 なれ 

ば、 家中 大に 周章て、 右京 進に も 何事 やらん と、 上下 を 着け も敢 す、 早速 出向 ひ、 仔 

細 を 問 はれし に、 信 綱が 曰、 少々 時刻 を 取 違へ、 早く 出で 候 故、 是 にて 待合 はせ 可&. 


存じ、 立 寄り 候との 事なる により、 菓子 茶な どに て 饗せら るゝ內 に、 伊豆守 小 剣 を 

呼びて， 此 許の 家老 中に、 一人 逢 ひ 申した しと 言 はる、 に 付. 加 茂下內 記と いふ 者 

罷出 でし 所、 信 綱の 曰. 我等が 參 りたる は 別儀に あらや、 方 達へ 賴 みたき 仔細 あ 

り。 先刻 右京 殿よ. 0 御手 紙に 預かり、 登城の 節 立 寄り 吳れ との 御 紙面な り.。 勿論 上 

書に 、某が 名 は あれ ども、 察する 所 御 同役 出 雲 殿へ、 遣 さる、 御手 紙の 間遠と 存す 

1 ども、 ほ 心得 候と 御 返答 申せ， 9。 追 付 右京 殿御 登城 あ つ て、 出 雲 殿 へ 出合 ひ 給 は 

ば、 其 段 申すべし。 然れば 彼 申 次 を 致した る 者， 執筆の 者の、 叱られん 事 は 必定な 

り。 出 雲と 伊豆と は、 間違 あるべき 事な り。 此 儀に 付、 右京 殿御 叱な き樣 に、 其方 

達 を ® みたり • 此 上に 御 叱 ありと 承らば、 我等の 申 分 あ.^ と、 急 度 被.』 申ければ、 內 

記 謹んで、 御意の 趣畏， り 車り 候。 右の 者 其 承り 候 は V  、如何 計. 0 悅び 申すべく 候と 

いひけ ば、 右京 進 も、 厚く 一  醴 せられたり。 伊豆守 は、 夫よ. 登城せられ しとい 

？。 
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保 科 肥 後 守 正 之 朝臣の 事 

保 科 肥 後 守 正 之 朝臣の 母 儀 常 光院と 申す は、 北條 家の 近臣 祌尾 某の 息女な り。 是は 

小 田原殁 落後. 北條 家：^ 士、 數多 徳川家へ 召 出され、 神 尾 氏 も 御 苯公を 願 ひ、 御 帳面 

に は 記され けれども" 何の 御沙汰 もな く、 浪人して 居た. y。 又 息女 は、 井上 主計 頭 

が 母に 預け 置け り。 彼 母と いふ は、 秀忠 公の 御 乳 人に て、 公儀よりも、 厚く 御 取扱 

ひ 故、 世の 用 も あり、 常に 御城へ 上り 居け るに より、 神 尾が 女 も 御 側へ 罷 出で， 遂に 

懷 娘せ しが、 秀忠 公の 御臺 は、 大方なら ぬ 御 嫉妬深き により、 一 向に 御沙汰 もな く、 

密に 彼女 は 親許へ 下り、 慶長 十六 年 五月に、 御 男子 を平產 せり。 猶も御 臺の御 聞 を 

憚りて、 神 尾 一 家 は 申合せ、 隨分 隱密に 養育し 奉.^ ぬ。 彼若三歲計..^にて、近所 へ遊 

に 出で 給 ひける を、 神 田 白銀 町の 邊 にて は、 天下の 若君の 事 なれば、 冥加の 爲に、 抱 

き奉らんと、色々御馳走申す故•世間の流布を厭ひ、同十八p^-年三月ニ日、御乳母の 

局鄕 下の 折 柄 を 幸に、 神： ten 家 之 を 告げければ、 御 乳母 卽ち 井上と 調 鶴し、 主計 頭 


登城して、 世間 廣 からぬ 御 養育の 致 方 を、 老中へ 內分 にて 伺 はれけ るが、 命あって 

土 井 大炊頭 同道 に て、 田 安 比丘尼 屋鋪 に 住居 あ る 見性院 器，^^德？？践經^き？まザ- 

ち籲^^^^ぉ^^れ！！ルの許へ、  右 雨 人御內 意の 趣なる 由 を 述べられ • 翌三曰 井上の 

方よ， 9、 直に 若君 は 田 安へ 御 移 あり。 當分は 見 性院の 養子 分に て、 武田幸 殿と 申 

せ ま-:; 導 If , ぜ/ 然るに 藝 . 將軍 家へ 召 出された る 甲 

州 衆の 內 ，保 科 肥 後 守 正 光 は、 別して 見 性院の 安否 を 問 はれけ るに、 或^ 見 性院， 正 

光へ、 右の 趣 を 語られ、 貴賤と も、 七 歳より 上の 男子の 育て 樣は、 大切の 事なる を， 

女 計りの 中に 置き 参らせて は、 心許なし。 其方へ 預け 申した き 間、 武の道 を も 指南 

ある 樣 にと 頼まれければ、 肥 後 守が 答に、 仰 はさる 御 事に 候へ ども、 御大 切の 若君 

なる を、 御上よりの 仰 もな くして、 御 介抱 申し 難しと いふに より、 見性院 より、 土 

井上に 談 せられし 所に、 兩人 も、 自分の 了簡に て は相濟 まざる 故、 折 を 以て 伺 ひ 申 

すべし とい はれし が、 御前 向 も相濟 みし や、 其 後 土 井大炊 頭が 宅へ" 肥 後 守 を 招き、 

主計 頭 列座 にて 申さる、 は、 幸 松 殿の 御 事、 其 許 へ 御預な され 候 間、 領國に 於て、 畏 

ei- 科 肥 後 守 正 之 朝臣の 事  マー マ- ゴ 
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.o 給ふ樣 にと、 上意の 趣 を 述べければ、 正 光謹んで 承.^、 高遠へ 倡 ひ、 三 丸に 御 部屋 

を營み移された..^。 是れ幸 秘殿七 歳の 時な...。 母 儀 も倶に 引越され ける。 肥 後 守 

も、 常々 御見舞に 參り、 五 度に 一 度 は、 母 儀に 對面ぁ しとい へり。 

或 本に、 將軍家 II 御鷹 狩に、 目 黑の邊 に 成らせ 給 ひ、 御供 四 五 人 召 具せられ、 成 

就院 といへ る 寺に 入らせ 給 ひしに、 住持の 僧 は、 頭巾 を 被き て 居たり けり。 將軍 

家、 暫く 休み 候 はんと 仰せられ しに、 住持の 僧、 人々 は、 何國 より 来り 給 ひしと 問 

へば、 我等 は將軍 家の 供奉の 者な りと 仰せら る。 僧の 曰、 勞れ給 ふらん、 心靜に 

御休み あれと 請じ入れ 奉りて、 內に 入らん とせし を、 御 僧 玆に在 座して、 御物 語 

あれと 仰せければ、 打 向 ひ、 隐踞 りて 居る。 客殿の あた 、悉く 菊 を 彩りて 晝け 

. るに、 拙き ェ のせし とも 見えす。 將軍 家、 斯る 片 田舍の 御寺に は、 珍ら しき 結構 

かな。 如何なる 檀那の 渡.. > 候と 尋ねさ せ^へば、 宣ふ樣 に、 玆は江 tfii 返き 境 なれ 

ば、 然る べき 檀那と て もな L。 保 科 肥 後 守 殿と 申す 人の 御 母 儀が、 常に は 祈禱の 

事な ど御賴 あれ ど、 夫 も 家 貧しければ、 布施の 物豊 ならす といへば、 夫 は 先づ宜 


しき 御 事の 候 • 其 外に も 何 やか や 候 はんと 仰せら る • いや 其 外に は. 皆數 にも^ 

らぬ 人々 なり。 是に 渡り 候 人々 も、 將 軍の 御家人と 承れば. 申す も 恐 なれ ども、 

あの 肥 後 守 殿と 申す は、 今の 將軍 家の、 正しき 御 弟と 承る に、 僅の 地 を 領し給 ふ 

こそ * 痛 はし，、 覺ぇ 候。 さ， らぬ賤 しき 者 も、 兄弟の 親み 深き は、 世の 習なる に、 如何 

なれば. よき 人 は 情なき 者に 候と いひし に、 上樣 にも、 早 還 御なら せ 給 ふべき 程 

なりと、， 御供の 人々 を 急 度御覽 じて、 御顔の 色 少しも 損じさせ 給 はす、 漸 うに 御 

出 あれば、 人々 は、 御 僧の 情 故、 足 を 休め 候 ひぬ。 又參 らんと て 立 出で たり。 暫 

くして 供奉の 人々 群り 來.. ^て、 上樣 は、 何國へ 成らせられし ぞと 問へば、 住持の 

f は、 我等 は 、上 樣の事 は 知 らす、 御供の 人々 こそ、 今迄 是 に 御休み あ，.^ し をと い 

ふ。 夫 こそ 上樣 にて あれと いはれ て 驚き、 あな 悲し、 如何なる 罪に や 遭 はんと、 

一 月計りが程は、門のほと，.：^、 足 昔 高く 人の 過ぐ るに も * 魂 を 消す 計りな り。 程 

なく 正 之 朝臣、 多くの 地 付けて、 山形の 城 を參ら せられたり。 又 目 黒の 寺に も、 

其 事と なく 地 を 寄附せ させ 給 ひしと ぞ。 都て 此 御代に は、 御鷹 狩に 事寄せて、 賤 

保^^肥後守正之朝臣の事  一 § 
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しき 者の 憂き 歎きの 事 4 ^〈知 召され、 惠み 施されし も 多く ありけ りと 云々 • 

上、 白 石 先生 曰. 其 時 御供に 侍， りし 人の子 息に、 聞かれし 所な 6 とぞ。 一 本 

に、 從四 位下 肥 後 守 正 之 朝臣 は、 寬永十 一 戌年 侍從に 任じ、 同 十三 子年 七月 廿 

一 日、羽：：^出形の城を給は.=^、 廿萬 石と なり、 正 保 元 申年 正月 十一 日、 奥州 會津 

に 移り、 廿三萬 石に な. -、 同 二 酉年、 左 少將に 任せられ しと 云々。 

寬 永年^ 島 原 一 揆の P 、板 倉 內膳正 重昌彼 地に 向 ひし 後， 世上の 風聞に 、公儀 御名 代 

として、 御 連枝 方 か 、扨 は 御 老中 を 遣 さる 杯と. しける が、 保 科 肥 後 守の 事 も、 尊ら 

申せし 故、 江 戶屋鋪 は 勿論、 在所 最上に 殘 り 居た る 家中 も 一 統に、 內々 仕度して 相 

待ちけ るに、 或 日 奉書 を 以て 申されし により、 是れ島 原の 御用なる べしと、 家士各 

勇みし 所に、 以の 外在 國す べしと 上意 ありけ り。 肥 後 守 も 心外に あるべし と、 家中 

一 司に 察せし に、 案に 相違し 機嫌よ く、 早々 支度 を 調へ、 歸國 せられた hN。 是は家 

康公御 在世の 時、 秀忠 公へ 仰に、 奥州に 事 あらば、 上方 筋の 心 遣ひ專 要な り。 西國 

に變 あらば、 奥 筋の 手當が 大事な りと、 上意 ありし により、 其 趣 を 以て、 御 懇意の 仰 


こて 、奥 WTE の爲 な， O とぞ。 正 之 は 面目 を 施し、 領國 最上へ 歸られ け.^. 其 後 家臣 

に 語られし は、 今度 島 原 一揆の 事 も， 始の內 に埒を 明けな ば、 事故な く 鎮まるべき 

を、 手延 にして 長引きた る は、 畢竟 九州に、 御 譜代大名の なきに 依ってな， 5. 事の 

微 なる 內に 制し、 若し 卒爾の 取 計と ありて、 御咎を 蒙る を も 顧みす、 公儀の 御爲を 

專に する 者なくて は危 しと 申された， 9。 果して 此時羽 州 白 石 にの 御 代官 傾に 於 

て、 百姓 徒黨 せし を、， 正 之 朝臣 公儀へ 伺 はす 、卅 六人碟 罪せられたり。 世上に て は、 

家柄と は， &し 乍ら、 我意 を 奮 はれし 樣に 申しけ るが、 其 後 肥 後 守 參府の 節 も. 例に 

替らす 上使 を 下され、 尙又內 田 信 濃 守 を 上使と し、 向後と も 御 政務 筋に 於ても、 存 

寄 あらば 、遠慮なく 申 上ぐ ベ き 旨 を、 仰 出されし とい へ ，..^* 

家 光 公 御 他界の 節、 堀 田 加 賀守正 盛 を 以て、 保 科 肥 後 守 を 召され、 御寢 所に 於て、 正 

之 朝臣の 手 を 取らせられ、 大納言の 事 を 賴むぞ と 上意 あり。 肥 後 守 は 、紅涙 を 利へ 

ご、 r^lil;  くて 罷在候 上 は、 御 心 易く 思 召さる べしと、 御請 を 申 上げられ けれに .3=- 

手 を 御 放し あ， - しが、 肥 後 守 • 猶も御 側 を 立ち 兼ねられし を. 加賀守 後より 手 を 振 

保 科^ 後 守 正 之 朝臣の 事  0^ 
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つて、 其 座 を 立た せた.， 人 御 表に て、 何れも 正 之 朝臣の 顔色 を 見て、 扨 は 御大 切に 

及び 給 ひしに やと、 各 潜み 居る 所に、 程なく 加 賀守罷 出で、 只今御他界ぁ..^しと披 

露せ り。 肥 後 守 は、 夫より 西 九へ 出仕して、 晝夜 三日が 間歸 宅な かりし 所. 大納言 

樣 仰の 由に て、 松 半 和 泉 守 を 以て、 頃日の 勤勞を 慰ませられ、 休息の 儀 を 仰 出され 

たり。 夫より 數十 年が 間、 天下の 政事に 心身 を拋 ちて、 奉仕せられ たり • 

•  、  土屋相 模守數 直の 事 

土星 相尋 lis き SISSSSSit 州土大 S 寸と稱 せし 頃、 如何なる 

越度に か、 閉門 仰 付けられ 龍 居せ り。 其 節 御 上洛の あって、 各 支度す る 由 を 聞き 

て、 某 も 忍の 供奉すべし、 用意せ よと、 家老へ 申 渡されけ る 故、 各膽を 消して 諌 むれ 

ども、 思 ふ 仔細 あ，.^ と、 旅装 iSf: なれば、 家臣 等 も 心なら や 、如何様に して 御 登な さる 

べき やと 尋ねければ、 御 出門の 翌日、 密に 出足すべし とい はれけ るが、 申せし 如く 

にして 京 着し ける 所、 天下の 大名、 數を盡 して 宿せし 故、 洛中 洛外、 共に 雜を 立つ 


る 地 もな し • 漸く  isi 坂本邊 の民屋 に、 閉門して 居られし により、 誰れ 知る 者 も なれ 

.0 ける が、 家 光 公 は、 知 召されけ るか、 土屋 大和 を 召せと 仰 出されたり。 ^》 之、 御扈 

從ょシ 、仰の 趣 を、 旗本 支配へ、 土屋 大和 守 閉門と 承れ ども、 上意なる 故、 申達す る 

由 をい ひければ、 老中 之 を 聞かれ、 其 大和 守 は、 閉門に て 江 戶に殘 れり。 若し 思 召 

違 にゃあらん と、 其 趣 を 言上し ける 所、 いや. 近くに 居るべし と 仰せられ しに 

付、 洛中 洛外 隈ハ， ^く 探し 求め、 遂に 彼 宅に 尋常り ける 故、 早々 出 tt あるべし との 事な 

りければ ハ頓て 御前に 出で ければ、 暫く 白眼 ませ 給 ひける が、 今度 來.^ やば 能き 事 

は ある まじき に、 免す との 仰 を 蒙り、 面目 を 施しけ る。 是は 御前に 於て、 如何 樣な 

る 事 御座 候と も、 何 國迄も 供奉 る ベ しと 申 上げた る こと、 も あ，. しやと、 沙汰せ 

と ぞ。 

久世 大和 守廣 之の 事 

久世 大和 守廣 之、 ぱ t 一-卜 七な" y ハと ％サ 々セ。 日 御 側 勤め の 節、 家 光 公、 御 膳 を 召 上られ 

久世 大和 守廣 之の 事  ま ハー 
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し 時、 御 汁 椀の 中に、 菜の 虫の ありし を、 御箸に て 挾み 給 ひ、 之々 とて、 彼 虫 を 御 出 

しあり ければ、 廣之雨 手に 請け、 謹んで 押 戴き、 口へ 入れられたり。 家 光 公之 を 見 

給 ひ、 其 心 を 察せられ しか、 役人の 不調法に もなら ざり しとな， 9。 此儀を 聞け る 御 

膳番： IS に 御 料理人 等 は、 後々 迄 も， 大和 守 を、 神 佛の樣 に 思 ひける とぞ。 

家 光 公. 或 時久世 大和 守へ、 今朝 大名 共より、 進物 を 貰 ひしゃと 御尋 ありし &、 廣之 

謹んで、 上意の 如くに 御座 候と 申しければ、 重ねて 仰に、 夫 は 何々 を 贈りた るぞと 

W によ 、委しく 言上し ける に、 猶 あるべし と 上意 あり。 其時廣 之， 懷 中より 書付 

を 出し、 何某よ.^ 何 色の 物 を 贈り 候と 申 上げければ、 夫で 合 ひたりと 仰せられ ける 

とぞ。 

堀田筑 前 守 正 俊の 事 

ト M 享元 甲子 年 八月 廿五 《:、 殿中に 於て、 若年 寄 稻葉石 見守 正 休 f  11^11 がの  一 gil け 

へ 834: チ lufEg 同 父 は、 正 盛 加 貧 守と 稱 す。^ 安四 年お 月 廿日 _ ^死す。 時-;^ 四十 四 歳 、、 夕々 a. 

り. 堀 田筑， き Ipri! 俊な り。 今 下 總國佐 倉の 城主、 十 一 萬 石.^ 領 する 掘 田 氏の 家系な リ へ /ン ノ^ 


心得 度 事の 候と て、 呼出しければ、 正 俊 は、 如何なる 御用に やと * 何 心なく 出 でら." - 

たる 所 を、 石 見守 は 立ち 乍ら、 兼 房が 打った る 新 身の 脇差 を拔 きて、 右の B 下より、 

左 の 肩先 迄 突 通し 抉られ た h., 大久保 加 賀守忠 朝. 早く も 見付け、 狼藉 人よ とい ひ 

て菓來 り、 稻葉を 切られた. >。 之 を 見て 戶田 山城 守 忠昌. 阿部豊後守 正武兩 人馳出 

で、 二三の 太刀 を 以てす • 依^之、雨人4^ハに死したり。 石 見守が 書 置に、 

私 親 伊勢 守、 先年 於， S 府- 不慮 之 橫死仕 候 所、 家督 無 a 相違 ま 仰 付： 御 厚恩 笋預、 且 

乂御當 代 罷成猶 御 加 恩拜頜 仕、 生々 世々 此御 厚恩 難 V 報 候 故、 筑前 守相果 候。 

見守 は、 豫て覺 悟せられ たりと 沙汰せ.""^ 

阿 部 豐： 後 守 正 武の事 

阿部豊後守 正武ノ ま藏の 小柄 目 貫 等 を 入 置かれた る 箱 を 開きて 見られし に、 祕藏の 

ns 々多く 紛失せ り。 怪しく 思 ひ 乍ら、 さあらぬ 體 にて、 日頃 立 入す る 道具屋 を は 

れ、 可々 の 漠樣の 小柄 目 貫な どめら ば持參 すべし、 調 へんと 申されし 故、 道具屋 方 

g: 部 豐後守 正 武の事  S 
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方 を 穿 壟し、 二三 ヶ月の 中に、 彼 小道具 二色 三色 持参せ. o。 正 武之を 見られし に、 則 

ち 紛失の 品な りければ、 夫より 段々 吟昧を 遂げられし 所、 近習の 內 よ.^、 盜 出せし 

事露顯 せ， 9。 故に 其 者の 父 は 閉門、 本人へ は番を 付けて、 嚴 しく 守らせけ り a 斯く 

て 廿日 餘 になれ ども、 罪科の 沙汰 もな きに より、 家老 之 を 伺 ひける に、 追って 思案 

すべし と 計に て、 鬼 角の 事 もな し。 释經 て、 又 家老 中より 尋ねし に、 き やつ は 科 人 

なれ ども、 渠が父 多年の 奉公 は、 目 貫 小柄に 替へ 難し。 篤と 思案 せんと 計に て、 打 

過ぎし， 故、 嫡子 出 羽 守、 樣子を 伺 はれければ、 正武の 曰、 先達って 家老 共、 度々 其 儀 

を 尋ねし が、 未だ 罪 を 定めす。 尤渠 は、 犯 科の 者 なれ ども、 父が 多年の 舊 好. 空しく 

廢 れん 事 を 借む 間、 之を考 へ て、 よき 樣に計 はれよ と 申されけ る。 依， 之、 出 羽 守と 相 

談の 上、 其 父が 心 任に せよ とて. 彼 近習 を 造られければ、 父 は 感涙 を 流して 請 取り、 

速に 我 許に て、 切腹 させけ ると ぞ。 

戸田山 城 守 忠昌の 事， 


t!s 山城 守忠. 4tfi^。1f ぼ  誠 は、 1<ム 私共に、 仁愛 を 以てせられし 故に、 諸 

人心 服せ り。 秋元但 馬守喬 朝の 女 を 養 ひ，、 酒 井左衞 門尉忠 直び Mif^^^- へ、 嫁 娶の約 

あ り。 左衞門 尉、 其 頃 は 幼少に て 小 五郎と いふ。 家中の 仕置 は、 平 因幡 守 信 興 

||^、のセ^|^な1颌す。を賴み、重き事は1^田山城守に相談して決せり。 貞享 年中、 小 五 

郎が 幼少より 附添 ひたる、 千 石を頜 する 何某と かやの、 其 子 はあり 乍ら ® 鈍な. o， 

其 甥に、 利發 なる 者 あるに よ 、往々 は 彼 甥 を 取 立て、 後見 を もさせる か、 又 家督 を 

も讓 らんと い へる 內に、 何某 は 病死せ り。 家の 古 者と いひ、 小 五郎 襁褓よ. 0 介抱し 

たる 者 なれば、 家督の 事、 何れに も 品 宜ぐ取 計 ふ べしと、 家老と も 内議し ける が、 實 

子， V 甥の 兩儀 決し 難く、 千 石 を 分って、 五百石 づ つ 遣すべし と 極め、 信 興に 伺 ひけ 

る。 因幡 守 之 を 聞き、 尤の 事な り- さり 乍ら 家督 は 重き 事 なれば 田へ 達して 然 

る べしとの SS 圖 により、 家老 二人、 忠昌の 許に 行き、 しかぐ とい ふ を、 山城 守 き 

て、 斯樣の 事 は、 內證の 仕置な り。 家格 も あるべ ければ、 脇より 評判 はな， 0 難し。 公 

儀へ 掛けた る 事 は、 何事 にても、 了簡 を 加 ふべ しとの 返答に て、 再應尋 ぬれ ども 批 

戶田 a, 城 守 5、 化 B ほの 事  .  一一 g 
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判せられ す。 家老 は 立歸. りて、 因 州へ 斯 くと 告げければ、 夫 は 各の 了簡と 山城 守と、 

お 寄 違 ひし 故なる べし、 某 行きて 尋ぬ べし。 其方 達 も、 今 一 度來る べしと いひて、 

信與は trLfe の 許に 向 ひ、 山城 守に 對し、 之を談 せし 所、 忠昌が 曰、 彼議は 先達って 酒 

井の 家老 共、 某に 申 聞かせ 候へ ども、 愚意に 及ばざる により、 差圖ケ 仕ら や 候 所、 貴 

邊御尋 の. 上 は 申すべし。 其 子 不器量 なれば とて、 甥へ 本 知 を 分たん 事、 先づ 以て 其 

意 得難し。 左樣 なる 子に、 本 知 を 遣して こそ、 亡父が 功 も 立つ ベ けれ。 縱ひ父 は 一 

筋に 忠義の 爲め、 一 子 を 捨て 甥 を 立てん とい へど も * 主人より は、 其 子を勞 はるが 

本 狸に 叶 ふべ し。 某が 存念なら ば、 枠に 千 石 相違な く 取らせ、 甥 は、 格別に 小知に 

て 召 出し 然 らんと、 存 する 由 を 語られければ、 因幡 守 も 心服せ しと ぞ。 

戸田山 城 守が 息 は、 寺社 奉行 を 勤められ、 能 登 守 • が 出忠眞 とい i 父忠昌 常に 曰、 

御 役 筋の 事に 於て、 決して 某へ、 相談 は 無用な hN。 是れ 父子の 慎な. ^とい はれし に 

より、 一 事 も忠昌 へ 尋ねられ ざり しとな り， 1^ 跡れ； ff 年  1  マ/す 從 4^% は、 


牧野 渡 守 親 成の 事 

家 光 公の 御 治世、 御成 先にて、 御 直 參の衆 御 目 見の 御 停止 仰 出されし 刻. 上野へ 御 

成の 時. 钟田橋 御門 外なる 町 屋の邊 に、 御 直 參の內 一 人 下座して 居け る を、 此時御 

0§0B  li 守 親 成、 Si 蹋侧 iss 電 御輿の 左に 候 ひし 

が、 借々 當年 は、 鴨が 早參. り 候と 申 上げられければ、 御堀 を御覽 あって、 眞鴨 にあら 

すと g せられければ、 一親 成が 曰、 いや 眞鴨と 相 見え 候と 申せば、 汝は眞 鴨 を 得 見 分 

けざる か と、 笑 ひ 給 ひければ、 佐 渡 守が 申す は、 眞 によ ぐ. （見 申 候 へ ば、 黑 鴨に 御 

座 候 を、 無調法 を 申 上げ 奉り 候と、 何 角と する 內に、 御輿 も 過ぎさせ 給 ひぬ。 お 上 

野 御 本坊へ 入らせられて 後、 御 右方に 供奉せ し 御 側 衆、 佐 渡 守へ、 先刻 神 田 橋の 御 

門外に て、 御 目 を 致せし 人 あ.^、 御徒 衆 も 見咎めた る樣 子に 御座 候" 定めて 名 も 

相 知. り 申すべし とい はれければ、 親 成 答へ て、 某 も 橋の 上より 見受け、 氣の 毒に 存 

せし に、 御堀の 鴨の 事に、 彼此 御上 意 あ，？ し內 に、 御輿 も 過ぎさせ 給 ひ * 御 目 障に も 

牧野 佐 波 守 親 成の 事  i 
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なり 不 fe. 候。 御物 參の御 道筋の 事に も 候へば、 其 儘に 候と いはれ ける とぞ。 

執事 職の 事  、 

御 老中の 侍 從に任 やる は、 酒井雅 樂頭忠 世. 土 井 大炊頭 利 勝に 始まる。 一 國の 主に 

もなり、少將に任するは、酒井讚岐守忠勝に始まれ.^。 君臣の 間睦 くして 和せ し は、 

本 多 佐 渡 守 正 信に 如く はなし。 權柄 上下に 振 ひ、 大事 小事と も 一 人に 決する は、 土 

井利 i に 如く はなし パ 智謀 も 亦 深 かりけ ると ぞ。 貴重 禮に 過ぐ る は、 酒井忠 勝に 如 

く はなし。 誠に 大智 にして、 小智に あらす とな h^。 极卒 伊豆守 信 綱 は、 無類の 才辨 

たり。 阿部豊後守 忠秋 は、 才ょ. -德 勝れ、 篤實 至極せ り。 大老に は、 井伊 掃 部 頭 直 

孝 • 保 科 肥 後 守 正 之、 所 司 代に は、 板 倉 周 防 守 重宗、 是等は 傑出の 者な り。 家 綱 公の 

御代 稻葉美 濃 守 正則 土 屋但馬 守 I ぽ .1 模數 直、 兩人 共に 天然 備は b たる 器量^り。 

若年 寄 堀 田 筑前守 正 俊 は、 器量 才智 兼備せ り。 然れ ども 綱吉 公の 時、 御 大老に 仰 付 

けられ、 大に 時の 風に なれり。 其 節 阿部豊後守 正 武.戶 田 山城 守 忠昌、 何れも 才智.^ 


る者な.^。 登後守は時の風ぁ..^。 此 後の 事 は、 次第に 人の 知る 所な り • 

所 司 代の 事 

家 康公御 他界の 後 は、 酒 井 雅樂頭 忠仳. 本 多 上野 介 正 純. 土 井 大炊頭 利滕. 安藤 對 "晦守 

重 信 If^u 御 連判す。 將軍御 在 洛の時 は、 所 司 板 倉 伊賀 守 勝 重 加って、 雅樂 頭が 次、 

上野 助の 上に 列せ り。 家 光 公の 思 召に は、 老中 は、 御 側に 於て 召 仕 はる、 故、 如何 

樣 にも 進退す る 事 心 易し。 所 司 代 は、 急變の 時、 江戸へ 伺 はや 差圖 する により、 器 

量 ど 御 選あって、 何まで も 相 勤む る樣 にと、 上意 あり-しと かや。 されば 板 倉 間 防 守 

重宗 一 代 は、 適.^ 江 tik へ 參り、 老中の 席 へ 出づ る に、 卒 伊豆守 信 綱より 上座た.^ • 

然るに 跡 役 牧野 佐 渡 守 親 成、 ft 方 宜しから や、 江戸へ 來. M しも 同席せ ざり し 故、 其 

樣子輕 くな りしと かや。 

右教事職.所司代の評ニケ條は、林春«の^5ぶる11^^^拾交へて載せた，-, 且此卷 

に は、 冬 S 兩 皮の 御陣に 預からざる 人 も * れさ i 此評 文め るに 依て、 始に其 名 

所 司 代め 事  i 
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を 出す • 其 人の 行跡 金言 等 を、 顯 さんが 爲 なり • 

なべて 人の 憂 は、 おのれが すくべき S を 捨て、、 人の 田 を芸る 由、 古の いみ じき こ 

とばな り。 其 害 土の 國の ふみ、 賢き 愚なる 人々 の 傳說を あきらめ、 多き 鳥 獸の辨 わ 

かてれ ども、 我國の 神の 代、 人の 代の、 つぎ. （-を も 知らで、 ひさかたの 天の下し ろ 

しめし 給へ る 御名 を、 物事に 犯し 用 ふるな ど、 いかに 愚なる や。 其 次 は、 遠く 立の 

ぼる やまとの 國 にあれ ます 神 達の 昔、 あらがねの 土の 車の 輪 ひきあら はして、 いま 

やうなら ぬ ことの 限. なに くらから ね ど、 まの あた，. >柬 照 神 君の 光い ちじる ぐ 

照さぬ 隈 なき 其 始め、 風に 櫛け づり 雨に 髮洗 ひ、 やすき 暇 あら ざ. 9 しあら まし を 語 

,9 あ ふに、 何 ひとつい らふべき こ レの葉 もな き は、 かの 梟と いふ 鳥の、 ぬば 玉の 夜 

は 蚊 を 見れ ども、 茜 さす 日に 向 ひて は、 山嶽 を も 見ざる に 等し かるべし • 予 年頃 東 


照 神 君の 御い さほし の 至れる を、 高く 穴 >1 に 仰ぎ 戴く。 雄の 國の難 波の 戰に預 る 事 

は 尋ね 出で て、 あしたに 讀み 、墓に 誦する に、 物の 名の か はるが 如ぐ、 溶 荻の いせ 事 

多き を、 かこち わぶ る 事 久し。 今 兹に新 東鑑と 呼ぶ 物 二十 五卷 める を、 たまく 人 

の 許に 得て 披き 見る に、 其 心 を 用 ふるの 切なる、 誡に予 が 願 ふ 所に 叶 へ り" いかな 

れば、 斯く 年月の 勞を 空しく して、 みづ からの 名 をも顯 はさ^る、 いよ、 心に くし。 

又 何某の 書に 出で た りと、 一 つ），， ^擧げ 記さ  > る は、 悉く これ かれ 見る が 中に、 う 

たが はしき を 捨て、 誠し きをと るの みに て、 もとより の 作りな せる 所に あら ざれ 

ばなる べし。 見る 人 ゆきか ふ 街の 群れ集まる 中に、 相 知る 人に 逢 ひて は、 物い ひ？ 5 

はすが 如く、 引用 ひたる もろ， 7^ の 書 を 思 出で 給 はんも、 又 一 つの もて あそび 草な 

ら， C 力 も 

安永 二 癸 巳年 五月  北山 隱士 好々 翁 

新 東 鑑附錄 卷之三 大尾 
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大 坂夏陣 御先 手 勤方覺 

、 出陣： n 次 

元 和 元 乙 卯年 三月 下句、 江 戶.驗 河に 於て 御 評定 有乏、 再び 大坂御 征伐 可 の 3  口、 

御 譜代 衆竝. 諸 大名へ 仰 出さる。 右に 就きて 藤 堂 和 泉 守 高 虎. 井伊 掃 部 頭 直 孝、 將軍 

家 御先 手と して、 用意 次第 伏 見 迄 出陣、 兩 御所 御上 络を相 待つ ベ き S 曰、 奉書 を 以て、 

雨 家の 國 許へ 命令 あり。 之に 依って 四月 早々 出陣せ しむべき の 3:n* 諸士へ 相觸れ 

候 事。 

前年 城攻の 節、 大坂勢 手 剛く相 聞え、 諸侯の 勢に 量り 難き 故に や、 大御所の 御先 手 

藤 堂、 新將軍 家の 御先 手 井伊 i 相 定めら る- 八日、 和 泉 守 は、 大和 勢 を總督 し、 立 


田 越に 南 河 內へ討 入り、 住吉 表に 出張し、 井伊 家 は 北河內 よりき 入る • 今度 は總 

堀 無. 之、 籠城 計 難く 敵 味方 共 思 ふに や、 追手 搦手と いふに もな く、 一 手に 取り 

か、 る 御軍盧 にて、 新將軍 御先 手と 定められたり。 藤 堂 第 一、 井伊 第二との 命 含 

な ひ。 

和 泉 守 於，， 勢 州 安濃 津城， 備立申 渡 事 

左 先手 _ 藤 堂 仁 右 衞門高 刑 I 驟綱 

加 はり 桑 名 衞一孝 騎馬 廿ニ騎 渡 邊掃部 ロ宗 騎馬 十二 騎 

右 先手 藤 堂 新 七 郎良勝 針 ぼ 1^ 針騎 

加 は. 0 藤 堂 玄蕃良 重 家臣 十騎  矢 倉舆五 郞秀政 

中備 藤 堂 宮內少 輔高吉 家臣 卅騎 

加 は， り 渡 邊長兵 衞ロ守 家臣 卅騎 

旗 木 先 藤 堂 勘 解 由 氏 勝 I 社 gr 散 If 

其、 外 鐵炮： § 旗本 士 組頭、 委しき 事 は 末に 記す"' 

大1% 夏陣 御先 手 勤 方^  i 
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津の域 留守居の 者、 今 井 治 齋其外 老士を 相殘す • 

四月 二日、 伊賀上 野诚 へ 罷 越し、 中 一 日 逗留して、 國 中の 仕置 申 付け、 藤 堂 與右衞 門 

高淸 ばまポ 出. 同國名 張の 守護 同 舍弟內 匠 助 正 高 を、 上野の 留守居と 相定 む。 

四月 四日 上野 出馬し、 城 州 玉 水に 着陣 す。 總勢 凡そ 騎馬 四百 五十 騎. 弓 鐵炮紋 小指 物 

足 輕等六 百餘、 又は 馬 取 迄 凡そ 五 千、 小 荷駄 鄕， 夭 其 外雜人 は、 記す に 暇 あらや。 

同 五 H 淀に 着陣 し、 士豪木 村 與右衞 門が 屋敷 は、 元來古 域の 跡に て、 要害 .f さ 所な 

れば、 和 泉 守 本陣と し て、 所々 堀 切 栅を構 へ 、 要害 を 構 へ た る 此節、 上 方 筋 種 々 雜說 

多し。 大 坂より 忍 を 入れ、 京都 を 焚 立つべきな ど言觸 らし、 以ての外 騷 動す。 籐堂新 

ヒ^ へ 申 付け、 宇治川 貌桂川 舟 手の 押 へ として、 組士拉 足輕引 廻し、 晝 夜油斷 な/、 打 

廻り、 猶亦 淀の 大橋小 橋に 番所 を据 ゑ、 牲來の 旅人 を撿 め、 帝都 を 守護し、 京都 程な 

く靜 fi す。 井伊 掃 部 頭 は、 伏 見 へ 在 城、 越 前 家 は、 向 S 明 神に 在陣 せらる。 

同 十八 0、 大御所、 京都 二 條へ着 御に 付、 和 泉 守 も、 手 廻少々 にて 上京して 拜 謁し、 大 

K の樣子 言上し、 猶笨盧 を 委しく 拜 聞し、 翌 九日 淀 へ 歸る。 


同廿  一 ：》 、新將 軍 伏 見へ 着 御、 同じく 待 受け 拜 謁し、 諸事 台 命 を 豪り、 先達って 道中 

、兩度使^^差立て、京.大坂の事を言上し、密事畜を差上げ、每度御自筆の御書を頂 

戴す。 今に 家に 所持す と雖 も、 密寧故 愛に 顯 さす。 

同廿 1 一 日、 將軍家 京都 へ 被， 爲， 成。 和 泉 守 も 供奉し、 »1 一條 御诚に 於て、 兩 御所 御對 

顔の 御 席へ 相 詰め、 © 合戰御 評定、 御內 々被-仰 合； 和 泉 守が 存念 も御尋 に付き ゆ 上 

げ、 設へ" 大坂勢 何程 ありと も、 外に 一 味の 國持 大名 もな し。 一 城に 引 籠る 儀、 御 勝 

利よ 申 上ぐ るに も 及ばす。 只 御 急ぎな く 思 召せ、 急がば 却て 手 違 も出來 すべし。 只 

閑 然と、 京都 伏 見に 御 逗留 遊ばされ 候 は K 歜必ゃ 方々 打 出で 無益の 小 迫 合 をし、 

一 勝の 利に 乘 つて、 大軍を 以て 押 詰め 候 は 、， R 一  戰に御 揉 潰と 申 上 候へば、 雨 御 

所 甚だ 稱嘆 少なから すと い へ，..^。 

同廿五^、御簞令に^^って、高虎淀を立ちて、豫て河州沙村迄陣押と觸流し、鐡炮頭 

J^lng 勝 右 衞門武 政、 案內 者と して 先へ 押す？ しと 申 付く る 所、 武 政が 曰く、 是 よ.. - 

河 州へ 出づ るに は、 八幡の 洞 ケ峠越 近道に 候へ ども、 古來 よ. 2 八幡の 旗 先 を 踏む と 

大坂 si: 御先 手 勤方覺  0 
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申して、 m 中の 禁忌と ft 候。 牧 方へ 廻り 候へば 三 里に 遠し • いかい 仕るべく やと 之 

を 申す。 何程 も 廻， -候 へと 申 付く るに 付きて、 梳葉 を經、 牧 方の 北より 天ン 川の 水 

上へ 五十 町 上..^、 星 田に 着陣 す。 是 より 何方 にても、 上下と も野陣 仕るべし、 宿陣 

無用と 堅く 申 付く る" 廿 五日 は 大雨 故、 星 田に 一日 逗留す • 此日 井伊 掃 部 頭、 伏 見 

を 立つ。 

同廿七 口、 和 泉 守 は、 沙 へ 先鋒の 職 なれば、 先づ將 軍の 御陣 所用 意す ベ きとて、 所々 

見立て 候 所、、 沙の西 手に、 忍の 岡と て 小高き 所、 則ち 是に 堀切搔 上げし 御 本陣の 御 要 

害 > ^構へ、 岡の 上に は 井樓を 上げ、 大坂 城內を 一 目に 見下し、 物 頭. 足輕 等、 其 外人 夫 

粉 isn: を盡 して 成就し、 岡の 下に は、 士豪高 橋 孫兵衞 とい ふ 者 あり。 此宅を 御 辜 所と 

定め、 御 膳 は、 孫 兵衞が 座敷に て 相 調 ふ。 

常時 は、 沙. 岡 出 二 村たり。 古 は 沙の岡 山と て、 一 村の 境內 たりと いひ 傳 へたり • 

和 泉 守、 物 頭 共に 申 付け、 大坂方 德庵諸 福の 方 見邇ら せ、 和 州 騒動の 樣子相 聞え、， 渡 

邊 長兵衞 をして、 昧嶺迄 打 廻り 申 付 C る • 


同廿八 H  、梅 原 滕右衞 門. 中 村 源左衞 門、 其 外 藤 堂 新七郎 組の 士サ (申合せ、 鴨 野 口 さ 

んた 村の 番小屋 を 夜 討し、 鄕士 の首廿 二三、 斬捨 にして 紅る 

右の 節、 新 七 郎も相 添ひ參 り、 鄕人 原の 首 なれば、 持 ハター も 如何と 、堤に" ュ严べ 置き 歸 

り、 其 旨 和 泉 守 へ 申 聞え 候 へ ば、 物 前 左様の 手早き 働 は、 下人の 首と て も、 勳 功に 

. ^成る * を、 殘 念なる 儀、 取 b に 遣すべし と あるに 付、 小人 組の 者 共 差遣 はし 候 

所. 最早 見え やとて 歸. - けり。 其 時 勝 右衞門 子賴母 申す は 、左様の 儀 も 之 あるべ 

き やと、 我等 取り 候 首に は、 柳の 葉 を、 口に 合 ませ 置きた..^ とい ふ .y^ 邊に拔 目 

なき 事、 若侍の 仕方、 人々 感じ、 流石に 勝右衞 門が 子な." i 、春めざる 者 はなし。 

元來勝 右衞門 は、 古地 伊豫 守臣 な， o。 幼年の 時， 岩 夜叉と 呼ばれ、 十四 五 歳より、 

度々 武功 無雙の 勇士に て、 伊豫 守、 織 田 信 長の 先手と して、 宇治川の 先陣の 時 は 

步行 立に て 供 致し、 大方なら ゃ覺 えの 者 故、 此邊の 土地よ く 知.. たる 故. 星 田へ 

の案內 者も^ 付けた る 由。 

同廿 As 、紀州 淺野但 IT 守、 痕州 il 江 表に 於て、 大坂 勢と 合戰之 あるの 旨. 同 夕方に 

大 5^ 夏陣 御先 手 勤方覺  S. 
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至 hs 、沙迄 も 沙汰す。 右に 付、 去年の 冬の 役に、 和 泉 守、 御先 手 命 4- を 蒙り、 諸 勢に 

構 はす、 一手の 勢 を 以て、 天 王 寺 迄 出張に 付 大坂城 中 にても 夜 討 仕るべし と、 度々 

評議す と雖 も、 衆議 一 決せす して、 日 數 立つ 內に、 諸手 一 同に 取 園み、 終に 空しく 打 

過す。 何れも 欝憤せ しとい ふ 事な. り。 ， 御 治世に な， -、 大 坂.. ほ 人 召 抱へ 候 者 „s 、物語 

せし となり。 當春 再び 御 和睦せられ 候砌、 今度 こそ 藤？ が 不意 を 討って、 舊 年の 意 

恨 を 散 せんと 擬 しける により、 淀 近邊に 忍び を 入れて、 和 泉 守が 勸靜を 窺 ふ 所に、 

四月：^ 四日の 夕、 明日、 河內沙 迄 陣替す べきと、 軍 中へ 觸る、 に 付 • 右の 大坂 忍びの 

者池ハ、歸.^吿ぐるに連れて、大野主馬治房、 究竟の 兵 を 勝り、 夜中に 沙迄 忍び 出で、 

兵 を 伏 せ て 相 待 つ 所に、 翌廿五 日、 和 泉 守 は 星 田迄參 り、 思 ふ 仔細 これ あ る 問、 今晚 

は 愛に て 一 宿すべし とて、 星 田に て野陣 す。 大野 主馬 は斯 くと は 知ら や、 終日 待暮 

らし、 大に 返 屈し、 手前 の 謀 を曉ら れて、 是非な しと や 思 ひけん、 4K より 直に 生 駒 出 

を 越え、 和. 州へ 赴き、 豫て 地下 人 • 野 武士な ど 談らひ 置き！^ じ 合せ、 郡 山の 城燒 討に 

し、 尙 南都 迄 相 働くべき 手 立 之 ある 所に、 其 手 違 ひ、 龜瀨越 を 河內國 分に か、 h 泉 


州へ 出で、 墙 園右衞 門. 岡部大 學と會 合し、 樫 江に 於て 紀州 勢と 合戰 し， 是乂利 を 失 

ひ、 大坂城 中へ 引 入. - たり。 高 虎 は、 故老の 大將， 豫て相 察し、 沙に 伏勢 傲くべき 事 

もやと、 斯の 如くに 相 計り 候 やと、 家中の 者 共、 內 々沙汰した、 りけ る。 

五月 朔 nr 秀賴 公、 大坂城 中外 見 分の 沙汰、 忍の 者 申出 づ るに 付、 京 伏 見 へ 言上ず。 

同 三：：！、 和 泉 守 は、 同 國高安 郡 千 塚 へ 陣替 す。 ，  . 

是は千 陣營の 場所 見 立 故、 先手 鐵炮の 者な ど 追々 差遣し、 自身 は尙ほ 沙に罷 在、 

雨 御所 御^ 陣を 相待ナ つ、 千 塚へ 參る は路 遠く、 往來 不便 利 故、 此の 如く 五 = に 千 

1^ へ 引 移る。 

同 n, 將軍家 伏 見 を 御 進發、 沙に着 御， 和 泉 守、 途中 迄御迎 として 罷 出づ。 則ち 忍 

の 岡 御 本陣へ 成らせら る。 

同 四 H  、將軍 沙近邊 御 打 廻の 序、 和 泉 守 陣屋へ 被. 爲、， g、 暫時 御 密談、 御機嫌麗しく 

還 御。 

右 御 密談の 様子 は、 如何 やうの 御 儀と いふ 事、 後々 迄 口外せ ざる 故、 傍 近き 家來 

大 真陣 御先 手 勤方覺  二 お 
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迄、 一 向 相 知れす • 

同 五日 • 大御所 星 田へ 御着 陣。 是 又御迎 として 罷 出づ。 朔門 御茶屋へ 被、 尹 入。 將 

軍 家に も、 沙ょ， り此所 へ 被. 爲 k  、御對 面に て、 御？^ 仰談 せられ、 功 者の 人々 召 出さ 

れ、 衆議 一 決の 上、 明 六日、 道 明 寺 表へ 出張し、 敵 出でば、 ー戰 仕るべき 旨， 高 虎. 直 孝 

先鋒へ 命 あり。 

是は板 倉 伊賀 守、 大坂城 中へ 忍 を 入 置き 聞 屆け候 所、 城 中に も 評議 區々 にて、 後 

藤 又、 兵衞 等、 是非に 明 六日、 道 明 寺 筋へ 出で、 有無の 一 戰 仕るべく と 用意 候 3s 、同 

意の 者 共 多く、 出陣の 企 仕 候 由、 追々 註 進 之 ある。 且又 大坂 東の 方 原 口. 立 石 口、 

何れも 川綠を 廻り、 左右 深 K 多く、 人馬の 駆 引 自由なら す。 之に 依って、 敵 も 道 

明 寺 表出 張と、 何れも 申 上ぐ るに 付、 右の通り 御手 配 相 定めら る、 と 相 聞 ゆ。. • 

又按、 星 田 村 莊屋平 井 三 郞右衞 門 宅の 裏に、 新宮 山と て V 小さき 山 あ 若し 大坂 

手間取.^、 此 所に 數日御 退留 にても、 御 本陣に 能き 場所に 候 間、 山上の 竹 木伐拂 

ひ 候 へ との 誰 意に て、 六日 早朝、 茶 三 服 程の 間に、 伐拂ひ 候の 所に、 思 召の 外、 御先 


^御 勝利 手早く 相 聞え 候に 付 • 星 田 を 即日 御 立ち 遊ばされ 候 由。 攝 戰實， S に、 大 

坂 方法 爲 役場の 名前 を载 せ， 五日の 夕、 板 倉 伊賀 守より 差 上げた る 由に 之 あれ ど 

も、 此儀 心得難き は、 右 書付に、 久寶寺 口の 固め 長 曾 我 部、 嶋野 口 木 村長 門と 申す 

儀 相 見 ゆる。 五日 披露 之 あれば、 敵 出づる 所々、 大槪 御手 當之 あるべき に、 一向 思 

憑け なきの 儀と は 申されす." 然 れば此 書付 御上へ 上， りし は、 六 3 の 儀なる べき や 

と考 ふ。 

同 夕、 和 泉 守 は、 千塚陣 所へ 引越， し、 御 軍 分の 趣、 物 頭 共へ 申 渡し、 國分表 物見と し 

て、 須知九 右 衞門. 馬 廻 淸水新 助 を 差遣し. 右の 先手 藤 堂 新七郞 も、 組 士三騎 に家來 

相 添へ、 皆 夜前より 差遣し、 左の 先手 藤 堂 仁 右衞門 も、 翌朝 未明に、 組 士妓家 E を 差 

遣す。 

右 千 塚 は、 立 石 峠の 麓、 山の 半 腹より 下手に 之 あ..^。 山 田 村. 大窪 村と 相 續 きし 山 

里な り。 今に 右 村 前 通 山 を 切 立て、、 一羽 夏の 頃 は、 一 面に麥5?0相見ぇ、^^北六 

七 町の 所 は、 西の方へ 段々 下.. くし、 八 九 段 程 も 有 V 之、 飯 盛 街道 迄相續 く。 其 問 坂 

大 御先 手 勤方豐  1 二八 一 


新東鑑 追加 卷之 一  一え 一一 

跻 凡そ 十 町 足らす 之 あり。 上の 方に 池 一 一つ あつ て、 大雲 村と 千 塚の 間， 本陣と 相 

見 ゆる 場所な り。 河內 一 國を 目下に 引 請け、 大 坂の 城 平野 天 王 寺 迄、 近々 と 相 見 

え、 究竟の 陣所 なり。 

夜に 入り、 廻番の 者、 胡 なる 者 三人 生 捕り 來る。 拷問の 上、 大坂 忍びの 者に て、 則 

ち 二人 鼻を劓 ぎ、 一人 は 召 籠め 置く。 

、 千錄 軍配 覺 . 

私に いふ、 是 より 當家專 要の 所、 能々 心 を 潜め 相考 ふ。 家々 の 古記 錄等考 合せ、 高 

文 其 地 を 探り、 古書 出の 文 P に 合せ、 是非 を 記し 考ふ。 世に いふ 矢 尾. 久寶 寺合戰 

の 事 を、 僞 作した ると いひた る 事、 多く 考へ 知る べしと 云々。 

六：^雞明ょ，=^、諸勢用意して、先手ょり段々繰下り、 飯 盛 街道 を 南へ 向け、 人 數を立 

つる。 

飯 盛 街道と いふ は、 永 祿 年中に、 三 好 長慶、 飯 盛 山に 城 を 築き、 暫く 居 域し， 近邊の 


人、 K 盛 街道と い ひ 習 はし、 慶 長の 頃 迄、 猶 いひ 傳 へたり。 其 時節の 文書に て、 や 

れも飯 盛 道と 記し 之 あに 今 は 知る 人 も 希な， -。 大和. 河內ょ b 北方へ 行く 者 は、 

京 街道と いひ、 京より 來る人 は、 高 野 街道と いふ。 四條 およ， り、 北條. 野 崎の 邊迄 

は、 四條繩 手と もい ふなり。 思 知 村の 前にて は、 思知繩 手と もい ふ。 北 は 城 州 一/ 

幡. き 茶より、 南 は紀峠 迄、 差續 きたる 街道に て、 尤千 爆より、 國分. 道 明 寺の 筋へ に 

古今と も 此跻に 限りたり。 

高 虎、 小屋の 前に 旗 を 立てさせ、 牀儿 にか、 り、 昨夜 召 捕りた る大坂 忍の 者 を 引出 

し、 血 祭の 爲め首 を 刎ねさせたり。 其 時 道 明 寺の 方に 當り、 鐵炮の 音 頻に相 聞 ゆ" 

昨夜 遣す 物見の 兵 は 未だ 歸らす やと 相 尋ね 候 所、 渡邊 a 兵衞罷 出で、 御手 立 如何と 

相尋 ぬる 內、 母 衣の 者 共、 先手より 乘歸， -、 先刻より 西の方、 八 尾. 若 江の 問と 覺し 

ぐ、 物 具の 一昔 聞え、 次第に 近附き 候へ ども、 殊の外 露 深く、 未だ あいろ も 見えす 候 

と 註 進す。 其 時 和 泉 守 申す は、 入 尾の 方 は、 母 衣の 者 共、 猶追々 見 屆け來 るべ し。 道 

明 寺 へ は、 勘 兵 衞家來 を 遣し、 敵 味方 人數多 かノ、 利 不利の 樣子、 見切り 來る ベ しと 申 
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すに 付、 勘 兵 衞家來 騎竭の 士濱次 右 衞門. 同 五兵 衞を 差遣す。 然る 所 又 母 衣の 者乘 

歸り、 八 尾の 敵 愈，. 近附 き候樣 子に、 相 聞え 候に より、 先手 騒ぎ、 何方へ 參 るべき など 

と、 思 ひ- (-に 御座 候。 御 軍 慮 如何と 申來 るに 付、 高 虎屹と 案して、 母 衣の 者 共 

を て、 昨日の 御 軍令、 道 明 寺 へ と 出張せ しむ ベ き 3 曰、 仰 出され 候 へ ども、 目先の 敏 

に：^ 間、 一 應相伺 はすして 手 立 を 易 ふる 儀 は、 將軍 家へ 恐れ 少なから す。 之に 依つ 

て 我 は 只今 急に 沙へ馳 行き、 御 下知の 上、 如何 樣 とも 申 聞け ベく 間、 夫 迄 は 左右 先 

手中 備キ ig の 如く 道 明 寺 口 へ 向 ひ、 鐵炮 頭. 弓の 者 共 は、 A 尾の 手先 へ 乘 向って、 我 

等 相 圖を相 待つべし。 若 違 狂 あるに 於て は 、軍法に 處 すべき 旨 • 堅く 申 付け、 猶又 

母 衣 頭 坂 井 與右衞 門 を 差 招き、 九右衞 門. 新 助に、 今に 沙汰な し。 勘兵衞 よ. i 退す 者 

. も、 未だ 歸ら す。 何分 樣子相 知れす。 其方 隨分 急ぎ、 何れへ 取 憑り 然る べき やの 段- 

見切り 來る べしと 申 付け、 自ハ刀 は 馬に 跨り、 南北 乘 別れ、 和 泉 守 四 五町 行く と、 霧 も 

次第 に 暗れ、 道す が ら 見渡せ ば、 一 牛 野よ..^ 久寶寺 へ 出來 る 敵 引き も 切らす。 久寶 寺. 

入 尾より 若 江の 方、 萱振. 西郧. 若 江 迄引續 き、 蟻の 如くに 1§ び、 旗 指 物數も 限らす、 


夥 ンく相 見 ゆる。 高 虎 も、 今 は 早 上意 を 伺 ふ 迄 もな し、 馬 を 飛ばし、 牀几の 場に 立 

歸る。 藤 堂 新七郞 も、 先手より 乘 屍し、 右の 樣子 御覽候 や、 御 軍 慮 如何と 相尋ぬ • 

高 虎の 曰く、 昨日の 御 軍 4^ は 重し と雖も 、今日より 國分は 、押 行く 問に は、 勝負 相濟 

まん も 計， - 難し。 さなく とも 二つの 見え 軍して は、 御先 手の^ もな しとい へば、 新 

七， 都 大きに 悅び、 我々 もさ こそ 存候。 今 目前へ 來 る歜、 而も 目に 餘る大 軍 なれば、 

是に 向うて ー戰を 決せん 事、 理の當 然と 奉标 候と 申せば、 其 段 は 勿論な、"、 其 上 敵 

の 人數、 八 尾より 直に 此方へ は來ら すして、 若 江へ 向って 繰 出す は. 兩 御所 沙. 星 田 

に 御 を 存じて、 出で たる やうに も 相 見え， 旁 大切の 場所、 打 捨て 難しと いへば、 

然 らば 早々 先手へ 御 下知 遊ばさる ベく やと 申せば、 和 泉 守 申す は、 其 段 は 決し 候へ 

ども、 其方 も 案內の 通り、 土地 備を立 つ ベ き 足場な し。 是 のみ 未だ 心に 答 へ ざる は 

と 申 候へば、 新七郎 申す は、 御人數 立て 由. す 程の 足場、 早見 立て 申 候。 其 上 一 骑 押に 

操 出す 敵に て 候 間、 卸 人數立 も、 さまで 入り 串す まじう 候" 鏺炮の 足 輕を喰 付 力せ 

馬 武者 を 入れて、 絲を 切る 如く、  二つに 乘割， り 申すべし。 WW 方へ 憑って、 働き 申 
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すべく と 申 候へば、 高 虎 、能ぐ 見 屆け候 やと 申せば、 聞き も敢 す、 私に 御 任せ 候へ と 

申 捨て、 一散に 乘 出す。 小姓 頭 澤靠人 を 使と して、 御先 手 藤 堂 仁 右 衞門高 刑が 方へ、 

右 の 段 申 遣す。 今日の 合戰 は、 勝負 に も拘 はらす、 敵に 取 付 き 次第、 戰 を始 め 候へ。 

大和 口の 寄 手 は、 皆 國分. 古市の 間に 相 集り、 此 口に は、 名め る 大名 も 見えす、 一 里 四 

方の 內に は、 待つ べき * 方な し。 必ゃ後 詰の 勢な ど を、 心に 語る 事 之 あるべ からす。 

井 ffl 粹之 防、 昨^ 晴峠 のこ をた ち 迄、 着 陣の由 沙汰す。 是 とても、 面々 手前に 取紛 

るゝ 時節 なれば、 必ゃ 左樣の 儀、 賴 みに 致さす、 一 手 切と 存じ、 相 働くべき 旨 申 遣し. 

沙. 星 田の 御 本陣へ は、 家老 分 福 永 彌五左 衞門を 以て、 右の 段 具に 言上す。 

按 する に、 若 江 へ 向うて 押す は、 本文の 如く、 雨 御所 御 陣營を 目 懸け、 御 人 數も少 

• 少、 不意 を财 たんとの 計ら ひ、 最大 切の 合 戰、. 夏陣の 大合戰 後、 井伊. 藤堂兩 家、 重 

く 御 賞美し 給 ふ も、 此 意味 專ら 重んじ、 高 虎 卒爾に 軍配 致さる、 に は、 意味深長 

な. 9 と申傳 へた 

小姓 母 衣 澤田平 太夫. 伊東 吉左衞 門. 馬翅野 崎內藏 助を始 として、 先手 鐵炮頭 母 衣の 


者 共 急ぎ 取 か ゝ，. ^-、 中に て 立 切り、 馬 を 入れて 駆 散らせと 下知す， 

藤 堂宫內 少輔. 同 勘 解 由 方 へ は、 小姓 母 衣山 岡 兵 部. 律 田數馬 • 中 小路 傳七. 馬 廻 梅 原 

賴母を 差遣し、 仁右衞 門橫鎗 をす ベ しと 下知 ある。 

謹んで 按す るに、 右手 若 江の 方 は、 井伊 家の 旗 先 掃 部 頭、 後 » 勿論な り。 其 外 御 

譜代の 大名、 今朝 迄に は、 楼原 街道 迄、 出陣の 勢 も ある べし。 八 尾 表 は、 外に 後 詰 

の 心當. c も 之な くに 付、 斯の 如く 重々 念入れた る は、 尤の 事共な り。 

藤 堂 采女を 使と して、. 井伊 家 へ 右の 段 を 申 遣す。 

謹んで 按 やる に、 井伊 家 陣取、 高 安と も 又 花 岡と も い ふ。 松原と も い ふ說 あ. -。 

元來千^^.花岡.松原、 共に 高 安 郡の 內 にて、 高 安と いふ 村 名 はなし • 今 其 地 を 見 

るに、 高 安明 神の 馬場 先 1 処木 左右 にても 之 ある べき や。 然れば 千 塚と 相竝 び、 兩 

先手の 陣營、 左右の 眼の 如くなる 地勢に 相 見 ゆる。 花 岡 は、 神 立 村の 內 にて、 少し 

上り 過ぎて、 先手の 陣營に は 如何にな りし や。 是又 陣取の 場に は、 不 V 得 J@ 樣に 

相 見 ゆるな， o。 
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又按 する に、 千 稼よ， -沙 へ は、 一 一里 近き 道 堤 なれば、 是迄參 .9、 御 下知 栩伺ふ ぺ し 

と、 和 泉 守 申さ る 、 意 ^ は、 今 思 へ ば、 不審なる 樣 なれ ども、 實 は左樣 ならす • 急 

なる 間に 令す ベき 道理な し。 全く 昨日の 御 軍 4- を 重んじ、 輕々 しく 致さす、 表立 

は、 沙の御 陣へ伺 ひ 申立て、 實は明 神の 馬場 先へ 參る。 井伊 家 若輩と 雖も、 御譜 

代の 高 家格 別の 手柄 故對談 致し、 不意の 敵 討つべし とい ふ 後日の 證 人に、 相 立つ 

ベ しとの 覺悟 にて、 乘 出し 候 へ ども、 途中に て 策 を 決し 又乘 屍す。 是れ本 來の積 

り にても 之 あるべし。 さるに 依つ て、 甚だ 大切の 使 故に、 籐堂采 女に 申 付け 候 か 

と、 故老の 者 共 語り * へた、 り。 誠に 數度場 まに 馴れたる 老將、 さも ある べしと 思 

は る。 

又按 やる に、 大坂 勢、 八 尾 * 若 江へ 打 出で たる 趣意 は、 明々 の說相 聞え や。 攝戦實 

錄に、 板 倉 伊賀 守 差 上げた る 城 中 役場 手配の 書付 を 載せた る 中に、 後藤 又 兵衞は 

道 明 寺， 長 曾 我 部 は 八 尾、 木 村 は鷗野 口よ b 若 江 邊の警 固と、 豫て 定めた る事顯 

然相 見え、 何の 論說も 入らす。 藤 堂. 井伊 を 始めと し、 道 明 寺へ 向 ふ 御 軍 -#、 大坂 


ょり出し置きたる忍びの者走，^歸.=^、 申 聞け 候に 付、 元 S 筋の 手當 なれば、. K.^ 

一 

«• 長 曾 我部兩 所より 兵 を 出し、 撗 合よ， 0 突懸 b 、運よ ぐば、 兩 御所の 御 旗本へ 喰 一 

付かん との 存念 勿論な り。 W 長 曾 我 部、 先手 を萱 振へ 廻せ し は、 立 石 街道 一 筋道 一 

にて、 大軍 押す 事 叶 ひ 難 かるべし と 相 計り、 二手に 分れて、 飯 盛 道へ 橫 合に 押 付-: 

け、前後ょ，.^攻むべき調議と思は.る。 W 其 時 手に 合 ひし 者 共の 覺 書に、 八 尾に て 一 

戰ふ者 は、 何れも 黑柄蔓 の 指 物差した る 武士 を、 討 取る 旨 書 出す。 是れ長 曾 我 部 一 

が番措 物な り。 若 江に て戰 ひたる 者 は、 白黑 段々 の 四 半 を 差した る を、 多く 鰭 

付けた る 旨 を 書 出す。 是れ木 村が 番措 物な、 り。 萱振 にて、 黑柄蔓 の 武者と 戰 ひし •； 

と ある は、 是は長 曾 我 部が 內な り。 又 白 吹貫 差した る は、 增 K が 組の 番指物 武者 一 

廿七八騎、踏止めた，.^などとも書出す。 愛 を 以て 場廣き 合戰、 地理 方角 を 見て *n 

ふべ し。  一 

萱振 • 錦 郡へ 招働覺 ， .  」 


新東鑑 追加 卷之 一  一 1 

中 備鐵炮 頭 母 衣の 者せ r 先達って 下知 之 あり、 大和 川の 堤を乘 出し、 相圖 今やと 待 

ち 候 所に、 此 手の 使 番澤田 K1. 太 失 元 次. 伊藤 吉左衛 門 等馳來 り、 下知の 趣 申 傅 ふるに 

付、 藤 堂 式 都 家信 ftf^ 金. 中 村 源 左衞門 重久. 白 井 九 兵衞長 M ン澤田 伹馬忠 次、 組の 

足輕引 連れ、 萱振 村の 敵 を 目が け、 ひた ~ ^と 押 詰む る。 之 を 見て 蟻の 如く 引續き 

たる 敵 共、 爱ゃ彼 處に行 丘， 5  、* 四十 程づ つ、 むら- (» と 固ま.. - 居る 所に、 四 組の 鐵炮 

二百 挺 計， り、 田の 中 溝の 端と もい はす、 矢 頃に つるべ 打た せた に 敵 は 鐵炮も 跡 先 

になる 故、 手に 合 はす、 色めき立ちて 相 見 ゆる 所に、 一 番に 式部 進み出で、 馬より 下り 

立つ を 見て、 藤 堂 三 郞兵衞 ：® に 家 來杉谷 猪 兵衞. 澤田平 太夫. 落 合 半 兵衞、 眞 先に 進 

み餘を 合せ、 何れも 首 を 得た， 9。 

右 五 人の 働、 何れも 同時にて、 前後の 論、 今に 分明なら ざるな り。 中に も 杉 谷 猪 

兵衞 一 番鎗 付け、 右の 方 を 見れば、 主人 三 郞兵衞 も、 敵 一 人餘 付く る 所に、 外の 敵 

馳來 り、 三 郞兵衞 を 突 倒す。 猪 兵衞は 手前 を捨 置き、 主人 を 突 伏せし 敵 を 突 上げ 

首 を R る。 跡 を 見 候へば、 自分 鎗 付け 候 は、 早 や 逃 延びたり。 三郞 兵衞最 1 初に 突 


伏せ候散を助けて首を取るに、主人の手負を^^?」かせ、 彼此 手間^る 內に、 首 持 

參 延引す。 式部が 取る 首 は、 長 曾 我 部 內橫山 將監と 名乘， 9 しが、 仔細 あ つ て、 其 首 

よ. 0 遣し、 是れ落 合 半 兵 衞は母 衣 役たり。 淀 在 陣中、 和 泉 守氣を 損じ、 母 衣 取 上 

げられ、 殊の外 迷惑して、 何と ぞ拔 群の 高名して、 面目 を洒 がんと 相 働 さ、 隨分心 

掛け、 但-馬 一所に 敵中へ 乘 込み、 il 五 骑程立 切って 馬より 下 b、 黑柄蔓 の 武者 一. 

番に突 伏せ、 首 を 取って 下人に 持たせ、 本陣へ 遣す 所に、 途取 まど ひ、 玉串の 方へ 

行き、 夫より 和 泉 守 旗本へ 廻りし 故、 延引して、 三番の 首に 相 成りし が、 證人憐 に 

之 あり. しと ぞい ひ傳 へたり。 卒 太夫 は、 自分に 首持參 せし 故、 殊に 能き 馬に て馳 

せた る 故、 .1 段と 早く 和 泉 守 賞美、 雨 御所 御 旗本へ 實檢に 入れ 奉る べき 旨 申す に 

す、 又 直に 北 を 措して 乘 IS: く 所に、 兩 御所、 早豊 浦に 御 押し 遊ばされ 候 途中に て 

差 上 1^ 所、 天下の 一番 首と 御 賞美" 面目 此上 もな く、 是 よりして-牛 太夫 朱 柄の 鎗 

を 御免 許、 代々 持鎗 として、 今に 之 を 持た すと かや。 兩 御所 は、 豊浦御 在陣、 諸家 

の 首 共 御 實檢と 申傳 へた. 9。 

萱振錦 郡へ 相 i  一一 一ろ 
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右の 五 人に 相續 いて、 鎗を 合する 者 共に は、 母 衣 組 小川 五郎 兵衞 屋 傳右衞 門. 苗 

村 石 見. 杉 山 左 門. 伊東 吉左衞 門、 我先にと 馬 を 入れ、 馳惱 して は 突 伏せ 、郎等に 首 を 

取らせ、 本陣へ 持たせ 歸るも あり。 心 憑の 強き 者 は、 下人に 持たせ 遣し、 猶 二の 鎗を 

と 心 憑く る も 多 かりけ り。 澤田但 "ii ッ中村 源左衞 門. 白 井 九 兵衞、 組 家來引 廻し、 首數 

取らせ、 自身 .i ^上より 切 伏せ 突 伏せ 高名す。 堀 伊織. 坂 井 與右衞 門 .須 知 九右衞 門、 方 

方へ、 使 を 勤め たれ ども、 功 者 なれば 手前 後れな く、 此 場へ 馳 付け 高名す。 

藤 堂 與右衞 門 高淸ほ f?f. 同 內匠正 高 は、 高 § 舍 弟な り。 前年 冬 陣には 供し、 城攻 ft 

寄 場に 於て、 組 家 來相應 の 働 も 致された トノ。 此度は留守を申付けたh^。 甚だ 迷惑し、 

段 々訴訟 致 候處、 和 泉 守 申さる、 は、 若き 者せ ハ、 申す 所 一 通 b 尤な. 9。 當 年の 留守 

は、 甚だ 大切なる 儀 故、 雨 人へ 申 付く るな.. >。 Hi 外に 存 する 仔細 も 之 あ， 必々 違 

背 致す まじき 旨、 達って 申さる、 故、 是非な く 領承す。 與右衞 門 は 名 張に 殘. り、 廿 

日 餘.. >  は 慎み 候 へ ども、 今は堪 へ 難しと て、 千 塚の 陣所 へ 罷 越し、 名 張の 儀 は、 與 力の 

長 頭 高 橋甚內 へ附屬 し、 猶又 家老 萩 野 鹿 之 助 其 外 組 家 來を殘 し、 手 廻 計， - にて 出陣 


し、 rs- とぞ 先手 へ 加 は. 0 相 働き 度 46、 度々 訴訟 致し 候 へ ども、 高 虎の 曰、 先達って は 

此度は 思 ふ 仔細 之 あるに 付き 〔？ 字〕 たるに、 國を 明け 申し 參る 儀、 不屈と 叱. り 候 

へ ば、 上野の 城に、 內匠差 置かれ 候 へ ば、 氣遣之 ある まじき と、 詞も 未だ 終らざる 所 

へ、 內匠正 高 も、 忍びて 罷 越し、 先手 働の 儀、 取次 を 以て 相 願 ひ 候に 付、 留守 を 明け 參 

る 儀，^,, ,矣 へ ば、 高淸名 張に 置かれ 候 へ ば、 御 氣遣ひ 之 ある まじと 答 ふ。 和 泉守ナ 

U^I  < 兩人 共、 願の 筋聞屆 けざる 上 は、 此 所に 差 置く 事相 叶 はすと て、 小屋の 外 

、 追 出 f 候 へ ば、 元來覺 悟の 事故、 野中に て 夜 を 明し、 母 衣の 者 共同 時に 乘 出し、 與 

右 衞門與 力 赤 林 庄藏、 一 番に餘 を 合せ 酋を 取り、 與右衞 門 も 自身 高名し、 家來玉^^ 

^左衞 門 も、 甲 首 討 取る。 遠 藤 勘右衞 門と 申す 者 は、 江 州 小 谷の 舊臣 遠籐喜 右衛門 

孫に て、 南部 藤 兵衞. -由緣 之 あるに 付、 今度 供 致し、 勝れた る 勇士に て、 毛 付の 高名 

した， 0 と申傳 ふ。 其 外 加納六 兵衞. 出 岡 兵 四 郞も走 廻 b  、與 カ籐 堂太郞 兵衞. 籐堂大 

1. 森 八 次、 甲 首 取る とい ひ 傅へ たれ ども、 場所 分明なら ざるな，..^。 內匠 家來コ 八 

右衞門 も、 甲 首 取る と 之 あり。 其餘 働の 儀、 記録に 見えす。 
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長 織 部 連 房 は、 和 泉 守 子息 大學頭 高次、 外戚の 伯父に て、 大學頭 竝に內 室 守護 致し 候 

へと て、 江 戶に殘 し 置き 候 所に、 出陣の 供に 漏れた るを殘 念に 存じ、 潜に 此 地へ 參 

り、 先手に 進み、 甲 首 二つ 取る。 是は 加州に て 名高き 長 九 郞左衞 門 同家の 者に て、 古 

へ 源平の 時、 高 倉の 宫 に 仕へ たる 長 谷 部 信 達が 末孫に て、 小枝の 笛、 今 に 所持す。 Isl 

物と 

呼ぶ。 

右の通り、 先手の 者共乘 崩し、 敵 は 大方 萱 振の 西 へ 引返く を、 鐡炮頭 母 衣の 者、 透 間 

もな く 掛け、 中に て 藤 堂 式部 眞 先に 進み、 踏 端に 大きなる 石佛の 間より、 山の 如 

くなる 大の 男つ 、と 出で、 腰に 黑き 采幣を さし、 手に は 八 角に 削りた る 三 間柄の 鎗 

を 提げ、 長 曾 我 部が 先手の 大將吉 田 内 匠と 名乘 り、 鎗を振 上げ、 向う ざまに 打って 

S る 所 を、 鍵鎗 にて 受 止め、 其 龍 突 倒す。 吉田 剛の者 故、 伏し 乍ら 刀 を拔き 裙を薙 

ぐ。 切 先 式部が 膝に 當り、 血 流 るれ ども 事と もせす、 刀 を 打 落し 終に 首 を 取 つた...' 

けり。 吉 田が 差頜國 次が 作 二 尺 三寸の 刀、 首と 共に 實檢に 入れければ、 高 虎 其 儘 式 

部に 遣し、 今に 所持す とか や。 右 疵口 餘稃 深手 故、 家來共 介抱し 候て、 小屋へ 引取 


.o 候へ と勸 むれ ども 承引せ や、 其 場 を 少し 引返さ、 大和 川より 五六 町 西の方に、 敷 

革を鋪 かせ 休息す。 中 村 源 右 衞門其 外 鐵炮頭 ゆ 衣の 者 共 も、 一 戰濟ん で 中 入す。 皆 

此 所に 集まりたり とい ひ 傅 ふ。 式部が 家來 磯崎 角右衞 門. 富 永 兵 庫. 奧村佐 兵衞. 橫 

山 忠兵衞 1. 柳 本 五郎助. 奧村. 吉田. 鐵炮 小頭 淸岡ニ 助. 足輕 木津忠 三郞. 秋 葉 吉兵衞 • 

某姓吉 兵衞. 馬 取 喜 三郞. 富 永が 家來庄 右衛門、 各 首 一 つ 宛 討 取，^ たり。 

右吉 田內 匠が 子、 後に 當 家に ft へ、 一 一 百 石を與 ふ。 式部と 共に 書 合せ 候咄 ども 之 あ 

り。 W 式部 疵 痛む 事 を、 大御所 閒 召させられ、 御手 づ から 御 膏藥御 出し 遊ばされ、 

和 泉 守 を 以て 拜頜 す。 其殘り 今に 子孫へ 傳へ 所持す。 未だ 油 潤ひ拔 けす、 其 後 も 度 

度 御 尋も之 あ 立し、 有 馬へ 入湯の 時、 御醫師 など も、 御附け 下された る 事、 古く 家に 

記錄 す。 鎗場 一番 二番 共に 高名す。 和 泉守稱 美して、 則ち 一二の 文字 を、 自今 紋所 

に附 くべ しと 申 付けた h.。 本姓 磯崎、 蒲 生家の 定紋 五三の 桐 を 改め、 一 二の 文字 を 

二つに して、 今に 至る 迄 家の 定紋と するな h^。 

野 崎 內藏助 は、 鐵炮頭 新 平が 長男、 和 泉 守 馬 廻りに 相從 ひ、 伊東 吉左衞 門 等と 一 所 
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に騎 出し、 途中に て 少し 故障 之め.？、 萱 振迄參 る內、 早敵散りた..^。 西の方に 屯す 

るに 付、 急ぎ 馳 行き、 是又 石佛の 近所に て、 能き 敵に 出合 ひ、 鎗を 合せ 首 を 取る。 織 

部. 落 合半藏 など 見 及び、 證 人たり。 夫より 錦 郡 村 口 迄， 敵を附 行き、 黃母 衣の 歜 と 

相戰 ひ、 首 を 取る。 尤組 打な. 5。 餘儀 なき 人に 望まれ 候て、 是は餘 人に 遣す。 小川 

五郎 兵衞見 候て、 挨 接すと 書記したり。 

右 石佛の 事、 知りた る もの 稀な h.。 只今 八 尾. 東鄕 より、 立 石 街道へ 出 づる路 、左 

の 方に 大 なる 石 地藏ぁ り、 土人 之 を 高地 藏と いひ 習 はす。 

文明 三年 十 一 月 廿日、 入 尾 西方 寺 福 舍院住 〔f" ァ〕 金剛 佛子高 範と銘 有， 之、 甚だ 古 

き 物な り。 

此所立 石 街道、 且又 古 戰場見 分の 者 も、 多く は 八尾. 若 江 本道 迄 打 廻り Mt. 內藏 

助が 鎗場 は、 多く 八 尾. 若 江. 高地 藏と覺 ゆるに 付、 地理 殊の外 相違せ. -。 今 は 錦 

. . 郡 村 Is^l 頜の內 、萱振 村よ 一町 西 畠 道の 側、 高さ 四 尺 巾 三尺 程の 座像の 石 地 

藏之 あり。 正 安三 年 二月 入日、 大施生 其 外 文字 不，， 分明； 右の通りの 古戰 場の 古物 


. - な. 萱振 西の方の 同村の 地 略と 相 見 ゆる、 尤今 は本路 にて 之な きに お ， ^るゾ 

もな し。 前に は 錦 郡への 往還， 馬の 通. - たる 道に も あるべき や。 舊記を 以て 考 ふ. 

れば、 右兩 人の みならす 、五郎 兵衞. 半兵衞 など も、 追々 來 りしと 相 見 ゆる。 

母 衣 組 小川 五郎 兵衞 も、 萱振 村の 南へ 乘 出し、 澤田但 馬に 逢 ひ、 同道して 萱振 西の 

方に、 敵 固ま， - 居る を 目 懸け， 五郎 兵衞眞 先に 乘 込み、 則ち 首 を 取る。 黑柄蔓 の 着 

物、 骨 はなき な. 須知九 右 衞門. 柏 原 新兵 衞、 南の 方より 橫 合に 參り詞 を 合せ、 其 

後 若 江 道筋へ 參る 時、 苗 村 石 見に 詞を 合せ、 其 所に て 具足の 上に、 黑 羽織 着た る武 

者、 之 も 甲 は 着ざる を财 取..、 其 首 共に 兩度 本陣へ 持たせ 遣す。 是又石 佛の路 筋と 

見えたり。 九右衞 門. 新兵 衞. 石 見 三. < 4^ハに此筋に ての 働な， -。 

中 村 源 左衞門 は、 式部と 間 廿四五 間隔て、 鐡 炮立竝 ベた る 所に、 式部 手前 鐵炮 色め 

くと 則ち 仕 かけ、 式部より 十二 三 間 程 右手 を S り、 其 場 踏破う、 一 一町 五 間 計り、 先に 

卜.^ ありて 馬 道な し。 細道 を 一 筋 抱へ、 先達って 五六 騎 にて 踏 止まる 所 を、 鐡炮ニ 

つ 打た せ、 S 饉乘 込み、 敵 源 左 衞門を 突く、 鎗先 下. -股 かす. -、 馬の 大腹 へ 突 込む。 
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馬 狂 ふに 付、 直に 飛 下り、 其 者 を 討 取りたり。 澤 ffl 佴 馬と 同 とぞ。 其 口 も 踏破， 9、 

五六 町 追 かけ、 則ち 郎等 組の 者と 共に、 首 十 一 討 取. りた， -。 內、 甲 首 五つ、 三度に 本 

陣へ 持たせ 遣す と、： 舊 記に 書 載せたり。 則、 家來善 助. 理 助. 彌左衞 門. 權十郞 甲 付， 

左 兵衞. 矢 之 助. 九 助. 覺 兵衞. 久左衞 門、 首 註文 之 あり。 各 苗字 相 知れす。 暫く 中 入す 

る內、 井伊 家より 取 憑り たる 故、 元の 戰 場へ 引取りた....。 則ち 式部が 手 を 見廻る と、 

委しく 書 載せたり。 澤田徂 馬も乘 込み、 右の 方に て は、 式部 鎗を 合す。 左に て は 家 

の 子の 1^ 太夫 突 合 ふ を 見て、 但馬も 馬上に て、 敵 一 人鎗 付け 首 を 取. y  、其 外 首數、 組 

家來共 都合 入つ 討 取. - たり。 家 來竹田 喜右衞 門. 田 中 長 九郞. 外 山 三 藏各甲 付、 入江 

I  二 四郎. 菅角助 • 小頭 加 藤 喜藏甲 付、 足 輕鴨田 久內. 岡 布 氣谷右 衞門甲 付と、 首 註文に 

相 見 ゆる。 白 井 九 兵衞は 、式部と 一 所に 中 筋へ 出づる 所に、 四 五十 間 程遲れ たる 內 

に、 早 式部 鎗を 入れけ ると 其 »、 馬よ b 下り立ち、 式部右の方ょ.^進み、左の方ょ.c^ 

澤田 但馬乘 出す に 付、 高 場に て詞 をつ が ひ、 夫より 三 町 程 先にて、 首 三つ 取らせ、 本 

陣へ 持たせ 遣 はす 內、 中 首 一 つ は、 九 兵 衞門追 掛け 突 伏せ、 郎等 足輕 二人 追 付き、 則 


首を切らせたり。 鐵炮の 者、 一人 も 外へ 散らし 申さ や、 九兵衞 手前に W 付 置ぐ 故に、 

首 多く は 取らざる なり。 菓尾 * 右衞門 は、 中島 源 左 衞門馬 を 突 殺させた る 所へ 參 

着く と、 早 敵 は 逃散 りたる 故、 源左衞 門に 詞を 交し、 若 江に 敵 百計. -固 あり、 其 所 

へ 行けば、 右の 方に 白 井 九 兵衞罷 越し、 鐵炮 四つ 五つ 打 かけ， 敵 色めき 合 ふ。 傳右 

衞門 馬を乘 入れ、 おの 者 を 突 倒し. 郎等 伊藤 八右衞 門に 首 を 取らせ、 自身 は 馬步敵 

五六 騎の 中へ 駆 入れば、 敵 は 左よ，. -鎗を 突出す。 右へ 下 立ち、 餘を 合せ 首 を 取る、 

甲 付な. 其 外 若 江 へ 直に 注き 働く 者 は、 末の 段 右手 戦場の 條々 詳な， 5。  土地 續く 

所 故 紛ら はしく、 是に 依って 別段に 書記す。 外に 母 衣 組 松原 十 郞右衞 門 .宮 部 源 兵 

衞も、 甲 首 取. 之と い ひ 傅へ たれ ども、 場所 聢と 知れす。 仍 つ て 具 さなら す。 

按す るに、 大和 川の 事、 寶永 年中に、 河村瑞 軒と いふ 者、 河 州 志 貴 郡 柏 原 村に 大堤 

を 築き、 北へ 流る、 水を堪 留め、 直に 西の方 へ 流して 海へ 入る、 是れ新 大和 川 

とい ふ。 石 川筋 違 八 尾. 若 江 古戦場の 模樣、 今にて 一 向 知れざる 樣に 沙汰 すれ ど 

も、 僻事な り。 其 土地 を按 する に、 さまでの 事 もな し。 元來此 川の 源、 和州寵 ffl 川 
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より 出で、 龜瀨峙 の 下 を 流れ、 河 州の 東 境へ 出で、 川 中 を 境 ひ、 南 は 安宿 部 郡、 ft 

は大 S 郡に て、 其 南 は 石 川 郡の 川々 も、 國 分に 至りて は. 皆此 川へ 流れ 落つ。 誠に 

大なる河な，^。 其 上 河內國 は、 西北へ 寄る 程 地界に て、. 古 大和 川. 筋 • 末にて は 淀 

川. 寢屋川 等と 一 所に 落 合 ひ、 長雨 續き 出水の 時 は、 早速 海へ は 落ち や、 淀川の 水 

に 押され、 水 川上へ 逆上り、 田畑 水 損 多し。 是に 依って 一 段 高く 見 ゆる は、 古大 

和 川な b。 右 故 當村川 違 之 ありし とい ふ、 其 地 を 見る に、 古 大和 川 跡 高き 故、 嶋 

野邊 よ. 0 柏 原 迄 六 里程の 間、 南北へ 續 いて、 明らかに 見 ゆるな り。 其 川 中 百 間と 

いひ 傳ふ。 只今に 高き 所、 其 間 數に相 見 ゆる。 山 本 新田の 前後、 別して 分明に 相 

見 ゆる。 W 其 中 通 ひに 細き 水流- 是は柏 原の 築留 よ，...、 懸樋を 以て、 國中 田地 入 

用 程、 水 を 引ぐな り。 是は古 大和 川の 川 心なる よしい ひ傳 ふ。 又 西の方に て は、 

入 尾の 井跻 川、 是又 昔の 弓 削の 下名 江 郡に て は、 長瀨 川と いふ。 餘 程の 川に て、 

川原 も廣 く、 北の方 高く、 井 ra 一向 長き 堤 あり。 土俗 嫁 佻 堤と いふ 由。 八 尾より 

東に も、 細き 流 之 あ. o。 是は赤 川と いって、 近 鄕の惡 水 を 漉く 川な，.^。 其 源 は、， 


何れも 大和 川、 末 は 皆 淀川と 合流す。 然れ ども 今は此 等の 川 も， 皆 細き 井水 通 筋 

に ははけ 計 土 成し、 玉串 川と いふ も、 別の 水 筋に は あらす。 大ー g 川の 末にて、 若 

江村に、 玉串の 莊 との 間、 玉串 川と いふなり。 末にて 津の國 へ 落 込む 所に て は、 

大和 川と いふ。 其 節の 戦場 記錄 等に、 大和 川 橋 舟の 沙汰 も 之な し" 水の 淺 深の 沙 

汰も なし、 不審なる 事な. o。 其 地に て相考 ふるに、 右の通り 川中廣 く、 大雨の 時 は、 

急に 水 漲り、 數日 晴天 續 けば、 兩川 へ 別る 、川 故、 甚だ 水少 く、 雨の 度每に 上よ 

土砂 流れ出で、 川床 高くなる。 平：：！ は 水 あるかな きかの 如く、 勿論 川床 低くて は、 

津國 へ 流れ 落つ る 事、 なり 難き 地理な り。 右の 如く、 川床 高き 故に、 兩方 堤， 格別 

高く 築 上ぐ る 川と かや。 當時川 跡、 別段に 高し。 今 右川の 左右に、 山 本 新田 或は 

何某 新田な ど、 新田 村 多し。 是れ則 其 川 中の 內の 地の 由、 所の 者案內 す。 合戦の 

節 は、 折節 雨 も 稀に て、 此 川々、 至って 淺 かりし と考 ふ。 

入 尾 • 川原 一 番 合戰覺 
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左の 方 へ は、 藤 堂 勘 解 由 騎馬 弓步 行の 者 共、 S に 鐵炮頭 野 崎 新 半、 其 外 母 衣の 面々、 

先達って 大和 川 堤 迄 出 憑け、 相圖を 待つ 所に、 山 岡 兵 部. 中 小路 傅 七. 梅 原賴母 等馳來 

り、 軍.^ 申傳 ふるに： &、 何れも 早乘 出す。 中に も賴母 • 兵 部. 弓 役 小 森 少右衞 門. 玉 置 

太郞 助. 极宮 大藏. 同 弟 五郎 右衞 門、 八 尾より 一 町餘. 北方 を 相 組み、 何れも 一 所に 

憑り ける 積.^ にて、 川 堤 敵 間近くなる 故、 道筋 見 るべ しとて、 勘 解 由 よ，. - 先へ 乘り 

たる 所に、 此所 堤へ 直に 往く 道と、 八 尾と 堤との 間へ 行く 道と、 二 筋 あるな り。 少 

右 衞門等 は提へ 直に 乘憑 り、 敵 間 無下に 近く ぞ相 成る、 七 八 間な り。 跡へ 艮る事 は 

相 成らす、 尤勘解 由 も、 此方へ 参る ベく 思 ふ 所に、 案の 外場 所 違へ たり。 

此時、 長 首 我 部 盛 親 、巳に 久寶寺 町 s 押來 る。 先手 を 八 尾. 萱 振へ 繰 出す 砌 にて、 上に 

いふ 如く、 敵の 押す，； i 切れく に 相 成， 9、 此所彼 所に 固ま. > て、 大將の 來るを 待つ 

樣 子に、 許の 北の方 堤に、 敵 六十 計り 固め 居る 所 へ、 頼 母. 少右衞 門 其 外の 三人、 會释 

もな く乘戀 けた， り。 敵提を 下. 、川原へ 引取りた， り * 其內敵 三人 蹐 止まり、 屮ーゾ 

は、 鐡炮を 構へ g る へ、 少右衞 門. 賴母を 先に 立て 行く 所 を， 六 七 間の 中に て 打 か 


少右衞 門が 乘 りたる 馬の 鞍 居 木 先 を 打ちた るが、 則ち 馬の 胴 骨に 中る • 

其儘下立ち、兩人鎗を持ち突憑れば、敵は鎗をも合さす崩れた.=^• 夫ょ..^少右衞門、 

久寶 寺の 堤 際にて、 步兵 一- 人 突 伏せ、 首 を 郎等に 取らせた..^。 賴母も 敵中の 敵と 組 

合 ひ、 組敷かれ たる を、 其 慮 刎 返し 首 を 取る。 其 外の 者 共、 何れも 追 打に 高名す • 

• 按す るに、 浪花 軍記に、 盛 親 謀 を 設け、 久寶 寺の 森と、 植 fe の 天神へ 伏兵 を 置き、 

有 井 郞右衞 門 を 足輕に 作. 9、 渡邊勘 兵衞を お びき 出し、 右の 隱勢を 八 尾 へ 廻し 

たる 由、 樣々 異說 あり けれども、 籐堂 家實錄 に、 一 向 似寄りた る 事 もな し， 

渡邊長 兵衞守 f,f 字ァ〕 は、 中 備にて 宫內 組合な り。 先の 樣子 なり。 組頭 新 七 郞に隨 ひ、 

玉串 川の 堤 迄 押出す 所、 母 衣の 面々、 段々 先へ 馳 行く を 見て、 八左衞 門、 新 七 郎に向 

ひ、 母 衣の 者 *r 先手 を乘 越え、 乘 出す 事 如何 や。 私き り 留め 候 へ ども、 承引 致さ や 

とい ふに 付、 新七郎 曰、 其箬 なり、 留む ると も 止まる まじ。 其方 先 へ乘拔 け、 敵に 取 

付き 次第、 一人 討 取， 0 參り 候へ と 申 聞かす る を、 其 H 風 強き 故に、 其箬 にて はなき 

者 を、 其方 參り て 留めよ、 止まらす ば、 其方 も 先 へ 參.^  、 鎗を 合せ 候 へと いふ 樣に閒 
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1 澄/、 小： 川 同道に て 一 散に 駆 行き、 留め 候へ ども、 止まる べき やう 之な く 候へば、 兩 

人 共 馬に 鞭打ち、 雨 かく を 合せて 此 筋へ 馳せ來 h., 長兵衞 高名の 場へ きり、 馬より 

下 立ち、 我等が 高名 仕る を、 御覽 下さる ベく 候と 廣言を 吐き、 先へ 進み 鎗を 合せ、 

果して 能き 首 を 討 取り、 馬を乘 放し、 散の 馬 を 取り、 是 に打乘 り、 ft の 方 川下の 堤に 

乘 上げ、 千 塚 指して 乘 行く 所に、 和 泉 守 大和 川の 東 堤 迄 押出し、 旗本の 馬 印 を ft 立 

て させ、 緩々 として 脉 几に 居られ 候 前 へ S で、 童數彼 a 十四 有 乏內、 甲 付 四つ、 八 左 

衞門 持參、 新七郞 手の 一 番首 にて 候、 御 實撿願 ひ 奉る 3 曰、 高聲に 名乘り 、又 若 江の 南口 

へ乘 行く 所に、 早 新七郎 討死の 跡に な， -、 是非な く 其 場 を 引取る。 山 岡 兵 部 重 成 は， 

長兵衞 跡より 乘 行き 向 ひ、 堤 際にて， 能き 敵に 渡 合 ひ、 稍 久しく 突 合 ひ 候 へ ども、 勝 

負 付か ぬ 所 へ 、 梅 原 賴母詞 を 憑け、 兵 部 殿 見る ベ しとて、 父 勘 兵 衞とは 相隔. 9、 騎馬 

弓な り。 面々 諸 其に、 前の 堤へ 出で たる 所に、 母 衣 弓 役の 面々、 先を駔 行く を 見て、 若 

武者 なれば 泳へ 兼ね、 宫內へ も 申 聞かさ や、 山 岡 兵 部と 跡 先に 乘 行き、 賴母、 少右衞 

門 等の 行く 筋へ 敵 を 付け 行 先 を 仕切るべし と、 久寶 守と 八 尾の 敵の SS へ、 橫 合に 


乘付 くる。 歒間七 八 間の 場に て， 皆 馬より 下 立つ。 長 兵衞は 馬上 故、 暫時^ 續き兼 

ねたり。 勿論 久寶寺 前に も 敵 多く、 八 尾に も 立ちて、 其 間の 道筋、 必至と 敵竝 居た 

り。 ； g 四 人 下 立ち、 餘を援 り 進み 來る 間、 一人 右の 手先へ 來る を、 相 突と 思 ひしが、 

難なく 突 倒し、 殘敵は は つ と 返く 其內 に、 又 後よりも 敵 入 合 ひ、 1 一 三 間 先に て、 馬上 

の 敵 を 突 落し、 首 を 郎等に 取らせた h^。 其內 に、 山 岡 兵 部. 小川 三 郞右衞 門. 渡邊八 

左衞 門. 玉 置 太郎助 .投 宫大藏 など 一 所に なり、 長兵衞 家来の 騎 iitj 三人 郎等 十 人 計り 

相 S く 故、 長 兵衞も 馬より 下 立ち、 近寄る 敵 を 突 倒す。 左右 敵と 入 交に 突き、 敵う 

ろ たへ、， 咏方 討す る な と 呼ば はる 者 之 あ-りし 由。 長兵衞 手に て 首 七 つ 取る 內、 ral つ 

は甲付自身に取h^た、りけり。 .內 、速 水 理右衞 門が 取 b し 首 は、 銀の 五倫の 前 立 物】 

に、 野 本 左 京 i 姓名 を 記したり。 其 內家來 騎兵 野澤次 兵衞を 使と して、 本陣 へ 持た 

せ 遣したり。 

渡邊：八左衞門重〔|$ァ〕^^ぬゅ小川三郞右衞門は、新七郞組助け中すぞとぃひさま、敵 

を 堤の aiS: へ 突 伏せ、 兵 部に 首 を 取らせけ り。 兵部悅 び、 早々 本陣へ 實撿に 入れ ベ し 
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とて、 家來に 持たせけ る 所に、 途中に て、 牧野 齋宮と 申す 者に 出逢 ひ、 奪 ひ 取られ 

家來歸 りて、 殊の外 殘念 なり、 今 一 つ 取り 申すべし と、 長兵衞 跡先騎 廻し ける 由 • 

野 崎 新 平、 先達って 大和 川の 西迄騎 出し、 組 足輕引 廻し、 勘 解 由に 先達って 八 尾に 

進み 來り、 堤 を 越え、 川原 表に 鐵炮 立^べ、 橫 合に 打 かけさせ、 自身に 鎗を 入れ、 朱 

具足に 金の 鍬 形 打った る 兜 を 着た る 敵 を 突 伏せ、 首 を 取り 立 上る 所に、 又 一 人 急に 

突；^ けた，.. N。 新！^ 鎗を取 上ぐ る 間もなく、 刀 を 以て 拂ひ、 手元 近く 相 成る ま \ 紐 

打に 首 を 取る。 梅 原賴母 見て、 證 人に 立ちに けり。 失より 久寶寺 口にて、 黑き 馬に 

乘り たる 敵と 鎗を 合せけ る 所に、 郎等 吉增久 七、 飛懸 つて 組 伏せ 首 を 取る。 新^ は 

夫 を 捨て、 又 先へ 行く。 敵 二人、 道 を 遮って 突 憑る。 郞等久 七と、 一人 づっ突 伏せ 

首 を 取る。 組 小頭 安井 才 治. 河 村 平 助. 小姓 原井彌 兵衞. 同 庄兵衞 • 林 伊助. 濱田喜 兵 

衞、 何れも 首 一 つ 宛 討 取り、 新 平手へ、 以上 十二 討 取. C> た， cs。 

按ゃ るに、 新 平 何れも 同 刻 なれ ども. 長兵衞 など、 參り候 筋に も 相 見えす。 穴 太 

i 八 尾との 間の 樣に相 見 ゆる。 


內海 左衞門 は、 八 尾の 北の方 西へ 乗 出し、 堤 際にて 步番 一人 鎗 付け、 小姓に 首 討た 

せ 、失より 川 向へ 乘 出し、 跡よ. 0 長屋 若狹. 赤 井 惡右衞 門. 古田 內藏 助. 钣田權 之丞. 磯 

野 平 太、 續 いて 押 來る。 其 内に 敵 五六 間 計り、 跡の 堤へ、 入 廻り 申す に 付、 此者 共働 

相戎ら や、 何れも 南の 方へ 乘向 ひ、 一所に 固まり 居た けり • 夫よ b 五六 十 間 東へ 

引取る。 此時 長屋 若狹、 敵 間 二十 間 計りの 所に て、 鐵炮 にて 馬 を W たせ、 退き 蒹 ねた 

れ ども、 何れも 一 時に、 東へ 六 七 間引 取り、 墓 迄 其 所に 堅めたり。 

此者共 は、 賴 母. 長 兵衞と は、 餘程 a き 樣に閒 えたり。 夫 故に 敵 嵩み、 思 ふ 樣に働 

なり 難く、 暫く 無事に 引取る を、 專 一 とした. 0 と 聞え たり。 

弓 役 舌 積 五右衞 門. 同 枠 長 助. 西 川 太 兵 衞. 鈴 木 欉七. 稱村 五兵 衞. 勘 解 由 家來 E 中東 

兵衞、 是も 同道 筋 へ 進み 行く 中に も、 五右衞 門、 內 海左衞 門よ 先 へ 堤を乘 越え、 川 

原 面 を久寶 寺の 方へ 働"/ 向 ひの 堤 腹に て 首， ど 取り、 小 森 少右衞 門に 見せ 候て、 下 

人 も 居らす、 是非な く 首 を 提げて 立歸 らんと する 所に、 川原に て 敵し かけ、 鈴木權 

七 持ちた る 首 を 捨て、 刀 を 拔き打 合ふ內 に、 權 七に 言 を かけ、 助けた るに より 、敵 は 
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逃る。 又 其 首 を持歸 る。 弟 長 助 も、 父に 續き相 働き、 首 一つ 取り、 ま 方に 奪 はれ、 其 

外 は 少し 遲れ て、 場け はしく 高名 相 成らす。 內 海左衞 門. 飯 田 權之丞 、其 外 前後に 固 

ま..^、西川多兵衞•種村M兵衞.鈴木權七など•度々射かけしのきこ致し、首尾ょく引 

取， 0 たり。 勘 解 由が 家 來田中 藤兵衞 は、 堤の 上より 鐵炮 にて、 馬上の 敵 ニ騎打 落す。 

母 衣 組 友 田 左 近 右 衞門. 米 村 兵 太夫. 弓 役 加 藤 權右衞 門 も、 提の 此方に て 高名す • 兵 

太夫 は、 母 衣 組 一 同に 乘 出し、 長 曾 我 部の、 八 尾より 先の 堤に 立ちた る 其 前に、 六 七 

人 進み、 出で たる 敵に 突 憑、 り、 黑柄蔓 に 天 もく さい を附 けたる 武者と 鎗を 合せ、 突 倒 

し 討 取り、 まして 首 を 本陣へ 持たせ 遣す。 本陣にて、七っ八っ目の首な，..^。 右高 名 

の 間、 野 崎 新卒、 少し 左の 方 を 通 合せ、 糙に見 及びた， csi いふ • 新 甲 は、 夫より 堤 を 

乘 越え K 向 ふ。 

加 藤 權右衞 門 は、 八 尾の 田の 北へ 乘 出し、 堤と 田との 間へ、 敵 二百 計， -、 堤の 上下に 

見 ゆる 所へ 向へば、 其 中よ トノ歒 三人 進み出で、 黑 甲に 朱 具足 着け、 指 物 はなし、 腰に 

白き 綵を 差した る者眞 先に 二人 は、 黑 骨に 黑柄蔓 を 差した る 先 へ 憑り たる 兵 


を、 矢 頃 近ぐ 引 寄せ、 射 倒した る 所に、 弓弦 切れ、 殘る 二人 s 間もなく 切クて 憑る 

權右衞 門 刀を拔 き、 散々 に戰 ふ內、 辋を かけ、 額 口 左の 腕 右の 一局 先 雨の 手の 內指六 

ケ所手 を 負 ひ、 刀 を 取 落し たれ ども、 大 脇差 を拔 合せ、 難なく 一  人切留 むれば、 一 人 

は 退きた.， s。 則ち 首 を 取り、 疲れたる 所へ、 勘 解 由 組 弓 足輕仁 助と いふ 者參り 合せ、 

引 懸けて、 八 尾の 地 藏堂前 迄 退く を、 其 所へ 郎等 來る。 首 を 先達って 持たせ 遣し、 

跡より 自分 も 本陣 へ 行き、 和 泉 守 へ 目見えす。 

右の 者 其 働く を、 八 尾 川原 一 番合戰 とい ひ 傅へ たり。 米 村 兵 太夫. 加 藤 權右衞 門. 

友 田 左 近 右衞門 三人 は、 堤 を 越さす と雖 も、 時刻 早き に 付、 此 部に 書 入る 

附 錄 

世上 記錄 に、 此節八 尾 道筋 左右 深 田に して、 足場 宜しから す。 さるに 依って 渡邊 

勘 兵衞、 大和 川の 橫堤 にて. <數 を 留め、 敵 を 引付け、 前なる 川原に て 合戦 然るべ 

しと 申す と雖 も、 和 泉 守 先手の 者 .Hr 其 詞を用 ひす、 一 騎甌 にばら/ \- と、 備も立 

て や 駆 入りし 故、 ー戰に 先手 敗軍した. 9 などと 論じた う。 兵家の 法 言に 候へ ど 
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も、 此 時の 形勢 を、 知らざる 者の 言な り • 第一、 先手 一 戰に 敗軍と いふ は、 大勢 相 

違な， o。 右に 記し こし ある 通り、 急 卒の場 故に、 鐵炮頭 母 衣の 者 共 を 一 番に差 出 

し、 敵の 押陣乘 割り 候て、 首數 多く 取り 候 儀、 大坂方 こそ 敗軍 なれ。 此 一 番合戰 は、 

大きなる 勝利、 疑 もな き 事な り。 但 仁右衞 門. 新七郎 其 外 討死 は、 二番 合戦なら。 

此砌長 曾 我 部， 木 村 旗本 押 詰め、 二 萬 餘の大 軍な り。 人数の 多少 甚 相違 あ b。 且 

又 外に 意味 も 之 あり、 必死の 合戰 にて、 足場の 咎には あらす。 元 來將軍 家よ，.^ 仰 

渡され 候 趣、 藤 堂 第 一 、 井伊 第二との 儀に て、 此事和 泉 守 家に 重き 儀、 兩家 知行 高 

も 同位に て、 先 づは御 譜代 格別の 儀 第一 と あるべき 所、 今度 藤 堂 第一 と 仰 を 蒙り 

候 儀、 深き 思 召 あらせられ 候 儀と、 家， 來. S 迄、 w# く 存じ 奉 b 候。 然る 所 此時八 尾 

へ 出で 候 敵、 千 塚 へ 來ら やして 北へ そ びれ、 萱 振. 錦 郡 へ 押 行く 模樣、 其 志す 所、 和 

泉 守に は あらざる やうに 相 見 ゆ。 い f 堂 の 人數、 勘 兵衞の 申す、 大和 川 堤に て 押 止 

め備を 立て 候 へ ば、 外見 は 見事に ある ベ けれども、 若し 大坂勢 此方 へ は來ら すし 

て、 愈，^ 北へ 廻り、 欲する 儘に、 玉串 川 迄 押 行かば、 是非に 井伊 家よ..^ も、 一 番合戰 


始. - べし。 其 時 は 和 泉 守， 假.^ 、備 を變 化し、？ 5 田 を 渡 h ^合戦し、 敵 多く 討 取る と 

も、 二番 合戦と 相 成るべし。 然れば 元 來台命 を 蒙りた る 趣意 相 立た す。 其 上 家臣 

討死 等 もな き 時 は、 却て 世人の 疑 も 受け、 藤 堂、 目の前 へ 來る敵 を 見 乍ら、 合戰の 

期 延ズし 候 事、 心底 如何な どと 評せられて は、 無念の 至な b。 此節 左樣の 見合 も 

せ やして、 一騎 a に乘 崩し、 一番 合 戰の手 □ も拔 かや、 天下の 一番 首 を 差 上ぐ る 

者 も、 井伊 家 闻樣の 御 恩賞 成 下され、 和 泉 守 歿後に 至る 迄、 無類の 御 懇意 寵遇を 

蒙りし 事、 ^ 1 戰に 二心な き 旨、 御 見屆之 ありし えい ふ 事な り。 兵家の 論に 敵 

未だ 隨を 立てざる 內に、 手前より ばら.— 懸 りても、 さまでの 損德も 之な き は、 

古語に、 巧 蓮 は 拙速に 如かす ともあれば、 斯樣の 儀と も、 年來 沙汰した." • 

古 戰場供 致し 候 祐筆 西 島 A 兵衞之 友と いふ 者の 覺 書の 內に、 去年 城 攻の時 は、 鐡 

五 人な. 9。 當年は 十一 組に つ y め、 殘 十四 人 を、 黑母 衣に 申 付け、 下地 母 

役 十一 組と、 合せて 廿五 組、 何れも 古新 參覺の 者な り。 又 小姓 其 外 譜代な り • 

內 にて 勇氣 勝れた る 若者 共廿五 人、 赤 母 衣に ゆ 付け、 旗本に 召された-"。 此日手 
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違 ひ 候 時分、 先手 所々 使 ま 付け、 夫より 直に 敵へ 乗 かけ、 何れも 馬上の 達者に て、 小 

勢に て大 軍お 追 敗りた る は、 母 衣 組： M に 騎馬 弓の 武功 少なから やと 記錄 し、 今に 

殘り た， mj 亦 其節存 寄らす 八愿 へ 敵 出で、 先手 備組 は、 御 軍ん わ を 守り、 道 明 寺 街 

道に て 押 留まう、 鐵炮頭 は、 皆々 八 尾 口へ 出かけ、 何れへ なりと も、 早速 取合 ひ 候 へ 

との 下知、 » に應 じ、 行 屈き たる 軍 慮な りと、 其 時人々 感じた る 由、 書殘 したに 

、 入 尾 二番 合戰覺  . 

左 先手の 隊將藤 堂 仁 右 衞門高 刑. 桑 名彌次 兵兵衞 一 孝」 渡 邊掃都 〔ft ァ〕 宗は、 人數押 

一 番の定 なれば、 分けて 元より 用意 相 調 ひ、 物見と して、 仁 右 衞門組 玉 置 野右衞 門. 

玉 置 藤 八. 玉 置 兵左衞 門. 家來騎 士卒 佐 牛 之 助. 小姓 森 久兵衞 に 足輕差 添へ、 半時 計り 

先へ 遣し、 其 身 は 胴 勢 引 連れ、 未明に 京 街道 を 道 明 寺の 方へ、 五町 計り 押出す 所に、 八 

尾へ 敵 出づる 樣子 故、 先 勢 押 留め、 和 泉 守 方 へ 使 を 以て、 軍 4= 相談に 遣し 候 者、 道に 

て 行 迷 ひ、 术陣 より 津ま. 人 ^ 小姓 組 柳 田 金 十郞差 添へ 、軍.^ 申達に 付、 人 數押爲 し、 


立 石 街道 迄 廻り 候へば 道 遠し。 細道 » ひに、 西、 へ-と 押 行き、 大和 川の 堤に 上り 

遠見す る 所に、 北の方 は、 母 衣 組： S 弓の 者 其 元へ、 相 働く 者 も 之 あ， 5 候 へ ども、 敵 は 

却て 備 まばらに 相 見え、 八 尾地藏 通の 道筋よ.. y、 向の 方 昇 立ちた る 所 は、 敵の 旗本 

と， 相 見え、 人數 多し。 此 口へ 取 憑り 然る べしと、 彌次 兵衞. 掃 部申談 じ、 常 光寺の 欄 

干 橋の 前 を、 八 尾の 西口へ 乘 立ち 打 向 ふ。 

其 時 は、 寺の 前に、 餘 程の 池 あり。 反 橋 憑り、 是を八 尾の 反 橋と も、 欄干 橋と も S 

ひしな り。 

仁 右衞門 は、 和 泉 守 姉の 子に て、 幼年より 男氣 勝れ、 十五 歳に て 朝鮮 征伐に 相從 ひ、 

sf 關ま 合戰の 節、 i 五助 を I4§?sisy!§^ 刚 

東照宮の 御稱 美に 與. 0 たり。 湯淺曾 子孫、 代々 所持す とか や。 前年 城攻 に、 右 先手 

相 動め、 今年 又 右 先手 申 付けた るに、 達って 左 を 願 ひ 候に 付、 望に 任せ、 一 の 先手に 

相な し、 主人 和 泉 守 軍 < ^を、 接 詰の 望を斷 ち、 一 手 切の 勝負と あれば、 必死の 一 戰に 

； ± じ 極め、 馬 を 早めて、 A 尾 西の 麥 畠へ、 人數を 立てたり。 渡 邊掃部 組 は、 其 右手に 
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相 連. o、 桑 名 組 は、 仁 右 衞門備 な， c>。 左に 立ちた る 敵 は、 先達って 堤の 上へ 引上げ、 

立 堅めた hs。 此方よ， 0 場 を 詩め、 間 一 町 程になる 時、 彌次 兵衞、 仁 右衞門 手へ 參り 

いふ やう は、 最早 場 詰まりたり。 鐵炮を 打 かけ、 敵の 色目 見て、 然るべ く存 する 所に、 

此 手の 鐵炮頭 4r 何として か 未だ 一 人 も 見えす。 貴公 御 自分の 鐵炮、 御 打た せ 然る 

べしと 申せば、 仁 右衞門 答へ て、 我等 足輕共 も、 皆國 分へ 遣し、 手 遲に候 間、 家來騎 

馬 本山 七 右衞門 を、 呼びに 遣し 候 へ ども、 間に合 ひ 申さす 候。 是に 我等 所持の 鐵炮 

あ b<。 曰 Jij にても 打た せ 申すべく 候と て、 家 來翁池 角 兵 衞に相 渡す。 彌 次兵衞 組に て 

は、 杉 立 九 郞右衞 門、 鐵炮 持たせ 來 りし を、 ロハ 兩人 進み 岀で、 こみ か へく 打ち 候へ 

ども、 敵 多勢 故、 物の 數 ともせす • 

按ゃ るに、 野 崎 新 平 は、 堤 を 越し 候 故、 此 口より は 相 見え や。 其 外の 鐵炮頭 は、 遲 

參の譯 は、 後の 段に 詳 な.. >。 

又按 する に、 或 俗書に、 仁 右衞門 等、 大 旗を數 多人数の 先に 押 立て、 前の 如くして 

八 尾に 向 ふ 故に、 敵の 方へ は、 不覺を 取. 0 たる やうに いふ 事、 大な る僞 作な り • 


後に ニ條の 獄屋に て、 長 曾 我 部 盛 親 物語に、 和 泉 守 軍功 者に て、 先手の 者 共、 旗手 

も 立てす 急に 乘， -來 り、 我等 手前の 備も、 立つべき 隙 もな く、 鐵炮を 取合 ひ 兼ね 

た. 9。 備立 をしての 上なら ば、 斯樣 にむ ざ/ \- と 負け まじき に、 無念なる 由 申し 

たりけ る 由、 西 島 之 友が 覺 書に、 書 載せた 仁 右衞門 殊の外 急ぎ、 騎馬の 士さ へ 

續き 兼ね、 手に 合 はざる 者 多し。 旗 差な ど、 決して 跡に な，..^ たる、 と實 明らかな.. ッ。 

且又 長 曾 我 部 も、 先 づ合戰 之 あると 見て、 急ぎ 候 故、 鐵炮の 者、 續き 兼ねた b と 相 

見えた、 り。 仁右衞 門. 與右衞 門 雨 人に は、 與カ六 七人づ つ、 平日 預か b た. y。 仁 右 

衞門與 カ稻葉 伊之助 は 五百石、 與右衞 門 與カ高 橋甚內 五百石、 ® 藤 堂 4- 郎右衞 門 

三百 石、 其 外 藤 堂大藏 .疋 田 勘 左 衞門. 何れも 家筋 歷々 の 者な り。 近代 與カ 同心の 

制度 之な きな. -。 W 仁右衞 門に 先手 申 付け、 津付 先手 組、 當 座に 預けた る 騎馬 卅 

餘騎 な， o。 右兩 家の外、 與カ 預か. りたる は 之な し • 依って 格別の 規模と したる と 

聞え たり。 三 塚 三 郞次郞 へ、 父戰 死の 跡目 申 付 候 時、 和 泉 守 直 判に て、 知行 目錄 

等 遣し 之 あ. o。 勿論 直 參の給 知 組 付の 士と、 格式 高下 之 ありし と は 相 聞え す。 伹 
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仁 右衛門 は、 若年より 戦場に 事 馴れたれ ども、 此敵 不意の 取合せ、 ； 洩らして は 

甚だ 大事と、 急に 取 憑り し 事と いひ * ふ。 若し 場 を 過し、 星 田の 御 陣營危 き 事 之 

ありて は、 臍を噬 むと も 何の 詮も なし。 入 尾 合戦 は、 重々 考之ぁ b 候 事の 由。 

仁 右衞門 自身に 鎗を 入る、 覺悟 故、 家 來白井 九 右 衞門を 呼びて、 持ちた る綵 幣を預 

け、 菊地覺 兵衞、 鐵炮 三つ 打ちたら ば懸 るべき 間、 其 節 之 を 振り 候へ と 申 付く る。 

組與 カ家來 ども、 段々 場 を 詰む る。 鐵炮 三つ 目に、 敵 間 五十 間 計りに 相 見え、 白 井 

九 右衞門 差圖に 任せ、 綵を 振り 候へば、 與カ稻 葉 伊之助、 刀を拔 いて 走り出で し を、 程 

早き と、 桑 名彌次 兵衞押 留め、 仁 右 衞門も 押 留めたり。 猶々 場 を 詰め、 菊 池 玉 七つ 

打ちた る 時、 間廿間 程に 相 成る。 仁 右衞門 馬に 鞭打ち、 又 敵 十二 三 間、 敵に 騎向 ひ、 

間 七 八 間になる 所に て、 籐堂和 泉 守 先手に 藤 堂 仁 衞門 と、 名乘， 9 も敢 や、 馬より 

下 立ち、 堤 ゲ； 上 へ 駆 上れば、 立 固めた る 敵、 左右 へ 開きたり。 相 續く者 共に は、 家來 

加 山 小 左 衞門. 與カ矢 島 年左衞 門. 稻葉 之 助 ニニ 嫁 治兵衞 士堀縫 殿 助 .津 野 茂 左 

衞門. 枠 又 左衞門 III ぉ來. 赤 尾嘉兵 衞. 田 屋十藏 、左右に 相 ® びて 鎗を 合せ、 山 岡 三 九 


郞人 「井 右衞門 佐. 白 井 九右衞 門、 又 主人 を 離れす 走り 廻. -、 敵 も あしら ひ 兼ねて 相 

見えたり。 長 曾 我 部 之 を 見て、 引くな くと 大昔に 駡り、 馬 廻に て 勝れた る 者 共 を 

選み、 仁 右衛門に 打って 憑る。 仁右衞 門元來 望む 所 なれば、 先に 進む 二人 を * 手に 

. ^付け や 突 殺し、 三人 目の敵と 相 突し、 其 手に て 討死す。 菊 池 角 兵衞駆 付け、 當の 

敵 を 切 伏せ けれども， 手前 1^ しく 首 取る 事相 成らす。 其 節家來 高山 嘉 兵衞. 中 西 九 

右衞 門. 與カ稻 葉 伊之助. 三 塚 次 兵衞. 同 苗 權左衞 門. 林 五郎 右衞 門. 組 士靑山 四郞兵 

衞. 內籐 傅左衞 門、 一 足 も 去らす、 仁 右衞門 左右に て 討死す。 其餘 も、 皆々 重手 を ft 

ひ 引取りたり。 

桑 名彌次 兵衞 は、 仁 右衞門 左の 少し 手前なる 敵に 遭 ひ、 是又 自身 鎗を 下げ 先に 進み、 

嫡子 桑 名將監 「久、 其 外 土 佐 組の 面々、 杉 立 九 郎左衞 門 • 市 田 十右衞 門. 鷄原 善右衞 

門. 入 交 助右衞 門、 群る 敵 を 突立て. く "先手 追 崩し， 長 曾 我 部 旗本 迄 切入り たり。 

長 曾 我 部 譜代 なれば、 皆々 互に 見知りたり。 桑 名に て はなき か、 夫れ 遣すな、 彌次 

兵衞討 取れと、 我 もくと 討って 蒐る 所、 彌次兵 衞錄突 折. -、 刀を拔 合せし が、 刀 も 
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打 落し、 短刀 を搔. 0 乍ら、 近 藤が 鎗に 貫かれ 討死す • 娃桑名 源兵衞 一 友 始め、 組士 

西 內九郎 右衞門 .淺 木 三 郎右衞 門. 弟 勘 助. 依岡 吉兵 衞. 山 田 八右衞 門. 橋本卒 兵衞、 同 

所に 討死す。 

渡邊掃 部、 八 尾の 北口より、 西へ 四十 間稃 出で て鎗を 合せ、 組の 士思 ひくに 相 働く。 

中に も、 島川專 助、 敵 三人と 突 合 ふ。 其 外 小 野 正兵 衞 .fe 浦忠 兵衞. 百々 三太郞 烈しく 

相戰 ひ、 何れも 手 負 ひ 引取る。 掃 部鎗場 は、 仁 右衛門. 澤隼 人. 伊之助 • 正兵 衞. 仁右衞 

門 小姓 一 人. 掃 部 小姓 二人な り。 仁 右 衞門其 外 段々 討死し、 掃 部 も 手 負 ひ 候 故 正兵 

衞 一 所に、 六 七 間 程 退きけ る。 又 返して 鎗を 合せ 、郎等 五六 人 駆 合せ、 三人 突 伏せた 

れ ども、 敵 多勢、 首 取る 事相 叶 はす。 又 七 八 間 程 跡に、 彌 次兵衞 居たり。 失 迄 返き た 

れ ども、 彌次兵 衞. 源 兵衞も 終に 討死し、 彌ノ敵 募り、 其處 にて 又 返し、 二人 突 伏せ、 夫 

より 八 尾の 堀端よ ト人 村 中 へ 引 入る \。 則ち 長 曾 我 部 旗本より、 十 間廿間 程の 場に 

ての 戰な り。 

澤集人 滿廉. 小姓 組 柳 田 金 十郞、 使と して 此 手へ 來り、 則ち 仁 右衞門 右の 方に て 相 働 


き、 兩人 共に 討死す- - 總て此 口 は、 長 曾 我 部 旗本 砍、 一大事の 場所 故、 敵の 働き 格別 

烈しく、 依， 之此 手の 味方、 敵 を 突 伏せ？ 者 も 多し と雖 も、 掃 部を始 として、 首 を 取 

り 得 やと 聞え た， 

但し 掃 部、 兄 を 金 六と いひ、 和 泉 守 小臣の 時よ. -相從 ひ、 志 津ケ嶽 にて 高名し、 其 

外 所々 戰 功多し。 朝鮮の 軍に 討死して、 子な き 故、 弟 掃 部、 家相 續し、 去年の 冬陣城 

攻の時 も、 殊の外 骨折りし 者な り。 

藤 堂 勘 解 由 は 、 軍令に 任せ、 左手 へ 相 加 はり 申 te,^、 組士引 連れ 乘 出し、 先達 つ て 

出した る nr の s、 堤 の 彼方へ spl も、 之 t 候へ ども、 主人より、 仁 右 衞門橫 

鎗 仕るべし との 指圖に 付. 川原へ 乘 越す 事 もな. - 難く、 依って 八 尾 村へ も 憑ら す、 

本道よう 一 町 程 北 へ 乘 廻し、 堤と 村との 間へ 、 橫 合に 差 向 ふ。 ^^時堤の下ょり气ひ中 

へ 向 ひ、 敵 大勢 a で 居る 所へ、 弓の 者 多く 參.^ たる を 見て、 叶 はじと や 思 ひけん、 堤 

の 上へ 引取り、 勘 解 由 追 續き乘 かけ、 敵 間 十四 五 間にて 馬よ. - 下り、 鎗を 取って 突 

き懇 る。 玉 置 七左衞 門. 村 田. 牛左衞 門. 長 津庄右 衞門. 岡 部 義太夫. 岸 本 太 郞兵衞 左右 
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に栩竝 び、 弓 を 以て 鎗脇を 相 詰む る。 七左衞 Ji:. 平 左 衞門首 を 取る。 吉田六 左衞門 

元 直 III 城 同 苗 權卒元 次 は、 八 尾の 地藏通 を、 西院の 際に、 敵せ 人 計り 面 まり 居 

たる 所へ 行 憑り、 矢數三 五本 づっ射 かけ、 服 部 孫 之丞， 三 田 村 傳左衞 門 も、 此 場へ 參 

面々 矢 を 射、 傳左衞 門より 敏射 倒し、 駆 込み 首 を 取る 所へ、 大勢 打 合 ひ、 傳左衞 

門を切伏せた，.^。 孫 之丞駆 付け 射拂 ひ、 面々 敵に 取らせ や。 又 傳左衞 門 取りた る 

首 を、 自分の 小者に 持たせ、 本陣へ 披露した， 9。 勘 解 由 枠 小 太夫 氏 照. 弓 役 稻葉小 左 

衞門. 菓屋次 左 衞門. 伊治 部 右衞門 一 所に、 勘 解由鎗 場の 少し 左手 を 廻り 相 働き、 森 

佐 兵 衞と服 部 市 左衞門 は、 勘 解 由より 右手へ 出で 矢 を 射、 敵 堤の 上へ 引取る を、 續 

いて 參り、 矢 を 四 筋 射 かけけ る。 敵 は 堤の 西 はらへ か》 みける 故、 引取りたり。 

中 小路 傅 七 は 、五郎 右衞門 子に て、 小姓 組な りしが、 淀に て 落 合 半 兵 衞母衣 取上げ 

られ たる 時、 傳七跡 役に 申 付け、 甚だ 面目 人に 越えた る 働し、 生 人の 目 鏡に 相 叶 ひ 

申すべし と、 相 働く 折 柄、 此 手の 使 申 付けし に 依って、 勘 解 由より は、 少し 先へ 參り 

たる や、 A 尾の 村と 堤との 閬へ乘 込みた わ。 敵 六 七 人の 內 より、 具足 計りに て冑を 


着た る 武者、 鎗 にて 憑り 來る を、 鎌鎗 にて 入 込めば、 刀を拔 き、 冑の上 を^る 所 を、 

其 刀- -取 付き 引 組み、 其 時 右の 脇 少し 切らせたり。 敵 刀 を 放して、 脇差 を拔く を、 則 

チっ 取，， たる 刀に て 突 伏せ、 首 を 招り 切り、 殊の外 疲れたる 所へ、 長 澤庄右 衞門參 り、 

相 討と 詞を かけた..。 傳七 怒りて、 斯様に 組んで 取った る 首 を、 あたりに も 居 や、 

何方より 參り しゃと いへば、 此 長澤、 五月 二 y より 疫病に 惱 みたれ ども、 押して 出 

^し、 勘 解 由 左に て 敵 を 目が け 二 矢 射 かけ、 二 本 目の 矢 類 先へ 常る を、 中 小路 組 伏 

せた る 故、 左樣 言葉 を かけ 捨て、 則ち 現の 敵へ 憑り、 矢種 を惜 まや 射 かけ、 敵 を ffi へ 

か V ませ、 しつ ばら ひして 很！ きたり。 中 小路 切 込 之 ある 胄* 今に 儺來 す。 

細 井 主 殿 正 綱 は、 古久 助が 子に て、 段々 立身、 千 五百石 迄 取 立てられて、 懇に召 仕 へ、 

去年 陣中 不調法 之 ありて、 和 泉 守 勘氣を 蒙り、 此度 忍びて 出陣し、 勘 解 由 手に， J は 

り、 S ち 相 乎んで 鎗を 合せ、 一 人 突 倒し、 首 を 取らん と 刀を拔 き、 跡よ，.^ 走...' 出 Z れ 

ば、 彼 敵に 打 跨がり、 首 を 搔く者 あり。 こ は 狼藉. 何者 ぞ といへば、 我等 先達って 矢 

を 射 かけたり、 相討ぞ とい ふ は、 蘭邊儀 太夫な り。 互に 面 を 見合せ、 其 首 捨て、 其 節 
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儀 太夫 鎗 付け 候 所に て、 一 矢射たるを、敵突込みた，.^、餘^引の板突走らかし、脇の 

下 へ 少し 突 込みた る を、 怯ます 一 一 の 矢 を、 左の 脇に 射 付けた...^, 

勘 解 由. 村 田 卒左衞 門， 相： IS びて 進み 行き、 敵 間 五六 間の 場に て： 牛 左衞門 一矢 射 か 

け、 勘 解 由 走り出で 突いて 戀る。 敵 三人 を 引 請け 突 合 ひしが、 1^- 左 衞門又 走り 付け、 

勘 解 由と 立 ：！^ び、 左の 方の 敵 矢先 故、 則ち 夫 を 分 射に 出し、 其 i< に、 中の 敵 を 討たん と 

する 內に、 卒左衞 門 左の 方 二三 間が 間に、 敵 二人 居 申 候 故、 內 一 人 長刀 を 持ち、 勘 解 

由 前へ ぎりた- 9。 時に勘解由手を負ひた..^。 右 四 人の 內 一 人、 平 左 衞門射 倒し、 鎗 

下にて 討 取る。 殘り 三人、 猶透 間な く 突 憑け た. -。 勘 解 由 も 終に 戰ひ 疲れ、 左の 脇壶 

を 突かせ 倒れた， 5。 首 を 取らん とて、 敵 共 走り 來る所 を、 菌邊儀 太夫. 長澤庄 左衞門 • 

岸 本多郎 兵衞、 差 詰め 引 詰め 散々 に 射 立つ るに 付、 鎗を 捨て、 逃 退き、 二人の 敵 も、 

少した めら ひ 居た る 所 を、 枠 小 太夫 は、 父 討死と 聞 付け、 飛ぶ が 如く 駆け 來り、 三人 

ぶ 敵中 へ 駆 込み、 突 伏せ 首 を 取る。 其 節 步弓者 又 兵 衞. 小姓 新 五郎 二人、 小 太夫に 

付きて 跡 を 詰む る。 小 太夫 其 時 十六 歳； ば I 名に て、 勝れた る 高名に 付， 家中に て 十 


六 勘 解 由と 稱 美した， - けり。 步弓 吉右衞 門. 長 助. 彥 兵衞. 鎗持市 右衞 門と いふ 者 共 

主人 を 引 起し、 突 込みた る 鎗を引 拔き脣 にかけ、 二三 間 返き しが、 終に 息 絶えたり. 

面 を 敵に 取られ じと、 殘る弓 の 者 共ら、 追々 馳 付き、 防 矢 を 射た..^。 

右 小 太夫 討 取る 敵 は、 長 曾 我 部 主 水に て、 後に 相 分りたり。 則ち 主 水が 後 も 藤 

堂 家に 仕官す。 

岸 本 太 郎兵衞 も、 其 節 鐵炮に 中り、 引き 兼ねた る 所 を、 步 弓彌吉 とい ふ 者、 駔 付け 引 

& けたり。 P^J際には、猶敵ニ三十も立ちて、引がば慕ひ來るべき勢なりa 菌邊儀 

太夫. 玉 置 七 左 衞門士 一 上 與兵衞 三人 同所、 長 澤吉左 衞門. 吉 W 六左衞 門. 稻葉 小左衞 

門 等 、味方 を 離れ 進み出で、 敵 間 十 間 計りに て 矢 を 射 かけ、 何れも 精兵の 射手、 敵 も 

向 ひ 難く、 堤の 陰に しこりた. o。 味方 恙なく 引取る 中に も、 儀 太夫. 與兵衞 など、 別 

けて 武者 振、 見事に 相 見えたり とい ひ 儀 ふ。 細 井 主 殿 も、 始は勘 解 由 同前の 所. 敵 

を 見かけ 突 憑け、 少し 場所 隔り、 錄を 合せ 首 を 取る。 此餘の 事 は、 此 末に 記す 

歸陣 後、 則ち 元 和 元年 八月 十五 日士ハ 日、 諸 士の働 吟味 有 々證人 を 立て、 働 者 
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口上書 差 出す。 諸 書 今に 之め り • 六日 七日 働の 樣子、 彼此 見合す 時 は、 委しく よく 分 

りたり。 此 書に 記した る 事 知らざる 人 は、 其 時の 働、 今 百 六十 餘 年に 至り、 知る ベ 

き樣 之な し と 思 ふ 族 は、 何事 も 知ら ざる 人の 言 t 色 々 記錄を 集む る 時 は、 斯く 

の 如く 本書 明細に 判る 事な り。 予が 家に も、 右 口上書 等、 元 和 戰功錄 と題號 して、 一 

冊 之 あるな り。 後世 知らざる 人の 爲に、 種 竹 此事を 愛に 述 ぶる。 

, 歸陣 後， 諸將働 吟味の 節、 仁 右衛門. 新 七郎. 彌次 兵衞組 は、 組頭の 首、 敵に 取られた 

る 儀，、 越度と 之 あり、 高名の 者 も、 一向 恩賞の 沙汰 之な し。 勘 解 由 組 は、 組頭の 首、 

敵に 渡さ  >  るに 付、 夫々 褒美 も 之 あり。 然るに 難 波 戦記に、 長 曾 我 部、 勘 解 由が 甲 を、 

所持 致した る樣に 書きた る は、 全ぐ 偽な. o。 難波戰 記に は、 僞怍 有. 之 か、 疑 はしき 

事 多し， 

右此 者の 敵 も • 長 曾 我 部 旗本 近く、 され ども 仁 右衞門 手先に は、 全體 手薄く 相 聞 ゆ • 

夫 故 長 追 もせす、 相 引に 引きたり • 

渡邊勘 兵衞， 早朝に 主人 和 泉 守 前 へ 參り、 軍 立の 儀な ど、 存寄申 談じ乘 出し、 枠畏兵 


衞を 尋ね 候へば、 早 先へ 參 b 候 由 申す に 仗. 其 筋へ 行 向 ひ、 仁右衞 門より 少し 別に 

て 之 あるべし と 相 見え， いか V の 存念に 候 や、 八 尾へ 寄らす、 二 町 程 北の方、 穴 太 村 

の 細道より、 向 堤へ 乘 上る。 印 を 堤の 上に 立て、 人數を 川原へ 打 下し、 一手 切に 戰 

ひ、 首 十五 尉 取， 9、 本陣 へ 持たせ 遣す。 

勘 兵衞事 は、 其 節の 差 出し も 無乏. 長兵衞 方に も、 勘 兵衞方 記錄も 殘らで 委しき 

儀 相 知れす。 餘 人の 家譜 差 出 等の 中に、 書 加へ たる を 取 集め、 幷に其 節家來 共の 

中-速 見 理右衞 門. 西澤治 兵衞. 豆 竹 少右衞 門. 山 本 傳左衞 門 等， 後に 直參に 呼出し、 

右の 者 共 家譜に て も、 少く考 へ • 勿論 右川 原と い ふ も、 八 尾 川の 下にて、 敵 は 大跟、 

南北 一面」 廣 がり、 川原 表に むらく と、 百 二百 づっ立 居た..^ と 相 聞 ゆ。 

一羽に 堤を乘 越えた る 弓 役 松 宮大藏 、川 向の 堤久寶 寺の 道筋 迄 相 働き、 能き 首 二つ 取 

、-弟 五郎 右 衞門も 首 一 つ 取る。 五郎 右衞門 は、 小姓 組 なれ ども、 弓 能く 射た るに 

付、 兄に 附添ひ 参りた き 願の 趣、 和 泉守閒 屈け 遣し 候 由 • 夫 故 右の 首、 早速 本陣へ 

持 參り、 入 尾 口にて、 二 三番の 早き 首な-.。 兄大藏 儀、 昨夜よ， - 腹痛 氣 にて、 押して 
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相 働き、 殊の外 疲れたる 所へ、 玉 置 太 郞助も 首 一 つ 取.^、 最早 引取り 參る ベく 候へ 

とい ふ。 大藏病 氣步行 叶 はす、 馬は乘 放し 候 間、 あれに 敵の 馬 多く 相 見え 候 間， 取 

つて くれ 候へ と賴 むに 付、 太郎助 心得、 久寶寺 町 口に、 鞍 置 馬十疋 計. y 牽竝 ベ たに 

其 馬 牽き來 り 候へ と 申せば、 是は 大野 樣の 馬に て 候へば、 敵方へ は 得 こ そ牽き 申す 

まじく とい ふ。 太 郎助閒 きも 敢す、 然 らば 目に 物見 せんと， 矢 をつ が へたる を 見て、 

早々牽き參るに付、大藏是に打乘..^、東へ向ふ所へ、 梅 原賴母 も、 長 兵衞と 行激， 、最 

早 引取る べしと、 此 筋へ 參. 0 しが、 此體を 見て 大藏に 向 ひ、 弓の 衆 は、 斯様の 節. 退 

口 相 働き 候樣 にと、 豫て軍 4^ に 候へば、 大藏 馬上 は 無用と、 馬のロを取..^押房し候 

へど も、 何分 病氣、 是非に 及ばす と 返答す る內 に、 敵 四 人 鎗三筋 弓 一 張に て 附き來 る。 

大藏先 へ 參る を、 射 倒した るに より、 賴母. 太 郞助兩 人 申合せ.^ Mi! ？。 兩人 とも 下人 

付かす、 取りた る 首 を、 鎗 弓に 取 揃へ 持ちて 退き、 敵 進み 來 るに 付、 雨 人 4„r 首 を 下 

に 置き、 太郎助 一 矢 射 放せば、 鎗 持ちた る 敵の 膝頭に 中り、 太 郎助矢 をつ がふ 內は、 

賴母餘 にて； iS 合 ひたれば、 心安ぐ 射させた， 5*  二の矢 敵の 腰に 中り 、はたと 倒れ、 


少し しらみ、 此方の 堤 際 迄 引取る 所に、 又廿 計り 慕ひ來 る。 1 初の 如く 踏 止まり 働 

く 所 へ、 小 森少右 衞門乘 屍り、 太郎 助. 賴 母し だるし、 引取り 候 へ と 呼ば はり 候 へ ば、 

何と 存じ 候 や、 敵 もしら みたり。 夫より 八 尾へ 引取る。 之 を 手柄の 退 口な りと 申 

5 たり。 

渡邊 長兵衞 ：3 岡 兵 部と 諸共に、 川原に て 相 働く 所、 後勢續 かや。 今 は 早 引取る ベく 

思へ ども、 敵 五六 百、 跡の 堤へ 入 廻りて、 殊の外む づ かし。 然る 所 八 尾 堤の 北の方 

に、 父 勘 兵衞馬 印の 見えた る を 見付け、 あれへ 一所に 相 成り 然るべ しとて、 兵 部と 

馬 を竝べ て馳 出で しが、 家 來速水 理右衞 門， - 若年より 父 勘 兵 衞に從 ひ、 場數功 者の 

者に て、 長 兵衞が 馬の 口に 取 付き、 北の 川原 は 敵 多ぐ、 中々 通し 申す まじく 候。 南 

へ 行かれ 候 は K 堤の 上に、 人 數少々 見えた る 計りな り。 此方 へ 御 越し 候 へ と 引 廻 

し 候へば、 其 節 兵 部に、 是非 能き 首 一 つ 取.. りたく 思 ひ、 又 殿して 跡に 殘. り 尉 死す • 

齢 廿ー歲 なり。 

右兵 部 は、 赤 母 衣な ，-。 然るに 左 後彌次 兵衞. 勘 解 由に 加へ、 追善 等 香 (奥に も、 別 

r< 尾 二番 合戦 覺  S ま. 
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段に 沙汰 ありし は 如何、 大將分 六 人と 申 像へ、 其 仔細 相 知れす。 子 もな く 跡絕ぇ 

た トノ。  . 

長兵衞 は、 夫より 南 へ 向 ひ、 敵簿き 所に て 堤へ 乘 上げ、 北の方 を 見れば、 父 勘 兵衞が 

馬 印 も • 早 堤の 下 へ 引下し、 堤の 腹に 添うて、 八 尾の 方 へ來る に 付、 長 兵衞も 彼方 此 

方と 廻り、 父が 手へ 加 はりたり。 . 

右 引取り 候 時節に、 仁右衞 門. 勘解由 討死 湔 後と 相 見え、 道筋 明らかに 書記 さすと 

雖も、 考 ふるに、 先づ八 尾の 村 中へ 引取り、 失よ. 0 渡邊掃 部な ど 同道に て、 勘兵衞 

方へ參着候事と相見ぇた.^。 

右是迄 を、 八 尾 口 二番 合戦と いふ。 然れ ども 北の方 は、 相 引に て事濟 み、 南の 方 

は、 返 口む づ かしぐ、 此 所は宫 內少輔 手に て 盛 返し、 此 間切りな く、 三番 合戦へ 引 

續 きな. 9。  , 

若 江 口 一番 二番 合戰覺 


右備右 先手 梅 原 勝 右 衞門武 政 は、 玉串の 方へ 出 憑け 之 ある 所へ、 本陣より 相圖 有に 之 

に 付、 足輕引 連れ、 若 江の 方へ 乘 出す。 井伊 家の 旗 は、 十四 五町 跡より 來る。 彥 根の 

物見 极山忠 兵 衞乘來 り、 敵 かと 問 ふ。 藤 堂 和 泉 守 先手 梅 尾 勝右衞 門と 答 へ たり。 

•大坂方木村長門守重成、其外相備の者共、若江出張諸說樣々なh^。 上に 記した る 通 

り、 豫 ての 手 當砍、 玉 造 口よ b 押出し、 本莊. 深 江より、 若 江へ 出で たるに 疑な し。 尤 

長 曾 我 部、 申合せた る 事に 無， 之と 雖も 、井伊. 藤 堂、 高 安に 在陣を 知りて、 兩 御所 御 旗 

本 を 心がけた る は 同意た る べし。 長 曾 我 部. 增 田が 勢、 南より 押し 來る 節、 計らす 木 

时が 勢、 錦 郡より 罷 出で、 南北に 引 續き相 見えた，..^。 藤 堂 家實錄 にも、 大坂 勢、 八^ 

より 若 江へ、 人數繰 入れたり などと 書記したり。 此事當 時相 分り 難しと 雖も、 攝戰 

實錄を 引合せ、 あらまし を 記す。 

木 村が 先手 二百 計り、 此邊人 ある べしと も 思 へす。 若 江村 中よ.^ 東へ 取りて、 十三 

街道へ、 一 騎 打に 押出す 所に、 梅 原 勝右衞 門-足 輕を ひた-/^ と 折 敷かせ、 敵へ ばら 

ばら と 、六十 挺の 鐡炮 を、 朝霧の 間より 一 度に 切って 放し 候へば、 敵 も 崩れ 立つ 所 
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を-勝 右衞門 一 番に鎗 を 入れ、 二 男 萬 之 助. 甥 深 尾 兵 太、 其 外 家 來足輕 に 至る 迄、 精力 

を盡 し相戰 ふ。 勝 右衞門 自身に &首 二つ、 深 尾 兵 太 .河 合 三千 碇年 右衛門. 堀 七 助 • 

馬取甚 九郎. 孫 助. 首 一 つ 宛、 三 浦 作 右 衞門は 二 つ、 田 村 十 兵衞は 四つ、 勝 右衛門 手へ、 

首數 十四 討 取る。 總て 組の 足輕に は、 小屋 番 として、 二三 人 宛殘し 置く 故、 何れも 

^の 通り 六十 挺 は 相 揃 はす。 勝 右衞門 は、 自分の 鐵炮七 八挺 持たせ、 何れも 合せた 

り。 斯の 如く 心褂 よく、 右 一 手に て、 大 なる 高名した， CS とい ひ傳 ふ。 

按す るに、 木 村 も 共々、 平野よ， 0 出で たらば、 此節長 門 守 旗本 も、 早萱根 或は 錦 郡. 

若 江 近所 迄、 押出す 箬。 然 らば 是非 一 方に て は、 長 門 守 自身 働 もすべき 箬の 所、 

兩所 とも、 斯樣 に、 む ざ- と 破られた る は、 全く 長 門 未だ 此 地へ 出で ざると 見 

えたり。 深 江の 此方、 小 坂 村の 邊迄押 付く る 時分の 儀に て、 旗本 は 手に 合 はざる 

やうに 相 見えた， o。 

母 衣 組 大律傅 十郞. 靑木忠 兵衞. 勝 右衛門、 少し 跡よ b 參り、 足輕押 行く 內に、 大方 乘 

付け， 勝 右 衞門餘 を 入る、 時分、 橫 鎗に懸 りたれば， 敵 四 五十 騎 進み出で たり。 忠 


兵衞. 倦 十 郞鎗を 合せ、 忠兵衞 甲 首 一つ、 » 十郞は 二つ 迄 財 取.^ たり 资中 一つ" 

馬 物の 具の 様子、 大將 分と 相 見えたり • 持參 して 其 段 * 候へば、 和 泉 守、 首 冑の體 

實撿 し、 其 分た る ベ き 旨 賞美し け. -。 其 上 早 首に て、 若 江 一 番 合戦に 相 力 へす る.^ 

此兩 人より 外に 沙汰 之な し。 W 鬼 角す る內 に、 井伊 掃 部 頭 先手、 段々 に 押し 來 るに 

付、 勝 右 衞門も 人數を 引上げ、 首 ども 本陣 へ 持たせ 遣し 中 入す • 

木 村長 門 守 は、 先手 鐵炮の 音 夥しく 閒き、 若し や 敵に 喰 付けられた るかと 道 を 早め、 

若 江 東口へ 押 付く る。 先手 散々 に 打 散らされ、 早 や 勝 右衞門 引取.^、 向の 方に は、 井 

伊 家 は 旗 押 立て、 段々 に 繰 出す。 南の 方 は、 藤 堂の 人數、 左の 方へ は极原 街道よ，.^、 

人 數-き ー百づ つ、 ばらく に 押し 來る樣 子 を 見て、 人數を 三つに 分け、 木 村 主計 を 左 

備 として、 七 八 町 北の方、 岩 田 村に 備 として、 I 村 に 差 向け、 募 は 中 軍 を 

頜し、 若 江 東口に 旗 押 立て、 先手 を 十三 街道に 押出し、 路の 左右 麥畑 にて、 足場よ き 所 

なれば、 敵 味方 互に 備 お立て 詰 合 ひたり。 

錦 郡の 備頭、 世間の 記錄 姓名、 種々 書記す と雖 も、 籐堂家 實錄に は、 委しく ネ.^ 

若れ 口  I 香 二 香合 戰覺  B 
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す。 但增 田が 人數乘 割られた る 者 iir 參る べき 所 之な く、 寄 合 ひたりと 相 聞え た 

，リ。 是迄を 一 番合戰 として、 之より 二番 合戦な 

若 江 二番 合戰覺  、 

右の 先手 士隊將 藤 堂 新 七郎良 勝， 先達って 渡 邊八左 衞門. 小川 三 郞右衞 門 を 差遣し、 

其 身， お 組 中 騎馬 步 武者 胴 勢に 至る 迄、 列を亂 さす 玉串 川 を 渡り、 藤 堂支蕃 諸共、 萱 

振 村 を 目が け 押來る 所に、 澤田平 太夫、 西より 乗歸 るに 行 合 ひ、 新 七 郞詞を かけ、 光 

先樣子 如何 ぞと尋 ぬる 所に、 さん 候、 式部 竝に 同名 佴馬 我等な ど、 只 一 戰に駆 破 b  、首 

取り 候と 差 上げたり。 敵 は 早 や 敗軍 让候. 各樣 運く 相 成、 御殘 念と いひて 行 過る。 

新七郞 は老將 * 物に 馴れたる 者 なれば、 左 樣の事 何とも 存せ やぶせ 嘯いて 居た るに、 

蕃は 若武者、 甚だせ き 立て、 馬に 鞭打ち、 一散に 駆 出づる を、 やれ 待てよ 玄蕃 と、 

呼べ ども 耳に も 入れす、 家 來殘ら や 駆 行け ども、 追 付き 兼ねた トん 新 七郎矢 竹に 思 

へど も、 支 蕃 共に 駆 行き. 步 武者 續 いて は 鐵炮も 打 たれ まじと、 齒 « をな せど も、 是 


I 


非に 及ばす、 步 立打續 き、 急ぎ 押 行きた..^, 

藤 堂 支 蕃良重 は、 古 關白秀 次 公に 仕へ たる 玄蕃良 政が 次男な り。 關白 逝去 後、 父 良 

政 流浪した る を、 和 泉 守. 伊豫へ 引 移る 節 召 抱へ、 其 後關ケ 原に て 討死、 嫡子 良 連、 十 

二 歳の 幼童 たれ ども、 遺跡と して、 五千石 遣し 候 所に、 程なく 病死、 支 蕃良重 十九 歲 

の 時、 遺跡 本の 如くに 遣し、 親族 故、 憐愍 を 加 へ 置きし 所に、 良 重 成長す るに 隨ひ、 器 

量 骨柄 人に 勝れ、 心樣忠 厚な， -。 去年 城攻の 時、 晝夜相 働き、 家來核 井甚五 討死し、 自 

身 も 度々 竹 把の 外へ 出で、 家來共 下知の 樣子、 親に 劣らぬ 勇士と、 人々 稱し た."。 當 

年 出陣 前、 勢 州津に 於て、 支 著に 附屬 して、 我等 壯 年の 時より 此冑を 着し、 度々 の 合 

戰に、終に後れを取h^たる事なし。 之を讓 るべき 若者、 其方なら で 外に 一人 もな し 

と、 さま，^ 懇に申 聞け 候へば、 玄蕃 面目 身に 餘り、 如何にもして 勝れた る 高名 を 

顯 はし、 主人の 恩 を 報じ 申す ベ しと、 今年 廿三 歲、 勝れた る 大兵 剛強に て、 三 反 幅の 

大哉を 指 物にしたり けれども、 馬堪 へざる が殘 念な b などい ひて、 血氣 盛の 勇士と 

いひ 傳へ たり。 右 唐 冠の 冑と いふ は、 脇 立 物の 笄 左右へ 開き、 五 尺あって 朝日に き 
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ら めき、 駆け 來る 有樣、 凡人なら や 見えけ るに や、 萱振 西の方に、 少々 立 居た る 敵、 皆 

錦 郡の 村 中へ 引 入りたり。 支蕃續 いて 駆 入う、 村 口にて 四 五 人 踏 止ま. -し馬 武者 

へ、 會釋 もな く乘 入り、 馬上より 一 人 突 伏せ、 首 取らん とすれ ども、 家來續 かす、 下 

立ち 首 を 取らん とする 所 へ、 又 二三 十 むら-.^ と 寄せ 來る。 鎗取 直し 突 掛け 候 へ 

ば、 其 儘 逃散り、 武家の 裏 小路々々 へ隱れ たり。 跡へ 乘歸れ ば 走， り 出で、 後よ b 切 

懇 くる。 打 向へば 逃げたり。 又 彼方此方より 走， - 出で、 弓に て 射 立て 惱す內 、左の 

脇復- 右の 太股へ 射させけ る 所へ、 中 白の しな ひの 指 物 負 ひたる 武者 一 人出 向 i 

則鎗を 合せ、 暫時 戰ふ 內、 支 蕃が射 向へ 突 込む を、 其 儘 左の 手に て 取る。 突立て た 

る 敵 も、 近寄る 事 叶 はす、 此所を 大事と 引合 ふ 所へ、 S 蕃が 小姓 押 川 權左衞 門 走. 9 

來， 9、 彼の 敵 を 切 倒し 首 を 取る。 其 外 家 來四五 人 駅 付け、 主人 を 肩に かけ 返く 所 

を、 敵 慕 ひ來 るに 付、 度々 踏 止ま， 9 相 戰ふ。 山 岸 喜 太郎. 堀 七右衞 門. 水 谷 喜 平 次 其 場 

に 討死す。 山 岸が 僕、 主人の 當の敵 を 討 取る 9 小姓 福 岡 喜 太夫-敵の 乘 捨てた る 馬 

を 取來. 0 /主 蕃を搔 載せ、 玉串 川 迄 引取. 0 たり • 押 川 漸く 敵 を 追 退け、 途中に て 走 


、主人 氣カ 如何と 尋ね 俊へば、 まだ 裏にて、 我等 脇差の 小柄 之な し • 戦場に 

て 落ちた るか、 無念な .-と いふ を 聞き、 押 川 又 取って返し、 尋 ぬれ ども 相 見えす。 

又 主人の 方へ 急ぎし が、 後歸. - 見れば、 小柄 は 小屋に 殘. - ありけ り。 右の 樣子 故、 

支 蕃家來 共、 首數も 不分明に て、 相 知れざる なり。 

藤 堂 新 七郎良 勝. 矢 倉 兵 五郎 秀政、 直に 錦 郡へ 押 付け、 木 村が 手配の 右備 ，此 ロ迄殘 

らす張 出したり. 凡そ 同村と 相 聞え た. -。 新 七 郞足輕 を 下知し、 鐵炮 をつ るべ かけ、 

畑の 中より 突いて 蒐り 候へ と 場 を 詰めたり。 敵 も 待設けた る 事 なれば、 互に 鐵炮 

を 打 合 ひ、 敵 味方 足輕手 負數多 あり。 元來此 新七郎 は、 和 泉 守 外戚の 從弟 にて、 十 

四 歳より 出陣の 供し、 神 崎 川の 水中に て 組 打し、 所々 出陣 每 にても 先登し、 生涯 數 

十三 度、 別けて 朝鮮 國閑山 島に 於て、 番！^ 乘 取上咼 名し、 異國 本朝に、 名 を 知られた 

る老 武者な. 9。 性 得冑を 着す る 事 嫌 ひに て、 髮結ふ 事 も 厭 ひぬ る 時 は、 髮鬚 立上り、 

夜叉の 如くに 見えた，^ とい ひ » ふ。 右の 通の そげ 者 故、 具足 も 華美 を 好ます、 其 口 

の 装束 は、 皮 包の 具足の 上に、 紙子の 羽織 を 着し、 白 布の 鉢卷 して、 組 中の 先に 立ち、 
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jS めよ 蒐れと 下知した る聲 雷の 如く、 場合 近くなる と、 騎馬 頭 田 中 藏之求 一、 足輕を 

押 割 h /烟の 紛れよ 眞 先に 進み、 嫡千田 中 源 三郞、 續 いて 進み出で、 一 番に首 を 取 

る。 渡 邊族萩 森 又 兵衞. 入 交 太 郞左衞 門. 大木 平 三郞、 其 外 新 七 郞家來 餘江久 左衞門 • 

小 E  ニ左衞 門. 小島 傳助. 浸 市右衞 門. 山 本 勘 七. 入 太 名 左衞門 • 矢 倉 兵 五郎. 家 來林義 

左衞門 等、 我 も- (^と 突いて 出で、 首 一 つ 宛 討 取る。 其 場 四 五十 間 突崩し、 首數十 

四 ま、 本陣へ 持たせ 遣したり。 然れ ども 敵 多勢 故、 跡 勢 强く踏 泳へ、 愛 を 破られ じ 

と相戰 ふ。 田中藏 之丞竝 に家來 二人、 箕 浦少內 .le^ 尾 勘 七. 井江 半 左衞門 等、 矢面に て 

討死す。 新 七 郞齒嚙 をな し、 眞 先に 乘 出し、 白 柄の 大 長刀 を 打 振り、 前なる 敵十骑 

計り、 矢庭に 薙 倒した る 所に、 組の 士草野 大藏、 其 外 郞等駔 合 ひ 首 を 取る。 其 勢 を 

以て、 手先 突崩し、 若 江の 町中へ 追 込めたり。 町中の 橫 道より、 敵勢 三百 計...^、 こ、 

かしこの 小路より 押し 來り、 鎗を 入れて、 新 七郞： 組 家來、 樣々 働け ども， 大軍 にて 

追取卷 き、 入替 へく 攻戰 ふ。 終に 新 七郞、 五十一 歲 にて 討死す。 家來 小島 傳助 .濱 

市 右 衞門. 組 士七里 勘 七。 梅 原 龜之助 尾 小 十郞. 极尾甚 兵衞. 中西紋 兵衞. 西 川九郞 


兵衞. 田邊 五兵 衞. 矢 守太郞 助. 竹 村 兵吉. 矢 倉 兵 五郎. 家 來佐藤 嘉右衞 門 等， 一 足 も 去 

らす、 同所に て 討死す。 其 外 手 負數を 知らす。 組頭 討死、 返 口 甚だ 大事と 相 見えた 

る 所に、 木 村 方 も 手 負 死人 夥しく、 且又 東口に て、 長 門 守 旗本へ、 早 井伊 家 合戦 取 詰 

め、 手前 y しき 故 か、 慕 ひ 來る敵 もな く、 相 引に 引取 トメたり。 難波戰 記に、 卒塚 五郎 

兵 衞隊將 として、 佐 久間藏 人. 青木 七 右 衞門. 杉 森 市 兵衞. 長屋 平 太夫. 古田 二 郞左衞 

門. 黑川源 兵衞. 牟禮彥 三 郎等、 西 郡 へ 差 向 ひたる 由 記したり。 正 說と相 見えたり 

右の 手に て、 餘 程首數 上り 候 由、 申傳 へたれ ども、 新七郞 組の 差 出し 紛失して、 委 

しき 事 粗 知れざる なり-。 

玄蕃 を、 本陣 迄 無事に 引取， り、 家來共 馬より 抱き 下し、 冑を着 乍ら、 小屋 へ 搔 込ま 

んと する に， 何やらん 手 を 揚げ、 苦しき 聲 にて、 はねが- とい ふ。 是に 主人より 

拜領 の冑に て、 唐 冠の 脇 立 物、 狭き 小屋に つかへ、 損じ 申す ベ き やと、 今 はの 際 迄 

君 3,3 を 重んじた る 心 遣、 人々 感じ入 b たる 由、 和 泉 守 聞く と 等しく、 自ら 小屋へ 見 

舞 申 さ れ たれ ども、 最早 舌- 」 は り 言語 通せ .To 和 泉 守 も 胸 迫， り、 支蕃 か. と 計 
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にて、 外に 詞. 出です、 大に 落涙せ しなり • 扨 午の 刻に 絕命 すと かや • 

此時新 七郞. 仁 右衞門 .彌タ 入 兵衞. 勘 解 由 討死の 事、 追々 註 進 これ あ..^。 委しき 儀 記 

錄 之な/、、 卽 R 伊賀. 伊勢へ 使 差 立て、 右の 者 共 討死の 段 申 遣す。 八日に、 雨國留 

守役 人 共 迄、 仁 右衞門 • 新 七郞. 支蕃 跡の 儀、 自筆に て 申 付け 遣した る 由。 押川權 

左 衞門儀 は、 = 節の 働聞屆 け、 直 參に申 付け、 知行 四百 石 遣し、 鎗 奉行 申 付け、 子 

孫 今に 內 分の 久居附 に 之 あ. 9。 

藤 堂 釆女元 則 は、 井伊 家 へ 使と して、 神 立の 陣 所へ 參る 所に、 早 玉串 迄 出馬に 付、 跡 

を 慕 ひて 參り たり。 

按す るに、 古、 玉串 .花 岡の 1 一村 を 詰め、 當時は 市場 村と いふなり。 

井伊 殿の 前 へ 參り、 和 泉 守 申す は、 今日 は 道 明 寺 表 へ 罷向ふ ベ き 旨、 御 互に、 豫て の 

御 軍令 蒙り 候 所、 御覽の 如く、 八 尾よ b 出で 候 敵、 旗 先に 相 見え 候 間、 打 捨て置き 難 

く 候 間， 是非に 及ばす、 人數差 向け 候。 兩 御所 御 旗本 迄、 程遠く 候に 付、 心外 御 下知 

相 伺 はす、 恐 入 奉 b 候、" 貴所に 於ても、 定めて 御 軍 慮 御座 ある まじく 候。 右の 段 御 


案內 申入 候 旨 相 伸べ 候 所、 井伊 殿御 開き、 御尤の 仰に 候 • 我等に 於ても 同じ 事に 

候と 御 返答 あり。 且亦采 女へ 申され 候 は、 迚もの 事に、 暫く 夫に て 相 待ち、 我等 者 

A 〈、敵 を 追 崩し 候 を、 見物 ある まじき やと 仰に 付、 一 段 望む 所に 候と、 暫時 見合す 內 

に、 先手 詰めたり。 采女乘 出す 時、 組士 何れ. も 附參る ベ しとい へど も、 御 使の 儀に 

候へば、 我等 計， -參り 候。 各に は、 御 旗本 守 謹 致されよ。 先手へ 參る 事、 & 一く 無用 

と 差 止め、 玉 置 角 之 助 直秀、 朝鮮 陣以來 、場數 に 馴れたる 勇者 故、 此者 一 ん 同道す。 

然れ ども 同 組 湯川甚 五郎. 藪 久左衞 門. 原 田 * 左衞 門. 中 川 三 太 郎等， 有無 を 言 はす、 

* よ. odwp^ へ參 る。 馬廻の內ょ.0も、追々馳付くる者之ぁ..^、角之助と申窗ー ^6 

よ. 0 愚 b 候 は、 井伊 家の人 數 と混雜 致し、 如何と 相^へ、 少々 左へ 乘 廻り、 福 萬 寺 

村と 玉串 堤との 間に、 繁 りたる 小 藪の 陰に 伏し 居、 兩方打 合す 鐵炮の 昔 まばらに 相 

成る 時分、 水田 を撗 合に 乘 S け、 采 女. 角 之 助 一 番に下 立ち、 鎗を 合せ、 一 人 づっ突 伏 

せ 首 を 取る。 又 能き 武者 一人 餘を 合せ、 采 女手 負 ひ轉び 候へ ども， 難なく 討 留め 首 

を 取る。 家來 馬場 治 左衞門 • 入江 六 右 衞門. 飯 田 喜 兵衞、 鎗を 詰め 首 を 取る。 玉徵. - 
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Kl- 次 討死し 其 外 原 田 傅右衞 門. 中 川 三 太 郞. 藪 久左衞 門. 馬 廻 紐 眞野半 左 衞門. 熊 谷 左 

兵衞 等， 同所に 高名す。 此時 井^ 家の 先手 も、 段々 に鎗を 入れ 突立て 候 時、 木 村が 先 

手 追 崩され、 村 中へ 引取/に 付、 采女も 組 中 其 外人 數引 揚げ， 和 泉 守 本陣へ 歸 りけ 

る。 右采女 働の 樣子、 掃 部 頭 見 及ばれ 候て、 甚だ 感稱 して、 馬 廻に 持たせた る數鎗 

の內 一本、 采 女へ 賜 はりけ る。 只今に 至り 彼 家に あり。 但當 時の 采女 迄、 常に 持鎗 

にした る 杉 形 摘 毛 責貝柄 の鎗な b とい ふ • 

小姓 &の 面々、 采 女手へ 参りた る を 聞 付け、 氣 早なる 者 共な 、拔々 に參る 中に も、 杉 

野丞 太郎. 山路 庄兵衞 手前に て、 金の 冑に、 天鵝絨の 羽織 着た る 武者 を 突 伏せ、 手 負 

ひ 候へ ども 首 を 取る。 杉野丞 太郎. 段々 の 指 物差した る 武者に 打 合 ひ 首 を 取る。 井 

伊 家の 内 河 合吉兵 衞.靑 山 何某と いふ 者 も、 二三 問 跡に て 相 働き、 健に 詞を 合せた る 

由、 書取に 證 あり。 

其 外 小姓 龃服部 內藏. 淸水 佐右衞 門. 葛 原 半 四郞. 竹 中 重 太夫 • 周 防 勘右衞 門. 須知主 

水 組 佐久間 勘右衞 門. 川 島 六 左 衞門. 坂 崎 左 助. 田屋九 郞右衞 門. 來島組 萩 山巿助 • 藤 


堂 主 膳 組 柳 生 九 左 J ^門. 草 山 惣左衞 門. 北莊三 四 郎. 佐 伯權之 助. 家來長 田三郎 兵衞. 

衞藤 * 左 衞門. 同 弟 惣左衛 門 等、 追々 馳付 けたれ ども、 采 女に 尋ね 逢 はざる 故、 井伊 

家 手先に て、 皆々 鎗を 合せて、 首 一 つ 宛 討 取りて、 采女 途中に て打會 ひ、 首 披露 相輕 

み、 實撿に 入れたり。 三 四郎首 三つ 討 取り、 內 一つ は、 馬上の 敵 突 落す。 其 節 井^ 

家 服 部 何某と いふ 士に詞 を 合せた る 由、 口 書に 載せたり . 

右是迄 を、 若 江 東口 二番 合戰 とす。 新 七 郞とは 場所 違 ひ、 前後 相 分り 難し • 然れ 

ども 八 尾 二番 合 戦果 ロ三ケ 所、 大抵 同時と 相閬 えた h^,. . 

其 後 木 村長 門 守、 旗本 を 以て 盛 返し、 烈しく 相戰ふ に つ き、 井伊 家の 胴 勢 も、 少々 進 

み 兼ね 討死 も 多き 由、 山 口 伊豆守 討死 も、 此 節の 儀と 見えたり • 其 後 敵方 敗軍， 長 

門 始め 物 頭 共 も、 井伊 家 へ 討 取りたり。 

按ゃ るに、 若 江村 東の 出口、 十三 街道へ 懸 りたる 所、 村 口よ i 一町 程 行き、 左の 方 

に 山 口 氏 石碑 あり。 文 は 林道 春 * 篆額は 石 川 丈 山 筆に て、 甚だ 見事なる 碑な り 

其 所より 廿間稈 南の 方に、 木 村長 門 守 石碑 あり。 法名な ども 刻み、 俗物 乍ら 並 河 

若扛ニ 香合 戰覺  0^ 
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五市 郎 立てた る 由、 所の 者い ふ。 是 より 東に 地 高に て、 二三 町も麥 畠な.^。 是古 

の 若 江 堤の 形、 玉串 川の 跡に て、 今 も 細き 流 を 通じ、 川上 殘， 0 たり。 右 碑 を 立つ る 

所 は、 卽ち長 門 守が W 死の 場と 見えた.^。 其 仔細 は、 若 江 東口より 右 石碑の 場 迄， 

繩 手の 左右 沼田 に て、 足 場 宜し からす、 南の 方へ 少しづつ あけ、 畑 ふん あ る 先 は、 

足 入 多し。 木 村 旗本 を 以て、 此繩手 盛 返し、 東の 廣場迄 追 返し 候 所に て、 伊豆守 

討死と 相 見えたり-。 長 門 も、 今日 を 限りと、 覺 悟した b とい ひ 傅へ たれば、 其 場 

を 去らす 财 死した る 模様、 場所 相 應に相 見 ゆる。 右 は 他家の 働 場に 候へ ども、 采 

女 鎗場見 分して 相 攻めたり。 此 所に 相 考へ、 書载せ たれ ども、 當 時の 考故、 相違 

之め るべき や、 其 段 は 計り 難し •  . 

采女 組の 內. 川口 善 九郞. 長 野 喜 太郞鼓 旗本 組の 若者 41 ハ坂崎 S 太夫. 山 田 三右衞 門. 荒 

川 治右衞 門. 熊 谷 七 郞兵衞 山川 源 助. 御原 八右衞 ST 其 外 十 人 計. 9、 追々 駆來 りしが、 

若 江 事濟む 故、 殊の外 殘 念に 存じ、 井伊 家 勢に 相 交り、 玉 造 口の 方へ 追 打し、 中 太 村 

莹明迄 行きた る 者 も 之 あり。 川口 善 九郎. 長 野 喜 太郞. 青木 仁 助. 口野 半卒. 森甚之 マ 


山 田作 十 郎六人 は、 首 を 取り 歸る • 場所 相違の 働、 賞美すべき 事に あら ざれ ども、 

木 村 兵 引 口 の 道筋、 考に相 成る 事故、 實錄の 趣 書 載せたり。 

榊 原 遠 江 守. 小 笠 原 兵 部 大輔、 昨 五日、 早 田 迄 翁陣の 所、 今朝 此 筋合 戰之 ある 樣子相 

聞え. 松原 街道 を、 西の方へ 押出され、 木 村 主計、 岩 田 村に 人數 立てた る を、 申 

すべきの 旨 用意の 所に、 御 目 附藤田 能 登 守の 曰、 前に 水田 之 あ， 9 候- 駅 引なる まじ 

く 候 間 • 北 へ 御 廻り、 御 憑，^ 候 へ と、 達つ て 申さる、 に 付、 小 笠 原 も 道 を 廻りた る內、 

榊 原人 數 水田 を 渡. >  直に 憑り、 主計が 備を 破りたり。 此 等の 事 は、 別けて 他の 儀 無 

用の 事 たれ ども、 別けて 若 江 表 全體の 落着、 相 分らん 爲 めに、 書 加 ふるもの なり。 

附 錄  . 

右 之 通、 八 尾. 若 江に 於て、 藤堂冢 大身の 者 共、 數多 討死に 付， 世間の 記錄 に、 樣々 

異說 多し。 藤 堂 家の 實錄に 於て は、 左樣の 筋合、 似た る 事 も 相 見え t 別けて 尤も 

仁右衞 門. 新 七郞、 他事な き 忠義の 厚き 趣、 先達って 和 泉 守へ 申閡 けたる 儀、 子孫へ 

言傳 へたる 實錄之 あり。 ^^ハ家 々 に 大切 に す る 事故、 是迄 外へ 出づ ベ き やうな し。 

若 二番 合戰覺  0^ 
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依って 實錄低 上に 知る べき やう 勿論 之な し 之書傳 のま、、 左に 附錄 す， 

今年 出陣、 淀に 在 陣中、 仁 右 衞門. 新 七郞兩 人、 和 泉 守 前 へ 出 申 候 は、 當年 も、 又々 御 

先手 仰 を 蒙られ、 私共 相 替らー >  先備仰 付けられ 候； 爭、 武門の 面目 之に 過ぎす、 忝く 

存候" 夫に 付 相 考へ候 所、 大坂方 只 一 城に 楣籠 りたる 敵に 候へば、 必死に 相戰ひ 

候 は く存の 外む づ かしく 之 ある ベ く.. ，J 存候" 近々 御 押 詰めな され 候 は V 、合戦 

勝負 を 顧みす、 一番に 組 入り、 討死 仕るべき 旨、 兩人 申合せ 候。 左樣 なく 候て は、 

此度、 重き 御先 手、 仰 蒙られ 候詮 もな く、 去年 以來、 色々 雜說、 取 返し もなる まじき 

間、 新 七郎總 頜宗德 へ、 仁 右衞門 娘緣組 仕度、 內々 申 談置候 間、 此儀も 御 聞 置 下さ 

るべ く 候。 何 角の 儀、 細々 申談 じたる 事、 實 錄書殘 したる を、 殊に 兩人 親屬 厚き 

間柄の 者なる を、 樣々 世間へ 洩る べき やう もな し。 依. 之 仁右衞 門. 新七郞 始め、 述 

懷の 討死な どと、 見た る やうに 書 傅 ふる は、 大きなる 虛說 なり。 旣に 前年 冬陣の 

時、 住吉 表在 陣中、 新 宮左馬 助 を、 渡邊勘兵衞功者先手に 罷在.^打洩らし、 和 泉 守 

腹 立の 事、 能く 兩人は 知り たれば 、述懐 等の 事 は、 毛頭 之な き 事、 實錄に 書きた る 


にて 相 知れたり， 

桑名彌 次兵衞 一 孝 は、 元 土佐士 にて、 長 曾 我 部 譜代の ほたり。 長 曾 我 部 身上 歿落 

の 後、 和 泉 守 方へ 參る。 士 組せ ハ七千 石の 采地 を、 申^け 匱き た，... 長 曾 我 部 元 親子 

盛 親、 大坂 籠城の 砌、 故主へ 參. - 候樣. 申 越す と雖 も、 彌次 兵衞、 存念 之 あると 申し 

て從 ます。 五月 六日、 不思議に、 八 尾に て 長 曾 我 部 旗本に 向 ひ、 討死した る 事、 新 

主の奉<ムも闕けす、舊主への志も相立ちたh^と、 人々 感じ 申す 儀、 難 波 戰記其 外 

/も 書 載せ 候 通りと 相 聞え 侯" 長 曾 我 部 も 哀れと 存 せられ 候 や、 夜に 入り、 彌次 

兵 衞が首 を、 枠將監 方へ 贈られた る 事、 相違な き 事と 申你 へたり。 此度地 黃に黑 

餅の 旗 を 見る と 其 偉、 討死 を 決し 候 由、 古、 長 曾 我 部 旗」， す、 知りた る&、 斯 くの 如 

しと 云々。 

支蕃 事、 上に 記す 通. o、 幼年よ. り 不便 を 加へ、 恩 遇 身に 餘り 人に 越え 候 • 高名せ 

んと存 する 所に、 澤田が 廣言を 無念に 存じ、 血氣の 勇に 任せ、 多勢の 中へ 駔 入り 

討死し 、述懐 毛頭 之な き 儀 勿論な り。 勘 解 由 は、 若年より 取 立の 者 は、 冬 歸陣已 
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後 千 石加增 遣し、 合せて 三千 石、 騎馬 弓 頭が 中備の 先手たり。 是又 述懐の 存念、 

一 .2 無 A 一儀、 但其 時に、 勘 解 由 着用の 兜、 張拔 にした る 故、 覺 悟の 討死と いふ 說ぁ 

.0。 さに あらす、 性 得 § ルを 好まざる 由、 殊に 勘 解 由 は、 至て 勇者 故、 1 甲を賴 ます • 

斯 くの 如き 物 好に て、 前々 より 着用 も 計り 難し。 此兜を 以て、 必死の 討死と、 極 

めたり ともい ひ 難し。 敵 大勢の 中へ 向 ひ、 四 人 迄 相手に 仕 鎗 合せ 候へば、 如何 

なる 剛の者 も、 討死す まじき と は 申されす。 旣に 新七郞 など は、 一生 兜縑 ひしな 

\ 右の通り なれば、 五 人の 者 共 討死の 趣、 委しく 分りた るな り。 中々 他 書に 载 

せた る 如きに は あらやと 知る べし * 小身 にても、 田 中藏之 など は、 覺 悟の 討死 

なり。 元來薩 摩の？^ - 目の 城に 罷 在候豊 後の 大 友と、 取合せ 候 時分、 度々 武功 之 あ 

りし 者な り • 後 浪人して、 高麗 陣の 砌、 案內 者と して、 太閤より 御附 けなされた 

KV. 高麗 表に 於て 働 も 之 あり。 直に 和 泉 守 家來に 仕り、 五百石 遣し、 伊豫に 於て、 

艄 手 郡 方 等の 役儀 申 付けた. -。 大佛 造營の 節、 材 本の 事に 付、 少々 越度 之 あり、 

知行 召 放され 勘氣を 請ぐ。 然れ ども 他 國へも 行かす、 時節 を 待ち 居た.^。 大坂出 


陣の 沙汰 之め る に 付 藏之丞 訴狀を 認め、 出陣の 供 を 願 ひ、 討死し、 御 恩 を 報じ 申 

すべし と、 誓詞 を 相 認め、 津の 城へ 持参す。 され ども 取 上 之な きに 付、 枠 源次郞 

が 申 候 は、 是迄他 國へも 御 越な されす、 忠節 御 守，..' なされ 候へ ども、 此度願 御 聞 

屆之 なき は、 役に立たざる 者と 思 召す 故と 存候 間、 最早 何方へ も 御 越な され、 主 

取な さるべし と 申 候へば、 いやと よ、 吾等 若年の 時、 薩摩を 離れ 候 さ へ、 今に 於て 

殘 念な， り。 境 外に 及び 候て、 奉公 致すべき 存念、 曾て 之な し •  ^^^方儀は、 若年に 

も 候 間、 再三 願 筋 相 立て、 見 申す ベ く 候と 申す に 付、 源次郞 伊賀に 於て、 則ち 石田淸 

兵衞を 以て、 訴訟 差 出し 候へば、 和 泉 守閡屆 け、 出陣の 砌 供に 召 連れ、 天 王 寺在陣 

の內、 父 藏之丞 も、 跡よ b 參， 0 目見えし、 其 節より、 新七郞 手に 附き、 城 攻曰夜 骨折 

り、 歸陣の 節 本 知に 召 直し、 源 次郞に 別に 三百 石 遣し、 屋鋪も 相 渡し、 當夏陣 に、 

新 七郎組 五十 騎の 騎馬 頭に 申 付く。 果して 若 江 表に 於て ST 死し、 誓詞の 害 を 違 へ 

す。 其 外 友 田 左 近 右衞門 儀、 右に 記し 候 通 b の 儀、 罪 を 申 開きた き 迄の 存念 か、 又 

父諌 林、 一 萬 石の 高 知に 候 所、 段々 不都合に て 小身に なり、 其 上 存じが けなき 仕 

若、 な 二番 合 戰の覺  B 
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落に て、 母 衣 迄 も 召 放され 候へば、 述懷も 之め. o 候 や、 其 段 計 Q 難し。 其 外に 

あるべき や、 小身なる 者 は、 申 傅へ も 之な し。 右 討死の 面々、 あらまし 斯の如 • 

なる 儀と、 承り 偉へ たり。 


新東鑑 追加 卷之ー 暴 
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A 尾 三番 合戰覺 

藤堂宮內少輔高吉は、元來丹羽五郎左衞門長秀の^^,男、 幼年の 時、 大和 大鈉 言秀長 

卿の 養子と なり、 後に 和 泉 守 子分に 致し 候樣 にとの 事に て、 一所に 罷 在る。 朝鮮 竝 

に 關ケ原 表へ も 出陣、 武功 多し。 其 以後 豫州今 治の 城 を 預かり、 高 二 萬 石を頜 し、 去 

年 今年 も 今 治より 出陣し、 今朝 軍令に 依って、 一千の 人數 田の 中細 道 を 傳 ひ、 仁 右 

衞門後 詰， とし て、 A 尾 西口 迄 押 めた る 所に、 仁右衞 門. 彌次 兵衞早 討死し、 殘兵疵 

を 被りて 引取る。 長 曾 我 部 手の者 は、 勝に 乘 つて 進み 蒐る を、 宮內少 輔之を 見て、 家 

老兵 右衞門 等に 向 ひ、 存の 外に 手早き 儀、 我等 一 人手 遲れ候 樣に相 成る 事、 無念 千 

萬な り。 汝等手 を碎き 一 戰を 遂げ、 此場を 盛 返し 申さで は、 君 父に » し、 申 譯も之 

八 尾 三番 合戰覺 
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なしと あせれ ども、 步 武者 續 かす、 暫時 猶豫す • 然る 所 へ 今曉、 國 分へ 遣した る 仁 右 

衞門組 玉 置 藤 八. 玉 置 野右衞 門. 仁右衞 門家來 1^ 佐 午 之 助、 ^に 呼 返.，^ に 行きた る 本 

山 七 左衞門 等、 馬 を 飛ばして 駆 付け、 地藏 堂の 前にて、 樣子相 尋ねし が、 早 仁 右衞門 

財 死と 聞き、 齒嚼 をな し、 同 組 赤尾嘉 兵衞. 玉 置 東藏. 小 森 傳右衞 門 申合せ、 仁 右衞門 

弔 軍、 仕るべし と、 直に 先手に 罷 出で、 宫 內人數 の 中 を 押 分け， 敵の 備へ 突 憑 る 。 平 

佐. 本山、 命を惜 まや 眞 先に 鎗を 入れ、 玉 蘆 野 右衛門 强く戰 ひ 手 負 ひ、 同 東藏、 此 場に 

て 討死す。 之 を 見て 宫內が 者 共、 渠 等に 先 はせられ じと、 一 族 丹 羽彌五 右衞門 以下、 

我 もくと 突いて 出づる 中に も、 矢 倉 淸左衞 門. 弓 前 平右衞 門， 强く戰 ひ疵を 蒙る。 

矢 倉 兵右衞 門、 一 足 も 去らす 討死す。 淵 本 太 兵衞. 弟 權左衞 門 等 は、 仁 右 衞門家 來卒 

佐 午 之 助 等と、 同所に て 働き、 權左衞 門 深入りして、 終に 討死す。 

. 按す るに、 其節宮 內少輔 供した る 家 來橫田 甚太郎 とい ひし 者、 さした る 働 も 之な 

•  く、 其 後 出奔し、 宫內 方よ， 5 、奉公 構 ひ 置く 所、 十 年 計り 立ち、 種々 訴訟 致す に 依 

つて、 他國の 奉公 差 許し、 其 節 は 堀 部 佐左衞 門と 名乘 りて、 紀州樣 へ 奉公 取 持 有 


, 之。 以前よりの 武功 御 吟味の 所、 大坂戰 場の 供した る 儀 を， 一廉 高名した る樣に 

文飾 致し、 役人 中へ 差 出し、 右 書付 古主 武功^に 傍輩 八 人 高名の 儀 共、 事々 しく 書 

立て、 豫 て宮內 家中の 者 共へ 見せ 候て、 連判の 證文を 取 置き、 證據に 仕 候に 付、 何 

方 にても 誠ら しく 存じた るは餘 儀な し。 和歌 山 御 家中 村 上 彥右衞 門と 申す 人よ 

b  、當 家中 吉村 將監 方へ、 書中に て 聞 合 之 あるに 付、 將監輕 からざる 事に 存じ、 澤 

田卒 太夫. 岡 本 五郎 右 衞門 等に 相談し、 委細 吟味の 上 返書 相 認め、 佐 左衞門 書面 不 

審の儀 共 、逐一 申 遣し ぬ。 右に 付和 歌 山 表 不首尾に て、 相違 致した る *、 往返の 

書-向 書 集めた る 書 一 冊 有， 之。 宫內 家中の 働の 次第、 世上の 記録に、 右、 佐左衞 門が 

差 出 を 以て 記した る 儀 も 有， 之 樣に相 見 ゆるに 付、 此 段附錄 す。 

母 衣 組 S 田但 馬、 宫內手 は 使に 來に此 口へ 向 ひ、 宫內の 者 共と 一 所に 相 働き、 終に 

討死す。 ♦ 

友 田 左 近 右衞門 は、 淀に て 落 合 半兵衞 越度 有 A) 、則 連座の 咎 にて 同 母 衣の 取 上、 ロ惜 

き 事に 存じ、 今 早朝に 堤 迄 參ら、 甲 首 一 一つ 取. 0 候へ ども、 本陣 へ も歸ら す、 首 は家來 
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に たせ 遣し、 地藏堂 前にて、 少し 中 入 り、 •  此樣子 を 聞き、 今 一 戰 して 名 ある 大將 

を 討 取り、 主人の 勘氣を 詫び 申すべし と、 橫 合に 突いて 憑る 所、 大勢に 取 籠め られ、 

遂に 討死す •  . 

按ゃ るに、 友 田が 家譜 戰功 略と いふ 書に、 五月 六日 八 尾に &、 て、 木 村. 長 曾 我 部 雨 

勢 出張、 和 泉 守 先手 人數是 に相蒐 り、 大きに 戰ふ 節、 左 近右衞 門、 首 を 撃取 ると 雖、 

若 黨に投 出し、 本陣へ 持たせ 遣し、 又 敵と 戰ひ、 藤 堂 新 七郞. 渡邊 作左衞 門な ど 一 

所に 討死と 云々。 後に 伊賀上 野 西 連 寺に て、 追善 法事の s、 寺詣の 歸路、 新七郞 

やりあ ひ 

宅へ、 何れも 打 寄り 夜話の 上、 此度大 坂」 於て、 討死の * 中、 S り 口 競合の 手段、 其 

外敵 方詞遺 ひな ど、 取々 勝 劣 を 評議した る 時、 梅原賴 母が 曰、 當 手の 討死、 誰々 も 

愚 は ある まじ。 中に も萌 やかなる は、 友 田 左 近 右 衞門. 渡邊 作左衞 門な どに て 有 

, 之 べしと、 諸人の 中に も 語 たる 由 記す。 賴母 は、 一 番に八 尾 堤 を 越え、 久寶寺 口 

迄 働きた る 者に て、 1g より 若 江に 至らざる 事 明白な-..^。 面々 當り 見た る 事 なれ 

r 、期く の 如く 衆 中に て 賞 嘆しても、 然る ベ からざる 事 もな し。 且澤田 親聽錄 に、 


渡邊勘 兵衞甥 渡邊 作左衞 門、 討死した ると いひた る を 見れば、 作 左衞門 場所 は 力 

尾に 相違な し。 作 左衞門 同所に てと いふが 實錄 なるべし。 新七郎 手へ、 母 衣 組 憑 

りたる 事、 外に 例な し。 今按 する に、 追善の 節、 津附の 侍 は、 西來寺 II 伊 法事 有 

レ之、 總位婢 -廿ー 名、 仁 右 衞門を 首め として、 寺に て 法事 有" 之" 伊賀 附の士 は、 西 遠 

寺, g 小に て 五十 名、 新 七 郞を始 とす。 依って 後世 誤りて、 新七郎 手に て 討死と、 

思 違へ たるなる べし。  ， 

左 先手 鐵炮頭 村 井 宗兵衞 ，赤 澤 留右衞 門. 宿 見 甚右衞 門 は、 仁右衞 門が 先へ 押出 」 、未 

明に 早國分 近所 迄 も 行く 所に、 片 山道 明 寺の 方、 鐵炮の 音 別けて 近く 聞え、 八 《 ^へ 

敵出づ べしと は 思 ひ 寄らす、 何れも 先 を 急ぎ 行く。 和 泉 守 下知の 使 武者 も、 手 遠く 

候 故、 通達 も 延引す。 又 元の 道へ は、 九 町 も 繰 出し、 旁.^ 隙 人れ たり。 鐵炮頭 たれば、 

自分 計り 馬 早/、 て も、 足 輕共續 かで は 、合戰 ならざる に 付、 人 數を揃 へ、 彌： 遲く相 成 

り、 仁 右 衞門. 彌次， 兵衞 討死の 跡 へ 參.. ^着き、 宗兵衞 は、 其 龍 八 尾の 北の方よ h^、 圾と 

村との 間， 橫駔に 行き、  <  尾の 南方に 居た る 敵 へ、 橫 合に 鐵炮を 打 憑け、 其 場へ 仁 右 
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衞門 小姓 彌藏. 三九郎 兩人來 や、 程なく 赤澤 留右衞 門も參 り、 西の 道 を 取 敷き、 寺 側 

こら 

に、 足輕 は、 鐵炮 をつ る ベ 打 懸けたり。 敵 泳 へ 難く、 堤 を 上 へ 引取、 り、 相備宿 見甚右 

衞門 は、 元 來土佐 組に て 之 ある 所、 去年より 鐵炮頭 申 付け、 此時 一. 所に 參 るべき 箬 

の 所、 家譜.差出^^ハに紛失し、 聢と樣 子 相 知れ や。 

是 迄の 所、 八 尾 西へ 取合な b。 渡 邊掃部 返 口 も、 同所 同 刻に て、 右の通り 味方 烈 

しぐ、 働き 盛 返し、 敵 も 早戰ひ 疲れ、 相 引に 仕り、 堤の 上へ 引上げ、 味方 は 八 尾の 村 

中へ 引 入りたり。 畢竟 第 一戦の 引續 きに て 候へ ど も、 久寶寺 乘込迄 の 間 を 見る ベ 

き爲め，別段に書分けた，..^。 

先達って 穴 太 川原へ 乘 出した る 渡邊勘 兵衞、 此 節に 至り、 人數 引上げ 堤 を 下， 9 たれ 

ふみこね 

ば、 大坂勢 跡 を 慕 ひ附 きたる に 付、 堤 際にて 踏 泳へ たり。 細 井 主 殿 も.， 此 所へ 來り 

？。 

勘兵衞 働の 樣子 は、 差 出 等 之な し。 枠 長 兵衞が 家譜、 乂子兩 所に 相戰 ひ、 討 取る 首 

數覺、 ^に 勘 兵衞馬 印、 堤の 上に 見 候と いふ。. 又 後に 勘 兵衞馬 印、 堤 を 下る とい ふ 


に 付、 依って 右の 通 b 本文に 相 記した. -。 勘 兵衞儀 は、 世上の 記錄 に、 樣々 異說 

多く 候 へ ども、 此方 家中 實錄に 符合した る 事 は、 甚だ 稀に 相 見えたり。 同家 中 或 

は 家が 跡 記に、 細 井 主 殿. 園部彌 太夫、 行 別れ、 好き 武者に、 取々 餘を 合せた るが、 則 

ち 首 を 取り 立 上る 時 は、 勘 解 由 早 討死の 後な りし や、 敵 味方 相 引に 引取り、 其邊敵 

も 見えす。 北の方 を 見れば、 穴 太 堤 を 越え、 敗北す る人數 あり。 様子 見屆 くべ し 

と、 筋 違に 北 へ 行けば、 堤の 陰に、 勘兵衞 主從. 只 七騎に て 踏 泳 へ 居たり。 是は 何 

となされ たる やといへば、 されば 候、 川原へ 罷 出で、 一 旦は追 崩し 候へ ども、 段々 

人數 嵩みた る 故、 堤の 此方に て 防ぎ 申すべし と、 是迄 引取 b 候へ ども、 郎等 共存 

の 外 散り、 殊の外 無勢に なり、 斯様の 體 無念 至極に 候。 是 にて 討死と 覺悟 極め 候 

間、 一 寸も 引き 申す まじく とい ふ。 主 殿 も、 尤 さも あるべし。 我等 も參. -sb 候 

間、 共に 1 へ 申す ベ き 旨 申 候 へ ば、 勘 兵衞悅 び、 主 殿 へ 挨拶 致し、 雞 毛の 大半 M 指 上 

げたる 由。 是は小 田 原 征伐に、 勘兵衞 山中の 城 一 番乘 したる 節、 人々 見 及び、 世 

上に 名高き 指 物な り。 然る 所 關ケ原 御陣、 和 泉 守 方 へ 相 勤め、 去年 冬陣の 節、 左 先 
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手 申 付け、 住 吉在陣 の 中、 大 坂へ 相 加 はりた る 新宮の 兵士 百餘、 勘兵衞 陣屋の 前 を 

通り 過ぐ る 所 を、 敵に 謀 あらん かと 見合す 內に、 悉く 城 中へ 引 入りた. cs。 和 泉 守 

始め 家老 共、 殘 念に 思へ ども、 是非に 及ばす。 諸家 にても 色々 批判 有， 之 由。 是に 

依って 止む 事 を 得す、 左 先手 取上げ、 新 七 郞へ跡 役 申 付け、 其 後 知行 格式 差違な 

ぐ 召 仕 ひ 候へ ども、 何となく 疎遠 に 相 成りた る 由。 今年 出陣 前、 先手 中備申 付け 

た ^ ども、 此度は 枠 長 兵 衞に差 添へ 、合戦の 儀 は 見合せ に 仕るべし と、 申達 を辭退 

す。 是は 元の 左 先手に 無， 之 寧 を 不足に 存じ、 すねた る樣に 見え たれ ども、 去冬陣 

の 仕損じ も あれば、 和 泉 守氣の 毒に 存じた る 樣子相 察し、 新 七 郎密に 勘兵衞 宅へ 

見舞 ひ 、何と ぞ 御請け 申 上げられ 候へ と、 段々 申 聞け 候へ ども、 納得 致さす。 新 

七郎 宿所 へ 歸り、 心 易き 者 へ 4- に は、 此度勘 兵 衞相勸 めすして は、 廢り 申す ベ し • 

是非な き 次第と 申した る 由。 御歸陣 W 後-果して 諸事 不都合の 儀 ども、 新 七郞未 

然を 申した る を、 後に 至る 迄、 人々 感じ 申俾 へたり。 勘兵衞 右の 憤に 候 や、 此 度に 

限..^、 鷄 毛の 指 物 張り 申す まじ く- 0 高言 を 放ち、 手 島 j{ ^を 二つに 切り、 S にて 餅 を 


畫き、 今朝よ b 持たせ 罷出 でた る 由、 又は 指 物した ると も ゅ傳 へた り。 然 る 所、^ 

の 外 難儀の 場に 至.^、 斯の 如^ -.. - たる や。 勒 兵衞. 主 殿- ii? を 立 居た る 向の 堤 迄、 敵 

附 きたれ ども、 右の 指 物見 覺 えたる 者 多くて や、 勘 兵衞の 武邊聞 をして、 急に 擊っ 

て 脇 ro べきと も 相 見えざる 中、 二人 そろ と 堤 を 越し 來る者 あ..^ • 勘 兵 衞. 主 

殿 馬より 下り、 鎗を 構へ たれば、 又提の 上へ 引取， り 白眼 合ひ罷 在り たる 由。 又按 

する に、 枠 長兵衞 は、 和 泉 守 妹に 娶せ、 男子 出生に 付、 後に 至 b 苗字 を 遣し • 代 々藤 

堂 長 兵衞と 名乗り、 勘兵衞 着した るかます の冑、 靴 皮 包の 具足、 半月の 大指 物、 手 

島の 四 半 I.T 只今に 所持す。 右 半月の 措 物、 鐵 にて 打 延べに 仕り、 左右 七 尺づっ 

之 あり。 黑き雞 の 毛 を、 袋に 植ゑ 差しなる 樣に拖 へたる 物な り。 まさかの 用に と 

て、 其 段 は不， 詳。 長兵衞 家譜に、 川原より 勘 兵 衞幟を 見付け 候 i 記した る は、 手 

島の 指 物と 相 聞 ゆ。 總 じて 侍隊將 故老の 者 共 は、 壯 年の 時分、 用 ひたる 指 物 を 馬 

脇に 持たせ、 指 物と も 申し、 又は 馬 印と も 申 習 はし 候- 伹し 中興 名 を 知られた る 

者 は、 大措物 を 差す を 手柄に したる 事、 中頃の 風俗な り。 
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其 折抦、 藤 堂 與右衞 門 高淸、 萱很 より 此所 へ 來.. >  、渡邊 長 兵衞. 同 掃 部 も路を 廻..^、 勘 

兵衞 家中 共、 追々 馳せ 集り、 何れも 一 手に な...^、 長 曾 我 部 を喷止 ひ。 大坂勢 も、 悉く 

長 曾 我 部 旗本に 集まり、 堤の 上に 足 輕を竝 ベ 、鐵炮 を つる？ かけ 打つ。 與右衞 門. 掃 

部 玉に 中り、 血 流れ たれ ども、 少しも 怯ま や、 矢面に 出で て 士卒 を 下知し、 程な ぐ 中 

村 源左衞 門. 白 井九郎 兵衞、 是又萱 振より 來り、 村 井 宗兵衞 一 手に なり、 鐵炮を 打 合 

ひ、 敵 味方 手 負 數多之 あ， -。 然る 所 和 泉 守 本陣よ， -、 步兵侍 田 中 仁左衞 門. 城井九 兵 

衞差 越え、 若し 敵 強く 候 は 、， 申す に 及ば や、 無 一 一の 合戦 を 遂げ、 切 崩し 然る ベ し • 

さもな くば 引 色に 見え 候 間、 民家 少々 放火し、 輕く 引上げ 然るべき 旨 申 越す に 付、 

畏り 奉り 候 段、 勘兵衞 返答す。 仁 左 衞門は 東へ 歸，. 、又 暫時 ありて、 野 依 淸右衞 門 を、 

以前の 如く 申 越す。 成程 畏り 奉..^ 候へ ども、 只今に て は、 敵 思 ひの 外手剛 く、 此方 

人數 引取らん と 仕 候 は 、追 掛けて 一 當 あて、 夫 をし ほに 引返く ベ き 支度と 相 察し 

候 大事の 所に 御座 候 間、 今 暫く 見合せ 申した き 段 返答す.。 其 間に、 今朝より 所々 に 

て 相 働く 母 衣 組の 面々、 過半 此 口へ 厥 集ま.^、 中に も 橫濱內 記. 花 崎 左 京. 杉 山 左 門. 


渡邊作 左. 竹 中次 郎兵衞 ，敵 近く 乘 出し、 歜の 中よりも 十人廿 人、 堤 を 下 る 者 あ 

れ JH、 馳 寄って は 追 返しく、 相 働く に 付、 母 衣 亂れ、 皆 鐵炮に 口 せ、 作左衞 門. 次郞 

兵衞其 場に て 討死す。 中に も 作 左衞門 は、 友 田 左 近 右衛門に 劣らざる 手柄の 討死 

遂げた.^ と申傳 ふ。 仁 右 衞門家 來卒佐 午 之 助、 預かりの 足輕引 廻し 來り、 勘 兵衞へ 

挨接 致し、 其 手 へ 加 はり、 鐵炮 かせぎた.^。 

仁右衞 門. 勘兵衞 、場所 變 b たれ ども、 時刻 は遲速 之な き 樣に相 聞 ゆ。 夫 故 前篇に 

記す。 只 勘 兵 衞堤を 下り、 八 尾 口に 踏 止めた る 儀 は、 殘.. ^し 此鴛 にて 始末 を 記し、 

時刻の 前後 を 合せたり。 

. 久寶寺 追入覺 

須知主 水 事、 旗本 組の 組頭に て、 騎馬 士 五十 騎餘 預か，^、 先手 喰 止め、 退 口む づ かし 

く 相 聞え 候に 付 * 和 泉 守差圖 として、 組 中 引 連れ 押し 來 るに 付、. 險方 愈： 力 を 得 、敵 は 

次第に 疲れたる 由。 是は 元來丹 羽國須 知の 城主に て、 中頃 毛 利 家へ 仕へ、 镇知出 羽 
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と 申す 武功の 者な り。 關 ケ原已 前より、 和 泉 守へ 仕へ、 主 水と 改め、 其 子 九 右 衞門も 

母 衣 組に て、 一所に 出陣 候て、 以後 出 羽と 稱ふ。 

藤 堂 主膳吉 親、 是も 旗本 組の 組頭に て、 今朝よ.^ 紐 中 引 連れ、 本陣の 旗 場に 相 詰め 

しが、. 主人の 小屋へ、 組 士岡本 五郎 右 衞門を 以て ゆ 越す は、 キ： 膳 儀 御 旗本 組と て、 い 

つ 迄 斯樣に 手 を 束ね 居 申 事、 迷惑 仕 候" 何卒 先手へ 御 加へ 下さるべく 候。 組の 衆に 

も、 相 應の働 高名 仕らせた く 存じ 奉り 候 段 申 候へば、 和 泉 守 承り、 好き 時分に. S. 付 

くる 間、 差 圖を相 待つべき 旨 申す に 付， 重ねて 五郎 右 衞門差 越し、 程なく 敗軍 仕る 

べし。 何と ぞ 先手へ 遣 はされ 下さ れ候樣 に、 願 ひ 奉る 段 申 候へば、 枠の 小 瘤なる 事 

を 叱り， 返し 申 候。 又 參り申 候 は、 今朝より 旗本 は、 先へ 出で 申す まじき 旨、 堅ぐ 御 軍 

含に 依って、 是非な く罷在 候。 采女は 同 旗本 組に て 御座 候。 何とて 若 江 表へ 遣 は 

され 候 やと 申す に 付、 是は 使に 遣 はし 候と 申す。 主 膳 差 置き、 采女を 遣 はされ 候 段、 

其 上 組 迄.， >  遣 はされ 候 儀、 恐れ 乍ら 不足に 存じ 奉.^ 候 由 申 候へば、 誰 ともなく 慕の 

外より、 采女 紐， 何れも 是に罷 在 候と 申す に忖、 和 泉 守、 あれ 聞き 候へ、 うろた へた 


る 事 をい ふ もの かなと 叱り 申す 所へ、 采女組 玉 置 角 之 助 を 始め 十騎 計り、^ を 提げ 

乗 連れて 歸 りたり。 五郎右衛門 指さし 仕り、 あれ 御覽 遊ばされ 候へ、 私 虛言は 不-ー 申 

上， 候と いひ さま 馬 を 乘出じ 、殿様の 御免なる ぞ、 主 膳 組 勝手次第に 先手へ 參り、 働 

き 申す ベ しとの 事な りと 呼ば はりく 馳行 くに 付、 主 膳 も、 追々 八 尾 表 へ 馳 行きた 

b けり。 勘兵衞 方へ、 使 を 以て 案内 致す は* 主 膳 組 御免 を 蒙り、 是迄 罷出づ ベく 候- 

今朝よ. 0 何の 働 も不， 仕. 新手に て 候 間、 何と ぞ先を 仰 付 けらるべく 候- 一 合戰 致し 

たき 段 申入る" 勘兵衞 承り、 若き 人々 御尤に 候- さ. - 乍ら 今 暫く 御 待ちな さるべく 

候。 好き 時分、 措圖 致すべし と 返答す。 與右衞 門に も 右の 通， 5、 使 を 以て 申 遣し 候 

へ ば、 鬼 角 勘兵衞 次第と 挨 接した る 由、 申 傅 へ たり。 

和 泉 守 は、 大和 川の 東 堤に 旗本 を 居 ゑ、 先手 を 下知す る 所に、 早朝に は 三 所 追 崩し、 

尉 取る 首數、 段々 持參 する に 付、 殊の外 悅び罷 在 候 所、 二番 合戰 は、 敵 旗本 押出し、 

手 も 揃 ふに 付、 此方 先手の 者 共、 左右と も數多 討死、 追々 註 進 之 あるに 付、 殊の外 心 

を 痛む。 さ. 0 乍ら 甚だ 大切の 場所 故、 八方に 心 を 配り 氣を 屈せす、 猶 以て 先手の 樣 
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子 物見 等 念入れ、 右に 付、 重ねて 先手へ 使 を 以て、 勘兵衞 以下の 者 = ^ハへ 申 聞け るに 

は、 早朝 は 一 戰、 我等 手 立の 通り、 敵の 押備を 早速に 乘 割り、 入 尾. 若 江の 間 を 取 切り 

の 上、 首 共 數多討 取り、 左の 手の 敵、 八 尾 堤へ も 屈ませた る 事、 其方 共 手柄、 大方な 

らゃ滿 足に て、 敏は引 足と 相 見えたり。 此上は 何れも 引取り 人馬 を 休め、 明日の 合 

戰の 心懸、 然る ベ き やう、 勝 軍の 印に、 民家 少々 放火し、 烟を 揚げて 引取る ベ き 段、 申 

遣す と雖 も、 何れも 畏 ると 請け、 暫く 見合せ、 引取り 申すべし と 返答 致し、 歸る者 一 

人 もな し。 

和 泉 守 小姓 組に、 藤 田左內 とい ふ 者 あり。 若者 なれ ども、 見計ら ひ 好ぐ、 其 上 律儀 

なる 者に て、 平生 心に 叶 ひ 候 故、 此者を 潜に 召され、 先手の 樣子、 委しく 見 屈け 歸り 

候へ と 申 付け 遣す • 左內歸 りて、 見 及び 候 趣， 具に 主人へ 申 聞け る。 須知主 水 方よ 

り も、 組の 士橫田 勘 左 衞門を 以て、 先手の 様子 同様に 申 越す。 母 衣 組の 內、 本陣に 

詰 合 ひたる 掘 伊織 信 家. 坂 井 與右衞 門 直 義. 野 依 淸右衞 門 等 三人 選み 出し、 先手 物見 

として 差遣し、 罷歸h^申す樣は、只今八尾の堤表にしこ.^^申す武者、久寶寺町ロに居 


申す 武者、 雨 方 六 七百騎 計り 相 見え 候 * 御先 手の者 =H 〈、引取らざる 事 尤と存 する 旨， 

三人 共 口 を 揃へ 申 候。 和 泉， 守 聞きて、 何と 見 屈け 候て、 左程に 物申す ぞ と相尋 ぬる 

所、 八 尾の 堤より、 御 旗 立 置かれ 候 所、 御 本陣よ. -四 五町 も 跡の 堤に、 御 立 置きな さ 

れ候 間、 八 尾よ， 9 手 遠に 相 見え 候。 胴 勢續き 申さす 候 は V  、先手 を 引 拂ひ候 はん 間、 

其 時 仕 憑け、 少々 討 取り、 其 足に て 久寶寺 堤內へ 引取り 候 はんと、 堤の 上に 見合せ 

候と 相 見え 候。 思 召の 外、 敵 は 小勢に て 御座 候。 御 旗 を 御 出しな され 候 は V 、早速 敗 

軍 仕る ベく の 旨 申す に 付， 和 泉 守 暫く 思案して 旗 を 出し、 則ち 母 衣 組 其 外 手 負の 者 

共、 三 四 町 前に 居候 間、 其處迄 出し 候へ と 申 付け、 旗 奉行 磁野 右近. 角 田 卜 祐拉與 右 

衞門 • 伊織 差 添 へ 、旗本 をく ろめ 候 へ と 申 付け 遣し、 馬 廻 小姓 組の 者 共、 勝手次第 先 

手へ 加 は ，-、 高名 可， 仕 旨 差 許し 候に 付. 何れも 大きに 勇み、 我先にと 乘 出し 候な.... • 

按す るに、 世上に 流布の 記錄 に、 和 泉 守 早く 旗本 を 詰め 候 は K 先手 勢 を 得、 八 尾 

表 追 崩し 候 事、 斯樣に 手間 は 入る まじき にな どと、 難 じたる 論 多し。 和 泉 守 は、 

幼年より、 度々 戰 場遍歷 し、 大軍 .£1 合、 共に、 能く 鍛練した る 者 なれば、 是 しき 
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の 見計ら ひ、 ぬかり これ ある 儀に て はなし。 但し 大 坂の 御 合戦、 御 寄 手は大 軍、 

城 方 小勢と いふ は、 一 通りの 儀に て、 入 尾. 若 江 表 は、 城方大 革に て、 羞 3 小 

勢な り。 然るに 井伊 も 木 村と、 大軍を 相手 組みた る 合 戰取繕 ひ、 勝負 未だ 相 分ら 

t 井伊、 家 摘と 雖も、 未だ 若年の 大將に 候 へ ば、 此 手の 合戦、 決して 勝利と も 請 

合 ひ 難し • 萬々 一 、井伊 家 敗軍の 時 は、 木 村、 京 街道へ 押出し、 沙御陣 所 或は 豐浦迄 

も、 相 働き 候 は 、>， 老功た る 和 泉 守、 御先 手の 役儀 相 立た す、 天下の 物 笑 i も 相 成 

る , へ し。 之に 依って 先手 勝利の 樣子相 見え たれ ども、 旗本 を 崩し、 追討 も 任せ 難 

し。 大和 川の 東に 馬 印 を 立てさせ、 前 は 八 尾、 右 は 若 江の 勝敗 を 察し、 左の 方國 

分の 進 返 を も相考 へ、 後に 京 街道 を も 心に かけ、 沙拉星 田. 豊 浦の 安危 を 合み、 老 

將軍慮 は、 利 を 貪らす 敗れざる を 以て 勝と する 事、 世俗の 了簡と は 相違 これ ある 

べし。 扨 其 時刻に 至り、^ 江 表 木 村 早 敗軍、 岩 田 表 も 追々 追 崩し 候 事 聞 屈け、 安 

心して 旗 を 進め 候 事と 相晃 えた ，0,。 或はい ふ、 旗本 を 寄せざる は 意味い か K 八 

尾に て 互に 白 服み 合 ひたる 時、 人數 引取らん とせば、 敵必す 追討つ べし。 若し 大 


敗軍と ならば、 今朝 こそ 諸將 士卒の 骨折、 水になる べし。 然るに 再三 引取れとの 

下知、 心得難し とい ふ。 答 曰、 是れ兵 を 知らざる 者の 論な り。 竊に按 する に、 和 

泉 守 心底、 勘 兵衞等 軍功 者 なれば、 大事の 退 口と 存じ、 人 數を三 手に 分け、 繰 引に 

引ぐ 時 は、 疲れたる 大坂 勢、 追 付く 事 叶 ふべ からざる 事、 又 其 儀不ロ 舞に て、 * 方 

追 崩され 候 はい、 敵 備を亂 して 追 ひ來る べし • 今朝より 戰ひ 疲れたる 大坂 勢、 八 

尾よ b 大和 川 迄廿四 五町の 所， 追ひ來 るに 於て は、 旗本の 荒 手 を 以て、 橫 《口に 突立 

て、 大將盛 親 を 始め、 悉く 討 取るべし と、 必勝の 利、 掌 を 措す が 如く 存 する 故、 斯 

の 如ぐ 呼 返した る 儀 かと 察せられたり。 又 曰、 此說 甚だ Si あり。 さり 乍ら 若し 敵 

追討たざる 時 は、 其 計 策 も 中ら す。 全く 大坂 方、 芝居 を 踏みた ると 誇る ベ くんば 

如何。 答 曰、 是亦小 丈夫の 見な リ。 縱ひ 芝居 を 踏みたら ばと て、 夜に 入らば、 決 

めて 城 中に 引 入るべし。 其 時 和 泉 守、 人 數を率 ゐ て、 t< 尾に 陣取り て も 同じ 事な 

,9。 是れ 古の、 戰は すして、 人の 兵 を 屈する ものに 近し。 和 泉 守 本意 は、 早朝の 一 

戰、 敵の 大軍を 三 口 立 切り、 大和 川 迄 寄せ付けざる を 以て 勝 軍と す。 是れ實 の 勝 
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負な り。 芝居 を 踏ませぬ、 或 夫 勇を爭 ふな， 9* 常 論に して、 良將の 大略 は 格別の 

沙汰な b，  、 

又按 する に、 其 節 和 泉 守 舍弟與 右衛門 高淸. 勘 兵衞、 同所に て 敵 を 喰 止め、 矢面に 

罷在 b  、諸士 を 下知す と、 和 泉 守 承り、 與右衞 門 事 は、 名 張の 诚を差 置き、 此 表へ 

罷 越し 候 儀、 軍法 遣れ 難く 存す。 若し や 討死の 覺悟 にても あらん か。 先刻よ， り 同 

姓の 歷々、 仁右衞 門. 新 七郎. 玄蕃、 相 竝んで 討死す。 此上 與右衞 門な どなくな り 

て は、 安から す 存じ、 度々 使 を 遣し、 先手 引取. >  候 やうに 申 遣し 候 儀と、 心 知りた 

る 者 は 相 察し 候。 世間に て 斯様の 儀存 せざる 者、 只 勘兵衞 呼びに 遣し 候 儀との み 

相 心得、 又 勘 兵 衞歸ら ざると いふに 付、 さまぐ 推量の 說を 設け、 君臣 問答の 詞 

を作h^、互に惡ロに及びたるゃぅに書なし候儀は、甚だ推量りたる事^Hハなh^。 

昨夜 新 七郞， 物見と して 差遣した る 組の 士淺井 瑰右衞 門. 島忠 兵衞. 安並 久左衞 門. 大 

島 右衞門 作. 吉川茂 兵 衞幷家 來中尾 淸右衞 門、 國分 に て 相 待ち 候 所、 四 つ 時 過 迄、 和 

泉 守 旗本 見えす、 如何と 存 する 內、 八 尾. 若 江に て 合戰之 ある 由 相 聞え、 五騎 相： ん 


で馳 せて、 若 江へ 來. -、 早 や 新七郞 討死の 跡に て、 敵 も 敗軍の 樣子 故、 誰 を 相手に 無念 

を 散らすべき 樣 なぐ、 直に 八 尾へ 來， o、 長 曾 我 部と 睨み合 ひ、 互に 引き も S り も 相 

成らざる を、 八 尾の 百姓の 家に 入り、 息 を 休め 候 内、 家來を 屋根の 上へ 登せ、 遠見 

致させ 候 由。 其 所へ 相 組 入 交 您右衞 門. 竹 田 五郎助. 土 佐 組の 內 安波 三 郎右衞 門も來 

り、 後刻 久寶寺 へ も、 同時に 乘 込みた， -。 

梅 原 勝 右衛門 も、 若 江より 參り、 此體を 見て、 元より 功 者 故、 北の へ 廻り、 敵 居 申 

さぬ 堤より 乘 越え、 川原へ 出で、 鐵炮を ：！ 処べ、 後の方より 打 かけたり。 敵 も 下地 疲 

れ 武者に 候へば 、殊の外 難儀して、 次第に 堤の 裏へ 引下し、 後に は 旗 指 物 計 b  、此方 

よ. 0 見え 候て、 一人 も 見え 申さ や 候 由。 其 時 主 膳 方より、 岡 本 五郎 左 衞門差 越し、 

先刻よ.. -相 待ち 候 へ ども、 御差圖 御座な く 候 故、 最早 敵 は 敗軍と 相 見え 候。 御差圖 

下され 候 やうと 申 候 へ ば、 勘兵衞 冷笑 ひ、 最早 敗軍と は、 其方目利かと^^すに付、 五 

郎左衞 門、 さん 候、 先刻よ b 見 申す 內に、 敏措物 は、 久寶 寺の 方へ 多く 相 成、 此方の 堤 

裏 は、 次第に 少く相 成 候 やうに 見え 申 候と、 言 捨て、 馳歸 りしが、 夫より 主 膳も乘 
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出した. り。 右同時、澤田但馬も、萱振ょ，.^足輕引連れ參り憑り、 樣子相 尋ね 候へば、 

勘 兵 衞申候 は、 敵、 堤の 裏 迄 引取い 候へ ども、 長 曾 我 部 事に て 候へば、 如何なる 謀 あ 

らん も 知れす。 先刻より 竹 中次. 郞 兵衞. 甥 渡邊 作左衞 門、 大銃 自慢に て、 鐵炮 打ち 申 

候が、 遠方 計 b 見 申 候 故 か、 足下より 伏勢 起り て、 1 一人 共 討死 致し、 御覧の 如く 旗 指 

物 も 多く 見え 候 故、 今 暫く 見合せ 申すべし と 答へ 候に 付、 伹馬 申す は、 尤の御 遠慮 

にて 候" 併 伏兵 も 多少に 依る 事に 候。 我等 家 來竹田 喜 右衛門 を、 見せに 遣し 候 間、 追 

付け. 5^ 知る べしと 物語の 內へ、 喜 右 衞門. 向の 堤の 北の方に て、 陣笠 を 打 振り， 主人 

へ 相 仕 候 を 見て、 勘兵衞 殿お さらばと いひ 捨て 、 乘 出す。 

須知主 水 組 同 苗 金右衞 門. 橫田勘 左衞門 • 岡 半左衞 門. 山 田次郎 太夫. 八橋 十右衞 門. 

太 田 太 兵衞. 米 村 加 平 次. 櫻 木 源 太夫 等、 先刻より 矢 田に 乘 出し 居た る 所に、 右澤 田、 

同時に 山 田次郎 太夫 一人、 堤へ 乘 上る。 敵の 樣子見 屈け、 相 組を麾 きた. 

淺井 瑰右衞 門の 僕、 尾根へ 上り 見 候 所、 敵 は 旗 指 物 を、 悉く 堤の 陰へ 差込み 置き、 段 

段に 久寶 寺の 內へ 引取る 由 聞 屈け、 安並 久右衞 門 等 一 番に乘 出し、 右の 通 諸方 同時 


にて、 但 馬. 次郎 太夫. 久左衞 門な ど、 何れも 一 番乘 なり • 中 村 源左衞 門. 白 井 九 兵衞. 

村井宗 兵衞. 內海左 門 .5^ 藤 吉右衞 門な ど押續 きた h^。 梅 原 勝 右衞門 は、 敵、 久寶寺 へ 

引 入る を 見て、 北の方よ. 0 足輕を 下知し、 火 を 憑け させ、 西の 口へ 廻り、 嫡子 賴 母. 次 

男 萬 助. 安波 三 郞右衞 門 一 所な り。 

本道 通り 先 駅 申 候 者 久寶寺 町 ロ迄乘 付けたり • 元來 此の所、 太平 記の 末、 ，2E 山 

の 旗下 溢 川 何某が 城 地に て、 村の 周に 七 八 尺の 堀 今に 之 あり。 四方 出口 門 を 構へ、 

左右に 高き 築地 あり。 此時大 坂 勢 取 籠り 候て、 內ょ. -門 をし め 候 故 、騎. 海の 而々 乘 

止み 申 候。 然る 所 主 膳 組 越 知 多左衞 門が 一 子 忠次郎 、步 立に て 走り 來 りしが、 其 儘 

築地 を 飛越し、 內ょり 門 を 開，、 に 付、 但馬源 左衞門 等、 一 時に 乘 入りたり。 石田才 助. 

苗 村 石 見 • 杉 山左衞 門. 小 森 少右衞 門 も、 前後に 乘 入り、 敵方、 弓鐵炮 にて、 町中に て暫 

く 相 支へ 候へ 共、 邊勘 兵衞. 藤 堂 與右衞 門 以下、 跡 勢 段々 i 相 詰め、 我れ 先に i 鎗 

を 入れ、 難なく 突崩し、 此所 にて 首 を 取る あ. -。 澤田但 馬. 村井宗 兵衞. 內海左 門. 石 

田 才助. 梅原賴 母. 苗 村 石 見. 伊藤 與左衞 門. 间吉 助. 越智 多左衞 門. 同， s(. 次郞. 安並 久左 
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衞 門. 小 森 少右衞 門 等、 能き 首 を 取る。 右の 外 多く はなし， 渡邊勘 兵衞. 同 長兵衞 が 

家來 共、 烈しく 相 働き、 歜を追 崩したり。 右 家 來の內 東野甚 兵衞. 渡邊忠 左衞門 •*! 

又 右 衞門等 討死す。 敵 も 次第に 戰ひ 疲れたる 上、 北の方に 火の手 揚 りたる に 付、 何 

か此 所持 泳へ 難く、 人數 引上げ、 平野の 方へ 落 行きたり。 其 時 母 衣 紐 橫痕內 記 正 幸. 

伊藤 少十郞 一 之. 花 崎 左 京 .淺 井 喜 之 助、 西の 野外れ 迄追續 け、 鎗を 入れ 高名す。 采 

女 組 杉 山 四 郞右衞 門、 馬上の 敵に 渡り合 ひ、 突 落し 首 を 取る。 其 武者 振、 一廉の 大 

將と相 見えたり。 姓名 相 知れす、 殘 念な. りと、 後々 迄い ひ 傅 ふ。 

杉 山 左衞門 は、 四 郎右衞 門弟に て、 幼年より 近習に 召使 ひ、 四百 石 遣し 置く。 此度 

出陣 前、 母 衣 組 相 動めた き 旨、 達って 相 願 ひ 候 故、 赤 母 衣の 列に 加 へられ、 今朝 萱振 

へ 乘 込み、 三度 迄 高名し、 此 口 に て 大勢と 突 合 ひ、 深手 を 負 ひ、 昧方馳 付け 敵 を 追 ひ 

拂ひ、 引返き たれ ども、 翌 H 相 果てた，^。 
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久寶寺 追 落す と雖 も、 敵 未だ 大 崩せす、 物 頭 代る-^ 跡へ 下. -、 纏め 返き たり • 然 

る 所に ii の 甲に、 赤地の 錦の 陣羽織 を 着た る 武者， 月 毛の 馬に 打乘 り、 總 勢に 乘 

後れ、 馳 散る 人 數を引 纏 ひ/、. 所々 にて 馬 を 上げ、 近付く 者 あらば 打 散らさん と、 

乘構 へたる 武者 あり、 通れ 大將と 見えたり • 母 衣の 者 磯野 平 三 郞行尙 、今朝より 仕 

合惡 しく、 未だ 首 を 得ざる に 付、 眞 先に 進み 馬を乘 憑け、 駆 違 ひさ まに 一 鎗 合せ、 乘返 

し 候 所に て、 互に 下 立ち 鎗を 組み、 勝負 未だ 果て 申さす、 兩方 とも 刀を拔 き、 暫時 打 

合 ひしが、 平 三 郎三所 迄 手 を 負 ひ、 刀 も 打 落されて、 組 憑り たれば、 强く組 付き、 堤 

の 原迄轉 びて、 池の 端へ 落ちたり， 平 三郞 組敷？ -れ、 旣に危 く 見えた る 時、 澤田但 

馬が 家 來外山 三蔵と いふ 者馳 付けて、 難なく 首 を 取り、 其 後段々 味方 打 合 ひ、 よく 

よく 見る 程、 羽織 其 外 腰刀に 至る 迄、 竝々 ならぬ 大將の 出立と、 何れも 申す 故、 右の 

首. 羽織. 指 物. 差 頜取揃 へ、 和 泉 守 實檢に 入れ 候 へ ども、 其 時 は 姓名 相 知れす。 後に 二 

年程經 て、 增田兵 部に て 候へ る 由 相 知れ、 一 やの て 比類な き 高名と、 人々 取 離したり • 

當 座に 沙汰な き 儀 故、 世間に て 知る 者 稀な り。 家々 の記錄 にも 洩れた る 事、 今に 殘 
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念な.^ • 依って 後年 糙に 知れた る 事 を、 後の 段に 記錄す • 

按ゃ るに、 難波戰 記に は、 增田兵 部 も • 道 明 寺の 後 詰と して 出張し、 譽田 表に て 討 

死の 樣に 記した る は 偽作な り。 又 一 說に、 兵 部、 沙の御 陣營へ 忍び入り、 M 死と 載 

せた， ：>。 是も なき 事な り。 兵 部 も 心 はさの 通りに 候へば、 少し は 形 ある 說に 似た 

りと もい ふ べし. 

是 より 敵の 人數 大きに 敗軍し 、生に 郎等に 離れ、 物 頭に、 組 を 捨て、 散々 になり、 天 

王 寺の、 方 河 堀 口 又は 舍利 寺. 岡 山邊、 所.^ に 逃散り て、 長 曾 我 部 只 一 騎に 討ちな され、 

大 坂へ 逃 込みし と申傳 へた .9.- 是は增 田 兵 部 討死 故に や • 此節 平野 前後 岡 山道 河 

堀 口に 於て、 追 打の 旗 取りた る 面々 は、 小姓 組 谷 善 兵衞. 祌田與 三 右 衞門. 服 部 內藏、 

能き 首 共 之 を 取る" 主 膳 組 岡 本 八 太夫 .祌 田 半 三郞. 石 田 小右衞 門. 藤 堂 孫 八 郎等 も、 

能き 首 を 取る。 土 佐 組 桑 名 又左衞 門. 杉 立 太 郞左衞 門. 安波 三 郎左衞 門， 此等も S- 首 

取る。 孫 八 郎家來 に 町 井 權左衞 門と いふ 者 あり、 親 孫 八 郞思重 以來、 譜代 覺の 者な 

り。 常 孫 A 郎、 今年 十六 歲 にて 一 初陣の 所、 權左衞 門 鳥 飼に て、 度々 高名 致し 候 故、 依， 之 


歸陣 後、 直考」 召 出し、 三百 石 遣し、 き 奉行に ま 付けた.. tf:^si 離 Msli む」。 

藤 堂宮內 少輔家 * 鎗 取り 候 者 共、 中島 源 左衞門 • 岡 理右衞 門 • 岡 本 瀨兵衞 右三人 渡 

邊 掃部紘 組大津 傅右衞 門. 坂 元 兵 太夫. 山 田 善 兵衞、 母 衣 組 菊 川 源 太郞. 福 永 九 左衞門 • 

馬 廻 高木 左 平 次. 井上 重 右衛門. 坂崎彥 太夫. 馬 淵 半右衞 門、 主 水 組に は須知 金右衞 

門. 橫田 勘左衞 門. 岡 半 左衞門 .A 橋 十右衞 門. 石 田 太 兵衞. 米 村嘉平 次. 櫻 木 源 太夫、 采 

女 組 富 屋三郞 右 衞門. 大野 木 角右衞 門. ォ： 膳 組 山 田 權左衞 門. 松 本宅 藏. 畏馬 兵吉. 鰺 

江 九 左衞. 門. 高木 佐右衞 門.^ 尾 權內. 柳 原 八右衞 門. 岡 本 三 郎左衞 門. 弓 役 吉田六 左 

衞門. 同權 平. 玉 置 七左衞 門. 國部儀 太夫. 森 佐 兵衞. 服 部 孫 之丞. 間 巿右衞 門. 鈴 木權七 • 

稻葉小 左 衞門. 仁 右衛門 組 猿 山 金 三郎. 柴田 九郞 兵衞、 新 七 郎組服 部 少助. 桑 名彌次 

兵 衞^: S に 土 佐 組 市 田 十 右衛門. 鶴 原 谷 左 衞門等 は、 何れも 餘を 取り、 勘兵衞 父子、 ク 

寶 寺. 平野の 間に 於て、 S 取る 首數卅 三と 記したり。 

鐵炮 頭の 內梅原 勝右衞 門、 自身に 甲 首 一 つ， 吉田 茂左衞 門、 甲 首 一 つ。 川 合 三 平. 高 化 

彌 九郎. 田 村 十 兵衞. 三 浦 作 左衞門 • 苗字 知れす 六郎、 首數 合せて 八つ。 枠 賴母も ヂ 
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王 寺に て 甲 首 一 つ 取る • 澤田伹 馬 組 家來、 首 以上 五つ 取るな り， 住友 名前 相 知れす. 

村 井 宗兵衞 家 來三太 郎竝に 組 小頭 兵左衞 門、 甲 首 一 つ 宛 之 を 取る。 足輕左 助. 治 兵 

衞、 素首 一つ宛 之 を 取る。 自身の 高名、 久寶 寺の 條 下に 見えたり。 

馬 廻 馬 淵 半左衞 門、 敵 五六 人、 步 行に て大 坂の 方へ 返き し を、 平野の 北の方より 見 付 

け、 橫 合に ffi 付け、 散々 に 切 合 ひ 手 負 ひたる 所、 主 水 組 周 參見新 四郎駔 付け、 助けて 

首 を 取らす。 

主 膳 組 石 田 小右衞 gr 平野 口より 敵 五六 十騎 退く を附 行き、 天 王 寺 古 屋敷 築地の 所 

にて、 敵 返した る を、 馬上に て鎗を 合せ、 突 落し 首 を 取る。 內海左 門 其 外、 生 捕した 

る も 多し と ぞ。 

梅 原 勝 右衞門 等、 天 王 寺 近く 迄 行く 所、 つらく 味方 少なき を 見て、 敵 四五騎 取て 

返し、 先なる 一 人、 勝右衞 門に 突いて S る を、 只 一 鎗に突 落し、 郎等 來 らば 首 を 取ら 

せんと 見廻 T 所、 又步兵 一 人 行 過ぎ 候 を 見かけ、 鎗取 直し 乘 憑け 候へば、 彼の 者 手 を 

合せ、 御 助け 下されと 呼ぶ 故、 誰が 家來 ぞと尋 ぬれば、 大野 道 犬の 者と 答へ た. 然 


らば 其 首 を 打ち、 某が 馬に 附け よと 申し たれば、 首繩之 なきやと い 其方 被りた 

る 手拭に て、 附け候 へと いへば、 白き 木綿の 手拭 を 一 一 つ に 引裂き、 首 を 包み、 馬の 四 

方 手に 附 けたり。 三 町 程 行きて、 右の 首拔け 落ちし 故. 乘 止めた るに、 又 一 人步 行の 

者、 行拔け 候に 付 、鰭 を 構へ 候へば、 土に 卒 伏し 御 助け 下されと いふに 付、 然 らば 此 

首- 馬に 付け 候 へ とい ふ 故に、 右の 木綿 手拭 をば 繩に 致し、 首の 切 口 へ 通し、 四方 手 

へ ，けたる 故、 助け 遣に し 候 由 a 敗軍の 節、 斯樣の 事 も 多く 之 あ， 9 しと • 古き 家々 

に申傳 へたる 事 も 多し a 

和 泉 守より、 野依淸 右衛門 を 以て、 先手 へ 申 遣す は、 今朝 三度の 合戦に、 八 尾. 久寳寺 

迄 崩し、 芝居 を 踏まへ たる 上 は、 S 追 無用の 事に 候 間、 追留の 場に 煙 を 揚げぶ S 早 人 

數 引上げ 候樣 にと 申 遣し 候に 付、 勘 兵衞. 勝 右 衞門. 源 左衞門 等申談 じ、 1^ 野 町屋放 

火して、 何れも 引上げたり。 

世上ロ記錄は、此時渡邊勘兵衞使を以て、旗本へ、人數^1叩め候へ。 1^ 野. 道 明 寺 敗軍、 

1 人 も！^ 中 へ 入れ 申す まじき 旨、 再三 申入る ゝと雖 も、 和 泉 守 承引 致さ . ^るに 付 
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公儀 目附 衆へ も、 右の 旨 主人へ 仰 聞 けられ 下され 候樣 にと 申した るとの 儀、 該し 

やかに 書 載せ、 勘兵衞 自記 1  一一 C 書に も 、同様に 見えたり。 是れ甚 しき 偽說 なり。 其 

仔細 は、 道 明 寺の 敗軍 を、 平野に て 支へ 候と も、 安倍 野 街道. 天 王 寺、 或は 今 宮_$ 道 

へ 憑り、 い かに も 城 中 へ 入 取る 道 多し。 地理 存じた る 勘 兵衞、 左 樣の儀 申す ベ き 

樣之 なし。 又 勘兵衞 自記に、 平野へ 乘 込む 人 數の 差圖 致した る を、 井伊直孝の 目 

に り、 其 振邇感 賞に 預か. 0 た.^ と 書 載せたり。 是又 □□ ぁる說 なり。 其 仔細 

は、 l4 野 を 取 固め、 武功になる 事なら ば、 井伊 家老 功の 物 頭 等、 ぬかり は ある まじ 

く、 然るに 其 沙汰な かりし は、 實に 平野 取 固めら る、 勢に て はな かりし は、 實に元 

より 井伊 家 * 是迄出 it ありと いふ は、 何とも 心得難し。 然れば 此說、 是非 一方 は 

虛說に 違な き 事 明かな り。 

又按 する に、 其夕眞 W 左 衞門佐 幸 村、 道 明 寺 敗軍 引 揚の爲 め、 天 王 寺 出ぎ ぱ備 立、 0 

井寺 邊 より 追ひ來 り、 關東勢 合戰利 あらやして 引取る 事、 後に 相閒 え， 和 泉 守 老功、 

人々 感じたり と、 後々 迄い ひ 降 ふ。 


其 日の 未 刻に は、 早 久寶寺 追 落し、 和 泉 守 も、 八 尾 迄 押 詰め、 常 光寺に 陣を 据^、 淀 

を 立ちて よ， o、 何方 にても 野陣 な， -。 右の 寺 は 南 禪寺傳 長老の 由緒 ある 寺に て、 長 

老は 俗名 一 色 氏に て、 和 泉 守內綠 これ ある 故 を 以て、 今晚此 寺に 宿陣 す。 先手 其 外 

足輕 共、 寺の 內 外に 差 置き、 凡そ 朝夕 三度の 合戦に、 討 取る 數七百 一八 十八の 內、 甲 

首 四百 四十 八な，..^。 八 尾. 若 江. 久寶寺 迄に 討 取る 首 は、 使 を 以て 追って 獻 上し、 平 

野 追討の 印 は、 夕方に 及ぶ に 付、 明朝 獻上 仕る ベ しとて、 能き 首 共 は、 客殿の 緣 曲に 

竝べ 置く。 . 

右 椽側板 間. 百 六十 年に 及び 候へ ども、 血 附き候 所 滑し 申さす 候 所、 近年 摺 磨き 

* 候 由、 瓜の 切 n 程づ っ剝げ 候て、 數も 知れざる 跡 之 あり。 . 

今日 井伊 家 は、 若 江に 陣取 召され 候 由、 承. -傳へ 候。 八 尾 迄 は、 見 分 之 あ， -候 や、 和 

泉 守 も 面談した る樣 子に 相 開 ゆ。 

今：：： 先手 士隊將 、其 外數多 討死 tt 候に 付、 手 負 多く 御座 候" 明 H の 先手に、 外へ 仰 

付けられ まじく やの 旨、 使者 を 以て 言上し、 倚 御目附 衆へ も 演說に 及び， 井^ 家へ 
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もー談 じ、 同 樣に伺 ひ 候 由 a 

大御所 樣、 今日 巳 刻 過、 豐 浦に 御陣替 遊ば され 候。 元來星 田に て、 暫く 御 在陣、 御 合 

戰の駔 引. 御 下知 を 加 へらる べき 思 召に て、 新宫山 樹木な ども 御 切らせ 遊ばされ 候 

所、 今朝の 樣子、 思 召の 外 早く 片付き 申すべき 樣に相 聞え 候に 付、 早々 此所 迄、 御 越 

遊ばされ 候 やう 承， り傳 ふ。 將軍樣 に は、 千 塚へ 御着 陣 遊ばされ 候 由、 承り 傳ふ。 

和 泉 守 相 伺 ひ 候 趣、 早速 御 聞屆の 上、 明日の 大 先手 は、 加賀 家と 仰 付けられ 候。 藤 

堂. 井伊 は 御 旗本 前備 たるべき 旨、 之に 依って 和 泉 守、 家老 共 呼出し、 明： w の 手配 等 

申 付く る。 

按す るに、 俗 本に、 七日の 御先 手、 加賀. 越 前へ 仰 付けられ 候樣 記したり • 正說に 

非す。 古き 難 波 戦記に 載せた ると いへ り。 相違な き 事の 樣 子に 相 聞 ゆ • 

今日 討死の 士 隊將、 母 衣の 者 死骸、 面々 家 來共取 集め、 卽ち常 光寺の 住持へ 申談 じ、 

大身の 面々 は、 寺內へ 葬，^、 其 外 輕き士 共 迄、 追々 に 取 置 申 付け、 さて 手 負 ひたる 者 

共、 打 廻. 0 相 働き、 高名 仕. >  たる 士隊將 物 頭、 竝に母 衣の 者 共、 何れも 呼出し、 今日の 


働を稱 美し、 和 泉 守 自ら 铫 子を携 へ、 酒 を 給べ させた る 由 申傳ふ • 

墓に 及び、 御 使畨衆 参られ、 御 申 渡し は、 明日 天 王 寺 表へ 出張して 陣取る 事、 一 莴石 

に 付、 前 通、 り 一 間た るべき 旨、 相 觸れら れ候事 • 

附 錄 

野 依 淸右衞 門 は、 鐵炮頭 共 堤 へ 遣し 候 時、 跡に 附き、 足 立 見 申 候て、 參 b 候 へ と 申 

付けた るに 依って、^ 越し 川を乘 渡し、 堤 を 北へ 乘 廻し、 若 江 道筋 迄 出で、 夫より 和 

泉 守 前 へ 出で、 樣子申 聞け 候 へ ば、 又 差遣し、 以上 三度 遣し 候。 八 尾の 渡邊 勘兵衞 

. 居た る 所へ、 三度 遣し、 其 後 坂 井 與右衞 門. 堀 伊織. 淸 右衛門 三人 罷 越し、 旗本の 幟、 

今少し 出し 申す まじく やと 申す に 付、 淸右衞 門、 井伊 家へ 使に 遣し、 淸右衞 門 は、 馬 

を^ 倒し 候 故、 和 泉 守 乘替の 馬 を 借り、 井伊 家 へ 参り、 口上 申述 ベ 、返答 致し 候內、 

T< 尾に 居 申 候 敵の 幟、 崩れ 候と 見えた る 故、 最早 何事 も 入ら やと、 井伊 家 申され 

罷歸 り、 其 儘 申 聞け 候へば、 又 平野へ 差遣し 候 • 其 時 は 和 泉 守 乗 下の 馬 を 偕 遣し 

候 • 其 使の 時 は、 卒野 追討に 致し、 屍り 候 時分、 參 着した h^。 是 はさした る 儀に 
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も 無乏候 へど も、 自分の 高名 を 貧ら す 、終日 右の 如くに 厥 廻り 候 奇才、 又 和 泉 守、 

能き 人 を 使 ひ 候 儀 を も、 相 顧し 候へば，、 井 家へ 始終 申合せ、 職分. を 重んじた る 

趣 も、 自然と 相 見え 候 故 追加す。 

增田兵 部 を、 當； 1^ へ 討 取， 9 候 儀、 其 節 は 不，， 分明； 後日 に 相 知れ 候 • 仔細 長き 事故、 

本文 略し 愛に 出す。 磯野 平 三郎父 は、 右近 行 信と 申し、 江 州 佐 和 山の 城主 磯野 丹 

波 守 末葉に て、 上に 記し 候 通り、！^ 三郞、 平野に て 能き 首 取って、 色々 突 整 致した 

れ ども、 兎角 知る 人 無乏、 是非な く 其 分に て 打 過ぎ、 二 年 程 過ぎて、 或 U 一  人の 老 

女、 卒三 郎が屋 鋪に來 り、 逢 ひたき 旨 願 ふに 付， 呼出し 候へば、 老女 云、 先年 大坂 

表に て、 錦の 陣羽織 着た る大將 を、 御 討ちな され 候 其 節。 差 領銘の 物 三 腰 迄 添へ て、 

御 取 b なされ 候 由、 誠にて 候 やと 尋 ぬるに 付. 成程 其 通りに て、 其 太刀 は 澤田但 馬 

家來に 遣し、 助けて くれたる を 謝した 其 餘のニ 腰と 錦の 羽織. 手前に 所持 致 

す 段、 申閒け 候へば、 何卒 一 目 御 見せ 下さる べしと 望み 候 故 * 其方 女の 身と して、 

武具 を 見て 何と 仕 候 やと、 なじ.. > 候 へ ば、 彼 老女 涙 を 流し、 何 を隱し 申さん、 其大 


將は、 增田兵 部 殿に て 候。 我等 は 則 > り 乳母に て 御座 候。 其 時 兵 部 殿， 大 坂へ 御 1^ 一 

方 致され 候へば、 秀賴公 殊の外 御悅 なされ、 御手 づ から 錦の 陣羽織 .1 一 腰の 御太刀 i 

を 下さ れ、 組の 士足輕 其 外 三千 人の 大將仰 付けられ 候 時 は、 我等 女の 事に 候へ ば，； 

何の 辨へ もな く、 元の 大名に 立 歸られ 候 やうに 存じ、 悅び 申す 所に、 五月 六日 夜 一 

の 中に 出陣 ありし が、 再び 音信 も 御座な く 候に 付、 隨從の 者 共逃歸 b 候 故、 尋ね 候， 

へば、 平野 迄 は 御供 致し 候へ ども、 其 後 は 知らす と 申す。 又は 卒野 にて 討死 あ. H 

し を 見た る 者 ありと も 聞き、 ロ惜ぐ 悲しく 存じ、 せめて. c 骸を 見出し、 葬りた く 一 

候 へ ども • 女の 身と して 尋ねに も 出 でられす。 其 日 を 命日と 存じ、 水 を 手 向けて 一 

回向 致し 候 へ ども、 目當に 仕る ベ き 墓所 もな く、 いと^ 心苦しき 月日 を 送り 候 所、 一 

此頃 人の 噂に て、 藤 堂樣御 家中 磯野 平 三郞と 申す 人、 錦の 羽織 着た る 大將を 討 取 一 

b  、其 姓名 知れす と 申す 由 を 承り、 偖 こそと 存じ、 兵 部 殿 身の上の 事 承， 0 屆 けたく、 一 

是迄參りて候と申聞け候に付、卒三郎申鍵は、^^^程計にては不分明なり。 其 錦の 一 

羽織 は、 如何なる 紋 から、 色 は 何 色と 尋 ぬるに， 能く 覺ぇ 居る。 三 腰の 刀 を 尋ね 候 一 
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へば、 太刀 は 備前兼 光、 差 添 は 石 船 切と 銘 御座 候。 一 尺八 寸長、 手 差 は九寸 計り 

と、 申す 所 少しも 違 はす。 今 は 疑 ふ 事 之な しと、 羽織. 打 物 取 出し 見せ 候て、 則ち 

老人 心底 推察し、 不便に 候 間、 此內 一 品、 何 にても 望に 任せ 遣す ベ き 段 申 候 へ ば、 

此 九寸五分 は、 兵 部 殿 出生の 時、 父 右衞門 殿より 遣され、 身 をば 離さす 持 たれた 

る 物に 候 間、 之 を 我等に 給 は 候 は 、、 佛 壇に 差 置き、 朝夕の 冋向を も 仕度 由 申 

すに 付、 則ち 吉 光の 短刀 取らせ 遣したり。 是に 依って 卒三郞 高名、 始めて 相顯は 

れ候 由申傳 へたり。 或 人 之 を 論じ 言 ふ。 甲の 者 申す は、 增田 程の 勇士に 候へば、 

； 5;^ 死は覺 悟の 前と 相 見え 候。 其 武器 或は 甲の 浮け 裏、 羽織の 裏にても、 姓名 を 記 

さや。 若年 故 心 付かす と 申す に 付- 乙の 者 申す は、 盛 次が 心底 を 察する に、 此時父 

右衞 門尉尙 存生に て、 武 州岩附 に、 囚の體 にて 有 之 候へば、 我れ 大 坂に 一 味して、 

討死を遂げた.=^と、兩御所聞召され候は 、必定 父 長 盛 一 命を絕 たる べしと、 氣遣 

に 存じ、 眞實 に、 大坂 へ 忠節 は 盡し候 へ ども、 手前の 名 出し 候 事 を、 深く 包みた る. 

事と 相 見えたり。 甲の いふ は、 其說の 如くに て、 兵 部 孝心 殊勝なる 儀 乍ら、 武德 


編 年に、 其歲 五月 廿 五日" 岩附の 城主 高 カ攝津 守に 仰せて、 右 衞門尉 長 盛 を 自殺. 一 

せし む • 枠 盛 次、 若 江に 於て 戰 死の 事、 上聞に 達する 故な， -と いふ 事 を 載せ 候へ 一 

ども、 此說も 如何 あらんと いふ • 乙 申す は、 磯野 早 三郞、 盛 次 を 討 取って さへ、 之 一 

を 知らす。 況んゃ 其餘の 人、 兵 部 討死の 儀、 知るべき 樣 なし。 此等は 庸人 臆 度の i 

說 にて あるべし。 右衛門 尉 自殺の 事 は、 別に 來由 ある 事の 樣に 聞え たり。 總て i 

關ケ原 合戰の 時、 石 田  一 * の 者 共 は、 合 戰相濟 み 候 以後、 何れも 御宥 免に て、 罪 重き： 

は 所領 沒收 せられ、 命 を 御 絶ちな され 候 は 之な く、 正しく 台 徳院殿 尊公に 敵 對しー 

奉りし 眞田 父子 さ へ、 助命せられ、 高野山へ 蟄居 仰 付けられ 候 事、 是關ケ 原 御 合 ^ 一 

は事濟 みに 似て、 未だ 濟 切り 申さ や 候處之 あり。 天下の 大小 名 志 を 改め、 御 * 方 1 

に奉，屬候樣にとの御賢慮と、乍，恐奉&^候。 大 坂御陣 は、 關み 原の 本濟 口にて、 今一 

般の御 合戦に、 日本の 大小 名、 大 坂へ 同意 候 者 は 一 人 も 之な く、 御 當家御 武德堅 一 

く 候 儀、 御 見 屈な され 候 上 は、 此處に 於て、 以前に 引替へ、 其 餘類御 穿 藤な され、. 

追々 召 捕り、 首 を 刎ねられ 候。 秀賴& 孺子國 核 丸. 長 曾 我 部. 大野 道 犬 を 始め、 水 一 

平野 追討 覺  S 


新 東 鑑逍加 卷之ニ  SI 

原石 見 父子 等、 擧げて 数へ 難く 候。 增田右 衞門尉 は、 實に石 田が 腹心の 黨、 御當 

代 深き 御 敵に 候へば、 生かし 置きて 何の 益な き 者に 候。 彼の 兵 部 も、 一旦 御 旗本 

に 召 加 へられ 候ても、 心腹の 儀 之な く、 上に 記し 候 通りの 儀に 候へば、 兵部對 死 

の 有無に 拘 はらす、 右 衞門尉 一 命 は、 是非 今般 は遁れ 難き 所と 相 聞 ゆ" 盛 次 若き 

故 に 、此所 心 付か やや、 又 心 付きても、 ならざる 迄 も、 父への 寸志 に も あ ら んゃ、 誡 

に 哀れなる 志と、 感じ入..^ 申す 儀な-り。 

天 王 寺 口 合 戰覺書 

押陣の 次第 

七日 未明、 和 泉 守 人 數相調 へ、 八 尾よ. - 出陣、 此節 手配の 事、 左 先手 は 藤 堂宮、 円少輔 

に 佐 伯權之 助. 藤 堂 采女. 渡邊掃 部. 其 外鐵炮 相 加 はり、 右 先手 は 渡 邊長兵 衞に須 

知 主 水. 藤 堂 主 膳、 其 外 鐵炮頗 相 加 は. 5、 和 泉 守 旗本 を 以て 中備 とし、 藤 堂 仁 右衞門 • 

藤 堂 勘 解 由 • 浮 組 は 旗本に 相從 ひ、 籐堂新 七郎. 桑 名彌次 兵衞、 浮 組 は 梅 原 勝右衞 s: 


に、 當分 支配. s. 付け、 先手に 差 添へ た h^a 

昨夕、 平野 邊に 於て 討 取る 首 共、 今朝 御 首 途の血 祭 K ひ 奉り、 使者 伊東 吉左衞 門 を 

以て、 將軍樣 御 途中 迄獻上 仕り、 其 節 將軍樣 千 塚 御陣營 中よ，^ 御 出馬、 御 道筋 若 江 • 

八 尾 御： 遊に され、 昨日の 戰 場の 樣子 • 、御 見 及び 遊ばされ 候 由、 右に 付 吉左衞 門 • 

早天より 玉串 堤へ 御 出迎申 上げ、 扈從 衆に 謁し、 右の 首 其 御 披露に 預か， -、 一 段の 

御機嫌に て、 上意 も 之 あ，？ し 由。 

謹んで 按す るに、 此節 大御所 樣、 豊浦 より 御 出馬、 國府 街道より 片 山道 明 寺、 昨日 

の戰 場の 樣子、 御 見 及び 遊ばされ 候 由、 吉左衞 門 首 披露の 土地 不分明な り。 

和 泉 守、 年 野 迄 出馬の 所、 物見の 者乘歸 り、 加 賀の人 數早岡 山道 迄 張 出し、 越 前の 人 

數も、 天 王 寺の 南 へ 繰 出し、 本 多 出 雲 守 • 小 笠 原 兵 部 少輔其 外 諸 大名、 出張 致され 候 

衆 も 相 見えた、 り。 大 坂よ b も、 段々 大數 押出し、 岡 山より 茶 0 山邊 迄、 所々 旗 指 物 

相 見え 候 Ha 註 進す。 和 泉 守、 地理の 樣 子相考 へ、 先手 を 進め、 桑 津の西 迄 押出し、 此 

所に て 暫く 押 留まり、 兩 御所の 御 下知 を 相 待ち、 細 川 越 中 守 馬 廻 迄にて、 此方 人數 
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の 右の 方に 控 へられ、 彥 根の 人 數は、 又 其 右に 致され、 出張 互に 使 を 以て、 何 角の 

儀申談 じたる 由、 水 野 日向 守、 大御所の 御先 手に して、 阿部野より 越 前 勢の 左の 方 

へ 廻. り、 伊勢 • 大和 其 外の 諸 大名、 加賀. 越 前の 左右へ 相 詰めた. 5 と、 委しき 事 は記錄 

せす。 

按す るに、 岡 山 は、 古名 猪 飼の 岡と いひ、 茶 曰 山 は、 荒 陵と 之 あり。 則ち 荒 陵 山 天 

王 寺と 號す。 後世 其 形に よりて、 茶 曰 山と 稱ふ。 大坂御 平均の 後、 二 山 共 御 勝 山 

と稱ふると聞ぇた.c^。 

又按 する に、 大坂は 無 雙の耍 害に て、 西北の 方 は、 淀川の 水 筋 を 受け、 東の 方 は、 

}^ 野 川. 河 內川. 巨 麻 川の 水、 一 つに 落 合 ひ、 志 貴の 口にて、 又 淀川. 大和 川 一 つに 落 

合 ひ、 三方 は 天成の 堅固に て、 ロハ 南 一 方 少しの 坂 計. y にて、 さした る 要害な し • 

之に 依って 乾 堀 を 掘，.^  土 居 を 築き、 高津 より 玉 造 迄、 外郭の 要害 を 構へ、 之を總 

堀と 名付けた. り。 去年 御 和睦の 砌、 總堀を 埋められ たるに、 種々 俗說 あ， 9、 信用 

し 難し。 今， 按ゃ るに、 東 橫堀九 之 助 橋よ， 9、 上 本 町 札の、 辻 迄、 町屋の 裏通り、 一筋 


通りた る 堤の 如くなる 道 あり。 道の 北 一段 低き 所、 畑に 相 成 b 之 あり。 是 舊時總 

堀の 埋 跡と いひ 傅 ふ。 夫より 東の 方、 眞田 山と 木綿 町との 間を拔 け、 玉 造に 至る 

此間 所々 折 廻り、 明かに 見え 難し。 高低の 樣子內 外の 分 は、 相 知れ これ あ，..。 何 

分總 埋み 候て は、 南 表 全く 要害 之な きに 付、 大坂 勢、 悉く 岡 山. 天 王 寺の 筋へ 出 

張し、 三方の 要害 は、 橋 を 引き 舟を燒 き、 用に 立たざる 者 共 を、 番兵に 置くな.^。 

將軍家 も、 深き 御 軍 慮 を 以て、 東西 は御攻 なさらす、 北の方 も、 京 橋 口へ は、 御 人 

數も 向けられす、 ロハ 石 川 .兩 京 極 を、 天滿の 方へ" 仰 付けられ たる 迄と 相 聞え たり。 

^間の 書に、 伊達 氏 舟 場へ 向 ふとい ふ、 眞偽 不分明な り。 

H 少し 昇. 0 たる 頃、 御 使 番衆參 られ、 將軍 程なく 御着 陣、 御 下知 を 加 へらるべき 間、 

先づ諸 勢、 兵糧 相 調 ふべき の 旨、 相 觸れら る。 辰の刻 過、 相 印相 詞念 入るべく 相觸 

れら る。 其後暫 あって、 陣場御 巡 見の 由 沙汰 之 あり。 追 付 將軍家 御供 騎馬 十四 五 

騎ニ樣 の 唐人 装束に て、 和 泉 守人數 立て 候 所へ、 成らせられ、 御 傍 近く 召させられ、 

御 密事に 仰 聞 けられ、 又 御馬に 召し、 外々 の陣 場へ 御 越 遊ばされ、 其 以後 岡 山の 方 
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へ 御 出張、 加賀 勢の 跡 を 御 詰め 遊ばされた. -と、 書 載せ 之 あり。 

按す るに、 和 泉 守 、早生 は 物に 拘 はらす、 何事 にても 打 明し 物語した. >  しが、 御上 

へ 申 上 候 儀 は、 殊の外 慎み、 年來 種々 仰 を 蒙り、 又 御 爲を申 上 候 儀、 一生 口へ 出し 

不， 申， 此 節度々 御 密談の 儀 も、 如何なる 御樣 子に 御座 候 や、 申 » へ もな く、 相 知れ 

難き のみな hN。 

大御所より 上意と して、 御 使番衆 参られ、 只今 平野 迄 御 押 遊ばされ 候 • 程なく 天 王 

寺 表 へ 、 御 出張 有， 之、 尾 張. 遠 江 の 二君へ、 軍の 御 取 計 遊ば さるべ き 由に 候 間、 暫く 合 

戰 始め 申す まじく、 猶將軍 家より、 御 下知 ある ベく の 間、 其 分 相 守る ベ くの 條、 仰 下 

され 候 事。 ， 

按ゃ る に、 右平 野 川 へ 落 合 ふ 一 筋の 川、 古と は 模樣變 り 候 由、 內巨麻 川 は、 依羅池 

よ. り 流る 、 に より、 大 なる 相違 も ある まじき か。 其 節河內 川と 稱 へ 候 は、 河 州 丹 

北 郡より、 攝州住 吉郡喜 連の 西へ 流れ、 此 所に 息 長 川と 名 付，、 る 古跡 あり。 夫よ 

り 桑 津を歷 て、 巨 麻 川に 落 合 ひ、 東 成 郡 舍利寺 村に 至りて、 平野 川へ 入る" 新 大和 


川 を 掘 開かれ 候 節、 舊河內 川の 源 を 立 切り、 住 吉道西 爪 破の 間より、 樋 を 以て 新 

大和 川の 水 を 引き、 田地 用水 を 取り、^ 西. 喜 連兩 村の 惡水落 合 ひ、 中 野 村の 東口 

を 北 へ 流れ、 平野. 桑津の 間よ ト人 村 寺へ 流れ、 平野 川 へ 落 合 ふ、 之 を 今 川と 稱ふ、 

細き 川な h ノ。 元 和 時分と に、 川筋 甚だ 違 ひし 由。 然れ どら 古の 川筋 相 知れ や。 此 

邊の 地理、 今の 巨 麻 川 人 n. 川 を 以て 記錄 す。 依 羅の池 は、 甚だ 大 なる 池に て、 新大 

和 川 は、 池の 中 を 西 へ 通し、 兩方 堤に て堰 切る、 池 水 は 高く、 川 は 低し。 右 池 川の 

北に て、 古の 半分 程に なり 落つ る、 - 只今 巨 麻 川と 申す は、 至って 細き 流； り。 

先手 合戰之 次第 

巳 時 過. 兩 陣 段々 相 進む。 鬼 角 合戰 見合せ 申すべき 旨、 度々 御 下知 之 あり。 弓 • 鐵炮 

も 未だ 打たざる 所、 毛 利豊前 は、 先備 より 鯨波 を 上げ、 鐵炮を 打 かけたり。 和 泉 守が 

いふ、 關ケ 原の 御 合 戰の節 も、 敵より 鯨波 を擧 げたり • 先例よ く 候 間、 今日 も 決し 

て 御 勝利 目 出た しとい ふを閬 き、 手の者 共、 愈 勇みたり とい ひ傳 ふ。 

天 王 寺 表 は、 越 前 家先備 より 合戰 始まり、 秋 田 城 之 助な ど 早 手 合 ふ。 本 多 出 雲 守. 小 
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笠 原 兵 部 大輔、 諸 勢に 抽んで 相戰ひ 討死せ り。 右に 付大坂 勢？ I に乘， りて、 殘兵を 追 

來る。 時に 藤 堂 。井伊. 細 川 三 家の ん數 も、 一同に 押出し、 進み 來る敵 を 追 戾し、 先手 

藤堂宮 內少輔 高， 佐 伯 權之助 雄定. 藤 堂 采玄兀 則 i 邊 ilMft ァ〕 宗. 鐵炮 頭. 母 衣 

の 面々、 桑 津の邊 より 田の 中 を、 押出し、 沼 を 三つ 渡 b て 敵に 取附 き、 母 衣 組 落 合 半 兵 

衞. 馬 廻 撗井四 郞右衞 門. 森甚之 仁 右 衞門浮 組 赤尾嘉 兵衞. 佐 伯 家 來寺島 正兵 衞. 

采女組 玉 置 角 之 助. 同 甥 佐 右衛門. 渡 邊掃部 組 小 野 正兵 衞、 思 ひ. （に鎗 を 合せ 高名 

す。 寺 島 正兵 衞、 東 衆 敗軍の 刻、 權之助 傍 を 離れす、 此方へ 其 後先へ 出で、 敵 一人 見 

掛けし 所、 牛の 舌の 指 物 武者、 二人の 敏に揉 合 ひ 居たり。 正兵 衞詞を かけ 候へば 、雨 

人 を 捨て、 正兵 衞に突 憑. 0 ける を、 押 詰め 一 刀 切り、 其 儘 組み、 池の 中へ 落 重なり、 取 

つて 押へ、 首 を 取らん とすれ ども、 先達 つ て 庇 を 蒙. 9、 手 叶 は ぬ 故、 采 女家來 長田现 

助 を 頼み 首 を 討た せ、 采女 へ 見せ 候 へ ば、 働の 段 能く 見たり。 早々 差 上候樣 にと 申 

すに 付、 本陣へ 持參候 所、 其 日の 一番 首な り。 見知る 人 有 ^ 之、 大坂御 譜代 佐 久間家 

助と 申す 士の 由、 和 泉 守 殊の外 賞美して、 能く 仕たり ふ、 二度 迄詞を 憑け たり。 


此池、 地名.^ 載せす。 按ゃ るに、 其 時 和 泉 守 旗本、 未だ 天 王 寺 迄 押 さ. - るに 付、 先 

手 計り 是迄來 る は、 大方 沙門 池に て 有 ^ 之べき 樣に相 見えたり • 

森 甚之丞 は、 先 崩れ 候 へ ども 踏 泳 へ、 左の 方に て、 采女高 聲に名 乘るを 聞 付け、 夫 へ 

參り、 采女內 記に 詞を かけ、 夫よ b 廿間 計り 先にて 引取り、 敵 を附け 行き 突 倒し 申 

し 首 取 つ て、 是又 早き 首な り。 

落 <!； 半兵衞 は、 澤田但 馬 手 を駔拔 け、 谷々 を 三つ 越え、 三つ 目 谷に て、 好き 敵 を 突 伏 

せ、 甲と 共に 首 を 持たせ、 本陣へ 持 越す。 今日 三つ 目の 首な，.^。 

撗井四 郎右衞 門. 淸， が 新 助、 旗本より 先手へ 使に 行き、 鎗を 合せ、 兩人 とも 首 を 取る。 

前に 記し 候 通. -、 和 泉 守 朝の 間 は、 暫く 人數押 留め、 越 前 勢 合戦 始まる に 付、 先手よ 

繰 出し 候 様 下知し、 其 時 諸家 人 數込合 ひたり。 本道 を 行きて は、 遲 くなる に 付、 

沼田 を 越し 敵に 取附 きたりと、 指 ff〕〕 にも 記 之 あ....。 

此ロ へ は、 毛 利 豊前勝 永 手に て、 右の通り 取合 ひたる 所へ、 井伊. 細 川の 人數、 竝に和 

泉 守 先手 右備渡 邊-径 兵衞. 須知主 水. 藤 堂 主 膳、 其 外鐵炮 頭、 段々 に 押 IS め、 突立 つ る 
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に 付、 大坂 勢戰ひ 疲れ 引 足になる。 此節大 坂 勢 物 頭 i ノ內 引取る 道筋、 堤の 脊 にて 藥 

^を竝 ベ、 火 繩を挾 置き、 少し 返く と 火の 發 する をお 圆に、 取って返し 候へば、 關東 

勢 何れも 崩れたり。 

右 梅 原 勝右衞 門. 安波 久左衞 門 雨 人の 家譜に、 書 * へた. 9。 其 地名 詳 ならす。 武 

徳 編 年に、 岡山邊 にて、 a 火 はねた る 時、 御 旗本 騷勸 したる 事 書 載せたり。 此事 

甚だ 似たり。 和 泉 守が 先手 は、 天 王 寺よ b 押し、 岡 山と は 土地 遙に 隔たり、 斯様 

の事兩 所に 之 あ..^ 候 や。 但し 書 誤りて、 岡 山と 記せし や 心得難し。 右 實錄に 合 

はす。 

其 節 踏 止まり 候 者 共 は、 佐 伯權之 助、 竝家 來衞藤 * 左衞門 .间 宗左衞 門. 泥 谷 仁左衞 

門. 高 畑 多 兵 衞-佐 伯 兵 左 衞門. 同 久左衞 門 • 高 畑 五左衞 門. 長 田三郎 兵衞. 須知主 水、 竝 

組 富 谷 太 郞八. 橫 3 喜 左 衞門. 枠 藤 十郞. 橫濱 淸右衞 門. 坂 崎 佐 助 • 山 田治郞 太夫. 橫田 

勘 左衞門 等、 藤 堂 采女竝 組 川甚 太郞. 富 尾 三 郎右衞 門. 川口 善 九郎. 藤 堂 主 膳： S 組 

長 尾 兵士 ：！• 櫻 木 五 左 sra. 鯨 江 九 右衞門 •  土 佐 組 杉 立 九 郞右衞 門 等、 所々 にて 踏 北 ま 


b  、鎗を 合せ 高名す • 

宫內 少輔家 來小澤 卯右衞 門. 堀 口 平 兵衞. 主 膳 組 籐堂孫 八郎. 北 庄三四 郎. 主 水 組佐久 

間 働 右衛門. 山川 源 助. 新 七 郞浮組 淺井理 右 衞門. 杉 立 十 左 衞門. 安波 久左衞 門. 土 佐 

入 交 助 左衞門 等、 烈しく 相 戰ひ首 を 取る。 

內堀 口： 牛 兵衞、 甲 首 一 つ 素首 二つ 取る。 淺井. 佐 久間. 入 交. 北庄 は、 甲 首 一 つ 宛、 其 

外 は 素首な り。 

邊畏 兵衞 父子、 拉 來共踏 留まり 高名す。 豆竹少 右衛門 以下、 首數 七つ 取.. -候 由。 

委しき 譲 相 知れ や。 組兩 日の 首數、 凡 六十 二と 相 記す。 藤 堂 與右衞 門高淸 .a 與カ 

組家來 働の 樣子、 委しく 相 知れす。 兩 日の 首數 五十一 i 、家 記に 之 あり。 玉 置 平 左 

衞門 家譜， 七日 味方 崩 立. -候 節、 與右衞 門に 附從 ひ、 所々 にて 踏 留まり、 其 後^川 八 右 

衞 門. 遠 藤 勘 右衞門 等、 一 所に 褂り、 錄を 合せた る 由記錄 す。 其 外 主 水 組 山 田 治郎太 

夫. 山川 源 助 書 出しに も、 先手に. 於て 働の 樣子、 與右衞 門を證 人に 引き、 相 認めたり。 

栴原勝右衞門^^子萬之助、 甲 首 一 つ 取る。 伹足輕 istoj 藏. 淼喜右 衞門由 村 十兵衞 
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も 首 一 つ、 合せて 五つ 之 を 取る。 澤田但 馬家來 小寺淸 兵衞. 丹 羽太 兵衞. 若 林 久左衞 

門. 足輕 山川 佐 平 • 竹 田 逸藏首 一 つ、 合せて 五つ 之 を 取る。 中 村 源 左 衞門家 來平四 

郞* 首 一 つ 之 を 取る- 村 井 宗兵衞 は、 自身 一 つ 取 ^ 之- 中 村 源左衞 門、 昨 六日 强く戰 

ひ 手 負 ひ、 今 21 働 不自由に 付きても、 猶組引 廻し、 敵 近く 追 行く 所、 切 所に て、 敵大 

勢 取つ て 返し 突 憑る。 家來竝 組の 者 共、 强 く相戰 ひ、 手 負數多 出來、 源 左 衞門も 退き 

兼ねた る 所に、 鎗持矢 之 助と いふ 者 強力に て、 主人の 鐽 にて、 敵 大勢 を 叩き 廻り、 源 

左衞 si: を 引退け たり。 此樣 子、 加賀 勢の 內 よ..' 見 及び、 其 場に て 貰 ひか けられ、 大 

家へ 奉公に 有 付きた る 由 • 近年 迄 も、 源 左衞門 方へ は、 年始に 書 通 も 有. 之、 同人よ 

り も、 書狀 遣し 申した る 由申傳 へたり。 加賀 にて は、 中 林 矢 之 助と 名乗らせ、 姓 は 

則 源左衞 門、 其 節 遣し 候 由。  ， 

右の 外に、 主 水 組 伴 角 兵衞. 田 屋十藏 • 八橋 十 右衛門. 粟困彌 八. 吉田庄 八. 吉積長 助. 釆 

女 組： 女 孫子 九左衞 門. 山 岡 市 兵衞. 淵 本 長 助. 原 田 傳右衞 門. 大野 木 角左衞 門. 新七郞 

浮 組 小川 三 郞右衞 門 等， 脇へ 少し 乘 退け、 敗軍に 取 雑せ や、 踏 泳 へ た. -と書 出せり。 


宫内少 輔內中 村 新右衞 門. 疋田勘 左 衞門. 大須賀 七 兵衞. 渡 邊長兵 衞. 野 島 治 兵衞. 土 

佐 組 i 女波 三 郎右衞 門. 權之助 家 來高畑 キ稅， 此 口にて 討死。 安波 は 元 來土佐 組に て、 

元は 長 曾 我 部落 去の 節より、 和 泉 y 憐愍 を 加へ、 其 父 刑 部左衞 門. 兄 久左衞 門..^ 傳 

左衞 門、 皆 扶助 を 蒙 b 、恩 分淺 から ゃ存候 や、 亥年 城攻 の砌、 * 左衞 門， 竹 束 面へ 出 

でて 働き、 鐵炮に 常り 手 負 ひ、 當 春に 至 、養生 叶 はす 死したら。 三 郞左衞 門 儀 は、 當 

奔出 陣前、 藤堂釆 女へ 申 候 は、 此度は 天下 分 目の 御 合戦、 大切. の 儀に 御座 候。 私 は 

勝ひ1^に拘はらす、討死仕候て、御厚恩を報じ申すぺく候。 其 段 御 聞 置 下さるべく 候 

と、 誓紙 を 以て 申 置きし が 、今日 井伊. 細 川の 人數、 立" ュ S びた る 中に て、 晴 なる 討死 仕 

b 、誓紙の 害 を 合せたり。 此 時分 は 輕き士 迄 も、 斯様に 存念 を 相 立て 候 者、 珍ら し 

からすと 相 聞え たり。 

旗本 合戦の 次第 

和 泉 守、 桑津の 西より 沼田 を 渡り、 天 王 寺の 東 へ 押 付け、 太子 堂の 側に 旗 を 立て、 人 

數勸 かし 申さぬ 事。 > 
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按す るに、 此邊 土地、 今に 於て 深 田 多し。 其 節 和 泉 守 馬上に て 一 沼 を 渡り、 二の 

沼は步 行に て 渡り、 步兵 川原 三 太夫. 城 井 九 兵衞、 左右の 手 を 引 供したり と 書 載せ 

たり。 和 泉 守 旗本 を据 ゑた る 場所、 坂 井 與右衞 門が 記錄に 出で たり。 

今按 すろ に、 太子 堂 は、 天 王 寺 東北の 方に 有， 之、 此 堂に 登りて 見渡せば、 大坂方 玉 

造. 小 橋の 間 一 目に 相 見え， 究竟の 陣所。 場 數功者 故、 大きに 心 持 有 ん、 此 所に 陣 

. を据 ゑたり と 思 ふ。 尤 早朝に は、 此邊 迄、 大 坂人數 出で たれ ども.， 一戦に 及びし 

ほど 引取りたり。 細 川 家、 毘 沙門 池の 邊へ 屯の 由、 實錄に 相 記す。 何分 大坂足 溜 

はせ ざ， 0. しゃと 考ふ。 

御所 組 大御所な り。 御 旗本、 此時ハ "桑津 迄 西に 御 押し、 天 王 寺 南 越 前 勢の 跡 を 御 詰 

めな され 候 由に 相 見 ゆる。 ^泉 守 先手の 者 共、 高名 仕り、 討 取る 首 追々 に持參 し、 

早 勝 軍の 樣 子に 相 見えた る Sim に 申 聞け 候 所、 何れも 働きの 段. 赏 美した る 迄にて、 

尙 以て 人數を 動かし 申さす。 尤 大きに 心 持 あ， りし 事と 申 傅 へ たり。 

按す るに、 和 泉 守、 今： n に 先手 御斷. & 上 候 は、 昨 六 H と は 趣意 格別に 相 聞え、 加 賀* 


越 前の 大軍を 以て、 御先 手 進められ、 御 勝負に 於て は、 危き事 も無乏 候へ ども、 今 

日 は、 諸手 打 込の 合戦 に て、 關 東方 十五 萬稃の 人數、 思 ひ ）（.• に 相 働き 候 へば、 御 

下知 も屆き 兼ね-諸 勢 何となく 浮 立ち 候 由、 多くの 大小 名の 中に て、 如何なる 野 

心の 者 あらん かと、 互に 心 置かれ、 少しの 事 にても、 見 崩れ 開 崩れした....。 折節 

, 大坂 方の 必死の 勇士 共 虛に乘 つて、 雨 御所 御 旗本へ 切入り 候 は V 、如何なる 珍事 

の出來 も、 計り 難き 勢な り。 股肱と 御賴 みなされ 候 井伊. 藤 堂、 漫 りに 手 廻. 5 の 軍 

卒 動かし 申さ いる 儀、 後に は 家中の 者 共存 當 b-、 其 上 今朝、 御 直に 魏意を 承り、 祕 

策い か 計りの 儀 や、 是亦 計り 難く 候へば、 右見 合せ 出陣せ ざる 事、 意 * あっての 

事と相見ぇた，^^。 

紀州淺 野伹. 馬 守、 今宫の 方よ. -人數 を 出す。 越 前 家 備の跡 を 押 通りた る を 見て、 何 

者と もな く、 紀州殿 裏切 致さる 、 と 申出し 駡り て、 關東勢 大に騷 動す。 和 泉 守 下知 

にて、 步 弓の 者 共に、 矢の 根を拔 き、 抦計. り 射 立てさせ 候へば、 右の 人數 悉く 散 失せ 

て、 旗本 を 持 固めたり。 
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按す るに.、 淺野伹 馬 守、 前月廿 九日、 樫 江の， 一 戰に相 勝ちて、 後 本 國紀州 一 揆 退治 

をして 歸國、 再び 泉州路 より、 此 筋へ 出張と 相 聞 ゆ。 右 誑 言の 事、 和 泉 守 歩兵 河 

原 出 三 太夫と いふ 者の 覺 書に あ， o。 難波戰 記に 、同様の 儀 有， 之、 列 相 成 談も之 を 

取 用 ふ。 難波戰 記に、 立 花 左近將 監が備 より、 四百 挺の 鐵炮 一度に 打ちた るよ. 9、 

. ^方 崩の 事と 記す。 鐡炮繁 く 打つ 事 は、 軍 中の 常、 たと ひ 何百 挺の 鐵炮 打ちても、 

左樣ヒ 驚く 事 は 有 A 一 まじく、 又 一 說に、 御 旗本 備の 後陣の 騒動す る を 見て、 敵 は 

跡に ある ぞと 心得、 鐵炮の 銃 先 振 廻し、 打つ 玉 御 旗本へ 飛 落ち、 別けて 騒動した る 

由。 斯様の 儀、 家々 に 咄し傳 へ 有  > 一べき 儀、 右一 二 にても、 其 節 思 ひ 遣られたり。 

右の 騒動に 乘 じて、 眞田左 衞門幸 村、 馬 廻の 勢 を 以て、 大御所 御備 近く 打って 憑る 

所に、 越 前 家の 旗本に て 請 留め、 手痛く 合戦し、 支へ 難く 相 見えた る 所に、 御 譜代 御 

旗 木 衆、 追 々 馳 合せ、 所々 に て 踏止ま，c^相働き申 さ れ、 討死 も 多 か b し 由" 

按す るに、 眞田左 衞門合 戰の樣 子、 奇 密の說 多ぐ、 此日、 lR め は 茶臼 山へ 出で、 夫 

より 卒野 口にて 伏勢 を 引 廻し、 又 岡 山に 出で て戰 ひ、 後に 天 王 寺 表に て 討死す， 


其 往來拔 道の 跡， ロハ 今に 相殘 り、 誠しやかに 書記す。 今按 する に、 去年 城攻 の時ハ 

寄 衆 諸 大名、 元 小屋 を 天 王 寺. 國分 寺の 邊に 構へ、 人 數番替 々々に 城 際へ 相 詰め、 

竹 束を附 けて、 右 往來の 道、 人形々々 の 法 を 以て、 地 を 掘り 土 を 揚げ、 城内より 見 

えざる 樣に、 仕 寄 道と 稱 したる を、 數十 年の 後に、 相殘 りたる 跡 を 見て、 合點 行か 

ざる もの、^ などと 取合せ、 兵家 常の 事 を 知らす、 誤を傳 へた， りと 考ふ。 

此日 は、 諸家と も 堀 乘を心 憑け、 前 通 道 さ へ 明け 候 へ ば、 敵 を 跡に 置きても、 北へ 北 

へと 押 行きた る 人 多し。 夫 故 茶臼 山 近邊， 昧方存 の外溥 くな b たる 由" 大御所に も、 

御備 未だ 定まらぬ 故、 別けて 御人數 定め 難し。 御 旗本 衆、 强く 働き 申され 候 へ ども、 

や、 も すれば 大坂 勢、 ひ 烈しく 相 見えたり。 和 泉 守豫て 期した る 事 なれば、 馬 廻の 

兵 を ロロ 眞 田が 左の 方よ.^、 橫缝に 突 憑り、 必死 を 究めた る 兵 故、 中々 容易に 敗り 難 

ぐ、 手前の 人數も 度々 突立 てられ、 母 衣 組の 內海左 門. 橫濱內 記 * 石 田才助 H 亦 井惡右 

衞門. 多 iS 尾 佐 兵 衞.© 原 十右衞 門. 苗 村 石 見. 大津傳 十郞. 青木 忠兵衞 "柏木 新兵 衞* 山 

上 木工. 小川 五郎 兵 衞.須 知 九 右衞門 • 菊 川 源 太郞. 米 村 兵 太夫. 奧田 五郎左衛門 .山田 

天 王 寺 口 合 戰覺香  M 


新東鑑 追加 卷之ニ  § 

甚右衞 門. 野 依 淸右衞 門. 長屋 若狹. 伊東 兵 庫 等、 馬 廻 梅原賴 母. 野 崎內藏 助. 淸水佐 

右衞 門. 坂峙彥 太夫. 靑木ニ 助. 高木 佐卒 次. 谷吉 兵衞. 村瀨 九右衞 門… W 路 正兵 衞*稷 木 

加 右 衞門. 福 永 小 四郞. 熊 谷 佐 兵衞. 仁 右 衞門浮 組津野 又左衞 門. 平 佐 午 之 助 等， 粉 骨 

を 孝し、 互に 義を勵 まし、 鎗を 取. つて 突 返し、 或は 走 廻り、 こぼれた る レ鞦方 を乘纒 ひ、 

芝居 を 踏まへ たる 旨、 何れも 面々 差 出に 書留 有乏 中に も、 母 衣 組 今 井二 之 助 竝に梅 

原賴 母、. 葛 木 半 四郞、 鎗 下にて 甲 首 取. 之。 半 四 郎手負 ひ、 仁 右衛門 浮 組 八十 島四郞 

兵衞. 家來白 井 九右衞 門. 甲 首 一 つ 宛 取 ^ 之。 同 組 櫻木彌 十郎、 素首 一 つ 取 k 之。 四郎 

兵 新， 、夂は 八十 島 道 除と 申して、 名高き 能書に て、 前方 石 K 治 部 少輔に 仕へ、 歿 落の 

後、 和 泉 守 召 抱へ 譜代と す。 此四郎 兵衞覺 書に、 舟 場に て 甲 首 取つ \)。 之 は眞田 討死、 

殘兵舟 場の 方へ 落 行く を 追 かけ、 討 取る と 相 見えたり。 是又考 の 一 項に もと 書 添へ 

置き 候 事。 

母 衣 組 古田 內藏 助、 所々 にて 鎗を 合せ 高名し、 疲れたる 所へ、 敵 急に 仕 かけ 組 伏せ 

た. -。 組 荒 川 次 左 衞門之 を 見て、 走り S りて ♦ 上なる 敵 を 一 太刀 切り 候へば、 内藏 


助 起 上，， 退く 所 を、 敵 四 人 來り， 一 人 は 荒 川に 突 S り、 殘. - 三人. 內藏助 を 取 籠め 遂 

に 突 倒したり。 荒川は敵と相突きに候へども、敵.荒川共に^^手故、逃げて首に取ら 

す。 然る 所 へ 主 水 組 原 田 安 左 衞門之 を 聞き 來か 、 り、 古 S を か こ ひ 候 へ ば、 誰と も 

なく、. 滔 討なる ぞと 呼ば はりたり。 原田對 へて、 相 討に もせよ、 母 衣 衆 突 伏せら る 

る を 見て、 其 分に 置くべき やと、 彼の 相手 を ニ鎗に 突けば、 皆 退く。 若し 相 討に も 

あるべき やと 首 は 取らす。 古田 は 其 所に て 相 果てた， -し 由. 原 田 安 左 衞門差 出に 書 

出せ..^。 

小姓 組 淸水新 助 • 仁 右 衞門浮 組 赤 尾 嘉兵衞 弓 役 粟谷 治左衞 門. * 方 を 離れ、 深 入して 

討死す。 

淸水新 K は、 小姓 組 に て も、 勝れた る 勇士に て、 昨 六日 朝、 須知九 右衞門 同道に て、 國 

r でへ 物見： 出で、 譽田 口にて、 大坂 物見の 武士に 出合 ひ、 餘を 合せ、 首 を 取り 歸 りた 

り。 今： n 又 先手 使に 行きて、 鎗を 合せ、 かせぎた ー樣 子、 諸人 目 を 驚かせ、 失よ." 旗 

本 へ 歸り、 又此ロ へ 相 働き、 眞 田が 旗本 へ 饥 入り 討死す る 由、 子孫の 記録に 有 K 之。 
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赤 尾 嘉兵衞 は、 仁 右衞門 討死の 時、 殿して、 夕方 久寶 寺に て 組 打し、 首 を 本陣へ 持 

參の 所、 本 多 三彌、 和 泉守陣 所へ 参り 合され、 此樣于 を 見 申され、 殊の外 稱美 にて、 

高名の 次第 委く 尋ねられ、 矢 立 を 取 出し、 書留め 歸られ たる 由。 今， 、和 泉 守 使 

として 先手へ 參り、 鎗を 合せ、 好き 首 一 つ 取 V 之。 家来 小 助と 申す 者 も、 首 一 つ 取り 

参り 候。 和 泉 守 も 賞美す。 猶 以て 身 を惜む 心 もな く、 手痛く 戰ひ、 討死した る ビ：： ：、 

是れ亦 子孫 覺 書に 記す。 

粟屋 源 左 衞門合 戰の樣 子、 記錄も 之な きが、 母 衣 組 粟屋 傳右衞 門が 差 出に， 七 S に 

母 衣 衆 同様に、 先手 ベ 進み 候 所、 枠 源左衞 門、 後陣に て 討死 仕りた る 様子、 知らせ 申 

すに 付-其 事に 家來を 遣し、 彼此 仕 候 內に乘 遽れ、 手に 合 ひ 申さぬ 由 を記錄 す。 是 

はさせる 事 も 無， 之樣子 なれ ども、 先手 旗本 兩所 にて 合戦した る 儀、 明白なる 華 故 記 

錄す。 

此節 は、 關 東方 度々 敗軍した る 事、 幾度と も 無と 由。 何れの 手と いふ 事 もな く、 不 

覺悟 なる 者 は 崩れ、 甲斐 ある 者 は、 踏 泳へ たりと 相 見えたり。 大身 分 藤 堂三郞 兵衞. 


福 永 B 五 右 新 井 主 殿、 何れも 踏 止まり 盛 返したり。 勘 解 由 枠 小 太夫 は、 U 父 S 

の士 同道に て、 旗本に ありし が、 吉田六 左 衞門. 蘭 部 儀 太夫. 玉 置 七 左 衞門. 同-太 郎助 • 

吉積五 右 衞門士 一 上 與兵衞 、竝に 小 太夫が 家 來田中 藤兵衞 等、 突立て 射 立て、 敵 を 追 

崩. し、 极宮大 藏鼻ー つ 取え。 委しく 家の 差 出に 記乏。 

藤 堂 式部、 昨 六 H  、深手 を 負 ひ 候へ ども、 今日は 大切の 合戦と 疵を卷 き れ して 出.^ 

し、 旗本に 相 詰め、 組 家來を 下知し、 此 口にて 强く 働き、 鐵炮 小頭 柳 原 年 左 衞門. 竹 本 

喜 右衞門 • 足輕 五兵 衞、 首。 一 つ 宛 て、 兎角す る內、 眞 田左衞 門が 赤旗 も、 いっか 倒 

れ、 前 通りに 滿々 たる 敵勢. 暫時が 間に、 Ms 茶臼 山の 左右に 陣列 正し、 岡 山 諸北ノ 

雨 御听御 旗本 も、 立 固めた る 様子に 相 見え、 眞田を 越 前の 手へ 討 取る 由 承り 右に 

付和 泉 守 も、 安氣 したる 故に や、 式部 竝に小 太夫 上 ハ左衞 門な ど、 其 外 弓 鐵炮の 者 召 

され、 先手へ 加 ふべき 旨、 申 付け 遣 はしたり。 此時 式部、 ^£中にて疵ロょり血走り 

出で、 働 相 成ら ざ る 由、 之 を 記錄す 

築山 際鎗 合の 次第 
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和 泉 守 先手 宮內 少輔. 主 水 等 を 始め、 物 頭 母 衣の 面々、 竝に 井倂. 細 川 雨 家に て 名 ある 

者 共、 今朝より 入れ 替 へ/ \ 攻戰 ふ。 毛 利が 備も 遂に 敗軍 仕り、 野中 觀昔 あた， 5 よ 

り、 小 橋 野 を 北へ 引取る を、 東 勢 追 かけ 行く 所に、 越 前 築山の 前にて、 鐵炮 をつ る ベ 

かけ、 好き 武者 七 八十 取って返 したれ ども、 先 拂し候 所、 和 泉 守 母 衣の 者 坂 井與右 

衞門. 中 小路 » 七-掘 伊織、： M に 岩 本 五郎左衛門 四 人に て 追 崩したり。 千 場の 樣子、 敵 

間 十七 八 間の 場に て、 坂 井 與右衞 門 直義乘 泳へ、 岡 本 五郎 右 衞門參 り、 何とて 下 立 

たざる かとい ふに 付、 堀 • 中 小路 等 馬より 下. C/ 坂 井 は 十 間 計， 0 乗 向 ひ、 下 立つ 所へ、 

伊織 も來 り、 互に 詞を 交す 所に、 敵の 中より 五六 人， 先に 進み 來る 中へ、 雨 人鎗を 入 

ると、 餘を 引き返き た， 9。 追 憑け 詞 かけ、 後 を 見返る 所 を 突 倒し、 甲 付に て 討， 一 取 之； 

中 小路 傅 七. 道筋に て は 押 立てられて はと、 道より 東の 方、 廣 場に 馬 を乘 退け 居る 所 

に、 白き 四 半に、 黑き打 入菱を 付けた る 措 物に て、 先へ 四 五 人鎗を 下げて 行く.^ 見 

て、 馬より 下りて 道筋へ 差 向 ひたれば、 坂 井 與右衞 門に も詞を かけ、 返せく と 申 

捨て、 道筋 半分 程 も 行く 所に、 誰も 居ざる 故、 左の 脇より、 細 川 家の 佐 藤 傳右衞 門と 


申す 者と 詞を 交し、 叉 右の 脇に、 大 島右衞 re 作 來り詞 を 交し、 堀 伊織. 岡 本 五 郞左衞 

ョも、 右の 脇へ 参り、 近くなる 中に、 敵より 名乘れ と. すに 付， 中 小路と 計り 名乘 り、 

早鎗を 合せ、 飛 入りて 突 倒し、 首 を 取る ベ しとす る內、 又 一 人舉 り來 り、 是も突 倒し 

た. c。 首 取るべく する 所へ、 細 川 家中 藪 三 左 衞門首 所望に 付 • 前に 突きた る 者の 首 

を 遣したり。 後の 首 は 旗本へ 持参す。 三 左衞門 は、 內 匠が 子に て、 右 中 小路が 內綠 

も ある 由、 差 出に 有， 之。 岡 本 五郎 石衞門 安貞 は， 先駆 口口た ると 見て、 道よ. - 東へ 

上げて、 佐 伯權之 助に 斷り、 一人 先へ 進む。 敵歸 り來. り 候 所. 小川 五郎 兵 衞詞を 

交し、 夫よ， 0 道筋へ 出で、 馬より 下り、 坂 井 與右衞 門に 詞を かけ たれ ども、 有無の 返 

答 無， 之。 又 十 間 計， り 先にて、 秦ノ半 平 見かけ 、五郎右衛門に 詞を かけ、 是 にて 鎗 仕る 

べしと 申す に 付、 見事に 候と 申し 捨て、 先に 中 小路 » 七 居た る 所へ、 堀 伊織と 兩人 

走 付、 傳七 右の 方に て鎗を 合せ、 一 人 突 倒し 候へ ども、 首 を 奪 はれ、 此 時に 腕 を 突か 

せたh^と書出す。 

堀 伊織、 其 節の 差 出、 紛失して 相 見えす。 是又 一人 鎗 付け 候へ ども、 他家 中の 者 大勢 
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有， 之， 首 奪 はれたり と、 子孫 迄い ひ 傅 ふ. 右の 場所に て、 散 大勢 なれ ども、 右の 四 人 

に て 突崩し、 他家に て も稱 美し、 藤 堂 家の 四 本鎗と 申す 由、 申傳 へ f 

右の 節 ，大 島 右 衞門作 竝に細 川衆兩 人、 跡 を 詰め 見屆 けたる 由。 h;? 上 六 七 人の 者 共、 

逃る 敵 を 追 かけ 行く 所に、 右 細 川 家の 內 一 人、 老 武者に て 先に 立ち、 鎗を橫 た へ 長 

追せ ざる ものと、 何れも を 制したり。 

新 七郞浮 組渡邊 八左衞 門. 主 水 組秦" 半卒. 熊 谷 七 兵衞. 主 膳 組 石 田 小右衞 門， 又 同時 

に 踏 留め 餘を 合せ、 何れも 甲 首 取， 之。 組 坂 井. 堀な どに、 少し 場所 違に 付、 高 名簿き 

樣子 あれ ども、 ロハ 今にて は、 其 模樣詳 ならす。 八 左 衞門餘 を 合せた る は、 坂 井. 岡 本 

より 少し 早く 候 はんや。 甲 首 二つまで 取， 之 所、 何れの 手 や 紫 母 衣 付けた る 武者 來 

り、 內ー つ 奪 はれた. -。 秦ノ 半年 は、 中 小路が 左の 方に て戰 ひ、 鎗に七 突く 、敵. 谷へ 

落ちて、 首 取る 事 叶 はす。 又 先にて 鎗を 合せ、 甲 首 取， 之。 熊 谷 七兵衞 は、 右 衞門作 

と 同所 に て、 堀. 坂 井 等鎗を 合す を 見て、 先 へ 行く 敵 を つ け 谷 へ 下り、 鎗を 合せ 首 を 

取る。 敵の 馬 奪 ひ 取り、 乘 りて 先へ 行き、 采女 見る 所に て、 又鎗を 合せたり。 首 は 


取らす。 

按す るに、 右 築山と 申して、 去年 诚攻の 節、 諸手 仕 寄 場に、 何れも 築山 一 つ 宛 築き 

诚內を 見下し、 石火矢な ど 打た せ、 中に も 越 前 家 は、 真田が 出 丸、 東 W に攻 寄せられ 

こる にや。 此ロ 甚だ 固く して、 攻め 難き を 以て、 別けて 高く 築つ. -れ たるに や、 數多 

の 中に も、 之の み 相殘. o、R 今に、 大坂御 役人 御 巡 見場に 相な りし、 其 地 板 行の 大 

坂圖 に.^ 載せた るが、 藤 坂の 東 山手に、 心眼 寺と いふ 寺 あ， り、 元相已 前より 有に 之 

古き 寺の 由。 其 南の 方に、 寺と 申す 寺內， 實に 築山 跡な り.。 御 巡 見に は、 夫 

よ，. >  南の 方 を 案內す • 

大坂勢 大敗 軍と なり 、是 よ， - 別れて 二 筋の 道へ 落 行く。 一筋 は 築山の 東より、 淸水 

町の 出口へ 行き、 一筋 は 築山の 西より、 藤 坂へ か、 り、 黑 門口へ 落 合 ふ。 此節岡 山 

の 敵 も、 同じく 敗軍、 小撟野 へ 出で、 築山の 東 を 通り、 黑 門口 へ 入る も あり。 又 北 へ 越 

えて、 大和 橋 口へ 引取る も あり。 兩 所の 敗軍 故、 甚だ 込 合 ひ、 加 貧 勢、 其 外 岡 山 表關東 

勢 も、 之を附 きた， り。 家々 の. 旗 引き も 切らす、 玉 造の 方へ 押 行/、。 和 泉 守 旗本の 幟、 
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未だ 見えざる 故、 藤 堂 式部 殊の外い らち、 細 川 主 殿 を 以て、 右の 樣子 本陣へ 申 越し、 

早々 旗 取 遣し、 然る べき 旨 .0. 遣す。 主 膳 も 組 車 山 您左衞 門 を 以て、 同樣申 遣す に 付、 

和 泉 守尤と 承引して、 旗 奉行 九 鬼四郎 兵衞. 藤褂勘 十郎に 命じ、 旗 共 を 先々 へ 押させ、 

自身 も 馬に 打乘 り、 か、 れ くと 下知す。 馬廻步 武者 も、 列を亂 さす、 小 橋の 方へ 

押したり a 

按す るに、 昨日の 一 戰は、 和 泉 守、 何と ぞ 人に 勝れて、 御 奉公 仕り、 去年 以來の 申 

譯も相 立てた く存 候て さ へ、 沙. 星 田の 邊を 心許なく 存じ、 輕々 しく 旗本 を 動かさ 

す。 ；g や 今日の 儀 は、 全く 自分の 功名に 志さす、 兩 御所 御 安危， 旗本 を 詰め、 先手 

の 高名 相顯す 儀、 未だ 心 付か や。 式部. 主 膳な ど 申 越 すに 付， 始めて 旗 を 進め、 玉 造 

迄 押 詰め 候 事と、 後世に は 料り 知. 9 たり。 式部 • 主 膳 は、 家臣の 身と して、 諸家に 

後れて はと 存俟 事、 主人への 忠志 甲す に 及ばす • 此儀 一 通りに て は、 和 泉 守の 手 

後れの 樣に相 聞え 候へ ども、 御當 代へ 對し 奉り、 深 忠の志 相 顯れ候 儀、 之に 過ぎ 

ぬ樣 に、 今以て 思 はる。 


大坂勢 柵 を 締め、 踏 止まり 候 へ ば、 ，追 ひ 來る關 東 勢、 一 人 も 柵の 內 へ 入る 者な し • 

外よ. 0 呼ば はる 計りな り。 然る 所へ 藤 堂 主 膳 組 北庄三 四郎、 跡よ 來.^ 此體を 見 

て、 少しも 臆せ や 柵 中へ ® 入. C. 、加 賀の士 神 尾 生水と 名乘 り、 是又續 いて 駆 入り、 敵 

も 進み出で て鎗を 合す。 三 四郎、 鎗 下にて 一 人 突 倒し、 • 首 を 取らん とする 所に、 又 一 

人 眞野豊 後 組と 名乘 り、 三 四 郞-ー 突 憑る 故、 是と仕 合に 又 突 伏せ、 其 內に田 中 源 二 

郎. 本庄助 作. 榊 原 八 右 衞門. 加 藤 長 右 衞門. 小 森 少右衞 門 等、 追々 込 入り、 左右に て 突 

立つ る 故に、 三四郎 相手の 首 を 取り、 少右衞 門 も、 其 場に て 首 一 つ 取乏。 此 節に 至 

り、 大坂勢 悉く 敗走し、 再び 出です。 

先達つ て 引取りた る 者、 城內 へ 入. 0 し 者 有， 之 候 へ ども、 遲く 引取り 候 者 は、 關東 

勢 早 城 邊へ入 廻り、 城 中 所々 火 か、 り 候 故、 行方 知れ や。 其 儘 舟 場. 天滿. 京 橋の 

方 落 行く に 付、 此 節に 至り、 最早つ か へる 者 も 之な し。 

其內 に、 和 泉 守 柵 際迄乘 付け、 黑 門前に 旗 押 立て、 先手 諸 軍勢 も、 皆 旗本へ 寄 集り、 

未だ 申の 刻に は 相 成らざる 由。 主 水 組 八橋 十右衞 門. 吉田庄 八、 少し 跡より 來 りし 
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が、 柵 中 へ 乘 込み、 早 中 を 1 一町 程 行き 候 へど も、 敵 一 人 も 見え ざ るに 付、 又 柵 際迄乘 

灵 る。. 

加賀. 彥 根の 人 數は、 申す に 及ばす、 脇 坂淡路 守. 谷 出 羽 守. 細 川 越 中 守. 本 田 三彌、 追々 

押 詰められ、 其 外 諸 大名 御 旗本の 諸士、 多く 有， 之 候 へ ども、 藤 堂 家實錄 に、 名前 書 載 

せ 候 計り を 書 出す。 采女 組長 野 喜 太郎、 昨 六日 馬を乘 放し、 借 it にて 少し 遲く、 四 五 

丁 計りに て、 采 女に 附く。 脇 坂 淡路守 殿、 左の 方 を 乘拔け 候へば、 和 泉 守の 者 かと 

の尋 故、 采女 は、 先へ 參り 候と 對 へたる 由。 其 外 玉 置 七 左 衞門. 三上與 兵衞. 吉積五 右 

衞 門な ども、 脇 坂 殿の 御 目に 懸り、 御言 を 請けた る 由、 差 出に 有， 之。 菌部儀 太夫、 玉 

造 近所に て、 谷 出 羽 守 殿に 御 目に か、. 9 言 をつ が ひ、 其 側 大島佐 太夫と 申す 人 有つ \r 

和泉t寸殿衆が、申合すべしと御名乘.^候由も書記したり。 松 宮大藏 も. 小 橋 野に て、 

御 旗本 半彌と 申す 仁に、 詞を つが ひたる 由、 書 出した h.。 是は 定めて 本 多 彌三郎 殿 

と覺 え、 手 かひと 相 見えたり • 

按や るに、 諸家 共に、 城 乘を心 憑け たる 者 多ぐ、 或は 所々 に 火 を かけた る 類 有， 之 


由。 和 泉 守 手に て は、 左樣 なる 儀 は 無 y 之。 長屋 若 狭が 差 出. 母 衣 衆 同然に、 玉造權 

際へ 參り候 所、 所々 火 ども 揚. り 候 故 、夫より 城へ は 參らゃ 候と 相認 ひ。 是は 他家 

の 軍勢、 早く 總 構の 內へ 入. -候者 共、 町屋 所々 火 を かけて、 跡より 來る 者、 路 之な 

くと 相 見 ゆ。 前 gs. す 如，、、 元 來今七 H の 儀 は、 井伊. 藤 堂 は、 御 旗.^. の 守護と 誰 意 

を 蒙 候へば、 先手よ. -も、 御 旗本 合戦の 始終 を 見 屆候儀 を 趣意と 仕り、 夫 故に 城 

乘の 儀、 一 向 存寄も 一、 極 際 迄 押 詰めた る を 限と して、 城に 火 を かけ、 或は 落人 

留め 候 様の 働、 申 付けざる の 由。 元 來和泉 守 弓 矢の 風と、 古老の 者 共 申傳へ た 

, -。 今 木綿 町の 表に、 小山 二つ 有 A 一、 西に ある を眞田 山と 申し、 東に ある を 宰相 

山と 稱 へ たり。 土人の 說に は、 五月七日、 加賀 宰相. 大坂勢 を • 追 詰め、 此山 へ 旗 を 

立てられた-^,^/斯の如くに覺ぇたり。 此節、 越 前. 加賀、 共に 官途 少將 にて、 未だ 

宰相に 轉 せられざる 巳 前の 儀 • 此說は 取る に 足ら t 古き 難 波の 圖を 見る に、 宰 

相 山の 名 あり。 玉 造の 南、 今 切 相違な し。 然れ ば此ニ 山、 中古 以來 宰相 山の 名 有 

, 之 、慶長 甲 寅の 役、 眞 田左衞 門、 此山を 出 丸と 取 立て、 より、 眞田 山の 稱 ある、 勿 
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論に 候 • 偖 奮 名を存 し、 一 を 宰相 山と 稱へ 候へ ども、 古 は 二 山 共に 宰相 山、 後世 

は兩山 共に 眞田 山に て 候 事。 〇 玉 造總構 出口 を、 黑 門口と 申す 由。 今按 やる に、 

木綿 町より 少し 坂 を 下 淸水町 へ 戀る所 を、 古黑 門口 跡，.. 申 偉 へ 候" 其 東大 和 

橋 町の 通 を、 追手 筋と 稱へ、 前方 札 辻 有 V 之 候、 場所の 者 申 » へ 候。 又按 する に 前 

年總堀 埋められ 候 節、 池 深く 大きなる 儀 故、 埋調 へ 申さす、 堀端の 土 居 を 崩し、 或 

は 矢 倉 をも埋 込み、 池の 面、 所々 にて 田の 畔の樣 に、 道 付きた る 迄に 御座 候 由。 

依，. kKr 年 御 和睦 破れ 候砌、 城 中より 人夫 を 出し、 彼 畔道 を 悉く 掘 切り、 內 通りに 

栅を 結び、 生 玉 口谷 町 口. 等の 所、 皆 木戶を さし 候 由。 家中の 差 出. 總堀際 迄參り 

候。 今 認め 候 も 有， 之 候へば、 掘の 形 は、 其 儘に て 有， 之 候 儀と 相考 ふ。 所の 者 云、 右 

黑門を 引き 候て、 一心 寺の 門と 致し 候 由 • 尙 七日 押 K め 候 刻、 門 有無の 事相 知れ 

す。 然れ ども 1 初の 木戸ながら、 奮 名 故、 黑 門と 稱へ候 や、 又は 門 未だ 引け 申さす 

候へ ども、 敵， M 方の 込 合 ひ 候 故に、 門改 番人 等 も 之な き 儀 や、 何分 詳 なら や。 

酉 a 頃、 城 ゆに 火も靜 まり 候に 付、 井伊 家 百 田 助 右衞門 岡 吉右衞 門に 步弓廿 人 


相 添へ、 城 中燒殘 りたる 所に、 若し 秀賴公 御座な され 候 や、 尋ねに 參.^ 候へ と 申さる 

るに 付、 兩人城 中 へ 馳參 り、 方々 見廻 り、 秀賴公 御座が ましき 所 を 見 及び、 註 進 仕 候 

由。 是は 他家の 儀ながら、 實錄に 有 乏に付 書 載す る。 和 泉 守、 暮に 及び、 馬 廻 計り 

にて、 柵 際 を 引取り、 天 王 寺 町 八丁 目に 陣を仕 候 ST 尤旗は 其 餾玉造 口に 立 置き、 

先手の 者 共、 夜中 代る ぐ 休息 致し、 棚 際に 相 詰め 、翌日 秀賴公 御 生害 迄、 此 口固め 

居 申 候 事。 

按ゃ るに、 今、 谷 町より 直に 參り、 天 王 寺 村に 取 付き 候 所 を、 鹽 町と いふ。 是卽ち 古 

天 王 寺 町 八丁 目に て 有 y 之。 伹 去年 自火に 此 一 町燒殘 り、 今夜 宿 陣に仕 候 や、 又 野 

陣仕候 や、 其 段 分明なら ざるな，.^ • 

今 七日、 終 H 討 取る 首數 七十 九、 使 を 以て 兩 御所 御 本陣へ 獻上 仕る。 但又 討死の 者 

共、 吟味 を 遂げて、 取 置 等 申 付け、 其 外 手 負相檢 め、 疵 養生 申 付け、 名前 書 立て 追て 

上覽に 入れ 候 事 • 

今、 岡 山よ. cz^ 間 計， 0 西方に 廻り、 二 間 計りの 壤 あり •  土人 之 を 骨 塚と 稱ふ • 其 
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時 諸家より 獻 じたる 敵方の 首. 此 所へ 埋められ たる 由 傅 へ たり。  一 

今一 心 寺. 圃分 寺. 舍利 寺三ケ 所に 塚 有乏。 是れ 卽ら闆 東方 將士 討死の 屍 を 葬り 候.； 

所の 由。 一 心 寺に は 本 多 氏 を 始め 靑 山家 迄、 十四 人の 牌、 御 旗本 間 宫庄七 郞牌も 一 

有 y 之、 過去帳 も 御座 候 由 • 舍利 寺に は 牌 もな く、 過去帳 も 無 V 之 、一向 不分明な.^ 一 

附 錄  ！ 

寬永中 一 一 代 目 大學頭 高次 代に、 林 甚右衞 門と 申す 士召抱 へ 候 所、 先年 大 坂に 籠城 一 

仕 候 由 聞 及び、 其 節の 儀 相 尋ね 候 所、 甚右衞 門 差 出し 候 書付の 趣 は、 先年 大坂冬 一 

陣嶋 野合 戦に、 眞野豊 後 組に 罷在候 先手 は、 渡 邊內藏 助に て、 私共 は 跡 備に 罷在； 

候 故. 手に 合 ひ 申さす 候 • 然れ ども 岡 村 百々 之 助と 申す 者、 討死 仕 候 由 承." 候。 

は 先手に 競合 有. 之と 存じ、 先へ 参り、 渡 邊組靑 木 七左衞 門と 申す 仁に、 詞を 合せ 一 

申 候へば、 心 憑の 時、 殘る 所な しと、 重ねての 證據に は、 拙者 罷 立つべし と 申 候。 只 一 

今 は 御 家中に 罷在候 坂 井助 右衛門 も、 則鐵炮 を持參 り、 一所に 罷在 候。 其 夜 引取 一 

5 申す 次第、 liR に ft 候 所、 當り候 故、 餘組は 先へ 引取. - 候へ ども、 豊後組 は 後に； 


下り. 其內 子供 は、 先 へ 引取.. - 候 へ と、 豊後も 親 々 共 も 申 候 へ ども、 何れも 子供 は 

引取.. > 候へ ども 、私 は 殘り申 候て、 卽ち豐 後と 一 所に 引取り 候 事。 明る 三日、 今 福 

へ 鐵炮三 kn 挺 持たせ、 前 田 六左衞 門と 私 兩人押 へ 罷 越し 候 事。 

夏の 役、 眞野豊 後 i 一  所に、 天 王 寺 口 へ 罷出候 所、 いづれ も 居候 所より、 天 王 寺 丑 

寅の 角， 敵 合 近く 御座 候に 付、 彌！ 先 へ 參り、 飯 尾 九 郎右衞 門. 龜井 五郎 兵衞兩 人参 . 

b 候 間、 言葉 を 合せ 罷在候 所 へ 、 * 方 敗軍と 見え 候 へ ば、 暫時 泳 へ 申候內 に、 總敗 

軍に 罷成 候。 是非に 及ばす 引取，^ 申 候。 不破平 左 衞門. 鈴 木 藤右衞 門、 斯樣の 者 

共に 互に 詞を 合せ、 豊後 組に て は、 私 跡より 引取 b  、櫻の 門 迄參， 0 候へ ども、 最早 本 

丸へ 這 入 申 候儀罷 成らす、 櫻の 門の 西の方に て、 模 ノ島庄 太. 仙 石 淸左衞 門 .Jg 井藤 

助. 大野 彌 三郎. 不破卒 左 衞門. 坂 井助 右衞 門、 此者共 i 1 所に 罷在候 所に て、 鎧武 

者 刀 を拔き 持ち 、参り 候 を、 私詞を かけ、 太刀 討 仕り、 一 刀 仕 候へば、 十四 五 間逃延 

び 候 を、 追 付き、 切 伏せ 首 を 取り 申 候 • 一 所に 罷在候 衆 見 及び、 坂 井助 右衞 門、 能 

く 覺ぇ申 候。 同じ 頃、 近衞 殿下 御 挨楼を 以て、 波 又 兵衞と 申す 者 召 抱へ 候 所、 是 
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れ亦 先年 大 坂に 罷在候 由 開 及び、 相 尋ね 候に 付、 又 兵衞差 出し 候 書付の 趣、 先年 

大坂 御陣の S  、五月 六日 合戦、 私儀 組の 者 引 廻し、 八 尾 堤に て 鐵炮打 合 申 付く  • 長 

曾 我 部 使と して、 齋藤出雲參-^候て、 堤 を 引取 b 候 へ と、 兩度申 候に 付、 堤 を 引取 

る。 夫よ， cZ 長 曾 我 部の 供 ft り、 大 坂へ 引取り 候へ と、 使參ら ざる 內は 、一足 も 堤 を 

退き 不， 申 候。 私 仕 廻り 候 段. 村 田 又左衞 門と 申す 者 、健に 存候。 六日の 晚は、 又 

左 衞門私 仕 廻りの 樣子共 を、 長 曾 我 部へ 披露 仕 候 • 又 左衞門 儀、 今程 は 核 卒隱岐 

守 a に罷在 候條、 其隱れ 御座な， 、候 事 • 

同 七日に は、 長 曾 我 部、 京 口 へ 罷 出で、 片原 町に 人數を 立て 罷在 候內 に、 大坂 敗軍 

にな. 0 申 候。 其 時 傍に 居 申 候へ ども、 有無の 儀 一 言 も 申す 者 御座な く 候。 私 申 候 

は、 斯樣に 御座 候て は、 何事 も罷成 申さ や 候 間、 前の 河原、 討死 所に 能く 御座 候 は 

んと申 候へば、 長 曾 我 部 も 同心に て、 甲 を 乞 ひ 申され 候。 此節 は、 甲 も 御 無用に 

御座 候 • 面 を 見せ 討死 然るべ しと、 私 申 候へば * 同心に て 御座 候。 然る 所長 曾 我 

部人數、悉く散々に罷成申し、則ち敗軍の同勢に押立てられ、是非に及ばゃ罷^^1き 


申され 候 事。 右の 刻、 片原町 一 里 計り 參. -候 時分、 跡よ. -敵共 大勢 附き申 候 所に、 

私 取って返し、 鎗を 持て 先 駅 仕り 參. -候 U 敵 も鎗を 合す。 即ち 鎗 付け 申し、 残る 敵 

共 追拂ひ 申す に 付、 中 內惣右 衞門申 候 は、 敗軍の 時、 しだる き 永 追 はせ ぬ 物に て 候 

と 申す に 付、 首 は 取り 申さす 候。 難なく 長 曾 我 部 供 仕り 返き 申し、 其鎗場 二三 十 

間 も 過ぎ 候て、 長 曾 我 部 申 候 は、 桑 名彌次 兵衞、 豊後 にての 手柄 も、 敗軍の 時に て 候 

へば、 本國 にて 夫 程の 骨折らせ 候て、 互に 本望 を 達し 候 はんもの をと 申され 候。 

右の 樣子、 土方 新兵 衞と 申す 者、 糙に存 候。 渠は 今程、 松 平 下 總守樣 に罷在 候。 

大坂 にて、 七 《: 長 曾 我 部 返 口にて、 手に 合 ひ 申さ かる 者、 私 一 人なら では 御座な 

く 候 r 

同 七日の 日、 長 曾 我 部、 河 內の山 迄 退き 申され 候 時分、 最早 "仗に 入り、 馬も^ 捨て、 

歩行に 成 申され 候に 付、 長 曾 我 部、 右の 手 を、 私 左の W にかけ、 夜半 過に、 漸く 八 

幡山 へ 着かせられ 候 • 長 曾 我 部 は、 中內 長右衞 門と 申 候 君 一 人 召 連れ、 家 來共は 

是に 居候へ と 申され 候 • 山の 上へ 上り、 さて 夜 明 方に な b 候て、 我等 共 居 申 候 所 
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へ 下. 0 て 申され 候 は、 罷 退き 候 程 手柄に 候 間、 之よ， 0 成り 次第、 退き 候で 見 候へ と 

申され 候" 其 時 私 申 候 は、 前後 御供 申 候 者， 私 一 人、 是迄 御手 も 引き 申 候に、 只今 

立 返き 申す 儀、 覺悟 にも 及び 申さ や 候 儀と 申 候へば、 大勢 附添ひ 居候へば、 忍ぶ 

に 結句 忍び 難く 候 間、 有無に 拘 はらす 退き 候へ と 申され 候へば、 御供 申し、 結句 

御 忍びな され 候 所の 御 仇と なり 候へば、 是非に 及び 申さす 候と 申し、 長 曾 我 部 手 

をば とら へ、 淚を押 へ、 夫より 罷 返き 候 事。 

、 御 凱陣の 次第 

八日朝、東の矢倉に火褂-^、秀賴<ム御生害の由。 程なく 大御所 御駕を 催され、 京都 へ 

御 登り 遊ばされ 候- 諸 大名、 何れも 猶 以て 將軍 家の 御 下知 相 待ち 候 所に、 他 國の軍 

勢の 中より、 和 泉 守 先手の 者 小屋 へ 、 狼藉 致 候に 付、 梅 原 勝 右 衞門組 足輕を 以て、 打 

散らし 申 候。 二 男 萬 助、 其 外 岩 崎 傳兵衞 と 申す 者 も、 討死 仕 候。 

九日、 將軍 家、 大坂を 御 引拂ひ 遊ばされ、 伏 見の 御城へ 入らせられ 候 由。 和 泉 守、 義 

明 を國元 へ 廻し、 手 廻 計り に て 御供 仕り 罷 越し、 翌十 H、 京都 へ 登り、 二 條 御城 へ 參 


候" 勝 軍 御 贅申上 奉り 候 所 • 御懇實 の 上意 を 蒙り 候 由。 

十四日、 大 坂の 落人 小 原石 見、 大宫邊 に 忍び 居候 由。 和 泉 守 家 來柏原 新兵 衞註進 致 

候に 付、 早速 登城 仕り、 御 內意相 伺 ひ罷歸 り、 卽ち步 兵 頭 伊東 吉左衞 門に、 歩兵 十 人 

相 添へ、 新兵 衞を 案內 者と して、 堀川と 猪 熊との 間、 姉 小路に 隱れ居 申 候樣子 故、 先 

づ 一 兩人 忍びて 様子 見せに 遣し、 何れも 跡より 參.^ 候 所、 店に 三人 居て、 內石見 弟 

法師に なりたる を、 城 井 九 兵衞生 捕り、 石 見 甥 を、 田 中 一 一郎 左 衞門等 生 捕り、 一 人 は 

逃 延び 據。 石 見 父子 奥に 居 申 候に 付、 吉左衞 門 組 田 中 仁左衞 門. 西 河 次-兵 衞踏 込み 

候へば、 石見拔 合せ、 二三 度 打 合 ひ 候內， 九 兵 衞も參 り、 石 見と 半時 計.^ 打 合.^ 互 

に 手 負 ひ 候內、 石 見 庭へ 出で 申 候に 付、 二 郎左衞 門走來 b 切 合 ひ 候 所、 是も 深手 負 

ひ 申 候" 石 見 は 表へ 走り出で、 向の 店先に て 刀 を 杖に 突き、 其條 死し 申 候" 石 見 子 

を 吉左衞 門 生 捕り 、五郎助と 申す 二十 計なる 男、 表へ 逃げん とする を 〔續 ^ ァ〕 右の 通 

にて 相 濟み申 候。 引取り 候 節、 其 町に 宿 を 取り 居り 申 候諸將 二三 十 人 も、 拔身 にて 

固 め 見物 仕 居 申 候 * 吉左衞 門 其 外罷歸 り、 前後の 次第 和 泉 守 へ 申 聞け 候 所、 則 ち 石 
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見 首 を 御 實撿に 入れ、 子弟 兩人 は、 手前に て 首 刎ね、 甥 は 片桐主 膳 正の 者に 候 故、 相 

渡し 申 遣し 候 事 • 

十八 日、 一 一條 御城 へ 召させられ、 御前に 於て、 和 泉 守. 掃 部頭兩 人へ、 金銀の 分銅 1 1 つ 

宛拜頜 す。  . 

是は 先達って、 大坂 落城の 砌、 寶 藏の燒 跡の 金銀 多ぐ 有， 之、 井伊. 藤 堂兩家 へ 下さ 

れ候 ST 勝手次第 掘 取り 申 候 へ との 旨 仰 を 蒙り 候 所、 和 泉 守、 掃 部 頭 へ 申 候 は、 * 

殿 我等、 A 尾. 若 江の 戰功 は、 天下の 人 見 及ぶ 所に 候へば 、何とか 相 應の御 恩賞 も 下 

し 置かる 可く 候 間、 灰せ ゝりは 入らざる 事に 候。 尤と 同意して 御 斷申上 候 U 之に 

依って 後藤 庄三郎 へ 仰 付けられ、 右 金銀の 分銅 を • 何つ ともなく 禱申候 由。 い 

I 趙。 兩 家へ 拜 頷の 意味 は、 如何と 申 偉へ た， -。 

六月 上旬， 將軍 家より、 御目附 衆を攝 州. 河 州の 境へ 遣 はされ、 道 明 寺 .片 山. 八 尾. 若 

江 等、 諸家 見 分 仰 付けられ 候に 付， 諸家よ b 功 者 一 兩輩差 添へ、 右 場に 至，^、 互に 功 

を爭 ひ、 論 辯 決し 難く、  だ 手間取 b 候 所に、 和 泉 守より は、 靑木忠 兵衞. 小川 五郎 兵 


衞雨人 差遣し 候が、 八 尾. 若 江 見 分の 節、 和 泉 守 殿御 合戦 場 は 如何との 尋ねに 付 和 

泉 守 先手、 右 は 若 江に て、 木 村長 門 守と 戰ひ、 左 は 八 尾に て、 長 曾 我 部 旗本と 戰ひ、 

中 i は萱 振に て、 長 曾 我 部が 先手と 戰ふ。 紛ら はしき 事 少しも 無. 之と 申 候へば、 御 

目 附も感 賞 あ-^ しとな-^。 

閎 六月 十九 日、 今般 戦功 御 恩賞 として、 御 加 增地五 萬 石 拜頜。 但し 知行 目錄等 は、 

追々 下さる ベ き 旨 仰 渡され 有， 之。 則 其 冬 十月に 至.^、 東國 へ 下向の 時、 先 づ驗府 へ 

參殿、 大御所 へ 拜謁 仕り、 夫より 江府 へ 参り 候 所、 同月 十五 H、 大御所 江戶 へ 成らせ 

られ御 逗留 中、 十二月 十一 日、 御加增 地方 御 判 物 下し 置かれ、 其 上 別段の 御 感狀拜 

頜 仕り、 同 十九 日、 將軍 家より 右 同斷、 二通の 御 判 物に、 高木 貞宗の 御 刀 取 添へ、 頂 

戴 仕 候 事。 此時本 知 併せて 廿七萬 石高に 相 成り、 二 年 過ぎ 日光 御造營 御成 就の 後、 

勢 州 田 丸 城 內附五 萬 石の 地. 御加增 下し 置かれ、 高 舟 二 萬 三千 石 餘に罷 成、 代々 相 

違な く 御 判 物 頂戴、 後に 田 丸 を、 紀 州の 御領に 御附 けなされ 候に 付、 山 域. 大和の 內 

に て 、 替地 拜頜之 あ. -。 知領五 ケ國 とな る 事 • 
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七月 十九 日、 將軍家 京都 御 發駕， 江戶 へ 還 御， 

八月 四日、 大御所 京都 御發駕 • 駿府へ 還 御。 和 泉 守 御 見 立 申 上げ、 笠篚を 國 許へ 歸 

國。 此度 高名の 者 共 剛臆 、穿鑿 申 付け、 則ち 母 衣 組 以下、 先手 旗本の 侍其證 人相 立て、 

一 組 切に 書付 差 出す。 尙又梅 原 勝右衞 門. 大島 右衞門 作. 本庄助 作、 神 文 を 以て 吟 

役に 申 付け、 委しく 相 檢め候 古 案の 樣， 代々 傳來 す。 則 今度 御尋に 付、 右 古 案 相考へ 

書付 差 出 候 儀に 有 k 之。 伹. 差 出 書、 八月 十五 日 十六 日 認め 出した..^ と 見えた..^。 

同月 廿 、八日、 此度 出陣 仕りた る 組頭. 旗 奉行. 鐵炮 頭. 母 衣 組 5 下、 勝れた る 高名 

たる 者 共 百 十三 人、 恩賞と して 所領 加增、 或に 金銀 夫々 に 遣し 候 事- 此時 賞に 洩； - 

候 者、 翌年に 至. 5、 追々 加增等 遣し 候 者數多 有つ *^。 

戰 死の 者 子供へ、 家督 相違な く 申 付け、 子な き 者 は、 弟 甥 にても 遺跡 相 立て、 則 人別 

に 父兄 忠 死の 段、 知行 證 文に 書 加 へ、 死後の 感狀 遣し 候 事。 

伊賀 戸 留守居 違背して、 戰 場へ 罷 出で たる 藤 堂 與右衞 門. 同 內匠. 長 織 部、 此三ゾ 

知行 取上げ、 逼塞 申 付け 候 事。 


按ゃ るに、 當春大 坂より 手 立 を 以て、 城 州 笠 置の 地士を 語ら ひ、 若し 再び 合戦に. 

及び 候 は、 近 國の諸 大名 留守 を 窺 ひ、 其 城を燒 討に 致すべき 3 曰、 卅六人 連判 仕 

b たる 由。 伊賀 島 ケ原鄕 の 土民に、 甚七 i いふ 者、 其外廿 三人 是に 一.^ し、 上野の 

郡 奉行 岸 田 庄右衞 門 方へ 参り、 申 候 は、 今度 殿樣 御合戰 勝利 御 祈 禱の爲 め、 一 の 

宫 神前に て、 御 湯 を 上げ 度、 近 江の 百姓 共 申談じ 候- 其 節 何と ぞ御見 分 旁； 御 出 

座 下され 候樣願 ふに 付、 奇特なる 儀と 存寄 □□、 則 日限 約束し 歸り、 甚七等 も 仕 

すました. 5 と 喜び、 拜 殿の 側に 伏勢 を 置きて、 庄右衞 門を虜 にして 事 を 起すべし 

と、 密々 用意した る 所へ、 笠 置 無 足 人 森 島 新右衞 門と いふ 者， 此節笠 置 は、 未だ 領 

分に て は 無 k 之 候 へ ども、 新 右衞門 貞實な る 者 故、 前 年 冬陣 の 砌、 國 許よ り 淀 迄、 兵 

糧 武具 等 運送 相 賴み候 所， 甚だ 都合よ く相辨 へ たり。 大御所 山 崎 迄 成らせられ、 

御 人數橫 渡し に 遊ばさる ベ く 思 召し 候 所、 和 泉 守、 新右衞 門、 笠 置 « を 以て、 船德. 

を 作， 候樣 にと 相談す。 森 島い ふ、 さやう になされ 候て は、 伊賀よ b 運送の 御用 

手 支へ 申すべく 候。 浮 橋 は 淀 船 仰 付ら れ、 然るべ しと 申 候。 淀 船 調へ 候 は V 、一 
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段の 儀に 候 間、 相 働き 候 へ と、 則ち 水 垂村太 右衛門と 申す 者相賴 み、 數多 船才覺 し、 

浮 橋の 御用 ，滯 なく 辨じ申 候て、 和 泉 守 大慶し、 厚く 謝醴を 致し 遣し 候 由。 其 後 

笠 置、 和 泉 守 領地と 相 成 候。 笠 置 船に、 藤 堂 家の 舟 印 打ち 候へば、 木津. 淀 を 越え 

大坂 川口 迄 も、 往來 御免 許 を 蒙り 候 事、 全く 右 御用 相 勤め 候親模 i 申傳 へ たり， 

W 當年 夏陣に も、 新 右 衞門， 木 律邊 迄往來 致し、 兵糧 以下 運送 世話 致し 候內、 彼 一 

揆聞 出し、 早々 岸 田 庄右衞 門 方へ、 密書 を 以て 吿 知らせ 申 候に 付、 庄右衞 門大に 

驚き、 留守の 奉行. 物 頭 共へ 申 聞け、 手 立 を 以て、 甚七 以下 廿 三人の 者 共、 磔 にかけ 

た...^。 右に 付 相考ふ る に、 大野 生^、 郡 山の 城 を 放火し、 和 州 西方 を亂 暴し、 奧田. 

核 倉な ど、 南都 を 固め 申され、 k 內に水 野 日向 守、 法隆 寺に 陣し、 和 州 靜謐、 四月 

下旬と 相 聞え 候。 然れば 與右衞 門. 內匠 等、 跡より 罷 立ち、 千塚陣 所へ 來 りし 旨、 

家譜に も 記し 候 へ ども、 右惡黨 取鎭め 候て、 國中 安堵 已後、 出陣と は 相 見え 申烤 

然れ ども 軍 < ^不- 相 立， 候に 付、 右の 通嚴 しく 咎め、 勢 州 三ケ野 村と 申す 所 へ、 K 居 

致させ、 此 一  二人 は 至て 身近き 者、 斯の 如く 申 付 候 儀、 私な き 政道 を、 人々 感服 致し、 


其 餘の者 其、 賞罰の 儀に 於ても、 異論 申す 者 一 人 も 無 "之 由。 以後 三年 目に、 長 織 

部差赦 され.、 知行 元の 如く、 嫡子 大學頭 高次へ 付け 申 候。 五 年 目、 兩 人の 者 共差赦 

す • 內 儀 は、 本 知 三千 石 相違な く、 伹台 徳院殿 尊公 拜領の 下總の 地、 此節 取替 

申 付 候 由。 與右衞 門 儀 は、 二 千 石 加增申 付け、 本 知 共 七 千 石、 侍 組 六十 人. 足輕& 

廿人 支^ 致し、 上野の 城 を 預け、 伊賀 ー國の 仕置 申 付け、 其 上 彼の 砌高 名した る 

加納六 兵衞. 玉 « 平 左衞門 • 遠 藤 勘 右衞門 等、 追々 直 參に召 出し、 高祿に 取-立 之； 

其 者 共 家譜に 詳 なり。 是れ又 和 泉 守 骨肉の 親類、 格 5ft 共に 相 立て 候 儀と 申惓 

へたり • 

同年 九 =；1 渡邊 勘兵衞 儀、 歸 陣の砌 より、 暇 相 願 ひ 候へ ども、 差 留め置き 候 所、 達つ 

て 相 願 ひ 候に 付、 首尾よく 暇 遺し 候 • 然る 所 今度 國許立 去り 候 仕方 不』 且に 付， 追つ 

て 奉公 構 ひ 候 一 件の 事、 元來 勘兵衞 儀、 先年 住吉 表に 於て、 不調法の 儀に 付、 左 先手 

は 取上げ 候へ ども、 元來 心外の 了簡 違 故 、強き 咎も不 fe. 付： 則ち 翌年 出陣 前に は、 中 

備 先手 申 付け 候 へ ども、 斷. 0 申す に 付、 藤 堂宫內 少輔、 中 備隊將 と 仕り、 渡邊 長兵衞 
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相 加へ、 勘 兵 衞は枠 長兵衞 へ、 差 加へ 罷在候 趣に 聞 ゆ。 右に 准 じ、 何 かすね たる 儀 

共に 有， 之 候へ ども、 八 尾に て 物見の 軍 勘 兵衞鼻 取り 候て、 長 曾 我 部 を 喰 止め、 卒野 

追討 幷に 翌日 合戦に も、 首數も 多く 候 故、 右の 功 を 以て、 何事 も 差 免し、 其 儘 召 仕 ひ 

候 存念に 候 所に、 其 身心が か. -の儀 共 多く 有， 之 故 か、 歸陣 早々、 暇の 願 差 出 候 儀 i 

相 聞え 候 • 然れ ども 和 泉 守 心底 は、 右の通り 故、 一 應 にて は 閡屆不 &.、 其 儘 相 勸め候 

樣にと 申閒け 候へ ども、 再三 相 願 ひ 候に 依って、 右の通り 首尾 能く 暇 申 付け、 猶 何方 

へな りと も、 勝手次第 泰 公致すべき 旨、 免許 致し 候- 是は勘 兵衞に 限ら や、 和 泉 守 家 

風に て 御座 候" 然る 所に 、何と 存候 や、 伊賀上 野 屋鋪引 拂ひ候 節、 家來共 手々 に鎗 

を 下げ、 鐵炮に 切 火繩取 添へ、 出陣の 如く 長 田 川原よ. - 〔f$ ァ〕 此儀を 和 泉 守 聞 屈け 

大に腹 を 立て、 諸家へ 泰公構 ひ、 追て 申 付け 候。 右 勘 兵衞心 憑り と 申す は、 前年 も 間 

違の 儀 有， 之、 其 上 五月 六日 朝の 次第、 勘 解 由 同事に、 仁 右衞門 手の 橫鎗 致し 候 は V、 

其 場 都合、 何方も 宜し かるべき に、 路を替 へ、 穴 太 堤 を 越え 川原に 出で 相戰 ひ、 返 口 難 

漉に 及び、 細 井 主 殿 其 外の 援兵 を 以て、 危き所 を 踏 泳 へ 候 儀、 其已 後、 久寶寺 町中 へ 


引 入 h- 候へ ども、 堤の あなたに 旗. 措 物 立 置きた る 故に、 之に 欺かれ、 追撃の 期を延 

し、 澤田伹 馬. 山 田次郎 太夫 等が、 乘 込みた る を 見て、 一 初めて 人數を 催し 候 故、 手お く 

れに相 成 候。 山中の 先登に て、 天下に 名 を 得し 勘兵衞 事に 候へば、 與右衞 門. 褅 部. 主 

殿 を 始め、 此 場の 見合、 勘 兵衞を 賴に存 居候 所に、 斯樣の 仕 合に て、 人に 先 をせられ 

候 事、 何れも 無念に 存じ、 鬼 角豫て 存じた る 程の 者に 之な しと、 人々 の 心 放れ、 其 後 

は 梅 原 勝右衞 門. 籐堂 式部な ど を、 家中の 者 共 奔走 致し、 勘兵衞 方へ 參.. ^て、 武邊の 

指南 相賴む 者、 次第に 少く相 成 候。 是は 別けて ロ惜き 事に 存じ、 主人へ 不足 はなく 

候へ ども、 傍輩への 面 伏に、 達って 暇 を 乞 ひ、 W 引 口に、 斯樣の 振舞 致し 候 儀、 是非 

なき 次第に 候" 其 以後 御 旗本 へ、 御 奉公 取 持 も 候 へ ども、 和 泉 守 拉ニ代 目大學 頭、 共 

に 承知 致さぬ に 付、 其 儀 も 相 叶 はす、 生涯 浪人に て、 江 州 坂 本に て 相 果て 申 候。 俗間 

に 渡邊勘 兵衞覺 書と 申す 書に 有乏、 始に志 津ケ嶽 の 高名、 山中の 一 番乘、 君 山の 城預 

b 候 節の 一 件 を 記し、 末に 大坂八 尾 口の 儀 を、 自分 一 人 高名の 樣に 書きな し、 和 泉 守 

舊臣共 軍法 未練の 由、 甚だ 惡 口に 及び 候。 浪人の 後， 遠懷 多く、 古主 を 恨み、 斯樣の 
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儀 共 相 認め 候樣に 申觸れ 候へ ども、 本 編に も 論じ 候 通り、 右 書中 矛盾の 說 多く、 其 

家の 理に晴 き 申 分 も 有， 之 候へば、 自作と は 請 取り 難く 候。 坂 本に て、 勘兵衞 門弟せ ハ、 

師門に 私して 、偽作せ しものと いふ 跡 も 有， 之、 さも あるべく 相 見え 候。 難波戰 記、 

其 外 俗間に 記錄 有， 之、 多く は 右 偽作の 勘兵衞 自記 を、 正 記と 致した る 様に 相 見え 候， 

勘兵衞 浪人 中、 山城 國 宇治田原 鄕 にも、 漸く 蟄居せ し 由 申 * ふ。 

附 錄  . 

元 和 六 年、 大坂城 御 再 造 遊ばさる ぺ き 旨、 西 國. 四國. 中 國の諸 大名 へ、 御手 傅 仰 付 

けられ、 和 泉 守、 堀 • 石 壁 • 虎口 等の 繩張相 改め、 一 統に 普請の 差圖 仕る べき 旨 上意 

を 蒙り、 度々 彼 地へ 罷 越し、 家中の 者 共 も、 年々 番替に 相 » む。 割 普請場 所の 儀 は、 

相 勸め候 家々 に 記. 錄有， 之。 W 前後 七 年の 間にて 成就 仕る。 其 節 和 泉 守 所持の 石 

火矢 倚廿 挺、 御 祝儀と して 獻上 仕り、 玉 造 口に 差 置かれ 候 由" 只今に 五 挺 程 は、 其 

歯 有 &樣に 承. ふ。 其 後 寬永六 年、 重ねて 大坂 御城 御 普請の 儀 上意 を 蒙り、 東 

- にの 郭玉造 口石 壁繩 張、 御手 傅 共 相 勤め 候 事。 


其 節、 取 集め 候 石の 餘. 5、 今 活魂. 玉 造 • 堂 島 等の 所々 に 有 芝、 大坂 留守居 役の 者、 

預 りに 申附 くる。 公儀 御用の 節 は、 大坂御 役人より、 留守居 迄 申來， -、 其 後に て、 

御 取らせ 有， 之 候 事 • 

右 先づ戰 功に 預からざる 事と 雖も、 只今 大 坂の 御城 を 奉 K 祝篇 末に 書 加へ ぬ • 

死 事繼嗣 

藤 堂 仁 右 衞門子 六內嗣 五千石， 藤 堂 新 七郞子 宗德嗣 五千石。 藤 堂 玄蕃弟 九 藏嗣五 千 

石。 藤 堂 勘 解 由 子 小 太夫 嗣 三千 石。 桑 名 彌次兵 衞子將 監嗣千 五百石。 右 五 人士 隊將 

な.^。 澤集人 子 次 郞九郎 嗣千石 * 渡 邊作左 衞門子 次男 同 千 石。 田 中 內藏丞 子 源次郞 

五百石 • 七 里 勘十郞 子 何某 三百 石。 山 田 八左衞 門弟 太郎 次兵衞 三百 石。 中 西 文兵衞 

子 龜之助 二百 石。 內藤傳 左 衞門子 小太郞 二百 石 • 竹 村 兵 吉子金 左 衞門百 六十 石。 极尾 

甚兵衞 子 九 郎左衞 門 百 五十石 • 矢 守 太 郞助子 市 之 助 百 五十石。 三 田 村 傅 左 衞門子 傅 

十郎 二百 五十石。 淸水新 助 子新藏 二百 石。 淺木三 郞左衞 門 子 勘 助 二百 石。 淺木兵 太 

夫子 何某 百 五十石 • 桑 名 源兵衞 子八藏 三百 石 • 依岡 吉兵衞 子 何某 百 五十石 • 井口 半 
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左 衞門子 半 九郞ー 一 百 石。 田 邊五郞 兵衞子 十四 郞 三百 石。 西 河 九 郞左衞 門 子 吉左衞 門 

三百 石。 卒尾勘 七 子 猪 之 助 百 五十石。 柳 田 金 十郞子 何某 三百 石。 宾浦 少內子 喜藏五 

百 石。 稻葉猪 之 助 子 猪三郎 五百石 • 三 次 兵 衞子三 郎次郞 四百 石。 友 田 左 近 右衞門 

子 助 市 幼少、 寬永 元年 食邑 五百石 を 賜 ふ。 赤 尾 加兵衞 無-男子-有- 一 女-賜-父 興 後 甥 

西 山 何某 配-其 女- 爲- 名跡； 當時赤 尾 加兵衞 三百 石。 中 尾 小 十 郎無字 ま *s 十四 年- 

弟吉左 衞門爲 三百 石。 安並 三 郎左衞 門 子 忠兵衞 、十五 年 以後 食邑 三百 石 を 賜 ふ。 

陪臣 小島 傳 助.^ 市右衞 門. 山 岸 喜 太郞. 中 村 新 右衛門. 湖 本 權右衞 門. 高 畑主稅 

右 六 人跡 嗣 あり。 

半 野 角 左 衞門. 疋田勘 左 衞門. 安並 傳左衞 門 三人 屬， 客、 冬 以，， 城 開 除 後， 皆 有 V 後。 * 左 

衞門 無， 子、 甥 六 兵衞嘗 仕-脇 坂 侯-十五 年、 去って 本 藩に 來." 仕 ふか、 死 蹟嗣食 百 五十 

石 賜 ふ。 山 岡 兵 部、 東 朝 士山岡 主計 族な り • 無い 後" 津田數 馬. 竹 中次 郎兵 衞. 古田 內 

藏助 三人、 無稜、 子弟 あれ ども 嗣錄 を不 、或は 子弟な きか。 杉 山 左 門， 藤兵衞 弟な 

り。 梅 原 萬 助、 勝 右 衞門ニ 男。 龜之 助. 勝 右衞門 三男な. -。 粟屋 次左衞 門、 傳左衞 門 子 


なり。 岸 田 喜右衞 門、 庄右衞 門 子、 i ，青山 四 郎兵衞 未、。 林 五郎 右 衞門、 藤 次. 郎子 

なり。 玉 置 藤 K 、東 八 族な り。 西 川 九 郞兵衞 、多 兵衞弟 なり。 橋 本 1^ 兵衞、 彌助 族な 

b。 右 十五 人 皆無， 後。 

戦死者 共 追善の 次第 

南 禰寺金 地 院崇傅 長老 は、 俗姓 一 色 氏に て、 和 泉 守 嫡室の 叔父な...^。 之に 依って 前 

前よ b 入魂に 相 交 はり、 同人 先達って 大御所 御 懇意の 仁に て、 御內々 上意 を 蒙り、 

大坂 隱目附 として、 八 尾 常 光寺に 數日 逗留 有 y 之、 說法垂 成 等 致され 候に 付、 住持の 

僧 甚だ 尊敬いた し 候 由。 右の 由緒 を 以て、 六 R 勝 軍の 節 も、 傅 長老 挨拶に て、 和 泉 

守 本陣 を 常 光寺に 据ゑ、 仁 右 衞門. 新 七郎を 始め、 討死の 遺骸 を、 寺內に 葬り 候 由な 

り。. 御凱陣 以後、 常 光寺 住持 長老 へ相賴 み、 右 七十 一 人 法 號を附 け、 大 位牌 一 本に 

連 書して、 裏に 偈娀序 を 彫り、 當座 の 四 句 等 致し 候 由。 以後 藤 堂 家 代々 の 位牌 を 立 

g き 申す 事、 當 家の 寄附に も あらや、 全 寺 僧の 心 入 を 以て、 仕り 候 事な，^。  W 仁 右 

衞門を 45 力、 小さき 五輪 塔 を 追々 建て 候 儀 は、 年 久しき 事故、 記錄も 無乏、 小身の 者 
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共、 有無の 儀 不分明の 事。 

但牌面 列 名此所 へ 可 V 入、 略 Z 之。 

牌 陰文 曰 

牌 面 七十  一 C 者、 泉 州 藤 堂 侯家士 也。 大坂兵 革 之 時 11 軀 枕^、 相. 共 戦-死 于 A 尾； 

維時 慶長廿 年 乙 卯 五月 六日 也。 可 き-金 革-死 而不 者 * 也。 實 武門 龜鑑 哉。 仍 

設，， 牌 位， 晨香 夕誦、 3 充，， 永劫 供養； 聊，^ 詞于牌 後； 輝-功 勳於萬 〔ほ$ァ} 也。 銘曰、 

忠 貫，， ：n 月； 義癀， 秋草； 鳴 呼 忠臣、 ，義今也卽0。 

河 州 若 江 郡 入 尾-初日 山 常 光寺 

右 は其當 分に、 取敢す 製した る ものと 相 見え 候。 其 仔細 は、 今年 六月 改元、 元 和 

に相改 むる。 此 文尙慶 長の 年號を 書し 候へば、 決めて 五月 中の 儀と 相考 ふ。 

右此書 は、 君 公の 文庫 祕書竝 に 西 島 八 兵衞之 友が 書殘 したる 覺書、 當家 大身 舊.^ の 

記錄共 を、 多く 集めて、 此に 合せ 彼 を 拾 ひて、 此 書に なりぬ。 元 來大祖 君 高山 鶴 I ザ』、 


大神君 無二の 忠臣と 思 召し、 御 祕談其 外 多き によ b て、 何事 も密 にして、 家中へ 洩れ 

ざる 事 多し と聞傳 ふ。 此事 知らざる 治世に 至りて、 召 抱 へられた る 家々 は、 犬 坂の 

役に立た ざるの 輩、 漸く 他に て 作せ し 杜撰 虚妄の 書な どの 片端 を視 て、 我家の 事實 

を 說くを 知らす、 星霜 百 六十 年に 及んで、 故實 の隱れ おる 者 も 多 かるべし。 猶ほ 童. 

蒙の 爲に之 を 書す る事爾 な，. 
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